


    
    


    




    2009.02.18 Wed 2/18(水)「とても素晴らしいアイデアだよ！」
    最近はメンバーとの音楽の共有をもう一度、一から始めようじゃないか、といろいろ音楽を交換しております。鳴菌に貸してもらった「THE KOOKS」には今も激ハマリ中です。






今朝は最近のバンド練習で録音したトラックに歌入れをしてみました。ヒットマンスタイルの時の曲「over」。鳴菌と久しぶりに一緒にやって素早く出来上がった新生バンドでの初めての曲と2番目の曲、計3曲に歌入れ。といってもまだ歌詞は出来ていませんが。


pro toolsに録音してある曲を何度も繰り返し再生し、録音し、「これなら歌詞が付くかな？」なんていうメロディーを鼻歌で録音。僕にとって、まったく新しい方法で朝から右脳を使いまくりました。


はて。いいものに出来るんだろうか(笑)？







ほんまに今「まさに」バンドを作っている。この状況をなんとか、新鮮な状態のまま、みんなに届けられないかなぁ〜なんて思いました。


具体的には…。







（今、僕の頭に浮かんだアイデア。これはあまりにも危険過ぎて、誰も実行出来ないんだろうな、と思います。だから今から僕が書き記すことは、ただの戯言だと、聞き逃してもらいたい。では、イキマス。）


















今、僕が作ろうとしている音楽集団。バンドとも言うのかな(笑)？


「初ライブをイギリスでしたい！」


と強く思っているのです。


あぁ！言っちゃった(笑)！！！







そういう到達点を目指しているから浮かんだアイデアなんですが、みんな、こう思っていると思うんです。


「そんなん言うたって絶対無理やって！無理に決まってるやん！」


と。








身近な人に「イギリスで初ライブするつもりなんだ」と言っても、だいたいみんなこんな反応。


「へぇーWAX、イギリスで初ライブするんや」とニヤニヤ。


絶対無理だと思われているのは明らか。


でもね、一度切りの人生。逆にそんなふうに思われて光栄じゃないか！








だから今から興す僕の音楽集団の「イギリスでの初ライブまでの道程」を、全部ウェブ上ですべて曝け出し、全世界に公開するのだ！


それなら「my space」がいいかな？









「イギリスで初ライブ」なんて、とってもドキドキするじゃない？だから、本当は秘密にしてたかった。とてもいアイデアだと思うから。こんなウェブ上にアイデアを書いちゃうと、バレバレで誰かに真似されちゃうよね(笑)？


でも、それもいいかなーなんて、今は思う。


アイデアはバレたとしても、この道程を一緒に楽しんでくれる人がひとりでも増えれば、そっちの方が楽しいから。









今はまだ、僕の音楽集団は「まっさら」な状態。


自分たちのレパートリーどころか、ドラマーだっていない。最終的にどんな編成のバンドになるのかもわからないし、その頃どんなレパートリーがあるのか、見当もつかない。


でも、「だからこそ面白いんじゃないか！」と思うんです。


もちろん修正点だってたくさん出てくるだろうし、最終的に「初ライブはイギリスで」ってアイデアも、なしになるかも知れない(笑)。


バンド自体が消滅することもあり得るし…。


でも、いいじゃない。


「2度目のライブがイギリス」でも「ハイ！バンド、無くなっちゃいました！」でも(笑)。








こうやって仕掛けることで、世界中のどれくらいの人々が僕の人生に関わってくれることになるんだろう？


こんなん思い付いちゃったら、夜も眠れないよ…(笑)。







まずは曲を作らなくちゃ。


で、本当の意味での「メンバー」も必要だ。


英語も勉強しよう。


デモソングの録音は「pro tools」と「カセットMTR」を駆使して、全部自分でやろう。


録音のアイデアならたくさんある。


出来上がったデモソングをウェブ上で公開しよう。


作りかけの曲もウタも、ミスだらけの録音も、全部。


その中で、反応がいい曲が仕上がればシメタもの。


本格的にレコーディングだな。


録音は自分でするかも。


だけど、ミックスとマスタリングは信頼出来るパートナーに依頼しよう。


そしたらウェブ上で配信かな？


海外のレーベルで扱ってくれるところ、リサーチしよう。


イギリスのレーベルがいいかなぁ。


そしたらイギリスに実際に行ってライブハウスを訪ねてみよう。


憧れのロックミュージシャンが吸った空気と同じ場所へゆこう。


アコースティックギター1本持って、どこかの街角でウタを歌うんだ。


どこかのパブで1曲歌わせてもらおう。


そしてビールを奢ってもらうんだ。


「変な日本人が来てる」


どこかにライブハウスの変なマネージャーはいるだろう。


オレならうまく知り合えそうだ。


そしたら今度はバンドでイギリスに来たいんだ、と英語で話すのだ。


きっと歓迎してくれるだろう。


うまくブッキング出来たら、ひとりでも多くのイギリス人ファンがライブに来てくれるように、ネット上でプロモーションしよう。


ネット上なら日本にいても、出来る。


反応が良ければ7インチのレコード作るんだ。


CDはどうしよっか？


そして、日本でライブのリハーサルをとことん重ねて、いざイギリスツアーへ！


憧れの聖地ですげぇライブしてレコード売り尽くせ〜！












興奮してます、オレ。












鳴菌は明後日から数日間、東京の実家に帰るそうなので、帰って来たら相談しよう。面白いアイデアがあるんだ、と。


いや、その前に、この日記、読むんだろうな(笑)。









みんな、どう思う？


ボロボロの制作途中の曲だってウタだって、聞きたいと思う？


刻一刻と形を為す、僕のアイデアを常に知りたい？


どうだろうか。


もしよかったら、メールが欲しい。


「それはやめた方がいい」


でも


「ぜひやって欲しい」


でも、どっちでもいいよ。


この僕の日記を読んでくれている、あなたの意見を知りたい。


ぜひ↓までメールをください。


info@hitmanstyle.net









どんな些細な意見でも、その意見に僕は反応して、行動を起こします。


そうやって僕はウェブの向こう側にいるみんなと繋がっていたいし、そうして「一緒に体験したい」と思っています。


今日の僕のアイデアは、それを具現化するいいアイデアだと自負しています。









ぜひ、メール、くださいね！








この夢のようなアイデアを実現させること。


これこそが今までの僕の人生の集大成であることは、疑いようも、ない。


アナログやとかデジタルやとか、ミュージシャンやとか裏方やとか、弾き語りやとかバンドやとか、相反する雑多な部分に触手を伸ばして来た僕のアイデンティティーが、やっと成果を見せることが出来そうなのです。


未来のWAXよ、そう思うよね？間違いない、よね？










    2009.02.19 Thu 2/19(木)「アマとプロの違いを反映させなきゃ！」
    ちらほら(笑)と反応、ありがとう。


昨日の日記、自分で読み返してみるんやけど、かなり興奮してますね(笑)。まぁ、頭の中にアイデアがアドレナリンのように出て来るってことは嬉しいことじゃないか。


だけど「アマチュアじゃダメだな」。今朝はそう思った。


このアイデアを実現し、プロフェッショナルな領域に持っていきたい。そこだけ混同しないようにしたいです。アマチュアとプロ。この世界、なかなかに曖昧ですから。そこに甘えが存在する。僕とて同じ。逃げ道作っちゃうと僕は簡単に逃げてしまいます(笑)。


そうです。もっともっと追い込んでギリギリのところに立つためにも、ああやってウェブ上で公開していく、というアイデアはとてもいい方法なのかも知れません。









最近、とある大手プロダクション2社の社長、副社長に僕のソロアルバムを聞いてもらう機会がありました。


裏方としての密談だったわけですが(笑)、話をすると、やっぱりとてもおもしろい。刺激がいっぱい。


いろんな話をしていると「ぜひ僕の音楽を聞きたい」と言われた。


そこで真に受けるのが僕のいいところ(笑)。ただの社交辞令かも知れないのにね！


そして、差し出したのはもちろんアナログのレコード。CDも用意しましたが。










そして数日後、「実際に聞きました」とお二人からメールを戴く。


このクラスの人達に対していつも思うのは「レスポンスが早い」ということ。本当にすぐに聞いて、実際にメールをくれる。アンテナが敏感なんだろうな、と正直感服してしまう。








おっと、前置きが長くなりました。


何が言いたかったか、と言うと、この社長と副社長の僕の音楽への感想が、とても今の僕の身に染みた、ということ。


厳しい耳で聞かれたことがとてもよくわかる文章。けれど、僕を前向きな気持ちにさせる提案があり、そこへ僕を誘導してしまえる説得力と懐の深さ。


これがプロフェッショナルなんだ、と僕は対抗心でいっぱいになっちゃったよ(笑)。


このお二方からすると「もっとこうすればよくない？君は出来ますか？」と、軽く僕の闘争心を試しているだけなんだと思う。


昔はこんなの嫌だったなぁ。


23歳当時、とあるプロダクションに騙された経験を持つ僕としては、絶対大人なんて信用しなかったからね(笑)。


でも、今なら試してみよう、という気になれる。


逆に貪欲になったのかもね。リクエストされたらそれを踏まえて「もっといいもん出してやる！」って思う。この「踏まえて」ってのが大事だろうな、と。


そう。やっぱり信頼出来る人と出会うこと、これこそが財産なんだろうと思う。信頼出来ない人のアイデアなんて、試す気になれないよね！








だいぶ話が逸れまくっているような気もしますが、結局アレです、アレ。


「アマチュアとプロフェッショナルの違い」を意識出来る態勢が、このエピソードを通じて今の僕には出来ているよ、ということ。


だからこそ、昨日の僕の日記は、自分自身で厳しく吟味しなければならぬ、と。


だからと言って後向きになったりはしたくないし、楽しくないことしたくない。


「楽しいからやってるんだ！」


って部分を損なわず、プロフェッショナルとしての気構えを成長させたいと思うのです。










報酬を得、イギリスへの渡航費稼げるくらいじゃなきゃ、趣味になっちまう…。








うむ。ちょっと作戦会議です。








    2009.02.20 Fri 2/20(金)「密会その１」
    昨日は鳴菌と「密会」という名の焼肉。ゲストにヒットマンスタイル時代にスタッフをしてくれていたスナコ。


最近僕の中でかなり盛り上がっている、例の案件について相談でした。いや、ほぼ事後承諾を求む、みたいな？








けど、めっちゃくちゃ前向きに話はまとまりました！いい感じで進みそうです！







鳴菌、絶対反対すると思ってたのになぁ。ヒットマンスタイル時代、ヤツはそういうオトコだった。ポジティブな僕の意見にネガティブな鳴菌が反対する…。そして天然のゆっこさん。惜しいぞ！ヒットマンスタイル(笑)！









ま、さておき。


ある人が使ってたコトバを引き合いにだして僕はこう提案した。


「オレはオレらの音楽人生を3時間の映画にしたい！」


これで決まったかな？


それと鳴菌は、僕の2/18の日記の中の「音楽集団」というコトバを気に入ったみたい。









もっともっと詳しく書き記したかったんですが、今からまた別のミュージシャンと密会です(笑)。


さーて。


乗ってきたぞー！


バンド名も決めなくちゃね！








    2009.02.21 Sat 2/21(土)「理想論ですが、理想をイメージ出来なきゃ、ね？」
    昨日も新曲が2曲、思い浮かびました。


で、すぐにpro toolsでリズムトラックを作ってエレキギターを録音。それから歌詞はないけれどもメロディーラインを鼻歌程度で録音。それをメールで送信。これだけやって2曲で2時間ほど？なんてスピーディー。


まぁ、まずまず、かな？まだこれは記録程度で今からイメージを練り上げる感じやけど、雰囲気はバッチリ決まってる。ひとつは洋楽っぽいのん。もひとつはJポップっぽいのん。あら。こんなんでいいんかしら(笑)？







それからジュンク堂に行って「ビジネス書」のコーナーへ。なんでやねん(笑)！


「ネット」というものに今まで本気で取り組んだことがなかったので、現状がどういうもので、どうやって利用することが出来るのか、ザックリ見渡してみたいな、と。それこそネット上で調べてみればいいんだろうけど、そこは本屋。基本、アナログなんですかね(笑)？






それからもうひとりの謎のメンバーにも事後承諾を要求(笑)。ええ、連日の説明会です。






で、まだまだ2/18の日記へのメールをもらってまして、結構な反響に驚く僕。でも、丁寧にお返事書かせてもらってます。


でね、返事、書かせてもらっていると、逆に僕の脳が刺激を受けまして、「あぁ、だからか」などと、自分のアイデアに頷いてみたりしています。みんなから反響をもらう毎に、僕のアイデアは形をハッキリさせていきます。


メールをくれた方々、ありがとう。








その中にこんな意見がありました。


「音楽って完成形を聞いて好きになり、それから制作途中の曲に興味が沸くもので、好きになる前だと興味が沸かないかも…」








なるほど。わかるわかる。


ボーナストラックだったりメイキングシーンだったり、そういう「オマケ」的なものですよね？


僕だってビートルズ関連のものだったら、アウトテイクでも全部聞きたいもん！







でもね、僕は今、あんまり誰もやってないことに挑戦したい！


変な欲求やね(笑)。


制作途中の曲を聞かせたりしながら、「ひと」としてコイツらはどんな気構えでどんなアイデアを持ってイギリスで初ライブをしようというのか？


言うならば「初ライブ＝イギリスを疑似体験してみませんか？」ってのが僕のアイデアの「売り」ですね(笑)。これは完成されたバンドだと面白くないような気がするのです。未完成のバンドだからこそ、そこにどんな気持ちの変化があるのか、日々の葛藤や、微妙なさじ加減を体験してもらえるような気がする。







僕はライブハウスで働いています。だから日々、本当にダメダメな若いバンドマンのコらと接しています。そしたら「未完成であることの素晴らしさ」とか「だからこそ露わになる人間性」とか、今は誰も知らないことにとても魅力を感じたりすることがあるんです。下手コキながら、ボロボロになりながら、それでも上へ登るんだっていう美しさっていうかさ。そしてダメダメなバンドにアイデンティティーが産まれる。


そういう「完成形に向かう儚さ」みたいなものを、今から作り上げていく僕の音楽集団にも当て嵌めたいな、と思うのです。







一通のメールで、こんなことまで考えさせてもらった。すげぇぞ(笑)。







毎日毎日、気になって仕方がない情報を提供する。


気が付けば「アレ？あのバンド、今度は何をやらかすのだろう？」ってみんな思ってる。


これが理想ですねー。そうなるためには、本当に魅力的な存在でなくちゃいけない。これが難しーよね！









溜めて溜めて、一気にドッカーンってのも楽しそうですけど、基本「人と違うことがしたい」ずっとこんなことばっかり考えています。


今日は何をしようかな〜？







[image: ]















    2009.02.22 Sun 2/22(日)「カスタマイズ」
    未来の社長に紅茶をご馳走した。よし(笑)。






昨日はmyspaceのカスタマイズの勉強に着手。うん、あれは勉強だな。


というわけで、myspaceの歴史から探る僕。こういう性格は直らないね(笑)。







まーでも、難しいですよ。HTMLだとかCSSだとか、わけがわからん。


あんまりこっちに手間を取られて音楽がおろそかになってはダメなのでほどほどに。ハマれば究めてしまいたくなる性格なのも重々承知しているもんでね(笑)。






今日は「The Keys」がバリットでライブ。とても楽しみだ。この日記にも何度か登場しているけど、ほぼ唯一と言っていいほどの関わり方もしている。じっくり自分たちの音楽を突き詰めて欲しいし、もっと大胆に攻めて欲しいとも思う。今は修行中。旅に出している。久しぶりに神戸に帰ってくる「The Keys」を、今は僕だけが楽しめればいい、とも思う。








    2009.02.23 Mon 2/23(月)「納豆」
    昨日はとても楽しみにしていた「The Keys」のライブでした。


最近僕が考えていることを照らし合わせて、リハーサル・本番を見、そしていろいろ話してみたり。「The Keys」にならいろいろ隠すことなく話せる、かな(笑)？







「The Keys」の音楽。嫉妬するほど好きなんです。


けどヤツらはこう言う。


「どうやったらファン、増えるんですかね？」








そりゃ増えんわ(笑)。


だってみんな知らんもん。っていうか知られようとしてへんし。


ユニークな音楽やのにたまにみんなと雰囲気合わせようとして朱に交わる。飄々と開き直ってやったらええのに。


そんな話をしてて行き着いたのが「納豆」。








くさいくさいのに好き。（僕はキライですが）


最近では関西人にまで市民権を得てる。（僕はキライですが）


キライな人に納豆を勧める時、「栄養あるねんで」と味覚に関係ないことを言うし。（僕は断じてキライですが）







そんな納豆になればいいじゃないか。


「あのキーズってバンド、変ちゃう？けどワタシ病み付き〜」


で、「栄養あるねんで？」って口コミが広がれば、いい。









昨日も書いたけど、今、キーズを東京に旅に出している。僕は勝手にそう思ってる。


そして僕は今、自分のプロジェクトを本格化させようとしていて、いつの日か、交わる、そんな予感があります。


そしたら僕と「The Keys」の関係も、今は僕の別の顔だけど、結局僕は僕。繋がる、辻褄が合う。








キーズが嫉妬するくらい好きなバンドを、オレは始めるよ〜。








    2009.02.24 Tue 2/24(火)「バンド名、決まるかな？」
    ちょっと疲れが溜まっているようです。が、やりたいことは山ほどある。くじけていられん。


しばし帰省していた鳴菌が東京から帰って来るので、明日は深夜練習です。たぶん朝までかけて1曲か2曲、録音します。披露出来るかな？お楽しみに。


そうそう。バンド名もどうやら決まりそうです。鳴菌発案。


ドメイン取らなければ。そしたらこのブログ、どうなるんだろう？引越し？それともMySpace一本に絞る？どうしようか。


ではでは！


今日は僕の大好きなTHE BACK BEAT BRINGERSの初めてのワンマン。どうしようもなくダメなロックバンド。けど期待しちゃうんよなぁ。







    2009.02.25 Wed 2/25(水)「ビート」
    人と話をすることで明確になることっていっぱいあって、昨日はとても価値のある話が出来たのです。


持てる知識や感性を、すべてぶち込んで音にする。


これはもう、闘争の音楽です。


青臭くったって愛だ恋だと叫ぶために、真剣にいっせーのーでーでビートを刻むのです。そこには一分のスキもないハズじゃないか？


クライアントのいない世界を生き抜くために、すべての細胞を活性化するのです。


ため息が出ちゃうね。


カッコいい音、出そう。







昨日の「THE BACK BEAT BRINGERS」は素晴らしかった。ビートがドライブしてた。オレの価値観って変なのかな？変じゃないよね？









    2009.02.26 Thu 2/26(木)「棚からぼた餅的プレッシャー」
    昨日は深夜練習でした。


まずは謎のオルガンプレーヤー(笑)を迎えてアレンジをし直しているヒットマンスタイル時代からのウタ、「over」を再録音。まだまだ練習が必要なオルガンプレーヤーですが、なかなかええ感じに仕上げて来てくれてます。


そして、新たに始めたバンドでの初めての曲「song1(仮)」のアレンジは、最初行き詰まりかけていたんですが、「これぞバンドマジック！」で、なんとか打破。イントロ・間奏をダンサブルにキメて、歌メロはまだ不確定ながら僕が提示した3パターンの中からメンバー全員が納得いく形に落ち着きそう。こんなふうに曲を書くのは初めて。共作。さて、詩を書こう。








練習前に「MySpace」で公開していくための「ボーダーライン」について話した成果は出ている気がします。


不特定多数の人に公開し、聞いてもらいたい音楽。


それは、「初ライブをイギリスで！」という並々ならぬ企画を最高の形で成し遂げるために、ネット上でたくさんのお客さんを巻き込んでいくための「素材」であることに間違いありません。


ならば。


ならば納得のいかないものは公開出来ない。


ずっと長いことバンドってものをやって来ましたが、「成果のあがらない中途半端なスタジオ練習」がいかに多かったことか。なんだか納得のいかないままスタジオ代を支払い、なんとなく帰る。


そうじゃなくて、今回のこのプロジェクト、「1回1回の練習の成果をネット上に公開するんだぜ？」という「棚からぼた餅的プレッシャー」を、出来るだけポジティブに消化しようや！という話合いから、昨日の練習は始まったのです。


だからもう3人とも必死。あ、眠気と闘うのに必死(笑)？


いやいや、冗談抜きに、真剣にやるとこんなにしんどいんだ、ってくらい疲れ果てたメンバー。でもだからこそ、「レベルが1つ」上がった気がするってもんです。








で、ヘトヘトながら本日も早起きしたわけで、昨日の成果の2曲分のミックスが終了。メンバーにメールで転送中の今、この日記を書いているわけです。


ネット上にアップするにしてもメンバーの許諾が必要だろう、ということで早め早めの行動をしているわけですが、肝心のバンド名、決定、出ず(笑)。


バンド名が決定出来なかったっていうことは、ドメインが取得出来ないってことで、メールアドレスも取得出来ない。ってことは「MySpace」のページも作ることが出来ず、昨日の録音素材をアップすることも出来ませーんってこと。


嗚呼。






ま、先に進むことはいいことじゃないか。早く聞かせたいなー。バンド名、早く決めます！









昨日バリットには「N'夙川ボーイズ」というバンドが来てくれました。キングブラザーズのマーヤくんとシンノスケくん、そしてリンダっていう女の子の3人でやってるバンドなんですが、僕はもう、感動してしまって…。僕はそこに、混沌とした音世界の中にある、とてもキラキラと煌いた美しさを発見してしまったのです。それは音楽なのかコトバなのか佇まいなのかなんなのか、たぶんそれら全部であって、だけどそんなものなんかじゃなくて、僕にはそれを感じることが出来て、幸せだなぁと思ってしまいました。


またひとつ、勇気をもらった。


ありがとう。







    2009.02.27 Fri 2/27(金)「週明けは弾き語りライブですよ」
    バンド名、早く決めたいなー。でも慎重になるよねー。


昨日はBIG CATに「QUATTRO」って友達のバンド、見に行きたかったんやけど、行けず仕舞い。広いトコロでどんな感じなのか、こっそり見にいってやろうと思ってたんやけどね(笑)。







さてさて、昨日ミックスした一昨日の練習を今日は聞き返していたんですが(ややこしい！)、「WAVファイルをCDにしたものをちゃんとしたコンポで聞く」のと「mp3をパソコン自体のスピーカーで聞く」のは、歴然の差ですね！（当たり前か…）


たとえば。


僕が「初ライブをイギリスで！」企画を具体化するためにネックになるのは、ネット上で音楽を聞いてもらうこと。そのために練習をpro toolsに録音して自分でミックスし、ウェブにアップする。


大多数の人はパソコン自体のスピーカーで聞いてもらうことになると思うんです。


普通のミックスをしちゃうと、ベースの音、聞こえねぇ〜(笑)！むしろベース、いない(笑)。


じゃあベースの音を大きくした「パソコン用ミックス」をパソコンに繋げるウーハー付の小さなスピーカーで聞いたらどうなるか。


「ベース、音、デカッ！」


(笑)。


こうなったら、もうワケわからんよねー！


音圧戦争に僕まで参加したって仕方がないので、せっかく自分のバンドの録音を自分でするんやから、「ニュアンス」の分かり易いミックスを心がけるべきなのかな？とは思うものの、ベースの存在感の出し方がわからん(笑)！







ま、こんなのも楽しいもんだな、と思う毎日であります。







週明けは久々の弾き語りライブです。ぜひぜひ遊びに来て欲しいです。








    2009.02.28 Sat 2/28(土)「2月総括」
    おぉ。2月が終わりますやん。短い1ヶ月でしたが、脳内的にかなり充実した、今後の僕の人生にとって重要な思考を練り上げる1ヶ月になったと思います。小説やロック本くらいしか読まない僕が初めてのビジネス書に手を出してみたのも今月(笑)。


そもそも2月初めに見た、とあるコンサートの影響が大きい。


ヒットマンスタイルというバンドを活動休止させてから、ほぼ丸2年、ネット上に毎日日記を更新し、ヴィンテージのアンプやギターやベース、オルガンをコレクションし、毎月カフェワンマン弾き語りイベントを行い、ついには時代に逆行して8トラックカセットMTRを購入。セルフレコーディングでもって、初のソロアルバムをアナログレコードとCDで同時発売。そしてあろうことか、その後、アナログから一転、DTM専用パソコンを導入しpro toolsでデモ音源の制作を開始する。その一方でライブハウス神戸バリットのブッキングマネージャーとして数々の素晴らしいバンド(悔しい！)を神戸に迎え、イベントを企画し、また、神戸のダメダメ若手バンドと一緒になって「バンドってなんだ？」と試行錯誤し、その中の数バンドがワンマンライブをするに至る。そんな中、一流のミュージシャンや音楽業界関係者とも数多く知り合い、親しく話をする中でインスピレーションを得、自分の中にうまく投影し、吸収する。


毎日毎日、この繰り返し。そして1日たりとも同じ毎日は、ない。


結局、人と人との出会いや繋がりだったり、自分自身の行動力やこだわりであったり、アレンジ能力であったり、大切なものはそれほど多くも、ない。


それらすべての「点」はそれのみで眺めると支離滅裂と言えるものであって、2月初めの、とあるコンサートを体感した「僕」の存在をもって、それらは初めて「繋がり」、「線」となる。







おぉ。なんと簡潔なことか。







今、起こしている行動のひとつひとつが、どんな些細なことでも、すべてが「新バンド、イギリスで初ライブ」という到達点に向かっているのだ、と感じる。


細胞のひとつひとつがたったひとつの結末を欲している。






これが生きるということか、と思う。


死なないことが生きることとは思わない。








今、僕が実践していることは、誰にも真似出来ないと確信しているし、それは他ならぬ「自身の人生」を真似されないことに似てはいないかな？






幸運にもこの世界に産まれた時にはすでにオリジナルであった真実を、実はその生命を終えるまで、貫き通すこと。


僕はひどく周りに影響され易いし、神経質なところも自覚している。ただ、その影響を自分だけのアレンジ方法で吸収することが出来るし、また、「あいつはやるヤツだ」と好かれ、嫌われることも、理解している。







劇的に生きる。







どうせなら、ね？やりたいこと、やりたいじゃない？今、僕は、それを許されている？








2月が終わる。


3月が始まる。






変わらず僕は進む。






明後日は初の神戸バックビートで弾き語りのライブだ。熱心に誘ってくれたことに感謝をもって歌うのです。楽しく、いこう。







    2009.03.01 Sun 3/1(日)「PC」
    昨日は鳴菌にCDを手渡し。


なぜならヤツはパソコンを持ってないのでメールでデモを送ることが出来ない…！


この前の練習で録音した2曲と新しいデモを2曲の合計4曲のCD-R。メールならちょちょいのちょいやのになぁ。






ところが。


僕が最近刺激を受けたデジタル音楽に関するビジネス書を、数日前に鳴菌に貸したんですよね。それを読み始めているらしく「これ読んだらパソコン、必要だなぁ」とか言ってました(笑)。


やろ？






さ。明日は弾き語りのライブ。がんばるです。







    2009.03.02 Mon 3/2(月)「BACK BEAT」
    今日は今からライブです。弾き語りです。やっぱり人前で歌うのはとてもわくわくします。


バンドで早くライブがしたいなぁ〜と思うのですが、ダメだダメだ。イギリス、行かなきゃ(笑)。


朝から練習も出来たし準備も整った。


さぁ、出掛けよっかなーと思うわけですが、なんだか落ち着かない。


「Road to England」


という企画自体を実現するためのアイデアは、湯水のように溢れ出しそうで、むしろその処理に困る。


イカンイカン(笑)。


今日はしっかり歌うのだー。







    2009.03.03 Tue 3/3(火)「バイタリティー」
    昨日は初めてのライブハウス「BACKBEAT」に出演して来ました。


やったりました(笑)！







セットリスト〜。


1.しゃべり

2.bB

3.夢中になって

4.LEMON

5.ソファ

6.今を生きる








1曲目「しゃべり」って！


でもそれくらいしゃべったりました。1曲削るくらいに…。


まぁ、でもライブですからね。その雰囲気に合わせて、どんな方法を使ってでもオレに注目させる！みたいな(笑)。


で、自信のあるウタを歌って、落とす！みたいな(笑)。


どんなライブだったかは、来てくれた人のみぞ知る。ライブって結局、やっぱりそんなもんだよなぁ〜。


「よっしゃー！みんなでイギリス、行こ！お疲れさんっ！」


ってことです(笑)。









その後、共演の藤原裕介くん、バックビートの西山くんと噂の焼き鳥屋さん「炭玄」へ。やっぱライブの後は打ち上げよねー。


ってか、ええライブせーへんかったら打ち上げ行ってもマンネリやしね、こうやって噂の「炭玄」に誘ってくれたのがとても嬉しかったです。ありがとう、西山くん。


いや、これがホンマに美味い！噂に違わずびっくりするくらい美味い！


で、話も濃ゅい！そりゃ濃ゅくもなるわなー。


ライブをやってみてバックビートのこと、気に入ってしまったので(笑)、ぜひぜひ今後も誘って欲しいものです。スケジュール空いてればいつでも歌いに行きたい。


ビートルズ好きの僕にとっては、最高の雰囲気。そりゃあテンション、上がるわ〜。


毎月でもお願いします〜。
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昨日のライブで折り込んでもらった僕のチラシにね、今、僕らが企画していることをちょこっと告知してみた。例の「イギリスで初ライブ」の企画のこと。


「バンド名決まり次第「MySpace」を中心に、ネット上にて苦悩と葛藤の「Road to England」を公開します！制作過程の楽曲情報や人脈構築過程・ビジネス戦略など、Do It Yourself、やったモン勝ち精神で赤裸々に告白。…(中略)…※ドラマー、PA、デザイナー…同じ志を持てるクリエーターを募っています」


と。


で、思い付いた。


ネット上でそうやって公開していくのと同時に、「新聞」作れへんかなーって。イメージは小学校時代のいわゆる「カベ新聞」。実際カベに貼るわけにはいかんから、印刷してフライヤーみたいに配布することになると思うんやけど。


ね？これって「デジタル」と「アナログ」の両極端じゃない？


一昨日、ヒットマンスタイルの第2期スタッフの「でらこ」とメールしてまして、浮かんだコトバ「どうしようもない人間臭さ(＝アナログ感)をネット上(デジタル現場)に匂わせることが出来れば、第一目標、突破ってとこかな？」。


そう。正反対のものの絶妙な融合って武器になるんじゃないか？


「デジタル」と「アナログ」


「ジョン」と「ポール」


「笑顔」と「腹黒さ」


…(笑)。









そう、この最後の「笑顔」と「腹黒さ」、でらこのオレに対する見方です…。究極やね。


いやぁ〜言い得てるよ！あちゃ〜！見抜かれてる〜(笑)！







で、昨日のライブを見に来てくれてた鳴菌に言ってみる。


「新聞作ろーやー！」


ま、ライブ後でテンション振り切ってる僕ですから、多少ウザかったんでしょうが、あんまり乗り気じゃない鳴菌(笑)。


ええアイデアやと思うんやけどなー。






ってことで、どこかに「新聞クリエーター」いないかな(笑)？募集します〜。







今朝は打ち上げ後にも関わらず早起き。タワーレコードへ。ダブルポイントやからね！「U2」欲しくてね！


でも、結局「U2」は買わず。その代わり試聴でええのん見つけた！これはいいぞ！


「BLACK GOLD」ってユニット。CD買っちゃったー。ライブ、見たいなー。


あと「MGMT」ってのもヨカッタ！けど、これはCD買わず。iTunesでダウンロードしてみよっかな。






それから最近のイキツケ「ジュンク堂」へ。5階のビジネス書コーナーで2時間ほど立ち読み。本日仕入れたネタは「Movable Type」。ほほぉ。


買って勉強しようかと思ったけど、いやいや、まだバンド名、決まってないしなー、とか、オレがやるべきなのか？とか、葛藤の末、購入は見送り。


「Movable Type」に詳しいクリエーターも、併せて募集しまーす(笑)！







結局すべてにおいて絡んでおきたいこの僕の体質。昨日から今日に掛けての2日間、ライブするわ、チラシ作るわ、いろんな戦略思い付くわ、打ち上げ行くわ、CD探すわ、ダウンロードしようか思うわ、ウェブ構築の勉強するわ、なんやかんや…。


バイタリティーは衰えてはいない。


それでも僕は「音楽集団」を作りたいんだよ。リスペクトし合える仲間と一緒に成し遂げたいことがあるんです。








再確認出来ました。


ライブに来てくれたみなさん、ありがとう。


僕はやっぱりライブが一番！








次回は3/30(月)のクラブジャングルで弾き語りのライブです！


昨日、出会えたみなさんも、ぜひ予定を空けて、ライブに来てください！








    2009.03.04 Wed 3/4(水)「ラフスケッチ」
    昨日発見した「BLACK GOLD」っていうユニット、素晴らしくお気に入りになりました。ずっと聞いています。こういう出会いがあるから面白いです。


ドラムのサウンドがかっこいいなぁ。サビがめっちゃサビ。「ダーチキャッシュ(スペル、忘れた…)」というアメリカのインディーバンドの手触りに似ているような気もするし。


今も聞いてるんですが、やっぱドラムのサウンドがかっこいい。


そう。「いい音」なんて、僕はあんまり求めてないのかも。今の僕は「かっこいい音」が欲しい。それはギターに対してもベースに対しても、すべての楽器に対してそう思う。


「うぉ〜！なんっか知らんがかっこいいぞ！」


そのイメージはもう出来てる。








昨日は立ち上げたい僕らのホームページのラフスケッチを夜な夜な描いておりました。
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音を描くことには慣れておりますが、どうもペンを執るということには抵抗がありまして…。絵描きの親父のせいです(笑)。


まぁでも、実際に描くとハッキリするよね。それは思考をコトバにするのと似ている。


今日は練習なので、このスケッチも見せよう。どんなサイトにしたいのか相談しよう。そしてバンド名、決めたい、な…(笑)。






さて。今日を始めましょうか。







    2009.03.05 Thu 3/5(木)「ハードル」
    昨日は朝まで練習でした。


練習場所はスタジオではなく「とある地下スペース」なので(笑)、すべての楽器の音を鳴らすまでにはとにかく時間が掛かる。重い機材もあっちやったりこっちやったりなんで、かなり体力も必要。時間帯も深夜なので、準備を終えるまでに精神的にも一苦労。


それから音を合わせていくのですが、昨日は2時半くらいまでダメダメな方向でしたー。


「イカンイカン！」


と気付き、コーヒータイム。


「成果を残さない練習なんてしたらアカンやん！」


とミーティング。自ら檄を飛ばす。


その甲斐あって、3時からは納得いくまでアレンジを煮詰めるのに成功しました。


そして早速リ・アレンジしたバージョンをpro toolsにレコーディング。


今回は暫定的なリズムパターンの上にベース・ギター・オルガン・シンセを録音し、それを持ち帰って僕がドラムをある程度納得いくまで打ち込み直す。その上でメロディーラインを固定し、歌詞を載せようと思っています。







まだドラマーがいないので、その辺の「ゆとり」は残しておいた方がいいだろう、とリズムパターンは煮詰めない方向だったのですが、昨日の日記でも書いた「BLACK GOLD」ってバンドの音楽を聞いてると、僕にとってドラムサウンドがとても重要だなぁ、と。


だから、「ゆとり」を残すんじゃなくて、トコトン突き詰めた状態にまで楽曲を追い込んで、その上でそれ以上の魅力を出してくれるドラマーを探すのが、音楽に対して本当に正直なことだ、という結論が出たからです。


ふぅ。またひとつ、自分に課したハードル。超えてみせます。








それからバンド名会議。


う〜む。悩むよねー。


練習の準備をしながらバンド名を提案しようと思ってもあんだけ勇気が出なかったのに…。







徹夜明けの早朝。バンド名候補が挙がる挙がる(笑)。勇気なんてこれっぽっちも必要、ない！


でも、結局決まらず…。


僕が大変気に入ったバンド名、鳴菌は「それはちょっと…」という始末(笑)。


けど、バンド名って絶対「顔」になるもんやから、納得いくものを考えたいものです。


それでもバンド名が決まらないことにはネット上での大作戦も決行出来ないわけですから、急いで決めたいところです！


どんなバンド名になっても、みんな、ついて来てね(笑)？








※おまけ


バンド名、ボツバージョンをいくつかご紹介。


「シュワキマッセリーズ」


「ビリビリコンセンツ」


「Kulacklers」


「old sparky」


…


3/5早朝。途方もない数のバンド名が産まれては消えていきました。


嗚呼。


でも、結構ええのもあるんちゃう(笑)？







    2009.03.06 Fri 3/6(金)「リピートリピートリピート」
    昨日の宣言通り(大袈裟だなぁ。笑)、一昨日の練習で録音した「SONG1(仮)」のドラムを一生懸命打ち込みました。


打ち込みに打ち込みました…(笑)。








根気が要りますね、本当に。実は初めてじゃないかな、こんなに一生懸命ドラムを打ち込んだのは。今まで打ち込むことがあっても、ずーっとテキトー。


頑張ったよ、僕は。ふぅ。






それからミックスダウンして圧縮してメールで送信。メモリスティックに入れてノートPCに移し変え、iTunesに取り込んで自分のiPodへ。もうひとりのために(笑)iTunesでCDに焼きつけて終了。


よし。







で、とりあえずそのウタには仮のメロディーがついていたんですが、ドラム打ち込んだバージョンを聴いていると、ムムム、もっとよさ気なウタが思い浮かびそうだ！ってことでリピートリピートリピート。


あれ？あれあれあれ？妖しいウタになっちまうよー…(笑)？


しかし、日本語のコトバ選びってオモシロイ。コトバの響きだけで選んで鼻歌混じりに歌っていると、ほとんど意味不明のウタになる。意味不明だけどそのうち不明なわりに別の意味が出てきたりなんかして。最初の思惑とは違うウタになってしまうけど、それはその方向で進んでいく方が、そのサウンドにマッチするんではないか、と。そう。楽曲そのものが求める姿に抗わず、従う方が良い時もあるような…？


オモシロイよねー。


ちゃんと音楽に向き合えば、コトバはひとりでに落ちて来る。それを拾うのみ。拾えたら、ラッキー。それが僕のするすべての仕事。








今日、ヒットマンスタイル第2期スタッフのでらこから、荷物が届きました。


「Movable Type 4でつくる！最強ブログサイト」

[image: ]


早速ちょっとだけ読んでみたけど、すでにメゲそう…(笑)。







    2009.03.07 Sat 3/7(土)「フィードバック」
    昨日は「曖昧code」というバリットに出ている若手バンドのアーティスト写真なるものをフォトショップで作成。友人に頼むと言ってたので最初は作る気なかったんですが、素材を確認しているとアイデアが沸々と沸いて来ましたもので。


あれです。あれ。


音楽の方向性とバンドの見た目、これって客観的に、しかも突っ込んだところで擦り合わせていくものやと、改めて感じました。


たとえばレコーディングにしてもそう。一般的に「よい音で」レコーディングすることは、もしかしたら簡単なのかも知れない。お金出せば解決する問題なのかも知れない。けど、普段「ライブ」を見ている僕なら、そのバンドにとって「カッコよい音」を録音することが出来る。


昨日の「曖昧code」のアーティスト写真作成にしてもそう。「よい写真」を撮影して加工することは簡単なことなのかも知れない。でも、フォトショップなんていう写真加工ソフトを昨日初めて使う僕の方が、「曖昧code」というバンドの「ライブ」を見ているし、メンバーとたくさん話もしているし、だからこそ「音を出さなくてもこのバンドの想像をさせ、導いてくれるイメージ」をアーティスト写真という一枚の写真にしてしまうことが出来るような気がしました。


まぁ、その元々頼むつもりの友人というのが、その道で仕事をしているようなので、内心メラメラしておるのですが(笑)。


なんで？って？


どっちがいいか、比べるようだからですよ！










ま、いいや。


でもこうやって写真の加工なんていう初めてのことにチャレンジして、しかも成果をあげ、結果を残すこと。結局自分のバンドにフィードバックしている気がして嬉しいのです。


「イギリスで初ライブをしたい」


そういう考えに至り行動することで、僕は今まで僕がやって来たことすべてに、うまく決着をつけられそうで嬉しいのです。


「曖昧code」というバンドのアーティスト写真を作成することが、今僕が作っているバンドを客観的に捉えることの重要さを再認識させた。


自分のバンド(名前はまだない)を練り上げ、ネット上に公開していくためには、ビジュアル的な要素も必要なわけで、ただなんとなくってわけにはいかないだろう、と。


「フォトショップという未知のソフトで自分のイメージを形にすることが出来た」という昨日という一日は、また僕にチカラを与えてくれたような気がします。








それから昨日の深夜はイギリスガイドブックの地図に、ちまちま赤マジックで印を入れておりました。


ロンドンの地図広げ、未だ見ぬ土地の空気を想像しながらの「アビーロード」。


嗚呼。
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    2009.03.08 Sun 3/8(日)「80%に対する20%」
    昨日の深夜は元ファンキーパンキーのボーカル、上村くんの新しいバンドのレコーディングをしておりました。


って書くとマズイのかな(笑)？


いろいろ感じることがあって、とても面白かったです。


最近常々、バンドって声が重要だなぁと思う。要素として80%は「声」に頼るところが大きいのかな、と。楽器はその残り20%。


「売れる」とか「売れない」や、「好き」とか「キライ」や、「うまい」とか「下手」、そういうカテゴリーに納まらない部分での話なんですが、「オリジナリティー」の最たる部分はやっぱりどう転んでも「声」なのかなーって思う。


昨日のレコーディングでも上村くんの「声」を入れたら、ビシッとその音楽がハマって欲しいところにストンとハマった。








僕が今、興しているバンドについて考えてみた。


バンドメンバー全員の「声」を使えるバンドがしたいんよね。


まぁ、元々ビートルズが好きなわけで、ヒットマンスタイルでも3人の「声」を最大限に使おうとしてた。ただ、今、思えば、ヒットマンスタイルってバンドのサウンド、20%の部分をもう少し「声」に寄せたらよかったんじゃないかな？って思う。微妙なサジ加減で。


今の僕は、そのあたりに対する思考が進んだので、もうちょっと求める結果をキチンと弾き出せるかな、と思います。


「80%のための20%」


これが本日の「肝」でした。











レコーディング明けで「すかいらーく」にてビア。


みんな「ドリンクバー」を選ぶ中、ひとりビア。


んまい！








毎日毎日いろんな発見をさせてもらえる人生。


ありがとう。







    2009.03.09 Mon 3/9(月)「メンバー曰く」
    今日も早起き。先日のレコーディングのミックスを1曲、上村くんに送信完了。どんなもんかな？


「仕事が早い」


これは僕の人生のテーマです。（いつから？笑）







それから例の新曲「SONG1(仮)」のメロディーと歌詞を考える。今回は、歌部分のバッキングパターンをpro toolsで何度もループさせたものを2ミックスにまとめ、iPodに取り込んで聞きまくりながらウタを想像する。僕にとっての新手法で。


メンバー曰く「この曲はとてもカッコいいから、この1曲に関してトコトンいきたい。この1曲が完成してからすべてが動き出し始める気がして、そこからバンド名も生まれそうな気がして来た。スタートが肝心。そのスタートがあの曲です」と。


こう言ったのは他ならぬ鳴菌。


次回の練習は3/12(木)になりそう。それまでにカッコいいメロディーと歌詞を捕まえたいです。







意義のある毎日を。


メンバーのコトバひとつで、僕は勇気も出る。









ふと思う。


僕って面倒くさいヤツだなぁ。


果たしてもうひとりの僕がいたなら、僕とちゃんと向き合うだろうか？「面倒くさいヤツだなぁ」と付き合ったりしないかな？


とにかく「熱過ぎる」んですわ、僕。すべての物事に対して、本気で捉えて本気でぶつからなければ気が済まない。中途半端なんてあり得ない。


「本気になるか、興味がないか」


そんなヤツ、嫌われるに決まってる(笑)。


でも、嫌われたくないんだなぁ…。


面倒やろ？


やっぱり。







    2009.03.10 Tue 3/10(火)「特効薬」
    昨日は何もしなかったなー。なんにも出来なかったなー。


胸の内を支配する感情の状況が、頭の中を支配する思考に勝ってしまって、ショートして「バチッ」。


毎日毎日一分の隙もなく、気を張り詰めて、今興している新バンドの未来を考える。


「自分に出来ることはなんだろう」


「スキルアップするべき点はどこだろう」


「まだ踏み込んだことのない新しい世界へ…」


追い込み過ぎて神経がカリカリしているのは、自分でも自覚している。でもこれはこれで自分の性質なんだなぁーということもわかってる。34年間、向き合って、受け止めて、育んで来た、我が愛しの性質。何が悪い(笑)？







休む時間がない。


休む場所がない。


それでもプヒーッと息を吐いてみる。そう。息は吸わない、吐き切って吸わずにいられなくなるまでは。







苦しいです。苦しいです。


息を吸わなきゃ苦しいです。酸素か足りなくて苦しいのです。







ヘッドフォンから流れる自分の歌声が聞き取りにくいと「これでもか！」と、無理して大きな声を出してしまう。


モニタリングの基本だろう。






「耳を済まして自分の声を聞け」







必要なのは他人じゃない。いつだって等身大の自分自身。


自分で自分を救え。


救える自分を、小さな自分を探せ。


それまで「今の」息を吐き尽くし、ココロの静寂を取り戻せ。








おぉ。なんだか取り戻して来たぞー(笑)。


この2年間、毎日毎日こうして書き続けて来たんだ。この僕のブログは、自分を見つめ直し、治癒する唯一の「ロックンロール特効薬」のようなものなのか(笑)？







たまには京都に電話をしてみようか。







    2009.03.11 Wed 3/11(水)「謎は解けた」
    「なんでそんな噂になってんだ？」


僕にとって不都合な噂の出どころが判明。なんじゃそりゃ〜！面識もないのに勝手なことを言いやがる。


まぁでもスッキリは、した。


けれども誤解はそのまんま、なんやろうか…。


噂は怖い。ま、恐れちゃいけないが。









試したいプラグインエフェクトを安価で発見。10日間のお試し版がWEB上にあったので、早速ダウンロード。明日の深夜バンド練習で試してみよう。メンバーがその効果を気に入れば購入だ。


吉と出るか凶と出るか。


直感を信じるなら、うまく馴染めば「あり」だと思う。ただ、微妙に中途半端な古臭い感じになったりしたら嫌だなぁ。古いなら思いっきり古くないと(笑)。


「古臭いサウンドを新しく響かせる」


これが僕の永遠の命題なので(←いつから？笑)、今のアタマの中の想像では、これがその接点になるとベスト。


ま、何事もトライ。


試してダメならやめればいいさ。












よし。







    2009.03.12 Thu 3/12(木)「時間ロス」
    昨日の夜中は頼まれもののミックス作業。メール送信完了。


その後、お試し版のプラグインソフトを早速お試し。2ミックスにまとめてメンバーにメール送信完了。






ただそのソフト、すでに録音してあったトラックにあと掛けしたもんで、効果がもうひとつしっくり来ない。


ってことで、今朝も早起き。エフェクトを掛け録りしてみましたー。


「ふむふむ。なるほどー。なかなかいいんじゃない？今日は深夜練習やしメンバーと一緒に試してみよっかなー！」


そうひとり言をもらしたところで、気付いちゃった。








あ。一生懸命打ち込んだドラムが入ってるデータを忘れているじゃないか…。










結局、時間ロス。


あぁ、もったいない。









けど、バイクに乗りながら歌詞も考えられたし、結果オーライっちゅうことで(笑)。










時間ロスを無駄にしない。


よーし。今晩も想像力豊かに頑張るぞー！







    2009.03.13 Fri 3/13(金)「進化する」
    深夜練習終了後、早速ミックス完了〜。


こうやって勢いにまかせ、眠さも忘れるほど熱中出来るのは、本日の練習も成果があった証拠。途中、苦し紛れの休憩は何度か挟んだものの…。乗り切ってバンドマジック、出してます(笑)！







今日はまず、ウタの感触をメンバーに確認ってところからスタート。


例のプラグインのエフェクトの印象を探ってみると…。とても反応がよかった！


嬉しい。


アイデアが認められた時って、素晴らしく、嬉しい。


今日、充実した成果を得れたのは、そのアイデアを具現化するためにアタマ使って、カラダ使って、少ない時間を利用しながら、ちゃんと歌詞とメロディーを書いたからだと思う！うん。頑張ったぜ、オレは(笑)。


メンバーも、それに対して素直に反応してくれたのがヨカッタかな？








今日の練習でこのバンドにとっての初めての新曲の骨組みがハッキリしたと思う。


あとはもう一度歌詞、メロディーを練り直し、もっともっとカッコいいものになるよう、アイデアを盛り込んでいくこと。







あぁ、この進化の過程をみんなにも聞かせたいなぁ。


これが僕がしたいことの中の、ひとつです。







    2009.03.14 Sat 3/14(土)「アイデアと強い意志と行動力と音楽と」
    いよいよ新バンドの初めての新曲「song1(仮)」が形を為して来ました。というわけで、バンド名を決めなきゃです。


今日はおとといの練習でレコーディングした素材を聞き直しつつ改めてミックスしてたんですが、ふと思い立ち、pro toolsに入っているアナログシンセの音源を立ち上げ、僕がイメージする音色・フレーズへの差し替え作業をしました。


そしたらドラムのフレーズも組み替えたくなっちゃったり、カウベルも入れてみたくなったり…。結構大袈裟な作業になってしまいました(笑)。


おとといの練習中、メンバーと試行錯誤しながら「song1(仮)」のある部分をどうするか？って話をしてたんですが、僕が「縄跳びをぐるぐる回そう！その音を録音しよう！」ってアイデアを出したのです。イメージ的にオッケーだったので、次回、縄跳びを持参して試すつもりなのですが、その部分をちょっと作ってみた。


「おぉ！結構ええんちゃうん！」


て出来になったので、メンバーの反応が楽しみだ。











でね、ちょっと根本的なことなんですが、いいですか(笑)？


「初ライブをイギリスでしようじゃないか！」と思い付いて以降、最近のこの日記、だいたい新バンドの音楽制作についてのことが多くなっちゃってまして「それもどうなんだろう？」とか感じてしまっているのです。


まぁ、僕の毎日のほとんどの時間は音楽のことばかりなので、僕にとっては違和感はないのですが、やっぱりほら、あれです、あれ。違うことも、書いたりしたい…(笑)。


日常の些細なことから感じたりすることとか、音楽関係以外の誰かと出会ったとか。


どんなことも全部、自分の音楽制作に繋げて考えるクセがあるので、まったく切り離して日記を書くことは出来ないかも知れないけど、ね？









解決策はわかってる。


バンド名を決めること(笑)。そしてホームページを立ち上げること。


「Road to England」っていうページを作って、その中に最近この日記に書いているようなことを記す僕の新たなブログと「MySpace」やメンバーのコーナーがあるようなコンテンツを作る。それと一緒に、本来の意味での僕の日記「WAXのひとりだち」も並べる。


これしかないな(笑)。どうでしょうか。










事が始まると意外と不安になるようで、この前の練習後、鳴菌が言った。


「本当にイギリス、行けるんですかね？ただ単にイギリスでライブするんじゃダメでしょ？めちゃくちゃいいライブをするにも、ライブ経験って必要じゃないっすかね？」


それはもっともな考え。


けど、そんなことは百も承知。充分考えてる。


じゃあ、ライブ経験を積むために、日本でライブをする？それは自分たちの中でレベルの低い話じゃないのだろうか？


たとえば僕の働くライブハウス、神戸バリットで初ライブをする。それはとても簡単なこと。でも、簡単だからこそ、面白くないし甘えも生じる。甘えなしに生きるために、だからこそ僕は初めてのライブをイギリスでしたいと考えているのです。


冷静に考えて、イギリスへの道のりは、とても厳しい。


旅行気分でイギリスに行って、ただ初めてのライブをイギリスですることに興味はない。


初めてのライブだとしても、僕ら目当てのイギリス人のお客さんに来て欲しい。インターネットという世界があるのだから、それは不可能ではないハズ。


必要なのは「アイデア」と「強い意志」と「行動力」と「音楽」、ただそれだけだ、と信じていたい。









鳴菌が不安になるのも当然のことで、僕は毎日「ライブ」という現場にいて、日々何かを感じ、自分に置き換えて考えることもしばしば、ある。ライブしているバンドを見ながら、自分もライブをしているようなものだと思う。反対に鳴菌は2年も現場から離れてる。そりゃあ不安にもなるわな。


けど、なにもネガティブに考える必要なんてないと思う。


ネガティブに考えて「なしの方向」で考えることなんて、つまらないと思う。


みんな言うじゃない？「レコーディングあるからライブはしない」とか。プロならいろんな関係者とたくさん関わり合いながらのスケジューリングを考えるのだろうけど、ただ「バンド」っていうミニマムな考え方をすれば、レコーディングもライブも並行して出来ないハズ、ないと思う。並行して出来ないなら、24時間の内、何時間を音楽に費やしているのか？ただその問題だと、僕は思う。









僕は自分の音楽人生について、結構、先のことまで考え始めていると思う。


イギリスで初ライブをすること。これは冗談抜きに、キツイ。


だから燃えるんよなー(笑)！







ついこの前も、イギリスに旅行に行ったっていうコがWAXさんに話さないと！って思って僕にこう話してくれた。


「イギリスの地下鉄にはストリートミュージシャンがいるんですけど、その人たちは「地下鉄で演奏してもいい」っていう免許を持っているんです。だから、みんなめちゃくちゃ上手くて！」


と。


そう、イギリスは僕らが憧れる、ロックの聖地なのだ。


中途半端じゃ、誰も聞いてくれないのだ！









よし。







    2009.03.15 Sun 3/15(日)「ジョンとヨーコ」
    歌詞のイメージがはっきりしてきたので、朝一番でウタの録音をしようと思っていたのですが、とある事情で断念。そう、今日はトライセラトップスがバリットに来るんで、照明の仕込みだわ。


そっか。これでオノ・ヨーコさんとの距離が短くなるね(笑)。









余談ですが、やっぱりオノ・ヨーコさんはスゴイらしい。聞くところによると、ショーン・レノンが主催？のイベントがあったんですって。ニューヨークかな？小山田さんとかも出てるイベントなのかなぁ。で、ショーンがお母さんに相談したってさ。そしたらヨーコさん、こう応えた。


「ん〜、確かにいいイベントね。でも、華がないわね。ワタシが出ましょう」


えー！スゲェー！


で、もう、すんごい格好で登場。ヨーコさん、75歳だぜ!?


でも観客の沸き方は尋常じゃなかったんだってさ！！！









「ジョン・レノン・ラストインタビュー」って本があるから、機会があったら読んでみて？ジョンとヨーコの関係がすごく自然にわかる。ジョンってフツーのオトコだし、フツーだけどフツーじゃない、みたいな。ヨーコだってフツーだし、でもフツーじゃない。本当はみんなそうだと思う。ジョンとヨーコが特別なんじゃないなーと漠然と感じることが出来るラストインタビュー。題名のとおり、死に2日前に行われたインタビュー。ぜひ。


あ。ひとつ、印象に残るエピソードを紹介します。


ジョンはラジオからとてもいいウタが流れてくると、とても悔しいんだって。「なんで僕があの曲を書いてないんだ！」って。一緒やん(笑)。









じゃあ、今日は今朝出来なかったウタの録音、夜中にでもしますかねー。


どんどん進みたい。今の僕の創造力は、非常にノッてます。







    2009.03.16 Mon 3/16(月)「成果」
    先ほど「song1(仮)」の歌詞入りバージョンの歌入れを終え、軽くミックスし、メールにてメンバーに送信中の日記です。こんばんは、WAXです。


ふぅ。








今回は歌入れの時に3番の歌詞を考えるという荒業を試してみました(笑)。


1番の歌詞は前回のバンド練習(3/12)前に思い付き、すでに録音済みでしたが、その1番を3度繰り返す、というまさに仮の仮という状態でした。で、2番の歌詞を思い付いたので本日録音する気になったのですが、いざ、3番ってとこで、1番の歌詞に戻ってみたのです。でもやっぱ、しっくり来な〜い。当然か。さぼってんだもん(笑)。


ってわけで、急遽、空中に浮かぶ3番の歌詞を捕まえてみた。








結局僕は、歌詞を書くのが好きなのかもしれないなぁーと思う。








学生時代はマルっきり理系の僕ですが、実はこっそり「詩」ってヤツを秘密のノートに書いていたような中学生だったのです。恥ずかしいっ(笑)！


曲を書くようになってそれは歌詞のようになっていったわけですが、この歳になって「コトバ遊び」的な歌詞にちょっと意味を込める、みたいなものが流行っています。


いいねぇ〜、その感じ。どんどん変化してるぞ、WAX！


というのも、僕、今、行きたいところ、イギリスでしょ？でも、僕、日本人でしょ？イギリス人、日本語わかんないよね？僕、英語、喋れないよ？どうすんの、それ？


ってとこから思考は始まったのです。


結局「コトバの響きじゃない？」みたいな(笑)。


音を詰め込み過ぎることが出来ない日本語だけれど、コトバを区切るところを変えてみたり、前の文節のお尻と次の文節のアタマをくっ付けちゃえ〜ってしてみたり、濁音をうまくリズムに乗せてみたり…。


アタマを柔らか〜くしてみたら、意外とアイデアは降って沸いてくるもんで、意味を為さないハズのコトバたちが、あれま、どうしたことか、ほぉほぉ、なるほど、意外と人生の確信突いたような意味合いに取れるようになってしまうもんなのね？って感じになっちゃうのです。


「オレって天才？」


みたいな(笑)。








おっとっと。だいぶ深夜モードになってます。失礼しました(笑)。









ってわけで、本日の成果メールは無事送信出来たようです。もうちょっと歌詞、手直し出来そうだし、水曜日の練習までに考えることにしよう。









さて。トライセラトップスは、かなりカッコよかった。リハーサルが特に。やっぱり「音」がカッコいい。ドラムもベースもギターも。そしてやっぱりウタが爽やかだった。カッコいい音がシンプルに爽やかなウタを支えてる。とてもロックだ。そしてみんな、どっか切れてる人物のよう。変人じゃん。そう。開き直ったもん勝ちじゃん。ロックスターになり切ったもん勝ちじゃん。全然何も考えてないようだ？ロックのことしか考えてないようだ？愛すべき天然さん、と言えば怒られるかな？とにかくテンションが高い。か、低い(笑)。どっちにしても他人のこと、考えてなさそうだ。いい人っぽいけどね。いい人なんだろう。そうだなぁ。でも臭くなかった。育ちが良さそうだ。オレだって育ちはいい方だけれど、いかんせん、お金のない暮らしがオレを遠慮させる子供時代にしてしまった。だからこそ、感謝しているのですが。オレにはあんなギターの音は出せない。もっと卑屈なギターの音がいい。オレにはあんな声は出せない。出したいな、なんて考えてしまっているくらい、出せるハズがない。それでもこの声が好きだ。一生この声で生きます。どうしても譲れないものに誇りを持てるバンドを今、興しています。この歳になっちゃったけど、オレは頑張ります。やってやります。素晴らしい仲間たちにこれからも出会って生きます。ギターボーカルはひとつ年下なんだって。悔しい。


悔しいよ。


だからこそ、今日の成果がちゃんと出るまで頑張ったんだってこと、内緒にしておいてね。


うん。







    2009.03.17 Tue 3/17(火)「ラップ」
    電車に乗ると本が読めるのがいいね。


どうも。WAXです。


普段、全くと言っていいほど電車やバスに乗ることがないので、ちょっとワクワクするのです。音楽を聞いたり本を読んだり。久しぶりに図書館なんかに行ってみたいなーなんて思いました。









そういえば、小学生の頃は学校の図書館のほぼすべての本を読み尽くし、京都の右京図書館、中央図書館にまで自転車に乗って通ってた。最初はね、母親の後ろから自転車で付いてってた。小学校3年生くらい？中央図書館までは自転車で30分くらい掛かったハズだから、結構遠いよね。で、小学校4年生くらいになるとひとりでフラフラと図書館通い。


「星博士」なんて呼ばれてた時代です(笑)。


中央図書館の1階は児童書のコーナーで2階が大人の本だったのですが、そのうち天体観測の専門書を読むようになって2階の常連さんになった。


「天体望遠鏡の作り方」って本があって、とても僕は興味をそそられ、何度も何度も借りては返しを繰り返し、とうとう望遠鏡を作り上げたとさ。見上げた小学生です(笑)。







おっと。かなり話が逸れています。







ともかく、本を読むのが大好きだ、ということと、ハマるとめちゃくちゃハマるってことです、ハイ。








昨日も朝から歌詞が浮かんだのでサッと録音してみたり、ともかくフットワークは軽くやれています。


で、メンバーからその感想がメールでやってくるのですが、昨日の鳴菌からのメールはちょっと無理があったりして、とても面白かったです。


イントロ

テーマ×2

Aメロ

テーマ×2

Aメロ

キメ

Aサビ×2

間奏

大サビ

Aメロ

キメ

Aサビ×3


こんな構成はどうすかね？


みたいな。










まるで暗号。


「キメ」て！？「大サビ」て！？


はい。そのようなものは現在、全くないのです…。だからこの暗号を見て、僕が作らなきゃならぬ。特に「大サビ」。これ、大問題です(笑)。


だいたい「大サビ」なんですから、作曲し始めにすでにないとダメなんじゃない？ってことですよ。


今から「大サビ」、浮かぶのかなぁ(笑)？


ま、なんとかします。納得する形にしたいですからね。









鳴菌にはまだ言ってないですが、僕のアイデアだと間奏前に「鳴菌のラップ」なんですが(笑)。








    2009.03.18 Wed 3/18(水)「限界を超えたい」
    ふぅ。


僕は頑張ってるよな。頑張ってる。


「頑張ってる」なんて20代のころは恥ずかしくて言えなくて、「張り切ってる」なんて言ってたけど、やっぱ「頑張る」ってコトバは的確なコトバだなぁと思う。


「頑張って」


そう言えるのは素晴らしいことじゃないか。







先日レコーディングした上村くんのバンド「梶村コーヒー」の仮ミックスに対する要望が出揃ったので、今朝は集中してミックス作業。磨きを掛けるイメージで。2曲、違う録音の仕方だったので、こちらもいろいろ実験が出来て面白い。いわゆる歌以外の一発録音方式とクリックを聞きながらの各楽器のオーバーダビング方式。なるほどなるほど。


M-BOX2というインターフェイスは2チャンネルしか入力がないので、録音にも限界があるわけですが、限界は限界でとても面白い。工夫しなくちゃならんからね。


人生で起こる何事もそうだと思うけど、限界がある方がそこに対して工夫するので面白いことが出来るんだと思う。


でもさ、調べてみたら、どうやらM-AUDIOから8trの入力が出来るインターフェイスが発売されているらしい。欲しいぞ！


「限界が楽しい」って言ってるクセに、もう限界をなしにしたくて堪らんとはどういうことだ(笑)！






だって、今興している自分のバンド、練習の成果を必ずM-BOX2経由でpro toolsに録音しているんやけど、結局同時録音が2人までしか出来なくて、それはそれでええんやけど、やっぱ「ライブ感」をきっちりとカラダに染み込ませないと本末転倒になるんじゃなかろうか、と危惧しているのです。


「初ライブをイギリスで」


やからね。そのへん、とても緻密に考えておかないと痛い目に合いそう。


今はドラムがいないけど、8trあればドラムだって一緒に録音出来ますやん？









はい！スポンサー募集(笑)！









冗談冗談。そんなに高くないのでちょっと検討してみよう。


欲しいものはいっぱいあるけど、順序を付けないと、ね？


考えて要らないなら、要らないし。バンドにも相談しないとね。









そうそう。バンド名、決まりそう、かな(笑)？


今晩の練習でバンド名を決めて、一気に進めたいところです。


頑張ります。







    2009.03.19 Thu 3/19(木)「逆転勝ちを」
    昨日は深夜練習でした。


毎回pro toolsで録音してますが、とてもよいものが出来ていると思います。絶対に前回の練習の成果を超すプレイも出来ているし、アイデアもアレンジとして形を成している。そして、前回よりもカッコいいサウンドも録音出来ている。


この日々の積み重ねがとても楽しくて、ついつい早起きをしてミックス作業に没頭してしまう毎日なのです。


ただ、やっぱ意見がぶつかるところもあるよね。バンドやからね。


でも、為し遂げたい、辿り着きたい目的地がハッキリしている分、アティチュードは動じないので、それもまた良い方向へ持っていける術を知ってるってのが強みかな？


鳴菌とは逆転負けを幾度も食らって来た仲だからね(笑)。


オレは今までのオレを超えたいと思っているし、超えて当たり前だと思ってる。だからそのためには何でもします。何でも言います。何をされても構わない。そういうことですな。








ただ、ちょっとビビった。


今の練習のペースは週1回。年間にしても52回しかない！もし来年の今頃にイギリスに行くのなら、52回の練習でとても素晴らしいライブをしなければならない。


無理じゃん？


ってことでまた切羽詰ってしまう。


ヒットマンスタイルの時は週2、週3が当たり前やったもんなぁ。今は当時よりもとても内容の濃い練習が出来ているハズですが、それじゃあ何をすればもっと効果があるんやろう？って考えています。


ふむふむ。


よし。また挑戦です。







あ。バンド名、決めました。


お？発表していいのかな？


いや、とにかくウェブページ、作りますわ。そっちへの誘導という形で発表の方がセンセーショナルやんね(笑)？


いや、あくまでもオレたち的ストーリーの中ではね！







    2009.03.20 Fri 3/20(金)「神様会議」
    THE BACK BEAT BRINGERSと「すかいらーく」へ。


WEAVERや極楽浄土、The Keysからは電話。


それぞれにはそれぞれの事情があって、それでも何かを為し遂げようとしていて、オレのことを頼りしている部分があるんやろう。それはそれで構わない。オレがそのくらいの年齢のころ、やっぱり頼りたい人がいて、見え始めた微かな希望をムショウに聞いて欲しかったり、愚痴を聞いて欲しかったり。







オレの休みはなんなのさ(笑)。あ。髪は切りに行きました。







その後はバンドミーティング。通称「神様会議」。昨日命名しました。







とにかく「大事な1曲を完成させよう、話はそれからだ」ということで、メンバー3人、このバンドで初めて出来た「SONG1(仮)」のために、この1ヶ月を費やして来ました。おとといの深夜練習でやっとハッキリとその形を為したので、僕の緊急発案でメシがてらミーティングということになりました。


朝まで練習・録音→ちょろっとミックス→仮眠後ミックス作業に没頭→ミーティング緊急発案→日記更新→散髪→すかいらーく→神様会議


こう書くと結構ヘビーな休日です。








「SONG1(仮)」。これは僕らにとってとても大切な1曲になりました。まだまだ成長する曲だとは思いますが、このウタですべてが始まる気がしていた僕らは間違っていなかったなぁと思います。そのわりに仮タイトルなのが気になりますが(笑)。









「さて、じゃあさ、今やっと1曲を仕上げに掛かっているこのバンド。本当にイギリスで初ライブが出来るのかい？」


神様会議の議題はこの点に尽きます。








そもそも何故「神様会議」と名付けたのか？


例えば、こう。僕らが練習している場所のね、屋根をパカッと取っちゃう。そしたら一生懸命ああだこうだと言いながら練習して録音している僕らが見えるのです。その風景をね、今ミーティングしている僕ら3人が見ている。そう仮定するのです。


今ミーティングしている僕ら3人にとっては、練習しているミュージシャン3人はとてもカワユイのです。「ペットを飼う」ことに似ているのかな？


この3人がね、目指している方向に行けるように、僕ら3人はとても応援したいと思ってる。導いてやりたい、と。


そう。僕ら3人は神様なんだ。


神様にもいろんな神様がいるのです。とても生真面目な神様もいればアイデアが豊富な神様もいる。テキトーな神様もいるだろうし頼りない神様もいるだろう。


それでも「神様」なんだから、特別なパワーを持っていて、練習したり録音したりしているミュージシャンの僕らを導くことが出来るハズなんだ。


だからね、思い入れのある1曲が形になりそうな今、「こいつらは本当にイギリスに行けるのかい？それを応援出来るのかい？断念させた方がいいんでないのかい？」そんな「神様会議」。とても有意義な会議になりました。







今考えれば、ヒットマンスタイル時代も僕は神様だったのです。


ミュージシャンの自分をずっと上から眺めてて、「このヒットマンスタイルってバンドは○○○したらええんちゃうかな？」ってコントロールしてた。だけど、メンバーだった鳴菌もゆっこさんも、そんな僕の視点が理解出来ず、「？？？」になって僕との距離も生まれ、それは悪循環となってしまった気がします。


鳴菌もゆっこさんも、ただミュージシャンだった。それをなぜ、ただのミュージシャンであるWAXに、神様としての権力を行使されなくちゃならないのだ？









僕はその僕の考えが間違っている、と感じたことはやっぱり今まで一度もない。


むしろ「正しいのだ」と確信を持つばかり。


鳴菌もあの頃の鳴菌では、ない。2年間、僕との連絡も一切絶ち、「音楽をする」ということから離れ、「リスナー」として過ごした時期を経て、鳴菌はあの頃の鳴菌ではなくなった。


神様昇格です。


「ベースだけでミュージックは鳴らせない」


そのことに気付いたことで、僕との共有部分の面積は増した。








音楽って、すべてのパートが絶妙に絡み合う、反復の連続だと思うのです。時間の経過と共に儚くも消えゆく瞬間のフレーズ。その集合を記憶に残すためには、より高い視点から眺め、お互いに干渉することで初めて「生きる」のだと思う。


そしてその「音楽集団」という材料・素材を使って、神様は(神様なんだけど)人生の完成に向かう。


「イギリスで初ライブがしたい！」


とバカなことを言うこいつらを、全力で応援する。とてもとても困難で険しい道のりを、どうやって露払いする？時にしくじることもあるだろう。どうやって挫けないココロに気付かせる？











国内でライブをせずにイギリスで最高の初ライブをぶちかます。


そのためにしなければならないことは山ほどある。


もちろんミュージシャンの自分たちに最高の「音楽」を作らせること。


でも、神様の役目はそれだけではない。


旅行気分でライブをするわけじゃない。イギリス人をすでにファンとして集客するために出来ること。


神様はいろんなことを会議しなくちゃならぬのです。









「神様会議」


我ながらいいネーミング。









よし。


今から「MySpace」に着手します。そして今夜は「MT4」を使ったホームページ作成に取り掛かれたらいいな。


いよいよ作戦、実行です。







    2009.03.21 Sat 3/21(土)「MT4」
    遂にMT4に手を出してしまったWAXです。


ひぃー、新しい分野は困難を極めているよ。


MT4ってのは、まぁブログでサイトを構築するためのツールでして、今、興している行動＝「イギリスで初ライブを」ってのをウェブ上で公開していくには、ちょうどいいイメージでサイトを作れるなぁ〜と考えているのです。







それにしても。


本読んで頭で理解して、ドメイン取得してサーバーをレンタル。MT4をダウンロードしてFTPでサーバーにアップする。それからイメージの完成に向けてカスタマイズ…。


こんな作業、終わるかいな(笑)！


昨晩ドメイン取得とサーバーレンタルを済ませ、本日サーバーにアップしたんですが、もうヘトヘト。それ以上は、無理。


でも、この作業も音楽のことも、全部込みで「今、興していること」なので、頑張るしかないのです。それが、楽しいのです。






よーし、こうなったらトコトンやったるぜよ！


一度キリの人生や！







    2009.03.22 Sun 3/22(日)「プロバイダって…」
    新しいバンドのウェブサイト、頑張って早く立ち上げたいと思っております。バンド名もそこで発表やからね(笑)。


今朝も早くから「MT4」の説明本を読みながらあれやこれやと試行錯誤。


その後電器屋行ってプロバイダ契約の話をリサーチ。鳴菌がいよいよネットを始めるのでどんなもんなんだろうか？と。ちょっとびっくり(笑)。想像以上にかかるのねー。


で、帰って来てノートPCを触っていると、更新更新ってアピールして来やがるので、更新してみたらSP3になった。


あれ？SP3になったらpro toolsって8にアップグレード出来るっけな？


そうなんですよ。実は以前、デスクトップのPCはpro tools8にアップグレードしたんですけど、ノートPCは何らかの理由でアップグレード出来ず、7.4のまんまやったんですよね。理由を忘れるな、という話ですが(笑)。


いつもそのデスクトップとノートのバージョン違いの互換性が面倒くさいことになっているので、「それじゃあ試してみるか！」と思ったんですが、8をインストールする前に7.4をアンインストールせなあかんので、ちょっと躊躇。結局勇気が出ませんでしたー(笑)。







昨日もちょっとした神様会議。MySpaceの面白さについて討論を交わす。


僕にはアイデアがいっぱいあるので、しっかり音楽を作って、それを軸に全部実現させてやります。


みんな、見てるといい。


みんなも真似したくなるような、そんな行動を起こしたいな。







    2009.03.23 Mon 3/23(月)「ぷんぷん」
    たまになーんもしたくなくなる時が訪れます。


「やーめたッ！な〜んも知〜らね〜！」


って感じ。


でも、次の日は、スパッとココロを切り替えたいWAXです、こんにちは。







「イギリスに行きたい！」


と言い出してから、何故かイギリスに関連ある話を聞くことが多くなりました。それも「僕がそう言ってるから、その情報を僕の耳に入れてくれる」って感じではなく、全部偶然耳にすることばかり。


「イギリスには楽器を持って入りにくい」とか「ツアーコーディネーターが必要かなぁ」とか「地下鉄で演奏するには許可証がいる」とか…。


今日は


「イギリス人エンジニア出資のスタジオの経営者が、実は昔からの知り合いだった」


です。びっくり。


「DANN RODGERS」っていうスタジオの西野さんという方なんですが、僕が20歳の頃からお世話になっていた福田さんという恩師絡みで、ずっと以前から面識はあったのです。元はビクターで働いてはったのかな？


挨拶すると「あぁー…神大の？」って。


うわぁ〜、いつの話ですか(笑)！はい、中退ものです！









ま、話を戻しますが、そのスタジオに僕はめっちゃ興味があるのですよ。どうやら機材はヴィンテージものが多いらしい。とにかく今度、ちょっと見学に行って来ます。いや、遊びに(笑)？


確実に良さそうな匂いがぷんぷんです。









そこで録音してみたい…。







    2009.03.24 Tue 3/24(火)「ザマーミロ」
    昨日は深夜の神様ウェブ会議(笑)。


ホームページを早くしっかり立ち上げて公開しないとね！というのも、僕ら「初ライブはイギリスで！」を目論んでおりますので、国内でのライブが出来ない！







別にしてもいいんやけど…。むしろしたいんやけど…。


でも意地で、やらない(笑)！







そこで僕らが重要視するのは「ホームページ」。ホームページ上にいろんなことを発表しながら僕らは成長していかねばなりません！制作している楽曲を公開してみたり、イギリスに向けてのすべての行動をブログに書いてみたり…。その上、ネット上からのアプローチでイギリス人に僕らの音楽を届け、初上陸の際には「ライブに行きたい！」ってイギリス人がいるってとこまで持って行きたい、と。


ぐへ。


こんなふうに書いちゃうと到底無理な気がしてきた…。








でも、だからこそ！


だからこそ僕には「それこそが僕がやらねばならぬ道」のような気がして仕方がないのです！


くー！朝からテンションが上がるぜ！








さて、そのホームページ制作。


僕は僕の無いなりの知識を総動員して、しかもこの歳になって分厚い本を何冊も買い込み、文字通り勉強しまくって制作している。
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が。


出来ないことが多過ぎる！


オレのバカヤロー！なんで出来ないんだー！


そう。まるで違うコトバの国に行った感じというのでしょうか？ぜんぜんこちらの意思が通じないのです…。








でもね、それが「パッ」と出来たりして、制作途中のホームページに反映されたりするのです！


そん時はテンション、上がるねー！！！


「ヤッター！ザマーみろ！」


何に対してザマーミロなんだか不明ですが(笑)。








よーし。


明日はオアシスの「コンサート」に行って来ます！何気に初オアシス。一度見ときたいバンド。なんなら音源渡したいよ。






その前に今日はバリットでも楽しみなライブ。ずっとあいつらが高校生の時からああだこうだと一緒になって作り上げて来たバンド、WEAVERの初ワンマンライブ。アーティストを支える裏方の仕事としての、ひとつの成果が出る日でもある。


がんばろうぜ。







    2009.03.25 Wed 3/25(水)「oasis」
    オアシス、行って来ました。


音源、メインの外国人PAさんに渡してみました(笑)。
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    2009.03.26 Thu 3/26(木)「マグロ」
    [image: ]


昨日はオアシス行ってからバンドの深夜練習、朝まで。思わぬ新曲がバンドマジックで出来そうになったもんだから、予定外の録音。なもんだから2時間ほどの気絶を経て目が冴えてしまってミックスに熱中。すぐさまメールで送信、CDに焼き付け、ナルキンちに配達。と思ったら、ザ・ムジークというバンドのレコーディングのディレクションをしに朝から長田のレコーディングスタジオ「サイト神戸」へ。十時間ほど掛かりっきりでディレクションの後、閃いた新曲の歌詞を試したくなって、急遽昨日出来たばかりの新曲にボーカルをレコーディング。なかなかいいじゃないか、と、今からミキシング。ドラムも打ち込んでしまいたいし、そうこうしているうちに足りない歌詞も出来ちゃいそうだから、また明日は朝から歌入れをしようかな、と考えて今に至ります。




ナルキンに「カラダ壊したらなんにもなんないですからお気をつけて！」なんて、ガラにもないお見舞いメールをもらったりなんかして、でも、止まったら死んでしまいそうなマグロの如く、泳ぎまくってやりたい、今日もワックスでした！










    2009.03.27 Fri 3/27(金)「FRIDAY」
    昨日言ってた新曲。タイトル決めました。


「FRIDAY」


これはねー、ビビビッと来ました。間違いなくええ曲になります。







ガレージサウンドなベースとギターにエレクトロで東洋チックなシンセサイザーサウンドの融合。


ウタのメロディーと歌詞も結構ええのんが付いたと思います。


そしてそれを逃さず、うまく捉えられたと思います。






あぁー、早くネット上で、今のバンドのこの状況を公開したいなー。とても面白いと思うんやけどなぁ。


たとえばさ、「FRIDAY」は鳴菌が自分のケータイに録音してたネタからみんなで作った曲なんだぜ！みたいなん、聞いてみたくないかなぁ？







よし。もうちょっと歌詞を煮詰めるぞ！







    2009.03.28 Sat 3/28(土)「ソロライブの意義とは」
    明後日は久しぶりの弾き語りソロライブです。といっても月頭のバックビート以来か。


心斎橋club☆jungleで歌います！ぜひ都合つけて来てくださいね！3番目で20:20から出演の予定ですが、早めに来てクラブジャングルならではの美味しいゴハンを食べたらいいんじゃないかな？僕もいただきます！






そうだ。5/18(月)。去年に引き続き、鳥取県は米子の僕の大大大好きなライブハウス「Belier」の10周年のイベントに呼んでもらいました！嬉しいよー！


節目の周年イベント。僕もライブハウスで働いてたりするから、これが特別なイベントってことはめちゃくちゃわかってる。しかも10周年っていうスペシャルアニバーサリー。嬉しい。


ぜひぜひみなさんも都合付けて、鳥取まで来てください。


僕にとって「Belier」が特別な場所だってことは、わかるよね(笑)？







それと5/7(木)に神戸のバックビートにも出演が決定しています！先日のライブの感じがとてもよかったので、これまた非常に楽しみです！この日もみなさん、ぜひ都合付けて遊びに来てください。ビートルズな僕がこのステージに立つと、とてもよく似合うんじゃないかな？と勝手に思っております。








新バンドの動きも日々着々と速度を増しています。


このタイミングでソロライブがあるのも意味があると思っています。


「すべては繋がる」


そういうことです。








頑張るぞー！







    2009.03.29 Sun 3/29(日)「ルーツ」
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京都に来ています。






あと数分で母誕生日。


おめでとう。


いつまでも元気でいて欲しい。


ありがとう。






ありがとう。







    2009.03.30 Mon 3/30(月)「バンドメンバー」
    弟が車を買うというので、付いて行った。向かう先は中学の同級生が働くホンダの伏見南営業所。「安くしたってくれよ〜」と言う役目(笑)。


約10年振りに会うのですが、変わってない。


なんだろね、行って良かった、会えて良かった。何と言っても生まれて初めてのバンドメンバー(笑)。


めっちゃ練習したなー、プロになるって決めてたなー、怖いものなんてなかったなー。


いろ〜んなことを思い出したりしながらヤツの仕事っぷりを眺めていましたが、もう、仕事なんか放り出してどっかでお茶でもしよーぜーってな気分でした。







さ。オレもまたがんばる。


ほとんどプライベートなことをしゃべる時間もないほど短い時間だったけど、会えて良かった。刺激的な京都、僕の産まれ故郷です。







本日、弾き語りライブ。お時間ある方、２０：２０からの予定ですので、ぜひ聞きに来てくださいね。
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↑僕の初めてのバンドメンバー。がんばって仕事してます(笑)。「ＡＰＥＸ」って名前だったかな？忘れるなよー！







    2009.03.31 Tue 3/31(火)「トークトークトーク！」
    昨日のクラブ☆ジャングルでのライブに僕を目当てに来てくれたみなさん、そして偶然にも僕のことを見てくれたたくさんのお客さん、どうもありがとう！


とてもCDが売れました(笑)。


そういう意味では久々に会心のライブだったです〜。レコードも1枚売れたしね！







まぁでも、「CDが売れる」ということが100%のバロメーターではないにしろ、「ライブがカッコ良くないとCDなんて売れるハズはない！」と信じていますので、逆に言えばとてもカッコ良いライブだった、ということです。よね(笑)？







最近、とてもソロライブが楽しいのです。開き直ってるから(笑)？


ま、喋り過ぎって噂も聞きますが、「僕のすべてを賭けてライブに挑むのだ！」と考えれば、喋ってカッコいいライブが出来るなら、喋って当然でしょ、と。







じゃぁセットリスト〜！


1.しゃべり

2.bB

3.夢中になって

4.LEMON

5.ソファ

6.今を生きる








あぁ〜、また喋りで1曲削っちゃった…。残念！もっと歌いたいのにね。自業自得です。こりゃあもう、２マン、３マンするしか、ないね？そしたら「8曲＋喋り」くらいでいけるもんね？ん？





昨日は、The Partiesのお客さんかな？も多くて、でも隅々まで僕のウタを届けられている、そんなことを実感しながらのライブが出来ました。






昨日、「バンドが始まったらソロはやらないんですか？」と聞かれた。


まーったくそんなつもり、なかった(笑)。


やるよやるよやるよ！


こんなに楽しいこと、やめられるわけ、ないじゃない？


所詮目立ちたがりですから(笑)？








よーし！次は5月までソロライブはないけど、がんばるからね！







    2009.04.01 Wed 4/1(水)「さっきまでの自分」
    NEW PCが到着です。


今まで使っていたPCが鳴菌の元へゆくので、データの整理やら移動やら、Pro Toolsのインストールや、その他諸々のソフトのダウンロードやなんやかんや…。


もぉ、ヘトヘトです…。息も絶え絶え…。


「オレは何してんだろ？」


そんな疑問が頭を独占し続けるのです。


そう、今、自分が何をしているのか、わからなくなって来るのです…。







元々慣れないデジタル分野にデジタル環境。


「PCなんてメールとインターネットが出来りゃあ充分やん？」っていう2年前の自分からは考えられん。


昨日、今日でわからないこと、た〜くさん。でも、とことん粘りまくって調べまくって、結構PCのことが理解出来てきたりなんかして…。それはそれで、嬉しい(笑)。








表面ばかり見てても理解出来ない。


試行錯誤で手当たり次第に手を伸ばしていたことを、系統だてて手を伸ばしていけるようになれればシメタもの。


わからない表面の、奥の奥の奥の方を凝視してみると、なんだかコツが掴めてくる。


ブツかってブツかって、失敗してでも何か些細な発見を得る。


その発見を繰り返し、積み重ね、そしてふと遠くから眺めてみると…。


ほら！見えて来た！







こういう時、めっちゃ嬉しい。


さっきまでの自分じゃないみたい！








とかまぁやってるわけですよ。


もうカレコレ何十時間、ぶっ通し。


疲れた〜！！！







ってわけで、今から鳴菌にPCレクチャー。


その後、バンド練習なんですが、最初の数時間はナゾのドラマーを迎えてのセッション！


そしてその後はいつもどおりの3人で朝まで曲作り〜。








えらいバードじゃないか！







でも頑張るです。この方が僕には向いてる。


よーし！いくぞー！すべてはイギリスのため〜！







…が、しかし、とうとうホームページ、3月では間に合いませんでした…苦戦してます…MT4…。誰か、助けて…。







    2009.04.02 Thu 4/2(木)「核となる部分」
    昨日はナゾのドラマーを迎えてのセッション。


異議あり〜！


ノンノン。意義あり〜(笑)！







世の中いろんなタイプのドラマーがいるものです。やっぱ生のドラムと合奏するのは楽しい。感じることがいっぱいあった。


たとえ正式なバンドメンバーじゃなくとも、同じ音楽を奏でようじゃないか、という相手。だからこそ、要求は出しちゃう。遠慮なくリクエスト。


そうして歩み寄ったりして同じ音楽を感じられるのが、とても素晴らしい。






ほんの1時間足らずでしたが、こちらのバンド的にも得るものがたくさんありました。サンキュー。また付き合ってよ？






その後、先週作り始めた新曲「FRIDAY」のアレンジ。


「曲の雰囲気は初回練習のあの感じを崩さず、もっとスパイスの効いたアレンジを！」


という方向性を確認の後、素早く3人でアレンジ。


ええ感じですわ。マジで。






思い切ってサビ始まりにするための大胆なアレンジ。東洋系シンセサウンドのフレーズチョイス。サビ前の沈み込み。盛り上がりそうでグッと堪える寸止め間奏部分。ドラマチックなサビを演出する代理転換コード進行。エンディング処理…。数え上げたらキリがないほどのアレンジポイント。


これらすべてを我々3人とPro Toolsで成し遂げる。


最近、曲を作るスピードというか、アレンジに要する時間を短縮することに成功している気がします。

♪この日の成果「FRIDAY4.03ver」






昨日は生のドラムとも合奏出来たし、こうやってPro Toolsでも試行錯誤出来たし、その一見共通するところのなさそうな感じの、でもとてもとても大事な核になる部分ってのを、僕らは確認出来ました。


素晴らしい。







また今度、セッションしたいドラマーがいます。音源をさっき送りました。


「自分に酔えるドラマー」だと直感して、僕が声を掛けたドラマー。


今、僕らのバンドが作っている途中の3曲を送りました。






今月はたくさん刺激を受ける月になりそうです！







    2009.04.03 Fri 4/3(金)「折り合い」
    「THE BACK BEAT BRINGERS」


こいつらは、いい。とてもカッコいい。これが今は僕や、あいつらのごく身近な友人たちの間だけの評価だとしても、僕は僕の信じる耳を、やっぱり信じるのだなぁ、と漠然と考えた昨日のあいつらのライブ。


ライブ中、しばらく僕の中で「折り合い」の付かない時間があったのは事実であることを告白します。とてもカッコいいライブを見ると、昔から悔しくなる癖が僕にはあるから。


でも、とある方法で僕はその事実に折り合いを付けることが出来そうだ。


それは僕の存在を否定、しない。









そうしてまた、その行く末は僕の未来と合流するのだろう。


そういうことです。










「The Keys」以来だな、こりゃ。


お互いにリスペクトし合える仲。年齢なんて、ほんまに関係ないんだなぁと実感出来る関係。


おっと。でもまだ他にもいっぱい良さ気な若いバンド、知ってるぜ？


みんな、ライブハウスに来るといい。紹介するよ。







    2009.04.04 Sat 4/4(土)「楽器に向かい合う姿勢」
    先日、ライブハウスバリットに生のグランドピアノがやってまいりました。その日の公演後、少し弾かせていただく。


う〜ん。素晴らしい。


よく出来た楽器やと思いました。ちゃんと弾かないとちゃんと鳴らない。当然の仕組みがそこにあって、当然の姿勢を求められる。そう。楽器を奏でるということは、凛としているべきことなんだなぁと改めて思った。背筋が伸びます。ギターもウタも、一緒やんね？







そう、思い出した。


うちは昔から、母親が琴・三味線を教えています。親父は着物の下絵師だし、ほんま、京都でしょ(笑)？


その母親に、お琴を跨ぐと「ピシャリッ」と足をしばかれてた。楽器を跨ぐとは何たることか、と。


そんなわけで、ギターでもタンバリンでもリコーダーでも、楽器という楽器をどうしても跨ぐことが僕には出来ません。楽器は神聖なものっていう感覚がずっと染み付いている。


だから、誰かが楽器を跨ぐのん見ると、どうしても「イーッ」ってなるんよなぁ…。






↑グランドピアノに向き合う僕。





今日はやっぱり寝ていられなくて、とある頼まれ事のマスタリングと、自分のバンドのドラムの打ち込みなんかをしてました。


そしたら、前回4/1の練習の最後に作りかけていた新しい曲。「自分なりのデモを作ってみよう！」と思い立ちまして。


前回、バンドがあんまり集中してなくて、どうも中途半端なトコロで終わってしまった感があり、残念だなぁと思っていたのです。ちょっといい感じの新しいロックンロールになる気がしたにも関わらず…。


ベースもシンセも弾くわけじゃないけど、ドラムの打ち込みとギターだけでデモを作って、それを次回の練習までにメンバーが自分の楽器を練り込む。こんなやり方したことないのでね、挑戦です！


やったことないことやって、知らなかった世界にゆくのです。








今から鳴菌がそのデモCDを取りに来ます。


メールなら簡単に送れるんやけどね。それでも、直接手渡しが意味することも大きいだろう、とも思います。







    2009.04.05 Sun 4/5(日)「新たなる挑戦」
    おはようさんでございます。オールナイト明けのWAXです。と言ってもほぼ毎日オールナイト明けのような生活。午前中には気絶から醒めて活動を開始するので、全然苦ではないWAXですが。








昨日、僕のデモ曲を取りに来た鳴菌はこう言った。


「オレが歌えるウタ、書いてくださいよ」


ほおぉ。そう来たか！










出来るかな(笑)？


ま、でも、挑戦するしかないでしょう。やるしかない！








人にウタ、書いたことないけどね(笑)。たぶん…。







    2009.04.06 Mon 4/6(日)「ディレクションとは？」
    今度の金曜日、土曜日、東京へゆきます。「The Keys」というバンドのレコーディングのディレクションをするためです。


そのREC用にデモ音源が今朝、メールで届きまして、今、それを聞いています。何度も何度も繰り返し聞いています。








ディレクションするためには、客観的になることが最も重要なことだと思うのですが、その「客観的にみる」というのは、すごく大変なことなんだろうと思います。バンドには意思があって、それを大切にしながら、それでもサウンドをみる。「大衆に受けるように持っていく」というのとは、ちと違うから。







「その独創性をいかに浮き上がらせるのか」







それは決して僕の考えにバンドを従わせることでは、ない。断じて、ない。



そのサウンドの持つ可能性を広げる視野をアイデアを提示し、ほほぉ、なるほど、と、そしてまた進む。バンドと共に、進む。







理想形は


「ツーと言えばカー」


かも知れないなぁ。






そのためには、共にメシを食い、音楽を語り合い、音を鳴らし、ウタを歌う。これが一番手っ取り早い。


一部の隙もない信頼関係を築くからこそ生まれる音楽ってのはあるハズで、そうやって得る「バンドの主体性」と「客観視出来る存在」のカラフルな織り込み作業は、たとえ小さくても、必ず世界を変えると思う。








「The Keys」には、僕の思うことを率直にメールで返信しておいた。それをどう捉えるのか、返事が楽しみでも、ある。








とか、こういうことを考えた朝ですが、これって自分のバンドにも当てはまることなんだなー。


キーズに対して「サビで始まるようにせーへん？」って言うならば、自分の音楽に対してもそう言わなきゃならぬ時もある。それをただ「嫌だ」で済ましちゃいけないなーと思うのです。


ディレクションしたりする僕ってのは何故か定評があるわけで、それは自分でも「なかなかやるなぁ」と思う(笑)。出すアイデアがとてもイケテルからね。突拍子ないけど。


そこは、「ミュージシャンである僕」も「ディレクターである僕」をリスペクトするべきだし、それは自己の中で完結出来る存在なんだから、世界にまたとない唯一の存在感を持って音楽を発表したいな、と思うのです。





よし。また自分の音楽観へフィードバック(笑)！うまくいった！


こうして僕は、今現在の僕を造り上げて来ているのです。大好きなバンドたちに囲まれながら、僕は僕を成長させ、育てているのです。


そんな自分が、好き(笑)。







    2009.04.07 Tue 4/7(火)「頭の中は青いコトバばかり」
    今日は電車で大阪へ。


昼から所用があるので、早起きして午前中にDTM専門の楽器屋さんへ行こうと思っていたのです。


が。


この前ひとりで作ったデモ曲の歌が思い浮かびそうだったので、急遽予定変更。仮歌を急いでレコーディングしました。まだ歌詞は一切ないのでほんの鼻歌程度ですが、大至急ミックスし、iPodに入れて、今まさにその新曲を繰り返し聞いているところです。






最近、とても反応がいいなぁと思います。「やりたい！」と思い立ったら即行動出来ること自体に感謝したい。機材的な環境の良さを求めて来た成果だと言うことも出来ますが、それだけじゃないよね？わかってる。






さぁまたとんでもない歌詞、書いてやろう(笑)。恥ずかしくなるような青いヤツをね(笑)。







    2009.04.08 Wed 4/8(水)「メモメモ」
    いろいろ語ると逆に自分が見えてくるものです。


おはようございます、WAXです。






今やってる僕のバンド。僕はとてもコンセプチュアルに捉えていて、たとえば僕の「ソロ」とは一線を画すものであって当然だ、と考えています。ソロ用の曲も今、録音に取り掛かろうとしていますし。（これがとてもいいウタで、僕は大好きなのです）


僕がやっていたバンド「ヒットマンスタイル」は、僕のすべてをぶち込んだ、雑食のような音楽をするバンドでした。いい意味で節操のない音楽を求めてた。ゆっこさんが活きるような切れ味のいい音楽もあれば、鳴菌が活きるようなパンキッシュな音楽もあり、それをうまく活かす僕がいて、バンドとしての「己」を最大限に引き出す、いわばとても人間臭いロックバンドに成り得たんだと思う。ジャンルは「ロック」でしかなかったし、結局オリジナリティーと言えば「歌詞」であり「声」であり「サウンド」でしかなかったな、と。


今となれば、とても満足のいく音源を制作出来なかったことが唯一悔やまれることぐらいで、僕は僕らのライブがすごく見たかったなぁ〜と思うのです。


そして、今。


僕はソロ活動を辞めるつもりはこれっぽっちもなくて、じゃあ、今まで己のすべてを掛けて挑んできたヒットマンスタイルとの接し方と、現在やっている「ソロ」と「バンド」に対する接し方。それは変化があったのか？と自ら問う。


「YES」


そう、随分変わったと思います。


ちょっといい機会だから、今やろうとしているバンドのコンセプチュアルに捉えている部分を、自分に対するメモとして並べてみようかな、と思います。


・曲は短い。せいぜい3分半

・ガレージ的なサウンド

・エレクトロな要素

・ヴィンテージの匂い

・コードは3つくらい。多くて4つ。


ずばり「ロックンロールとダンスビートの融合」ってところに落ち着くのかな？


今はバリバリにドラムを打ち込んでいますが、いずれ「せーのっ」で鳴らせる音楽で勝負したいなーと思ってます。BPMに支配される方向ではないっていう意味で、ね？


まぁ、もともとロックンロールってのはダンスビートなわけで、それがニューウェーブやユーロビート、マンチェスタームーブメントやったりヒップホップ、ビックビートにブレイクビーツ、ドラムンベースっていうふうに「流行りのジャンル」として進化して来たんですよね？


こうして時間の系譜として捉えること自体がちょっと古い気もしていて、ドバッと一括りに眺めたいな、と思うのです。


これが「今までの僕」と「これからの僕」の絶対的に違うところとして意識していたい部分です。


わかりやすく言えば、ビートルズとオアシスを同じ目線で見ることが今までは出来なかったんですね。でも何か僕の中で吹っ切れたというか、たとえばiPodでビートルズの次にケミカルブラザーズ、ローリングストーンズいってクークス、それからオアシス、フー、フランツフェルディナンド、ファットボーイスリム…で、またビートルズ。こういう流れに抵抗がなくなって、ある意味「なんでもええやん、なんかええやん？」みたいな感覚が生まれて来たのです。この年齢にして(笑)！


ま、あわよくばそのiPod的な流れの中に、僕らのバンドのウタを潜り込ませたいな、と思うわけです。ビートルズと並列にね！


そう、ある意味、大胆になれている気がします。大胆でなければ到達出来ない場所は、あるんでしょうな。謙遜してても仕方ないじゃん(笑)！








ぎゃ。だいぶ話が逸れてします。


まだ発表はしてないですけど、このコンセプチュアルな部分は僕らの新しいバンド名にも反映してて、すでにステージ衣装にまで考えは及んでいます。


あぁ、ウキウキ。







ソロは絶妙なコード進行でええウタ、聞かせてあげる。


バンドはストレートにカッコいいサウンド、聞かせてあげる。







そして最終的に辿り着きたい場所は、結局同じだったりする。おぉ。これが僕の理想。


どんなに険しい道でも、僕は立ち止まらずに進んでいたいな、と思います。
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↑昨日立ち寄ったDTM専門店。DTM初心者の僕に懇切丁寧に説明をしてくれるお店なのです。今、同時に8tr録音出来るインターフェイスが欲しいのですが、悩んでおります…。





今日は練習だー。「FRIDAY」を録音し直して、メンバーにはデモを渡し済みの新曲に取り掛かりたいな。


現在のレパートリー


「54〜Fifty Four〜」

「FRIDAY」

「over」


もっと書くぞー！








    2009.04.09 Thu 4/9(木)「危うく成果なし？」
    昨晩は週に一度のバンド練習＋レコーディングの日。危うく成果の残せないまま終わるところでした…(笑)。








「FRIDAY」という曲のベースとシンセを録音し直して、ほんのちょっとマイナーチェンジしようと思ってたんですが、うまくいかず断念。2時間その件に掛かりっきりでしたが、う〜ん、しゃーないよね。バンドなんだからいろいろリクエストしたくなっちゃうし、それでうまくいかなくて諦めそうになったりするけど、うまくいかないからって放棄するわけにもいかへんもんね。来週がんばろう、来週！


で、僕があらかじめ渡しておいた新曲デモに取り掛かる。が、納得いかず…。メンバーそれぞれが持ち寄るアイデアにインスピレーションを受けることなく断念。


その時点で練習開始から3時間経過。


正直に言うと、このバンドを始めてから、練習で成果を残せないことはなかったんですが、ちょっと諦めかけてしまいましたね。何も録音出来ないまんま終わってしまう…って。








でも、メゲちゃいけない！


なんとか奮起し、それでも何か新曲の元になるものを作り上げるのだ！と頑張ってみた！


そしたら出来た！







元々4/1の練習で合わせていたネタなんですが、びっくりするくらい形を変えて舞い降りてきた！


まだメンバー2人はイメージが沸かない様子でしたが、僕の頭の中ではバッチリ形が見えてます！


この時点で4時間経過。午前4時過ぎです。一番集中力がなくなる時間帯ですが、そこは3人、頑張った！全員が「もしかして成果、残せへんのんちゃうん？」っていう崖っぷち感を持ってたから何とかその新曲ネタを録音することが出来たんやと思います。


ホッ。









ってわけで、朝5時半に解散。


それでも頑張って早起きして歌詞なしの仮歌を録音！


さぁ！メンバーよ！聞いておくれ！







っていう、僕は頑張ったよアピールの日記でしたー(笑)！







明日から東京っていうか、千葉。「The Keys」のディレクションです。のんびり昼バスで行きます。待ってろ！FUJI ROCK！









    2009.04.10 Fri 4/10(金)「窓」
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オレの行く手をさえぎるものは何もない！


空は快晴。ココロも曇りなし。


新曲の歌詞を思い浮かべています。







写真は昼高速バス、2階の1番前のど真ん中の僕の席からの眺め！


新幹線で行きたかったけど、これなら価値、あるな。


全国ツアー三昧だった頃のことも思い出します。しんどいことの方が多かった気がするんやけど、残っているのは楽しかったことばっかり。不安はいっぱいやったハズやけど、間違いなく自信に溢れていたと思う。そんなバンドでよかったと思う、ヒットマンスタイル。






さて。イギリスに向かう窓からは、何が見えるやろうか。







    2009.04.11 Sat 4/11(土)「合奏」
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ザ・キーズ、レコーディング1日目終了〜。


いやぁ、気付かされることは多い。また自分にフィードバック！得れるものはすべて得る。うむ。


結局、1発レコーディングですよ。音が互いの楽器を録音するマイクに被ろうが、「合奏」するのがバンドなんだからそんなことは当たり前。なんか大事なことを再発見して大変得した気分です。


ということは。


やっぱり共通する到達地点に向かう気持ちがバンドにとっては最重要なことで、結局メンタルな部分が音楽を左右する。楽しければ楽しく、盛り上がれば盛り上がってそのバンドの音は記録される。


後でどう処理しようが、悲しい音を元気な音にすることは不可能なんじゃないかな？そんなんじゃバレちゃいそう…。





さて、もうしばらくしたらまたレコーディングが始まります。


自分が音を出さないレコーディングは大変です。


でもキーズやから、ね。



よーし！







    2009.04.12 Sun 4/12(日)「神戸へ」
    先ほどザ・キーズのレコーディングが終了しました。2日間で3曲、録音からミックス作業まで、よくやったと思います！


そして出来上がった作品。思いのほか素晴らしい出来栄えで一安心。ちょうど去年の今ごろ、人生初のプロデュースをしたのがザ・キーズの1stミニアルバム「Key to the world」でした。その時に「来年の今ごろには進化したキーズを録音しようぜ！」と申し合わせていたので、まったくその通りになって、本当に嬉しい。


ヒットマンスタイル時代からの付き合いのザ・キーズ。今もこうして付き合いがあるのは、やはり特別なこと。今僕が形作っているバンドとまた対バンしたいもんです。その時はギャフンと言わせる気、満々ですが(笑)。


ザ・キーズの新しいトリプルA面シングルは、僕が裏方として企画する「神戸黒船伝説〜Road to BIGCAT」で発売する予定のようです。5/14(木)心斎橋BIGCATというデカバコでのイベントです。他にもWAXイズムの行き渡った、計5バンドが出演します。ある意味、僕のこの2年間の集大成とも言えるイベントなんで、僕は出演しませんが、よかったら遊びに来てくださいな？


え？


だって僕はイギリスで初ライブするわけやから、ビッグキャットには出るわけにはいかないでしょ？


さぁ！


神戸に帰ります！カッコいいバンドを作るのだ！







    2009.04.13 Mon 4/13(月)「サイコキラー」
    先週の練習の成果である「新曲4.8」を繰り返し聞き込んでいます。


東京に行く前に、メンバーにはすでに仮歌を入れたラフミックスを渡し済みなんですが、返ってくるメールでは…どうやらビミョーな印象のようです…。あれれれれ(笑)？


「ちゃうねんちゃうねん！」と、こういう場面では燃えるWAXです。こんにちは。









歌詞はまだないんですが、タイトル、決めた！「fuwafuwa」でどうだ(笑)！







BLOC PARTYとBay City RollersをPaul McCartney風に…みたいなイメージでしたが、今朝、思い付いた！Talking Headsやん！


って感じでひとり盛り上がっています。


「ふぁふぁふぁ〜ふぁふぁふぁふぁふぁ〜ふぁ」


サイコキラーのイメージを拝借してもいいですか(笑)？


だからタイトル、「fuwafuwa」、これじゃ賛同は得れそうにないかな？









そういえば鳴菌、「オレの中ではシンディーローパーがイメージ」って言ってたな。


そのシンディーローパーが今、かかっています。偶然ですが、こういう偶然に何かを感じてしまいますね。


ふむふむ。








よーし！今夜は歌詞書いて録音してみよっかなー。


ヒットマンスタイル時代の「over」を短くしたバージョンのウタ入れもしたいね。


なぜなら新しいドラマーとのセッションが4/22に決まったのです！現時点での最高のデモ音源を彼に渡しておきたいのです！


意欲満々！それがオレです！







    2009.04.14 Tue 4/14(火)「出来るオトコ」
    昨日の深夜はとても成果が上がりました！よしっ！イギリス、行こ！行っとこ(笑)！


またまた盛り上がっております、WAXです。おはよう。







まずは、昨日の日記での宣言通り、新曲の歌詞を書きつつ「ProTools」に録音するという贅沢なひと時を過ごしておりました。


タイトル決めました！


「刀-katana-」


どう？まだメンバーにも言ってないけど…(笑)。「fuwa fuwa」て。誰や、そんなタイトルに決めたって言うてたんは…！






ゴホンッゴホンッ。


ええーっと？









これね、かなりカッコいい歌詞になったと思うねん。


イメージはサムライ。


なんとなくProToolsを再生させながら口ずさんでいるうちにとある風景が浮かんで来ましてね、そう、赤い月が夜空に浮かぶ江戸の夜。そしたらもっと時代は遡り、最初は戦国時代の誰でも良かってんけど、「いや、これは織田信長やな」になったかと思えば「ちゃうなぁ、明智光秀やろ」とか、深夜の地下室でボソボソ独り言を言いながらの作詞活動でした。


10年ほど前、歴史小説にハマッたことがありまして、えぇ、司馬遼太郎の「国盗り物語」「太閤記」…ややや、でも思い出したい本が思い出せぬ！ええーっとなんやっけ？明智光秀の妻が主人公の物語？んー何ヤッケ???気になる気になる気になる！


そう、暗いお話なんやけど、死ぬ間際のやたらと人間臭い感じが妙に記憶に残っているというか、勝手な想像を膨らませてしまっている部分はあると思うのですが…。


そんな歌詞に仕上げてみました。


「主人公を設定しつつ、物語みたいに、でも詩であることは越えず」みたいなこんな書き方もあんまりしたことないので、「また新たな場所に立てたんじゃないかな？」と別の意味でも満足してます！


ただ僕らがやってるのは音楽なので、うまくメロディーと歌詞が絡み合っているのかどうか、そこの判断はメンバーに委ねようと思ってます。響き合ってカッコよくなってないならボツになっても仕方ないかな、と。


楽器の響き方とかフレーズとかをもっと練り込めば、珍しいウタになると思うんやけどなー。


たぶん、メンバーはこれを読むので、ジャッジ、よろしく頼むよ？











とかまぁ興奮してたわけですよ。


んで、このまま一気にホームページのことも「このテンションでやっちゃおう！」なんて思っちゃいまいして、奮闘し始めたのです。


もともとね、「movable type」っていうブログで構築するサイトを立ち上げたかったんですが、どーしてもケータイ版がうまくいかなくてですね、諦めモードの4月だったのです。


で、昨日のそのテンションをキープしたまんまの僕は考えた。


「別にケータイサイトの導入部分は"魔法のiらんど"でもええやん？」


と。


PC版のトップページは「MT4」で作ってあるので、出来るだけそのイメージに合う配色でゴニョゴニョケータイ版サイトを作ってみたら出来るじゃないか！


「MT4」で各メンバーのブログも用意してたんですが、結局それもケータイ閲覧、投稿もさせられなかったので、一気に今、僕が使っているロリポブログに変更！


乗りに乗ってる僕は、誰も止められないくらい仕事の出来るオトコになってましたよ(笑)。






ってことで、サイトはこんな感じかな？


「ホーム」→「PC版(MT4)・ケータイ版(魔法のiらんど)」に分けて、「各メンバーのブログ(ロリポブログ)」はPC・ケータイ共用。PC版では「MySpace」も作成済み、「魔法のiらんど」でもケータイで試聴してもらえるように出来るみたいだ。


お？ということは？










じゃじゃ〜ん！


現時点で僕らのバンドが「イギリスで初ライブを！」って企画を公けにするために考えていた必要最小限の情報を提供出来る状況は整えられたということなのかな！？










拍手〜(笑)！










あと、ちょこちょこっと修整して、メンバーに確認して、オッケーが出れば…。


バンド名の発表ですー！


それと同時にこの「WAXのひとりだち」も閉めようかな、と考えてます。


いやいや！もちろん毎日日記を書くのは辞めませんよ？タイトルを変えます。


「WAXの"FLY to ENGLAND"」


僕のすべての人間活動を、イギリスにゆくために繋げる快進撃がいよいよ始まるのです！


日記の内容は、「ほぼ変わりません」が(笑)。










よーし！ほとんど寝てないけどいい感じ！








今しばらく待っててね？


今作っている「刀-katana-」も自信作「54」も「FRIDAY」も、ヒットマンスタイル時代のウタ「over」のリメイクバージョンも、全部制作途中やけど、まだまだ完成には遠いのかも知れないけれど、みんなが一緒になってワクワク出来るような企みとして聞いてもらえるようにしますからね！








さ。もうひとふん張りです！







    2009.04.15 Wed 4/15(水)「大詰め！」
    さて、いよいよ大詰め！バンド名発表まで秒読み段階に入りました！


WAXです、こんばんは。






とにかく今、僕がやることは2つ。


「曲を書くこと」と「ホームページを世界に公開すること」


そのどちらもをうまく連動させ、互いに作用させ合うことが「イギリスで初ライブを！」を実現させることになるのです！頑張るぞ！







さぁ、今から練習です！今日も必ず成果を残し、来週のドラマーとのセッションに備えるのだ！


よし！







    2009.04.16 Thu 4/16(木)「インスパイア」
    ただいま練習、終わりました〜。ふぅ〜今日も成果はたんまり。やるな、オレたち。


どうも、おはようございます、WAXです。







今日は空き缶叩いたり、段ボール叩いたり、ゴミ箱擦ったり、空き缶潰したり、いろいろやってみました。全部録音してみました。


というのも先週作った曲「刀-katana-」改め「colors」(鳴菌にあっさりタイトルをボツにされ、ま、歌詞を褒められた風やったので、ま、ええんですけど）の間奏部分をスパイス効かせたアレンジにするため、土着的なリズムというか、アフリカンなリズムにするっていうアイデアが出たんですね。鳴菌のアイデアでしたが僕はとても賛成しまして、「なら6拍子にしようぜー」とか、そのアイデアにインスパイアされて出るわ出るわのオンパレード、myアイデア。


ただ。









ただ、オレたちはアフリカンな要素をどこにも持ち合わせていない…。スピリットにも欠けるし、なにより太鼓的なものもココには、ない。


というわけでタンバリン入れたり、カウベル入れたりしてたんですが、もひとつパンチが足りない…。


で、閃いたのが「一斗缶叩いてみたい！」っていうアイデア。そしたらスルスルスルスル、イメージは引き出されて…。「工事現場の立ち入り禁止の看板」だとか言い出す始末。インダストリアルな感じを出したいのだ！


ただ、そんなものもココにはないので、ふと僕が飲んでいたグレープよりグレープ味「ファンタグレープ」の空き缶、発見。とりあえずそれ、叩いてみよう、録音してみよう、と。


そしたらいい感じじゃないか！


とは言え、収拾つかなくなっても困るので、じゃあちょっと休憩にするから、メンバーそれぞれ録音したい音を持ち寄ろうぜ、と。









で、しばしの休憩の後、集合。


持ち寄ったのは、鳴菌＝段ボール。ほほぉ。ぶっといいい音するじゃないか！もひとりの謎のプレーヤー＝ゴミ箱。ほほぉ。その網目状の部分を擦るのだな？ギロ的アプローチだな！


ま、ここまではパーカッシブなわけです。でも僕は、ソコを超えたい(笑)！


結局、さっき叩いた「ファンタグレープ」のアルミ缶をこの手でグシャグシャと潰す作戦に出た！ぜんぜん音楽的やないや〜ん(笑)！


とは言え、録音してみると、しっかり「っぽい音」がしてました！してやったり。









その後、すでに録音済のベースがちょっとしっくり来なかったので、再度録音するうちに、「おや？もっとこんなふうにしてみると、即席パーカッションくんたちが活きるのではないかな？」と、今度はベースのフレーズをアレンジ。


すると、「おぉ！曲自体が随分引き締まったじゃないか！」と俄然成果があがりました。やったね！


本日の成果「colors4.15ver」









時、既に4時を回っておりましたが、もひとつええネタがあったので、やっぱり今日も1曲作っておきたい！ってことでネタ合わせしてみることに！今日のオレたちはチャレンジャーだったぜ！


そしたら、すげぇ〜カッコいいのが出来そうでさ！やっぱりこれは当然残すでしょ！っちゅうことで、早速ProToolsに録音開始！


こいつはすぐにメロディーも歌詞も付きそうだ。うん、これは裏切らずにストレートにいきたい！って思える曲ですな、うん。だいぶガレージ寄り、だけどシンセはピコピコ。ふむふむ。










いやぁ、曲を書くスピードが増しています。


ネタを合わせるのも早ければ、アレンジも早い。やれることはすべてやる。やりたいことはいくらでもある。そんないい空気がある。


こういう時期は出来るだけ逃したくないもんです。捉まえられるものは全部捉えておきたい。










よーし！ちょっと気絶するか。


そしたらまた明日を始めるのだ！


よし！













    2009.04.17 Fri 4/17(金)「プロセス」
    昨日も朝から「歌詞を書きながらProToolsにてウタ入れ」という贅沢音楽制作活動。まぁ、ちょっとダサい歌詞になっちゃったので、成果はほぼゼロに等しいですが…(泣)。ぶっちゃけメンバーにも聞かせられんよ。あれ？メールで送っちゃったかな？ヤバイなぁ。


でもそんなこんなでいろいろ動いて、成果あるなしに関わらず、ただそこに立ってみて初めて見えるものもあるよね？という超楽観主義で押し通していこう！と、今、決めたWAXです、こんばんは。










先日の練習の時にメンバーで決めました。ずるずるなし崩し的に活動しても時間ももったいないですから。









はい。


今、僕らが興している音楽活動そのものを、2009年5月4日に公開し始めることに決定しました！


なんで5/4なのかって？


ま、ちょうどいい日だったので(笑)。理由は当日わかると思います。









その日に発表すること。以下に挙げてみます。


・バンド名

・新しいホームページ

・各メンバーのブログ

・MySpaceにて新曲4曲アップ


文字にすると、たったこれだけのことなんですねー。少なっ！


けど、ここに辿り着くまでにどれだけの時間が掛かったことか！大変なチカラの注ぎようなのですよ？わかる？わかってもらえますか！？








おっと。少々取り乱してしまいました…。


いや、でもほんま、毎週毎週新曲書いてさ、録音してさ、慣れないホームページ制作だって本読みながら勉強しつつ、「イーッ！」ってなりながらPC触って、ProToolsだって最近ちょっと慣れた程度。なんてったって去年の今ごろは「カセットMTR」でソロアルバムを作ってたくらいなんですから！


それでも譲れないものが僕らにはあってさ、一度きりの人生に花を咲かせたい！試行錯誤の毎日やけど充実したプロセスを踏みながら毎日毎日成長してます。ええ、この年齢になっても。


その「充実のプロセス」そのものをね、僕らがネット上に公開することで、僕はみなさんと共有したいのです！


「この新人バンドでの初めてのライブはイギリスでします！」


もうそう宣言しちゃってるわけですから、日本人のみんなと共有出来るトコロはネット上にしかないやん？


だから僕らは、鮮度の上で最高の情報を提供したいと思うし、日本国内のみならず、海外にもこの日本の新人バンドをアプローチしてみたい。今はそれが出来る時代なんだと、この僕は気付いちゃったのです！


「気付いたんなら今すぐやりなさいよ！」


僕の脳内のちっちゃな僕はそう叫ぶのです！








おっと。今度は興奮してしまった…。







だから5/4(月)、クビを長〜くして待っててください！


「お。ほんまにやる気なんやな？本気なんやな？」


絶対そう思ってもらえると思います。


僕は地盤である「日本」を、ないがしろには、しない。









さっき鳴菌とメールのやり取りをしてた。


鳴菌は言う。


「できた曲並べて聴いてるんすけど、相当ヤバいっすよ、このバンド！」


だって。


で、僕は答える。


「そうそう、ドラマーに最新音源送るつもりでオレも4曲並べててん。ええよな。確かに」








(笑)。







でも、これがバンドの会話(笑)。


だからほんま、楽しみにしててね！









    2009.04.18 Sat 4/18(土)「music story-history」
    来週水曜日にセッションする予定のドラマーに最新バージョンの音源を郵送完了。やっぱり誠意を持って臨みたいものです。熱い想いも届くといいのだけれど。
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毎日熱く生きているWAXです、こんにちは。






今日はちょいと時間があったので、新しいバンドのホームページをちょこちょこカスタマイズ。そんな中「music story-history」というページの制作に取り掛かり始めました。うむ。いいネーミングじゃない？


再三言っているように、僕ら新人バンド、日本国内でライブをすることが出来ません。勝手に、ですが。


なので「ネット上でバンドの動きを知ってもらいたい、イギリスで初ライブがしたい！って想いを知ってもらいたい！」と考えているのですが、そのためにも大事になるのが、僕らのバンドの音楽を知ってもらうページ。


もちろん「MySpace」も立ち上げて音楽を広く聴いてもらおうと思っているのですが、僕の頭の中のアイデアは、そのくらいのことじゃ到底満足出来ない…。


ノーサティスファクション！


楽曲のタイトルがあって、その曲の最新バージョンが試聴出来るようになってて、その下に歌詞があり、さらにその下にはその曲の紹介文を掲載してて、「どんなイキサツで楽曲が出来上がりつつあるのか？」と共に、その時期の制作途中バージョンの試聴も出来ちゃう、みたいな。そしたら「あぁ、こんなふうにアレンジも変わるし、歌詞もメロディーも変わるんだな！」ってこと知ってもらえて、よりバンドに近く居てもらえるんじゃないかな？と考えているのです。


「パクられやしないかな？」


なんてしょーもないこと、僕は考えない(笑)。どっちみち、僕にしか出せないこと出さないと、イギリスには行けない気がするから。







そんな意味でつけたページのタイトル「music story-history」ってとてもイケテルと思う(笑)。僕らの音楽が出来つつある物語を読んで欲しいし、それは僕らの音楽の成長過程でもあり、歴史でもある、と。しかも、韻踏んでるしね(笑)！タイトルだけでこの企画が当たるのは間違いない！


メンバーの協力を得て、もう1スパイス、フリカケるつもりです。それが成功すれば、もっと魅力あるホームページになること、間違いなし！






よーし！





あ！音楽聞きながら日記書いてるんですが、たった今、「the stone roses」の「ten story love song」が！これはマスマスイケルゾ！







    2009.04.19 Sun 4/19(日)「ケータイ紛失」
    ケータイを紛失してしまい、ショックなWAXです、こんにちは。







ひぃー！ヤバイです。昨日の晩から連絡くれてる人、ごめんなさいね。


あぁ、でもケータイ無くてもいいかなーなんて思ってみたり…。







いかんいかん。


ネット上でバンドのこと公開していくつもりやのに、ケータイ持ってないってのはいまいち過ぎる…。


はぁ、とにかく連絡取れなくてすみません。







    2009.04.20 Mon 4/20(月)「スーパーマン」
    ケータイを失くして2日目。不安な反面、なんか自由な気がするぞ、とどっちつかずな気分のWAXです、おはようございます。


はぁ。それにしてもこのタイミングで？みたいな絶妙なタイミングでケータイを失くしちゃったもんです。ケータイ、なければないでもちろん生活は出来るんやけど、どうしても「ポケットに財布とケータイ」を手探りで確認してしまいます。普段、僕は時計しないので、時間を見るにもケータイ。目覚まし時計としてもケータイ。思い浮かんだ歌詞フレーズをメモするのもケータイ。メロディーが降って来た時に録音するのもケータイ。日記に載せたいな、と思う写真を撮るのもケータイ。意外と電話はしないのね(笑)。


「失くして初めて気付くこと」


言い古された表現ですが、あまりにそれが多くて本当に僕はびっくりしています。










「田舎暮らしがしたいなぁ」


ふとそんなことを思ってみたり。ケータイという便利な道具から一旦離れてしまうと、どうやら僕の極端な性格からか、何もかもを放り出して何にもせずに暮らしてみたい、なんて現実逃避。


疲れてるのかなぁ。


気持ちのいい午後にはあったかいヒカリの差す縁側で、大好きな本読んで眠くなったら眠っちゃう。時々散歩に出掛けて空を眺めて夜になったら寝転がって星空をボーっと眺めるのです。人間ってちっぽけだなぁ〜って。


う〜む。これは母方の実家の風景。京都府北部、日本海にほど近い、おばあちゃん家の風景。久美浜町。小学生のころ、たまに行くだけだからなかなかすぐに打ち解けられない従兄弟たちとの「ザ・田舎」の風景。


あの頃の僕は、何を想っていたんやろう？


川で遊び、山で遊び、本を読み、星を観る。ココロが自由で何も不安なんてなかった？


まだビートルズにも出会っていない僕。


まさか20数年後の僕が、こうして小学生の僕のことを懐かしんでいるなんて想像もしてないんやろうなぁ。


小学生の僕は、今現在の僕のことをどう想うやろう？カッコいいな、って想ってくれるかな？しっかりしろよ！って怒られるかな？








ちょっと疲れました。


けど、諦められない僕もいて。


終わりに出来ないです。







「ケータイ失くして再スタート」


なんじゃこのキャッチフレーズは(笑)！


よし!うだうだ言ってられないね！


僕は気付いたよ。あの小学生の僕にとって、僕はスーパーマンでありたい。なんにだって自信持って挑んでいける、特別なヒーローでありたい。他の誰でもない、自分自身の過去が誇れる自分になりたい。









絶対、イギリスにいく。


よーし！お腹すいてきた！







    2009.04.21 Tue 4/21(火)「鶴の一声」
    ケータイ電話、早くも復旧してしまいました…。ま、無けりゃ無いで不便なんで、束の間の自由だったと思うことにして、現状の世界に復活します、WAXです、こんばんは！


ちょっと見学してみたいレコーディングスタジオが大阪にあって、今日、行きたいなぁ〜と思ってたんですが、雨も降ってるので予定変更。ずーっとホームページ制作に掛かり切りの一日を過ごしております。ＰＣ画面を見っ放しでかなり目がしんどいのです。


けどけど、どうしても解決したかったことが鶴の一声で解決したのでとても嬉しい。イケイケで邁進しております！5/4まで、あと少し！


日記書くのも目がしんどいので、今日はこの辺で。


ではでは〜。
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↑

チラッとね(笑)。頑張ってる証拠、見せとかないと、ね？







    2009.04.22 Wed 4/22(水)「閃いた！」
    昨日、僕の愛すべきエレキギター"Gibson Les Paul 1969"を現行品のマーシャルに繋がなければならない状況に陥りまして…。ビンテージのマーシャルくんは「素晴らしい！」のですが、どうも現行品は苦手で今まで一度も「カッコいい音」を出せたことがないのです…。


でも、そんなことも言ってられないので一生懸命ツマミいじって音を作って…。そしたら「出た！」(笑)。カッコいい音が出ました！


なんで(笑)？


「オレさまの腕が上がったのか？」とちょっと満足気なWAXです、こんにちは。








最近はギターをアンプに「直」でしか使ってないので、これはとてもいいことだ、と思っています。「果たしてU.K.に"orange"のでっかいアンプまで持ち込めるのか？」とちょっと不安だったので、これで開き直れそうです。自慢のビンテージギブソンのゴールドトップくんさえオレの傍にいてくれたら、そこにあるギターアンプでカッコいい音は出せる自信がつきました。


よし。


やっぱ耳が大事だなぁ〜と思います。自分の耳が嫌がる音を出さなければそれでいいんじゃないか、と。そういうタッチを心掛ければ自然とカッコいい音は出るんではないか、と。









その後はホームページ制作に没頭。文字通り没頭。こういう時の僕の集中力は尋常ではない。昔っからそう。これは天体望遠鏡を自作した小学4年生のころの僕に似ている。


「わからなくても本で調べる。人に聞く。やってみる。失敗したらやり直す。失敗の原因を突き止めて成功に導く。全体を見る」


こんな小学生、かわいくないよねー(笑)。








さて、いよいよホームページ制作も佳境に入って来ました。


目指すはU.K.にて初ライブ。そのための仕掛けも満載。けど欲張り過ぎは良くない。完璧過ぎるものは、よくない。だけど「U.K.にて初ライブ」というルール、線引き、イメージはしっかりブレることなく表現しておきたい。


うむ。こんな感じだろう。







本日はドラマーを誘ってのセッションデイでございます。僕らのバンドの予定に合わせて朝まで付き合ってくれるので、6時間ほどの短い時間やけど、キッチリとミュージシャンとして語り合いたいな、とメンバー共々意気込んでおります。


その前に3人は早めに集合して準備、そして写真撮影会。ホームページ用に楽器や僕らを撮影します。まだまだイメージの統一はメンバー間でしっくり来ていない感は否めませんが、こういうことを経て統一していければいいなぁと思います。僕の中ではすでにイメージはバッチリなんで、具体的に撮影して、客観的に眺め、それをメンバーに紹介し、意見を交換したいな。自分たち自身の写真はもちろん、楽器の写真映りもとても大切だと思うのです！アーティスト写真はストーリーを感じさせる第1弾として表現出来ればいいなぁ。








実はその前に大阪のレコーディングスタジオに行こうと思っています。見学です。


ちょっと閃いたアイデアがありまして、僕はとてもゾクゾクしているのです。メンバー2人にはすでに伝え済み(笑)。ゾクゾクすると誰かに早く知ってもらいたくて、居ても立ってもいられない。悪いクセです。


思い描いたストーリーは今、僕らが立っている場所にとてもしっくりくると思う。キーワードは本日のドラマーとスタジオ。どちらが欠けてもしっくり来なくなっちゃうので、そうなってしまえばその時点で御破算。もう一度ストーリーは練り直しです。


そういう意味でも今日は大事な1日になりそうです。しっかり自分自身の人生を見極めなければ！








また長い日記になっちゃった。


目も休めないとね。


それじゃあ今日も1日、始めますか！







    2009.04.23 Thu 4/23(木)「キーワードは如何に？」
    カッコいいドラマーと出会えました、WAXです、こんばんは。いや、おはようございます？






先ほど週に1度の練習が終了し、今、長い1日が終わろうとしています。なかなか今日は成果の上がった1日でした。歩き疲れたしね。







昼過ぎまではホームページ制作に没頭し、三宮へ。そして目指すは大阪福島にあるレコーディングスタジオ「DANN RODGERS Music Service Ltd」。今年2月にオープンしたばかりのようでとてもキレイ。マネージャーの西野さんとは実は10年以上も前からの顔見知りで、先月久しぶりに神戸で会った日から、その噂のスタジオを見学したくて堪らなかったのです。メインルームとブースが2つ、踊り場も入れれば4つの楽器を同時に「いっせーのーでっ！」で録音出来る。むしろボーカルまで一緒に録音出来ちゃう。先日のThe Keysの録音もそうだけど、やっぱり僕は一斉に録音出来てしまう方が潔くて好き。音楽って感じがする。メインルームは天井も高くて気持ちいい。ビンテージのラディックのドラムセットがあるのが興味をそそられました。メインのエンジニアの方も飄々とした中に芯がある方のようで、もっともっと話をしたいなぁ〜と思いました。僕らの目指すU.K.の話、ちょっとしか出来なかったしね！


というわけで、昨日の日記に書いていた「閃いたアイデア、思い描いたストーリーを実現するためのキーワードは"ドラマー"と"スタジオ"」の「スタジオ」はいい感じでした！


↓
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その後、神戸に戻り、練習にはちと早く帰って来過ぎたので、久しぶりに元町のカフェバー"ringo"へ。本当に久しぶりのジョージさんとカン。練習が控えていたのでアイスコーヒーしか飲めませんでしたが、また来ます！いろいろ話せてよかったです、うん。






そして練習。とある地下室にて機材の準備をしているとメンバー2人もやって来る。そう。今日は早めに準備して写真撮影会。まずは数ある楽器たちをデジカメで撮影。普通に撮っても面白くないので、ダイナミックに大胆に撮影。カッコいい楽器は絵になるよねー。その後、自分たちを撮影するものの、試行錯誤に試行錯誤を重ね、ちょっと難航。思い描いていたイメージに近付けるのは、想像以上に大変でした。最初はデジカメを使っていましたが、謎のオルガンプレーヤーが遂にHOLGAというトイカメラを持ち出した！ふむふむ。構造上の説明を受け、だったらそうやって撮ろうよ、ということで、ちょいと秘密の技を使って撮影。どんなふうに現像されてくるんだろう。楽しみ！とてもカッコよく映っている気がするぞ！









そうこうしているうちに、本日のメイン、ドラマーの登場です。


僕だけが1度、彼に会ったことがあるだけで、しかもその1度と言っても充分に会話が出来たわけではなかったので、ともかく4人で挨拶＆自己紹介(笑)。ま、でも、ミュージシャンなわけですから「じゃあそろそろ音、出しますか？」ってことでセッションスタート。それぞれがセッティングしている間にそのドラマーが踏んだキックの音で僕は「決まった！」と思ってしまいました。


で、すでに郵送済みだった僕らの4曲を順にセッション。デモバージョンでの僕が組み上げたドラムサウンド・フレーズに忠実な演奏！しかも音がデカイ！


とりあえず4曲分のセッションが終了した時点で、一度休憩することに。話したかったからね！


いやぁ〜、鳴菌も謎のオルガンプレーヤーも、印象がとても良かったようです！鳴菌がイキイキしてたからね(笑)！


僕はそれが嬉しい。僕がひと目ドラムを叩く姿を見て「間違いない！」って感じたドラマー。今日、会う直前までメンバー2人にどれだけ「ええドラマーやから、ほんまぜひ一緒にやりたいねん。サポートでもええからっ！」と力説していたことか。


うん。「合奏するのが楽しいドラマー」というのが今日の場合、正しい言い方かな？


彼も僕らの音楽にとても興味を示してくれていたので、「じゃあ」ということでいろんな腹を割ったトークを繰り広げるに至りました。


彼の名はナヲキ。どうぞよろしくね！


ヒットマンスタイル時代のゆっこさんもそうやったんやけど、ナヲキも8ビートドラマー。「女ドラマーとしては日本で5本の指には入る」と捉えていたゆっこさんのドラムはとてもカッコ良くて、今でも印象に残るドラマーだと思っています。絶対的に女性的な8ビートは群を抜いていると今でも思う。


そしてナヲキ。ともかく音がデカイ。これは鳴菌も僕もとても大事なことだと考えていて、ゆっこさんも音はデカかったからね！普通にセッションするドラマーじゃ、僕らは全然物足りなかった。


でもナヲキは違う。そしてやっぱり男ドラムやね。いい意味で線の細かったゆっこさんとは違って、図太いグルーヴィーなサウンド。的確に落としてくる8ビート。僕はとても欲しいと思ったし、「な？やから言うたやろ？カッコええドラマーなんやって！」とメンバー2人に言ったくらい。


そして鳴菌にとても合う、と思った。ビートをうまく交わらせることが出来るんじゃないか、と。鳴菌はああ見えて粒の揃った8ビートは不得意で、ちょっとハネ気味の独特のタイム感があるのです。「ちょっとファンキー」と言えば聞こえはいいけど、ま、そこまではいかないけれども(笑)。その鳴菌のファンキーさがナヲキのズシッとくるビートと交われば、今の僕らが目指すガレージでエレクトロでダンサブルなビートが完成に向かうのじゃないかな？と思うのです。






毎日毎日、本当にいろ〜んなバンドを僕は見て、ドラマーを見ているわけです。まだまだ青いドラマーや若いコはもちろん、名前の通ったバンドのドラマーや大御所のドラマーも見る機会に恵まれている。PAを通さず、本当に生のドラムサウンドをこの耳で聞くチャンスもある。そんな中で僕は自分自身の価値観を発見し、気付かぬうちに判断基準を設けていたんだな、と思うのです。


「今、自分たちが立ち上げている新バンドの向かう先にどんな音楽があるのか？」


それを僕はイメージ出来ているし、そこには鳴菌が必要で、謎のオルガンプレーヤーも必要で、だったらどんなドラマーが必要なのか、それも気付いてる。





何より今日、良かったのは、「合奏している」という感覚。全然打ち解けてもいないし、お互いのこと、良く知らない。だけど「音楽」が出来る、という感覚。


この新人バンドが「僕の手の内にある」だなんて、これっぽっちも考えていないけど、出会うべくして出会うのだ、とその理由を説明することは、僕にとっては容易いことなのです。だって毎日平均2人のドラマーを見るとしてヒットマンスタイルが活動休止してから2年と3ヶ月、820日。ということは、少なく見積もっても2人×820日＝1640人のドラマーを見ていることになる。1640人分の1人。タイミングというしか、ないだろ？







今後、どんな状況になるか、それは誰にもわからない。


やけど、今、僕らが言えるのは、今を連続させること。今、僕らが一緒に「音楽」をやってとてもしっくり来るのなら、一緒にやろうぜ。


本当にU.K.に行けるのか、その状況は未だ掴めていない。いや、むしろ掴めていたなら、これほどまでに興味はないのかも知れない。


僕らはナヲキをドラマーとして迎えたいと思う。









ちょっと興奮気味に書いちゃった(笑)。


よし。これで昨日の日記の言うところのキーワード、ドラマーもしっくり来たよ！


閃いたアイデアを実現に向かわせなければ！ストーリーを遂行するのです！








よーし！ではちょっと気絶するとしよう。


気絶から醒めたらまたやることがある。いきなりナヲキも交えて新曲を練り始めたからね！メロディーと歌詞を大至急完成させるのだ！


イヒヒ。


心地よいぞ！







    2009.04.24 Fri 4/24(金)「親譲り？」
    昨日はごにょごにょと自分たちのバンドのアーティスト写真の制作に没頭。最近没頭することが多過ぎるぞ！WAXです、こんにちは。


それにしてもPHOTO SHOP。手強いぜ。でも自分のイメージが形になって目に見えるのは、とても嬉しい。親譲りなのかなぁ〜。音楽も絵もデザインも写真も、僕は全部好き。


これまた5/4に公開します〜。あぁ〜ちょっと見せたいなぁ〜ちょっとだけ！ダメ(笑)？


誰への確認なんだか…(笑)！














ま、でも、見せな〜い(笑)！


ちゅうわけで、本日は、写真やホームページにばかり没頭してるわけにもいかないので、「歌詞書こうかな！」と強く思っております〜。ちょっといいアレンジが思い浮かんだのでね！







    2009.04.25 Sat 4/25(土)「鳴菌に変化？」
    昨日は宣言通り歌詞を書きました！なかなかヤル気にならなくて、困ったちゃんでしたが(笑)。


そいつをもう一度、今朝聞き直してみて、歌詞を推敲、手直し。そして録音。


先週のドラマーナヲキとのセッションついでに録音した新曲ネタがあるんですが、その上に録音しました。いつもと違って「全員で一発録音した2ミックス」の上に歌をオーバーダビングしたんですが、これも結構いいんじゃない？違った印象があります。


それを鳴菌と謎のオルガンプレーヤーにはメールで送信！鳴菌にもメールで送信(笑)？


そうなんです！やっとアイツもPC生活の始まりです(笑)。







こう、昨日もね、鳴菌からケータイにメールが来るわけですよ。


「ちなみに今、YouTube見てるんですけど、○○見てくださいよ。なかなか参考になるっすよ」


だってさ。


もう笑けてしょーがない(笑)。あんた今まで全然じゃん！


そしたら


「パソコン最高っす！」


やって。はいはい(笑)。









ま、こうして新しいバンドの体制は整って来ております。


よし！がんばるぞー！







    2009.04.26 Sun 4/26(日)「め」
    本日は完全にPCから自分をシャットアウト。完全に目を休めています。


実は最近また眼科に通っています。目に違和感のある4月が終わる。鏡で見る自分の目が、自分のもののような気がしなくなって来た。心配は無用。多少の疲れが溜まっているだけ。


親父、お袋もこの日記を見るのかも知れない。


まぁ、親父、お袋以外の人間にちょっとだけ心配されたいかな(笑)？


僕へのプレゼントは、今後、ブルーベリーにしていただきたい。この病気に効くのかどうかはわからないけれど。


あれです、あれ。ブルーベリーよりも僕の特効薬。


僕のことちょっと褒めて？ちょっとは「頑張ってるね」って言って？んで、ちょっとだけ心配して？








ただ、ヒカリを失うことは本当に避けたい、と思う。


以上。


心配掛けたがりの、WAXでしたー。


イギリス、行くぜー！


やや。宣伝をひとつ。


5/7(木)の神戸バックビートでのソロ、弾き語りのライブには、ぜひ来ておくれです〜。







    2009.04.27 Mon 4/27(月)「ニッポンの風景」
    ニッポンの風景。
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イギリスに想いを馳せる今日この頃ですが、ニッポンの風景を忘れるわけにはいかない。


PCの画面ばかりを眺める毎日ですが、遠くの山々の緑の美しさに我を忘れるココロを忘れるわけにはいかない。








さて、また今日から音楽とネットでもって、イギリスへの夢への一歩一歩を踏みしめるのです。一度きりの人生。上昇する螺旋のように、高揚する血流のように、崩壊した曖昧な世界に希望のヒカリを灯しながらゆくのです。明日へ放つのです。


そんな新曲を今、書いています。







    2009.04.28 Tue 4/28(火)「一喜一憂〜眼科で得たこと」
    一度新しいドラマーナヲキを迎えた新バンドのメシ会をしようと企んでみるものの、メンバーそれぞれのタイミングが合わず、断念。そういえば、メンバーはこの前の練習一度きりしか会っていないし、僕だってナヲキと会ったのは2回だけ。「こんなことがしたい！」とか、夢を語り合ってもいいじゃない(笑)？


で、先ほどナヲキには新曲ネタを郵送完了。


郵送？そう、鳴菌はPCライフをエンジョイしているようですが、ナヲキはPCを持ってなくて超アナログ＝エクスパックでCD-Rを郵送です。







今朝は早くからメールマガジンなるものに挑戦。う〜む。自分自身がメルマガを購読する習慣もその気もなかったのでかなり戸惑いましたが、バンドの都合上(国内でライブをせず、U.K.で初ライブをするっていう事情)、「ネット上で情報を積極的に発信する」ってことを最優先で考えるなら必須かな？と。


いくらU.K.に向けての発信を主だったものとして考えたとしても、やっぱり僕らは日本人。「初ライブをU.K.で！」は、ここへ帰って来るための大胆で壮大な修行であることにかわりはなく、やっぱりココ日本にとてもいい形で帰って来たい。そのためには僕らの地元、日本でもより多くの人に応援してもらいたい。


そのためのメルマガを創刊したい、と考えたのです。


う〜ん。うまくいくかな？


またひとつ、僕は知らないことに挑戦しています！







そしてフォトショップを自分なりに駆使して作った僕ら自身や楽器の写真をホームページ上にいろんな形でアップロードする作業は続く。


それに加えて謎のオルガンプレーヤーがHOLGAというアナログトイカメラで撮影した「楽曲へのイメージ写真」もアップロード。歌と歌詞とメロディーとサウンドから受け取るイメージを、元写真部だと言うメンバーがアナログカメラを使って撮影した写真なんですが、それを眺めていていろいろ考えた。僕は僕なりに考えた。


「これをスライドショーで見せたら面白いんじゃない？」


と。


国内でライブをしているわけじゃないので、ネット上でも視覚に訴える効果は必要だ、ということで楽曲のイメージ写真を載せようじゃないか、と考えていたんですが、スライドショーにして画像を動かすとやっぱいいね！


「ってことは動画もあればいいんだろうなぁ〜」


と今度はYouTubeにアカウントを作ってみました。でも、何の動画、載せる(笑)？








ってな感じで目を休めなきゃいけないんですが、結局PC三昧でございます。ダメだね、これじゃ。


今朝も眼科へ行って来ました。


眼圧はちょっと下がり始めたようで、お医者さんもホッとしてくれた。それでも目に違和感があることや最近は目が疲れやすいことを話し、また新しい目薬を処方してもらった。ドライアイとの併発じゃないか、ということです。


前に行ってた病院は素っ気なく、自分は何をしに病院へ行っているんか、わからんくなってたけど、今度のとこはいいのかも。なんやろ？フトコロが深いというか「一緒になって一喜一憂してくれる」と言ったら変やけど、なんか安心。


完璧な「与える側と与えられる側」になってしまったらダメなんだろうなぁと感じました。


それは僕らも同じ。


僕らはステージの上から与えつつ、逆にお客さんにもデッカイものを与えてもらっている。






新しいバンドで「初ライブをU.K.で！」と叫んでいこうと思うことも、そう。ぜひみんなと共有したいと思ってる。眺めてくれているだけでもいいし、なんか応援メッセージを書き込んでくれてもいい。新曲の感想なんかを伝えてくれてもええんやろね。U.K.に向けての戦略が、うまくいくこともあればうまくいかないこともあると思う。その時僕らは、一喜一憂してもいいでしょ？ネット上だからってカッコ付けて見え方ばかりに気を配る必要もないと思うし、「どうやったら○○が出来るんだろうね？」ってみんなの前で悩んでしまっても、ええやん(笑)？


そんなふうな方が信頼出来る気もするしね！


うん。眼科行って得ることも、またひとつありました。


よーし！


これでU.K.行って目が見えません、ってのももったいないのでね、目には気を配りながら、どんどん視野を広げて行きたいもんですわ！







    2009.04.29 Wed 4/29(水)「水曜日」
    本日は水曜日。週に一度のバンド練習の日です。ドラマーが来れなかったり、ちょっとした諸事情もあったりして、「練習を別の日にしようか」って話もありましたが、やりたいことがいっぱいあるので、予定通り練習することになりました。


「今ある新曲ネタ、ぜーんぶ録音してドラマーナヲキに渡そうじゃないか！」


ええ。僕らはイキマイテいるのです(笑)。


よーし！頑張るぞー！







5/3に高校時代の仲間が集まるんやってさ。めちゃくちゃ行きたいんやけど、無理なんやなぁ。誘われて嬉しいし、また機会があれば絶対行きたいね！みんなどんなふうな人生を歩んでるんやろう？







    2009.04.30 Thu 4/30(木)「ビートルズよりも」
    練習終わりで神経が昂ぶっておりますので、日記でも書こうか、とPCに向かってみました、おはようございます。WAXです。


本日はドラマーナヲキが欠席のため、いつもの3人で練習をしました。


先週4人で練り上げ始めた新曲を、3人で磨き上げてナヲキに郵送しようかと息巻いていたんですが、どうやら為し遂げることが出来ませんでした…。4人共同で作り始めた新曲を、3人で磨いて録音し直そうってのがどうやら無理のようです。ちょっと面倒臭いのです…。まぁでも、3人で意見の交換は出来たし、聞ける形として録音することは出来ませんでしたが、来週4人揃って煮詰めることは出来そうです。よしとしよう。


それから新曲のネタ合わせを2曲。


1曲目は、また違う新しいやり方でアプローチを開始。シンセから作曲を始めてみました。それにギターやベースやオルガンを合わせてセッションしていくのですが、どうやら3人共方向がバラバラ。やればやるほどバラバラ(笑)。僕の中ではイメージがとてもハッキリしているので、ちょっと強引でしたがとにかくProToolsに録音開始。


まずは頭の中にある歌のメロディー、構成を思い描きながら、僕自身がシンセを録音。その上に未だイメージが掴めていない鳴菌が僕の合図を頼りにベースをオーバーダビング。そして僕がギターを重ね、これまたイメージの掴めていない謎のオルガンプレーヤーにオーバーダビングを要求…。


ふぅ。でもこんな作り方、ほんまはあかんのやろね？メンバー疲れ切ってるのがとてもわかって、僕は心苦しい…。


でもめっちゃイメージがハッキリしてるもんやからさ…。ま、試し試し！


これにウタ付けてみたら、「あぁ〜！なるほど！」ってなると思うんでね、試行錯誤でよしとしましょう。







このまま意気消沈して練習が終わってしまうのは嫌だったので、もう1曲、鳴菌がケータイにちまちま録音してるベースフレーズネタを拝聴。


1曲「ザ・常夏」って感じの曲があったんですが、それとは違う曲をチョイス(笑)。常夏て…。鳴菌に常夏は似合わん…やろ…(笑)。


みたいな、ようやく深夜テンションになって来たところで、キターッ！


うん、我々らしい新曲が出来そうです！







どうやら鳴菌のベースフレーズを僕がセレクトしてアンサンブルや展開、構成を練り、それを元にシンセの音色を選ぶ。それから3人で曲の方向性をまとめていくやり方が、今の僕らの一番好結果を得るパターンになりつつあります。


本日のネタの方向性はズバリ「ヨーロッパの古代建築のような」で決まり！なんのこっちゃ(笑)！


けど、そう僕が言ったら鳴菌「あ、それわかる気がする」やもん。文句ないやろ(笑)？







ちゅうわけでサクサクとProToolsに録音。


いやぁ。それにしても、こんな曲、他のバンドはやれへんやろ、そう思う。ヨーロッパの古代建築、見たことないもんね、僕ら(笑)。それでもそんな匂いするねんて、ほんま。


これもウタはすぐに付きそうなので、早速歌詞に取り掛かれそうです。







それにしても早い。新曲を書くペースが。


これは衰えることはないんじゃないん？ってくらい枯渇の気配が、ない。ヤヴァイことになりそうですよ！









やっぱりライブハウスで本当にいろいろなものを見てますからね、僕はそれを改めて実感します。いい場所にいさせてもらえてる。


「売れる方程式」


なんてものは存在しないだろうし、知りたいとも思わない。でも、売れたくないわけじゃなくて、むしろ、僕はビートルズよりも売れてみたい。今でも中学生の頃と変わらず、ココロの底からそう思う。大好きなビートルズより、売れたい。


音楽を作り続けること。


僕は僕であること。


ビートルズになりたいなんて思っちゃいない。僕が僕として音楽を産み続けることが出来るなら、とても面白いなーと思うのね。


そのためにも僕はイギリスという国に、この両足で立ちたいと強く思うのです。






さぁ。また気絶して目が覚めたらウタを書こう。明日を始めるために、今日を終わらせるのです。







    2009.05.01 Fri 5/1(金)「降臨」
    今朝は「ハッ！」と閃いたので、慌てて三宮のとある地下室へ。


おとといの練習で作り始めた新曲の歌詞が浮かんだのです！







あっと言う間の2時間。2曲分の歌詞が完成です！いやぁ、マジで天才じゃないかな？と思います(笑)。確実に神が降りて来てます。


しかも、今までの僕じゃないような切り口で歌詞がスラスラと浮かんで来るのです。コトバの選び方には「らしさ」健在なのですが、ちょっと物語になってたりしてね、自分でプレイバックして驚いています(笑)。







メンバー2人にはメールで送信、もう1人にはエクスパックで郵送(笑)。


ふむふむ。もっともっとみんなでアレンジして磨き上げることにしよう！









昨日は久々に大阪は福島にあるHOOK UP RECORDSに行って来ました。吉見さんにちょっとしたお願いごと(笑)！いっつも甘えさせてもろてるなぁ。急に行ったんやけど、うまくやってもらえた。


ちょっと間しか話せへんかったけど、またいろいろ相談しに行くことが増えそうです〜。







よーし！ヤル気の出る素材が手に入ったので、がんばるぞー！







    2009.05.02 Sat 5/2(土)「輪郭」
    気付けば5月ですね！明日5/3の夜中、5/4の0:00になったら我が新バンドのネット公開発表ですー。大袈裟ですけど…(笑)。ま、一応気持ちとしては大胆に、ね？


新しいバンドで作り上げている新曲の最新バージョンや制作途中のネタ、楽曲イメージスライドショーとか各メンバーのブログ、などなど、この4ヶ月間で準備して来たことを公開し始めるので、ぜひぜひ新しいサイトを覗いてやってくださいなー。


メールでみなさんにお知らせするのは昼間の方がいいので、0:00ってことはこの日記で新バンドのサイトのURLをアップしようかな？あ、バンド名も発表ですな。ドキドキ(笑)。








昨日はいろ〜んな話をしました。よく言ってますが、やっぱり人に話すことで自分自身の輪郭がハッキリしていくことを実感します。


さ。がんばろう。


今日は神戸、大阪を行ったり来たりになりそうです。
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↑さて、これは何でしょうか？明日、明らかになる！


それにしてもカッコいい写真だなぁ〜。







    2009.05.03 Sun 5/3(日)「DEWさん」
    「毛皮のマリーズ」というバンドの新譜を聞いています。カッコええ。それでいてちょっと泣きそうになるくらい掻き毟られる。


繰り返し繰り返しiPodで聞いていたのですが、そのサウンドがどうも耳にしたことがあるような…と。


むむむ？先月東京に行って(正確に言えば千葉なのですが)、「The Keys」のレコーディングのディレクションをしたんですが、そのスタジオの、そのエンジニアさんのサウンドではないのか？と。


で、帰ってCDジャケットを見てみた。


録音：STUDIO SUN…DEW"エメリック"マキノ


!!!


バッチリ的中です！エメリックって(笑)！ジェフ・エメリックのこと指すんでしょうね！








いやぁ、しかし。「The Keys」の録音の時も感じたんですが、飄々としてクールで、しかも的確なエンジニアリングをしはる方やったんですが、そのサウンドがね、めっちゃくちゃカッコいいのよ。熱を感じるミックス。僕も惹かれました(笑)。千葉じゃなく、近くだったらなぁ〜なんて。








それにしても、そのサウンドを聞き分けられて「これはマキノさんの仕事だ」と見破った僕もすごいけれど(笑)、そこまで特徴ある録音、ミックスをしはるマキノさんは、すごい。


うん、ほんまに僕らのバンドもお願いしたいくらいです。








さてさて。


今夜0:00、我が新バンド、ネット上にて発表でございます。また今晩、ここで会いましょう！







    2009.05.04 Mon 5/4(月)「The Ventz」
    改めまして、初めまして、"The Ventz"のWAXです、よろしくお願いします。


2009年1月に元ヒットマンスタイルの鳴菌と僕がまた一緒に曲を作り始めて始動した新バンド。シンセ・オルガン・パーカッションなど、マルチに動けるプレーヤーA.K.が加入して"The Ventz"と名乗り、神戸は三宮の、とある地下室でせっせと曲作りに励んでいます。
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"The Ventz"


いい名前でしょ？ヴィンテージな香りもあってちょっとゴージャス。僕らが自信を持って名付けた名前です。ガレージ的な3分前後のストレートな楽曲にキラキラとしたエレクトロな要素を散りばめる。腰で乗れるようなビートをヴィンテージなサウンドに仕立てあげるには、とてもいい名前だと思っています。どうぞかわいがってやってください。


●


ネット上での発表直前の4月にはドラマーナヲキも加入し、目指すは2010年、U.K.にて初ライブ、です。


日本国内でのライブはそのU.K.でのライブを達成するまでありませんが、"The Ventz web site"や"MySpace""LastFM"など、ネットを通じて広く世界に向けて僕らの音楽を流し続けていきます。旅行気分ではなく、本当に求められるアーティストとしてU.K.に行かねばなるまい、と決意も新たに緊張も高まっています。


もちろん、僕らは日本人。これは必ず日本に帰って来るための、ちょっと大胆でちょっと突飛なやり方。カッコいいバンドであろうとするための僕らなりのやり方なのです。


ぜひ日本のみなさんにも、僕らが起こす行動のひとつひとつを楽しんでもらいたいと思っています。これは僕らの人生を賭けた、カラダを張ったエンターテインメントです。うん。本当にそう。みんなが「あいつらバカだなぁ〜」「アホやなぁ〜」と楽しんでくれたらいいと思っています。僕ら自身、限界ギリギリの場所に立って、最後に捻り出すことが出来るかも知れない「ロックンロール」を知りたいだけなのです。


「世界中の人々と繋がることが出来るロックンロールの可能性を証明したい」


大袈裟な言い方ですけど、まったく無名の僕らが「もしかして…」を信じること。


逆に言えば「無名であるからこそ出来るチャレンジ」であるとポジティブに考えてます。達成出来たらすごいよねー(笑)。


しばしネット上で「僕らと一緒に」楽しみましょう！





あ。そうそう。ネット上だけじゃなくて、こんなの配っていこうと思ってます。
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出来立てホヤホヤの新曲を惜しげもなく1枚に1曲焼き付ける無料CD。名付けて"1song demo CD"。TSUTAYA トアロード店さんに置いてもらえるとええんやけど。見えるかなぁ？盤面に番号振ってます。ずっと通し番号で行こうかな？NO.0001から何番まで行ったらU.K.に行けてるんやろなぁ？


そんなちょっとした楽しみも、ね？


初回は「54」というウタ。このバンドで初めて作ったウタなのです！







    2009.05.05 Tue 5/5(火)「始まり」
    "The Ventz"、ネット公開から丸1日が経ちました。軒並みいい感じで受け取られたようで、よかったよかった。内心ドキドキでしたが、キチンと自分のしたいことをするのみです。さすれば当然の結果が待ち受けているハズだ、と信じていたいと思います。







昨日、ヒットマンスタイルのゆっこさんから電話がありました。


実は「新しいバンドのHPが出来ました。新曲も聴けるし覗いてみて？」っていうメールをしてたんです。今の僕が存在するのは、間違いなくゆっこさんがドラムだったヒットマンスタイルがあったからだし、僕がまた次の場所へ行こうとする時にゆっこさんにはちゃんと伝えたかった、そんな気持ちがあったから。


メールくらいは返信あるかなぁと思ってたんですが、突然ケータイ電話が鳴り出した。みたらゆっこさん。


「よかったやーん！ミナミデくん！％○＄◎＆＃？★＊＋☆」


と、夕方にはあり得ないくらいのハイテンション。そのテンションに気圧されて、コトバを失う僕(笑)。


びっくりし過ぎてうまく喋れない…。


ともかく電話は切ったわけですが、「これじゃあ失礼だ」と思うくらい喋れなかったので(笑)、改めてメール。そしたらこんなメールをくれた。


「なんでびっくりすんの。（＾0＾）　メールもありがとうねー！いゃー私まで嬉しいわ！曲もカッコいいやん！みんな待ってたと思うわ！」









去年11月、鳴菌が僕に「またバンドやりませんか？周りに左右されることのない、自分たちが本当に納得出来るバンドをやりたいっす」と持ち掛けた時、実は鳴菌はゆっこさんにドラムを叩いて欲しがっていた。「一緒にヒットマンスタイルでアクセクしていた頃は気付かなかったけど、ゆっこさんのドラムはめちゃくちゃカッコいいことに今更気付きました」、そう鳴菌は言っていた。今更かよー(笑)！


で、僕は鳴菌にこう言った。


「じゃあ、ゆっこさんに電話して口説いてみぃよ。ゆっこさんがドラムなら一緒にやる」


と。もしゆっこさんを口説けなかったら、鳴菌と僕がやることもご破算だ、と。








結果、「気持ちいいくらいに断られましたー」だってさ(笑)。


ココロの底から笑っちゃったね。







本当ならその時点で僕と鳴菌がまたバンドをやることはご破算になってたハズ。でもなんでやろ？今、こうやって同じ音を追い掛けてるのは。








人生、不思議なもんです。


鳴菌は鳴菌で、この2年間、あり得ないくらいの借金をキチンと返すために、足元固めて地道に地味に過ごして来たんやろうと思います。僕は僕で、ソロアルバムをレコードでリリースするなんていう極端なことをやりつつ、ライブハウスの人間として裏方を経験しながら生きてきた。


で、また重なった。


「ショーシャンクの空に」みたいなもの？








ゆっこさんが簡単に断ったことで、逆に「やりたいことを思いっ切りやりたいなぁ」って単純に思えたのかも知れない。


そこにA.K.が「やりたい！」って手を挙げて、「ナヲキとやりたい！」って僕が叫んだらナヲキも「やりたい！」って言った。


そんなもんかなーそんなもんだなー、と思う。







ゆっこさんにはずっと聞いてて欲しいなぁと思う。


で、The Ventzが売れに売れまくったら、一回だけヒットマンスタイル、しましょう(笑)。ゆっこさんがめちゃくちゃカッコいいドラマーだってこと、世の中に見せてあげましょう。ね？








さぁ、ちょっと感傷的にもなってしまった"The Ventz"初日でしたが、バリバリネット上を賑わせてやるぞー！


明日も練習だー！明日はこれを使い始めるのだ！
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よし！





あさってはソロで弾き語りのライブもあるよ〜。すべては繋がってる。でしょ？







    2009.05.06 Wed 5/6(水)「MySpace」
    MySpace、恐るべし。


"The Ventz"をネット上で公開し始めることをキッカケに「MySpaceを積極的にしようかな」と考えていて、早速いろいろやってみているわけです。


フレンドリクエストとか(笑)？


もうね、まったくそういうのん、初心者なんで「友達になってください」っていうのが恥ずかしくてしょーがない(笑)。


でも、この世界じゃ普通のことなんやね？いっぱいリクエストしていくので、みなさん、よろしくお願いします。









でさ、パッとPC開けて驚いた。外国からのフレンドリクエスト！


フランスとドイツのバンドからのリクエストでした。英語でメッセージもあったりして、嬉しかったなぁ。しかもその音楽がカッコいいのよ。いやぁ、世界は広い。もっともっと頑張らなくちゃ。


そのドイツのバンドはベースが日本の女の子なのかな？いいねいいね。なんか、沸々と湧き上がるものがありました！








外国のバンドのMySpaceとかに挨拶する時僕は


"We are Japanese rookie band "The Ventz".We live in JAPAN,of course,but we would like to fly to the U.K. for our first time gig,not in JAPAN!!!"


って打っている。英語、あってるかなぁ(笑)？








MySpaceじゃないけれど、THE BEACHESのヒサシくんに「新しくバンドを立ち上げたよ〜HPチェックしてみてねー」ってお知らせメールをしたんですが、勇気の出るメールもらって嬉しかったなぁ。


繋がって繋がって、世界中がステキな音楽だらけになればいいのにー。







    2009.05.07 Thu 5/7(木)「ニューアイテム」
    先ほど練習を終えたばかりのWAXです、おはようございます。いやぁ、本日もいろいろ成果のあがる練習でした。クタクタですけど。


今日の我々"The Ventz"はニューアイテムが2つ。


一昨日の日記でも触れたワタクシのオーディオインターフェイス。こいつのおかげで8trの同時録音が可能になった。っちゅうわけで、今日からドラムにマイクを5本、ベース、ギター、オルガン(たまにシンセ)のそれぞれに1本ずつのマイク、計8本立てた状態で練習をスタート。なんとまぁ贅沢な。これで「一瞬も逃さずレコーディングしながら練習する」という、もはやビートルズ並みの扱い by myself。そう、ビートルズは当時、レコード会社EMIのお偉いさん方によって「すべての演奏をレコーディングしておくこと」を許されていた唯一のグループだったのです。だから例の「アンソロジー」シリーズがリリースされるほど、発掘される録音物が存在するわけです。またビートルズに近付いた、フフ。とは言え、by myselfですけど？なにか？


もう1つはA.K.が購入した楽器。それはまたA.K.のPHOTO BLOGで自分で語ると思いますので、ここでは触れないでおきましょう。


その8tr同時録音。とりあえずザックリマイクを立てて、大雑把に録音した感じだったんですが、どうやってそれを磨いていこうか、もうワクワクしています。


今日の録音はこんな感じ。


1.54

2.FRIDAY

3.color

4.over

5.螺旋

6.artichoke

7.新曲


あら。ベーシックの録音にちょこちょこっとオーバーダビングするってとこまでだったんですが、こうやって並べてみると結構録音出来たのね。仕事が早い。


まぁでも「いっせーのーでッ」で録音してても、まだ「物足りなさ」を感じてしまう演奏能力しかないので、その辺りもちゃんと詰めないとなぁ。ギュッと充実したサウンドを出したい。そしたらもっとでっかくなれるハズ。


とは言うものの、本日の新曲。これもなかなか良いものになりそうですぞ？70sの香りのするガレージ的なサウンド。ただ、「54」でも使っているA.K.の弾くヴィンテージオルガンがドンピシャ過ぎて、もうちょっとエレクトロな、というか現代的な、というか、ちょっと真逆のものをブレンドしたいな、と思うわけです。ただ「そのオルガン」に関して言えば、その音自体の存在感が逆に、というか妙に新鮮に響いてくるので、僕は大好きなんだよなぁ…。ちょっとメンバー間で意見の分かれたところ。


鳴菌とナヲキのリズム隊コンビも話していたようですが、それはリズムの捉え方もそうだよなぁ、と。ベースのフレーズにズバリとバスドラを合わせ過ぎると、こういう曲の場合、随分とガレージ寄りになる。それを少しバラして抜き差ししてみると、ちょっとニューウェーブな匂いになって踊れるサウンドになるんじゃないかな？と。


そういうわけで、歌のメロディーと歌詞をどんな風に持って行くか、これまた非常に悩めるわけです。ヒィー！こういうのんワクワクするね！何度も何度も4人で合わせていくうちにどんどん頭の中にある歌のイメージが変化して、もっと面白いものになっていくんだ、ってことが手に取るようにわかる。メンバーを「アッ」と言わせたいもんだ！


ちょっともう気絶寸前なので、また今日のこの時点でのこの新曲の仮ミックスもmp3でみんなにお披露目しますね。楽しみにしててください。








さて、気絶して起きたら今日は弾き語りのソロライブです。神戸のBACKBEATにて21時前後から歌い始める予定。バンドとは別に、最近書いたばかりのウタを歌ってみようか、迷い中です。なかなかグッドメロディー且つポップな仕上がりだと自負している新曲なのですが、さぁ、果たしてライブで歌えるだろうか？ちょっと練習しなくっちゃね！


ではでは〜！







    2009.05.07 Thu 5/7(木)「仮ミックスが出来たので…2度目の更新」
    さぁ、今からBACKBEATに移動するのですが、その前に練習なんぞをしておりまして、そのついでに昨日録音したものにボーカルを重ねたりしてたんですが、昨日の新曲のオケを仮ミックスしてみましたー。こんな感じで録音出来ました！って感じで聞いてみて？

♪昨日の成果「タイトル未定」


初めてのバンド録音にしてはカッコよく録れてる、よね(笑)？






じゃ行って来ま〜す！待ってるよ〜！







    2009.05.08 Fri 5/8(金)「イギリス系の機材」
    昨日は弾き語りのライブ、at 神戸BACKBEAT。


またまた喋り過ぎ〜！自分でオオウケするという、僕史上、初の大爆発。涙流して一人妄想。いやぁ〜笑っちゃったね。ウケタウケタ。お客さんにまで「面白かったです」と言われまくり、それはそれで嬉しい。ヤッタネ(笑)！


セットリスト。


1.しゃべり

2.夢中になって

3.君のため

4.bB

5.新曲

6.しゃべり

7.ソファ


しゃべり、2回って(笑)！ま、ま。ええやないですか！はぁ〜面白かった！


で、来週5/12(火)、バリットでのイベントに弾き語りで参加することが決まりました〜。というか、バックビートでのライブが終わるまで告知出来なかったこと、お許しを〜。このイベント、バリットの1階客席フロアが人工芝で覆われるという、前代未聞のイベントになるそうです。なんかこういうのん、ウキウキして、良くない？


ちょっと急過ぎますが、ぜひぜひみんな、遊びに来てくださいな？きっと楽しい雰囲気になるからさ！









今日は奈良のレコーディングスタジオMORGの門垣さんが神戸にやって来はりました。去年の4月の僕のソロバンドのレコーディングでお世話になったエンジニアさんです。


話を聞いているとどうやらイギリス系の機材に嵌ってはるそうで、僕も興味津々。「イギリス系の機材」。そう聞くだけで僕はもう抗えない。虜です。ただ、マニアック過ぎて僕も勉強が必要です〜(笑)。


今僕はいろいろ自分でレコーディングしてやってますが、それはそれとしてもっともっと突き詰めていきたいと思っているわけですが、ちょっと時期を見計らいながら、The Ventzの音源をイギリスの配信レーベルにアプローチしたいと思ってるんですよね。その場合、ほんまにええものでアプローチしたいし、そのあたりの僕の楽器的な、録音機材的なマニアックさ加減だけは妥協したくないなーと思ってるんです。門垣さんはそういう意味で文句なし(笑)！


もっともっとカッコええ曲を仕上げて、「僕にその録音、やらせてください！」って言ってもらえるようにならんとね！








いろいろ情報をもらえてよかった。人と人。繋がるもんです、はい。







    2009.05.09 Sat 5/9(土)「artichoke」
    昨夜は遅くまでウタ入れをしておりました。水曜日の練習で録音した8trの素材の上に、中1日空けた金曜日にウタの録音。なかなかいいペースです。


ホームページに既にアップしている「54」「FRIDAY」「color」「over」の4曲。まだアップはしてないけど歌詞までちゃんと出来ている「螺旋」「artichoke」の2曲。そしてもう一つは新曲。計7曲。これだけのウタ入れをしようと思うと大変です〜。


ちょっと面倒臭かったので、いつものRODE NTKという真空管マイクは使わず、SHUREのSM58BETAを使用。ヘッドホンで録音している最中は「なかなかええやん？これからもこれでええんちゃうん？」って思ってましたが、今日ミックスしてみて、やっぱ録り直しだなぁ〜と実感してマス…。前に抜けて来ないような気がします。
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まぁ、そんなことよりも今は「バンドのライブ録音」ってことと「楽曲そのものの良さ」に焦点を当てるべきだと思っていますので、そんな中「キラリ」と光る部分を育てていかねばなりません…。









ってことでね、その要素のうちのある部分は「歌詞」が占めていると思うんです。「初ライブをUKで！」と意気込んではいますが、英語の歌詞を書くつもりも書けるような気すらもしないので(笑)、もちろん日本語で攻めるつもりなんですよねー。


「コトバは通じなくても、絶対その雰囲気は伝わるハズだ！」と。


そういう意味で「artichoke」という新曲の歌詞に、僕はとても満足しているのです。ただ、めっちゃくちゃ暗いけどねー(笑)！


●


「artichoke」


吹く風の中　ゆらり揺られた

まるで儚く　散りゆく定め


あのコの涙は雨となり　また降り注ぐ


曇り空ばっか　眺め続けて

待ち続けていた　差し込むヒカリ


あのコの悩みは世界を少しだけ重くする


あのコは叫ぶ　無言の痛みを　それを知る花は今日も　美しく咲くのだろう


星の光も　何万光年

旅路を越えて　産まれて消えた


あのコの世界を照らす夢は　あなたを信じること


あのコは叫ぶ　無言の痛みを　それを知る花は今日も　美しく咲くのだろう


●


ついでにmp3も公開しちゃおう。

♪「artichoke_5.6ver」


自分的にとても気に入っている歌詞です。今までにない作風だと。ポール・マッカートニーの得意そうな物語風です。意識してみました(笑)。そうだなぁ、「OFF THE GROUND」に入っている"Biker like an Icon"って曲に近い雰囲気を目指しました。


ま、アレンジ、もっと頑張って仕上げていかないとね！







さぁさぁ。どんどん行くよー！







    2009.05.10 Sun 5/10(日)「弱気→気合い→いくぞぃ！」
    やっぱライブ、したいよねー(笑)。


WAXです、こんばんは。


「イギリスで初ライブを！」これを実現するには相当夢への執着がないと無理なのは当たり前なんですが、それよりもなによりも音楽がスゴクないとね…。


ってところが実は不安なんです！


今日はその辺を…。








"The Ventz"。カッコいい曲は出来てると思う。でもね、このまま「じゃあ行こうか！」って感じには、残念ながら、なっていない。このままライブやっても説得力のない音しか出ない。声と楽器のサウンドが離れ過ぎているし、とてもまともなグルーブとは言えない。


音色・リズム感・タイム感。


残念ながらこのどれも納得出来るレベルに達していません…。


やっぱりこういうのんは、何度も何度も繰り返し演奏し、歌い込み、ライブを積み重ねることでしかクリア出来ないのかなぁ…。


ちょっと弱気にもなるよね。









別にこのブログ、マッチョなことを書き連ねたいわけではないので書いてしまってますが、これが僕ら"The Ventz"の現実。


ちゃんとやれるプレーヤーが集まれば、ちゃんと出来るんちゃうかな？なんてのは夢物語？


そこに気付いたのは昨日。先週の練習を録音した素材を捏ね繰り回してミックスしたから。どんなに捏ね繰り回しても、良くないものは良くない。良くないものを「良い」とネット上で言えない。







こりゃー死ぬほど練習だなぁ。僕の中での水準をクリアしなければ、とてもやないけどイギリスには行けないよー。


音の隙間に漂う物足りなさを解決しなきゃ。しかるべき録音スタジオでレコーディングしたら、なんとかなるのかも知れないけれど、そんなので誤魔化せるほどイギリスは甘くないと思うし、甘いもんじゃないよね。








うむ。気合い入ったぞぃ！


やるしかないんやからやるのみ！


今のサウンドをこのメンバーで完成させることに邁進するのです！







    2009.05.11 Mon 5/11(月)「UP UP UP!!!」
    MySpaceに新曲「artichoke」をアップロードしました。同時に「54」と「over」の5/6、最新バンド録音バージョンもアップ。ドラム打ち込みバージョンだった「over」を削除しましたー。


ってことで、こういう情報がパッとわかるページが必要だなぁと思ったので、早速"The Ventz web site"内に「UPDATE」っていうページを作りました。言ってみれば「ライブ情報」みたいなもんかな？


ぜひぜひチェックしてみてくださいな？で、新しい曲を追い掛けてみてくださいー。

http://theventz.net/update/


あと、MySpaceに英語で日記を書いてみようかなーと思い立ち、実行に移してみました。


もう、ほんまね、全然英語は喋れないので、中学生、高校生のころを思い出しながら書き綴ってみますですよ。おかしな英語になるでしょうが、そこんところは大目に見てもらうか、添削してください。添削はコメント欄にでも書いてもらえればおもしろいよねー(笑)！いや、冗談抜きでそうして欲しいよ。


"The Ventz web site"には英語の文章が所々ありまして、「for English」っちゅうページもあるのです。あの英語もね、実は僕がだいたい伝えたいことを英語で書いたんですが、ヒットマンスタイル時代からのお客さんで英語に堪能なコがいてまして、随分添削されてしまいました(笑)。でも、添削されるとかなり英語っぽくなるもんです(笑)。MySpaceを眺め流している時間が多くなってるので、生きた英語を感じてどんどん英語を吸収したいです〜。







    2009.05.12 Tue 5/12(火)「glider」
    昨日の夜中は集中力がなかったなぁ。ヒドイもんでした。先週の練習で取り掛かった新曲にメロディーと歌詞を乗せたかったんですが、まったく士気も上がらずすぐやめた。


が、しかーし！


今朝は調子良かったんじゃない？


こんな感じぃ〜。ちょっと聞いてみる？

♪今朝の成果「glider_5.6ver」


"glider"

oh 夢にまで見た　そ　そ　空飛ぶグライダー

大空に舞うんだ　や　や　山越えグライダー


oh 憧れていた　そ　そ　空飛ぶグライダー

オートバイじゃないんだ　や　や　山越えグライダー


重力をうまく操りながら

さ　さ　さ　彷徨う最後のフライト！

さ　さ　さ　最高のトライ！


鮮やかな弧を描くんだぜ　前人未踏の快楽の果てへ

鮮やかな弧を描くんだぜ　そしてオレ達は恋に落ちる


無重力にこの身を委ねながら

さ　さ　さ　彷徨う最後のフライト！

さ　さ　さ　最高のトライ！


鮮やかな弧を描くんだぜ　前人未踏の快楽の果てへ

鮮やかな弧を描くんだぜ　そしてオレ達は恋に落ちる


oh 夢にまで見た　そ　そ　空飛ぶグライダー


●


どうだろうか？サビの「恋に落ちる」は「恋に走る」の方がいいな、と思う。録り直せばよかった。


モチーフにしたのは鳴菌。去年？パラグライダーかな、に乗って空を飛んだらしく、そんな風景をね、情景をね、描いてみた感じ。ま、僕は飛行機にすら乗ったことがないので、空を飛ぶイメージは想像の域を抜けないんですが、これまたイギリスへの想いも僕の中の深層心理として露呈しているのかな？








最近は、だいぶコトバ遊びが面白い。これもそう。ほんとはそんなに内容的に意味はない(笑)。けど、なんか意味あり気？みたいな(笑)。そのへんの真意は内緒です。


「オートバイじゃないんだ」なんて、ナメてるよなぁ(笑)。けど、メロディーとの関係上、これはこれで成り立ってんじゃないか？と僕は思う。


メンバーが気に入ってくれるかどうかはわからないけど、僕はこういう歌詞がすごく好き。自分で自分のこと褒めてもしゃーないけど、最近、好きなものを好きと言えている、そんな僕の精神状態が、こういう歌詞を書かせるんだろう、なんて思う。







マイクもいつものRODE NTKという真空管マイクを使ってみた。グッと前に来ている気はしないかな？それに古臭いコンプを掛けて、120msくらいのディレイを掛けて、ちょっとスペーシーな雰囲気も出したいな、と。平歌のうっすら裏声ユニゾンはデビットボウイ的なところを狙ってみた、みたいな。いろいろ考えてんですよ〜(笑)。







ま、こんな感じ〜。







    2009.05.13 Wed 5/13(水)「芝生」
    昨日、久々バリットでのライブに来てくれたみなさん、ありがとねー。バンドでライブが出来ない分、思い切ったライブ、出来てるでしょ(笑)？また喋り過ぎー！


1.しゃべり

2.もしもちょっと

3.花

4.あすなろ

5.しゃべり

6.ソファ

7.今を生きる


人工芝を敷き詰めた珍しいライブ！
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こういうのん、面白いよねー。ええ経験が出来ました。


ライブ終わったあと、お客さんに「酔ってます？」って聞かれる始末。いえ、まったく？お酒に酔わなくても自分に酔えていますから…(笑)。









さて、今日は練習。本日したいことを挙げてみます。


・新曲「glider」のオルガンとA.K.のnewアイテム、サンプラーパッドのフレーズ決め

・全曲のコーラス録音。

・「54」の間奏後の効果音を録音。縄跳び振り回し？

・練習風景とセルフインタビューの動画撮影


こんなもんかな？


ちょっとYOU TUBEを活用したいと考えていまして、動画撮影はその実験ですね。文字ばっかりより説得力あるもんね？そしたらホームページも充実するし、欠かさずチェックしたくなるんじゃないかなぁ。


よし。また頑張るぜ。







    2009.05.14 Thu 5/14(木)「アップップ」
    「glider」「artichoke」をMySpaceとweb siteのmusic story-historyにアップしました！聞いてな！







    2009.05.15 Fri 5/15(金)「N氏」
    とある若手バンド絡みで知り合ったN氏という方がおられまして、昨日、久しぶりに会いました。僕の音楽活動のことも気にしてもらっていて、「最近、どう？」という話になった。


前回会ったのは2月で、バンドの形はまだ確定的ではなかったし、僕の音楽のことを知ってもらおうと思ってその時はソロレコードを聞いてもらったんです。


で、昨日は「実はバンド、始めました」と(笑)。


「初ライブをイギリスでしようと思ってるんです！」って話にとても興味を持ってもらいまして、インターネット、モバイル、そんなキーワードがゴロゴロ出て来て、僕もとてもワクワクしました。


「いっぺん音、聞かせてよ！協力出来ること、あるんじゃないかなぁ」ってことまで言ってもらえて、やっぱり人と人との繋がりだなぁと感じた瞬間でした。


N氏は新しい方向を目指してはる人だ、という印象が僕にはあって、ぜひとも僕らThe Ventzの音源を聞いてもらいたいと思ってます。元ドラマーだしね。そういうバックボーンを持った人と喋るのは、とても楽しい。







    2009.05.16 Sat 5/16(土)「動画」
    YOU TUBE、実験完了です。とあるスペースに僕のソロ弾き語りをアップしてみました。へー、すごいねー、おもしろいねー。


"The Ventz"


ライブがないので、なんかYOU TUBE使って出来ないかなぁ、と頭を捻っています。


ライブってあれですよね。もちろん音楽を生で聞いてもらうことが一番大切な要素ですけど、「その存在感に触れる」ってこと。これがまた重要な要素じゃないかなぁ？と。その存在感ってのは紛れもなく「経験値」がものを言うわけで、「人に見られる」っていう意識が存在感を大きくするもんだと思います。


弾き語りをアップした動画を自分で見てたら「もっとこう映りたいなぁ」って自分のこと研究するもん。客観的に画面を見れるから。


嘘は付けません。


だからこそ、「見られること」を前提とした"The Ventz"の動画を、なんとかうまいことアップ出来ないかなぁと頭を捻っているのです。


それは練習風景かも知れないし、レコーディング風景なのかも知れないし、我々の好きな音楽のことを語るコーナーなのかも知れないし、新曲に対するプロモーションビデオなのかも知れない。


…。


考えてばっかでも仕方がないので、とにかく何かアップ出来る動画を録るべし！


最初はイマイチな動画なんだろうなぁ(笑)。









    2009.05.17 Sun 5/17(日)「練習報告 by YOU TUBE &amp; mp3」
    なんか昨日のお昼くらいから、"The Ventz"のMySpaceが見れなくなってるなぁ。なんでやろ…？誰か、わかる？


では、昨日の成果をお知らせしまーす。今日は文章を出来るだけ使わずに報告〜。



you tube「"The Ventz" 54 縄跳び」←ケータイはこちらから〜！



で、そうやって録音した音をミックスしたものがこれ。↓

♪「54_縄跳びmix」


もひとつ〜。



you tube「"The Ventz" glider amp上向き(笑)」←ケータイはこちらから〜！


ちょっと動画長いよね(笑)？編集出来ないもんで…。


で、その音をミックスしたのがこれ。↓

♪「glider_5.16_amp」


さて、どこでしょうか(笑)？


Bメロのところにシンセもプラス。歌詞「重力・無重力」ってコトバにすごく合うサウンドを発見出来たと思う！









毎週こんな感じでやってまーす！アイデア、パクられるねー(笑)！


どう？やっぱ動画はわかりやすい？







    2009.05.18 Mon 5/18(月)「鳥取県」
    今日は鳥取県は米子市に来ています。ライブハウス「ベリエ」の10周年をお祝いするのです。


思えば前のバンド、ヒットマンスタイルで初めてベリエに来たのが6年前の5月。それ以後、クリスマスや大晦日、ベリエ移転の際、旧ベリエ最終日の最後、トリを任してもらったり、去年は9周年にソロで呼んでもらったり。なにかと縁を繋いでくれている。


The Ventzの国内初ライブはベリエかな？


さぁ、今日もイギリスのこと、喋りまくるぞ(笑)！いや、弾き語りまくるぞ！







    2009.05.19 Tue 5/19(火)「ベリエ」
    昨日は鳥取県米子市にあるライブハウス"Belier"の10周年イベントに弾き語りで出演して来ました。


1.しゃべり

2.bB

3.夢中になって

4.LEMON

5.もしもちょっと

6.ソファ

7.今を生きる


本当にあったかいライブハウスで、本当にあったかいお客さんがいるライブハウスなのです。「もしもちょっと」はその恩返し。ワタナベさん、大好きでいてくれるからね！10周年の色紙にもサインして来ました。どうやらビークル、怒髪天、バンアパ、フラカンら、現在の日本のライブハウスシーンを支える錚々たるバンドたちのサインと並んで僕のものも飾られるようです。「オレにとってはWAXも一緒だからね」とステキなコトバも頂いて嬉しい限り。


打ち上げも最高！
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"The Ventz"、イギリスから帰って来て初めての国内ツアーは、ベリエからスタートしようかなぁ、って本気で考えてしまいます。その時は米子のみなさん、よろしくお願いします！







    2009.05.20 Wed 5/20(水)「コンパクトに？」
    今日は練習です。コンパクトにやってみようか、と。


いつも練習している神戸は三宮のとある地下室。ちょっと広いスペースなのでいつもは贅沢に、かなりの数のビンテージ機材などを配置しているのです。録音する楽器の音同士がカブリが少なくなるようにね！


でも、レコーディングにはとてもいいんですが、練習しててもどうもしっくり来ない。音がバラバラに聞こえるんですよね。各楽器同士の音の連なりが乏しくて、音の分厚さも熱さも足りないんです。


で、考えた。


「ドラムを中心にアンプやらスピーカーやらをグッとコンパクトに配置して、音の出どころをより近く設置してみる？」


うん、絶対そうだ！


そういえば、ヒットマンスタイル時代のライブステージも、グッとコンパクトに楽器を配置してたもんなぁ。「点から発散する」っていうイメージ。見た目もカッコいいしね！







ってわけで、今日はそんなふうに練習を中心にしてみます。


でも、レコーディングもするだろうしなぁ。そのたびに配置換え？そりゃ深夜のカラダには堪えるしなぁ(笑)。


いや、音のカブリなんか考えずに、ガツンとそのまま録音すればいいのか！








    2009.05.21 Thu 5/21(木)「インフルえんす」
    実は昨日、練習、なくなったのです。新型インフルエンザ騒動に巻き込まれた感、あり、です(笑)。


僕らのホームグラウンドは、噂の神戸は三宮。ええ。JRのキオスクが閉まってしまう、という例の三宮。


「なんでまた三宮やねん！」


ってのが阪神大震災でアパートが潰れちゃった僕の率直な感想。


ドラマーナヲキは大阪に住んでいて、大阪における三宮情報は、どうやらヒドイもののよう。昨日夕方ナヲキから連絡があって、三宮は実際どうなんですか？と。


まぁ、マスクだらけだし、飲食店は閑古鳥、実際に三宮にいる人の数も劇的に減っているのが事実。が、マスコミさん、煽りすぎですよ。初期に感染した人たちが回復に向かっているとか、そういう報道、ないのかなぁ。


予防という観点はものすごく大事やと思うので、無理に神戸に来ることもないとは思いますが、あからさまな「三宮吊るし上げ」のような見られ方。これには違和感を感じてしまいます。


ま、ええんやけどね(笑)。


三宮は今日も元気にがんばってます。








ちゅうわけで、大事を取って昨日の練習は中止。ナヲキがいろいろ言われるのんも嫌やしね。最近ずっと咳ばかりしてるA.K.にも「とにかく体調を治せ」指令。


ナルキンと練習中止を決定する電話をしてたんですが、ヤツはこう言った。


「オレもカラダ、弱いですからね」


は、はぁ。







    2009.05.22 Fri 5/22(金)「FRIDAY」
    クー！頑張らねば！





そういえば、無料1song demo CDの第2弾を三宮TSUTAYAトアロード店に置いております。第1弾の「54」に引き続き「FRIDAY」を収録。MySpaceとかで聞いてはもらえるけど、音源としてmp3プレーヤーなんかには取り込めないと思うので、ぜひゲットしてあなたの生活のお供をさせたってくださいな。
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    2009.05.23 Sat 5/23(土)「ロックミュージック」
    鳴菌のブログ読んで、思わず笑っちゃった。メンバーの日記読んで笑うなんて、なんかおかしいよね(笑)。


英語の夢見たんやってさ。ほほう。すごいじゃないか。








さ。


気分入れ替えて頑張るです。


ここんとこの神戸吊るし上げ系インフルエンザ報道のせいか、なんだか気分が物凄くダークサイドに行きそうになってましたが、ちゃんと跳ね除けなくちゃ。よーし！








昨日はメンバーに聞いて欲しいロックミュージックを集めたCDを焼きました。鳴菌はもう10年の付き合いなんで言わずもがな、なんですが、A.K.とナヲキにはぜひ聞いて欲しい。


こんなセレクトです。


Tomorrow never knows/The Beatles

Song2/Blur

Block Rockin' Beats/The Chemical Brothers

Flathead/The Fratellis

You're The Reason I'm Leaving/Franz Ferdinand

Walk Idiot Walk/The Hives

You Really Got Me/The Kinks

Loser/Beck

Beetlebum/Blur

Queue/Sean Lennon

Stop The Rock/Apollo 440

Is This It/The Strokes

Semi-Charmed Life/Third Eye Blind

Viva La Vida/Coldplay

Who Are You/The Who

Lyla/Oasis

Praise You/Fatboy Slim

Stepin' Stone/The Monkeys

I Can't Let Go/The Hollies

Fill My Little World/The Feelings

Bohemian Like You/The Dandy Warhols


CD1枚分なんかに収まるわけ、ないよねー(笑)。もっともっとディープなヤツも、もっともっとヤサシイヤツも、大好きなウタはいっぱいいっぱいあるよ。文字通り世の中にそいつは溢れてる。その中から80分足らずで収めるのは至難の業でした。


あぁーでもこういうのん、楽しいよね！中学生の頃は、ラジオで掛かるビートルズの歌をカセットに録音して、ダビングを繰り返して1本のお気に入りのテープにまとめていたのが始まり。


ドライブ用にお気に入りを集めたカセットテープなんかを作って、鳴菌と東京の空の下、走り回ったっけな。バイトかよー(笑)！






今からこれをナヲキに郵送します。鳴菌セレクトのCD2枚も一緒に。ただ、ヤツのCDには何が入っているのか書いてない(笑)！何が入ってるんやろう？ちょっと聞きたかったけど、あえて聞かずに送ってしまおう(笑)。








    2009.05.24 Sun 5/24(日)「隣り合せ」
    チェルシーという神戸のバーの6周年のイベントでした。音楽とアルコールが密接に存在するということを肌で感じるイベントです。


日本はまだまだ生活の中に「音楽」は存在し得ないのかなぁ？なんて漠然と考えたりするわけです。ポール・マッカートニーやエリック・クラプトンらの自伝やなんかを読むたびに、その幼少期に行なわれたというホームパーティーの中心にはピアノがあって…というくだり。どんなに貧乏でも仕事が終わればピアノ演奏に合わせて家族が集まる…みたいな。


もちろん流行りの音楽を感じるために大きなコンサートに行って、聞いて、会いに行くのはとても素晴らしいことやと思うんやけど、そうではなくて流行り廃りとかそんなんじゃなくて、人が集まるところで生演奏が行なわれて、という感覚。


そういえば人に聞いたことなんやけど、アメリカはシアトル。ゴロゴロとオルガンを通りに出して来て、おもむろにおじいさんは弾き始めるんやって。で、自分ひとりが満足したな、と思ったら、またゴロゴロとオルガンを引き摺って帰っていくそうな。日本じゃ捕まっちゃうかな(笑)？


そういう意味で、神戸のバーというヤツはとても居心地が、いい。音楽とアルコールが隣り合せ。


ライブミュージックがあって、レコードがあって、会話が弾んで、アルコールがあって、そして昨日はライブペインティングがあった。
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どれくらいやろう？2m×4mくらいの大きな絵。DRAGON、gravity freeの3人のライブペインティングセッション。イベントのスタートから徐々に描き加えられていく色、色、色。


大きなキャンバスに絵を描く。


僕のDNAの中に眠っている「ハズ」の才能(笑)が刺激されました。


そう。描く前から何を描くのか、実は本当は決まってるんやろうなぁ。ただ、ライブペインティングを見ている僕らにはわからない。けど、描く人のココロの中にはもうすでに描かれたその絵を、形としてこの世に誕生させるだけなんやろうなぁ。


音楽だって同じやろうと思う。


最初っから決まってる。ただその形に添うように、僕らは音を重ねる。バンドというセッションならば、その音の境界を見極めながら音を空間に描いてゆく。その瞬間、瞬間をこの世に誕生させるだけ。








しかしあれやね！デカイ絵って派手でいいね！


うん。The Ventzもド派手にやらなきゃ！デッカイ音楽やりたいもんです！昨日、確信しました！


よし。デッカイ音楽。


メンバーに提案してみよう。僕が言わんとしていること、わかるかなぁ？







    2009.05.25 Mon 5/25(月)「沸々と〜キングブラザーズと曽我部恵一BANDに思う〜」
    KING BROTHERSと曽我部恵一BANDの2マンを神戸VARIT.で企画。昨日はその当日でした。


マズイ。あまりにもマズイ。


感想はこれだけ…。










去年の7月に、僕はソロアルバムをレコードとCDで同時リリースしたんですが、どうしても曽我部さんにそのレコードを聞いて欲しくって、8月に東京は下北沢の曽我部さんが経営するカフェに行った。目的はそれだけ。


「もしかして会えるかも…会って話が出来るかも…」


そんな淡い期待は泡と消え、結局店員さんにレコードとCD、それに手書きで書いたメッセージを預けるという形で東京を後にした。


そもそも、フォートリップスというバンドの成瀬氏、今ではオリコンのヒットチャートに楽曲を送り込むような作家の成瀬氏が言ったコトバに端を発する。


僕のレコードを聞いて、サニーデイサービスのファーストアルバムを思い出した、と。曽我部さんに聞いてもらったらいいじゃないか、と。


僕はやっぱりそれを真に受けてしまって、即東京に向かったんやっけ。


あの頃と何にも変わらないよ。









そして昨日、初めて曽我部さんに会った。


僕のレコードを聞いてくれていた！








KING BROTHERSのみんなと会うのも久しぶりでした。本番はちゃんと見れないかも知れないから、とリハーサルをたっぷり堪能。すばらしい。すげぇリズムにすげぇテンションだ。新曲も僕は好きだ。


しかし狂ってるとしか言いようが見当たらない。ママゴトはオシマイにしよう。僕はその自分のコトバを自分の胸に突き刺す。


リハーサル後、マーヤくんと談笑。キングはリハが最高だからね、とマーヤくん。あんた、すげぇよ。


しかしどうしてこう、やりたいことをやられるんだろう。「間」というか、なんというか、こんなにもかっこ良さの価値観がしっくりくるバンドも少ない。まだ自分が世界にThe Ventzを提示出来ていないのが、遠吠えのようで悔しい。


マーヤくんとシンノスケくんがやっているN'夙川ボーイズというバンドが来月イギリスに行くらしい。その情報をまたもらうことを約束。








そして本番。キングブラザーズから。


結局本番も100%見てしまう、僕。いや、見たんじゃない、感じたんです。カラダとココロにすべてを感じた1時間。


「他にはなにもいらない」


ロックンロールはそう感じさせる麻薬のようなもんだろう？アッという間のビートの隙間に、やっぱり自分に納得いかない黒い染みを見つける。




そして曽我部恵一BAND。なんだこのキラキラした、それでいて物凄い圧力は！バンドってものの可能性を、嫌でも感じさせるような極上のライブ。でもその裏に、とんでもないくらいの音楽に対するシビアな姿勢のあること、学んだ。フツーであることに極上はないのだ、と。


またしてもアッという間の1時間に、僕は眩暈を覚える。







マズイ、マズスギル。


僕が立っているこの場所は、世界のどこなんだ？


焦りが僕の呼吸を少し困難にさせる。







軽い打ち上げ。キングブラザーズ、曽我部恵一BAND。また僕はその場所での彼らの魅力的な素顔に触れ、そして愕然としていることはバレてはいないだろう。


レコードの話をしたり、しょーもない話をしたりしながら、何故か僕は曽我部さんのケータイ番号を知ることになる(笑)。いろいろ勝手に盗ませてもらったけれど、またもっと音楽の話や夢の話が出来たら最高だなぁと思う。


夜走りで東京に帰るソカバンを見送り、あとはキングブラザーズと談笑。


「南出さんが始めた新しいバンド"The Ventz"はどうなんですか？」と、メンバー全員に問い詰められる(笑)。ケイゾウくんにマーヤくん、シンノスケくんにタイチくん。僕は同じ場所に立ちたいのだ。そこまでのところに自分やバンドを追い込みたいのだ。そのために出来るやり方を、僕は今、探しながらも突き進んでいるのです。


どうしようもなく掻き毟られるような感覚を、しっかり僕は受け止めて、またゆくのです。


「まだオレ、飛行機に乗ったことなくて、飛行機に乗るのはロックスターになってからって中学生のころに決めてたから。やからイギリスに行って初めてのライブをするために飛行機に乗りたいねん」


と言う僕のコトバをケイゾウくんは「それはすごい」と言ってくれたことにとても勇気が沸いた。








イギリスから帰って来たら、ぜひキングブラザーズとお手合わせ願いたい。


そう口にすることに恥じぬバンドを作らねば。


沸々と湧き上がる感情を、うまく噛み殺せていただろうか？


昨日はそんな濃い一日でした。







何故か打ち上げがなかった昨日、僕は肩透かしを紛らわせるため、バリットスタッフマサゴ、タカガキと共に乾杯をしたのでした。







    2009.05.26 Tue 5/26(火)「cool」
    思えば長い付き合いだったKORGのハードディスクレコーダー「D12」と、昨日おさらばしました。もう使わなくなったので楽器屋さんに売り払って来ました。


CDを焼くことがまだ一般的ではなかった時代だから1999年当時のことか。「自分の曲を録音してそのままCDにすることが出来る」なんていう夢のまた夢だったことが実現出来るMTRが出たってことで、千歳烏山の楽器屋さんに買いに走った記憶があります。当時は東京に住んでたんだなぁ。


ヒットマンスタイルでは2003年にCDをリリースする前に2枚の自主制作CD-R「ROCK」と「明日のために」を自分たち自身で作って販売していたんですが、そのどちらもそのKORG「D12」を使って僕が自らレコーディングしたもの。


懐かしいなぁ。とことん使い込んで、ほんま、楽器みたいな感覚で楽しんで使っていたよ。


それが時代も変わり、僕はPCでレコーディングすることを覚えてしまった。途中カセットMTRも使い倒しましたが(笑)。


PCでのレコーディングは視覚的にミックス出来てしまったりして、「それもどうなんだろうか？」なんて思ってしまうのは、このMTRを使い込んでいたからなんやろうなぁ。


長い間、ありがとさんよ。









そのお金で結局CDを購入。


"The Fratellis"と"The Lovin' Spoonful"と"The Virgins"の3枚。
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"The Lovin' Spoonful"は先月東京でThe Keysのレコーディングに付き合った時、スタジオまでの車の中で"summer in the city"という曲を聴いて惚れた。


"The Virgins"は試聴しまくったCDの中から選びに選び抜いた1枚。とてもニューヨークっぽい。これはいいぞ。TALKING HEADS的？


・ニューウェーブなダンスミュージック？

・ストーンズ的な退廃感？倦怠感？テキトーさ加減？

・コステロっぽい声？

・いい意味で古臭いベース・ドラム


こんなところがキーワードかな？


しっかりギターもカッコいい音で鳴ってるし、ベースもしっかりラインがあって、メロディーもカッコいい。で、柔じゃない。鳴菌に聞かせたいなぁ。


試聴でもう1枚、悩んでたのが"Metro Station"というバンド。ポップでダンサブルでとても良かったんやけど、"The Virgins"の方が悪そうだったので(笑)、"Metro Station"は買わなかった。


うん、今も聞いてるんやけど、これ、やっぱいいぞ！名盤の予感。


そうそう、The Strokesの1stに共通する雰囲気、あるよ。新しいわけやないんやけどなぁ、何故か新鮮です。









スネアの音がカッコいいって僕にとっては重要だなぁ。


この"The Virgins"にしてもそうやし、最近好きな音楽はスネアで決めてます(笑)。


THE BACK BEAT BRINGERSという、今、僕がかわいがっている若いバンドがいるんやけど、そいつらのレコーディングをやってるのです。The Ventzのやり方で。


仮録音を済ませて仮ミックスをしたんですが、やっぱりカッコいいスネアにしたくて頑張ってる。チューニングを変えてみたり、いろんなミュートを試してみたり、後処理を考えてみたり。


それをまたThe Ventzにフィードバックさせたい。


ナヲキともいろいろ相談したいなぁ。The Ventzのロックミュージックにとってcoolなスネアの音色を獲得したい。








N'夙川ボーイズ情報によると、イギリスに楽器を持って入ることはほぼ不可能らしい。めちゃくちゃ厳しいんやって。やから結局向こうで買うそうな。


うわ。どうしよう…。自分らの楽器じゃなくても自分らの音を出すためにはどうしたらええんやろう…？


またひとつ、課題が剥き出しになりました。







    2009.05.27 Wed 5/27(水)「どうしよっか」
    昨日、何気なくブログに書いた「イギリスに楽器を持ち込むことは相当厳しい」という内容。


「それ、どうするん！？」


という反響がありまして、改めて考えてみると


「あ、ほんまや。結構ヤバイね」


と、若干焦ってみたりして…。


そこが厳しいとなると、このThe Vnetzの企画自体が危ういわけで、困ったちゃんのWAXです、こんにちは。







う〜ん、どうしよ…。


こだわって楽器は選んでいるし、それこそこの10数年でお気に入りのヴィンテージ機材を集めて来たわけですよ。納得いく音を得るために。


まぁ、元々「アンプとか持ち込むのは無理やろなぁ」って思ってはいたので、ちょっと苦手だと思ってたマーシャルの現行品でギターを鳴らしてみたりはしてたんですよねー。やっと「お。」と思える音が出せるようになったのに…。


イギリスに渡って現地で買うと言ってもなぁ、お金、掛かるよねー(笑)。じゃあ誰かに借りる？でも友達おらへんし…。ん？ほな、友達作ればいいのか…？そんな簡単に貸してくれる？


…。


いや、ほんまどうしよう…。








やっぱもっと頑張って頑張って、先にイギリスで売れるしかないのかなぁー。そしたら楽器持って入国してもいい方法、あるでしょ、さすがに。


…。









今日は変な夢、見ました。変ではないか…。


まずは"The Keys"という僕が大好きなバンドと、どうやらスプリットでレコード出すとかで、レコーディングから我が"The Ventz"と行動を共にするっていう夢。が、みんなでバンに乗ってレコスタに向かうんやけど、あいつらが時間にルーズでさ。なんだかイライラしてるって夢(笑)。時間は大切に、だぜ。


もうひとつ。来月イギリスに行くという"N'夙川ボーイズ"に「一緒にイギリス、行く？」って誘われた夢。"The Ventz"でイギリスに行くこと考えたら、このタイミングで誘われて、得るもん大きいやろうなぁーと。6/1、6/2、6/3っていう限られた日程で(←かなり具体的。笑)、もちろん僕にも用事はあったんやけど、なんとかうまくやり繰りして、急やけど、お金ないけど、うまく工面して「よっしゃ！行くっ！」って決断してた夢。


そんな夢、ばっか(笑)。










よーし。今日は練習練習。先週はインフルエンザ騒動で練習なかったから、やりたいこと溜まってます。話したいこともいっぱい。


僕の頭の中では、秋までにはある種のトピックスを作りたいなぁって考えてます。ライブがない分、その他のことでもっと勢力的になれる材料が必要だと思うのです。


"54"や"FRIDAY"あたりを完璧にアレンジする方向に持っていけるかな？しかもギミックなしの代物にするためにはどうしたらいいのかな？


もう一歩踏み込んで頭を捻りたいと思います。







    2009.05.28 Thu 5/28(木)「ガッツある演奏を！」
    練習終了しましたー。なんだかんだ言うて4人で練習出来たん、3週間ぶり？今日は一生懸命練習しました(笑)。


まずは準備が整ったところで作戦会議。"The Ventz"として今まで作って来た曲を吟味してみることに。というのも、やっぱり秋くらいにひとつ、トピックスを作りたいし、それは簡単に言うならば、音源のリリースをしたいってこと。おそらくCDというパッケージものをリリースするだけの実績はまだないと思うけど、"The Ventz"創世記のすべてを掛けた飛び切りの曲を飛び切りのスタジオでレコーディングして、ダウンロード販売、もしくは無料ダウンロード配布をしたい。もちろん海外へのプロモーションツールとしても有効だと判断出来るものを作るつもりです。


そこから逆算してみると、夏にはレコーディングを終了させたいし、ということは6月、7月でレコーディングするであろう3曲を絞り込んで、完璧にアレンジを煮詰めたい。


では、現時点で絞り込む3曲とは？







「54」「FRIDAY」「glider」


この3曲になるのかなぁ、と。


僕、個人的には「color」が一番好きだし、こんな曲を持ってるバンドがいたら、僕はすぐにファンになると思う。けど、そこを敢えてみんな噛み殺して、「"The Ventz"というバンドだったらどうなのか？」という焦点を意識しながらメンバーで話せたことは、とても有意義なことだったと思う。









今日はコンパクトに楽器をセッティングし、その3曲、特に「54」と「FRIDAY」の2曲を、実際にライブをするような感覚で練習をしました。それはとても良かった。意味があった。


PCに向き合って録音しながら練習をするもんやから、どうやら僕らは頭を使い過ぎるようです。フレーズだとか、ちゃんと弾けるかどうかとか、もしかして今はそんなんじゃなく、ただガッツある演奏と歌を響かせることが出来るかどうか。その10代のころのようなフレッシュさが必要だったのです！


とにかく何度も何度も繰り返す。フレーズなんて毎回変わってかまわない。誰が何をしたって、みんながそれに反応するだけ。


ただ、「カッコよく演奏すること」のみ。


だんだん僕らの演奏や歌が、その空気に馴染んでいくのがとてもよくわかる1日でした。


収穫、あり。


「glider」に関しては、まだまだ可能性を秘めている気がして、それをとにかく試す。僕は思い付きでファズを踏み込む。これがまた、いい(笑)！ポール・マッカートニー meets ジミ・ヘンドリックスな感じ。そう、

「TAXMAN」でのポールのギターソロはスゲェんだぜ！








やはり今日も成果として「54」「FRIDAY」「glider」を録音して練習終了。


あ、そうや。今日は我々の練習風景も録画してみた。固定カメラで録画したのでどんなふうだか確認はまだですが、良ければちょっと公開してみたいね。


っていうか、やっぱり「録画するよ〜」ってなると、特に鳴菌や僕は心持ち緊張感も増すもんです(笑)。レンズの向こう側のことを意識するからかな？こういう方法もいい練習になりそうです。









先日僕が発見して鳴菌が気に入るだろうなぁ、と思っていた「The Virgins」。案の定鳴菌は気に入ってました(笑)。このあたりが切っても切れない、どうしようもない「絆」ってもんなんかなぁと、ふと思う。だてにこの10年があったわけじゃない。


さぁ、今度は鳴菌が僕、WAXのことをカッコよくプロデュースして欲しいもんです。WAXがどんなものが好きで、そのどの部分をクローズアップしてデフォルメして"The Ventz"の武器とするのか。たまには煽てられてもいいのになぁ(笑)。


あいつはまだ僕のことを、わかっていない(笑)？










さぁ、よし。またちょっくら気絶して、明日はウタを録音したりミックスしたり、動画をチェックしてアップしたり、大忙しじゃないか。


うん。これでなくっちゃ！









夏にレコーディングするスタジオの選定をしなければ。現時点で候補は4つ。世界に打って出るレコーディング。間違えたくない、と言うより、攻め込みたい、よね？







    2009.05.28 Thu 5/28(木)「動画アップ〜5.27練習風景〜」
    

♪動画「54_5.27練習」←ケータイはこちらから。





♪動画「FRIDAY_5.27練習」←ケータイはこちらから。







    2009.05.29 Fri 5/29(金)「PC故障？」
    鳴菌のPCがどうやら故障したようで、ちょっと気になります。


というのも、それは僕が以前使っていたパソコンだからなのです。バンドの方向性を考えると今後ProToolsを使って録音していくということで、そのパソコンじゃスペック的に足りていなかったんですよね。で、うまいタイミングでそれを鳴菌が下取りしてくれて、僕が新しいものを購入したという経緯なんです。


インターネットやなんや、それくらいのレベルなら全く問題ないハズなんですが…。








電源入れても電源は入るらしいんですが動いている気配がないらしく、ディスプレイも映らない、と。


僕がそれを買った時に通常1年保障のところを3年に延長しておいたので、ちょっくら購入したお店に持ち込んでみますかね。修理代とかどうなんのやろか…？


なんか責任、感じちゃうなぁ…。







    2009.05.30 Sat 5/30(土)「アタマデッカチ」
    先週のバンド練習の録音の上に昨日、ボーカルをオーバーダビング。ミックスしたものをMySpaceにアップしてます。聞いてみてくださーい。「54」と「FRIDAY」の5.27バージョンってヤツです。でも「FRIDAY」のミックスには納得がいかない…。やり直すかー。







もっとThe Ventzのこと、知られたいです。ライブ、したいです。


でも、ダメ。


自分に対する「縛り」だから。ゲームと一緒です。トランプ「大富豪」の縛りと一緒。前の人が出したカードと同じマークだったら流れるまでそのマークしか出せないのと同じ。王将行ったら「餃子と白ごはんとビールしか注文出来ない」のと同じ。鳥貴族行ったら「もも貴族かむね貴族かキャベツしか注文出来ない」のと同じ。人生、縛っちゃった…。


…。


あぁ…ライブ、したい…。







なので、フライヤーでも作ろうかなぁ〜なんて考えてます。


バンド名とHPのURLと「イギリスで初ライブしたい！」と考えてるってこと。この3つでええんちゃう？あ、音源を秋に配信リリースするってことが宣伝出来たらいいかなぁ？


エコを考えると紙媒体ってのは極力避けたいなぁとも思うのですが、やっぱりフライヤー・ポスターの効力はデカイと思うんよね。だから出来るだけ効果的で効率的なルートで、まだThe Ventzのことを知らない人たちを紙からホームページ、MySpaceに誘導したいなぁと思うのです。


あぁー、最近またアタマデッカチになって来てるぞ、WAX！


ダメだダメだ！


もっと柔らかく、もっと熱心に、やりたいことに熱中すること！








ちょっと悶々とした1日です。







    2009.05.31 Sun 5/31(日)「PC meets カセットMTR」
    「とにかく何かする！」


モヤモヤしたものを払拭するにはこれしかない、とばかりにこんなことしてみましたー。

[image: ]


去年、ソロアルバムを制作するために手に入れたタスカムの8trカセットMTRとPCが並ぶの図。ProToolsでレコーディング＆ミキシングしていた「54」の2ミックスを、アナログのMTRに流し込む。そしてまたProToolsに取り込み、ミックスダウンしてみましたー。


ふむふむ。比べてみると、


・テープに通さない方は音がクリアな分、トゲトゲしていて音がバラついて感じる。ギラギラしてる感じ。


・テープを通した方は、ノイズは目立つけど音像がまろやかでグッと地に足が着いた印象。でも定位が甘い。（これはカセットMTRへの流し込み方に問題はあった）


ま、こんな僕ですから、テープを通した方を贔屓するに決まっているのですが(笑)。







でも、これだけ印象が変わるというのは発見ですね。いろんな方法を試すことが出来そう。


たとえば。


楽器をすべて録音しミックスしたオケをアナログMTRに流し込み、グッと固まったカラオケを作る。それをまたProToolsに取り込み、その上にボーカルをオーバーダビングする。そしたらグッとまろやかに引き締まったバックサウンドの上に、キラキラしたボーカルを乗っけることが出来るんちゃうかな？


とか。


どこかでタイミング良くアナログを通すことで、手間は掛かるけど僕のカラーが出るんじゃないか、と。それをメンバーが気に入れば"The Ventz"のカラーになると思うし、外部のスタジオで録音する時だってそんな提案を具体的に出来れば、"The Ventz"のカラーとしてエンジニアにもうまく伝わるんじゃないか、と思う。


ただ、それがいいのか、どうか。


そういえば2年前くらいにリリースされたイギーポップのアルバム、とても良かったもんなぁ。すべてをアナログレコーダーで録音したというアルバム。あのガッツある音の塊。あれはこの今の時代、一般的にどう思われるんだろうか？


いや、一般的にどう思われるか？なんてことを1番に考える必要はないか。アーティストたるもの、自信を持って自分の分身としての作品を提示することに没頭するべき。







そういう意味でTHE NEATBEATSの真鍋さんは凄いぜ。あぁ、会って話がしたくなって来たぞ(笑)。ブログ読んでみるといい。音楽（アナログ側？笑）を突き詰めようとするものにとっては勇気、出るから。







The Keysのレコーディングをした千葉のスタジオSUNのエンジニアさん、DEWマキノさんのことが気になって仕方がないです。


「SITE KOBE」「DANN RODGERS Music Service」「MORG」、それに千葉の「SUN」。現時点でこの4つのレコーディングスタジオで迷っております。もちろん"The Ventz"のレコーディング。それぞれに特徴があって、どのエンジニアさんともうまくコミュニケーション取りながらやれそうなスタジオ4つ。地理的には千葉ってのが一番ビミョーなんですが…。


とにかく一度、DEWマキノさんに連絡してみよっかなー。







    2009.06.01 Mon 6/1(月)「千葉＜イギリス」
    昨日、千葉のレコーディングスタジオ、SUNのDEWマキノさんに電話してみましたー。


お久しぶりです〜って話から始まって、「世界に打って出る音源を録音したいんです！」なんてダイナミックな話まで電話なんかでしてしまって、それでもデュウさん「いいじゃないですかいいじゃないですか！ぜひやらせてくださいよ！」なんて言ってくれて。僕らの音楽、まだ聞いてもらってないのにね(笑)。


8月後半ならまだスケジュールは入っていないようなので、メンバーと相談して、そこに向けて"The Ventz"を作り上げていけたら最高だなぁと思うのです。


千葉かぁ。遠いよね(笑)？でも、イギリスに比べたら近いよね(笑)！コトバだって通じるし、友達もいるもんね。


こうやって地球は小さくなっていくのかなー。







    2009.06.02 Tue 6/2(火)「キサラタン」
    眼圧が高いので眼科に通っているのです。人の2倍あります。放って置くと目が飛び出ます。いや、視神経がやられて失明してしまいます。


イギリス行ってビートルズが見た風景を見たいので、頑張って眼科に通います。


というわけで、その眼圧を下げる目薬「キサラタン」が無くなってしまったので、さっき眼科に行って来たわけです。もう僕の必需品。常備薬？


待ち時間2時間。診察3分。


はぁ。疲れた…。


僕はどうやら待つことが苦手らしい。待たされることが苦手らしい。こう、胸のあたりが「イィー！」ってします。で、ウズウズして居ても立ってもいられなくなります。


「どっか行きたい…」


こんな性格だったかなぁ。


そうそう。苦手と言えば。


眼圧を検査する機械があるんですが、目に空気を「ピュッ」と当てられてしまうのです。あれ、苦手。どうしても目をつぶってしまうし、それでも「リラックスして目を開けてくださいねー」と看護師さんに言われるのですが、どうしても、無理。終いには涙、涙の物語です。


「目を閉じた人生は楽なんだよー！」


と叫びたくなる。


「living is easy with eyes closed」


わかる？


ストロベリーフィールズフォーエバーでしたー。あ、2番の歌い出しの歌詞です。










さて。


またひとつ、思い付いちゃった(笑)。どうやって楽器を持ってイギリスに入国するかってこと。


いやぁー無理かなー？無理なのかなー？どうなんだろー？


でも、これ、かなりワクワクするんですよねー。ほぼ「実現不可能なんじゃない？」って考え。こんなこと考えてしまう自分が大好き(笑)！


だってさ、うんうん。これ、出来たらサイコーですよ。その後の日本での活動のことも見えてくるじゃん！







この前友人と電話で話していたんですが、彼はイギリスに行ったことがあって、もちろんリバプールにも行ったようなのです。そしたらさ、こんなこと聞いた。


「リバプールのやつら、ビートルズ好きなやつはみんな友達だと思ってるよ！」


だって！勇気出るじゃないか！英語全然喋れへんけど、ビートルズの歌なら歌えるぞ！いいね！こういうの！









8月にレコーディング完了させて、イギリスの配信メーカーにアプローチしたいな。その録音物をCDにして、それ持ってとりあえず1人でイギリスに行きたいよ。で、いろんなイギリス人とビートルズの歌を歌ってさ、「オレ、実は日本でこんなバンドやってるねん！」ってCDを渡すのだ。


「まだ日本でライブしてない日本の新人バンド"The Ventz"。ぜひあなたの国で初めてのライブをしたい。協力して欲しい。」ってパッケージに書いとかなくちゃね！








こんなこと考えてると眼圧、上がっちゃうよ(笑)。興奮はしちゃいけないんだってさー！


そのためにも目薬「キサラタン」は欠かさずにー！







    2009.06.03 Wed 6/3(水)「森田一義アワー」
    本日は練習です。いろいろメンバーに提案したいことがあって、頭の中はいっぱいです。音楽のこともこれからの動きのことも。


全然話し足りないよー(笑)！






話をすることってとても大事なこと。コトバで伝えることってとても大事なこと。


「頭の中でイメージ出来ていること」をコトバで放つことによってリアルになること、たくさんあると思う。逆に言えばコトバに出来ないことはイメージ出来ていないことだと、僕は考える。






昔、僕がまだ中学生のころ、森田一義アワー「笑っていいとも！」テレフォンショッキングでタモリがボイスパーカッションらしきことをしてた。ヒップホップだとかなんだとかが流行る、ずっと以前のことだと思う。


それを見て僕は「すげぇーなー！」とびっくりした覚えがある。


そう、リズムを口に出来るというのは、おそらくリズムがカラダにあるから。タモリはすごいミュージシャンなんだ、と感じた記憶があるのです。


だから僕も、「ドラムは叩けないけど、リズムを口に出来るようにしたい」と常々心がけています。







なんだか話が逸れた気もするけど、コトバにしたり口にしたりすること。まずはそこから。イメージを具体化して誰かに伝えること。それは必ず自分に返って来る。


そんな取り留めのない話。







    2009.06.04 Thu 6/4(木)「？から！へ」
    練習兼ミーティング、終了〜。毎週それは有意義なものになってゆく。鳴菌とはカレコレ10年の付き合いになるが、A.K.とナヲキとは、まだまだほんの数回、音を合わせただけの仲。音を出しては喋り、喋っては音を出す。繰り返し繰り返し、そしてヒトを知る。


今日は頭の中に詰まった「喋りたいこと」を伝えまくりました(笑)。僕をご存知の方はこの時の僕のテンションが如何ほどのものか、想像出来ると思う。


「そりゃあ、もう…」ってことです(笑)。









当面の懸案である「レコーディングをどこでするか」について。


激しい議論、いや、僕、個人の激しいテンションにより、まずは千葉のレコーディングスタジオ、SUNが有力候補になりました。明日からエンジニアのDEWマキノさんとの日程調整に入ることにします。そしてマスタリングは奈良のスタジオ、MORGの門垣氏にお願いしたいな、という方向になりました。


以下、妄想です。ご注意ください。


出来れば8月の最終週に千葉でレコーディング。奈良でのマスタリングを経て、10月に英国配信レーベルからのリリース。と同時に国内も配信レーベルから無料配信リリース？これはヒットマンスタイル時代にお世話になったeo music tribeの関係者さんに要相談。iTunes music storeからそれは可能なのかどうか？


それとは別に、レコーディングした3曲をバルクでプレス、もしくはCD-Rコピー。それを持って、9月から10月あたり、単身、渡英。「サイトシーイング。これはホームパーティーのためのもの！」と言い張りながら、出来ればエピフォンテキサン1964をイギリスに持って行きたいもんです。


ロンドン、リバプールのパブでビール飲みながら、ビートルズをイギリス人と歌う。そして出来上がったばかりのThe VentzのCDをイギリス人に配布。実は来年2010年に、バンドとしてイギリスに来たいんだ、と。それが我々の初ライブなんだ、と。







で、その単身渡英時に、2010年、僕が閃いた突拍子のない「とある計画」を実行に移すための種を撒くのです。「初ライブをイギリスで」するだけではない、ステキなアイデアを実現するために、行動を起こすのです。







これを今日、メンバーに話した時のリアクション。僕はそこがとても嬉しかったのです。


「え？」


一瞬、意味がわからない、という反応から一転、今度は、「それ、面白いじゃないですか！」という反応へ。


そう。はてなマークからびっくりマークへ。僕が如何なる時も常に欲しいと思う反応です。ヒトは「？」から「！」になる時、「ハマる」のです。








詳しい内容は、まだ伝えることが出来ません。そこは慎重に。ね(笑)？


まぁ、まず「無理」な内容だし、でも、これ、実現出来たら死んでもいいです。冗談抜きで。いや、死にたくないけど、絶対死なないけど、それくらいスゴイこと、思い付いちゃったんだ。


それを歓迎してくれるメンバーで、それにテンションが上がるメンバーで、僕は嬉しかったのです。







まだまだ僕らは知らない者「同志」。


志を同じくするには、時間が必要です。けど、目標が定まってさえいれば、その時間は短縮、出来る。どの道をゆくのか、のみ。


それが新撰組の世界だと、僕は思う。僕が大好きな新撰組の心意気はそこにあると思うのです。裏切りや嫉妬の狭間、目標を定め、そのために自身の命をどう使えるか。














僕らが練習する、神戸は三宮の、とある地下室。自動販売機があるのですが、なぜか1000円札は、どうやっても入らない。100円玉不足とかでは、なく。それを僕は熟知している。


今日、練習の合間、ナヲキがその自販機へ、ゆく。


鳴菌、A.K.、僕の3人は話す。真面目な話を。その話の上をナヲキが1000円札を何度も何度も自販機へ入れては返って来る、そんな音が通過する。最初はトリトメもなく。が、何度も何度もナヲキは繰り返し1000円を自販機に投入する。それは「音」でわかる。「ジーッ…クィー」と言わせながら、ナヲキは幾度も1000円札を自販機に投入し、そしてまた1000円札は返って、来る。


遂に僕ら3人は、その音に耳を澄ます。


投入し、返金、投入し、返金。やがてその間隔は短くなったり、長くなったり。


大声を出せば、そう、「ナヲキ！その自販機、1000円札、入らへんねんでー！」と叫べば、ナヲキは1000円を投入することを諦めたと思う。


それでも我々3人は、笑いを噛み殺し、ナヲキが1000円札を投入する音に耳を、澄ます(笑)。


そのうち、ナヲキは「飲み物を買いたい」のではなく「1000円札を投入したいだけなのだ」と想像しながら、我々は、声を殺して、笑う。


尋常ではない回数の後、ナヲキは諦める。


それでもその出来事、僕ら"The Ventz"にとっては、とても大事な、有意義な出来事になったと思うのです。ナヲキの性格を知る上で。


「決して諦めない。しつこい。いいふうに言えば、粘り強い」











今日の練習は「喋り過ぎた感」は確かにあったと思うけど、喋ったついでに音を合わせたってのも、僕は今、このバンドには必要なことだと思ってます。


ナヲキのこんな出来事の他にも、メンバーそれぞれの「人となり」が理解出来るエピソード、満載の練習でした。


それぞれのキャラが出る。それはとてもバンドにとって大事なことなのです。







その後、今日はスネアの音色を"The Ventz"にとってカッコいい方向に持って行くことに成功。それを録音し、"glider"のリアレンジにチカラを注ぐ。


今日、喋る以外に音関連でしたことと言えば、それくらい(笑)。


それでもこの練習が「とても有意義なもの」に成りつつあるのを実感出来る1日でした。いいね！









というわけで、僕は今から気絶します。


気絶から目覚めたら"glider"のメロディーと歌詞を、もう一度ぶっ壊して1から練り直します。






よーし。目標は揃い始めました。これをバンドメンバーだけが共有するだけではなく、もっともっと周りを巻き込んだ、素晴らしく大きなウネリになるよう、努力するのみ、です。






毎日を生きています。明日も生きたい。今は、それだけ。それだけなのです。


今日もありがとう。








    2009.06.05 Fri 6/5(金)「意識と無意識の狭間」
    昨日、練習明けで気絶寸前に書いたであろう日記。後半、実は覚えていません…。自分の日記を読み返すことは少ないんですが、「あれ？何書いたっけ？」とふと疑問に思い読んでみてびっくり。特に後半、新撰組云々のあたりから、書いた記憶すら、ない(笑)。ナヲキの自販機のことももちろん覚えてない…。


でも、おもしろいこと書いてるじゃない、オレ(笑)。








さて、一昨日の練習で試したスネアの音、どんな感じだったかMySpaceにアップしてみました。

♪MySpace


「54_6.3_Dr」ってのがドラムだけのサウンド。「54_6.3_karaoke」ってのがそのドラムのサウンドを楽器全体の中で鳴らしたもの。


なんかThe Ventz「っぽく」ない？


ナヲキはピッコロって言われる胴の薄い、比較的高音が出るスネアを所有しているのですが、「"The Ventz"の音楽」を考えてみて、リクエストしてみた。80s、ニューウェーブの時代のような、低いチューニングで「ドスッ」とした余韻の少ない音。


言ってみればナヲキのスネアとは真逆の音をリクエストしていることになる(笑)。


けどやっぱ「カッコいい」音をバンドとして鳴らしたいから。そういう視点でメンバー全員が話しを出来るのがとてもいいな、と思いました。


「オレはこんな音を鳴らしたいんだー！」


っていう主張も大切ですが、「"The Ventz"はこんな音楽をするんだから自分はどういう音を鳴らせばしっくり来るのか」という大きな目線で捉えるのもロックだと思うのです。


どんなふうに録音したのかはA.K.のフォトブログに載ってます。ぜひ見てみてください〜。

A.K. PHOTO BLOG"スネア"











昨日今日と、朝から「glider」の歌詞とメロディーを録音しながら一人作戦会議。約1ヶ月前に作った「glider」をぶっ壊して、もう一度作り直すのです！前のまんまじゃどうも納得出来なくて…。インスピレーションだけで済ませてしまうと限界を超えられない気がするのです。


なので、相当悩んでます。


ところが。


昨日、練習明けで意識のないまま日記を書いて気絶している最中、「glider」の新しい歌詞とメロディーが浮かんで来たー！


これは夢の中で作曲してるとか、そんなレベルちゃいますよ。ほとんど「うなされながら」です(笑)。ハッとしてメモに書き留めてグッタリ。


でも、それをぜひ活かしたい。


「夢の続きは目を閉じるだけじゃ見れないぜ　すべてはすべてと繋がって愛は生まれんだ」


カッコよくない？カッコ良過ぎてなんか悲しくなっちゃうけど。


意識と無意識の狭間で浮かんだインスピレーションを、それだけに留まらない形で昇華したい。うん。















    2009.06.06 Sat 6/6(土)「良質な音楽」
    昨日は"THE BACK BEAT BRINGERS"というバンドに付き合って朝まで練習。夏に作品を作るっちゅうことで僕が録音をするんですが、「その前に徹底的にアレンジ修整やぁ〜！」ってことで練習を見るハメに(笑)。


サウンドだったりフレーズだったり構成だったり「心構え」だったり(笑)。そのあたりを変えるだけで随分バンドは変わる。絶対このバンド、光る部分は持ってると僕は確信しているんやけどなぁ〜。でも自分たちで磨き方がわからない。わかっていない。その辺は"The Keys"とよく似ている。だから、せめて僕くらいはチカラになりたい、そう思うのです。売れるとか売れないとか、そんなんじゃなくて、ひとつかふたつ、階段を昇ってみて「ああ！こんな景色があるんだ！」って感じて欲しいだけ。


特にベースの藁科を見ていると、僕が20歳だった頃のことを、何故か思い出すのです(笑)。


古い音楽を聞き漁って、本ばっか読み、自分は世界を救えると信じてる。


ダメだこりゃ(笑)。


でも。












でも、なんか放っておけない。20歳の頃の自分を僕は放っておけない。阪神大震災に傷付いて、中途半端に頭の良い自分が大学の道を捨ててまでしがみ付いたロックってヤツは、必ずこの世界を救えるハズなんだ、と信じた自分を放っておけない。


いや、藁科に対してだけじゃないなぁ。藁科を選んだ"THE BACK BEAT BRINGERS"を、藁科が選んだ"THE BACK BEAT BRINGERS"を、自分自身と重ね合わせてしまっている。


バンドにとっては迷惑な話だ。










ともかく僕は、今まで僕がコツコツと得てきた楽器や経験や知識ってヤツを、思う存分使おうって決めた。そのために最低限必要な人間同士の関係性でもって、僕は僕の思う良質な音楽をちょっとでも世の中に流してやりたいのだ！


そんなことを考えてたら"The Musique"のヨシアがフラフラやって来た。僕のココロの中のことなんか知らないくせに「プリプリプロしたいんですけど、WAXさん、どう思います？」って聞いてきた。


なんてタイミングだ(笑)！











僕がミュージシャンでなければ、僕はこんなこと、やってないと思う。面倒臭いだけだから。ボランティアなど、何故にする必要がある？ライブハウスの人間であるだけならば、音楽は食べるための手段であればいい。


でも。


僕には割り切ってしまえない感情ってものがあって、そのためならば、僕には絶対譲らない場所ってものがある。


わがまま、上等。（あぁ、最近自分がコドモだなぁと言われる理由はココにあるのかな？）








僕が"The Ventz"をやっていることと、すべてはリンクする。


みんなでめっちゃええ音楽、流しまくったろうやんけ！


ぜひ鳴菌に"THE BACK BEAT BRINGERS"を見て欲しい。どう思うんやろうか？興味津々。






あ。久しぶりにローリングストーンズの「ONE PLUS ONE」を見てみよう。悪魔を哀れむ歌を聞いてみよう。バンドとしてもエンジニアとしても僕がやりたいレコーディング、そのもの。







    2009.06.07 Sun 6/7(日)「初期の名曲」
    修理に出していた鳴菌のPCを引き取りに行くっていうのもあって、昨日は夕方、急遽タイミングが合ったので鳴菌、A.K.と僕の3人でミーティング。別名「神様会議」。


夏のレコーディングのこと、それをどう使うか、「どれくらい"The Ventz"の今後の活動にメリットとして返って来させるのか？」を念頭に置いての予算組み。初期投資から出来るだけ大きなリターンを得るために、自分たちが今、何をするべきか。かなり具体的に話が出来ました。ナヲキも一緒なら良かったなぁ。


この夏のレコーディングの出来・不出来が「イギリスにどういう形で渡ることが出来るのか？」を左右することはまず間違いなくて、それだけ運命を掛けたものであることを確認出来たことの意義は大きいと思う。








3曲録音するつもりなんですが、「54」と「FRIDAY」は決定済み。もう1曲「glider」を完成させて、その3曲をレコーディングするつもりだったのです。


でもそれじゃあダメ。


特に「54」はぜひ録音したいと思っているのですが、そんなに安易に決めちゃダメだと思うようになりました。








このバンドを始めるキッカケになった「54」。その初期衝動はもちろんカッコよくレコーディングしたい。けど、その「54」を超える曲を既に書かなければならない状況に自分たちを追い込んだ。そんな感じ。


有名無名に関わらず、いろんなバンドが「初期の名曲」ってのを持ってると思う。若いバンドを見てても、そういう名曲があるバンドは強いし可能性を感じる。けど、それを早く超えなきゃ！って思う。


僕がやってた「ヒットマンスタイル」だって、メンバー自身が気に入っていたかどうかは別にして「ミュージック」というウタを超えるウタを書けたかどうかは疑わしい。だから結果、ヒットマンスタイルは無くなったのだ、と。厳しく捉えればそういうことになる、ね？








"The Ventz"は未だライブもしていないし、レコーディングもまだしていない。けど、もう既に「"54"を超える楽曲を4人で作るんだ！」っていう強い意志を持つことが出来るのは悪くない。ま、でも「54」はレコーディングしたいけどね！










先週の練習帰り、鳴菌とナヲキが同じ電車だったらしく、こんなことを話していたらしい。


「テンポが120くらいの曲、作りたいよね！」と。


うん。鳴菌とナヲキがそうやって"The Ventz"のエンジンになるのは、とてもいい。エンジンが高性能なら僕はとても楽しく運転出来る。


そう。実は今、我々が書いている曲は、鳴菌発信のネタから作ることが多いのです。そこにインスピレーションを感じたネタに僕がネタを合わせ、ひとつの形にしていく。その上に、今度はインスピレーションに留まらないメロディーや歌詞を乗せ、アレンジを加えていく。


うん。バンド自身がとても機能的に、システマティックに動き始めている気がします。









夏にレコーディングするもの。


これ実は、来年イギリスにライブをしに行ったときにCDかレコードにして販売する可能性があるんですよねー。


そう考えると大変です(笑)。


来年の今頃も"The Ventz"のメンバー自身が自信を持ち、且つ新鮮な楽曲でないと！


おぉ。









そんな武者震いを感じながら神様会議を終えた僕らでした。







    2009.06.08 Mon 6/8(月)「feel」
    ネットを巡っているとね、時にカンペキな文章に出会うことが、ある。こちら側の感情の問題なんやろうけど、元々コトバ好きな僕。深く意味を捉え過ぎて参ってしまうこともある。あぁ、でもこのネットの世界ってなんやろう？どうやって誰が世界中に張り巡らしたんやろう？


いつのまに？










The Ventz、このネットの世界を飛び出したいなぁ、と最近、本当に思う。先日の神様会議でも鳴菌。


「ライブしたいっすねぇー…」









音楽作って、ネットにアップして、でもそれだけじゃなくて、そこから感じるところへ連れていきたいのです、キミを。


「feel」


どんどん欲求が増していく。ライブが、したい。


JOHN LENNON、LOVEを聞きたい。










昨晩、「glider」の歌入れをしてみた。でもどうにも調子が乗らない。それでも諦めずにひとつの形にして終了。それを今朝、ミックスしメールでメンバーに送信。


が、やっぱり納得出来ないAメロを、もう一度歌い直してみようと思い立つ。


今朝、もう一度「glider」の歌入れ。メロディーが変われば歌詞が変わる。リズムに乗る、乗らないだけじゃなく、雰囲気が変わるから歌詞の中身の捉え方も変わった。意味も変わった。


そして先ほどミックスして、もう一度メンバーにメールで送信。


「ver1」と「ver2」


メンバーの感想が聞きたい。両方のいいとこ、悪いとこ。それ聞いて方向を決めたい。









    2009.06.09 Tue 6/9(火)「ロックの日に思う」
    ホームページ、ちょっと改造しようかなぁと思い立ち、ちょこっとホームページビルダーのことなど調べてみる。ネットで調べてみてもどうもしっくり来ないので、今度は電器屋さんに行ってみる。実際にソフトを手にとって、その近くにあったパンフレットを持ち帰る。で、もう一度ネットで調べてみるとどうやら30日のお試し版がある。早速ダウンロードして使ってみようと思うけど、なんだか使い方もわからぬまま、チープな印象のページが出来てしまう。こりゃダメだと思い、今度は本屋さんへ行ってホームページビルダーの使い方、みたいな本を立ち読み。


ふむふむ。なるほど…。


そこでハタと気が付いた。












オレはこんなことをしている場合では、ない。


今のまんまでええやんか。必要最低限のホームページがあれば、あとはその内容の問題。


ホームページへのアクセス数が伸び悩むのを、違う理由に押し付けようとしてた自分を反省。


そうだ。もっと音楽を作って、もっとそれを公開し、「生きた」ウェブサイトにするべきなのだ。それには今あるホームページでいいじゃないか。ゴージャスなホームページを作ることが"The Ventz"の目標では、ない。








ちょっと吹っ切れた。








    2009.06.10 Wed 6/10(水)「我武者羅に」
    昨日は久しぶりに元THE MOVICのメンバーのうちの3人と王将へ。よくツルんでたなぁ。もうすぐ違うバンドで始動するのかな？楽しみです。


僕がイギリスに行くってこと、めっちゃ楽しみにしてくれてて、ちょっとした"The Ventz"メンバー内の秘策までバラしてしまいました(笑)。なんか一緒になってテンション上がってね、それがとてもホッコリしますな。


今日は練習練習。ナヲキは来れないかもやけど、やることはいっぱい。時間は限られているから、どんどんバリバリやっていこうと思う。我武者羅に。いらんこと考えるヒマもないほどに。


だってもう2009年も半分終わるのですよ？早い。あまりにも早過ぎるよ。


そう。パスポートを取らなくちゃ。今年の9月か10月、うまくタイミング見計らって「さぁ！行くぞ！」ってなった時、「あれ！！！！」ってなりそうやからね。ちょっとそんなところのあるWAXです。


で。












パスポートってどこでもらうの(笑)？







    2009.06.11 Thu 6/11(木)「瞬間の芸術」
    練習終了〜。今日はナヲキ、いなかったけどね！


鳴菌、A.K.との3人での練習。バッチリ新曲ネタ、2曲分、成果として録音しました。完成はさせず、ナヲキに郵送しよう。ナヲキ、PCのメールアドレス持ってないのかなぁ。メールなら楽なのになぁ…。


毎度のことながら、鳴菌の持ちネタにインスピレーションを受けての作曲過程。うん。今回、ええ感じ！とてもダンス！


あ。今、ちょっと違和感覚えちゃった。「ダンス」っていうけど、オレ、ダンス、する(笑)？


しないよねー(笑)。


じゃあなぜ、「ダンス」出来そうな曲を書くのだ？


？？？











ま、いっか。ビートはカラダで感じるものだ。


オレはちゃんとカラダで感じることが出来る。














なんか、ほんまにあっと言う間の5時間です。今日はよく頭とカラダを働かしたと思う。そのお陰でとてもカッコいい曲が出来そう。どっちも単純だし、とてもストレートな曲になると思う。コードなんて2つくらい。でも、その単純であることに今、僕らはとても価値を感じる。


めっちゃ単純なヤツ！


めっちゃ短いヤツ！


僕らはそれを求めてる。メンバー間でそういう意思統一が出来ているから、とても楽。同じフレーズ繰り返すことの何が悪い？反復運動の王様になりたい。何のこっちゃ(笑)？












ってわけで、The Ventz、とても順調にその歩みを進めています。


が、気付けば全然、時間、足りないよねー(笑)。


やりたいことを100%やるには、生きる時間は短か過ぎるのだろうと思う。だからこそ。


だからこそ、とても大切な「一瞬」ってものがあるのだ。


瞬間の芸術に携われて、僕は幸せ者です。







    2009.06.12 Fri 6/12(金)「THIS IS MY STORY」
    今日はTHE BAWDIESとTHE NEATBEATSが神戸にやって来ます。楽しみ楽しみ。またエライ刺激を受けることになるんやと思います。刺激受けすぎて打ち上げに参加したくなくなる、とかね(笑)。


僕のココロは時々複雑な動きをします。


ま、でも。楽しみなことに変わりはないか。







    2009.06.13 Sat 6/13(土)「日本」
    昨日はTHE BAWDIES、THE NEATBEATSが神戸バリットにやって来た。


そしてニートビーツの新譜を真鍋さんからゲット！ドーナツ盤とCDをもらったんですが、取り急ぎCDを聞いてみてぶっ飛んだ！


「なんじゃ〜こりゃ〜！」










完敗です(笑)。やられてしまいました。


こういうのん出来る、そのバイタリティーに憧れます。僕もそうありたい。いや、そうあるハズだ。


いっぺんみんなも聞いてみるといい。









イギリス行こうと思ってるんですわ〜って話すと、真鍋さんも夏にイギリス、ドイツあたりに行こうかな？って思ってるらしい。エンジニアの講習だってさ！60年代に実際にエンジニアをしてた人がそういう講習みたいなんをしているらしく、切々とドイツ人の魂を語る真鍋さんはカッコよかった。


アメリカは合理的に物事を考えるけど、ドイツ人はその本質を大切にするんやって。だからリマスター作品なんかもドイツのレーベルのものがとても素晴らしいらしい。


アメリカ人は権利ってものを買い取ってそれを売るっていうビジネスやけど、ドイツ人は権利を買い取って、後生それを大事にし、その価値を高める、と。


国民性っていうのかな？やっぱり歴史的には「敗戦」っていうのが大きいらしい。


同じ敗戦国である日本。


「僕らはどこへ行こうとしてるのかな？」


なんてことまで考えてしまいました。









写真はニートビーツの新譜とパスポートの申請書。A.K.が取って来てくれた。ちょっとドキドキして来た。


具体的になるってことはこういうこと。

[image: ]






    2009.06.14 Sun 6/14(日)「理由」
    昨日はフラリとこんなところへ。

[image: ]


ま、また今度ここがどこだか紹介します〜。今は言わない(笑)。とてもよかった。めちゃくちゃビールは旨かったし。通い詰めようかな？自分にはそういう癖があるのを自覚しているし、そこがまたかわいらしい(笑)。


そういえば6/26(金)はずっとお世話になってる「BAR CODE」という神戸三宮のバーの10周年イベントがチキンジョージであります。諸事情で最近はほとんど行ってないんですが、この日は遊びに行こうと思ってます。よかったら一緒に遊ぼうぜ。


三宮には遊び場所がいっぱいあって、そうやって遊んでまた自分に返って来るものもいっぱいある。


僕が今、神戸にいること。なんか見えない理由はあるハズです。







    2009.06.15 Mon 6/15(月)「メロディーの感想、下さい」
    先週、メンバー3人での練習で作った新曲2曲に歌のメロディーを付けてみました。あえて鼻歌のみに留めて。


これを鳴菌とA.K.にメールで送信。まずはその鼻歌程度のメロディーの感想を聞いてみたい。


「もっと変えて？」


って言われれば変えることは出来るやろうし、


「いいじゃないですか！」


って言われればうれしい。


ちょっと今回はそうやってメロディーを練り上げて、それから歌詞を付けてみようと思ってます。


歌詞を付けちゃうと、それだけで思い入れが深くなってしまって、容易にメロディーを変えることが出来ひんくなってしまうから…。


うん。ある意味、実験実験。


日々、いつもと違うやり方を選んでます。そうやって今まで自分の知らない自分を発見したいと思うのです。
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ナヲキには郵送ですな。あ。けど明後日の練習までには届かない、か…。







    2009.06.16 Tue 6/16(火)「THE WONDER STUFF」
    昨日鳴菌、A.K.にメールで送った新曲2曲の鼻歌デモ。こんな返信が来ました。


■鳴菌

「どっちも基本的なメロの感じはいいんじゃないすかね！一曲目のほうは英語に聞こえる言葉遊びみたいな詞になったら面白そうっすね。それともう一つ展開が必要っすね。タイトルは「Party!」って感じっすね！

二曲目のほうはサビのとこで掛け声的なコーラスが入ってほしい感じっすね。こっちのタイトルは「Working」って感じっすね！」


■A.K.

「お疲れ様です。今、曲、聞きましたー。1曲めはBメロがイイですね。というか、Aメロからの変わりようが好きです。鳴菌さんのいう、「言葉遊び」ってうちのイメージではBメロに入る感じですね。

二曲目は何か、悪そうなイメージですね。サビのとこの隙間がすごく良くて、そこに何か仕掛けたいですね。」


●


鳴菌提案のタイトルは、ま、置いといて(笑)、まぁ及第点はクリアかな、と。


ってわけで、今朝は歌詞を付けてみることに。








これがびっくり！閃いた〜！


ふむふむ。なかなか僕にとっては珍しい歌詞が付きそうです。明日のナヲキを含めたバンド練習で曲の構成は決めると思うので、歌詞も1番だけに留めて終了〜。


この1番だけの歌詞付き音源を、今また鳴菌とA.K.にメールで送信完了。どんな反応だろうか？








今日は朝の2時間でいい仕事が出来たと思うので、自分へのご褒美。タワーレコードへ。


実は昨日、試聴しに数時間タワーレコードに滞在していたのですが、なんと！大好きな「The Wonder Stuff」というバンドが20周年記念盤として1stアルバムを再レコーディングしてリリースされていたのです！試聴してびっくり！こりゃおもろいな、と。


すぐ買って比較してみたかったんですが、今日がダブルポイントの日だったんでね(笑)。


我慢して本日購入〜。


やったね！


これは聴きごたえがありそうだー！
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メンバーにも聞かせたいです。


この時期にこんなアルバムが出るなんて運命です。


「古いサウンドを新しく聞かせる」


今僕が"The Ventz"の音楽について構想を練っているのはこの1点なのです。







    2009.06.17 Wed 6/17(水)「ストーリー仕立て」
    鳴菌、A.K.にメールで送った歌詞付きの新曲に対する返答あり。


どちらもまぁイイ返事だったのですが、今朝、自分で聞いてみてびっくり。ちょっと恥ずかしい…(笑)。まぁ、恥ずかしいくらいがちょうどいいのかなぁーなんて思い込もうとしていますが、どうだろうか…(笑)。


コトバの使い方とメロディーの関係が僕にとっては珍しいからそう思うのか？


要検討です。自分が納得しなくちゃ、ね？


そうそう。それとA.K.がブログに書いてましたが、iPhoneですか。それ、ナヲキが持ってくれたらナヲキにもメールで新曲をどんどん送れるってことなのか？


そしたら随分便利やん。新鮮なうちにメンバーに届けて、今回みたいにホヤホヤの感想をもらえたら、僕だって刺激受けるし創作意欲が増すってもんです。


高いの？iPhoneってやつ。


今日の練習の議題になりそうです。












最近、もういっぺん読み返しています。僕の永遠の愛読書「ザ・ビートルズ・サウンド最後の真実」。ビートルズのエンジニア、ジェフ・エメリックが書いた本なのです。


僕らは8月の終わりに千葉のスタジオSUNで"The Ventz"のレコーディングをすることに決めました。それはエンジニア、マキノさんがいるから。それが理由のすべて。


4月の"The Keys"のレコーディングで知り合い、"毛皮のマリーズ"のCDでのクレジットを見て確信し(DEW"エメリック"マキノとあった)、何度かの電話やメールでのコンタクトを経て、決めました。


そのマキノさんの愛読書でもある「ザ・ビートルズ・サウンド最後の真実」をもう一度読み返してみようというわけです。


ふむふむ。やっぱ面白いわ、これ。


で、この本の表紙も大好き。


帯が付いたまんまだとこれ↓
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「ALL YOU NEED IS LOVE」を全世界生放送用に収録している場面。ビートルズのメンバーが写ってますね。


で、その帯を取るとこれ↓
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手前にオーケストラの団員。そう、チェロとかも一緒に収録したようなんですよねー！へー！おもしろい！









こういう「ストーリー」のある仕掛けに僕はグッと来てしまうのです。


僕は音楽でもそういう「ストーリー」を表現したいし、人生すらもそういう「ストーリー」で表現したい！


"The Ventz"の「ストーリー」は今も進行中です。仕掛けだらけにしてあげるから、楽しみにしててよー！







    2009.06.18 Thu 6/18(木)「大きな一歩」
    練習終了〜。


同じ方向を見れる目標があると、ヒトとヒトはとてもしっくりくるのだな、と感じる練習でしたー。


昨日は、なんと言っても「大きな一歩」を踏み込んだのです！


その「一歩」が何だったのか？の具体的な内容は内緒ですけどー(笑)。








ちょっと匂わせますね(笑)。


練習前に、とある助っ人に助けられながら、英国に一通のメールを送ったのです。これが"The Ventz"にとっては一大事。実現するかどうか、可能かどうか、は置いといて、その「一歩」を踏み出すことがとても重要だったと思う。しかも、その返答がホンマにすぐに来た！英国から僕宛てに返信メールですよ！ひぇー(笑)！


「そっかそっか。なるほどー。じゃあ、行けるやん！」


これが僕の率直な感動。へぇー、そっか(笑)！











その僕への返信メールへの返信は、練習が始まるのでちゃんと出来ていない。よし！英語、勉強しながら、助っ人の助けを得ながら、ちゃんとやるぞー！








そのテンションアップの出来事をメンバーに伝えることで、今日の練習はスタートしました。各個人、それぞれの捉え方に違いはあるものの、それでもまず、そこへ一歩を踏み出したことでバンドのど真ん中に一本「芯」が出来たように感じたのは僕だけだろうか？


「おぉ、ほんまにやんねんや？」


みたいな空気。僕はちゃんと感じられて良かったよ。










そして話はiPhoneへ。A.K.の提案に、ほぼ乗っかりそうなナヲキ(笑)。うんうん。ナヲキに新曲ネタなどメールで送信出来たら、僕はグッと創作意欲が沸くと思う！


ナイスA.K.！ナイス提案！








それから先週末訪れた、とある場所の話をメンバーに披露。今度メンバーみんなでぜひ行こうぜぃ！これまたテンション上げ上げの話になった！（どこ行ったかは、これまたまだ内緒〜。笑）








で、「話ばっかりかーい!」かと思うと、そうでもない。ちゃんと「54」と「FRIDAY」を録音しましたよ。特に「FRIDAY」は、ナヲキの提案により楽器隊を少しマイナーチェンジしながら、グッと来るポイントをゲット。とても価値あるレコーディングになった。


新曲2曲もザッと録音出来たし、ナヲキのドラマーとしての「クセ」も発見。こういうのんは、何度も練習する中で発見出来ることやと思うし、今、"The Ventz"はそういう意味で、お互いを認識し合う、いい時期なんじゃないかな？と思う。


ま、相変わらず鳴菌との目配せは有効なところが面白いけどね！（新曲ネタを繰り返す回数とか、目だけで通じ合ってしまうのだ）









はー。ちょっと酔ったぜ。実は酔いながらこの日記、書いてます。


最近一人で飲むことが増えた。いかん。いかんぞ、オレ。滅多に一人で飲むことなど、なかったのに…。


ただ、今は神経が昂ぶっている。最近は？









ま、こうやって日記書いてると神経が安らぐわけ、ないんです。毎日毎日日記書いて、僕は興奮しているです。


だってイギリスやで？


「どんな遠い国にライブしに行こうと思ってるねん！」って話なんです。


しかも、あの"THE BEATLES"の生まれた国！











今日はPAUL McCARTNEYの生まれた日。おめでとうございます！


僕はぜひ、あなたに、会いたい。会って、話がしたい。僕の歌を歌いたい。聞いて欲しい。それだけ。うん。それだけ。臆することなんて、僕には何もないよ。


敬意を持って、僕はあなたに会いたいと思っています。









そして、ポールと全く同じ生年月日の、今はもうこの世にいない、大好きな大好きな由美子おばちゃんに、「ありがとう」を言う日でもあります。


うん。


ありがとう。由美子おばちゃんの大好きなさくらんぼを、僕はまたプレゼント、したい。僕は元気。僕にはまだ、やり抜きたいことがいっぱいあるよ。


「わーくん、もうええ加減に、おとなしぃにしぃ」


なんて、言わんといて？


おばちゃんの京都弁が耳の奥に張り付いて消えない。だからこそ、その由美子おばちゃんの声を思い出せる日を、僕は感謝を持って迎えることが出来て幸せに思う。


ありがとう。










さ、気絶するよ。


また、明日を始めるために。







    2009.06.19 Fri 6/19(金)「バーって？」
    昨日はいろいろ行けるところに行って来ました。


めーっちゃ久しぶりに栄町の「Source」へ。ビール2杯ほど。そして最近ちょっと通おうかな、と思ってる「とある場所」へ。
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外はまだ明るい…(笑)。


それから今度はこれまたご無沙汰している「ringo」へ。ジンソニックを2杯。











バーってなんなんでしょうな？お酒、飲めるとこ？社交場？


居酒屋とはちゃうやん？そこに行けば、そこで出会うヒトがいる。バーカウンターには馴染みのバーテンダーがいて、偶然隣り合うお客さん同士で話に花が咲く。


僕らの音楽は「そこ」で聞かれるようなものにしたいなぁと思うのです。これはずっと思っていること。ビートルズにとっての「ハンブルグ」であったり「キャバーン」であったり。


「とある場所」の片隅にはドラムセットが積み上げられてた。


そこでいつか、ライブしたいな。







    2009.06.20 Sat 6/20(土)「DJ」
    今日はオールナイトロックDJイベント。バーカウンターでオモシロオカシク過ごせるかなー。







    2009.06.21 Sun 6/21(日)「翼」
    ちょっと喉が疲れを訴えています。不規則な生活やから？いや、逆に規則正しいのになぁ。








「音楽に没頭する」


これは簡単そうで難しい。体調も気持ちもコンディションが万全で初めて可能になるもの。








こんな時は動くに限る！


出来れば飛んでイキタイ。翼が欲しい！誰かくれ！







    2009.06.22 Mon 6/22(月)「ミッキーさん」
    昨日、久々にミッキーさんという神戸で外国人バーをやっていた人と会いました。


ヒットマンスタイル時代、結構そのバーには行かせてもらってて、たくさん外国人の友達も出来ました。しばらく行かないうちにミッキー's BARは閉店してしまったようで、道理で三宮でミッキーさんと会わなくなったわけだ、と。


「最近実はまたバンドやり始めたんですわ！で、そのバンドでイギリスに行きたいな…＄％＆＋＊？＜＞＠…」


とまた延々としゃべりまくりまして(笑)。


「情報、あったら教えてくださーい！」みたいな。











やっぱりイギリスってのは厳しいらしいですね。ユニオン？っていうのかな？組合みたいなんがあって、ストリート演奏するにも免許が必要らしいです。


アメリカはその点自由らしく、「アメリカは？」と来た。


「いやいやいや、実はこれこれこういう想いがあって…」と思いの丈を思う存分話す僕(笑)。


その中で、ちょっと思い付いた企画を話してみたり…。


そしたらミッキーさんも納得！


「！！！」


って顔になってました(笑)。










また何か、イギリスに関する情報があったら教えてもらうことを約束。


やっぱ人と人との繋がりだなぁと実感した一日でしたー。







    2009.06.23 Tue 6/23(火)「今日も明日も明後日も」
    あー遊びに行きたいっ！ちょっといろいろレコーディングなどもしてまして、日々、「ふむふむ」と唸っているわけです。


あ、そっか。今週金曜日はBAR CODEの10周年イベントに遊びに行けるぜぃ！楽しみだ。それまで頑張るです〜。


今日は今から若手バンドのレコーディング。


明日は明日で"The Ventz"の練習。


明後日は明後日でまた別のバンドのレコーディング。


そしたら金曜日だー！


イェイ！







    2009.06.24 Wed 6/24(水)「埋める」
    ちょっと体調悪かったですが、なんとか持ち堪えましたー。病は気から。うん。確かに。







さて、昨日は「THE BACK BEAT BRINGERS」というバンドのレコーディングをしました。最近僕にとても懐いて来やがるので「一肌脱いでやるか！」と。


でもこれ、逆に僕の経験にもなってます。


僕には確固たる「音楽像」ってものがあって、それを表現することにとても興味をそそられているのです。


「自分が音を出さないバンド」＝「客観的にみれるバンド」であって、そうして客観的にみているバンドを「録音物」という耳だけで聞こえるものに、どう落とし込んでいくか。スピーカーから聞こえているのに表情がわかる録音をしたいと、常に思っています。


そういう意味で「THE BACK BEAT BRINGERS」という若手バンドを録音することは、とても訓練になってます。自分を、そして"The Ventz"を客観的にみるための。









ま、難しいことは抜きにして、ヤツらとはとても気が合うし、それよりも何よりも好きな音楽をやっているだけで、とてもいい。


まだ一切世の中に出ていないバンド。


興味あれば、ぜひ。








昨日レコーディングが終わった後の三宮の風景。
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ほとんど寝ずにミックスし、仕事して、今から"The Ventz"の練習です。そしたらまた昨日と同じ風景、かな(笑)？


毎日を音で埋めるのです。埋めまくるのです！







    2009.06.25 Thu 6/25(木)「来たるべき世界」
    昨日は"The Ventz"の練習。ナヲキが所用で来れなくなってしまいましたが、またいい感じの成果を得れた練習になりましたー。このバンドが「向かうべき場所」を全員がわかってるからこその成果なんやと思ってます。






新曲2曲をドラムも交えて、セッションの形で練り上げていきたかったんですが、それが出来ないので急遽「新新曲」を作ることに。


ベースとギターと鼻歌と。それのみ。A.K.はその即興音楽を聞いて想像を膨らませる。それをProToolsにライブ録音。


これがなかなかいい感じ！


また今までにない新曲の感触。そうそう。4曲のうち1曲はすでにタイトルが決まっています。


「来たるべき世界」


鳴菌発案のタイトル。うん！これはグッドだね！とても雰囲気を表しているよ。








早速その録音をメールで鳴菌、A.K.に送信。ナヲキにもCDで送らなくちゃ。早くiPhone買わないかなぁ〜(笑)。







    2009.06.26 Fri 6/26(金)「音楽展望とデカイ太陽」
    昨日は古くからの友人、今はSIBERIAN NEWSPAPERというバンドのレーベルの社長をしている岳ちゃんと電話で話をしました。めちゃくちゃ久しぶり。


お互いの近況報告やとり止めのない話。


それからヤツの、そして僕の音楽展望を。


8月に会おうと約束して電話を、切る。







夜中はまたしても懐いてくるバンドのレコーディングを朝まで。
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朝の太陽は、デカイ。








怒涛の深夜音楽漬けは一旦落ち着いた？


落ち着くわけないか…(笑)。








今夜はBAR CODEの10周年パーティーに行ってきます！チキンジョージにて。あなたも、どう？







    2009.06.27 Sat 6/27(土)「最高の三点セット」
    昨日はバーコードの10周年イベントに遊びに行って来ましたー。久しぶりに会う面々ととても楽しい時間。


「音楽・アルコール・仲間」


最高の三点セット。あぁ、自分はこんな場所がとても好きなんだな、と再確認。会場のいたるところで「WAX〜!久しぶり〜！」って声を掛けてもらえたのが何気に嬉しい(笑)。あぁ、この感じ、久しぶりー。
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そうそう。「ringo」のジョージさんにも会いましてね、こんな話を聞いてテンションアップ！


僕のカフェワンマンライブに来てくれてた人ならわかるかな？イギリスはリバプールの船乗り、トーマスがまた神戸にやって来てるんやって！ほぼ毎日ringoで飲んでるらしい(笑)。で、僕のこと、気にかけてくれてたみたい！ウヒー！嬉しいぞー(笑)！「あのビートルズを歌ってたアイツはどうしてるんだ？」ってさ。こりゃ会いに行くしかないな！


ジョージさんには「今、バンド始めて初ライブをイギリスでするつもりなんですよー」なんて世間話はしてたので、トーマスにもそんなふうに言うてくれてたみたい！


おぉ。これは嬉しいぞ！


トーマスについてはこちらをどうぞ！

↓
2007.9.17「トーマス」

2007.10.2「リバプールの船乗り」







こうやって「音楽・アルコール・仲間」で繋がることを実感出来て、昨日はとても有意義な一日でした。







    2009.06.28 Sun 6/28(日)「POP」
    迷ってる。


結局のところ、オレは迷ってばかりだ。


…。


"The Ventz"の初めての「外部」レコーディングまで、あと2ヶ月を切った。千葉まで車を走らせ、夢を走らせる。


「なぜに千葉まで？」


そういうことに迷いは、ない。猪突猛進。イノシシで上等だ。


レコーディングするのは3曲。2曲は候補があり、けれどもそれを超える曲を仕上げなければならない。それはオレが自分に課した提案であり、曲ならばすぐに書ける。あわよくばめちゃくちゃいいウタを書くことも出来る。


が、しかし。


「"The Ventz"って何だ？」







自分の中でカテゴライズし、制約し、「"The Ventz"ってこんなだろう」っていうジャンルに括ろうとしている。


自分で勝手に決めた枠の中に"The Ventz"を押し込めようとして、僕の創造力はそれを拒み、それを超えたいと要求する。


「これは似合わないだろう？」


なんて常に葛藤し、悩み、迷う。








「得体の知れないものを産み出そうとするのだからそれくらいは当然か」


結局そうやってまた自分の迷いを忘れようとする。










「KING OF POP」


「ポップ」ってなんだ？「ポップスター」ってコトバが世界一似合う彼の音楽を初めて聴いたのは14歳のころ。従兄弟に借りた「BAD」のカセットテープだった。擦り切れるくらい聴きまくってた。








♪「6.24_鼻歌新曲no.1」


これがバンドのチカラでどうにかなるのか？


"The Ventz"になるか？







    2009.06.29 Mon 6/29(月)「シャングリラへ」
    今、大阪にいます。今からTHE BEACHES、QUATTROに会いに行きます。刺激がいっぱいで、また悔しい思いをするんやろうなぁ(笑)。







    2009.06.30 Tue 6/30(火)「完璧に美しい光景」
    めーーーちゃよかった。行ってよかった！


「THE BEACHES」「QUATTRO」at シャングリラ。


A.K.とバリット照明の3人で。特にA.K.には「THE BEACHES」を知って欲しかった。







うん。完全にフロアは踊り狂ってて、「誰を目当て」「誰が好き」とか、そんなん超えて、グッドミュージックバイブレーションで踊りまくる。


それはそれは完璧に美しい光景やなぁって思った。








ん〜、なんかそれだけ。かな(笑)？


それ以上に何のコトバが必要？結局「ライブへ行く」ってこと、それだけやん。


「行って」「見て」「聞いて」、そして「感じて」。









うひぃー！ヤバイ！ヤヴァイっす！


ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！










で、お手合わせ願うんだ。オレのカッコええ仲間たちの仲間に入れてもらうんだ。


そのためにしなければならぬことは、山ほどある。ひとつひとつ片付けて、最終的に「気合いだろ？」みたいな感じでええやん？


オレらなりの気合いの見せ方。


「イギリスで"The Ventz"の初ライブを」


ってこと。


そこに向けてひた走ることしか、今はするべきことはないように思う。
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そういえば、会場で複数の「THE BEACHES」「QUATTRO」ファンに「WAXさんですよね？バリットの」と声を掛けられる。


クソー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー！ライブしてぇー(笑)！







    2009.07.01 Wed 7/1(水)「サッパリ」
    毎年この日、京都の実家を思い出す。「水無月」という和菓子のこと。毎年日記に書いてるね(笑)。







昨日はふらり本屋へ。久しぶりに長時間本屋にて立ち読み。


そんな中、一冊購入。
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CDをiPodに入れて聞いてみるも、チンプンカンプン。


「早っ！喋るん早っ！」


それでもちょっと慣れていかないとね。









どうしても鬱陶しい髪の毛。どうとも鬱陶しい髪の毛。こいつをどうしたものか？と悩み続けて早2ヶ月。とうとう切りに行って来ました。


でも、いっつも思う。「昨日まであれほど鬱陶しかったのに、なんで切ろう！と思った今日は髪の毛、うまくおさまるんだろうか？」


今日だって、そう。美容師さんに「あれ？今、いい感じじゃないですか？」と言われる。


はい。僕もそう思います…。


ま、今日から下半期ですからね。スッキリサッパリ嫌なこと忘れて手を繋ぎましょ。（from「月」by HITMAN STYLE）









本日は練習です。ちょいと新しい動きも出現予定。「THE BEACHES」を見て感じたこと。"The Ventz"を始めて半年。このタイミングでステップアップするために出来ること、発見。


要は「覚悟」ってこと。後戻り出来ないくらい追い込むってこと。ひとりでも立つってこと。


安易に寄り掛かることは、一切排除するのです。







    2009.07.02 Thu 7/2(木)「好きなものは好き」
    鳴菌曰く、最近「colors」が好きだそうな。


(あ、"The Ventz"の曲です。トーキングヘッズあたりをリスペクトしつつ、歌詞の世界観も明智光秀をモチーフにした、オレの新しい世界を満喫出来る作品になってます。MySpaceでチェックしてみてくださーい！)


やっとか(笑)。






オレはこのウタ、出来たときから抜群に大好きで、「こんなんがラジオから流れたら、すぐ好きになってまうわ！」とメンバーに対して声高に叫んでた。狭っ！


でも、なんでやろ？8月に決行する千葉でのレコーディングの候補には入ってなくて。


「う〜ん。オレは大好きなんやけど、これは一般受け、せーへんのちゃうかなぁ？」


みたいな感じ？









そしたら、最近になって「colors」が好きだと言ってる鳴菌がこう言った。


「初ライブをイギリスでしようってバカなこと考えてるバンドなんすから、一般受けとかそんなこと、全く考えなくていいんじゃないっすかね？」


うわ。ほんまや(笑)。








鳴菌は時々こうやってズバリ核心を突く。悔しいなぁ(笑)。








好きなものは好き。そういうこと。そうやって言い張って言い張って、言い張れるものがあってオレは幸運だと思う。


好きなものは、好き。







    2009.07.03 Fri 7/3(金)「濁流だろうか？」
    とあるバーにふらり。カウンターの店員さんと話してみた。


すると。


オーナーはリバプール出身らしい。


なんと…。毎週木曜日が休みらしいので昨日は会えなかったけど、また今度来てみよう。


なんて言うのかな。運気ってほどのものではないんやろうけど、なんか得体の知れない何かが迫って来ているのを実感する。これは良い流れの中に呑み込まれそうだ。けれどもそれは濁流のような気もする。濁流に呑み込まれる覚悟はあるか？








その後はまたしてもふらり、バーコードへ。


先日の10周年のパーティー以来。というか、今年になってまだ数えるくらいしか行けていない。やはりバーコードのモヒートは最高だ。ずば抜けている。








今日は曽我部恵一BANDが神戸にやって来る。アツイライブを楽しみにしている。このツアー、神戸だけアフターパーティーがあって、元町コーリングっていう神戸の仲間の中に交じって曽我部さん達もDJをしたりして朝まで。







今月でオレも35歳か。ありがたい。まだやれる。







    2009.07.04 Sat 7/4(土)「ライブしたいなぁ」
    最近は少し、気分の起伏が激しい。感情が揺れる。うまくコントロール出来ればマシなものが出来そうな気もする。今はそういうことなんだろう。今をきちんと立てれば、次に見えてくる風景がきっとあるんだろう。


とにかくライブがしたい。ぶつけどころは結局そこなのかなぁ。


バンドでのライブはないけれど、ラッキーなことに来週はソロでの弾き語りライブがある。いい歌を歌うからぜひ来て欲しいなー。






それにしても。


先日購入したイギリス英語の本。付属していたCDを聞くのだが、ほとんど意味がわからない(笑)。何度も何度も聞いてみるのだが、意味がわからん。まったくわからん。


放棄したい気持ちを精一杯抑えて耳を澄まし集中しても、わからん。






なるほど。土台となる知識がないのだ、これは。


そしたらなんか面白くなって来た。なんだこのコトバは？同じ人間なのに、なんでこんなに違うのだ？同じ地球に住んでるんでしょ？海を隔てているからか？


う〜む。







    2009.07.05 Sun 7/5(日)「シンノスキー」
    キングブラザーズ、N'夙川ボーイズのシンノスケくんが会いに来てくれた！6月にN'夙川ボーイズでイギリスにライブをしに行くと言ってたので、そろそろ連絡取っていろいろ情報をもらおうと思ってた矢先のこと。嬉しいね。


向こうでは3本のライブをして来たようです。楽器は一切持って行かず、ピックすらも持ち込まなかったみたい。向こうで知り合いの知り合いに楽器を借りたり。


でも、感想としては、そこまで神経質になることもなかったかな、とのこと。へぇー、そうなのか…。


そう。いわゆる平日にライブをする習慣は向こうにはないらしく、金、土、日曜日の3日間でライブだったそうです。1日目はパブで、2日目は何故か教会(笑)？3日目がライブハウスという流れ。それでも共演者はやっぱりかなりレベルが高いらしく、とても刺激的だったそうです。へぇー、いいなぁ。








平日にライブをする習慣がない…。なるほどぉ。これはいい情報をもらえた。ふむふむ。つまりは今、メールのやり取りをしている某計画の日時を月曜日で設定しようかと思ってたんですが、こりゃ木曜日あたりに持ってくるのがいいのかな？


ありがたい！ええ情報、ありがとう！シンノスキー！








ちょっとこれからもいろいろ情報交換しましょ、ってことでお別れ。


そうだ。いいウタ書かなくちゃ。一生懸命書いて書いて書きまくらねば。度肝を抜くような、途轍もないヤツを。口先ばっかじゃない。ほんとのココロの底からの渾身のチカラを込めて。


僕に今、出来ることはそれしか、ない。


やろ？







    2009.07.06 Mon 7/6(月)「ロックスター」
    昨日、こんな写真をゲット。
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これ、オレ(笑)。1995年の6月だから20歳。ハタチのオレ(笑)。痩せてるねー。尖がってるねー。顔も表情も服装も。自信あったなぁ。ロックスターだと勝手に思い込んでたなぁ。その証拠にこの写真のオレの目の前にいるヤツ、恐らく微動だにしていない(笑)。呆気に取られているのが目に浮かぶよ…。


これを持って来て僕にくれたのは、今、片山ブレイカーズ＆ザ☆ロケンローパーティーのスタッフをしているケイコ。実は昨日の朝方、彼女はこんな日記をとあるページに書いていた。勝手に転載(笑)！


●


１９歳の春、神戸で、ひとりのミュージシャンと出逢いました。


１８６ｃｍの長身で、レスポールをかき鳴らし、歌うその姿は、ロック音楽に目覚めた、１２歳の夏から、ずっと、私が憧れ続けていた、ロックスター、そのものだったのかもしれません。


それは、それは、心酔しました。


そして、同じく、１９歳の初夏、そのミュージシャンを目当てに見に行った、京都のライヴハウス「拾得」で、とあるロックバンドと出逢いました。


それが「騒音寺」でした。


それは、ロックスターというよりかは、もっと人間くさい、生の、リアルすぎる、ロックバンドでした。


そして、その出逢いは、私の運命を、人生を、大きく変えました。


(中略)


今夜。


私の運命を変える布石を作った、そのロックスターがいる神戸ＶＡＲＩＴ．で。


私の運命と人生を変えた、「騒音寺」「Ｋ山ブレイカーズ」２つのバンド。



ケイコにとっては、このすばらしい人生の、立役者３組。

三つ巴。

夢の共演。

テンションあがりまくるね。

鼻血でそー。


●


こんなこと書かれると恥ずかしいね！と、同時に、悔しいっす。オレは今でもミュージシャンである。裏方に徹するつもりは毛頭、ない。片山を見ても、騒音寺を見ても、やっぱりオレもステージに立つのだ、としか思えない。


悪い、ケイコ。


オレはもう一度ロックスターになるよ。いや、ずっと変わらぬのだ。許せ。


それにしても嬉しい日記だ。とても。ありがとう。








そして。


その後、ringoへ。イギリスはリバプール人のトーマスとは、まだ結局会えていない。


で、ジョージさんからの提案。


「手紙なら、渡せるで？」






あ、そっか。そうや。手紙を書くのだ。


何だかやっぱり最近はメールに頼ることが多い。手紙ってヤツを忘れてた。


というわけで、今朝は慣れぬ英語の手紙を、書く。


慣れぬなら、気持ちの伝わる手紙を書くのだ！文法なんて気にしちゃいられない！想いを記すのだ！


"54""colors""FRIDAY"の3曲のデモバージョンをCDに焼き付け、2年前に一緒に撮った写真のコピーと手紙を添えてringoに持って行きました！


僕のこと、伝わるといいなぁ。


で、リバプールで会いたい。一緒に歌いたい！
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●


Dear Mr.Tomas


Hi!! My name is Minamide"WAX"Wataru.Do you remember? I sang my songs and many THE BEATLES songs in Ringo,two years ago.


I want to see you very much!! But I'm busy a little.I heard you sing at Ringo last Sunday,but I arrived 9:00 pm.....I want to see you,and sing songs with you!!


By the way,I began my new band,named "The Ventz",and we decided to go to the U.K. for our first time gig in 2010.Not in Japan!!


Do you know pub,livehouse where we can play gig.Please tell me!!


We "The Ventz",make recording in August.And I would like to go to the U.K. with our new CD in September or October,if possible.I want to go with my Acoustic Guitar,and I want to see you in Liverpool!!


How do I make contact to you?


My e-mail address

info@theventz.net


I want to sing many songs with you!!


Minamide "WAX" Wataru







    2009.07.07 Tue 7/7(火)「人間臭さ」
    昨夜は思いも寄らぬ展開でしたが「ザ・ミュージック」を楽しみました。とてもいいね。目を閉じても目に浮かぶ人間臭い音色や音階や音癖が大好きなのだ。わかる。







さぁ、そこからが大変。頭の中は妄想だらけ、欲望だらけ。音楽が膨らんでしまいます。


「あんなことしたい、こんなことしたい」


結局たぶん繋がってるんやけど、僕は"The Ventz"というバンドをやっていて、とてもとても励んでる。明後日は神戸のBACKBEATでソロでの弾き語りライブがあって、もちろんソロだってとてもとても励んでる。でも、この2つはやっぱり印象の違うことをやってんだろうなぁと思うのですが、僕にとってはやっぱり繋がっていて。


"The Ventz"じゃやらない音楽ってのもあるんだろうなぁ。


ソロじゃやらない音楽ってのもあるんだろうなぁ。


では、その区別は何だ？







ジャンルじゃないんやけど、そこには僕なりの解決方法がありまして。


クー！話したい、話したい、話したい、話したい、ライブしたい、話したい、話したい、話したい…。






あ。結局僕は、誰かとの接点を求めているんだ。


一人はキライだ。一人も大好きやけど。なんだ、それは。








かなり欲求してるね。すべてを捨ててでも音楽をやっていたい、と。










さて。昨日、また刺激的な音楽を発見。
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ジャケット見て、即買い。アナログオープンリールなんやもん(笑)。


で、聞いてみて納得。そりゃそうか。結局そんな音が好きやねん。もうこれは仕方ない。それが僕の味なんやろう。







    2009.07.08 Wed 7/8(水)「1番がいい」
    わがままばっかりだ。けど、音楽やる以上、わがままでいたい。わがままが言えないならぶつかることもない。





本日は練習です。急遽僕の中でレコーディング候補曲として浮上してきた"colors"の音合わせと新曲セッションをしたい。いや、8月の千葉でのレコーディングのためのデモ録音もしなければ…。エンジニアのマキノさんにドラムの音色の方向性を相談するためのデモ録音です。


「ドラムの音色が肝になると思うので、そのあたりを教えてもらえれば研究しときます！」っていう嬉しいメールをもらったのでね！


特にスネアの音をバシッとミュート出来たらカッコいいと思うので、ナヲキと相談しながら極端に録音出来たらいいなぁ。本番レコーディングはマキノさんがビシッと録ってくれるやろし攻めのデモレコーディングをしたい。


うーむ。やりたいことが多過ぎるぞ…。時間、足りるのかぃ？







で、朝を迎え、ちょっと気絶したら久々のソロライブですやん。21時くらいから神戸BACKBEATで歌うので、ぜひお越しくださいな。イギリス行くより近いでしょ。


■2009/7/9(木)神戸BACKBEAT

18:00/18:30 ¥1500/¥2000

出演：沢田ナオヤ/おおたえみり/文元大輔

Cante/メロディーキッチン/南出"WAX"渉








    2009.07.09 Thu 7/9(木)「moog(モーグ)にヤラレッパナシ」
    昨夜は朝までバンド練習。びっくり驚愕の練習となりましたー。


というのも先日のA.K.のブログは読みました？なんと、シンセサイザーの名機、「moog社」の"minimoog Voyager"を購入！そして昨日の練習に持って来たのです！


いやぁ、びっくり。音を出す前からその風格は漂いまくり…。マジ、ため息ものです。
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で、音を聞いてまたびっくり！なんてことだ。こんなに凄いのか。鳴菌、ナヲキと共に、moogにヤラレッパナシ(笑)。








そんな中、まずは"colors"のリアレンジに挑戦。A.K.が持っていたサンプリングパッドをナヲキが使ってみることに。途中の6拍子部分をなんかパーカッシブにカッコよくしてくれよ、と。A.K.にもmoogの音色アレンジを。


その模様がこれ。↓
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で、その間の鳴菌。↓
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いつもどおりの楽器で時間を持て余している様子を感じてもらえると思う(笑)。


いやぁ、鳴菌よ、わかるぞ、わかる！オレもなんか欲しいもん、新しい機材…。









いや、でもほんま、moogが加わるだけでバンドが激変します。これは本当。音色がカッコいいから、それだけでメンバー全員の気持ち的なテンションも上がってる。


それは昨日セッションし始めた新曲「キタルベキセカイ」でも顕著。


例の鼻歌デモの新曲やったんですが、「これ、ベンツの曲っぽくなるんかなぁ？」って不安やったんですが、どうやらうまくいきそうです！


めっちゃカッコよくなりそうやし、ライブのオープニングに打ってつけっぽい(笑)！ステージ上ではバックライトで照らされて、メンバーの顔が見えない、そんな雰囲気の中でライブは始まるのです！で"54"が始まる！う〜ん、いい(笑)！







ほんとは千葉のエンジニア、マキノさんに送る用のデモ録音をしようと思ってたんですが、これだけ新しい機材が使えるとなると、もうちょっと実験して試して、もっと良くしてからデモを録音した方がやりたいことに近付けるんじゃないか、ということで延期。次回の練習で"54""colors""FRIDAY"を録音したいと思います。


ナヲキ、A.K.には音色、フレーズ研究の宿題(笑)！









さて、今日はソロ弾き語りライブ。頑張るですよ。絶対"The Ventz"にも繋がる。繋げてみせる！








ひとつ、オレを迷わせるニュース、あり。どうしたらええんや、オレは。







    2009.07.10 Fri 7/10(金)「新曲を」
    昨日は弾き語りのソロライブ。なんだか久しぶりでしたなぁ。相変わらず喋りは多かったとは思いますが、僕にしてはスマートなステージやったんちゃうかな？熱過ぎてクドイ喋りに熱過ぎてクドイ歌はなんだかな？」ということで、あっさりさせたのは歌(笑)。逆だろー！


ま、好きなこと、やるです。好きなこと、喋るです。好きなこと、歌うです。


セットリストー。


1.しゃべり

2.夢中になって

3.もしもちょっと

4.LEMON

5.しゃべり

6.ソファ

7.しゃべり

8.今を生きる


「しゃべり」って書いてますけど、実はそんなに喋ってないですよ(笑)？どやろか…。






次回のソロライブは8/20(木)。昨日、気に入ってくれたお客さんもいたので、僕はとても嬉しい。ソロの新曲、8月のライブでは披露出来るようにしないとな！


"The Ventz"も新曲ラッシュで忙しいけど、やっぱりソロもやりたいんだからやらないと！


よし！







今朝は前回のバンド練習でセッションし始めた新曲「キタルベキセカイ」の仮歌入れをしました。まだ歌詞は書いてないんですが、とても歌詞が重要なウタになりそうな気がしています。コトバはなんとなく浮かんでいるので、しっかり捉まえようと思っています。


ちなみにこんな感じ。デモのデモのデモな感じですが、よかったら聞いてみて？PCオンリー。

♪本日の成果「キタルベキセカイ_7.8ver」


moogの音があるだけで、全部の楽器の音が引き立っているような気がします。どうだろうか？







うん。生きてるぞ。







    2009.07.11 Sat 7/11(土)「弟よ」
    ある意味、今日、僕の弾き語り人生は完成しました。


弟よ。


ありがとう。







    2009.07.12 Sun 7/12(日)「うん」
    7/12は僕の1年の中でもトクベツな1日なのです。そう、誕生日でした。メールなどくれたみなさん、本当にありがとう。1通1通お返事もしました。届いていますか？


鳴菌からはこんなメール。


「誕生日おめでとうございます！なんか買っときます！」


なんかオカシイ(笑)。ヤツとはもうかれこれ10年以上の付き合いになるのですが、未だかつて「お金でなんとかする」ことなど、1度もなかったような気が…(笑)。いやいや、こう書くとイメージ的に鳴菌が良くなり過ぎる気がしますが、もちろんそんなことはなくて(?)、ま、今まで「誰かのためになにかを買う」なんていう発想が出てくるほど、ヤツにはお金があった時期など、なかった、ということです(笑)。


さて。なにを買ってくれるんだろうか？楽しみに待っておこう(笑)！







本当はもっともっと書きたいことが多い週末でした。


が、ちょっと今は書けそうにありません。また書きます。僕にとってとても大切なこと。温めて温めて、文章にしたいと思います。


では。今年も僕は、生きますよ。生きます。







    2009.07.13 Mon 7/13(月)「走れメロス」
    今朝は例の新曲「キタルベキセカイ」（「来たるべき世界」？）の歌詞を考えるために数時間奮闘しておりました。


僕の頭の中に浮かんでいるコトバを捉まえて…。


おりょりょ？こんな感じに。


●


腐った太陽が　腐った欲望を

焼け焦がしてく　焼き尽くしてく


さらばオレの憂鬱　さらばオレの憂鬱


光と熱のこの宇宙(そら)の彼方

挑んででも欲していたあなたのココロ

キタルベキセカイ　さらばオレの憂鬱


●


まだまだ中途半端だけどね(笑)。


で、ちょっと思ったわけですよ。


「あれ？これ、走れメロス？」


どうなんだろう。オレの中に何があるんだろう？


そう思うと居ても立ってもいられなくなって、即、某ジュンク堂へ。立ち読み大作戦です。









そして太宰治著「走れメロス」発見。しばし立ち読み…。











あれ？こんな内容やったっけ(笑)？


小学校の時の国語の教科書に載ってたんやんね、確か。


でも、今日読んでみて、どうともしっくり来ない。考える、考える、考える…。








あ、そっか。その授業で「この小説を絵にしてみよう！」みたいなことをやったんやわ。それで僕は「太陽に向かって剣を振りかざす英雄」をイメージして絵を描いたんだった。


だから、その小説の本当の内容よりも「自分の絵」の印象の方が強く残ってるんやわ。だからしっくり来ないんやわ…。


だから今朝書いた僕の歌詞の方が、僕の中では「走れメロス」なんやわ。なるほど。


「記憶」っておもしろい。


（けど、それでいいのか？笑）







それにしても。


この「走れメロス」。今読むと違った読み方が出来るもんですなぁ。途中メロスが走ることを諦めた時の心中。これ、かなりダークです。


「人を殺して自分が生きる。これが人間の当然の生き方ではなかったか？」


だって。


こんなの、小学校で取り上げる内容かしら(笑)？


もちろん「友情」という重要ファクターはくっきりと焦点に残るものの…ねぇ(笑)？










さぁ。今朝書いた「キタルベキセカイ」の歌詞はこのあと、どんな展開を見せるのか！僕自身も心配です…。いや、期待しています！


「走れメロス」をモチーフにしたまんまの歌詞でメンバーのオッケーが出るのか？今からメンバーにメール送信しよっかなー。


どきどき。







    2009.07.14 Tue 7/14(火)「KORG MS-10」
    今朝はこいつで遊びつつ…。
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そう。KORGのMS-10。1978年製のビンテージシンセサイザーを手に入れたのです！あぁーどうしてこんなにビンテージばかり気になるのかなー！


YAMAHAのCS-10も持っているのですが、やっぱちょっとキャラクターは違う。CS-10はやさしい女の人って感じやけど、MS-10はちょっとやんちゃな男の子って感じかなぁ。


いろんな音を作って遊んでたらなんか録音したくなっちゃて、早速ProToolsを用意。


こんな感じ。

♪本日の成果「7.14_ms10」


ドラムっぽいフレーズの音色もシンセサイザーで作ってみました〜。


うん。変な曲(笑)！









こんなことしてたらジョージ・ハリスンがビートルズ時代に発表したソロアルバム「電子音楽の世界」をどうしても聞きたくなって、そいつを探しに三宮の街へ。（すんません、恥ずかしながら、僕、そいつを持ってないのです…）


だけど、探せど探せど、どの中古レコードショップにも、ない、ない、ない。


最後、ちょっと仲良くさせてもらってる「りずむぼっくす元町店」の店長さんに相談してみたら、「もしかしたら在庫にUSオリジナル盤があったかも！」ってことで、探してもらうことに。明日電話をくれるそうです！


でも、USオリジナル盤って高いんじゃないのかな…？


この際、「不思議の壁」も手に入れなくっちゃ。ビートルズ時代に発表したジョージのソロアルバム。今、僕はとても興味があるのです。









あ。別のCDショップでこんなポスター発見！
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うひゃぁ〜こりゃ大変。全部買わなくちゃ。なんとモノラル盤が出るのですよ！そう。ビートルズ現役時代のオリジナル盤はステレオではない！ウキウキするけど全部買ったら7万円くらい？ヤバイ…。









新曲の歌詞も考え中ですよ？


「ちょっと文語みたいな表現してみよっかなぁ」と思いつつ、国語の中でも古文・漢文がとても苦手だったWAXです(笑)。


キリスト教の聖書にも目を通してみよっかなぁ？


あ。「走れメロス」から離れていっちゃうねー(笑)。







ま、とにかく。新しいことに、挑戦・挑戦の毎日なのです！







    2009.07.15 Wed 7/15(水)「レコードショップ」
    今日はバンド練習です。やるべきこと、いっぱいある。やりたいこと、いっぱいある。


効率良く遠回りしたいな。








最近は音楽をたくさん聞いている。世界には本当にたくさんの音楽が溢れているんだなぁと思う。好きなもの、そうでないもの、正直いろいろあるけれど、僕はそうして世界と乾杯したくなる。最新式ではないかも知れないけれど、レコードショップの奥深くには掘り出されることを今か今かと待っている音楽が山ほどあるんだろうなぁ、と考えると自分がひどくちっぽけな存在に思えて来るし、同時に僕はドキドキ出来ることが嬉しかったりもするのです。


ジョージ・ハリスンの「電子音楽の世界」は手に入らなかったですが、「不思議の壁」を中古レコード屋でゲット。


大手CDショップでジョージの息子ダニー・ハリスンのデビューCDをゲット。キャッチコピーには「ここまでビートルズ？お父さんと聞き間違えるほど…」みたいなこと書いてあったのに、まんまと騙された(笑)。






よーし！







    2009.07.16 Thu 7/16(木)「弟よ。２」
    弟のことを。


僕は2人兄弟。京都の嵐山付近で育ちました。裕福ではない家庭だったけど、いつも父と母は家にいて、思い遣りを持てる家族だったと思います。ただそれは、甘い優しさではなく、結構厳しいもんだったなぁと思う。母親にはよくモノサシを持って追い掛けられ、しばかれていたし、逃げる僕をかばう弟がそこにはいて、父親はその職業柄か、絵に対して僕にはとても厳しかった。


弟はいつも側にいた。何をする時も。


僕が親父にビートルズを教えてもらった時もやっぱり弟はそこにいて、一緒に膝を突き合わせてカセットテープを聞いたし、エアチェックし、ラジオに噛り付き、ラジオをカセットテープに録音し、オリジナルのレコードの曲順通りに並べ替えたりもしてた。


僕が従兄弟にもらったフォークギターを始めた時も弟はそこにいて、左利きの弟と、鏡の要領で向かい合ってギターを練習してた。左利きってことがめちゃくちゃ羨ましかったけど、僕はジョン、弟はポール、僕らはもしかしてビートルズになれるんじゃないか、と夢想した。


僕がバレーボールをやっていたから弟もバレーボール。本当はどうなのか知らないけれど、全部僕と一緒のことをやっていた気がするし、そりゃあ何をする時も弟はそこにいるって感じるはずだ。


弟はよく母親に「クソババァー！」と反抗してた。僕には一切そんな衝動はなかったし、ちょっと羨ましいなぁと思うこともあった。


弟はよくお風呂で大声で歌を歌ってた。実は僕には人前で歌を歌う度胸はなかったし、そうやって気持ち良さそうに歌を歌う弟の声が、僕は大好きだった。






僕はいつも僕のことに夢中になってしまう、どうしようもない兄です。気が付けばフラフラと興味のあることをし、すぐに飛んで行ってしまう。それは今も変わらないのかも。


地元の中学、高校には行かなかったし、大学へ行くといって神戸で一人暮らしを始めてしまう。弟はそんな僕をどう感じていたのかなぁ。


ある時、弟もやっぱり一人暮らしをしたかったようで、実家から自転車で10分くらいのところで一人暮らしを始めた。その距離感が僕をハッとさせた。


弟はやさしい。親父とお袋を残して遠くにはいけない性格。兄が遠くでフラフラして、終いに大学まで辞めてしまうもんだから、弟はいつも僕らの親のことを考えてた。だから僕はいっつも実家に帰るたび、弟と話すたび、ヒリヒリしてた。


ヒリヒリしつつも僕は僕のことに夢中で、ついに東京に住むことを決心してしまう。その時、弟は何を感じただろうか。僕のことを恨んだだろうか。








そして弟は白血病になった。


東京に住む僕の部屋に、親父から電話があった。話を聞いた時、僕は僕を責めた。僕がこんなに勝手なことばっかりやってるから弟が病気になってしまったんだと思った。そしたら僕は即答してた。


「もう東京なんか引き払って、京都に帰る」







そしたらしばらくして弟から僕に電話があった。そのオレンジ色の風景は今でも忘れない。


いつもどおりのトーンで弟は言う。病気になってしまったわ、と。もう、オレ、すぐ京都帰るから。もうやめて帰るし。


そしたらやっぱり弟はいつもどおりのトーンで僕に言った。


「あかん。お兄ちゃんは歌って。音楽続けて。僕、お兄ちゃんの歌、好きやねん」













僕は電話口でわんわん泣いてしまってた。弟は泣いたりなんかしないのに。














僕は僕の歌が好きじゃなかった。自分でも気付いてた。こんなんじゃダメだって。僕の声はポップではなかったし、歌だってうまくもなかった。いつだって僕は、風呂場での弟の声と歌がいいなぁと思ってた。ジョンとポールじゃなくって、ノエルとリアムなんじゃないかなって。弟にならバンドのボーカルをやって欲しいなぁって、決して弟には言ったことなかったけれど、そんなことを考えもした。


でも。


僕は僕の歌を歌わなければならぬ。僕は僕であらなければならぬ。


僕は僕を、そして弟を歌うことを決心した。










あれから10年が経つ。


僕は僕の骨髄で僕の弟を助けることは出来なかった。地球上でたった一人、弟を助けられる可能性がもっとも高かったはずの僕は、弟を助けられなかった。もう、どうしていいかわからなかった。絶望。この命、惜しくないと思った。出来れば僕を殺して弟を。


そんな空白の時間を悶々として過ごしつつも、骨髄バンクに弟を助けられるドナーさんが見つかった！


何に感謝すればいいのか。僕は何に感謝すればいいのか。












弟は今、元気に過ごしている。そればかりか、弟を選んでくれた人がいる。


その弟らのために、僕は歌うことが出来た。本当に、本当に、本当に僕にとってそれはある意味完成を意味していて、そのために僕は僕を歌い、弟を歌って来た。


「弾き語る」こと。バンドのバイブレーションではなく、僕が僕だけのバイブレーションを感じ、僕のココロの起伏に委ねつつ、「弾き語る」こと。


7/11は、そんな究極の体験を出来たとても素晴らしい1日であったし、そして偶然か必然か、それは僕の34歳、最後の日でもあり、僕はそうしてうまく34歳にケリをつけることが出来た。


弟よ。ありがとう。











結局僕はふらふらとしてばかりで、弟に迷惑を掛けてばかりいるし、これからもそれは、変わらないのだろうな、と思う。それは面倒見のよい、やさしい弟だから出来る、僕の人生において、非常にラッキーなことなんだ、と思うようにしている。そうでなければ僕は音楽など続けることなど出来ないだろうし、音楽なんて辞められるはずはないのだから、そう考えなければ僕は僕の人生をどうしようも、ない。


ただ。


ただ僕は、やっぱり弟にとって、カッコいい兄貴になりたい。カッコいい兄貴でいたいのです。弟が誇れる兄でいたいのです。


弟よ。ありがとう。


だからこそ僕は、まだまだやらねばならぬことがあるのだ。











いつか弟とイギリスを旅したい。


出来ればイギリスでライブをする僕も見せたい。


それはそれは、僕ら兄弟にとって、かけがえのない一瞬になるんだろう。








35歳のオトコがこんなに自分の夢のことばかり話しちゃ、マズイんだろう。けど、僕は10年間、本当に頑張って生きてきた。だからついでにこれからも頑張ろうと思うのです。これからの10年は、もしかしたらイギリスでの僕のライブを弟に見せることに僕の未来を託す、そんなつもりなのかも知れません。


弟よ。ありがとう。
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    2009.07.17 Fri 7/17(金)「10年」
    Natural Punch Drunkerっていいかも知れない！説得力があるよ。


昔、同じスタジオを使ってたんやけど、その頃はなんにも思わなかったんやけどなぁ(笑)。10年か。10年やれることってスゴイよな。







    2009.07.18 Sat 7/18(土)「寝ずのメール」
    本日深夜は急遽バンド練習。昨日僕がメンバー全員に送ったメール、これは熱過ぎやしないか(笑)？


●


おはようさん。


土曜日、ナヲキ練習出来そうやって！まだパッドは触れてないみたいやけど。


やから、まず、「54」「colors」「FRIDAY」の3曲を録音することを一生懸命しよか。


昨日夕方ナルキンと話してたんやけど、今オレらは、マキノさんに音源送るんが最優先任務やねん。やから、録音なかなか出来ひんって言うてばっかりおらんと、今ある音源を送ろうかとオレは思ったんよ。けど、ナルキン曰く「今の音源でベンツのこと、こんなもんかって思われたくないし、やっぱり今オレらが出来る最高のデモを録音して、これ以上にしたいんです！って渡したい！」と。


妙に納得したから、それでいこうと思う(笑)！



本番の千葉でのレコーディングのシミュレーションとリハーサルも兼ねて、本気でプレイしてみようや。ナヲキ、ナルキン、オレは経験あるけど、A.K.は初やろうしな。ベーシック録音、オーバーダビングの流れを意識しながら、テンポ良く最高のテイクをレコーディングしよう。


ナヲキは始発で帰らなあかんから、12時に集合して準備して1時から5時前までの約4時間で、やれること、全部やってみよ！




朝から熱過ぎるな(笑)。




って感じ〜。


●


ほとんど寝ずに送ったメールやから今読み返すとちょっと赤面(笑)。


ま、そんな感じですよ、今日は！







    2009.07.19 Sun 7/19(日)「メロン」
    昨日の練習では「54」「colors」「FRIDAY」のベーシックをレコーディング出来ました。本当はいろいろオーバーダビングしたかったんですが、新曲「キタルベキセカイ」を合わせたかったので、4人で出来ることの優先順位的にオーバーダビングは見送り。今夜、やります！


スネアの音色作りとシンセサイザー"minimoog"の音色作りに時間を掛けて、サッサとオッケーテイクを録る。そんな感じでした。いい練習になっていると思います。


あとは「キタルベキセカイ」に最高の歌詞が付けば言うことなし！4人で演奏していても「グワッ」と来る感じが、とてもいい。バラードではない、へヴィなロックンロールとして鳴らしたいと僕は思っています。その片鱗はすでに見えています！


ただ、あまりにもありふれた感じで日本語の歌詞を付けてしまいたくないなぁ〜と思うので厄介なのです(笑)。う〜ん、アイデア、もうひとつ踏み込んだアイデアが必要だなぁ…。


仕方ない。アンテナ敏感にして毎日を生きることしか方法はないな！







あ。そうや。


生まれて此の方、35年。メロンなど、一度も美味しいと思ったことなどないし、もちろん進んで食べようとも思ったことなどないのに、昨日、初めてメロンってヤツを美味しいと思ってしまった…。


価値観なんて、すぐ、変わる。


むしろ、変わったことを認めることが出来ることこそ、そして変わることを望んでいられること。


僕は僕自身を驚かしてやりたい。







    2009.07.20 Mon 7/20(月)「さんま」
    うまいもんはうまい！ビビッた！


さんまー！
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海鮮丼ー！
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だからバンド頑張ってるー。ミックス頑張ってるー。音楽やるしかないのだー！音楽しかないのだー！






毎日毎日、ふらふらになりながら、それでもちゃんと見据えてる。


今度、"The Ventz"でうまいもん、食いにいこう。千葉でのレコーディング前に、うまいもん、食いにいこう。


うまいもんには理由がある。"The Ventz"にも、その理由が必要だ。







    2009.07.21 Tue 7/21(火)「イギリスの匂い、匂った！」
    少し前のことになりますが、イギリス、リバプールの船乗りトーマスに2年振りに会いたい！と思ってカフェバー"ringo"出掛けた日、残念ながらトーマスには会えなかったけれど、久々にももさんと会いました。


ももさんっていうのは、神戸のバンドマン先輩でして、かれこれやっぱり15年以上の付き合いになります。たしか出会った頃はドラマーだったような…(笑)。今は"KISS?"というKISSの完璧コピーバンド(演奏だけじゃなく、衣装も化粧も完璧！これは必見！)でベース弾いてはる。しかも、先日はヴァンへイレンのコピーバンドでボーカル。そう。ももさんはほんまにマルチプレーヤー。


話は戻りまして。


で、久々に会って「実は僕、イギリスでライブしたいんです」って話をしてたんですね。そしたら「オレ、連れでイギリス人の嫁さんもらったミュージシャンがおるから、ちょっと聞いてみたるわ〜」と。


その返事を今朝、メールで転送してもらったのです。2通あります！


●


これは、昨日話した、嫁がイギリス人の友人からの内容


以下


「一応うちの奥さんにも聞いてみたのを含め説明します。まずイギリスではライブハウスというとデカイ箱になってしまい当然有名どこが出演してます。アマチュアはというと「パブ」でやることになります。パブでもいろいろ有り大きい小さいはあります。それで１番簡単に出るには「オープンマイク」と言っていわゆる飛び入りの日です。当日申込む感じです。(俺が初めてロンドンでやったのはオープンマイクです。嫁の友達が出てたのでついでにやらせてもらいました) ただ嫁いわく、オープンマイクはアコースティックや弾き語りがほとんどみたいです。それ以外となると俺もよくわかりませんが、コンタクトとってデモ送るとかいわゆる日本と同じですかねぇ。嫁が言うには中間に入るブッキングの人が必要じゃないかとの事です。(嫁もミュージシャンじゃないからよくわからないとの事です)なのでいきなりイギリスでやると言うのは結構難しいみたいです。 例えば一回行って交渉して次回とか。例えば日本からネットで探して交渉するとか。パブもいろんなスタイルがあるので調べた方が良いとの事です。(危ないエリアもありますから)場所的にはロンドンよりはリバプールとかの方が出やすいんじゃないかと言ってました。とまぁこんな感じですが…」


との事です。


●


別の友人で、イギリスに何度も、ライヴ見に行ってて、マークボランの追悼ライヴで、息子や奥さんと話つけてたりフレディマーキュリーの実家まで行って話してきたりと、ちと強行ぎみな、女性の友達がいるんですが返事きました


以下



「バンドの[イギリス]でのGigの件やけど、結論から言って、まず無理やと思う。[イギリス]は、[USA]以上に「芸術」に対してシビアでビジネスライクな国だから、まず 日本でキャリアを積み、人気と知名度を上げて その評判が海を越えた[イギリス]まで渡り、音学関係者(この場合はライブハウスのオーナー)の目に止り、そこに呼んで貰って初めて[イギリス]のステージに立てるという訳です。仕事相手には、勿論 英会話力を求めて来るし、[イギリス]はシビアですよ〜。もし、それでもやりたい！という覚悟が有るのなら、東京・大阪のCAVERN CLUBや東京のABBEY ROADとかのBeatlesバンドにアドバイスを貰ったらどうかな？彼等は[イギリス]で何度かやっているから」


と言う事でした〜。


●


ありがとう！ももさん！


うん。このいただいた2通のメール、単純に考えたら「無理」ってこと。ほんまやったらショックで、「このまま活動してても意味あるんかなぁ〜」って。


でもね。超ポジティブWAXはこう考える。


「こんなふうにさ、誰かわからんヤツのために、こんなに親身になってイギリスについて返答をもらえるんやで。どこかに可能性はあるハズ。絶対行くって決めてんねんから、たとえ可能性はほとんどなくても挑戦するべきやん。ももさんっていう先輩との繋がりで、こんなにイギリスが"匂う"答えをもらえたやん。オレには味方してくれる先輩、友人、知人がいっぱいいる。そのまた友人を数えたら、いったい何人になるんや？大丈夫。とにかく飛びっきりの音楽をやること。カッコいい音楽を目指せば絶対、行ける」








ほんまにももさん、ありがとう。朝から一層奮い立ちました！めげてる時間など、ない！行動あるのみ！


またももさんに相談しよう。よろしくお願いします！










ってわけで、本日、また新しい機材が到着〜！(どういうわけ？笑)

[image: ]


新しくはないか(笑)。新しい古い機材です。


これ、MaxonのAD230という1970年代のアナログディレイ。Char氏が使用していたことで有名。今朝、早速試してみたんですが、こりゃあいいぜ！インプット、アウトプットレベルが別個に調整出来るのがとてもGOOD。だから、このAD230の回路自体の音質がダイレクトに音色に影響してくるんですが、その音がとてもいいのです。Char氏はHIWATTと併用していたと思うのですが、HIWATTって基本歪まない。今日このAD230を使ってみて合点がいきました。なるほどなぁ。そうやってグイッと上げて音を作ってるんやな！


しかもディレイ音も図太くて野蛮な感じがとても良い。ずっとディレイ欲しかったんやけど、コンパクトエフェクターにはなんか納得いかんかったんよね。今まで妥協せんで良かった！素晴らしい機材に出会えたぜ！








もう一個〜(笑)。


MXRのBLUE BOX。僕が手に入れるんだから、これも言うまでもなくヴィンテージ。
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2オクターブ下の音が出て、しかもファズが掛かってるという、野蛮な音。現行品よりやっぱり極悪な音がする(笑)。ちょっとアイデアがあって、ずっと欲しかったものを遂に手に入れた。


が、エフェクトオフ時のノイズが「あれ？」ってほど気になったもんで、馴染みのTONE BLUEに持ち込んで「ヴィンテージってこんなもんですかね？しゃーないんですかね？」って相談に行って来ました。お店で試してもらったら、あれ？ノイズ、ないですやん？ってことであっさり解決。あーよかった。でも、最初試した時、ちょっと酷いノイズやったもん…。








さぁ。明日は日食。小学生の時「星博士」の異名と取った僕としてはぜひに晴れて欲しいのだけれど…。こりゃあ無理かなぁ。


思わず鳴菌の日記読んで笑ってしまったWAXでしたー。







    2009.07.22 Wed 7/22(水)「TOKYOTO」
    東京から友人、来たる。
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久々に呑んだー。楽しいもんだ。


東京時代。懐かしい。アホなこと、いっぱいしたなぁ。よく考えたら5年しか住んでなかったんよな。もう神戸に来てからの方が長い。そう考えるとやっぱり濃い時間を過ごしてたんやと思う。


京都時代＝18年

神戸時代＝5年

東京時代＝5年

再神戸時代＝7年


えらいこっちゃ。来年、京都を出てから18年、つまり京都で過ごした時間を超えちゃうってこと。


えらいこっちゃえらいこっちゃ。







    2009.07.23 Thu 7/23(木)「夢」
    アベフトシが死んだ。予想以上のショックで困っている。なんでだろう？


訃報を知って、すぐにゆっこさんにメールした。ヒットマンスタイルのドラマーのゆっこさんだ。東京は上北沢のスタジオで出会ったばかりの僕らは、彼女の好きなバンド"ミッシェルガンエレファント"について話していた。僕はすぐに手の届く存在だと思ってた。いつか会える、と。「いつか会ってアベフトシと対等に音楽の話、するねん！」と"ミッシェルガンエレファント"のことを好き過ぎるゆっこさんに僕は豪語していた。ゆっこさんにとって、ヒットマンスタイルより好きなバンドが日本にいてはならないのだ。


話を戻そう。


訃報を知ってゆっこさんにメールをしたのは、そんな、なんだか屈折した気持ちが僕にそう言わせていた、東京時代のことを思い出したからだ。


すると、すぐに電話が掛かって来た。僕のメールでそのことを知ったようだ。


「……。」


お互い黙り込む時間の長い電話だった。何を話せばいいのかもわからない。ギタリストの死で僕がこんなにショックを受けるとは思ってもみなかったこと。米子ベリエでのライブの次の日がミッシェルのライブだった時、ゆっこさんがこっそり楽屋に「ミッシェル大好き」と落書きメッセージを書いたこと。


それくらい、か。






THE GROOVERSの藤井一彦。ミッシェルガンエレファントのアベフトシ。


僕が好きな日本人ギタリスト。以上。ありがとう。感謝。昨日、バリットではずっとミッシェルを流していたよ。












鳴菌の日記にもあるように、最近手に入れたMaxon AD230というディレイを絶賛されたのが、とても嬉しい。共有するってこういうことやろ？カッコいい音、するねん。めっちゃええねん！


そして、鳴菌から誕生日のプレゼントをもらった。
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おぉ！アビーロードじゃないか！


しかも何故か海外から届いた模様(笑)。

[image: ]


よし、夢を叶えるぞ！アビーロード！







    2009.07.24 Fri 7/24(金)「あと1ヶ月」
    さぁさぁ、千葉でのレコーディングまであと1ヶ月！


やらねばならぬことが山ほどあるぞ！


今日もやろう！休もうかと思ってたけど、今日もやろう！








    2009.07.25 Sat 7/25(土)「願い事」
    ガーッ！あんだけ昨日、やる！って宣言してたのに、ダラダラしてしまった…。しょぼん。ダメだ、こりゃ。







けど、いいのだ。オレのアンテナは錆付いちゃいない。







今日だって自転車乗って、雨にやられて。


思うところはある！






寝汗をダクダクかくような、悪夢にだってうなされた。


思うところはある！






ほんの些細な毎日の日常を物語に紡ぎあげるのだ。









昨夜、先日も日記に書いたももさんから電話があった。


イギリスについての続報だ！


とても嬉しい。


僕なんかがイギリスに行って歌いたいという、他人にとってはちっぽけな僕の願い事に耳を傾け、ココロを傾け、気に掛けていてもらえることが、僕はとても嬉しい。


それがたとえマイナスに有力な情報だったとしても！


僕にとってはいつもマイナスはチャンス。


だってそれは、「前例がない」ってことの証だから。


前例のあることが願い事であったためしは一度もないよ。


それが唯一の僕の砦。


だから僕は生きてんだ！







ももさんに教えてもらった情報を元に、僕はまた扉を叩くことが出来る。


そこで何を得るかは自分次第！








千葉のレコーディングスタジオSUNのデュウ・マキノ氏に、そろそろ重要なメールを送らねば。


まず最優先事項は、ズバリ、それだ。


よし。







    2009.07.26 Sun 7/26(日)「綴る」
    昨日、めちゃくちゃ熱い文章を書きました。


レコーディングエンジニアのデュウ・マキノさんに宛ててね！


でもまだ送ってない。


まずはメンバーにメールで送信。


あまりに熱い文章だから、冷静に推敲してもらわないと！









内容を詳細にお知らせすることは出来ないけれど、マキノさんと僕の共通言語である「ビートルズネタ」満載。書き進めるにつれて楽しくなってしまう。


嗚呼、これで万事、うまくいくぞ！








あとはデモ録音したものを最終的にミックスして、そのデモと一緒にこの文章をマキノさんに送るのだ。


文章にまとめたことで、自分自身がこのバンドで何をしたいのか、よくわかったよ。


貴重な文章。


またチャンスがあったらみんなにも読んで欲しいな。


きっと嬉々として文章を綴る僕の姿が思い浮かぶだろう！







    2009.07.27 Mon 7/27(月)「ヨシノリさん」
    ヨシノリさんというギタリストがいます。昨日は久しぶりにヨシノリさんがギターを弾くTHE RUDEBOYSのライブを見ました。






ヨシノリさんは神戸のギタリスト。僕が19歳の時に出会った7つ年上の先輩。当時僕は、風呂なし共同トイレ、4畳半と2畳の変則的な木造アパート、家賃23000円という部屋に住んでいました。当然クーラーなどあるはずもなく、真夏の暑い毎日、ロッククラブというスタジオに、用もないのに通っていたのでした。ただ、涼みにいく、という目的だったのか、どうなのか。いや、やっぱりどっぷり音楽の世界に自分を導きたかった、そんな気持ちもあったとは思う。


そのスタジオの店員だったヨシノリさんは、金髪のモヒカン、いわゆる神戸パンクスで、おいそれと声を掛けられるはずもなく、スタジオの狭いカウンター越しに僕らはよく2人きりになってしまっていた！


(そのスタジオには友人が2人、働いていたし、店長だって仲が良かったのに、よりによっていつもスタジオに顔を出すとヨシノリさんが店番だったのだ)


ただただ無言で過ごすクーラーの効き過ぎた一室。ギターマガジンなんかを読みながら、ちらちらとヨシノリさんの様子をこっそり窺ってた。









いつだったんだろう？


何がキッカケだったんだろう？


(あ。人生初めてのレコーディングは確かヨシノリさんにやってもらったんだった！)


僕らはよく話をするようになっていた。そして僕は当時ヨシノリさんがやっていたバンド"MONDO CONDO"という、あまりにも時代にそぐわない(最先端行ってたんやないかな！)、いわゆるインダストリアルでデジタルでコアでハードなバンドの虜になっていた。


ギターを弾くその姿、アクション、音、何もかもがカッコよかった。まだ10代を卒業するかどうかの僕は、とても感銘を受けた。それまでビートルズしか知らなかった僕は、ヨシノリさんのギターってやつに、完全にノックアウトされていた。(ビートルズにはギタリストっていうパートはあまり必要だとは思わせられなかった)









ってことを、昨日、ライブを見るまで、あろうことか、僕は忘れかけていた。









昨日、何年か振りに、しかも初めて僕のいるバリットでギターを掻き鳴らすヨシノリさんを見て、僕は本当に涙が出そうになった。鳥肌が立ち過ぎて、僕は崩れ落ちそうになる自分に耐えるのに、必死だった。


20歳前後に初めて見たパンクス。いや、ロックンロールギタリスト。そのアティチュードもアクションも音色も、全部、全部、僕の血になってんだってことに気付いて、僕は本当に嬉しかった。


「これだ」


そんなふうに愕然と自分の存在のキッカケになったギタリストを目の前にすると、本当にわけがわからんよね。


CDから耳にする音ではなくて、その音を包む汗や表情や動きや何もかも、すべてでもって僕のココロに向かってくる音速は、半端なかった。こんなに影響を受けてたんだ、と僕は嬉しくなった。


ヨシノリさんみたいに、弾きたい。










The Ventzという新しいバンドで、僕はやっぱりエレキギターを持つ。ギターの位置はヨシノリさんよりだいぶ高いけど、ヨシノリさんよりカッコよくギターを鳴らしたい。


22歳の僕を見て、ヨシノリさんはこう言った。


「南出ー、あいかわらずギター持って立つ姿、貧乏臭いのぉ〜」








僕は今も、根に持ってます。







    2009.07.28 Tue 7/28(火)「絆」
    The Ventzは、8月末に千葉でレコーディングします。


とてもいいもの(非常に大雑把な言い方だけれど)を作りたいと思っています。


だから千葉にあるスタジオのエンジニア、デュウ・マキノさんの元へ行ってレコーディングをするのです。


が、僕はまだマキノさんに一度しか会ったことはありません。


でも、どうしてもマキノさんと一緒に仕事をしたいのです。


だから僕らは、今の僕らに見えている方向性をマキノさんに最大限伝えるために一生懸命デモを録音することにしました。


完成形ではないけれど、匂う音楽を！


その作業が昨日、やっと終わりました。


これに先日書いた長い文章を付けてマキノさんに提出です。


なんだか夏休みの自由研究みたい！


でも僕、自由研究は得意だったんですよ。


小学生の頃は天体望遠鏡を作ったし、中学生の頃は地元の丸太町通りが出来るまでの歴史を、写真や資料を交えて研究しました。


他にもいっぱいその類のことは一生懸命やるコでした。


昨日までやっていたデモ音源作りと、そのデモにはどんな背景があってどうしたいのか？というレポートは、まさに研究と呼べるほど実は緻密なものなのです！


一片のヌカリも、ない。


あとはマキノさんが楽しんで読んだり聞いたりしてくれたらいいな！








この秋、The Ventzのメンバー全員で、とあるイギリスのバンドのコンサートに行くことにしました。


なんだか恥ずかしい！


だって、みんなで揃ってライブを見に行くなんて、なんだかバンドを始めたばかりのティーンエージャーのようじゃないか！


恥ずかしいけど、楽しみだなぁ。


きっと絆が深まるんだろう！








なんか、ちょっと自信が出て来た。


早く最高のレコーディングをして、その僕らのウタをみんなに聞かせたいよ。







    2009.07.29 Wed 7/29(水)「グワングワン」
    そうそう！「ビートルズの演奏は下手だ！」ってヤツはコイツを聞いてくれ！


ラバーソウル収録の"What Goes On"、ステレオ盤の左だけを！


この前、偶然聞いたんやけど、バリバリ凄いぜ！


60年代のステレオ感は今のステレオとちょっと違って、録音手法の関係もあり、「歌が左だけ」とかの擬似ステレオも多い。


この"What Goes On"は左にドラムとベースとリンゴ・スターの歌が偏っているんやけど、そのドラムとベースのコンビネーションにはビビった！


ぜひステレオの調整をグイッとL側に寄せて聞いてみて欲しい！


グワングワンしてる！


ヤヴァイYO！









おっと。取り乱してしまった。


けど、ほんまに凄いんやから。ビートルズを聴き始めて25年。今もまだ、こうやって新鮮な発見があるってのは、どうしたことやろうか…？









というわけで、2009/9/9に世界同時発売されるビートルズのデジタルリマスター盤が全部欲しいワタクシ。


特に「ビートルズin MONO」というBOXセットが誠に興味深い。


ステレオ盤とモノラル盤、全部購入すると…。


70000円！


ヒィー！


でも、僕、出すんやろうなぁー。バシッとキャッシュで〜！









今日はバンド練習です。


本当にカッコいいこと、したい。


グワングワンする音楽、やりたい。







    2009.07.30 Thu 7/30(木)「夢を語る会」
    昨日は深夜バンド練習…の予定やったんですが、急遽ドラマーナヲキが来れないという事態、発生。それでも立ち止まるわけにはいかない！


というわけで、予定通り、メンバー3人集合。


が、やはりレコーディングまで1ヶ月を切った我々。どうしてもやりたかったのは、バンド全員でのビート、グルーヴの体感ってやつ。何度も何度も繰り返し繰り返し曲を、歌をやり続けることでしか得ることの出来ない何かを求めたかった…。


ちゅうわけで、少々テンションも下がり気味。


「いかんいかん！3人集まってテンション下がってどないするねん！」


ってことで、急遽、「夢を語る会」を発足。発足と同時に第1回、開催。











とにかく、この時期、テンションだけは上げていかねばなりません。


練習出来ない今、じゃあ、どないしてテンション上げるか、と申しますと、夢を語るしかないだろう、と。


「オレ、このバンドでこんなことしたいねん！」


「オレはこんなふうになりたい！」


そんなことを深夜、いつものとある秘密スタジオで語るのです…。


無理があるよね。だって最初、鳴菌、頭抱えてたもん…。








が！その「無理」に打ち勝って行かねば、我々The Ventzに未来はない！


とにかく、喋ろう。喋りまくろう。


ってことで、ワタクシWAX、ここぞとばかりに語る語る。


同じメンバー相手に、何度も語る(笑)。






で、遂にビールなんか、買いに行っちゃう。


鳴菌には500mmの缶ビール、1本。A.K.にはまだそんな飲むほどの権利などないので500mmパックの雪印コーヒー。そして僕は欲張って500mmの缶ビール、2本。欲張って、2本。つまみはチップスターの帆立バター味、新製品。


これ、僕のオゴリ。







久しぶりに鳴菌と唸る。久しぶりに一緒に飲む缶ビールの味のうまさに、唸る。


ちょっと東京、ゴミにマミレていた時代を、ほんの少し、思い出す。






で、みんなで喋りまくる。


「イギリスに本当に行けるのか？」と。


「あぁ、行けるさ。前人未到のやり方で、ね」と。


「誰かのやり方、ルートじゃ面白くないよね」と。


「WAXは金持ちの大人に気に入られそう？」と。


「あ、ほんま。そんな人と喋りまくりたいわ」と。


「そのためには何より最高の音源が必要だな」と…。


結局そこに落ち着く。落ち着いてしまう…。最高の音源、録れなかったら、ダメじゃん…。今、オレたち、練習せずになにしてんのさ…。


なんてこと、3人、胸の内に秘めたまま、引き攣った笑みを無理矢理作って、夢を語る。語る。(注意)テンションは、あくまで無理矢理、高め。






と、ここで、千葉のエンジニア、マキノさんからメールが来ていることに気付く！しかも内容がスゴイ！なんて言うのかなぁ。機材に関することや、録音の方法や、それに対するアイデア、そう、つまりは「希望」っていう名のヒカリを文字にしてくれている！


無理矢理テンションを上げようと思っていた我々3人のテンションは、マキノさんからのメール一本で、いとも簡単に上がるのだな！


ありがとう、マキノさん！このタイミングがとても素晴らしい！






どんなにデッカイ夢の話をしても、やっぱり結局、音楽なんだな、と妙に納得し、そのまま鳴菌、ベースに向かい、音を出し始めた。


このあたり、妙に確信を突くのが鳴菌の鳴菌らしいところだ。


「オレも音、出さなきゃ…」


ってところで、ハタと気付いた。


「あ、オレ、酔ってるやん…」







ほとんど寝てなかった前日のせいか、はたまた欲張って2本も缶ビールを買っちゃったからか、もう、眠くて眠くて。レスポールをMaxonのアナログディレイを経由してオレンジアンプにブッ込んで、めちゃくちゃカッコいい音、出してみても、オレ、酔っちゃってるよ、全然集中力ないやん…状態。


申し訳ない。あぁ、久々にダメWAXでした。音出す現場であれじゃダメだな。







ちゅうわけでお開き。


でも、「夢を語る会」＋「音を出してる時間」でやっぱり軽く5時間経ってんですから、それはそれで成果、あり。


「やりたいことをオレらなりのやり方でやりたい」


究極、ソコに答えはあって、ヨソにはないのだ。








ま、後悔するのは、欲張ったこと。自分のお金だからと欲張って缶ビールを2本も買ったこと。1本にしとけば、新曲だって出来たかも知れないテンションだったのに…。








いや、でも、今、思うね。


欲張って何が悪いのだ？


叶えたい夢を持ってんです。そのために手に入れたいもの、いっぱいあるんです。ひとつひとつ、欲しいものを手に入れていってるんです。


反省なんかしねーぞー！


欲張ったオカゲで手に入れたこともあるはずだ！


イエス！ポジティブ！







でなきゃ、イギリスになんて行こうと思わんよ。


「夢を語る会」


よし！


マキノさんに返事のメール、書こ！
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    2009.07.31 Fri 7/31(金)「移動手段について」
    7月も終わるね。さらば7月。


いよいよ8月。夏本番。


そんな中、我々The Ventzは初めてのレコーディングで千葉に向かう！







さて。たくさんのヴィンテージ機材と我々自身を千葉まで運ぶ車をどうしようか…。


今さら！？








ついつい先走ってしまってます。


ヒットマンスタイルでツアーしてた頃は鳴菌も免許があったのですが、ヤツには今、免許が、ない。


「本当なら車のことは全部任せてしまいたい！」


もう僕はやらなきゃいかんことのキャパを越えてる…。


ってのはウソ。


全然まだまだ大丈夫さ！







しかも近頃じゃ、ETC搭載車は高速料金が安くなるそうで。


いろいろレンタカーなどの手配も考えているのですが、なんせ、機材が思うよりも多い。


何年もかけて集めてきたヴィンテージ機材。


彼らは彼らにしか出せない音を持っているので、おいそれと代用は効かない。


しかもマキノさんとのメールのやり取りからすると、こちら側のヴィンテージ機材は全部持って行きたい。


メンバーだけ移動出来ればそれでいいってわけでもないのが頭を悩ませる！








レンタカー代や高速料金、ガス代など考えると、それだけで70000円くらい掛かっちゃう。


「レコーディング費用＋移動費」


あらま。










「その移動のための費用を考えたら、近場でグレードの高い(料金の高い)レコーディング出来るんじゃない？」










それじゃダメなんだー！


千葉のマキノさんと一緒に仕事をしたいのだ！


お金で解決出来るなら、物事は簡単だ。


それよりも、The Ventzが千葉まで車を走らせて、どれくらいマキノさんと一緒に仕事がしたかったのか、何故にマキノさんと一緒に仕事がしたかったのか、それを証明する作品を。


そのためには気持ちなのですよ、気持ち。


結局人を動かすのはマインドってことよ。









ま、でも、安く移動できる手段は講じなければ。


金銭的に参ってしまうと本末転倒。


そこはおおらかにいきたい。








ちゅうわけで車、募集(笑)！


削れるのはそこしか、ない。


ドラムはマキノさんのヴィンテージ"ラディック"を借りるので、ドラムを持って行かなくていいのは助かるのだが…。







機材を書き出して、寸法調べなきゃな。







    2009.08.01 Sat 8/1(土)「やった！」
    車、借りられそう！助かった！Thank You！







    2009.08.02 Sun 8/2(日)「サポーター」
    まったくもって興味が皆無だった「みなとこうべ海上花火大会」に急遽お邪魔した。


遠くから眺めることを誘われたなら、僕は断っていただろう。


ところが今回誘われたのは1席2000円のイス・自由席。


しかもネーミングがちょっと、いい。


「花火サポーター/一般協賛」


僕の中の何かが刺激された。











あんな人混みに自ら混ざるとは、どういう了見か。


これが僕のいつもの「見方」である。


好き好んで花火大会なんぞに、誰がゆくものか。









が、結論を先に申し上げる。









意外にそれは、スゴイ。










どちらにせよ、始まる数十分前から席を陣取り、まだ始まらんのかなぁ、などとボヤキつつ、打ち上げ場所から程近い場所にいるのだからオレもまだまだだな、と少々自嘲気味に時を、待つ。










そして司会(なんと花火サポーターには司会による解説が付くのだ！)の前説を経て一発目が打ち上がった時には、すでに僕は我を忘れていた。


あまりにもド迫力なのだ！


10連発の打ち上げ花火から仕掛け花火と、少々トラブルはあったようだが、次々と花火は打ち上がる！


胸に刺さる深く重い「ぼむん！」あるいは「どふん！」という音！


「ひゅるひゅるひゅるりー」と自由自在に夜空を舞うものもあるかと思いきや、パッと頭上を昼間のように照らすデッカイデッカイ一輪の花！


おそらく3ヶ所の打ち上げ場所があるのであろう海上から、ありとあらゆるストーリーを持って、約1万発の花火が打ち上げられるのである！


「あぁ」というタメ息に似た歓声！


時折起こる、思わず手を叩いてしまったであろう拍手！


その中の1人になってしまっていることすら気付かぬ夢中っぷり！
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花火。


正直、ナメていた。


気の進まぬ誘いであった。









だが、それは、違う。


海上におられるであろう花火師に想いを馳せる。


どんな想いでこれらの花火を打ち上げておられるのだろうか。


どんな顔でこれらの花火を打ち上げておられるのであろうか。


あまりにも儚い。


あまりにも。


一瞬の闇を切り刻んだ後、花火は夜空の闇に、散る。


あの素晴らしい周波数を持つサウンドと共に！


その一瞬一瞬の輝きの連続が、時に優しく、時に圧倒的に、僕らを目指して飛び込んで来る！


ココロの内なる宇宙とは、このことだったか、と見紛うほどのストーリー！


そう、何も悩むことなどない。


パッと打ち上がって、パッと消える。


その残像はどこかの誰かの残像と合いまみえ、儚く我のカラダは散ってゆくのだ。


そのどこが虚しいのか！











会場には音楽が流れていて、そのあまりにもチープなギターサウンドには辟易したものの(だってどこかのスーパーのBGMのようなギターサウンドなんだからしょうがない)、日本の歴史の中のエンターテインメントを実体験させていただいた、という満足感に、僕は驚いていた。









これぐらいスケールがデッカク「ない」のであれば、僕は音楽をやる必要はないだろう。


「花火」という、いわば古来から脈々と伝えられて来たであろう伝統文化に、視覚と聴覚がこれほどまでに度肝を抜かれるのならば、そしてそれを超えることが出来ないのであれば、エレクトリックバンドなんぞ、意味はないように思えたのである。


電気の力を、簡単に借りるだけ、借りているだけ。


そんなコンサートでは、たかだか数百人のコンサートがピークとなるだろう。


違う。


そんなことよりも、もっと人間の力の可能性を最大限に引き出せる何かを、僕は圧倒的にデッカクやりたいのだ。









ふと「54」が僕の耳の奥に聞こえた。


そうだ。花火の力を借りよう！


「ぼむん！」あるいは「どふん！」という花火が炸裂する音からイメージビデオは始まる！


そしてそれはいつしかドラムキットのバスドラの4つ打ちになり、デッカイ1万発の花火をバックに我々The Ventzは「54」を奏でるのだ！


いや、奏でるのではない！


掻き鳴らすのだ！


すげぇー！


なんだか歌詞もちょうどいいじゃん！


「ぶっ飛んだ愛の形を知りたくないかい？」










そう。愛って花火なのかも知れないよ？

















    2009.08.03 Mon 8/3(月)「NO」
    久々に京都の実家へ。ふと通りがかった荒神口。


そうや！思い出した！よしや楽器！


思わず少し寄り道してしまいました。
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確か店内には屋根裏部屋があって、お店の人と話が弾み、昔そこから古いリッケンバッカーを出して来てもらったことがあったんだった。19歳の頃やったっけな？


結局一緒に行った連れがそのリッケンバッカーを買った。


そう。その頃、その連れと「アメリカ、ブルースの旅をしよう！」と盛り上がってたんだった。確か、夏。カンカンに太陽が照り付ける中、話していた。


が、行けなかった。行かなかった。


金銭的な問題だったか、地震だったか。


あの時、アメリカに渡っていたら…。


今とは全然違う人生だったと思う。僕の中に棲み付いてしまった、ある種コンプレックスと呼べるようなもの。それをなかったことに出来たかも知れない。










だけど「やり直したい？」


答は…。










NO


今まで僕は、流されるように生きて来たつもりはない。すべてちゃんとこの手で右か左か、選んで生きて来た。


行けなかったのではなく、やっぱり行かなかったのだ。


だから、今がある。


だから、イギリスに行こうとしてるのだ、そうだった。










なにも後悔はしていない。


後悔するであろう人生ならとっくに降りているさ。











15年も前に訪れたよしや楽器。


懐かしむ思い出があって、進むべき未来もある。


なかなかいい人生ではないか。







    2009.08.04 Tue 8/4(火)「録音」
    今日はTHE BACK BEAT BRINGERSというバンドの録音三昧でした！意義のあるものになりました！Thank You！







    2009.08.05 Wed 8/5(水)「遅れ」
    今からバンド練習ですが、JR、神戸駅付近の高架下が火事のようで(A.K.情報)、電車に乗って来るA.K.とナヲキが遅れてます…。


何者かがオレらに練習をさせたくないらしいぜ(笑)！


負けてたまるか！







    2009.08.06 Thu 8/6(木)「グッドサウンド」
    昨日のバンド練習はかなりテンション上がる内容で、大変心地好かった！


レコーディングまで１ヶ月を切ったというのに、なかなかうまく練習出来ず、練習出来てもアンサンブルが噛み合わず、内心フラストレーションが溜まる一方の毎日を過ごしていたのです。


しんどかった。


昨日だって、火事の影響か、ナヲキ、A.K.が乗ってくるはずの電車が止まった。


この目には見えない何者かが、僕らザ・ベンツの練習を阻もうとしてんじゃないか？と、被害妄想。


予定時間より約2時間遅れで2人は三宮に到着。2時間も大阪駅ホームや須磨駅電車内で待たされた2人は大変やったやろうな。




それでも！


素晴らしくタイトでスマートな演奏が、練習が出来たのだよ！


ある種冷静さと熱い創造力が絶妙に入り混じった感触を得ることの出来るスタジオ練習は珍しい。


あぁ、このメンバーで音を出すことがこれほどまでに充実するとは。


2人の到着を待つナルキンと、実はこの悩めるバンドのテンションを上げる作戦を錬ったりもしてた。


けど、ひとたびバンドで音を出すことで、こんなに簡単に解決するんやなぁ(笑)。


それが嬉しい。







「ドラムの音がバッチリハマるとテンション上がるっす！」


ナヲキはそう言った。


うん、その通り！


グッドサウンドを出すだけでテンションは上がる。


レコーディングではヴィンテージラディックのドラムキットを使わせてもらう予定。


こりゃテンション上がること間違いない！


ナヲキのドラムサウンドはどこまでデカくなるんやろ(笑)？


新曲「キタルベキセカイ」のアレンジも固まったよ。


うん、ヒカリがちゃんと見えて来た。







    2009.08.07 Fri 8/7(金)「変換作業」
    THE BACK BEAT BRINGERSというバンドのレコーディングをし、ミックス作業に入りました。うむ。なかなか興味深い。こうやって反対側の視点を持つことを、ザ・ベンツにとってのプラスに変換しようと思う。







    2009.08.08 Sat 8/8(土)「完遂」
    昨晩は1人、夢中で録音作業をしておりました。


この前のバンド練習でちょちょいと1発録音したものに、声やその他パーカッションなどなど、オーバーダビング。


時間が経つのも忘れてしまうくらい夢中でした。


特に「キタルベキセカイ」。


たくさんの閃きが僕のところへ降りて来ました。


この曲自体が求めているサウンドと、僕が求めているサウンドが、とてもよく馴染んでいくのが実感出来ました。


これって素晴らしいよ！


奇跡に近いなぁって思う。


君と僕が出会ったことに、近い。










「54」「FRADAY」「colors」のオーバーダビングも、それぞれ創造力を持って完遂。


充実の4時間。









さっき、その4曲をメンバーに聞かせるためのミックスが終了。


デモバージョンやけど、マイスペースにアップしちゃおっかなー？







    2009.08.08 Sat 8/8(土)「MySpaceに新曲UP」
    本日2回目のブログ更新。


さっき鳴菌と相談して、8/5にデモ録音した4曲をMySpaceにアップすることに決めましたー。


なので、お知らせです〜。


ぜひぜひチェックしてみてくださいな？


新曲「キタルベキセカイ」も聞いてもらえます。


これら4曲が月末の千葉でのレコーディングの候補曲なのです。

★The Ventz MySpace







    2009.08.09 Sun 8/9(日)「フェス」
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初フェスでした。


まさか、WEAVERに連れて来てもらうとは(笑)！


アンチフェス派(笑)の頭固いオレを連れ出してくれてサンキュー！









    2009.08.10 Mon 8/10(月)「僕の近くの」
    昨日は"WEAVER"のサマーソニックをしばし体験した後、サイト神戸というレコーディングスタジオにて"BLANK MAP"というバンドの録音の立会い。今日も今から向かいます。


合間を縫って僕がやってる"THE BACK BEAT BRINGERS"のレコーディングのミックス作業。かなり極悪ミックス(笑)。変かな、オレは？


昨日から何度か電話があるのは"The Musique"のヨシア。僕の持ってるヴィンテージのVOXのAC-30について。最近は"The Musique"のギタリスト、うわがわがしょっちゅう僕を訪ねて来る。悩める18歳。自分を変えたいそうだ。


他にも"YULO"という新人バンドだったり、"女王蜂"という目の覚めるような17歳バンドだったり、神戸の僕の近くには20歳前後のバンドがたくさんいて、毎日毎日が刺激的だ。








だから僕はやるのだ！


"The Ventz"は突き進む！


見てろ！







    2009.08.11 Tue 8/11(火)「デモ」
    MySpaceにアップした我々の4曲をめちゃくちゃ聴いています(笑)。デモバージョンやけど、これがどんなふうに完成するのか、今からワクワクです〜！


ぜひみんなも聞いてねー！

★The Ventz MySpace







    2009.08.12 Wed 8/12(水)「再確認」
    今朝は早くからアナログカセットMTRを引っ張り出して研究、研究。


アナログを通すと印象はどんなふうに変わるのかなぁ〜？


ふむふむ。なるほど。やっぱ好きだわ。
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左からカセットMTR、PC、オーディオインターフェイス2台とアナログディレイ。


アナログ回路に無理して突っ込んでまたPCに戻す。デジタルには画面があるが、アナログは耳が頼り。


音楽作ってるんだから耳こそがすべてなのは当たり前なんだなぁ。


再確認。







    2009.08.13 Thu 8/13(木)「なんか浮き足立ってる？」
    なんか忙しいぞ！


千葉レコーディングのためにETC用のクレジットカードも取りに行かなければ！


パスポートも！


木魚、欲しい！


…


あ！あと、健康診断！








    2009.08.14 Fri 8/14(金)「突然ですが」
    ほんまにあと少しでレコーディングが始まるね。神戸から千葉まで高速ぶっ飛ばします。初めてのThe Ventzの遠征がレコーディングになるなんて(笑)。


でも、これも運命。


僕らが切り開く、運命。


うん。


そこに一緒に仕事をしたいエンジニアがいるんだから、当たり前よなぁ、と僕は思います。


だって陸続きなんだから、そんなの問題、ない！


(まだ、ワタクシ、飛行機乗ったことないので、イギリス行き、正直ビビッてます。笑)









いきなりですが。


このレコーディングで、万一、成果が上がらなかったら、イギリスに行くという計画も"The Ventz"も、辞めます。


まったくその実態を掴んでもらっていないバンドなんやから、みなさんにとって、そんなこと、どっちでもいいような話かも知れませんが…。







ん〜、今の僕には、来年末くらいのことまで、ある程度具体的に頭に思い描けています。


つまり、


「1年半後にはこんなふうになっていたい」


というビジョンがあって、そのためにクリアしときたい関門ってのは、当然僕の頭の中にはいくつか設置されている。


そのひとつひとつを越えられないのなら、最終的な理想の着地点なんかに立てるハズなどないじゃないですか。


そのために絶対的に必要な今回の千葉レコーディング。








先日、ふと、ヒットマンスタイルのCDを聞き直していました。


「うむ。なるほど。そういうことか」


と、えらく納得することも多く、それは僕がバンド活動を休止してからの2年半ほどの間、本気でライブハウス"VARIT."のブッキングマネージャーとして仕事に携わりつつ、ソロアルバムをアナログレコードにこだわってリリースする、なんていう一見無謀なチャレンジを繰り返し、そして自分自身を客観的に見つめ直せたことに由来するのだろうと思います。


「カッコいいライブをしたい！」


の一点に、正直にこだわったヒットマンスタイル。


頑固だったよなぁ(笑)。


だから今、ヒットマンスタイルを聞くと、うまく音源に落とし込めていない部分を多々感じるのです。


僕がプロデューサーなら、ヒットマンスタイルのWAXに言ってやるよ。


「キミはキミのことがわかっていない」








ま、でも、そんなヒットマンスタイルに今さらドキドキしてしまう僕もいるんですけどね(笑)。


「なんや、こいつら！かっちょエエやんけ!」


って。









もう今は開き直って醒めてますから、ある程度、未来の自分に対する自信はある。


音楽に関して自分に嘘を付くことはないし、必要以上に誰かに対して誇張し、マッチョになる必要も、ない。


ただ、素直にやるだけだな、と。






そして僕は夢を諦めてはいない！


うーん、こうやって考えると、今の僕は10代の頃の僕によく似ているような気がするな！


ゆーっくりと、阪神大震災に始まった20代を巡って、今、ここに立てた。


そしたらいろんなケンケンした部分がカラダの真ん中の方に沈静化してって、結局諦める必要のない夢だけになったってわけ。






10代の頃の夢ってさ、キラキラしててさ、なんにも怖くなんてなくって、なんでも出来る、空だって飛べる、そんな気がするもんやろ？


本当は守らないといけないものもある30代なんだろうけど、いや、今こそ攻める時なんじゃないの！って声が聞こえるよ！








15歳の頃、どうしても見たかったポール・マッカートニーの初めての日本公演に、京都から東京まで弟と向かったあの頃の気持ちのまんま、僕は今、どうしても一緒に録音したい千葉のエンジニアの元へ向かうのです。


未来はキラキラしてるのです！







    2009.08.15 Sat 8/15(土)「秘密兵器」
    [image: ]京都で手に入れた！


かなり長時間に渡る試奏の末に選んだ代物。


レコーディングに間に合ってよかった！


悠久の音がします。










    2009.08.16 Sun 8/16(日)「日本のこと」
    トンボ帰りで京都の実家から帰って来ました。久しぶりに親父、弟と飲みました。あ。なんの話したんやっけな(笑)？


昨日もちらりと書きましたが、念願の木魚を手に入れました。実家近くの仏具屋「ぶつだんのいせ康」さんにて。


最初はお店の人も僕も、お互い慣れない場面にドキマキしてましたが(楽器として木魚購入を考えてることは説明済みだったもんで)、そのうち、真剣に試奏する僕を見て「いやぁ、さすがにミュージシャンさんですね。音がいいです！」とか「お坊さんでもそんなに真剣に選びはらしませんよ」とか、僕の胸をくすぐるようなこと言ってもらえたりして。俄然真剣に選んでしまいます(笑)。


けど、ほんまひとつひとつ音が違う。


明智光秀をモチーフに書き上げた"colors"のある部分に木魚がどうしても必要だと考えたので、そこに一番似合う音色を持つ木魚を選びました。


しかもいい匂いがする！


ホッと落ち着くのは僕が日本人だからでしょうかね？










あと、本をまたいっぱい読もうと思って早速ブックオフへ。よぉっく吟味して6冊ほど購入。


浅田次郎の「薔薇盗人」を読むのは2度目なんですが、京都からの帰りの電車の中で不覚にも涙がこぼれてしまいました…。初めて読んだ数年前と現在ではココロの感じが違うからかな？コトバに対する捉え方、文章に対する捉え方が変わっていて、「あ、なんでここでこんなに泣けるコトバが…」ってことが多かったです。









とても日本のことを知りたくて。


日本語を欲しています。日本の文化を欲しています。


イギリスに行く前に、出来るだけ日本のことを知りたいな、と思っています。







    2009.08.17 Mon 8/17(月)「ザ・付け焼刃」
    昨日は急遽のバンド練習。なんてったって来週がレコーディングですから。


「ザ・付け焼刃」


…(笑)。


しかし。うん。昨日の練習でシャープな演奏のヒントを掴んだ気がします。


一応、鳴菌、ナヲキ、僕の3人は経験値だけはあるもんで、付け焼刃でもやっつけ仕事でも、表現はどうだっていい。


「やったもん勝ちやん！」


「結果こそすべて！」


みたいな度胸だけは、ある。


それプラス、何も知らないA.K.の知らないが故の度胸。


それら、我々の度胸でもって、久方ぶりのみみっちぃメトロノーム練習、というわけ(笑)。


う〜ん。マクロとミクロの世界だー(笑)。なんのこっちゃ。


いや、でもこれがかなり意味のある作戦会議になりましたとさ。


真面目にやってりゃいいことあるさ。









今日は司馬遼太郎の「この国のかたち」という本を読み始めました。


歴史小説家らしく歴史的見解からの批評本なのですが、この国を知ろうとする僕の欲望のキッカケになればいいな、と。


興味深いこと書いてあるので、また感想文はここに記します！







    2009.08.18 Tue 8/18(火)「驚愕の事実、現る」
    驚愕の事実が！


いろいろ書いたけど、やっぱ消した(笑)。










一言。


半年掛けて60年代マニアにしてやろうか！覚悟しとけよー(笑)！







    2009.08.19 Wed 8/19(水)「郵便局」
    郵便局に行きました。千葉にレコーディング行くためにETCカードを作ったのですが(高速道路料金が断然安くなるからね！)、その郵便物は「本人が直接受け取らないといけない」とのこと。本人証明のための免許とかなんとか、いろいろややこしいですが、そんなわけで、かなーり郵便局に行っって来たわけです。








「いらっしゃいませー」


僕が郵便局に一歩足を踏み入れたときに聞こえたコトバ。


「？？？」


なんか、違和感、あり(笑)。









そうだ。郵便局、民営化されたんよね。民営化ってことは普通のお店と一緒ってこと？コンビニエンスストアみたいな感じ？


ははぁん、なるほど。だから愛想が良くなったのか。


でもなんか、必要以上に爽やかな雰囲気で、やはり馴染めませんでしたが…。








実は僕、高校生のころ、郵便局でバイトしたこともあったんですが、なんて言うのかなぁ。郵便局ってどよ〜んとした空気感が当たり前だったと記憶してるんですよね。配達のおっちゃん達も何故かぶっきらぼうで愛想悪くて、でもちょっと職人気質なとこがカッコ良かったりして。


タバコの煙がどよんと立ち込めてる、みたいな勝手な印象が全くなくなってしまっている民営化された郵便局に、なんだかちょっと寂しくもなったりしたWAXでした。







    2009.08.19 Wed 8/19(水)「ライブ〜」
    お。明日は久々の弾き語りライブ、神戸、バックビート。20時からの予定やねんけど、早めに来て音楽楽しもうぜー！


今からバンド練習ですー。新しい試みも頑張るぞー！




★WAXソロ弾き語りライブ★

■2009/8/20(木)神戸BACKBEAT

18:00/18:30 ¥1500/¥2000

出演：嶋雄大/阪東ミホ/ミチコ

愛梨/南出`WAX`渉







    2009.08.20 Thu 8/20(木)「発火」
    昨日は千葉レコーディング前の最終バンド練習でした。


実は最近、ありがたいことにエンジニアのマキノさんとのメールのやり取りも激しく、その上で刺激を受け、想像力豊かに練習に取り組むことが出来ています。








たとえば、僕らの最新のデモを聞いてもらった上で「ドラムサウンドが肝だと思うので、出来る限りギターの音被りをなくしたい。特にorangeのOR50ってアンプは好きなアンプのひとつなので、ギターをでっかい音で鳴らしたいじゃあないですか！」と来た。


「絶対全員で一発録音！」って考えてたのに、そう言われちゃギターを別に録音することも考えてしまうよ。で、思い出すのがやっぱりビートルズ。そう言えばビートルズもベーシック録音でエレキギターを弾くことは少なかったみたいやもんね。ジョージとかポールとか、ベーシック録音ではあえてパーカッションを担当することも多かった、とか。


ふむふむ。ってことは、今回の千葉レコーディング、ベーシックではオレ、ギター弾かずにパーカッション振ろうかな、なんてちょっとワクワクしたり(笑)。







もひとつ。"54"と"FRIDAY"のデモバージョンは、ボーカルにはバチバチにオートチューンなるエフェクトを掛けてるんです。(MySpace聞いてみてね)。その点もマキノさんに指摘を喰らったのです。「今現在、ヒットチャートに必ず上ってるほど流行ってるロボットボイス。逆に今やったら古くないですか？」と来た。そしてこう続く。「ビートルズのように、流行りで使ってるものをアッサリ使ってしまうのではなく、ある物で工夫して新しいサウンドを模索する方が素敵だと思います」と。


絶句。正直ガツーンとやられてしまいました。本当にその通り。オレはビートルズの何を聴いていたんだ、と自分を責めてしまいました。


僕がビートルズを好きな理由。


「自分らの創る楽曲に対する、ほぼアマチュア的発想。そしてそれを現実のものにするすべてのスタッフと」


そう。だから今回、マキノさんと一緒に仕事をするために千葉にまでレコーディングに行くんだった…。


むしろ、楽器でないものを使って自由に"The Ventz"の音楽を記録したいんだよ！だからYouTubeに縄跳びを回す音を録音してるところや、ギターアンプを寝っ転がしてマイクをぐるんぐるんさせながら音を録ってみたりしてたんじゃないのか、オレたちは！




安易にオートチューン使って現代風にしてただけで、当然そういう録音をするつもりだったことを恥じてしまいました。


違うよ。


そう、僕は、鉄板にクチビルが埋め込まれているようなボーカルサウンドを録りたいんだった。だからオートチューンを使ってみた、そんな実験の途中だったんだ…。








そしてマキノさんは言う。


「異議あり！みたいな内容ですみません。ただ、バンドと自分との化学反応を期待しているので、私もメンバー同様に意見したいんです」









こんなに嬉しいこと、そうそう、ないですよ。


なんか、自分に甘えてたな、と思う。もっと限りない発想は僕にはあって、それを「どうしても実現したいんだ！」っていう強い意思を伝えること。それが僕の思い描く、僕のなりたいアーティストやったやん。








マキノさんとのこんなメールのやり取りをして、僕らが僕らに火を付けないはずがないでしょ？


だから昨日もとても面白い練習が出来ました。


そう。


「ただ演奏をする」というプレーヤーじゃなくて、「音楽を造る」アーティストとして、充実した実験が出来ています。







ますますウキウキするぜ！


マキノさんと一緒に仕事をすること。


それを選んだのは、オレら、"The Ventz"や！


千葉まで車を走らせる理由はあるのだ！







    2009.08.21 Fri 8/21(金)「ワンアンドオンリー」
    昨日は弾き語りライブ！めっちゃ良かった思うわ。久々、この感じ。なんかね、「等身大の僕自身がライブそのものだった」、そんな感じ。コトバにすると難しいなー(笑)。


あ、「ワンアンドオンリーですね！」って言われたのが、とても誇らしい。


ともかく、The Ventzの大事なレコーディング前に、そんなライブが出来て良かったよ。昨日ライブに来れなかった人、惜しいことしてるね(笑)！


セットリスト


1.しゃべり(短め)

2.ミュージック

3.もしもちょっと

4.しゃべり(短め)

5.bB

6.ソファ

7.今を生きる








リハーサルからオープンまでの空き時間、楽器屋行ったりタワレコ行ったり。レコーディング前にギターの弦を張り替えたり、調整しなきゃね。


で、日本盤だし、どうしようかなーって迷ってた"Arctic Monkeys"と"JET"のニューアルバム、そしてずっと欲しかったマイケル・ジャクソンの「BAD」を購入。輸入盤の発売を待とうかなーとも思ったんですが、「そうそう、千葉までの車内でメンバー全員で聞けるじゃないか！」と思い立ち、購入に踏み切った次第です。


まぁ、ナルキンとはアレです、ずっと一緒やからわかりあえるんですが、A.K.、ナヲキとは音楽の話を徹底的にしたことがないので、ちょうどいい機会になるんじゃないかな？


あ、みんな寝るのかな？


ナルキン、免許喪失したので、僕、ひとり、運転手。


あはは…。ま、運転は好きやからええねんけどー！


好きな音楽聞きながら、安全運転で行こう！







    2009.08.22 Sat 8/22(土)「いよいよー」
    今夜、オールナイトで音楽漬けになって明日朝、気絶して目が覚めたら千葉へ向かうのだー！


音楽の準備にヌカリはないけど、千葉での生活に関する準備はなんもしてないー！


ま、でも特に持っていくものなんて、考えてみりゃ、あんま、ないか。最小限の着替えと電動髭剃りくらい？












    2009.08.23 Sun 8/23(日)「出発！」
    [image: ]今から神戸を発ちます！バリット前集合。借りた車、大切に安全運転します！ありがとう！



親父、誕生日おめでとう！〜When I'm 64〜










    2009.08.24 Mon 8/24(月)「休憩」
    [image: ]諏訪湖にて。星がキレイ。










    2009.08.24 Mon 8/24(月)「到着〜」
    [image: ]千葉県、西船橋のスタジオサンに到着。


よし。










    2009.08.24 Mon 8/24(月)「準備中！」
    [image: ]始まった！


オレンジ色のカッコいいラディックセット！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「なんじゃこりゃ〜！」
    [image: ]
AKG D19！


ビートルズの録音でも使われてた、どうしようもない(笑)マイクがドラムのトップに立ちました！









    2009.08.25 Tue 8/25(火)「60s」
    [image: ]
60年代のジルジャンハイハットに交換中！


すげぇ！ヤヴァイ音がする！









    2009.08.25 Tue 8/25(火)「タオル」
    [image: ]
スネア、タム、フロアタムにはタオルをガバッと。


ナヲキは欲求不満(笑)！


タムにはノイマンマイク！









    2009.08.25 Tue 8/25(火)「30年代」
    [image: ]
なんと！キタルベキセカイのベーシックを録音してから聞いた！


このラディックのスネア、1930年代製のようです！



80歳！


貫禄がすげぇ！









    2009.08.25 Tue 8/25(火)「話が早い」
    [image: ]エンジニアのデュウ・マキノさんとドラムの音決め。


共通言語がハッキリしてるから話が早い！


ザ・ビートルズ！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「右腕」
    [image: ]オレたちは音楽を造ってるんだ！


colorsが、ナヲキのハイハットで生まれ変わった！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「皮」
    [image: ]今から我々のメイン曲、54のベーシックを録音！


ドラムがこんなんになっちゃった！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「まさか！」
    [image: ]上！？


FRIDAYのギターはギブソン1959年代製アンプ使用。


すげぇ、使える音だ！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「1 日目終了」
    [image: ]1日目の最後はシンセサイザーのオーバーダビング。



おつかれっしたー！また今夜！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「復活〜」
    [image: ]おはようございます。


朝10時にレコーディングが終わり、千葉から宿泊先である東京は方南町に帰ろうと思い、いざ首都高速道路へ。







めちゃ混み…。


日記書く気力もなく…。





けどよぉっく寝させてもらって復活〜！


頑張るぞ！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「宿主」
    [image: ]千葉のスタジオ、サンに再び到着。


昨日、今日と2日間泊めてもらった方南町の宿主たち。ありがとねー！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「カレー」
    [image: ]で、お礼と本日の歌入れのための気合いを兼ねて、も〜やんカレーに。


久々に食べたここのカレーは、やはり格別。










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「真空管」
    [image: ]さぁ！今から歌入れやパーカッションやらをオーバーダビングです！


またもやヴィンテージ臭いAKGの真空管マイク！










    2009.08.25 Tue 8/25(火)「またもや上！？」
    [image: ]ボーカル録りマイクセッティングしてもらい中。


遠くのマイクはわかるとしても、頭上にもマイク！？










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「ボーカル」
    [image: ]ほら、マイクが上に。


ボーカル録音、終了〜！










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「ナルキン」
    [image: ]コーラス録り、開始！










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「二人目」
    [image: ]コーラス録り〜。










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「電源投入」
    [image: ]コーラス録りも終了〜！


次はベースのリアンプかな？


マキノさん所有のベースアンプに電源を入れる。30分間くらいあっためる。










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「パーカッション」
    [image: ]ベースリアンプの前にパーカッションでしたー！










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「構造」
    [image: ]キタルベキセカイに入れたかった「鈴」の代わりに「こんなのどう？」とマキノさんに手渡された、初めて見る楽器。


構造を考えて、どんなふうに鳴らすのか。


それを考えるのが大好きだ！


うまくいった！


「おっ！つかみましたね！」とマキノさんに言われたのがめっちゃ嬉しい！










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「インスピレーション」
    [image: ]「54」ではナルキンお得意のワイングラス鳴らし。


それを聞いてマキノさんは閃いた！


「水を徐々に減らせば音程変わりますよね？」


この難題をナルキンは解決！


素晴らしい。










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「ニューアイテム」
    [image: ]今度はトライアングルの代わりにこれ！


ステキな音がするよ〜！


ジルジャン製。




ドップラー効果も併用！


「colors」にて。










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「目から鱗」
    [image: ]今回の目から鱗。


ベースの音決めの順番！


はぁ。なるほどなぁ〜。そりゃそうか。


写真はリアンプしてくれるマキノさん。


我々はミキシングルームでマキノさんの技を楽しみに待ってる(笑)。










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「マエストロ」
    [image: ]マエストロ、ベースブラスマスター！


マキノさんの個人機材なり。かなりの貴重品だという予感がする！


これじゃあバラードには絶対ならない！極悪仕様。










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「フラットラフミックス」
    [image: ]先ほど録音の全行程が終了〜！


が、予定していたミックスには全く手が付けられず…。それでも神戸には帰らなければならず…。


マキノさんにフラットなラフミックスを造ってもらっているところです。


後日、連絡を取り合って要望を伝えたりを繰り返し、最終的なミックスはマキノさんにすべて任せる方向になりそうです。


でも、それだけ信用するに足る濃ゅい時間を過ごしたと思えるし、音を出す側の思惑と音を録る側の思惑は、相互理解していることは確信出来てます。


まだ仕事は材料集めまでしか終わらせてないけれど、本当に千葉に来て良かった。マキノさんと仕事が出来て良かった！


帰りの車でフラットなラフミックスを聞きまくるぞ！










    2009.08.26 Wed 8/26(水)「記念撮影」
    [image: ]今回の千葉レコーディング、録音行程、すべて終了〜！


残念ながら残ってしまったミックス作業をマキノさんに任せて、我々は神戸に帰ります！


最後にマキノさんと記念撮影。


ありがとうございましたー！










    2009.08.27 Thu 8/27(木)「神戸に無事帰還」
    千葉レコーディング日記、30コくらい書いたんかな(笑)？


実況中継、楽しんでもらえましたか？


え？そんな日記ばっか書いてないで、しっかり真面目にレコーディングやりなさい！って？


もちろんやるべきとこはやってまっせ！じゃなかったら、あと4倍は実況中継日記、書けたし(笑)！






ライブ、まだ出来ない我々は、こうやってブログで我々の近況を報告することが、最大限、みんなと繋がれることやと思ってます。だから、これくらいの日記、書くべきなのです！


書きたくて書いてるだけなんですが…(笑)。







なにはともあれ、無事、神戸に帰還してます。


ラフミックスを聞きまくりながら、休み休みの1人運転。


レコーディングも運転も頑張ったぜ！！！


お疲れさーん、オレー！







    2009.08.28 Fri 8/28(金)「情報集め」
    今日は大阪をウロウロ。


阪急→地下鉄→阪神。


文庫本を取り出すものの気分が乗らず、レコーディング明けのメンバーに、今朝思い付いたことを一斉送信メール。


一人車内で気分が高揚して、なんと2000文字以上もある長文メールに。原稿用紙、軽く5枚分。


ヤヴァイ。


完全にオレの閃きはオモシロイ。


スケジュール的なことと、金銭的なことを、同時に解決出来たら、完全にゴーサインだ！


これを解決するには、最低5人の人物に同時にコンタクトを取らねばならない。

Mさん、Mくん、Yくん、Kさん、ARスタジオ。


なるほど。


やってみよー！







    2009.08.29 Sat 8/29(土)「空」
    [image: ]何かを始めるには良さそうな朝の空を見つけた。


神々しい光は、どこまで伸びるんやろう。


またワクワクする計画を思い付き、すでに行動を起こしました。


相変わらず猪突猛進(笑)。


さぁ、しばし気絶してしまおうか。


夢は見ないように。夢は叶えるもんや。










    2009.08.29 Sat 8/29(土)「ニラメッコ」
    翻訳サイトを使ってみた。


おもろい！


あり得へん訳とか、平気。なんとも思っちゃいないだろ、オマエ(笑)。


まぁでも、そのヘンテコな日本語を読んで、頭の中でPCに突っ込み入れながら、もう一度英文を読み返すと、だいたいの意味は把握出来る。


ちょっとイギリスのとある会社にコンタクトをとるために、その会社のホームページとニラメッコが続きそうです。


来週にはメールを送ろう。


英文を書く時は翻訳サイトには任せておけない。


かと言って、助っ人、必要ですけどねー(笑)。






ま、同じ人間。なんとかなるさ。







    2009.08.30 Sun 8/30(日)「行間に溢れる愛情を」
    [image: ]


今、奮闘しているのがこれ↑。


興奮してます(笑)。


ほら、この画像の中に、僕にとってはとんでもないキーワードが！






英語力、もっと鍛えとけばよかったなぁ…。


って後悔しても仕方がないので、あとは気持ち、テンション、熱量の問題でしょーと言うことで、お得意の超熱いメールで臨む。


いつもは日本語なんですが、今回は英語バージョンの熱いメール。お国柄も違えば人柄も違うと予測出来るので、鬱陶しがられやしないか、と少々心配…。


たどたどしい英文、安易な単語。


でも、その行間に溢れる音楽に対する愛情を！









こりゃ鬱陶しいね(笑)。


でも、今のオレにはそれしか、ない。


そうやって千葉のレコーディングエンジニア、マキノさんとも繋がったし、他にもいっぱいいっぱい、熱いメールや手紙で繋がった人がいる。


ある意味、僕の現在地を作って来た、超熱いメール。


今回は日本語が英語になっただけ。








どうか、想いが通じますように。







    2009.08.31 Mon 8/31(月)「夏の終わりに&quot;The Ventz&quot;プロジェクトの全貌を少しだけ…」
    黙っていても仕方がないので…。


先日千葉で録音した我々"The Ventz"の初めての作品。


これ、イギリスはロンドンのアビーロードスタジオでマスタリングしようと奔走しています！


やったね！







バラしちゃいますけど、実は我々、「来年の6月にアビーロードスタジオでレコーディングをしたい！」と考えていて、すでにアプローチは始めていたのです。


ルートなんて全然ないっす。


もう、行き当たりばったりの出たとこ勝負。


「だって思い付いたんやからやりたいやんか」


その程度〜。


が、その程度ってのが大事。


じゃあ、どうやってそれを実現するのか？


自分で思い付いてしまった無理難題をクリアすること。


大変だけど楽しいよねー！








そもそも、「"The Ventz"の初ライブをイギリスでしたい！」っていう無理難題を実現するために、思い付いた「アビーロード録音」。


「イギリスにライブをしに行くために楽器を持ち込むことは難しい」


という現実を逆手に取って


「じゃあ、イギリスで録音するってことで、イギリスにお金を落とすってことなら楽器を持ち込むことも可能なんじゃない？」


なんていう、安易な発想(笑)。


そんな安易な発想で走り出してしまったアビーロードスタジオとのメールのやり取り。


「押さえたい日と押さえたいスタジオを教えて欲しい。料金を提示するよ」


なんていう、かなり具体的な返事が来てるから、逆にびっくり！


「え！ほんまにアビーロードでレコーディング出来るんちゃうん！」







秋に単身イギリスに渡る予定やったので


「直接交渉しようかなー」


なんて、またもや安易に考えてしまって


「じゃあ音源あった方がええんちゃう？」


という、再々の安易発想で千葉レコーディング。


イギリスと違って千葉は道が続いているからね、すぐに行ける。








マキノさんとのレコーディングに想像以上のデキを確信して帰って来て、ふと思い付いた。


「あれ？このマスタリング、アビーロードに頼めばええんちゃうん！？」








そこから怒涛の3日間でしたー。


根回し、根回し、根回し(笑)。


いやぁ、言い方は悪いですけどね、簡単に言うと、根回し。


だって、これまた想像以上の費用が掛かるわけで、しかもイギリスはアビーロードスタジオ、「あの！」アビーロードスタジオでのマスタリング。


簡単にお金積んで仕事してもらうだけじゃ、ツマラン。


「僕ら"The Ventz"は、この録音物をアビーロードでマスタリングしようと思ってるんですわ！めっちゃええでしょ！」


って言いふらしたい(笑)。








しかも、この作品、3000枚CDプレスして、無料配布する、つ・も・り！


新人バンド"The Ventz"のことなんて、だぁ〜れも知らなくてさ、もちろんこの作品を造るための経費は売ることで回収したい気持ちは山々なんやけど、知らないバンドのCDを、誰が買ってくれるのか？と思う。


「4曲で2000円！」


とか、思い切って値打ちコクか、それじゃああんまりにも売れないだろうし、グッと値段を下げてってことになると思うんよね。


「でも、それってみんなとおんなじやん…」


って思ってしまう。


「CDの売れない時代」


本当にそうなんかなぁ？


「じゃあ、売れないなら、飛びっきりいい作品、無料であげるよ！みんなに聞かせてよ！」


って、またしても安易な発想(笑)。








曲も歌詞もウタも演奏もサウンドも発想も、全部気に入りまくってる。


自分のバンドのこと、自画自賛、出来る。


一緒に仕事をしたいエンジニアが千葉にいるってだけで、千葉まで車を走らせるバンドなんてカッコいいと思う。


それをアビーロードスタジオでマスタリングしよう！って考えるバンドって大好きだ。


しかもそこまで突き詰めた作品をCDで無料配布しよう、いや、むしろ無料配布音源の価値感を変えてやろうっていう心意気のあるバンドってオトコマエだなぁと思う。










僕にとって未知の世界に踏み出す時、僕らは右も左もわからなくて、結局


「こんなことしたいんですー！」


って喚くことしか出来ることなんてなくなる。


今回、"The Ventz"っていう新しいバンドを動かしてみて、改めて感じた。


"HITMAN STYLE"の頃はね、全然違った。


「こうなるには、これとあれとそれを絶対しなくちゃなんない！」


自分の想定出来る範囲内のことを、メンバーという他人だけとやり遂げたかった。


他人だから歪みも生まれるし、イライラもしちゃう。


それでも、バンド外の人間と何かを一緒にしたいとは、あまり思わなかったなぁ。


出来るだけ近しい、信頼出来る他人とだけ、コトを起こしたかった。









でも、今は違う。


僕にとって想定外のことに興味があって、もう、ほんま、それこそそれは未知の世界でさ、やり方なんてどこにも書いてないし、誰かに教えてもらうわけにもいかない。


最近思うんですけどね、なんだか10代の頃に逆戻りしたような錯覚を覚える時があるんです。


妙にワクワクしてさ、ドキドキもするし、世界はオレのもんだろ！みたいな気持ちになってしまうこともあれば、無鉄砲に突き進んでしまうこともある。


簡単に言えばいわゆる


「初期衝動」


ってやつ？


「好きなものは好きだ！」


って言い張ったり頑張ったり張り切ったり出来ちゃうアレよ、アレ。


だから、


「なぁ〜んもわからんけど、こんなことしたいんだ！」


って世の中に向かって叫ぶことしかアイデンティティを保てないんだね、きっと(笑)。







いい歳して、結局僕はこんなオトコだ。


けど、僕の人生における輝ける10代、あの頃のなんでも出来た自分の感覚に近くて、本当はそのことにドキドキするよ。


阪神大震災で始まった20代。


どこか頭が固くなってたな、と今ごろ気付く(笑)。


この15年を一生懸命に生きて来たからこそ迎える思春期を。


キー！なんて恥ずかしいフレーズだ(笑)！










でも、僕は全部成し遂げることに決めたのだ。


欲しいものは全部手に入れる。








    2009.09.01 Tue 9/1(火)「さぁ！次！」
    マキノさんのミックスの段取りと、アビーロードスタジオでのマスタリングの段取り、CDプレスの段取り、それらを全部同時進行でこなす。


想像以上に大変です…(笑)。





さ、さ。


それは、それ。


今はね、新曲を書きたい！レコーディングしたからかなぁ。アイデアが頭の中を埋め尽くしてます(笑)。


千葉からの帰りの車の中で、鳴菌とそう強く話してた。


中途半端に寝かしてしまっている新曲もたくさんあって、まだ合わせていないネタもたくさんある。


明日は鳴菌との2人練習っぽいもんで、ガシガシデモを録音しておくつもりです！







    2009.09.02 Wed 9/2(水)「料理に例えると」
    マキノさんと毎日のようにメール。まるで付き合ってるみたいじゃないか(笑)！


でも、バンドとエンジニアってそういう関係なんかも知れんな。


料理に例えると、レコーディングは材料集め、ミックスは料理、マスタリングは盛り付け。そんな感じやと思うんやけど、その一番楽しそうな「料理」を任せようっていうんやから、信頼出来る料理人でないと任せたくないなぁ、ってのは当たり前。それ以上に、僕らの好みの味付けを知っていて欲しい。僕らも、そのコックさんがどんな料理が得意なのか、知っておきたい。


間違いなく、今回の料理を一番楽しみにしているのは、僕ら自身なんやから。


今は他の誰かに食べてもらいたいとは、あんまり思っていない(笑)。


僕ら自身がその味付けにハマってしまったら、当然、ひとりでも多くのみんなに食べさせたいけどね！







「こんな味付けにしたんやけど、好きやろ？」


「うわ！すごい！めっちゃ美味しいやん！」






そんなふうに思いやりを持った関係になるための大切なメールのやり取りです。







今夜は鳴菌と深夜２人練習で新曲をたんまり作ります。


そして明日、午前中にパスポート申請に行きます。








あぁ。一度、関西国際空港に見学に行ってみたい。


空港って、でっかいんかな？


飛行機って、でっかいんかな？


知りたいこと、いっぱい。







    2009.09.03 Thu 9/3(木)「パスポート申請への道」
    昨日は鳴菌との2人練習。新曲作り。4曲ほどネタを録音〜。


やっぱ「新曲を作る」ってのには、相当精神力が必要です。そのための気合いの充填みたいなものは、ずっと継続して意識するべきですな。


"The Ventz"の早くも第2作目に向けての新曲セッションは、なかなかいい感じでスタート出来たと思います！


常に前を向き、新しい曲を書くことに精進していたいと思いました！







で、朝の5時に解散。


そう。本日はいよいよパスポートを取得するために、朝から申請に行こうと早起きしました！


パスポート用に写真を撮る必要がありますからね。10年用のパスポートですからね、寝起きすぐの撮影じゃぁ、あんまりでしょ。


無駄に早起き(笑)。








まさか髪を切りに行くまでには至りませんでしたが、ま、それくらいの海外に対する気合いの入れようというか、緊張のしようというか…。


察してくだされ。









で、パスポートを申請するには、どうやら写真の他にも戸籍謄本なるものが必要だ、ということで、区役所に出頭。


なんの迷いもなく、区役所の住民票やらを取得申請する用紙を書く場所へ到着。








ん？


あれ？


なんだ？


「戸籍謄本は神戸市に本籍のある方のみ申請していただけます」


ん？











ギャ!


アレ！


オイオイ！


オレ、本籍地、京都、やった…っけ、な？









すかさず免許書を確認…するも、そや、本籍地、掲載しなくなったんやっけ…。








うわぁ、でも、確かに本籍は京都やわ…。


東京に住んでも、神戸に住んでも、「オレは京都の魂は忘れへんねん！」とかなんとか、そんなこと、言うて、本籍地は変えへんかった気ぃ、するわ…。









で、京都の実家に電話。


「はい〜、もしもしぃ〜、ミナミデですぅ〜」


母親が出る。


「あ…。もしもし、ワタルですけどぉ。僕、本籍地、京都のまんまやっけな？」


「そやで」










…。


ってことで、ワタクシ、35歳。結局、母親に京都の区役所にて、戸籍謄本を代理で取ってもらうことに…。


あぁ、情けなや。


10月の初旬にイギリス行こうと思ったら、パスポート申請、早くせなあかんねんもん…。自分で京都まで行けたら行くけど、なかなか時間、あらへんし、間に合わへんかったら元も子もないもん…。









全然アカンやん！


はぁ、こりゃ、前途多難です。


オレ、こんなタイプ違ったのになぁ。


ずっと準備万端、いろいろ根回しして、絶対これで行ける！って確信してから進むタイプやったハズやのになぁ。


いつから「行き当たりバッタリでもええやん」って思うようになったんやろか…。


あ！好きなことばっか、夢ばっかみてるからか(笑)！










とにかく。


茫然自失で写真をパシャリ。

[image: ]


嗚呼。灘区役所。あんたを恨んじゃいないよ…。







    2009.09.03 Thu 9/3(木)「LUCY」
    やったぜ！アビーロードスタジオから返事が来たぜぃ！

[image: ]


●


Hi Minamide,


It is nice to hear from you.


Please see below for answers to your queries. We hope to work with you soon.


Best,

Lucy


●


僕らとすぐにでも一緒に仕事がしたいんだってさ！


「あのアビーロードスタジオが！」だぜ？


ありがとう、ルーシー！


ダイアモンドと一緒に空に浮かんでるのかな(笑)？








早速また返事を書いたよ。


「親愛なるルーシー。ありがとう、僕は決めたよ！あなたのスタジオでマスタリングをしてもらうことに！素晴らしい仕事を期待しています！」


ってさ！








よっしゃー！突き進むのみ！







    2009.09.04 Fri 9/4(金)「ソールド・アウト」
    明日は僕が見たくて組んだ、ライブハウス神戸VARIT.でのイベント。


これが結局、ソールドアウトになった。


これは、すごい。


ソールド・アウト。


売り切れ。


見たくても、チケットを予め買っていない人は絶対、見れない。










ヒットマンスタイルをやってた頃、「ソールド・アウト」について、少々考えてみたことがある。


そして僕らはそれを目指し、結局、達成は、出来なかった。


神戸バリット、320人、ソールド・アウト。









明日は、僕が見たくて誘ったバンド、ばかり。


KING BROTHERS/毛皮のマリーズ/ザ50回転ズ/ELECTRIC EEL SHOCK/女王蜂








僕が見たい、なら、僕がやりたい、とニアリーイコールだったりもするのだろうか？


奇しくも、毛皮のマリーズの最新作のエンジニアは、僕らThe Ventzが千葉レコーディングしたエンジニア、その人、デュウ・マキノさんで、ある。









明日は、ライブハウス、神戸バリットが、人で溢れる。


見たくても見れない人が、バリットの周りにタムロするのだろう。


そんなブッキングを切れて、僕は幸せだし、不幸せだ。


だって、僕はミュージシャンであって、人の世話をするだけに留まりたくない、今なら、そう、ハッキリ言えるから。


それでも、こうやって、ソールド・アウトするのだ。


ロックは捨てたもんじゃない。


「CDが売れない時代」


人はみんな、そう言う。


だからなんだというのだ！


元々録音物など、半世紀と少し前にはなかったのだよ？


目の前の演奏家を目当てに、生演奏を聞きに足を運ぶのが当たり前だったのだよ？


CDなど、もしかすると単に複製物に過ぎず、今こそ、アーティストパワーがクリアになってくる時代なんじゃないか、と僕は、思う。


「聞きたい、見たい、感じたい」


そう。


結局、僕らは、大好きなアーティストと、同じ空気を吸いたいのだ。














やっぱり、ソールド・アウトって響きは最高だ。


恍惚の響き。


うっとりしちゃう。


"The Ventz"だって、ソールド・アウトを目指しちゃうのだ！









そんな、人生における初めてのソールド・アウトの打ち上げ中に、我らがマキノさんから先日の千葉レコーディングのミックス素材がメールでやって来る。


絶対、飲めない、よね(笑)？







    2009.09.05 Sat 9/5(土)「ボーカル、録り直し」
    昨日は長〜い一日でした。


日記にも書きましたが、僕がブッキングした神戸VARIT.でのイベントがソールド・アウト。想像以上に大変で、想像以上に楽しいイベントになりました。出演してくれた親愛なるバンドたち、ありがとう。神戸VARIT.は5周年。ライブハウススタッフによる初めてのソールド・アウト・ブッキング。感無量。


KING BROTHERS

ザ50回転ズ

毛皮のマリーズ

ELECTORIC EEL SHOCK

女王蜂


ありがとう。








が。


実は昨日の朝早く、6時前に千葉のエンジニア、デュウ・マキノ氏から"FRIDAY"と"キタルベキセカイ"の2mixが宅ふぁいる便で到着。仕事が休みだったマキノさん。その時間を使って予定よりも1日早く、ミックスを開始してくれたのです！


ほとんど寝てなかったんですが、「今、2曲分、送りました。聞き比べてみてください！」というメールがケータイに入ったもんだから、聞かないわけ、ないじゃないですか。早速、飛び起きてダウンロード。









が。


う〜ん。どうしても納得出来なくて…。サウンドはめっちゃカッコよく仕上がってるんです。でも、ボーカルにどうも納得が出来ない…。








ダウンロードしてから2時間、何度もその"FRIDAY"の3バージョン、"キタルベキセカイ"の3バージョン、そして、今まで自分で録音して来た数々のデモバージョンを繰り返し聞きまくる。


…。








ここで、「よっしゃー！」ってならんとあかんと思うんです。


それがそんな気持ちにならなかった…。










僕の前のバンド"HITMAN STYLE"がなくなって、それから本気でライブハウスでブッキングして来た2年半。


たとえばブッキングマンとしての僕が、"The Ventz"という新人バンドの面倒をみてる、そう考えたらどうだろう？


ズバズバと、恐らくこんなことを"The Ventz"のWAXに言うだろう。


「おいおい、オマエ、デモバージョンの方が歌、ええやんけ。いくら楽器のサウンドがカッコ良くても、そこにキワダタナイ歌乗せたって、そんなん全然魅力あらへんやん。バンドのサウンドの面積が10割やとして、8割は歌やろ？2割の楽器隊がめちゃくちゃカッコいいのに、これじゃあ、ダイナシや。アビーロードでマスタリング？3000枚の無料配布？考える器はデカイけど、内容のないもんに使えるお金、あるん？もっとちゃんとしっかりせーよ！」


もっともなこと。


どーーーーしても、なんか、しっくり来ない！









で、それらのバージョンをCDに焼き付け、家が近くの鳴菌に電話。


「今、家、おるか？さっきマキノさんからミックスが届いたんやけど、今からそのCD持って行くわ。話はその時に」









鳴菌に、僕が今、思っていることを伝え、歌だけ、もう一度録音し直したいんだ、という気持ちを伝える。10月初旬に単身、イギリスに渡るという計画を延期してでも、オレは歌に納得いかない。納得いくまでやりたい、と。もう一度、一人で千葉に戻って歌だけを録音することも考えている、と。


「なにも考えずに、いっぺん聞いてみますわ」


という鳴菌と別れ、今度は「千葉レコーディングレポート」というページをホームページ内に作るためにデジカメの写真を物色しに来たA.K.に、その用件よりも先に、音源を聞かせ、鳴菌に告白した内容のことを話す。


と、ここで、鳴菌から電話。


「聞いてみたんですけど、いやぁ、全然いいっすけどね。ダメっすか？」







そう。A.K.も同じようなことを言う。「気にならないんですけど…」と。








でもこれは、自分の自分に対するハードル。誰にとってってことじゃなく、自分自身にとってのこと。


大袈裟でも、、自分の人生の中で、すべてを掛けて自信持って「どや！」って言えるものにしたいのです。


そうでなければ、今までの僕と、何も変わらない。


「こんなもん…、やろ…？」


なんて、内心ビクビクして、誰かの顔色うかがってる場合やないって言うねん。


今回、僕が始めた"The Ventz"ってバンドに関しては、完璧に、やりたい。












そして、僕が組んだ、バリットをソールド・アウトさせたバンドたちが続々とやって来る。そして次々とリハーサルが進んでいく。すべてのリハーサルを僕は、見る。本番よりもリハーサルの風景の方がバンドをよく表していると思うから、僕はリハーサルを、見る。どのバンドも、とても素晴らしいリハーサルをする。


それを見て、僕は、本当に悔しくて悔しくて。


「オレだってそっちにいたい」











そう思えたから、僕はマキノさんに電話が出来たと思う。ちゃんと僕の気持ちを僕のコトバで伝えられたと思う。


マキノさんは、お金だけの関係で僕らと仕事をしてくれているわけじゃない。お金を超えた、"The Ventz"とエンジニアの関係から生まれる化学反応を楽しむために、どちらかと言うと、僕らの一員になった気持ちで仕事をしてくれている。


でなければ、休みの日にミックスなんて、するわけが、ない。


それはとてもよくわかる。


僕だって、バリットに出ている若いバンドたちのこと、寝る間を惜しんで考えたり行動したりしてる。


ロックってもんは、そんなものじゃないのだ。一緒に楽しまなきゃ、何も生まれないのだ。






そんなマキノさんに、本当に赤裸々に僕の気持ちをわかってもらえる電話なんて、そう簡単に出来るわけがないと思う。本当は今すぐ、直接会いに行きたい。会って話をしたい。顔を合わせて話が出来れば、僕は僕のココロの中のすべてのことを伝えられる、その自信はあるから。


でも、今すぐ僕はマキノさんに伝えなくちゃならない。電話という、顔の見えない通信手段で。


とても素晴らしいリハーサルを見て、とても悔しい想いをして、だからこそ僕はどうしても伝えなければならないことを、とても素直に告白出来たと思う。








マキノさんは納得してくれた。ボーカルに対する違和感を唱えると、「え？そうですかねー」と、やはりメンバーと同じ反応でしたが…。


それでも、「やっぱりアーティストが納得するってことが一番大事ですから、うん、なんでもしましょう」と言ってくれた。


そして、千葉でレコーディングしたすべてのトラックを、DVDに焼き付けて、こちらに送ってもらえることになった。


どういうことかと言うと、千葉で録音したドラムやベースやギターやシンセのトラックをデータファイルでこちらに送ってもらい、それを僕のPCに取り込んでProToolsに流し込み、神戸でボーカルを録音するっていう方法を試してみることにしたのです。


そう。僕がデモを録音している雰囲気のまま、リラックスして思う存分ボーカル録音が出来る、ということです。









まずは僕は、そうやって、デモ録音のようにリラックスして楽曲にめちゃくちゃ入り込んだバージョンを録音するつもりです。


うん。今までは出来なかった方法。







そして、今、もう少し、別の方法も頭の中に。


奈良のMORGというレコーディングスタジオの門垣さんっていうエンジニアさんがいるのですが、以前、こんなメールを貰ってたことを思い出したからです。


「なかなか連絡出来ませんでしたが、今、ものっすごくいいマイクが手に入ったので、千葉でレコーディングされる際にスケジュールあえば貸し出しますよ」


と。


去年リリースした僕のソロレコードのボーカル録音も、正真正銘ヴィンテージのマイクロテック・ゲッフェル社製の真空管マイクを使わせてもらって録音したのでした。

[image: ]


↑これがそのマイク


その"MORG"で、またボーカルだけ録音させてもらったら、どうなるんだろう？って。







どんな手を使ってでも、僕は今回の"The Vnetz"の初めてのレコーディング作品を成功に導かねばならない。


そのために協力を申し出てくれる人たちが、本当にたくさんいるんだなぁ。


3000枚のプレスの納期、アビーロードスタジオでのマスタリングの納期を逆算すると、10月の初旬に渡英するっていう計画は達成することは出来ませんが、「"The Vnetz"の初めてのライブをイギリスで行なう！」という途轍もない計画が、そう易々と達成されるわけもなく、本当に厳しい道のりだと段々わかってきたからこそ、絶対的に完璧に仕上げなきゃならぬ第一歩が、今回の千葉レコーディングなのです。


別に振り出しに戻ったわけじゃない。


こんな大それた計画を達成するには、もっともっと僕らを高みに持っていかないと！ってことなんです。


「今回のレコーディングが全然あかんかったら解散するか、コピーバンドにでもなるか！」


なんてメンバー4人、冗談で言い合ってたんやけど、今、ここで、撤回します。


そんなん、あり得へん。


絶対為し遂げるために、僕はどんな手段でも、使う。


そう、決めた。









僕はもしかしたら、甘かったんだな、と思う。


ライブハウスでブッキングしているWAXが始めたバンドなのだ。


誰が納得しなくても、自分自身が「どや！」って納得出来る、そして世界に誇れる作品を造ることが出来なくちゃ、アーティストだなんて言えないよ。


誰にも見向きもされない若いバンドも、僕だけはずっと信じて、認めて、叱咤激励し、やっと成果が見えつつあるバンドがいっぱいいるじゃないか。


それは僕の才能であって、その僕が"The ventz"に「ビビビッ」と来ているんやから、ここはWAXに喝を入れなくちゃならないタイミングだったんだろう、と。







そう。僕は神戸の若いバンドに、よくこんなことを言う。


「やる気ないんやったら、もうバンドなんて辞めたらええねん！」


僕はいっつも本気で言ってる。何の権利があってそんなコトバを発しているのかわからないけど、そうやって本気で言ったバンドが、今、注目を浴び始めている。






昨日は、そう。


僕はWAXにそう言ったのだ。


「やる気ないんやったら、バンドなんて辞めたらええやんけ！」


と。


火が付いた。火が付いたのだ！


僕にはどうしようもない火が付いてしまったのだ！


本気で世界を変えたい！


僕は僕の世界を変えてしまいたいのだ！







    2009.09.05 Sat 9/5(土)「着地点」
    本日、花屋の2階、震災の影響で傾いたまんまの鳴菌宅で「千葉レコーディング/mix完成記念パーティー/presented by 鳴菌」の予定でしたが、急遽、予定変更。


A.K.が来れないのと、ナヲキが遅くなるのと、いや、それよりも何よりも、ほぼ僕のワガママでmixが完成しなかったので、鳴菌、ナヲキ、WAXの3人でミーティング、と、もしかしたら曲作り〜ってことになりましたー。


イギリスでの初ライブを目指す材料となるべき今回のレコーディングを完成させることが我々の急務なのですが、まだ僕らにはライブが出来ないので、「じゃあ今、"The Ventz"はどこへ向かう？どこに着地する？」ってのが非常に大切。その相談をしたいなぁーなんて思ってます。


鳴菌からは「PV造りたいっすね」っていうアイデアが出てたりして、やけど僕は映像関係に疎くて「それは面白そうだなぁ！でもどうやって？」程度なんよなぁ。なんとかしなくちゃ。


でも、それにしたって今回録音した4曲のPVってことになるやろうし、「いや、そこに留まっていたくはないなぁ」なんてボンヤリ薄っすら考えてもいます。


じゃあ、なんなんだろうか？


やっぱライブやりたいよねー(笑)！







    2009.09.06 Sun 9/6(日)「芸術の秋」
    先ほどA.K.を除く、鳴菌、ナヲキ、僕の3人でのミーティング＆練習が終了〜。


まずは先日の千葉レコーディングのミックスを3人で聞く。


"54"と"colors"が2バージョンずつ。"FRiDAY"と"キタルベキセカイ"が3バージョンずつ。計10曲分をしっかり試聴。


ナヲキは初めて今回のレコーディングの成果を聞いたわけですが、そのドラムサウンドにニンマリしておりました。


「オレじゃないみたい！」


って(笑)。もちろんいい意味！


そして正直に僕が感じたことを告白。


ナヲキも納得してくれた。


これでメンバー全員が納得の上、ボーカル録音の再試行を実施することが決定しました。


それから我々のデモバージョンのボーカルなんかも聞きながら、比べながら、僕が歌いたいイメージも共有。アビーロードマスタリングを行なったバンドのCDも少し聞いてみたり、毛皮のマリーズとマキノさんのエンジニアリングについて話してみたり。明日は奈良のK氏に連絡を取ってみたい。


要は「思う存分やらしておくれよ！」「了解〜！」という会話が為された、ということですな。


日付変わって本日昼過ぎに、マキノさんからレコーディングのデータが届きます。ココロして取り掛かりたいと思います。


その後はいろんな話、"The Vnetz"をどう動かし、どうやってイギリス初ライブに向けてモチベーションを上げて行くのか？みたいな話をしましたが、結局「音、出すか」ということになり、3人で少しネタ合わせ。やっぱりドラムのサウンドやフレーズって、僕が曲を造ろうと思う時、とても重要なんだなぁと再確認するに至る。インスピレーションの沸き方が、違うもん。


そして、歌の再録音やバンド練習のスケジュールなんかを確認して解散。







外に出るとまだ暗くて。あぁ、あんなに夏は朝が早かったのに、日も短くなったんだなぁと季節の移ろいを実感しつつ、秋の虫の鳴き声まで拝聴。


秋の始まりに歌を思う存分レコーディングするってのは、なんだかいい感じだー。


うむ。まさしく「芸術の秋」と言ったところか(笑)。







    2009.09.07 Mon 9/7(月)「またしても暗礁」
    あかん！また暗礁に乗り上げた！


昨日、千葉のマキノさんから千葉レコーディングのセッションデータが郵送で届いたんですが、そのファイルを僕のPCにコピーし、pro tools8で開こうと思ったんですが…。








開かないー！


これはヤバイ。


千葉のレコーディングではpro tools5.1を使ってはるんですが、やっぱり古過ぎるのかなぁ。


ネットで調べてみたり、いろいろ相談出来る人に電話で相談したりしたんですが、解決出来ない…。







さて。どうしようか…。







    2009.09.08 Tue 9/8(火)「生きる」
    [image: ]今、大阪に向かっています。THE BACK BEAT BRINGERSというバンドのCDプレスの打ち合わせ。


それに便乗して、最近の懸案である「千葉レコーディングのセッションファイルを僕のPCのプロツールス8で開く」を解決出来るか、試します。


実はその問題の解決法をネット上で「教えてください！」と書き込んでみたんです。そしたら懇切丁寧な回答がズラリ！いやぁ、ネット、すげぇ…。


すべての回答を熟読して、脳内で整理。解決法を試してみる優先順位を考える。


そしたら奈良のスタジオ、MORGの門垣さんの「Macで一度開いてみるといいんじゃないですかね？」とのアドバイスが僕のアタマの中で合致。


というわけで、その打ち合わせ場所にあるMacを触らせてもらうのです。





いろんなことが暗礁に乗り上げたりしていますが、それを解決するために自分は一分の隙もなく動けていて、ヒントをくれる人がたくさんいて、それを元に自分で考え、行動することが出来ていて、「あぁ、生きてるなぁ」と、変に実感したりする。


ちょっと聞くと、アホな独りよがりです。


けどなぁ。


イギリスでライブしようと思うと、まだまだこんなん、序の口なんやろうな、と思うっす。


あ。バリットの店長村井さんが言ってた。


「海外旅行って、コトバもなんも通じひんから、物を買うにも、どこかへたどり着くにも、初めてのお使い状態やねん。コトバも含めて、今までの常識は頼りにならないし、いろんな情報集めて身振り手振りで必死になって物を買い、たどり着く。日本じゃ当たり前の行為も、海外じゃ、生きてるなぁって思う」と。


これだわ。


うー！なんかワクワクしてきたぞ！




さぁ、大阪到着！


結果はどうなるか！










    2009.09.08 Tue 9/8(火)「任務完了。感無量」
    [image: ]やったー！作戦成功！


大阪は福島にあるインディーズレコードショップ「Hook up records」に来ていました。長年お世話になっている吉見さんのお店。門垣さん曰くのMacが置いてありまして、そのMacでマキノさんからのセッションデータを開いてみようと考えていました。


お店に到着して早速出してもらったのが、写真にあるシステム！


うひょー！まるで未来じゃん！


写真じゃわかりづらいかな？


これ、ひとつのキャスター付きのハードケースの中に収まっていて、起動ボタンひとつ押すだけですぐに使うことが出来る、プロツールス簡単録音システムなのです！


カッコいいなぁ…。






そのMacにDVDで持ち込んだ千葉レコーディングのセッションファイルをコピー。


おぉ！僕のウィンドウズじゃうまく認識しなかったセッションファイルのアイコンが、ちゃんと出てるよ！


そして、そのファイルを開く。


おぉ！開いたよ！ちゃんとオーディオデータも認識してるよ！


そして、そのセッションファイルのコピーを保存。


ふむふむ。なるほど。ここで「最新のフォーマット」に設定し、SD2じゃなくWAVにチェックを入れ、保存し直すわけだ！


おぉ！


で、新たに保存したファイルを見てみると…。


おぉ！いつも見慣れたアイコンのセッションファイルやん！


おぉ！開いた！


そしたらそれら、4曲分をDVDに焼き付けて…と。


これでウィンドウズで開けるかどうかがわかれば問題ないでしょう！ということで、別のウィンドウズマシーンのプロツールス7.1を使って、ファイルが開くか試してみた！








よっしゃー！出来た！







任務完了。感無量。


さぁ、あとは自分のプロツールス8で開けるかどうか。


いよいよ佳境に入って来ました！








って、まだ、ボーカル録音もしてないのにね(笑)。





ま、全然知識なくてわからない事柄をクリアしたってことが、今は嬉しいっす。


難関乗り越えて、また一歩イギリスに近づいた気分！




これで準備は整ったハズ。次は納得いくまで、ボーカルを録音するのだー！







ネット上で回答を僕にくれた、顔も知らない人たち。ずっと長年お世話になってる人たち。


僕らが本当にイギリスに行くまでにお世話になる人たちの名前、全部メモしとこっかなぁ(笑)。


みんながいるから僕は勇気が出るのだ、と再確認出来ましたー。







よっしゃー！まだまだこれから！










    2009.09.08 Tue 9/8(火)「ご褒美ー！」
    オッケー！聞けたっ！


僕のProTools8/win環境で、マキノさんからのデータファイル、開けました！聞けました！よかった…。


あとはボーカル録音ですな。よしよし。








ってことで、ご褒美〜！
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明日発売のブツ、予約して来ました！


ステレオボックスとモノボックス、両方！


ご褒美って言っても元々買うことは決めてたんでね、単なるキッカケになっただけ？みたいな(笑)。


予約したらポイント3倍！で、9/10に購入予定なのでコインもザックザク。


さて、僕はどこで買うのでしょうか(笑)？







そうそう。マキノさんが言ってた。


「なぜにこのタイミングでボックスなんだろうか？」


って。


そういえばそうだ。別になんのタイミングでもないよな。単に「090909」だから？


マキノさんは推測する。


「デビュー50周年は2012年。ぜーったいこの時にもっとスゴイこと、なんかありますよっ！」


確かにー(笑)！








    2009.09.09 Wed 9/9(水)「深夜より朝、やります」
    さぁて、今から気絶して、明日朝9時から、いよいよボーカルの録音開始します！


夜中に録ろうか、朝に録ろうか、迷いましたが、とりあえず準備だけ整えて、朝の清々しい気分で録音を始めることにしました。


「時間に追われず、納得いくまで録る」が目標ですが、丁寧に歌えばいいってもんでもなさそうです。何度も何度もデモバージョンを録音した環境で録れるんですから、イメージは完璧です！千葉レコーディングのオケを、うっとり聞き惚れてしまわないかが最大のポイントになりそうです(笑)！


モーニンレコーディングが終われば、その後目一杯バリットの仕事して、それが終わればバンド練習です。といっても、先週に引き続きナルキンとの2人曲作りセッション、かな？来週の全員バンド練習に間に合うように新曲デモを録音予定です。


さて、そろそろ気絶せねば。


うぅ。なんだかワクワクしっ放しだわ。







    2009.09.09 Wed 9/9(水)「すんません」
    [image: ]ちょっと寝坊(笑)。


ちょっと遅刻(笑)。










    2009.09.09 Wed 9/9(水)「ソラ」
    [image: ]けど何かが生まれそうな朝を目撃。


地球みたい。広い空。キレイ。


確実に季節は変わったんやないかな？







今日はビートルズのリマスター盤が世界同時に発売される日。


日出づるこの国が、世界に先駆けて聞ける国なんよな。僕の予約分が届くのは明日ですが(泣)。










    2009.09.09 Wed 9/9(水)「起動」
    [image: ]起動に少々時間が掛かってたので立て続けに日記をアップしてみましたが、さぁ！何かが生まれそうな朝にボーカル録音を始めますよ！


イエス！










    2009.09.09 Wed 9/9(水)「もぐら」
    [image: ]ふぅ〜疲れた！休憩っ！地上に出て来ました。


けど楽しいぞ。マキノさんの録音してくれた楽器陣のサウンドはイキイキしてるし、その上いつも使っているマイクのセッティングなもんだから、歌の質感がとても好みなのである。


それゆえ！


ナーバスになっちゃうなぁ。


「うまく」じゃなくて「カッコいい」ニュアンスを、このカラダでどうやって引き摺り出そうか…。






とりあえず今日はボーカルの質感とオケのサウンドがマッチするのか、研究の時間。これを仮ミックスしてメンバーに聞いてもらおう。






さぁ、また地下に潜りますか。










    2009.09.09 Wed 9/9(水)「耳馴染み」
    先ほど鳴菌とA.K.にはメールで本日の録音の仮ミックスを送信完了。ナヲキにはCD-Rを郵送しよう。


ボーカルの質感はどうだろうか？


本日のマイクはこいつ。RODEのNTK、真空管マイク。いつものお気に入りマイク。やっぱ僕には耳馴染みが、いい。

[image: ]








さぁ、今からバリットのお仕事。バリバリやっつけちゃおう。


あ、そっか。そんで深夜練習やった。一緒に仮ミックス、聞けば良かったか(笑)！







    2009.09.10 Thu 9/10(木)「境目」
    [image: ]夜と朝の境目。


寒っ！


たった今、ナルキンとの二人練習が終わりました。新曲3つほど頑張って取り組みました。千葉レコーディングした4曲とまた違った風が吹きそうな新曲たち。ちょっと難解なポップソングを歌のチカラでストレートにいきたい。早くもメロディと歌詞を考えるのが楽しみ。


ナルキンとA.K.にメールで送信したボーカル再録音バージョンの音源。軒並み好評価。「なるほど、やっぱいいわ」と。


「当たり前やん〜！」と答えつつ、とても嬉しかったり。


しかも、もうワンランク上げるために、どうしても無視できない、奈良のスタジオMORGの門垣さんと連絡が付いた。門垣氏のいう「いいのが手に入った」というマイクはいったい何なのか、聞いてみた。そしたらびっくりするような値段の回答が帰って来た！想像を絶する価格。車、買えるやん…。そのマイクと、しかも「ヴィンテージのマイクプリを使って、うちでセルフレコーディングされたらどうですか？」と来た！間髪入れずスタジオの空き日聞いて、仮押さえ、しちゃった！


その値段にはナルキンもびっくり。「そりゃ、行くでしょ！」と妙に盛り上がってたのが面白かった。



さぁ。また気絶してすぐに三宮だ。


最近見上げることの多くなった空の表情を記憶に残して、ちゃんと毎日を踏み締めてこの空の向こうに行きたい。










    2009.09.10 Thu 9/10(木)「1日遅れで…」
    手に入れました！ビートルズリマスター盤！


某タワーレコードで購入したんですが(笑)、店員さんがとても大変そうでした。予約のものをわざわざバックヤードから持って来たり、ポイントの加算方法やタワレコインの枚数のことやらでヤヤコシイことになってるみたいやし…。


しかも、僕、一旦全額をクレジットカードで支払ってから、すでに持ってるタワレコインを2枚使えば10％オフやん！ってことに気付き、もう一度精算をやり直してもらったり…。


迷惑千万。ごめんね。


でもさ。


「だって10％、バカにならないじゃないか…！」


ボックスセット2つで約75000円やから、7500円もお得なんだぜ！


それでも嫌な顔ひとつせずに対応してくれたスタッフさん、ありがとね〜。









そうそう。僕がそうやってレジに長居する間、僕以外に4人のお客さんがビートルズのBOXセットを買って行かはりました。そのうち2人がステレオBOX・モノBOXのどちらも購入という…。


「すごいよね、やっぱビートルズだわ」


なんて、わかったようなわからんような感想を一生懸命レジに向かう店員さんに話しかけてみたり。ごめんねー(笑)！








あ。そうや。


店内にはもちろん「ビートルズコーナー」が設置してあったんですが、そこに何やら今まで見たことのない書籍たち…。


思わず手に取って、レジへ…。







だってさ！結局10％オフになったんやから、ええやんかー！







え？踊らされてる？

[image: ]






    2009.09.11 Fri 9/11(金)「モノラル盤」
    [image: ]

おはよ。


朝からビートルズリマスター盤を聞きまくってます！


といっても、どうしてもじっくり聞いちゃうから、まだ1stアルバム「プリーズ・プリーズ・ミー」だけ。


モノラル盤とステレオ盤を聞き比べてます！


モノラル盤、いいなぁ。なんかね、古き良き匂い。安心出来る。ギスギスしてない。



さぁ、こりゃ毎日楽しみだぞ！








今から先日のナルキンとのセッションで生まれた新曲たちに声入れします！








    2009.09.11 Fri 9/11(金)「誇らしい瞬間」
    今朝新曲たちに吹き込んでたボーカルメロディー、なかなかええ感じじゃないですかね！


3曲あったんですが、それぞれに違うエフェクトを試しつつボーカルを録音してみました。1つはショートディレイ。1つはオートチューン。1つはフランジャー。


「なかなか曲の雰囲気とメロディーにマッチしてんじゃないかな？」とひとり地下に潜りながら盛り上がっておりました。本当は眠かったぁ〜(笑)！


それを早速鳴菌・A.K.にはメールで送信〜。ナヲキには郵送〜。






そしたら鳴菌から早速「聞きましたー」との返信あり。しかも結構いい反応！


「オレ的には歌の感じからしてどれも可能性あると思います！」


この時が一番嬉しいね。


まだ歌詞はないものの、歌入れてみて「予想以上に良くなってた！」って思われるのは、作り手として、歌い手として、最も誇らしい瞬間です。









で、奈良のスタジオMORGの門垣さんともメールのやり取り。今月22日にMORGご自慢のマイクを借りて例の千葉レコーディングの歌録りをセルフで行なうことに決めました。


そして気になるマイクをホームページで調べてみると…。


いやぁ！ワクワクするですよ！


車が買えちゃう値段のマイク！興味ない人には、まったく興味ないようなマイク(笑)！


ヤバスギルでしょー。


しかもネットに写真が載ってるんですが、見ているだけでウットリしちゃうね…。


嗚呼。僕との相性はどうだろうか…。


ドキドキするね！










そして先ほど、こんなところに行って来ました。

[image: ]


さぁて、何故でしょーッか！？


わかるわけ、ないか(笑)。


答えは明日ー！







    2009.09.12 Sat 9/12(土)「さぁて」
    [image: ]どこへ行くのでしょーか！？










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「目的は」
    [image: ]この橋の向こう側！










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「初めての」
    [image: ]関空到着！テンション上がる(笑)！










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「何故かと言うと」
    [image: ]京都の弟がイギリスに行くので、そのお見送り〜。


新婚旅行なのだ。


最初はついて行くハズだったのだ(笑)。


バスの中から見た飛行機のでっかさに、少々ドキドキしてる！










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「チケット」
    [image: ]弟とお茶してます。


ロンドン行きのチケット見せてもらってテンション、また上がる(笑)！


フィンランド、ヘルシンキ経由でロンドン、ヒースロー空港へ！


いいなぁ。










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「！！！」
    [image: ]ポンド！










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「プレゼント」
    [image: ]読みたいのを我慢して(笑)、弟に。


いいなぁ。










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「いってらっしゃい！」
    [image: ]まさにこれが弟たちの乗ったフィンランド航空の飛行機！


気ぃつけてな！










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「食事」
    [image: ]

関空を探険中。お腹すいたので、なんとなくオムライス屋へ。


で、頼んだのはカツカレー。


辛っ！








    2009.09.12 Sat 9/12(土)「関空内探検」
    [image: ]あら、ユニクロなんてあるんやね。他にもローソン、ツタヤ。えらい普通やなぁ。


あ。機内食が食べられるとこ、あったんや！


カツカレー、僕には辛かった…。










    2009.09.12 Sat 9/12(土)「飛行機」
    [image: ]

さらば関空！


次は僕自身がロンドンに行く時かな？


あ、よく考えてみれば飛行機の写真、あんまり撮ってへんね…。


けど飛行機、めっちゃ飛ぶねんな！


未だ飛行機未体験のワタクシ(35歳)にとっては、かなり刺激的な関空でした！


デカイ、数が多い、轟音…。


遥かに想像を越えた飛行機に乗って、外国に行くんやなぁってことをカラダで感じました！








    2009.09.13 Sun 9/13(日)「メール」
    たった今、弟からメールがありました。イギリスに到着！入国手続き中らしいです！


すげぇ！


ほんまに着くんやね(笑)。



あれ？冗談やったりして(笑)！




そーか。ということは、14時間掛かったってことかー。


遠いようで近いね！


近いようで遠いね！






ほんまにイギリスって、あるんかなぁ？







    2009.09.13 Sun 9/13(日)「公園」
    [image: ]今日は大阪城公園に来てます。徹夜明けでぐったりでしたが、気持ちいい天気です。










    2009.09.13 Sun 9/13(日)「武道館」
    [image: ]

今日は大阪城野外音楽堂のイベントへ。


昼間から始まったイベントは今まさに終了するところ。


WEAVERがメジャーデビューすることを発表。武道館で10月にライブをすることも発表。


武道館か…。


複雑な思い…。それが僕の正直な気持ち。


けど、WEAVERなら、いいかな。








    2009.09.14 Mon 9/14(月)「mono」
    ぎゃーぁぁぁー！


久々にPC前に落ち着けているので、長い長い、とても長い日記を書いてたんですが、話はTHE NEATBEATSの真鍋さん所有のスタジオ"GRAND-FROG STUDIO"に及び、そのスペルを調べようとググッてみたら、全部、日記、消えちゃいました…。


トホホ…。









もぉー！やってらんないよ！だからデジタルなんて、キライだぁー！！！


なんて言ってみる(笑)。










というわけで。それでもメゲずに、出来るだけ、頑張って、みます…。









イギリスにいる弟からメールが届きました。


「ハロー、今、バッキンガム宮殿に居ます。日本よりは少し肌寒く、秋です。明日はリバプール、明後日はアビーロードに行ってきます」


だってさ！


ほんまにイギリスにおるんかなぁ？うまいこと言うて、イギリスに行きたいオレを騙してるんちゃうかなぁ？

[image: ]


↑ほんまにこれに乗っているのかぁー(笑)？まさに「FLY to THE U.K.」、弟の乗った飛行機は飛んでゆく。










で、ビートルズのリマスター盤を聞きまくっています。

[image: ]


今はモノラルの「リボルバー」。


しかし、あれです。


僕、モノラルの虜になりそうです…。


サウンドの配置としては「前後」の奥行き感しかないんですけどね、なんやろ、スタジオの中の空気を感じるのですよ！


ステレオ盤とは全然違うよ！


そう、奥行き感でしか表現出来ひんから、サウンドの音色もフレーズもアレンジも、とても緻密。特にパーカッションの絡み合いが最高。狙われたフレーズが、狙われた、そして然るべき時間軸に配置されてる…。


"TAXMAN"のタンバリンとカウベルの絡み合いは、今まで気付かなかったっす。









嗚呼。モノラルかぁ。


モノラルと言えば、ニートビーツの真鍋さん、思い出すね。最新EPは最高やったからね！「BACK TO MONO」っていうTシャツをニートビーツの物販で販売しはるくらいやから(笑)！


"The Ventz"の次回作は、そんな真鍋さんのスタジオ"Grand-Frog STUDIO"でレコーディングしたりして！


まさか、このタイミングでモノラルとは…(笑)。


とにかく、もっともっとこのビートルズのモノラル盤を聴きまくって、またメールでもしよう。11月にはまた会えるしね！







って、ここで「Grand-Frog STUDIO」っていうスペルを調べようとして、もっともっともっと長かった日記が消えてもたんやぁー！


くっそー。


もっと大事なこと、書いてたのに…。


もう、気力がないです…。


ないなりに、頑張ってここまで書きましたから…。


もぉ勘弁してくださいよ…。







    2009.09.15 Tue 9/15(火)「club★jungle」
    久々にソロ弾き語りライブが決まりましたー。


■10/22(木)心斎橋club★jungle

「PJ生誕祭　ピンチでジャンプ vol.3」

18:00/18:50 ¥1800/¥2300(おつまみ付,1D別)

出演：セックスマシーン/Chihiro/南出"WAX"渉/Milky way/THAMII/青木拓人/ジョン松平/清水広太郎(from夕方サンライズ)/トミー(fromセカンドライナーズ)


フツーのライブじゃないぜ。いつもお世話になってるジャングルライフ社長の誕生日イベントだぜー！


社長はPJって言うんだ。PJ、WAXの仲なんだ。なんか意味、わかんないよねー(笑)！


でも、いっつもお世話になってるし、これからもお世話になるんですよ。


だから思いっ切りお祝い出来たらなぁーと思います。


PJのこと、みんなは知らないかもやけど、みんなが来てくれたらPJは幸せなのですよ。僕とみんなが繋がってるなら、PJとみんなも繋がってるのだから！


ぜひぜひ来てねー！ 








    2009.09.15 Tue 9/15(火)「リバプール≒神戸」
    イギリスに行っている弟からメールが来ました。


「グッドモーニング。昨日は日帰りでリバプールに行って、ビートルズにゆかりのある所を回る、マジカルミステリーツアーに参加しました。なかなか良かったです！今日はアビーロードに行ってきます！明日はパリに、ユーロスターに乗って移動。それにしても、イギリスの料理は美味しくないです」


リバプールだって！


あぁ、ビートルズの生れた空気の中に行ったんやなぁ。同じ空気吸うたんやなぁ。どんな感じやったんかなぁ。まわり、外人ばっかりかなぁ。








僕が高校を卒業して、一人暮らしをするために神戸を選んだ理由は、港町だから。


神戸か横浜がよかった。


あ、「危ない刑事」の影響もあったか…(笑)。


そう。リバプール＝港町＝神戸ってな図式が僕の中にはあって、もちろん大学に通うために神戸に来たのは間違いないけれど、やっぱり僕は、ビートルズみたいなプロミュージシャンになりたかったのだ。


そのためには港町であることが大前提であるような気がしてた。


京都には海がないからね。余計神戸っていう港町には憧れたのかも知れないなぁ。








そうそう。神戸のポートタワーってさ、知ってる？


これ、世界で初めてのパイプ構造の建造物で、日本で初めてライトアップされた建造物なんやって。和楽器の鼓を縦に長くしたような姿は「鉄塔の美女」って呼ばれているんだ、と。


へぇ、実は世界に誇れる建物なんやねー。


よしっ！


写真撮りに行かなくちゃ！







    2009.09.16 Wed 9/16(水)「落書き」
    昨日の日本時間、20:34、イギリスにいる弟からメールが入った。日本は東経135度なので9時間早い。だからイギリスでは11:34だったんだろう。


「アビーロードで落書きしてきたわ。お兄ちゃんへのメッセージ書いといたし（笑）」


嗚呼。とうとう我が弟は、あのアビーロードに立ったのだ。横断歩道は渡っただろうか？








このメールが余りにも嬉しくて、周りに言い触らすとこんな返答が。


「付き合ってるんすか！？それじゃあ彼女みたいじゃないっすか！？笑」


はぁ…。確かに(笑)。









あぁ、こりゃ、一刻も早くイギリスに、アビーロードに行かなくちゃ。壁が塗り替えられちゃうぜ。


それにしても。


弟は何を書いたんだろう？


むむむ。気になるところです。










今僕は、阪神電車に乗って、大阪福島のHook up recordsに向かっています。THE BACK BEAT BRINGERSという21歳のツインボーカルロックバンドの初めてのアルバムの最終入稿。ほんまに情けないぐらいどうしようもないバンドなんやけど、僕は最初から気付いてる。だからとことん付き合って、そしたらライブが時々光るようになって来た。それが表面化し、僕以外の人にもわかるようになってきた。このタイミングしかない！と思い、ヤツらの持ち歌をレコーディングした。プロデューサー兼エンジニアは、The VentzのWAX、僕だ。それはもう、ハチャメチャなサウンドだ。あり得ない音色だ。だけど僕は、ヤツらの光る部分を知っているし、それを音源として表面化するには、このサウンドしかないのだ。まだまだ未熟で稚拙なバンドやけど、ここの２人のボーカリストの声はとても、いい。対を成す異物が高め合う時にしか生まれない何かを、本能的に知っているのか、偶然か。音楽的パートナーがいるってのは、羨ましい。


ただ。


どうもヤツらを見ていると、20歳の頃の自分を思い出してしょうがない。しかも、悪いとこばかり。もっと練習しなくちゃ。もっと頭を柔らかく。肝心なところでビビるんじゃないよ。…。


だからこそ、今はいいタイミングなんだと確信してる。世の中に一度も出たことのないバンドが、自分を変えるには、今が一番、いい。


とても素晴らしいジャケットをデザインしてくれる人がいて、支えてくれる友人がいて、家族がいて。


バンドにとっての初めてのCDが、どんなに思い入れのあるものか。それは僕だって知ってる。


The Ventzと同じく新人バンドであるTHE BACK BEAT  BRINGERSが、世の中に出ていくやり方は、誰かと同じじゃなくていいんだ。


オリジナルでいこう。








今朝、さっきまで追い込んだジャケットデータに不備がありませんように！







    2009.09.16 Wed 9/16(水)「That's 雑談タイム」
    たった今、無事入稿完了〜。ふぅ。いいものになりそうだ。







で。


データチェックの後、Hook up recordsの吉見さんと雑談タイム。僕が企画しているThe Ventzの無料CD配布について相談してみた。


CD-Rじゃなくて、CDを3000枚プレスして配布したい。それだけじゃおもろくないので、その倍のCDをプレスして、同じCDの2枚組にし、「友人にプレゼントしてください」とメッセージを添えようか、と考えてるんですよ、と。まぁ、倍のプレスには相応のコストが掛かるわけで、その辺りを内容とのバランスの面で相談してみたわけです。


そしたら吉見さん、こんなふうに答えてくれた。


「着眼点はめっちゃおもろいねんけどなぁ、もひとつ仕掛けがないと、オレは反対やな」


と。


むむむ。別に浅はかな考えだったとは思わないけど、確かにそうかも知れない。


CD-RじゃなくてCDを無料配布するっていうのは、メジャーの会社なら造作なく出来ることであって、それ自体に魅力は乏しいと思う。それが例え千葉でレコーディングしようが、奈良でボーカル再録音しようが、アビーロードスタジオでマスタリングしようが、パッケージとして陳列されるものとして、斬新なインパクトがあるわけではない。


うーん。確かに…。


「それならCD-Rでええんちゃうん？」


という吉見さんの見解に納得がいかない様子の僕を見てかどうかはわからないけど、２人で「うーん」と考え込む。


そうなんよなぁ。アイデアの縮小方向を、僕は好まない。


その辺の僕の性格や僕の思考は、さすがに長い付き合いなだけあって、吉見さん、よくわかってらっしゃる。


つまりこういうこと。


その1:

ホームページには出来るだけ顔を出さなかったり、そういう見せ方の延長を、音源配布にも適用する。つまり、海外のみで無料配布し、日本国内では手に入らない。もし欲しければ、ネット上からメールでコンタクト取るしか方法がない。


その2:

テレビ的ドキュメンタリーを地でいく。つまり、メジャーがお金を掛けるなら、ザ・ベンツはカラダを張る。日々イギリスに向けて動きまくっている様子を、ブログだけじゃなく、動画で配信出来るように記録し、週一更新。それを、実際にイギリスでライブをした後の凱旋ワンマンライブでDVDにして配る。そうすることで、今回の無料配布CDの落とし所にする。


なるほどなるほど。なかなか面白いじゃないか。どちらの案も、ただ配布するより、より着地点が明確だし、なかなか実際に行動に移せるヤツはおらんだろう。







が、今日、盛り上がったのはココから！


「レコード・ストア・デイって知ってるか？」


と吉見さん。


はぁ、前にファンダンゴでイベントあったやつですよね？


吉見さん曰く、アメリカにはスゴい数のインディペンデントなレコードショップがあって、ちょうどフックアップみたいなお店がいっぱいあるんだろうな、と。そこはフックアップの吉見さんみたいに１人や２人でやってる店やろうし、そういうとこやったらウェルカムウェルカムでお店に無料音源置いてくれるんちゃうか？と。


なるほど〜と早速レコード・ストア・デイをPCで検索。


あったあった！


すげぇー！アメリカにはめちゃくちゃショップあるんすねー。レコード・ストア・デイ・ジャパンもあるんすねー。じゃあイギリスは？


このあたりから動悸は高まる！














あった！


しかも、めっちゃいっぱいあるやないすかー！


ロンドン、グラスゴー、マンチェスター…。


ヤバイ！


そこにはすべてのお店のWEBサイトがリンクされているし、つまり、すべてのお店とコンタクトが取れるっていうこと！


お店の地図だって載ってるしさ、すべてのお店をリサーチし尽くし、ザ・ベンツのレコーディング終了のメドが立ち、僕が単身渡英する日程が決まれば、そう！すべてのお店にこうメールを送信するのだ！


「ハロー！日本の新人バンド、ザ・ベンツは、ロックの生まれた国、あなたたちのイギリスで初ライブをしたいと思ってるんだ！…(途中、ミュージシャンとしての経緯やビートルズに対する愛情、飛行機にも乗ったことがないことなどを熱く語る)…ともかく、来年2010年にバンドでイギリスでライブがしたいんだ！そのための無料音源をアナタのお店に置いてくれないか？きっとイギリスのみんなは気に入ってくれると思う！オッケーならすぐに日本から郵送するぜ。○月○日頃には一人でイギリスに向かうよ。その時に会えたら嬉しいね！」


そうして、その様子も全部カメラで録画しちゃう。そう、一人で行くんだから、全部、僕目線でね！僕の姿は映らない！


「えー、次はココ。この店へ向かいます」


とか何とか、手元の地図をビデオカメラで映したりしてね！もちろんお店の人と話しているところもぜひ押さえたいよね！


そしたら上に挙げた「その1」も「その2」も同時にクリア！












ふぅ。


すみません。取り乱してしまいました…。


そう。これって一歩も二歩も進んだってこと。


今まで、MySpaceだったりLastFMだったり、対個人のイギリス人と繋がっていこうとばかりしてた。


それがインディーズレコードショップとは！


完全に盲点でした。


インディーズレコードショップの店員さんって音楽情報の発信基地の隊長みたいなもんじゃないですか！吉見さんがそうなんだから間違いない！いやぁ、吉見さんみたいな人が絶対世界にはたくさんいるって！なんかそう確信してます。だって吉見さんが言うんやもん(笑)。
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ってことで、またまた忙しいネット生活が始まりそうです。そのネット上でのリサーチを、この足で実現するのです。


だからね、結局、こうやって新しいアイデアは足で稼ぐしかないな、と思うのです。僕の情熱をわかってくれる人は日本にもいっぱいいるし、世界にはもっといっぱいいると思う。ただ、それがコトバが問題になるのなら、出来るだけ僕は、その問題を解決しなくちゃならない。


うん、ひしひしとそう感じました。











で、ビデオのアイデアね、YOU TUBEにドキュメントでアップしていくってヤツ。これ、今すぐ始めた方がいいよね。毎日毎日、僕の身の回りではいろんなことが起こってる。それはこのブログを読んでくれればわかると思うけど、もう一段階充実した説得力＝映像をアップするのは、とてもいいアイデアだと思う。簡単にYOU TUBEにアップ出来るカメラが安くで売っているようなので、取り急ぎ、入手ししよう、と思っているWAXでした。







    2009.09.16 Wed 9/16(水)「魚眼レンズ」
    昨日、日記に書いてたポートタワー。撮って来ましたよ！The Ventzの写真担当A.K.も急遽合流。照明がいつ消えるのか分からなかったんですが、急いで撮影。


無料配布するつもりのThe Ventzの初音源。ジャケットというか、同封するフライヤーのメインイメージに使えたらいいな、と考えまして。


いやはや。日本で初めてライトアップされた建物がココ、神戸にあったなんて！


そういう「世界に誇る日本のもの」って、ちょっと見直してみたいな、と最近、それが僕のブームだったりします。
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バリットスタッフの真砂にデジカメ借りて、魚眼レンズで撮影。なかなか味があるんでないかい？


デジカメ、欲しいなぁ…。ずっと貸しといてくれへんかなぁ…。







    2009.09.17 Thu 9/17(木)「引き締めろ！」
    先ほどThe Ventzの練習、終了〜。いやぁ、久々に全員の揃った練習でしたー。


今日やったことを。


1.写真撮影


うん。千葉レコーディングした曲を無料配布するつもりなんですが、その時のフライヤーのために最新の僕らの写真を撮りました。たかが写真、されど写真。難しいです…。


2.ライブ演奏動画撮影


うん。久々にライブ形式のステージを、動画で撮ってみました。またYOU TUBEにアップ出来たらいいな、と。千葉での遠征レコーディングを経た我々The Ventzはちょっとでも逞しくなったかな？との確認の意味もあっての撮影でしたが、こちらもなかなか難しいよね。定点カメラ1つなので動きがないんですが、それに文句言っても始まらない。限られた環境の中でいかに工夫するか。僕らにはそれしかあらへんやん？


3.新曲に着手


うん。先週の鳴菌との2人セッションで生まれた3曲をA.K.とナヲキにはそれぞれメールと郵送で送ってたんですが、その内の1曲に取り組みました。A.K.の提示するmoogの音色にインスピレーションを得てフレーズを組み立てる。そうしてイメージ出来たドラムの雰囲気をナヲキに伝え、その再現に時間を掛ける。そして僕ら4人でProToolsに同時録音。何度も聞き返しては演奏することで、僕のイメージは時間を掛けてメンバーに伝わる。そうしてそれを逆輸入し、イメージをさらに増幅させる。うむ。なかなかカッコいい曲になりそうだ。


ざっとこんな感じ。あと、鳴菌とA.K.の千葉レコーディング分のコーラス録りをしたかったけれど、タイムオーバー。


すべてがすんなりいく練習ではなかったけど、僕の気持ちは素直に伝えられたと思うし、もう一度気持ちもカラダも引き締めて、イギリスに向かう姿勢を強固なものにしたい。


そんな貴重な練習。


あぁー、練習終わり、あんなに眠かったのに、今、全然眠くならないよー。ヤバイ！







    2009.09.17 Thu 9/17(木)「感激！」
    今朝もうまく寝付けず、薄ボンヤリして目が覚める。


そしてビートルズを聴く。リマスター盤だ。1日1枚が限界かな？じっくり聴く。やっぱりmono盤、最高だなぁ。お気に入りだ。monoリボルバーを聴きながら、ふとstereo盤のブックレットが充実してたことを思い出す。


パラパラっとめくって気が付いた！これ！
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見覚えがあるぞ！


ほら！

[image: ]


千葉レコーディングの時にマキノさんが使ってたやつだ！


すげぇー！


一気にテンション上がって気持ちのいい昼を迎えた！







    2009.09.18 Fri 9/18(金)「コーラス特訓」
    [image: ]今朝の空。赤く雲を染めるヒカリが東から射し始める。







本日はA.K.のコーラス録りをビシバシしておりました。






先日の千葉レコーディングの4曲。僕のマイク、RODE NTKでのボーカルOKテイクは録れたので、来週の奈良ボーカル再レコーディングでもう一度、今度はヴィンテージブリティッシュ系マイク＆マイクプリアンプを使ってボーカルOKテイクを録り、その2本のボーカルOKテイクを比較し、よりベターなテイクを最終OKテイクとし、その後、ナルキン、A.K.のコーラス録音をしようと考えていたんです。


千葉に再上陸し、再びマキノさんにミックスを依頼するのが10/11、12に決定したので、ま、それまでにのんびり、納得いくまでコーラス録りすればいいかなーなんて気軽に構えていたのです。









が、重要なことに気が付いた。


A.K.は来週からドイツ〜イギリスの2週間の旅に出るんだった…。


(くっそー、人がどうにかしてイギリスに渡る方法を考えてるのに、いとも簡単に行きやがって…)


などという小言は別の機会に譲るとして。






そう。ということはつまり、千葉ミックスの日までの間にA.K.のコーラスを録音しなければならず、ということは、コーラス録音が出来る日が限られ過ぎているってこと！







というわけで、僕のマイクでのボーカルOKテイクにまず、A.K.コーラスOKテイクを録音するのが急務となり、本日、敢行したわけです。


ま、結果的に成功しましたが、いやぁ、なかなかの特訓レコーディングになりました。


いわゆるレコーディングスタジオでの録音ではなく、セルフレコーディングでありますから、時間はたっぷり使えるわけで、やっぱりボーカリストの僕としては「歌って欲しいニュアンス」が細かくあるので、いちいち些細なとこまでリクエストしちゃう。


「うーん、なんとなく違う」


じゃ伝わらないわけで、より具体的にリクエスト。これがまた大変で、ついには喉の構造なんかの話になる…。


意味わからんよね(笑)。


しかも、その先は精神論にしかたどり着かない。


ビートルズの「添わすコーラスワーク」と「オレがオレがコーラスワーク」を使い分けてだなぁ、しかも新しいところで、行こう！


こんなん言われて、果たしてA.K.は理解していたのだろうか…？







ま、元々考えてた3曲分のコーラスはうまくいきました。で、もう1曲「キタルベキセカイ」。


なんだかんだとコーラスワークについて考えているうちに、「キタルベキセカイ」にA.K.のコーラスをハメたくなって来た。うん、いいアイデアが浮かんだのだ。


が、しかし。そのためにはボーカルOKテイクを熟聴して、そのメロディの起伏やらタイム感、その上、息遣いまでをも覚え込む必要があるな、と。


でも、ここまで来たら絶対やりたい。重ねたい。


なんと言ってもイギリスに乗り込むための音源なんやから、とことんいきたいし、ここが正念場な気がするんです。






ちゅうわけで、これは宿題。よぉっく聴いて、土曜日深夜にレコーディングしようということになりました。ふぅ。








ま、だから、必然的に奈良レコーディングにA.K.は来なければならなくなったわけで、ちょうどドイツに発つ前でよかった、ってわけです。どっちかって言うと、奈良レコーディングバージョンのボーカルをOKテイクにしたいわけですから、僕のボーカル録音の後、すぐにそのボーカルに対するコーラスを録音しなければならなくなったわけですな。


こりゃA.K.、大変だわ(笑)。


ま、コーラスってのを舐めちゃダメだよ？ってことですな。メインボーカルなんかよりも断然難しいかも…。









ナルキンは僕の2種類のOKテイクを聴き比べて、よりベターなテイクにコーラスを入れるから、まだ余裕はあるかな？


さぁ、A.K.よ、ココ、頑張って切り抜けようや。そしたらグッと質は上がること、間違いない。








クー！それにしてもよくも簡単にイギリスに行ってくれるもんだわな！


いや、別に腹いせで特訓と言う名の無理矢理リクエストをしているわけじゃありませんからね！悪しからず(笑)。










    2009.09.18 Fri 9/18(金)「キャッチボール」
    今日はThe Musiqueのギタリスト、ウワガワと三宮、東遊園地にてキャッチボール。
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楽しかったー！


約1時間、みっちりキャッチボール。清々しかったけど、汗だくー(笑)。


コトバにならない会話。


こういうのも、得るものがありますな。


今度、鳴菌誘おかな。ヤツも野球経験者だからね。あ、僕は野球経験なし。それでもちょっと定期的にカラダ動かしたいもんですな。







    2009.09.18 Fri 9/18(金)「PHOTO」
    先日撮影した写真を使って、こんなの作ってみましたー。

[image: ]
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あと、サイト内に新しいページをリンクさせてみました。さて、どこでしょうか(笑)？







    2009.09.19 Sat 9/19(土)「ヒカリの海」
    [image: ]今日は三宮を後にするのが、いつもより早い。


昨日より風が冷たく、強い。


季節は確実に移ろい、また次の季節がやってくる。


「忘れようぜ ぶっ飛んだ夜にゃ 憂鬱は必要ないぜ


目くるめく 煌めく そう ヒカリの海を


ダンスを踊りな 最愛の誰かとステップ」


54の歌詞にある「ヒカリの海」を表現しようと、三宮をパシャリ。










    2009.09.19 Sat 9/19(土)「遊び心」
    昨日アップしたThe Ventzの写真。ずっと見てたら「あれ？」って気付いた。


で、こんなの作ってみましたー。


どない(笑)？
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ちゃんと役割考えて位置も合わせてます(笑)！


JOHN=WAX

PAUL=鳴菌

GEORGE=A.K.

RINGO=ナヲキ


なんてねー！


朝から何してんだか…(笑)。







    2009.09.19 Sat 9/19(土)「K nowing」
    [image: ]先ほどネット上の「ビートルズ検定」なるもので、上級編にて惨敗…。悔しいー！口惜しいー！


もっと勉強しなくちゃ…。





写真は本日、弟が誕生日にくれた音楽ギフト券で購入した、ビートルズ関連書籍。


もっと。もっと！もっとぉ〜！







弟からメールあり。


「おはようございます。日本食がちょっと恋しいです。昨日はルーブル美術館に行って、ミロのビーナスとモナリザを見たけど、モナリザは小さかったです。なんか日本は変わった事あった？」


なんか、弟はずっと世界中を巡ってるんではないか、と錯覚してます。


日本食が恋しい、かぁ。やっぱそうやねんな。日本をもっと知るべき、なのかも知れないな。










    2009.09.20 Sun 9/20(日)「無理」
    予定通り、昨夜はA.K.のコーラス録り、完了。


可能性をグイッと広げるにはそれなりの痛みも生じるわけで、ただ、A.K.の吸収力はハンパなく、今の僕らThe Ventzは、そうやって「やったことないことをする」「出来ないことに挑戦する」ことで、未だ見ぬセカイを僕ら自身が体験したい、ということに他ならない。


The VentzのWAXは、そう。今までやったことのないことに挑戦しているつもりだ。


それは歌詞のセカイだったり、メロディーのセカイだったり、そもそも楽曲のセカイだったり、もっと言えば、「イギリスで初ライブがしたい」と掲げた僕らThe Ventzという新人バンドのビジョン、そのもののことだ。


だからやっぱり、自分の中でも「無理」が生じているのは承知している。


毎日毎日、本当はうまくいかないことだらけなのだ。


うまくいかないことをうまく誤魔化すには、時間が止まらなければいいということに摩り替えて、僕は忙しさに安堵する。


「貧乏暇なし」


とはよく言ったもので、脳内は常に多忙を求め、カラダを休めることはゆとりある人の特権だ、と、いつも何かを犠牲にする。


その「何か」、が自分ならば望むところだ。


でも、その「何か」、が「誰か」ならどうだ？











精神的に折れてしまいそうなコトバを戴くことがある。


「裏方の方が向いているんじゃないか？」


そんな時、僕は笑うことで誤魔化すことを覚えてしまった。


そうして僕は眠れなく、なる。













おっと。今は真っ昼間じゃないか(笑)。


ご心配なく。


僕はこうやって、このブログにこう書き付けることで、うまくバランスを取っているのだ。


だから、僕、意外と私生活、にこにこしてますから(笑)。


よろしくどーぞー！










たった今、2件、嬉しい電話があった。


1本目は元THE MOVICの福崎。明日僕に会いに来るそうだ。


2本目はThe Keysの大西。今夜僕に会いにくるそうだ。


この、僕にとって特別な2つのバンド仲間が、こんなに時を同じくして電話を掛けて来てくれるとは！


さすがシルバーウィーク！


受けて立つ(笑)！







    2009.09.21 Mon 9/21(月)「駅前」
    [image: ]ザ・キーズのボーカル・大西とベース・立田と秋刀魚をつまみに飲んでます〜！










    2009.09.21 Mon 9/21(月)「フクロウ」
    [image: ]あまりラーメンてものに興味のない僕のリクエストにより、ホープ軒にて。


フクロウ目の大西。絶対フクロウだ！と思う僕は間違ってるんやろうか…。










    2009.09.21 Mon 9/21(月)「行き着く果ては」
    [image: ]結局セッションかよ〜(笑)！










    2009.09.21 Mon 9/21(月)「散歩やんっ！」
    今朝方、The Keysと道端で喋っていたら衝撃の光景を見てしまったのです！


走れ立田！写メれ立田！


ほら！










[image: ]




拡大だ！ほら！ほら！ほら！！！
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初めてみたー！びっくりしたー！


これってアレやんな？


アレやんな！？


ソフトバンクのデカストラップってヤツやんな！？


まるで散歩やでぇー！







    2009.09.21 Mon 9/21(月)「弟、帰国」
    今朝、9時、弟がヨーロッパから帰って来ました。(←ヨーロッパって響きがヤバイ!!!)


迎えに行けなかったけど、無事帰国出来てよかったよかった。


で、しばらく経ってメールが来た。


「ゆっくりイギリス行きの事を報告しに行きます。物価はだいぶ高い気がしたけど」


そして写真が添付されていた。
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ギャァー！本物やぁ〜ん！羨ましいぞぉー！


ん？ほんまにホンマもん？







    2009.09.22 Tue 9/22(火)「奈良へ」
    [image: ]奈良に向かっています。いよいよ正念場。千葉でレコーディングしたバックトラックに、最高のボーカルを録音するのです。


それにしても奈良には行きやすくなったなぁ。阪神電車で三宮から直通やもんね。










    2009.09.22 Tue 9/22(火)「U 47型・U67 型」
    [image: ]なんとも贅沢なマイキング！


2つのマイク合わせて200万円近いっ！










    2009.09.23 Wed 9/23(水)「奈良セルフレコーディング」
    奈良でのボーカルレコーディング、終了〜！とにかく納得いくまでレコーディング出来て、よかったー！


というのも、今回は奈良のMORGスタジオの門垣さんのご好意により、かなりハイエンドなボーカルマイク＆マイクプリアンプ＆コンプレッサーを使用してのボーカルセルフレコーディングをさせてもらったからです。


セルフレコーディングやから、なんと言ってもいつも通りのやり方で歌えるわけで、しかも精神的なコンディションまでいつも通り。結構僕、緊張しぃーなんでね(笑)。


それに時間配分も自由だし、そう、神戸のとある地下室で毎日夜中に一人でデモ録音をしている感覚に近い。


うん。これも門垣さんの配慮だな、と思うわけです。感謝！










しかもですよ！なんと、借りた機材がこれまたすげぇ。


SOUNDELUX E47 TUBE。これは名機ノイマンのU47という、そう、ビートルズが多用したマイクに限りなく近いマイクで、世界で唯一、ノイマンの修理が出来る現役職人がハンドメイドで作ったマイクなのです！

[image: ]


もう1本。SOUNDELUX U99B。これもビンテージノイマンU67をモチーフに作られたマイクで、同じく上記の職人さんが作った究極のハンドメイドマイク！

[image: ]


そしてそして、プリアンプは正真正銘ビンテージのNEVE1066！コンプもビンテージのUREI1176！
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レコーディング機材のことに興味がなければ「なに？それ？」でしょうけどね！いやぁ、この僕のテンションでその辺りのことは感じてください！








感想としては、U47型はどっしりと存在感があって声の密度も十分。まさに王者の風格。U67型はキラキラと声に伸びと艶があって、これはまさに万人が好むサウンドだなぁ、といったところ。


贅沢にもその2本のマイクを今回の作品4曲に振り分けて使用。


ややや。


ヤヴァイ…。今もひとりでニヤニヤしてしまうよ…(笑)。


究極の自己満足やね。


けど「今、自己満足出来なくてどうすんの？」と僕は言いたい！


まだ世の中に聴いてもらう前の段階。ひとつひとつ、そうやって自己満足していった、その先にあるThe Ventzの作品をみんなには聞いていただきたい！僕は毎日、そんなこと考えてるよ！








おっと。また熱くなってしまった…(笑)。


なにはともあれ、そうやって協力してくれる人がいて、作品って出来上がっていくのだなぁと思う。納得出来ないことを納得しなくてよかった。









さて、では「どのマイクをどの曲で使ったのか？」ですが、U47型は「キタルベキセカイ」に。U67型は「54」と「FRIDAY」に使用しました。もう1曲「colors」は自身のマイクRODE NTKを使ったボーカルテイクをそのまま使用…。


うん。これはこれで、僕は納得しています。


作曲者として、ボーカリストとして、最高の選択が出来たと思っています。すべての楽曲で2本のマイクを試しましたし、プロデュースする側の僕の思い描く最終的なサウンドの中で、「ウタをどう聞かせたいか？」という思惑に対して、とても素直に選択出来たと思います。


「54」なんて、1発でオッケーテイクが出ましたよ(笑)。そう。これ以上ないテイク、というより、U67型でボーカルを入れた途端、楽曲がイキイキしたことを感じたし、自分自身で「カッコいいな、この曲！」って思ってしまったんです。なかなかないよね、こんなこと。だから、これ以上なにもすることない、と思ったし、逆にどう歌ってもあんまり変わらんのじゃないかな、と(笑)。


「FRIDAY」もそう。U67型で録音したんですが、まぁ、全く問題なし。これも1発オッケー。サビでの3声コーラスをどうするか？コーラスはU47型にするか？って迷いましたけど、結局U67型を選択。同等に戦わせることにしました(笑)。ウタメロ同士が戦って、結局最後は協調し合う。そんなイメージにぴったりのウタを録音することが出来ました！


「キタルベキセカイ」はU47型とU67型を比較してみて、断然U47型が似合うな、と。ただ、これは、歌い方でかなり迷ったなぁ。昨日、一番最初に録音し始めた曲やってんけど、まだそのスタジオに慣れないせいか、声を出すニュアンスを掴み辛かった。とにかくオッケーテイクを出さないと先に進めないってことで、一旦オッケーテイクを作り上げ、「FRIDAY」と録音し始めたんやったかな？で「54」もサクッと終了。でもね、なんかさっき終了した「キタルベキセカイ」に納得がいかない…。ってことでもう一度ボーカル録音に取り組むことに！ここがセルフレコーディングのいいところやね。納得いくまでやり直せる。気も遣わない。そこでこの日、コーラス録りまで完了させなくてはいけない明日からドイツに行ってしまうA.K.が一言。「座って歌ったらどうなんですかねぇ？」むむむ！これはやってみる価値あるな、と直感して椅子に座って声を出してみた。ややや！これはなんと。先ほどのオッケーテイクでは感じなかった「素直さ」や「ストレートさ」が滲み出ているじゃないか！ほほぉ。なるほど。座るだけで声の出し方も変わるんやなぁ。ミラクルな体験でした。ジョン・レノンもレボリューションでは寝転がって歌ったらしいもんね。なんでもやってみるべきだ。これもセルフレコーディングならではの自由さの賜物です。


「colors」はですね、結局U47型もU67型も使わなかったです。「使わない勇気」というか、「なにもしない勇気」を選択しました。どちらのマイクも使って、それこそ何度も何度も挑戦したんですが、精神的なコンディションに拠るのか、どうもRODE NTKで録音したテイクを越えられない。U47型のマイクと比べると、価格にしてたった3%のマイク。そう考えるとね、なんだかこう雑草的な魂というのかな？そんなのが沸々と僕の内部に湧き出て来てね、僕は僕で頑張って買ったマイクであって、この3年間、とても気に入って使っているマイク。そんな思い入れもあって、「colors」という楽曲には、このサウンドがとてもマッチするんじゃないか、と考えました。プロデュースする立場のWAXとしてThe Ventzの楽曲を考えた時、例えば目を閉じて同じテイクのボーカルを3種類のマイクで録音したものを聞いた時、僕はどう答えるだろうか？と。僕は迷うかも知れないけれど、迷って迷って迷った挙句、RODEを選ぶだろう！と信じます。値段じゃないんだ。この曲のボーカルサウンドとして僕の耳にナチュラルにフィットするのは、ずっと使ってきたRODEなんだ、と。よく考えれば、これも自己満足。「使わない勇気」？いや、そうじゃないのかも知れない。「自己満足を押し切る勇気」なのかも。それこそが「納得」ってコトバに辿り着ける、唯一の勇気なんだろう。










そんなこんなでメインボーカル録音終了。あとはコーラス。僕が入れるべきコーラスもなんとかサクサクと終了させ、「colors」ではメインが3万円のマイク、コーラスが100万円のマイクという暴挙(笑)も飛び出し、やっとA.K.のコーラスに突入。残り1曲「キタルベキセカイ」にとても時間が掛かる！これは難しいよなぁ。まぁ、あれです。いろいろ、ほんまにいろいろやって、時間もめっちゃ掛けたけど、僕のメインを本当の意味で覚え込まなければ難しいだろう、付け焼刃で完了させたくない！ってことで、ドイツ・イギリスから日本に帰って来てからまた歌うってことに。千葉ミックスが10/11と12だから、ギリギリ間に合うか！って感じ。ドイツ・イギリスでとことん覚えまくってくれよ！









まぁ、しかし、ヘトヘトです。ヘトヘト超えてヘロヘロ。それでも心地いい疲れ。


こうやって音楽を作っていると、僕は他に欲しいものがなくなってしまう。アルコールも欲しない。ただただ音楽にのめり込んでいる自分に気付く。


とてもいいボーカルが録れた。


いや、「いい」んじゃない、「好きな」ボーカルが録れた。


「こんなもんだろう」と妥協したことなんてひとつもない。まさに曇り、なし。


明日の夜中は鳴菌のコーラス録音を、三宮の地下室で行なうことになっている。それが終われば、もう一度全部、じっくり聴き直して、僕は僕なりのミックスをしてみたいなぁと思う。ミュージシャンとして、プロデューサーとして。それはきっと、10/11、12の千葉ミックスでマキノさんと顔を突き合わせてミックスすることに役立つと思うのです。


ビートルズのリマスター盤を聞いていて感じること。ミュージシャンとしての存在感。「リアルにそこにいる」という感覚を、そのサウンドから感じさせたい。


そのための準備がもうすぐ終わる。










昨日、お世話になったMORG門垣さんへのインタビュー動画「FLY to the UK」をYOU TUBEにアップしました。門垣さんの声がちょっと聞き辛いですが(笑)。


これからこうやって、僕らThe Ventzがイギリスに行くために関わっていく人たちへのインタビューやらなんやかんやを動画でアップしていこうと思います。


そう、それこそが題して「FLY to the UK」。この僕のブログの動画版みたいなもんですな。


併せて見てもらえたら嬉しいですー！


このブログのMENUのとこにもリンク、貼ってます！







    2009.09.24 Thu 9/24(木)「iPhone」
    えー、ワタクシ、思い切って長年使って来たドコモを解約しまして、iPhoneにしましたー。


が、これは携帯電話じゃないね。完全に越えてるね。ビビるぜ。


電話番号はそのまんまなんですが、アドレスは当然のように変わってしまいました。なので、「登録してくださいー」っていう一斉メールを送るべきなんですが、イマイチこのiPhoneを把握し切れてないので、残念なことに、僕、一人一人にメールを打っています。今、やっと「キ」が終わるとこ。ふぅー。ご不便掛けてる人もいてると思いますが、すんません、ごめんなさい。ま、のんびり行きましょうや。


もし急ぎならお電話くださいな？









ってわけで、iPhone欲しかった理由のひとつ、「YOU TUBEに直接アップ出来る」って機能。早速使ってみました。今朝も早起きしてね(笑)！ま、確かめがてら、YOU TUBE、見てやってくださいな？「FLY to the UK」ってヤツです。イギリスに向かう僕の、ま、いわゆるドキュメントコーナー的なヤツです。その過程を動画でってコンセプト。さて、今日はどこへ行ったのでしょうか？









今日は、鳴菌コーラスを録音します。先日の奈良レコーディングでの僕のボーカルの上に重ねます。これでほぼ録音は完了ですな。


そしたら明日以降、僕なりのミックスをしてみるのだー！


楽しみ楽しみ。


10/11、12の千葉でのマキノさんとのミックス作業の下準備に入ります。出来る限り音楽的にアイデアを実現出来るよう、もう一度じっくり自分たち、The Ventzの音楽を聴き込もう！







    2009.09.25 Fri 9/25（金）「冒険」
    ナルキンコーラス録音終了〜。さぁ、いよいよ佳境に入って来ました、ザ・ベンツ、レコーディング。なかなか納得のいく、充実したサウンドになってます。ナルキンも深く頷いた！笑


かなり早く録音を片付けたので、ナルキンと2人、ウィンドウズのムービーメイカーなるソフトを冒険。うん。まさに冒険。笑


というのも、ワンクリックごとにその効果の素晴しさに圧巻。テンションがあがる。


ザ・ベンツPVを作りたいなぁと話してはいるものの、誰も行動を起こすことが出来なかったんですが、遂にナルキン、動き出すか 


僕もやり始めたらとことん凝ってしまう質なんで、ここは我慢。笑


ナルキンに任せてみるのが1番いいんじゃないかと思ってます。


コンセプトさえ外さなければ、映画なんかの映像作品をたくさん見てるナルキンの方が、イメージを形にしやすいやろうしね！


プロデューサーの僕は、無理難題ばかりをリクエストしてやろう！笑







まだA.K.はドイツに到着していないんだろうな。


すげぇなぁ。今も信じられへんわ…。







    2009.09.26 Sat 9/26（土）「忙しい」
    忙しい！








    2009.09.27 Sun 9/27(日)「珍道中」
    いやはや。ドイツ滞在中かも知れないA.K.の日記、みなさん、読みましたか？


あの、中央駅ってブログの写真。


「それ、ほんまは模型ちゃうん〜？」


って思ったのは僕だけではないハズ。


え？僕だけ？


絶対精巧な模型作って接写してるハズやわぁ。箱庭的な、ね？A.K.よ、なかなか手先が器用だなぁ。ドイツ行っていると見せかけてどこでそんな細かい作業してるんだ…？


…。


虚しくなって来ました…。











ま、とは言え、そうやんな。最近のJRの駅とか、「どの駅もおんなじやん！」って造りになってるもんな。うん。建売住宅のような決まりきった駅。


京都の実家近くの駅もそう。


「嵯峨駅」とか、なんか「嵯峨駅！」って感じやったし、「二条駅」も「二条駅！」って建物やったんですよ？それが妙に現代的になってるのが寂しいなぁーと最近思うのです。もちろん「バリアフリー」とか、そんな考えを反映してのものだとは思うのですが、日本人の日本人たるルーツをもっと押し出した感じであればいいのになぁって素人的には思います。


あ。でも僕らもThe Ventzって名乗ったりしてロックなんてやってるので、そんな僕がこんなこと言うのはおかしいね。ごめんなさい。


でも、嵯峨駅、二条駅はカッコ良かったんやでぇー。











さて、日本にいる僕は先日の千葉〜奈良レコーディングの仮ミックスをしてみよう！と考えているのですが、このノートPCから家にあるデスクトップPCにデータを移す作業で難航しております。はい。


またしても立ちはだかる困難…。


でもこうやって解決していくんがええんよねー！なんてかなり楽観的に捉えています。


いや、そう捉えられるようになったのかな？


それもこれも珍道中。


実際にイギリスに行くことも珍道中なら、今こうやって僕が感じたり考えたりしていることも、僕の人生に於ける珍道中。


「たかが僕の人生の珍道中を誰が楽しめるものか？」


確かにそんなふうにも思うのですが、こうなったら引き下がることは出来ないのだよ、ふむ！


「されど僕の人生。誰かがこのブログを読んだりして、滑稽だ！と笑ってくれさえすればそれでヨシ」じゃね？


中学校の1年生の時、大嫌いな国語の先生が言ってた。


「コトバで笑わせることって難しいんですよ」


って。


ならばカラダ張って笑わせてやるぞー！


なんて、あれから22年も経った今、考えていたりして(笑)。









ま、ともかく。


今日もなんか忙しかったけど、毎日前進してますよーってとこ、書いとかないと、ね(笑)？


iPhone、ケータイ連絡先を一件一件伝えるのん、やっと「ワ」まで行きました。あと少し〜！







    2009.09.28 Mon 9/28(月)「発明」
    千葉〜奈良レコーディングの素材を使って、僕なりの仮ミックスを作ろうと思うんですが、ついつい聞き込んでしまって先に進まないワックスですー。


今日はBLANK MAPというバンドのジャケットを造るためにイラストレーターやPhotoshopというソフトをいじりまくってました。プロツールスもそうやし、ナルキンが最近始めてる動画編集もそう。ほんまPCなかったらどないなってるんですかね？


空を飛ぶという噂の飛行機もそう。


誰がいつのまに発明したんだか。


毎日ビビってばかりです。笑







    2009.09.29 Tue 9/29(火)「関わってます」
    おっと〜。もうこんな時間じゃないか。


今からTHE BACK BEAT BRINGERSとメシにでも行こうか、と。


10/9(金)にヤツらの1stアルバムが出ます。バリットでワンマンします。結構僕、関わってます。なかなかいいバンドです。








    2009.09.30 Wed 9/30(水)「はちゃめちゃWAXMIX」
    いやぁ。みなさん、A.K.のブログは見てますかぃ？


いいねー、すごいねー、どうやら本当にドイツっぽいぞ！ハンブルクかぁ。ビートルズがビートルズになった街。ジョンがそう言うんだからそうなんだろう。


僕も早いこと今回のレコーディングを終わらせて、イギリスへ飛び立とうと思う。PCの中の冒険じゃあ、もう物足りないよ！








「いいなぁ、A.K.…」って言ってばかりじゃ心底つまらないので、僕は先日の奈良でのボーカルレコーディングしたトラックを何度も何度も聞き返しながら、今朝、「キタルベキセカイ」の僕なりのミックスを始めたのです。


名付けて「WAXMIX」。


そのまんまや〜ん(笑)！





来月、10/11、12は再び千葉のマキノさんの元へ単身乗り込むのですが、ほんまもんのミックスはプロに任せるとして、僕は僕なりの、ミュージシャンとしての、プロデューサーとしてのミックスをしてみるのです。


で、今朝、ようやく「よしっ！」と奮い立ち、ミックスを始めたのですが、これがもう、はちゃめちゃミックス(笑)。


「もっと楽器単体の音色をオットコ前にしたいなぁー」とか思うんですが、たぶんそれはマキノさんのミックスに敵わないので割愛。今回録音した他の3曲に比べて、「キタルベキセカイ」はめっちゃ遊べると思うんよねー。サイケに突き進んでも結構面白い結果になると思う。そういうアイデアを、出来るだけ具体的に音に表わそうとすると、はちゃめちゃになってしまうわけ(笑う)。「あれもーこれもー全部ー！」みたいな。


でも、今の時点で引き算することはないかなぁーなんて思うので、そのまま進めてます！








今日、A.K.抜きのバンド練習の予定やったんですが、ナヲキが無理そうなので、明日の深夜、鳴菌と練習することにしました。今日、明日で残り3曲のWAXMIXも完成させて、明日、鳴菌に聞いてもらうのだ。


鳴菌は鳴菌で、ヤツもブログで書いてますが、The VentzのPVへの道ってことで、PC使って映像をイジッてるみたい。それを明日、見て欲しいと言うので、それも楽しみ！







「羨ましいことばっかして、日本に帰って来て、音にいい影響なかったら大ブーイングやなぁ！」


って鳴菌と話してたのは、A.K.には内緒です(笑)！







    2009.10.01 Thu 10/1(木)「妙な夢」
    ザ・ベンツのライブツアー中、ナルキンがめっちゃ酔っ払って面倒臭いことになっているのを、ナルキン自身が面倒臭がりながら介抱している、という妙な夢で目が覚めました！笑


おはようございます、WAXです。


さぁ！もういっぺん、今からキタルベキセカイとcolorsのWAXMIXをやり直します！


夢の中にヒントがあったのでね！







    2009.10.01 Thu 10/1(木)「禁断の…」
    

昨日の朝からミックス三昧。なんかやっぱりビートルズリマスター盤に影響されてます。笑


ズバリモノラル！


これでええんやろか？笑


昨日は54だけモノラルやったんですが、今、全曲モノラルミックス制作中。


こう、なんちゅうかなぁ〜。楽器の音が後ろからどんどん生まれてくる感じがね、宇宙みたい。わからんよねー！笑


特に、我々ザ・ベンツは、意外とパーカッションを多用しているので、そのあたりが聴きどころ！


ま、ほんちゃんミックスがモノラルになるかはわかりませんが。






そんなミックス途中、禁断の技を使ってドキドキしてました。


なんやと思う？


前にも書いたけど、ビートルズのwhat goes onのステレオ盤の左チャンネルのみから聞こえるドラムとベースの絡みは超絶なんやって！


で、それをプロツールスに取り込み、左チャンネルだけをコピー、左右で鳴らすという暴挙に出てしまいました…。


ごめんなさい、ビートルズ。


でもさ、これがめっちゃくっちゃ！カッコ良くてさ！世界最高のリズム隊じゃないか ヤヴァイぜ！ちびりそうやもん…。笑


しかも、アビーロードスタジオ2の雰囲気がさ、こう、聞こえてくるんよ！感涙もんだぜ！ヤヴァイ…。


我々ザ・ベンツも、これくらいやらんとあかんねん。これくらいかっちょいい演奏と、怖いもんなしの雰囲気と和気あいあいな雰囲気の絶妙なブレンド具合。


いいねっ！


iPhoneにこっそりこの禁断ミックスを入れてしまおう…。







    2009.10.02 Fri 10/2(金)「スウェーデンのトビアスに聞く」
    今日はバリットにスウェーデン人のお客さんが来ました。YULOというバンドを見に来たようで、終演後、YULOの内堀と僕の3人でウダウダ世間話(笑)。


彼の名前はトビアス。IKEAで働いているそうな！出張みたいなもん(笑)？


学生時代はよくスウェーデンのクラブに顔を出していたらしく、その中には"THE HIVES"もいたそうな！そういえばスウェーデンのロックバンドって好きなんよなぁ。"THE HIVES"しかり、"MANDO DIAO"や古くは"ATOMIC SWING"！ちょっと興奮しちゃったぜ。


で、ふと思い立ち、「オレ、新しいバンド立ち上げてて、初めてのライブをイギリスでしたいねん〜」って話してみた。


そしたら結構面白い話が聞けそうだったので、慌ててビデオを撮ってもいいかな？って聞いてみる(笑)！


そう！iPhone、大活躍〜！


今、YOU TUBEにアップしてるところです(笑)。









トビアスはめっちゃ日本語が上手。うまく収音出来ていなくて聞き取りづらいかも知れんけど、かなり達者やったわ。どこで習ったん？って聞いてみると、学校だ、と。へー。


でも、「見栄を張る」の英訳は出来なかったけど(笑)。








そうそう。スウェーデンはね、英語じゃなくてスウェーデン語なんよね。けど、"THE HIVES"も"MANDO DIAO"も"ATOMIC SWING"も、みんな英語で歌ってるんよね。母国語はスウェーデン語なのに、なぜに英語で？というところから会話は始まります。


じゃあ、日本人も英語で歌うともっと世界で聞いてもらえるのかな？


トビアス曰く、日本語にしか出せないメロディーってのがあって、それに我々の国のみんなは驚かされる、とも。


ふむふむ。へー、なるほどなぁ。そうなんや！


そして遂に出ました！キーワード！


「魂」


そう。ソウルってことですわ。


やっぱり日本語で歌うことでその魂は伝わるものだし、結局、その日本語で歌うことが、例えばスウェーデン人にとっては珍しい音階になるんだろうし、音(オン)という意味でキレイな日本語を使って歌うってことこそが、今、The Ventzが最大限でチカラを入れるべきところなんじゃないかな？と感じました。


ま、スウェーデンではどこでも英語が通じるらしいからね。そこが日本と違うところ。言語として「違い過ぎること」を逆に利用しなくちゃな！








いやぁ、なかなか興味深い話が出来ました。


それをYOU TUBEにアップ出来るってのがまた面白いし、肌身離さずっていうケータイ電話の特性を活かせるiPhoneってのは、なかなか今の僕には利用価値があるなぁーと思うのでした。








やっぱり外国人と話すと、それだけで世界が広がってみえるね。価値観というか、基準が違うんやな、って思うし、なんか逆に日本語のいいとことか日本の習慣のいいとこ、彼らに教わりそうな気がします。


ぜひまたYOU TUBE、見てくださいな〜。

"YOU TUBE-FLY to the UK no.4-"







    2009.10.02 Fri 10/2(金)「上下スピーカー」
    おはよう。WAXです。雨降ってますね、神戸は。


今朝はビートルズ"with the beatles"のステレオ盤を聴いています。やっぱパンチあるなぁ。


この2ndアルバムは1stアルバム同様、2トラックレコーダーで録音されたもののようなのですが、右チャンネルからはほぼ歌のみが聞こえます。実は僕も最近知ったのですが、どうやら当時のビートルズ、ヘッドホンは使わず歌をオーバーダビングしてたようなのですね。ははぁん。そう言えば、ヘッドホンせずにボーカル録音してそうな写真があったなぁ。
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↑これは1965年頃のもの。ヘッドホンなしー。
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↑ついでに1966年、リボルバーの頃かな？エンジニアもノーマン・スミスからジェフ・エメリックに代わります。ヘッドホンしてますな。









ということは、ですよ。どうやって録音済の演奏を聞きながらボーカルを録音したのか？ってことです。


目から鱗！


どうやら、普通にスピーカーから演奏を流しながらボーカル録音をしてたっぽい。


今じゃ考えられない方法なんじゃないかなぁ。なんでかって言うと、ボーカルを録音しているマイクがそのプレイバックしている演奏の音を拾ってしまうから。


ま、The Ventzのデモ録音ではよくその方法使ってるんですが。単純に、ヘッドホンするとメンバー全員が聞けないから面倒臭いよな？っていう理由ですが(笑)。


ビートルズに話を戻しますが、ということは、です。


この右チャンネルだけを聞くと、ボーカルの後ろにうっすら演奏が聞こえるんです。この音が紛れもなくボーカル録音している時に、まさにアビーロードスタジオ内に流れていた音ってことですよ！ってことは演奏の流れるスピーカーからボーカル録音用のマイクまでの距離感というか空気感が聞こえているのだ！ってことなのですよ！


はぁ。また右チャンネルだけの禁断音源をこっそり造ってしまいそうです…。









それにしても、リアルに感じるよなぁ。ビートルズのメンバー4人がそこにいるような錯覚に陥るような見事なリマスターだと思います。


それぞれのメンバーが楽器を演奏して歌っている。


そうやわ。本当に大切なのは、どう転んだってソコなのだ。それくらいしか大切なものなんて見当たらないよなぁ。


ふと昨日、バリットでライブを見ながら「もしビートルズがこのバリットでライブしたらどんなだろう？」って空想してたんですが、圧倒的に存在感がヤヴァイだろうなぁ、と。


なんだかんだとイジッてみても、人が演奏する演奏。その個性が強烈であればあるほど活き活きと聴き手に伝わって、感動するんだろうなぁ、と思ってみたり。







あ！今、"with the beatles"の最後の曲、"MONEY"が掛かっているんですが、イントロのこのハードなリフ！これエレキギターじゃないんじゃないか！？


もしかして、ギブソンのJ160とか!？


うへー！もしそうならあり得ない楽器の選択のような気がするけど、なんだ、その「あり得ない」ってのは！と自分に突っ込み入れてしまいます(笑)。


「あり得ない」と考えるのは、「固定概念」や「慣習」「思い込み」が下敷きになっているから。


おいおい、WAXよ。そんなものは早いことぶっ飛ばしたかったんじゃなかったのか!?








そうそう。もひとつ。


当時はステレオが主流でなかったイギリス。


そもそも、なんで左右になったんやろうか？


ジョージ・マーチンが言うように、ステレオってものを重要視していなくて、最終的にパンチあるボーカルを録音するために、2トラックレコーダーの1つを残しておいたなら、「上下ステレオ」ってものを提案出来なかったんやろうか？


下のスピーカーにはパンチある楽器演奏を。


上のスピーカーには伸びやかなボーカルを。


歴史の流れ上、そうやって配置すれば、モノラル再生の延長上に音像はあるような気がするし、それはそれで意味のあるサウンドになるような気がするんやけど…。


チーム・ビートルズならそれくらいのことやってるかな？どうなんやろ。


僕がその時代のそのチームにいたなら、絶対そう提案するなぁ。すでにステレオとして左右のスピーカーに音を分けるためのスピーカーがあったなら、一度はそうやって上下に音を分けてみる。


「ステレオは左右」


っていう固定概念を破ってスピーカーをそうやって配置することで、もしかしたら時代は変わっていたかもね(笑)！









あー、なんか映画「バック・トゥー・ザ・フューチャー」が見たくなってきた！


そういえばあの"ドク"やっけ？ビートルズのプロデューサー、ジョージ・マーチンに似てないか？







    2009.10.03 Sat 10/3(土)「モノラルはどうだ？」
    昨日は鳴菌とミーティング＆メシでした。


まずは来週に迫った最終ミキシングに向けた意見交換。千葉には僕ひとりしか行かないので、出来るだけ意見は聞いておきたい。そのための"はちゃめちゃWAXMIX"やったわけやし、その僕のミックスを聞いてどう思うのか？みたいなんは聞いておきたかった。


ま、概ねオッケー。もちろんミックス自体、僕は下手ですから、それでも"感じさせられる音楽"ってのは筋を通しているつもり。そのことは鳴菌も感じ取ってくれてたようやし、昨日からイギリス入りしているA.K.からもメールは来ていて「monoやとこんなにモソモソしてる感じがして、めっちゃ良かったです」との感想も。


そやった。WAXMIXはモノラルなんよなぁ(笑)。


鳴菌もまぁこの辺は「しゃーないなぁー」的苦笑いなんやろうけど、僕としてはこのタイミングでそうしてみたい。モノラルで完成させてみたい。


ビートルズのリマスター盤の影響はもちろん大きいけど、僕の中ではそれ以上にTHE NEATBEATSの真鍋さんに拠るところが大きい気がする。真鍋さんと喋ってて知ったこと、思ったこと、感じたこと、それらがビートルズのリマスター盤モノラルの"リボルバー"を聞いてピンと来た！みたいな感じですな。


たとえば。


ヨーロッパってのは過去の偉大な作品に対して、熱烈な思い入れってのがあって、歴史・伝統ってのを重んじるらしい。イギリス人ももちろんそうだし、特にドイツ人ってのは、古い名盤をリマスターするってことに誇りを感じているそうなのです。その点アメリカ人はいい意味でも悪い意味でも合理的だし、"売れる盤"の権利を買う。だからドイツなんかのリマスター技術ってのは世界でもピカイチなんだそう。


これ、全部真鍋さんに聞いたことね。


で、僕は考える。


特にニートビーツの最新作の音はぶっ飛んでいて、僕はとても興味をそそられている。本当にヒドイ音なのだ。やや、誤解があってはいけないね。今現在の音楽市場から考えると、とてもヒドイのだ。本物の音がしてしまっているから。むむ。これも誤解を招く言い方なのかなぁ。そう。僕が愛して止まない真実の音がするのです。


でもそれは「ロックンロールだからいい味出てんのかなぁ」なんて、ちょっと躊躇してしまう類の音でもあるのです。


真鍋さんのスタジオにはとても興味があって、「今度遊びに行っていいですか？」って聞くと「おう、おいでーや！」と言ってはくれている。本当はそこでThe Ventzの音も録ってみたいと思っていても、今の僕らの音楽の指向的にそのサウンドがマッチするのかどうか、正直僕はわかっていない。


そこでリリースされてしまった"THE BEATLES IN MONO"ボックス。


初期4枚はいいとして、そこから迎えるビートルズ変革期、"HELP!""Rubber Soul""Revolver"に於けるモノラル録音はどうだ！


「ははぁん。なるほど。そういうことか」


と僕の中でカチリと音のする瞬間。


ならば、今回の千葉でのレコーディング。あれだけビートルズに関して気の合うエンジニア、マキノさんなら、「モノラルで行きたい！」ってのを理解してくれるんじゃないか？と思うのです。


そして堂々と「モノラル」として完成させ、それをアビーロードスタジオにマスタリングしてもらう。アビーロードのエンジニアはこう思うだろう。


「なんだって？モノラルだって？我々の今回のビートルズの仕事に、早くもフォロワーが出て来たってことかい？それも遠く日本の地から！」


と。


ただビートルズを真似たんだろう？と思われるかも知れない。


いや、違う。日本のニートビーツに刺激を受けたんだ、と言い返してやる。火を付けたのはビートルズかも知れないが、と。







そうしてアビーロードでマスタリングされた音源をイギリスで無料配布させるのだ。イギリス人に


「このバンド、ぶっ飛んでるぜ！モノラルだってさ！」


って噂になるような、ぶっ壊れたミキシングを完成させたいのだ！











おっとっと。こんなに長く書くつもりはなかったのに…(笑)。










と、鳴菌にも熱く語り続けていたのでしたー。想像しやすい、でしょ(笑)？










それから僕と鳴菌の10年前からの友人、金くんがちょうど誕生日だ！って思い出し、おめでとうメールしてみたら「今から行きます」と。このへんのフットワークの軽さはさすがだ(笑)。


3人でブリティッシュパブで乾杯。


いろんな話が出来て楽しかったなぁ。









さっきロンドンにいるA.K.からメールが来た。クラブに行ってたそうな。The Ventzの初ライブがイギリスで出来るようにいろいろ画策しているようだ。心強い。


それと、12月に面白そうなことが起こるかも知れません。The Ventzとしての話ではないけどねー(笑)。








よし。レコーディングもいよいよ大詰め。ボーカルやコーラスのトラックを整理して、1本ずつまとめなくちゃいけない。マキノさんに返すのです。


本当にぶっ飛んだものにしたい。







    2009.10.03 Sat 10/3(土)「ロンドン」
    みなさん、A.K.のブログは見てますか？


なんか、逐一チェックしてしまってます、WAXです(笑)。いいなー。

A.K. PHOTO BLOG








A.K.がロンドンに到着したということで、僕に「どこいけばいいですか？」というメールが来た。


「いいなぁーいいなぁー！オレも行きてーぞー！」


とばかりは言ってられないので、とりあえずちょっと調べていて気になるところをリストアップ。


BarflyとかPure Groove、Rough Tradeのwestとeastなどなど。


で、その友達の家が地下鉄で言うとどこにあるのか？って聞いてみたら、アビーロードとか近いじゃないか！


なんかロンドンの地図まで、なんとなく頭に入り出したWAXです(笑)。







ロンドンってレンタサイクルとかあるのかなぁ？自転車あったらレコード屋さんとかへの移動が楽になるよねー。調べてもらおう。あ、あと、日本語のPCが置いてあるネットカフェとかないのかな？


あ。なんかワクワクして来た(笑)。







アビーロードかぁ。A.K.は今回、行くのかな？行って欲しくないなぁー(笑)。もし行ったら、弟の僕へのメッセージ落書き、スタジオの壁に見つけられるのかな？


あーいいなー。


11月の半ばか、12月の半ばに、なんとかして行きたいと思ってます。







    2009.10.04 Sun 10/4(日)「鳴菌動画」
    おはようございます。今日も早起き、WAXです。


そういえば、先日鳴菌が編集した動画を見せてもらいました。千葉レコーディングのデモ音源に合わせる形で、我々The Ventzが"54"をライブ演奏する映像とレコーディング風景の映像を使ってました。


「え？なんで同期されてんの？」


という疑問は置いといて、こりゃ結構素材さえ集めれば、面白いものが出来るんじゃないかな、と思います。


"DO IT YOURSELF"


技術は絶対プロには勝てへんやろうし、アイデアだけが勝負。頼むぜ、鳴菌！







その動画、YOU TUBEにアップしようと思ってたんですが、まだ完成品ではない正式レコーディング作品をこの状態でアップするのはマズイってことで載せれませぬ。


早くアップ出来るような作品を作るのだー！







    2009.10.05 Mon 10/5(月)「遺伝子」
    今日はビートルズのデビューした日です。


そんな日に、偶然とは言え、A.K.がイギリスにいるとは！
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先日からこの本を読んでいます。


「織田信長に学ぶ」童門冬二著


ページを繰った瞬間からかなりそそられる内容。織田信長のリーダーシップの秘訣を中心に、信長の魅力が丁寧に書かれています。


「織田信長・豊臣秀吉・徳川家康」


やっぱ憧れるよ。天下統一したいよねー。


こんなん書くと"痛い"のかも知れませんが、僕、小学校の時はほんまに天下統一したい、いや、当然僕が天下統一するもんだ、と思ってました。だから、この3人に関する本はよく読んで勉強してた。






インターネット上に占いとかよくあるやないですか。歴史人物占いやったかな？それで占ってみると僕、徳川家康やったんです。はぁはぁ。なるほど。確かに「根回し」がうまかったりしますもんね(笑)。


でも、この前、もういっぺん占ってみよう、と思ったら、以前のそのサイトが見つからなくって、別の歴史人物占いが出て来たんです。で、占ってみると、織田信長。


どっちにしても、というか、いわゆるどんな占いしてみても、たとえば手相や誕生日占いや姓名判断、他、なんでもこう言われる。「あなたはリーダー」みたいな。ここまで言われるなら僕はリーダーなんだろうな、と(笑)。









この3人の影に隠れがちですが、明智光秀。彼も天下統一したひとり。


実は僕、明智光秀タイプじゃないかなぁーとも思うのです。「うつけ者」と言われる織田信長ほどの強烈な個性はなくて、その2番手の位置でいい仕事はするんやけど、やっぱりハラハラさせられる主の行動に疑問を持つという独自の考えもあり、主よりも自分の方が天下統一する者としての器があるんじゃないか？と真面目に考える。








そうや。僕が22歳の時、単身東京に行って立身出世を目指した動機は、司馬遼太郎の「太閤記」を読んだからやったわ。（矢沢永吉の「成り上がり」もそうやったっけ。笑）








結局、織田信長、明智光秀、豊臣秀吉、徳川家康、全員に僕は興味があるんだな(笑)。


その上、武田信玄や上杉謙信ら、戦国時代の猛者、ひとりひとりについて知ってしまったら、僕はどうなるんだろうか。


なんか、その時代の群雄割拠していたらしい史実を、その時々の僕の状況に照らし合わせて生き方を選んでいくんだ！って考えると、僕は勇気が沸くのです。









日本の歴史。


僕らの血筋。


絶対僕らには根拠があるはずだ、と思うのです。


世界に誇る遺伝子が。







    2009.10.06 Tue 10/6(火)「ボーカルトラック郵送」
    昨日、千葉のエンジニア、マキノさんにボーカルトラックのWAVファイルを郵送しました。


先日からメールのやり取りをしてたんですが、そのまま送っていいかどうかの返事を待たずにフライングで郵送。とても僕らしい(笑)。


ちなみにこんなやり取り。


●


「おつかれさまですー！


なんかご無沙汰になってしまって申し訳ないです！


ボーカルの録音、なんとか満足出来る形で終えました」


●


あはは。iPhone、慣れてないねー(笑)！実はここで一旦メールを送信してしまってる。


続きをどうぞ！


●


「すいません。慣れないiPhoneなもんで、途中で送信してしまいました。


で、まだコーラス録音が少し残っているのですが、早めにWAVでボーカルトラックなど、送った方がいいですかね？指示してください！




それでですね、ずっとビートルズリマスター盤を聞いているんですが、僕、めっちゃモノラルにハマっているんです。で、今回の録音したトラック使ってモノラルバージョンのミックスを作ってみたんです！これがなんだか凄まじくロックな印象で、モノラルで完成させられへんかなぁ？って考えてるんです。


今まで、モノラルといえば、最初の4枚っていう印象があって、ロックンロールやから成り立つ雰囲気なんだろう、と思ってたんですが、リボルバー聞かはりました？もう、タックスマンからヤヴァくないですか タンバリンとカウベルのアレンジから、音の前後の感じ、あのモコッとした図太いニュアンス！この実験音楽的発想のアルバムが、モノラルでこんなふうに響くんや！と思うと、我々ザ・ベンツもいけるやん！って、いても立ってもいられない状態です(笑)。


しかも、このタイミングでモノラル音源をアビーロードにマスタリング依頼するってのが面白いんじゃないか！と。


マキノさん的にモノラルどうですか？


なんかわかってもらえるかなーって、勝手に思ってます(笑)！


WAVファイルの件とモノラルの件、またメールもらえたら助かります！


よろしくお願いします！」


●


ま、ここで僕はマキノさんからのメールを一旦は待つわけですが…。


●


「おつかれさまです！


今日、WAVファイルをCDに焼き付けたものと、僕のモノラル仮ミックス4曲分を焼いたCDの２枚を、ゆうパックでスタジオサンに送りました！


お返事いただく前やったんですが、早めに送った方がいいだろう、と思いまして。が、結局、そちらに届くのが、7日になってしまうようですが(笑)。


実際に僕が千葉に伺う11日に追加分のWAVファイルも合わせて持っていくつもりです。


一度モノラルのやつも聞いてもらえたら助かります〜。


よろしくお願いします！」


●


結局、返事を待たずに送ってしまってる！それからマキノさんの返事ー。


●


「お疲れ様です。


返信遅くなってすみません！

データー受け取り次第確認させていただきます。わさわざ来ていただいてミックス作業にいけなかったら申し訳ないですからね。


あとmonoMIXの件ですがトライしてみましょう。

今の機材だと奥行感を出すのが結構難しいんですよ。あの当時とは逆に、ステレオが標準ですからねぇ。


ではデーター確認次第また連絡いたします」


●


なかなか熱いメールでしょ？やっぱり(笑)！


「トライしてみましょう」


ってのがイイ！


やってみなくちゃわからんことばっかやからね！








あ。思い出した！ちょっとした小話をひとつ。


そう言えば、千葉レコーディングの帰り道、高速のサービスエリアでメシを食おうってことになって、僕と鳴菌、A.K.の3人で「どうなんやろな？」的な中華料理屋に入ったんです。チャイナドレスをキメた一見中国の人？って感じのシュッとしたおばさんがホールの責任者のよう。名札は確か、完璧に日本人だった。


注文する時、彼女はやって来てくれたわけですが、鳴菌、ネギが食えないのでね、いつも通り、こう注文。


「ネギ抜きでー」


そしたら彼女、


「聞いてみましょう」


と深くうなずきながら、自信たっぷりに、自信あるんだかないんだかわかんない内容を答えてくれた。


え！どっちなん！？ネギ抜きに出来るん？出来ひんの？厨房に聞くってことやんね！？聞いてアカンかったらどうすんの？


明らかに睡眠不足の我々は大爆笑。


しかも、そのお店を出る時、A.K.は1万円札を出したんですが、レジもする彼女、


「ゲッ」


と呟いてしまう。


客商売のレジで「ゲッ」なんて、ありえへんやーん！とこれまた大爆笑の我々(笑)。


なんともユニークなおばさんなのでした。


…。
















で(笑)？


ま、でも、「やってみましょう」「聞いてみましょう」ってのは、とても大事な精神だと思います。そう、どう考えても、ポジティブですからね！


あぁ。この文章でちゃんとニュアンスが伝わるのかどうか。それが僕はとても心配です。







    2009.10.06 Tue 10/6(火)「とりひげ」
    久しぶりに20歳の頃に僕が組んでたバンド"JOE CLOUDS"のベーシストと飲みました。しかも当時、僕らがよく行ってた王子公園駅にある「とりひげ」という焼き鳥屋さん。


お店はちょっとキレイになってたんですが、やっぱ雰囲気はそのまんまで大変懐かしかったです。安いっ！







ヤツは今、音楽からは全く離れてて、会計士として独立するために仕事と勉強の日々だという。もちろん「イギリスに行きたいねん」という話をしたんですが、2人とも全然違う道だからか、話が合わないんではなく、逆に刺激を受け合った感じ。


「やりたいことをやる」


って、簡単なようで、意外と難しかったりもする。難しいようで、意外と単純だったりも、する。


そして、そんな違う道をゆく僕らが過去、現在、未来を話すことで、また僕にフィードバックするところがあって、


「よーしっ！」


と気合いも入る。








「あれ？ミナミデさん、英語喋れましたっけ？」


とか


「あれ？ついに飛行機乗るんですか？」


とか。


20歳の頃、僕が友人とアメリカに演奏の旅に行こうとしてたこともヤツは知ってるわけで、あの時、行けなかったってことが今になってコンプレックスとして表出して来ていることを、ヤツは理解している。


また、ミナミデさんは頭がいいから、英語、行ったらなんとかなると思いますよ、とも言う。











「イギリスに行ってどうなる？」


ってことではなくて、難関を"成し遂げる"行為自体をドラマチックに。


うん。まさに自分のココロの中の天下統一。


より深い充足感を得たいのだなぁ。


そうして僕は、僕の考えるカッコいい音楽を世の中に提供したいと思っている。ヒトリヨガリの図々しいナルシスト野郎ではなく、どんなに武装してでも世の中に還元を期待されるような良質なロックを奏でたい。


もちろんそこに、他人からの評価ってのは絶対無視出来ないわけで、むろん重要視している。


僕らThe Ventzの音楽が聞かれなくちゃ満足出来ないし、やっぱりより多くの人のココロをつかむような、そしてより多くの人が集まる場所でライブがしたいと、正直に、まっすぐに思っている。


その行為と目的の接点が僕にとっては「イギリスで初ライブをしたい」ということだし、その結果を今、こうやって僕のブログを読んでくれている人たちの前に弾き出したい。


そう。大成功という形で。







うわ。めっちゃ大袈裟(笑)。


けど、脳内で僕はとても大量の想いが交錯していて、その一部を話したり、書いたりすることで、この現実世界に形を成すのです。


ほんとは考えがまとまっていないことの方が多い(笑)。







ま、そうやって旧友に会ったりすると、また僕は前進することが出来るんだなぁってことですな。


サンキュー。







    2009.10.07 Wed 10/7(水)「台風」
    忙しい！しかも台風！







    2009.10.08 Thu 10/8(木)「A.K. meets KOKO」
    A.K.がドイツ、イギリスの旅から帰って来たようです。


とりあえず、A.K.が行ったというロンドンの"KOKO"というライブハウス内の動画をもらったので、YOU TUBE内"FLY to the UK vol.5"としてアップしましたー！

YOU TOBE「FLY to the UK vol.5」



短い映像なんですが、とてもそのイギリスの雰囲気をよく捉えていると思います。


こんなとこでライブがしたい！







    2009.10.09 Fri 10/9(金)「苦悩、そして決断」
    先月は弟が。今月はバンドメンバーが。


それぞれイギリスという国の空気に触れた。イギリスといえば僕にとって、日本の次に重要だと言い切ってしまえるほど、とても思い入れのある国なのだ。


10歳の頃から憧れたザ・ビートルズが生まれた国なのだから。







ちょっとこのチャンスに、今の僕が今の僕のまま書き連ねられることを書き綴ってみようと思う。








弟やA.K.がイギリスという国にいるということを、僕はとても悔しい想いを持って感じていた。


「なんでオレ、今、日本にいるんやろ？」


やっぱり僕は出しゃばりなのだと思う。正直に言おう。僕は神戸の中心地、三宮のライブハウスで働いているのだが、どうにも帰りたくなくなることがある。帰ってしまった後、とても面白いことが起こりえるのだ。それを逃すのが惜しい。


自分の感情の欲する最先端の場所にいたいのだ。そうすればアンテナが錆びることはない、と信じていれるし、そのためにカラダがヘトヘトになることも厭わない。睡眠時間くらいしか削るところがなくたって、話題の中心でなくてもいい。話題の隅っこくらいには存在していたい。


そんな出しゃばりな僕だからこそ、イギリスにいるという弟やA.K.を「嫉んで」しまうのだ。それくらいしか「なんでオレ、今、日本にいるんやろ？」という疑問を持ってしまう理由は見つからない。









ただ、僕も僕だ。僕は、僕だ。現実から逃げるわけにはいかない。


逃げる前には認めなきゃならない。


僕は日本にいるのだ、と。








そうして弟も帰国し、A.K.も帰国した。


A.K.にはいろいろ話も聞いた。バンドに対して、とても有用な情報をたくさん得て来てくれたし、さっきYOU TUBEに載せた動画なんて、実際、その空気に触れた者にしか為しえない説得力があった。


そう。僕は出しゃばりだから、そんな情報を、僕自身が僕自身の手で僕らのバンド"The Ventz"にもたらしたかったのだ。


ようやく僕はその正体をつかむことが出来たのだ。僕の中に棲む、魔物のような陰鬱な嫉妬の正体を！


いや。誤解があってはならない。


A.K.はとても素晴らしい仕事をしてくれた。心底そう思う。バンドはチームプレイなのだ。第１走者は懸命に走ってくれたのだ。そのバトンをしっかり受け継ぎ、僕はまた走り出さなければならないのだ。


ただ、第1走者という華々しい役割を担いたかったのだ。


だが。


ヒーローはいつも、遅れてやってくる。


そう。ヒーローはいつも、遅れてやってくる！


ならばヒーローらしく、僕は動じてはいけない。第2走者であり、もしかしたら第3走者にも、第4走者にもならなければならないのかも知れないのだ！


僕は僕の体力を、チームの誰よりも蓄えておかねばなるまい。


タフな自分を鍛えなければ！










そういうわけで、僕は僕の体力をどのように蓄えるべきなのか、考えた。


「英語」。


僕が思うように行動を起こすには、やっぱり英語は大切なのだ。身振り手振りで、もちろん通じるとは思う。うまく訳してくれる仲間も出来るかも知れない。でも、僕は自分の意志でイギリスという英語圏に向かうのだ。それは最低限の礼儀ではないのか？と思う。


英語に慣れる。


まず僕のとる行動はイギリス英語に慣れること。今もイギリス英語の会話が録音されたCDを毎朝聞いている。ほとんど意味など理解出来ない。けれど、まず、慣れること。何度も何度も繰り返し聞き続けること。どうやらイギリスの英会話の周波数は、日本語の会話のそれと、随分違うらしい。ならばその周波数に慣れる。理解出来なくても聞く。聞きまくる。僕は、決めた。


次に英語を使う。


英語で毎日ひとこと、書き続けようと思う。では何を書くのか？僕は僕の好きなことを書こうと思う。好きに書くのではなく、僕が興味のあることを書く。僕はこんなことに興味があるんだ、ということを英語で書こうと思う。僕はビートルズが好きだ。ビートルズのこんなところが好きだ。この曲のこんなところがスゴイと思う。また新たな発見があった。etc…。どこに書こうと決めているわけでは、ない。ただ、そうやってビートルズの音楽に関することなら、僕はこの世界でも特化していけるほど好きだと思う。それはいずれイギリスという国に降り立った時、彼らと話すキッカケくらいにはなるんじゃないか、と思う。そのためには音楽を今からまたじっくり聞き返す必要がある。そして今、うまいことリマスター盤が出たじゃないか！驚きの連続のリマスター盤を聞いて感じることを毎日、少しずつ英語で書けばいい！


日本を知ること。


やはり自分は日本人だなぁと思う。まだ一度も他国へ行ったことはないけれど、誇れる武器は結局日本人である、ということだけなのかも知れないな、とうすうす勘付いて来た。今、読んでいる「織田信長に学ぶ」という本。これが面白くてしょうがないのだ。もちろんそのリーダーシップゆえ、僕の興味を惹かれる部分は大きいのだろうと思う。人間のココロの内を理解することは、楽器の構造を知ることに、近い。楽器の音を鳴らすことと、人間のココロを響かせることは、近い。その拠り所となる日本人のココロの構造。最近になって僕はそれを「武士道」と置き換えてみることに挑戦している。日本の歴史、文化、血脈…。そのすべてが僕らに備わり、凝縮されていなければ僕らは世界の中の誰なのか？と。その端的なコトバが「武士道」ではないのか？と仮定し、その魂を鑑みることは、僕の歌詞世界の発展にも繋がるのではないか？と期待もしている。そして僕は1000年の都、京都に生まれ、その境遇に誇りを持ちながら、実際、京都から離れることを18歳の冬に選んだ人間だ。「同じところに居たのでは、新しい自分は見つからない」なんとも逞しい18歳であったと思う。今一度、その頃の自分を再発見するべき時期であろうし、今だからこそ、京友禅の下絵師である親父(京友禅の下絵師は、もう世界に数人ほどだろう)や、琴・三味線の教授である母親を誇りに思うのだ。お金はなくとも豊かな暮らし。それを文化と呼ぶのではなかったか？その類稀な血を、僕は生まれながらにすでに持っていたのだし、それを発展させる文化にずっと触れて来させてもらったのだ。なんの不足があるものか。不足があるとすれば、その実感のなさ。それだけだと思う。今こそ僕は、僕の中に流れる日本の血や文化を露にするべきなのだ、と思う。そのための勉学を、サボるわけにはいかない。


ロンドンを知ること。


これまでとは違って、少々現実的すぎる目標だが、ロンドンを知ることも大切だと思う。頭の中に地図が入っているかのような地理的な、土地的な感覚。それももちろん必要だが、もう一歩進めて、ロンドンに住む人々がどんな考えを持っているのか？どのような歴史を持ち、どんなジョークを好むのか？イギリス人と音楽の関係性や日々の生活の中への音楽の溶け込みようなど、うん。ロンドンを知る、というよりも、イギリスを知る、という方が正確か。大英博物館や庭園についても知りたいと思う。


他にも金銭感覚、経済手腕を磨くことも必要だし、ミュージシャンである以上、もっといい曲、いい歌を書きたいと思う。そして体調管理やトレーニングも欠かせない。ギターを弾き、歌を歌い、自転車に乗って、単発的だった水泳も定期的にしよう。


そうか。つまりは勉強とはこういうことなのか、と思う。


小学校、中学校、高校、大学と成績が悪かったことがない。


「要は要領の問題だ」とうそぶいていたが、そんなことはなかった。


意欲の問題なのだ。物事のカラクリに対する情熱の問題なのだ。


今、僕は、為し遂げたいことがあって、それでも自分の中にプレッシャーというものが露呈し、それは「弟やバンドメンバーが憧れの土地にいてしまう」ことで露になってしまった。


その適度な圧力を感じるがゆえに、僕は一度凹み、そうしてそれをバネにジャンプしようとしている。


その意欲は、自分が第2走者としてイギリスに立つ、もっとも効率的な仕掛けを準備し、絶対に成功させるんだ！という熱い想いという形で発熱するのだ。


決して茶番を生きるつもりはない。


ピエロになろうとも、その仮面の下ではほくそ笑んでいたい。


この生を生きる。


この血流を持った人間は、この地上に唯、僕、ひとり。


ならば、熱く流すのかどうかは自分次第。


「挑戦したい何か」があるだけ、僕は人間として幸せなのだと思う。








阪神大震災、怖かったなぁ。ほんまに怖かった。恐ろしすぎてあんまり前後のことを覚えてへん。


今、この生を生きているのは、あのほんのちょっとしたラッキーに過ぎひん。


出会う人、出会わない人。


全部偶然やけど、僕はただ偶然の中を漂っていたいわけやない。


宝くじに当たった以上のラッキーはもう、もらってる。


必然を起こせる人間になりたい。







    2009.10.09 Fri 10/9(金)「並々ならぬ…」
    おはようございます！天気がいいね！散歩がてら郵便局に行って来ましたが、こりゃ気持ちのいい季節です。








今日はTHE BACK BEAT BRINGERSというロックバンドのワンマンライブが神戸バリットであります。何度かこのブログでも紹介している若いバンドなんですが、今日、ヤツらは、生まれて初めてのCDをリリースします。リリースすると言っても流通はせず、ライブ会場限定販売なんですが。


そして、そのCDにもかなり僕は関わっています。


バンド人生に於いて、初めてのCDというものがどういう意味を持つのか、みなさん、わかりますか？


僕が20歳の頃にはCDを出すなんて、とても考えられないくらい神秘的なことでしたし、僕が29歳の頃、僕らが初めてリリースしたCDは、今と比べればとんでもない金額の掛かる高額な投資でした。


そういう意味で、今ではとてもリリースしやすくなったCDですが、そこに賭けるバンドの想いってのはいつも変わらずとても高貴なものだと思うのです。


それぞれが憧れて来たミュージシャンと同じフォーマットの作品なのですから。








僕がヤツらのその行動に関われたのは幸せなことであるし、特別な存在でなければこうやって全面的に協力することもないことは明らかだと思う。


それくらい、僕はヤツらの可能性を信じているし、紛れもなく僕でなければ発見出来なかったであろう才能だと思うのです。


それはコトバを変えると、僕自身のロックミュージック観を自分以外のバンドに当て嵌めた結果だ、と言えるのです。


おぉ。なんて大袈裟な(笑)。


でも、本当にそう思う。










全然ダメなバンドだったんです。でも、ちゃんと練習したんです。ちゃんと魅力が伝わりやすいように編曲もしたし、コンセプトから一本スジが通るようにいっぱいいっぱい会話を交わしたんです。並のプロデュースではないのです。


僕がカッコいいと思うもの。


徐々にではあるけれど、THE BACK BEAT BRINGERSは僕のカッコいいと思えるものを発散し始めているのです。もしかすると、僕のことは、ヤツらのライブを見続けてもらえることで理解してもらえるのかも知れないなぁ。


そうだ。The Ventzのメンバーに一番見て欲しいのだ(笑)。









ともかく。


誰も気付かなかったTHE BACK BEAT BRINGERSのカッコ良さに、なんとなく周りが気付き始めている様子を感じる。


WEAVER然り、The Musique然り。僕の感じるセンスに間違いはない気がする。









さぁ。英語のお勉強を始めよう。


今日はイギリスのPubについての会話を聞き取るのだー！







    2009.10.10 Sat 10/10(土)「セーフ」
    昨夜マキノさんから電話があった。先日郵送したヴォーカルトラックのフォーマットに不備があったようでして…。


いかん！


明日じゃないか！


ってことで、もう一度、奈良で録音したヴォーカルトラックを違う方法でCD-Rに焼き付けています。


助かったー。セーフ。






ま、でも、やっぱり念には念を、ということで、ノートPCは持って行くことにしよう。千葉まで行ってミックス出来ませんーってのが最悪ですからね。






さぁ。明日の夜中から丸2日間掛けて、The Ventz、初の音源をミックスします。千葉に乗り込みます！


とてもいいものにしたい。







    2009.10.11 Sun 10/11(日)「千葉再上陸」
    大阪を出発しました。千葉に向かっています。ザ・ベンツ、レコーディング作品、第一弾のミックス作業、立ち会いです。


絶対いいものにするぞ！待ってろ、このヤロウ！







    2009.10.11 Sun 10/11(日)「時間的ECO」
    さぁ！東京に着くぞ。大阪から高速バスに揺られて8時間ちょっと。決して無駄にはしない！


ずっとビートルズのステレオリマスター盤と、我々ザ・ベンツのデモミックスを聞いていた。


しかも、新渡戸稲造の「武士道」を読みながら。


時々眠りに落ちたかな？笑






首都高速から眺める首都は、やはり、デカい。
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富士山もデカい。







    2009.10.12 Mon 10/12(月)「爆裂・乱暴」
    先ほどミックス作業1日目、終了〜。思ったより早く終わり過ぎて、どうしていいか、わからんワタクシ、とりあえずマンガ喫茶に来てみました(笑)。


いやぁ〜、しかし、千葉まで来てよかった！マキノさんミックス、サイコー。立ち会えてよかった。


今日終わったのは「キタルベキセカイ」と「FRiDAY」の2曲。


「キタルベキセカイ」は爆裂ミックス。「FRiDAY」は乱暴ミックス。どちらもヤヴァイ。








思えば、8月にレコーディングしに千葉に来て、一旦はミックス終了。けど、どーーーーしてもボーカル録音に納得がいかず、奈良でボーカルセルフレコーディング。


その甲斐があった。


遠回りしてでも辿り着きたい場所があったんだった。それはココじゃないのか？（決してマンガ喫茶というわけではなく。笑）


まだあと2曲、残ってはいる。


けど、心配ないと思う。


抜群の出来になることは間違いない。早く鳴菌、A.K.、ナヲキに聞かせたいぜ！オレたちは最高だ。








さぁ。ウトウトするかな。


明日も午後6時からスタートだ。まだ13時間も自由時間がある。











…。












何せぇーって言うねんっ！







    2009.10.12 Mon 10/12(月)「寝カフェ」
    おはよ、ござい、ま。


あぁぁぁぁ。やっぱキツイわ。マンキツは…。なんなんだ、この充足感の得られぬ休息感は…。


約8時間に及ぶ高速バス移動と、同じく約8時間に及ぶミックス作業は堪えていたとみえて、昨夜日記を書き終えて、すぐに気絶したものの、一見リッチに見えるリクライニングシートの寝心地の悪さとちょっと寒いんじゃないの？っていう室内の温度、そして何より、足の伸ばせないこの狭さは強敵で、ずっとシカメッ面でモゾモゾしてたんじゃないか、と思う。


…。







ま、とりあえず、安い。9時間で1900円。


いや、僕もこの年齢ですからね。いわゆるビジネスホテルに泊まれるくらいのお金くらい、あるハズなんですよ？


ある、ハズ。


あるハズ！


ある、ハズ？


でも、ミックス作業が何時に終わるかわからなかったわけで、たとえばこれ、朝の6時に終わってみなさいよ。ビジネスホテルとかって、ま、だいたい15時チェックイン、10時チェックアウトとかやん？


「6時に入って10時に出るんか〜い！」


って話ですやん？そしたらその「時間」と「料金」を天秤に掛けるわけですやん？


そういうことです、ハイ。







いや、今ならグッスリ3時間ほどは寝れるであろう、ビジネスホテルを選ぶかな(笑)？









ま、ええねん。今、こうやってブログも書けるわけで、こういう「何にも決めてない。行き当たりばったり上等」な珍道中はキライじゃないさ。










さて。シャワーでも浴びようか、と思うものの、このマンキツにはシャワーがない！ってことで、ネットで検索…。


ほぉほぉ。歩いて行けそうなところに健康ランド的、というか、スーパー銭湯的な施設があるじゃないか！


「湯〜とぴあ西船」


なんと、まぁ、ベタな…(笑)。


14時オープンか。オッケー。そこ行っとこか。休憩室もあるみたいやし、お風呂入ったらウトウト出来そう。









ということで、本日の行動予定。


東京行ってブラブラしたいとこやけど、そんな時間もないなぁ。


うん。では。


11時過ぎまで、ココ、マンガ喫茶にいよう。出たらどっかで何か食うかな。昨日は何も食べてない。そしたらその銭湯に向かおう。ちょうど14時くらいかな？4時間ほどゆっくり出来るじゃないか。18時にはスタジオに戻って、またミックスだ！


今夜は残り、「54」と「colors」。「キタルベキセカイ」が爆裂ミックス、「FRiDAY」が乱暴ミックスだったので、今日はそれぞれにどんなテーマを持たそうか。


そんなことを探究するマキノさんと僕は、とても気が合うのです。










あ。今、ふと思いましたけど、僕、ロンドン行ったって、こんな感じの毎日なんやろうなぁ。


ただ、ここは日本。


イギリスはコトバは通じないだろうし、何より風習というか、常識というか、習慣がわからないので、こうやってマンガ喫茶？インターネットカフェで寝泊まり出来るのかがわからん！


そんな習慣、あるのかな？


インターネットカフェにはシャワーなんか、あるんだろうか？街に銭湯なんか、あるんだろうか？


誰か、教えてくれー！










ここのコーンスープ、うまかった。ごちそうさま。
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    2009.10.12 Mon 10/12(月)「YOU TUBEにアップ！」
    せっかくのマンキツなので（ん？ネットカフェなので？）、昨日のミックス作業の模様を早速YOU TUBEにアップしてみましたー！


FRiDAYをマキノ氏がミックス中です。


覗いてみてねー！

YOU TUBE"FLY to the UK vol.6"


ネットカフェ、やっぱ最高(笑)。







    2009.10.12 Mon 10/12(月)「東京キンモクセイ」
    キンモクセイの香る住宅街を通り抜けると、そこに湯ートピアはあった。
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やっぱり関東圏は町並みが似ているのかな？東京は永福町に一人暮らしを始めた頃の匂いを思い出した。
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いや。違う。


23歳の僕は、まさに12年前の今日、10/12に東京、永福町に住み始めたんだった。だから、そんな匂いを感じとったんやな。


これを書き始めるまで気付かなかったし、なんか、そのことに気付けて嬉しい。







永福町のアパートは風呂なし、家賃は30000円。半年後にはレコード会社とうまく巡り合い、一年後にはきっと風呂なしマンションに引っ越しだ。いや、それどころか、スターになるはずだ、と本気で考えていた。だから半年以上もアルバイトをしなかったんだった。


東京＝夢を叶える場所


そのための銭湯通いなど、苦痛でもなんでもない…。ただ、寒さが身に凍みる季節になる頃に不安を覚え、春になる頃、アルバイトを始め、東京という街に同化しようとしてた。


東京にいるんやから大丈夫…。


「東京」が言い訳になり始めてた。









キンモクセイの香りで思い出すのはいつも、京都の実家と東京だ。


僕は今も根っこのない、不安定な生を生きている。


今だってひとり、見知らぬ千葉の住宅街の銭湯でカラダを洗い、リクライニングシートに身を任せ、物想いに耽っている。


ただ、いろんな土地の様々な考え方の人々に出会い、話をすることで、自分の中に確立されてゆく思想もある。


いつか爆発するんだろう。


いつかきっと、爆発するんだろう。










今日のこの瞬間のことを思い出す時は来るんだろうか？


二度と戻らぬこの瞬間の僕の連続を積み重ねて、あと2曲、仕上げよう。





さぁ。気合いも入るよ！


サンキュー、12年前の僕。オマエが疑問に思わぬオレになってやろうじゃないか！








    2009.10.12 Mon 10/12(月)「圏外」
    さぁ。また舞い戻って来たぜ！スタジオサン。
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が、ここ、iPhone圏外なんよなぁー。メンバーやブログ読んでくれてる皆に、逐一報告したいとこやけど、マキノさんとのミックス作業に集中することにします！笑


今日は何時に終わるかなぁ？なんせ帰りのバスは6:50、東京発。早く終わり過ぎてもなぁ。笑







    2009.10.13 Tue 10/13(火)「乾杯」
    終わったぜぃ！


そう！思えば8月に千葉まで来てレコーディングし始めた4曲。そのミックス作業がたった今、終わったのだー！マキノさん、お疲れさんでしたー！


いろいろあったよ、ほんま。8月の千葉レコーディングですべて録音し終えてたハズやのに、一旦ミックスしてもらっておいて、「やっぱりボーカルの録音に納得いかない！」って言っちゃってさ。メンバーにも迷惑掛けたよ。


でも、だからこそ、奈良の門垣氏のスタジオで素晴らしいマイクを使い、納得いくまでボーカルレコーディングが出来たんやし、すべては結果オーライではないか？と思うのです。わがままでゴメン！


でも、そうやって好き勝手出来たからこそ、その価値のあるミックスが終わったのだ！


正直言って、交通費やら何やら、お金、掛かってるよ？けど、そんなところが問題ではないねん。


僕が納得せな、意味ないねん。そういうプロジェクトやねん。それ込みのバンドやねん。僕が納得したらメンバーは納得するねん。そこまでちゃんと、突っ込んだ話は出来ている。








さて。本日のミックスは"54"と"colors"の2曲。


昨日、"キタルベキセカイ"を爆裂ミックス。"FRiDAY"を乱暴ミックスと端的に称しましたが、本日の"54"は激アツミックス。"colors"は緊迫ミックス。うん。どちらも言い得ていると思う。意味がわかるかどうかは別にして(笑)。
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↑これは本日のマキノさん機材(笑)。"54"で大活躍。躍らせるぜ。










さぁ、今日くらいはいいだろう？


ひとりで乾杯だ。
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    2009.10.13 Tue 10/13(火)「マキノ氏動画」
    さぁ！みんな！"The Ventz"のエンジニアリングを担当してくれた千葉県西船橋のスタジオ・サンのデュウ・マキノ氏のコメントをYOU TUBEにアップしたよ！


ぜひぜひご覧あれ。



YOU TUBE「FLY to the UK vol.7」


これで7本目のFLY to the UK動画。何本アップ出来るかなー？







    2009.10.13 Tue 10/13(火)「スタート」
    先ほど昨日も世話になったネットカフェを出ました。5時間で1300円也。


千葉での任務をすべて終えたので、神戸に帰るのデス。まずは東京駅に向かい、八重洲口から高速バスに乗って大阪駅まで。また8時間のバスの旅。今回はぐっすり寝れそうだ。ヘトヘトやからね。


今も出来立てホヤホヤのミックス音源をiPhoneに入れて聴いてるんですが、どれも最高。それぞれの最高到達点に達してると思います。早くメンバーに聞かせたいね。


そして、神戸に帰ったら再度アビーロードにコンタクトをとるのだ。マスタリングの手配。この4曲をイギリス人はどう聴くのだろうか？興味津々です。


YouTubeにもアップしましたが、マキノさんも言ってるように、これが我々のスタートなのです。やつと荷物を積み込んだ旅人に過ぎないのです。まだ本当の旅は、始まってはいない…。


ただ、言えるのは、現時点で持ち得る最良の荷物だ、ということ。






くぅ〜っ！もっと前へ！！！







    2009.10.14 Wed 10/14(水)「英語力」
    さてさて。ミックスが終わったので、いよいよマスタリングです。


レコーディングが材料集め。ミックスが料理。マスタリングが盛り付け。


最後の重要な盛り付けを、今回は世界一有名なスタジオである、イギリスはロンドンのアビーロードスタジオにしてもらうことにしました！


が。


これまた英語力のなさに愕然としておるのです…。


何とかせねば…。








    2009.10.15 Thu 10/15(木)「即行動」
    昨日はバンド練習。ナヲキは来れなかったですが、最近、いろいろと進展していきそうな気配を感じているので、そのあたりを整理するというか、ま、簡単に言うと、「音を出す」というより「喋る」がメインの練習でしたー！


それにしても、ですよ。


昨日も書きましたが、やっぱ英語力のなさに僕は愕然としてまして、なんかね、寝ててもそのことばっか考えてる。これはどうにかしなくちゃ、と。


やから、睡眠時間もそこそこに、とりあえず行動しなくちゃ、と朝からジュンク堂へ。


最近、朝は毎日イギリス英語の英会話CDを鳴らしっぱなしにして、自然に耳に馴染まないかな〜って期待してるんですが(笑)、ま、やっぱどうにもこうにも聞けはしても単語の意味がわからぬ。熟語表現がわからぬ。


とにかく聞きまくって聞きまくって、なんか英語のリズムみたいなんはつかめて来た気はするんですが、結局音楽聞いてるみたいな感じ止まりで何言ってるかわからへん。


こりゃ頭打ちだなぁと思ったので、英単語くらいは毎日吸収せなあかんのちゃうかな？ってことで、単語本を買うことを決意したんです。


「ん〜どうなんやろ？なんか試験の勉強みたいやん…」


って躊躇する気持ちもあるんですが、ずるずる迷って始めないより、即行動！がモットー。思い切って買ってみました。









パッと起きたら英語喋れるようになってないかな(笑)？







    2009.10.16 Fri 10/16(金)「Lucyとのやり取り」
    どれくらい僕が英語のやり取りで悩んでいるのか(笑)。


アビーロードスタジオ、Lucyさんとのマスタリングに関するやり取りはこんな感じ。カードでポンドの支払いとか、未知の領域が多過ぎる！それを英語でやるもんやから、不安で仕方ないのだー！


●


Dear Lucy


I'm Minamide who send e-mail last month.


We finished recording and mixing,so I will uproad our 4 songs to you just now!!!


Best regards


Minamide"WAX"Wataru


●


まず、ミックスも終わったので、音源をサーバーにアップロードするよ！ってメール。


●


Great, I'll look out for them.


Best,

Lucy


●


↑これが返事。Greatってコトバ、なんか嬉しくなるね(笑)。


●


Dear Lucy


I uproaded our song a short time ago.Please check them.


But I am worried about payment by credit card.Please tell me whether it is success or not.


My English is not good!!!Sorry...


Best regards

Minamide"WAX"Wataru


●


で、アップロードは出来たんやけど、そのまま料金の支払いの画面になったわけですよ。イギリス人はほぼ現金を持って歩かない習慣らしく、クレジットカードでなんでも支払いするみたいなんやけど、僕、カードビギナーでして…。100%、現金派。


「無い金で何か買うのは嫌！」


って思っているヤツが、オンライン上で、しかもポンドの支払い。説明文も全部英語…。トホホ。


実際に処理出来たのかわからないうちに画面が消えちゃったもんで、「支払いがうまくいったかどうかわからないのです」という旨のメールでした。


今読み返すと、焦ってるのがわかる(笑)。必要以上に一生懸命訴えてる感じ、しないか(笑)？


●


Hi Minamide,


I believe your payment has gone through successfully as we have received your track as ready to master and this wouldn't happen if payment hadn't been received. You should have something back by tomorrow morning.


Best,

Lucy


●


その返信メールがこれ。↑


ふむふむ。


「音源は届いているので、支払いはうまくいってんじゃないかと思うよ。もし支払いがうまくいってないなら、音源は届かないから」


って感じかなぁ。


が、最後の一文の「should」の意味合いで悩む…。


「明日の朝までに何らかの返事をあなたは受け取るでしょう」


と解釈し、ホッとしてたんやけど、ちょっと不安になり、英語出来る友人に聞いてみたところ、こんな解釈が！


「明日の朝までに何かしらの返事をちょうだいね」


え！全く逆やん！え！何か返事せなあかんの？何の返事を？


で、焦る僕。その友人は前後のやり取りを知らなくて、この文だけを見て訳してもらったんやけど、そのあたりを説明してみたら、僕の解釈で合ってるんじゃないかな？と。


ホッ。









ね？英語力を欲する僕のこと、わかってもらえた？








嗚呼…。







    2009.10.17 Sat 10/17(土)「弾き語りライブ＆支払い完了！」
    来週22日、木曜日、久々に弾き語りライブしますー！心斎橋はclub★jungleにて。いつもお世話になってる社長の誕生日イベントです。


ぜひぜひ来てねー！


■10/22(木)club★jungle

「PJ生誕祭　ピンチでジャンプ vol.3」

18:00/18:50 1800/2300(おつまみ付,1drink別) 

セックスマシーン/正井千尋/南出"WAX"渉/Milky way トミー(from セカンドライナーズ)/青木拓人/ジョン松平 









で、先ほど、アビーロードへの支払いが成功したことを知りました！


ってことは、今からアビーロードのマスタリングエンジニアが僕ら"The Ventz"の音源を聞くってことだ！


うへ。ヤヴェ…。







    2009.10.18 Sun 10/18(日)「トラブル！」
    アビーロードスタジオとのやり取りの中で、ちょっとしたトラブル発生！


ヤバイ！テンパった！


けど、たぶんこれで解決。


マスタリングエンジニアのクリスチャンは月曜日までオフのようなので、明後日、これでイケルのか、聞いてみよう。


あ。時差も考えなくちゃ。







    2009.10.19 Mon 10/19(金)「大笑いな誤解」
    鳴菌の日記、読みました(笑)？


そう。昨日、僕も書いたちょっとしたトラブル。実際、ほんまにテンパったんですが、鳴菌の日記読んで、大笑い。なるほど。そう感じたか〜(笑)。


事の顛末はこう。


●


昨日の朝、アビーロードスタジオからメールが来てたことに気付いたのです。


なんと「マスタリング出来ない」と。


前後の文章もいろいろあったんですが、とにかくテンパってしまった僕は、まさにそのまま鳴菌にメール。











「マズイ！アビーロードから、この音源じゃ、マスタリング出来ないよ、って返事が来てもた！」


今このメールを読み返すと、確かにどんだけ敷居が高いねん！て読めますな(笑)。聞くとA.K.も同じように感じてたらしい。「シンセがあかんかったんかな…」って。


どんだけマイナス思考のメンバーやねーん(笑)！







結果的にミキシング作業上の問題で、マキノさんに相談。うまく解決策を見つけて、それを新たにアビーロードスタジオに送り直すことにしました。


うん。これでうまくいくと思う。







それにしても、実におもしろい誤解。


でも、それくらい高飛車なスタジオだったとしても、アビーロードスタジオなら納得してしまうかも…(笑)。







    2009.10.20 Tue 10/20(火)「地球」
    今朝はひとり、アコースティックギター持って練習。明後日、弾き語りライブやしね。よかったら来てねー。ぜひぜひっ！


■10/22(木)club★jungle

「PJ生誕祭　ピンチでジャンプ vol.3」

18:00/18:50 1800/2300(おつまみ付,1drink別) 

セックスマシーン/正井千尋/南出"WAX"渉/Milky way トミー(from セカンドライナーズ)/青木拓人/ジョン松平 









で、ひとつ曲を思い出した。


去年、ソロアルバム作ってる時に書いた曲なんやけど、何か想いがまとまらなくてお蔵入りにしてた曲。


ふっと思い出してね、これ、The Ventzで出来ないかなぁ〜って考えてた。


イメージは「地球」。


わかるかなぁ？わからんよねー(笑)？


明日の練習でバンドに提案してみよっかな。趣向が違う気もするけど、自分ひとりで判断するより、メンバーが何を感じるか、聞いてみたい。








アビーロードスタジオとのやり取りは続いています。


なんか英語書いたり読んだりするのん、集中力はかなり必要ですが、ちょっと面白くなって来たぞ！


ま、まだ着手してもらってないんですが…(笑)。







    2009.10.21 Wed 10/21(水)「The Coopers」
    アビーロードスタジオに再度、音源を送りましたー。マスタリングエンジニアのクリスチャンは今日まで休みのようなので、明日には作業に入ってもらえるかな？


今度はうまくいきますよーに！







さてさて。今日は練習。新曲も提案したいけど、ビートルズの曲もやってみることにしましたー！候補曲は「she said,she said」「oh!daring」「if I needed someone」の3曲。


なんでこのタイミングでビートルズを？


ま、それは12/8をお楽しみにー！









いや、言ってしまおう。


毎年神戸では、12/8にインテリウムの社長、藤原さん主催で「レノンナイト」が行なわれるのです。


去年は弾き語りで、一昨年はアビーロードB面コピーバンドで、それぞれ僕、優勝しているのですよー(笑)。


今年も藤原さんから電話をもらい、「WAX、今年も出るでしょ？」と。


悩みましたねー(笑)。だって、今年出るとしたら、このバンドで出たいじゃない？けど、「初ライブはイギリスで」ってのが自分たちの約束だから。







っちゅうわけで、The Ventzを主体としながらも、ビートルズのカバーバンド「The Coopers」としてステージに立つことにしました。


ええやんね(笑)？ベンツじゃなくてクーパーなんやから…。









そう。A.K.はバンドでライブを経験したことないし、これがひとつ経験値を上げるチャンスになると思う。鳴菌だってステージから離れてもう3年近く経ってる。


それに、The Ventzとしてイギリスの地に立った時、ビートルズのカバーとか演奏したらカッコいいやん？受けそうやし。


しかも、シンセやオルガンが入ってるバンドでビートルズをカバーしてみたかったんよなぁ、ずっと。


「The Ventzの音楽を匂わせつつ、ビートルズをカバーする」


僕の中に「ピンッ！」と来る閃きがあるので、何よりもそれが楽しみなのです〜。


その閃きを実現するためのアイデアがいっぱい！楽しみだー！







言っちゃった(笑)。


また詳細はお知らせしますねー。オリジナル曲はやらないですけど、ちょっと遊びに来てみてよ！


12/8、チキンジョージです。










そうそう。


昨日、イギリスのレーベルで働いてたっていう人と知り合いました。最近、なんかそういう目に見えない何かを呼んでる気がするなぁ。


いろいろ話が聞けました。


今はインディーレーベルでA&Rをしてはって、海外の音楽を日本に紹介したり、日本の音楽を海外に紹介したりしてはるみたい。


なるほどー。


また繋がりが出来た！







    2009.10.22 Thu 10/22(木)「ため息」
    ダメだ…。崖から蹴落とされた気分…。


なんとか解決せんと…。







    2009.10.22 Thu 10/22(木)「アビーロードの夢」
    昨日は鳴菌、A.K.との3人でのバンド練習。ビートルズの曲もやりたかったんですが、例の「地球」をイメージした新曲が思いのほか好評で、かなり熱心に取り掛かることに。


結構具体的にアレンジも進み、バスドラムのリズムキープのみを頼りにアコースティックギター・ベース・シンセを録音。


また僕にとっての新境地、「クラシック音楽みたいに、第1楽章、第2楽章的な構成にした3分音楽」を思い描いていたので、変拍子というか、テンポなんかもかなり変化したものになるのかなぁ〜と思ってたんですが、あらまぁ。結局テンポは116のまんま、それを2拍3連で取って3拍子に感じてみたりするだけのことなんだなぁ、と発見。表情は付けたいので、ちゃんとドラムが入れば微妙なリットはすることになるとは思うのですが。


あとはこれはThe Ventz的になるかどうか、です。


というのも、アコースティックギターだし、変則チューニングだし、変拍子だし、バイオリンとか入れたいし…。ともかく、改革というか革命というか、全然違うステージのような気がするのです。


ただ、The Ventzに対する僕ら自身の考えるコンセプトなんて、世の中のだぁ〜れも知らないもんですから、ま、いっか、って済ましてしまえるのですが(笑)。


でも、久々にヒットしそうな気がする新曲に取り掛かれて、ウキウキでした。













が。












その後、アビーロードスタジオからメールのある頃だなぁ、ということで、メンバー3人でメールのチェック。













そしたら…。












またしても「これじゃダメだよ？」っていうメール。


冗談抜きで目の前が真っ暗に。


絶望ってこんな感じなのか？


メンバーがいるのに、ワタクシ、非常にテンパってしまい、頭を抱え、何故か「王将行こう」とメンバーを誘い、王将前に着いたら「やっぱやめよう」なんて挙動不審。たぶん、目は泳いでたと思う。


どうやったら解決出来るか、頭の中は物凄いスピードで回転してるのにそれを拒絶する自分もいたり、ひとり、頭の中は大騒ぎ。


とにかく、アビーロードのクリスチャンにはメールを返さなくちゃ、と返したメールがこれ。


●


Thank you.


......


uh....


Shocking news....


I would like to emil again.....after I can think anything.


Please wait for me.


Many thanks

Wataru


●


なんじゃこりゃー！


で、思い至ったのが、奈良の門垣氏のこと。今回のレコーディングでマイクを貸してもらった奈良のMORGのエンジニアさんです。


客観的に僕らのミックス音源を聞いてもらえて、英語もわかるエンジニアさん。一度門垣さんに相談しよう…。


そう思い付いて、今までの経緯など、すべて書き綴ったメールを書き終えたのが、夜中3時。


これをすぐ送るわけにはいかないな、ということで、朝まで気絶。朝一でメールしよう…。









で、僕は夢をみた。










なんと。アビーロードスタジオまで行って、なんでこのミックスじゃダメなのか？僕らの意図を伝える夢。


乗ったこともない飛行機に乗る夢。行ったこともないロンドンに到着したら、建築現場の飯場のようなプレハブの2階に敷かれた布団の夢。とりあえずそこで休ましてくれるらしいが、どうにも眠れないな、と思っていたら、アビーロードスタジオから迎えがやって来る。でもそれは何故か日本語を喋る日本人のようなオトコ。日本語喋れるヤツおるんやったら日本語でメール送って来いよ、なんて内心思いながら、到着した、行ったこともないアビーロードスタジオは思いのほか小さくて。とりあえずマスタリングの話する前に横断歩道に行かなくちゃ、と探してみるものの、あまりにもチープな横断歩道で、ほんまにここ？と呟く。その時僕は、英語を喋ってた気がする。写真を撮る気にもなれず、周りを見渡すと、何故か日本庭園の立派な家があるじゃないか。表札には漢字で日本名が書かれてた（名前は忘れた）。その2階にお邪魔すると、窓から見えるのは、工場の運動会。イギリス人もハチマキするんや、って思いながら、庭に水やりをするその家の主と会話。紋付ハカマの日本人のくせに英語を喋る。ここはアビーロードスタジオを使うミュージシャンの休憩所なんだ、と。なるほど、トイレがやたら多い。しかも、すべて和式。なぜか僕は洋式トイレを探し、次々にトイレのドアを開けてチェックするものの、洋式トイレはひとつも見つからず…。ようやく、マスタリングエンジニアのクリスチャンが登場するが、どうやら彼は日本人。それでも英語を喋る。僕が一生懸命、どういう意図でこうミックスしたのかを伝えると、いとも簡単に「別にいいよ、オッケー」と言いやがる。むしろ、「よくロンドンまで来たな」とそのことばかりを絶賛し、その僕の心意気がサムライだな、と日本人顔で褒められる。あまり嬉しくない。


で、目が覚めた。


あぁ。こんな夢、みるんだな…と絶句しながら目が覚めたのは初めて。










ともかく。


そのまま夜中に書いた門垣氏へのメールを送信。そしたら電話が掛かって来ました。


一度聞いてみないと何とも言えないですが、ということで、先ほど"54"のWAVファイルをメールで送信。かなり重いので、迷惑も掛けつつ、先ほどまた電話をもらいました。


確かにかなりデカイ音でミックスはしてあるけれど、ピークは越えてませんよ、と。ただ、リミッターやらコンプレッサーは結構掛かっているので、向こうのエンジニアがコンプ掛けて音を大きくし過ぎているって思っているんじゃないかな？と。その辺、積極的に音作りしたんだ、ってことを伝えなくちゃいけないですね、という話になった。あと、モノラルでミックスしたんだってのも伝える方がいいかな、と。ステレオ音源はグイッと音像が広がったりするのですが、モノラル音源は広がりがない分、劇的な変化が得られないので、そのことも伝える方がベターだと言うことです。もしそれでも音圧に余裕が欲しいということであれば、何デシベルか僕が音の大きさを下げたものを再度送ればなんとかなるのでは？とアドバイスを貰いました。


ふむふむ。なるほどなるほど。


助かりました！










まず、クリスチャンにメールを書こう。


僕らが意図した音像のイメージを伝えよう。まずそうやってコミュニケーション。それからだ。


めげること、ないやん。世界最高の仕事をしてもらうんやから、僕らの想いは出来るだけ伝わってた方がいい。


英語が苦しいんじゃない。そこも含めて、もっと楽しんでコミュニケーションしよう。忘れてた。僕はビートルズが大好きで、モノラルのリマスター盤聞いて、今回のThe Ventzの音源もモノラルにしようと思ったんや。TAXMAN聞いて、こんな音像にしたい！って千葉のマキノさんと奮闘したんやった。それを伝えてへんのが間違いやったんや。


イギリスのロックミュージックが大好きやからイギリスでライブしたいんや。コトバを越えたところでもっと楽しまないとな。きっと僕の熱は伝わるハズや。











よし。解決！


実質的なことは何も解決してないけど、気持ち的なことは解決したぜ！









あぁ。ただクリスチャンが日本人の顔してたら、嫌やな…。







    2009.10.23 Fri 10/23(金)「レコード」
    昨日、弾き語りライブ、めっちゃ久しぶりやったせいか、めちゃくちゃ楽しかったぜ！ステージに上がるの、好きです。歌うの、好きです。照明に照らされるの、好きです。


1.ミュージック

2.夢中になって

3.LEMON

4.ソファ

5.今を生きる


ま、たっぷり喋りましたし。


けど、レコード、売れないなぁ(笑)。めちゃくちゃええのになぁ。


The Ventzでもレコード作りたいなぁ…なんてうっすら考えてるけど、これじゃ無理かな。


ってか、それじゃあ学習能力なさ過ぎ(笑)？


イギリスじゃあ、まだまだレコードって大切にされてるみたいなんやけどなー。7インチとかならコストもだいぶ安く済むのにな…。








あ。あかん。また悪い癖だ…(笑)。







    2009.10.24 Sat 10/24(土)「YES」
    東奔西走。がんばる！


今からプチ神様会議！







    2009.10.25 Sun 10/25(日)「シューズ」
    東奔西走。がんばった！


本気でぶち当たれば、ヒカリは見えてくる。必ず、見えてくる。


生きてることに感謝。









よし。世界大会のシューズは履けそうだ。







    2009.10.26 Mon 10/26(月)「何故か」
    最近の僕の元へは、なぜかイギリス絡みの話が舞い込んでくる！


おもしれぇ！







    2009.10.27 Tue 10/27(火)「手を挙げる」
    なんだか集中力が切れてしまった。こういう日は、早めに諦めるのが、いい。


ほんまは新曲について、いろいろ試行錯誤したかったなぁー。先週の練習で形を見せつつある新曲の歌メロ考えたり、歌詞考えたり。でも、手を引く時は躊躇なく手を引く。


おぉ。イッパシのギャンブラーみたいだぜ。








ともかく。最近の僕には、とかくイギリスに関する事象が、まるで魔法のように近寄ってくるのです。


1.弾き語りライブの共演者が、次の日からイギリスに旅行にゆく


2.3年振りくらいに読んだ「西の魔女が死んだ」の西の魔女はイギリス人だった。


3.イギリスのレーベルで働いていたという人が、バリットにバンドを連れて来た。


そして極めつけ。


4.バリットでライブしたいというイギリス人が現れた。








何週間か前やったかな？とあるイギリス人が流暢な日本語でライブハウスバリットにメールを送って来た。そう。僕が働くライブハウス、バリットに、である。


「これも何かの縁だ！」


と、素早くレスポンス。早速日本語で返事を書いた。けれども、次の日もその次の日も、返事はなかった。


あ、そっか。英語で書けば良かった！


ということで、出来るだけ伝えたいことを一生懸命英語で書いた。


「いつでもおいで！出来る限りの手助けをしたいと思っているよ。何しろ、僕もイギリスに行ってライブがしたいと思っているんやから！」


簡単に言えば、こんなことを。







それでも返事が来ない。


「ははぁん。冷やかしかよ」


と諦め、忘れかけてた昨日、ようやく返事が来た！


「UKをツアーしていてメールを見れなかったんだ」


と。


ほうほう。


「ありがたい！ぜひぜひ12月に日本でライブがしたい。君もUKに来たいんだって!?僕はロンドンの近くに住んでる。もちろん僕だって君をサポートするよ！」


だってさ！









すげぇー！


未だ見ぬイギリス人だけれど、なんか、これって、やっぱ凄いタイミングやと思う！


というわけで、彼、スチュアート・オコーナーと一緒に、僕も共演することにします！バリットのみんなも応援してくれるって言うしね！


日程はおそらく12/2(水)に決まると思う。


ちゃんと決まればお知らせします！


だって、出来る限りのサポートって、遥々イギリスから歌いに来るんやで？出来るだけたくさんのお客さんに歌を聞かせるチャンスってのがスチュアートにとって、最も嬉しいサポートやと思うから。


しかも、スチュアート。


今回はソロで来日するみたいやけど、なんと、経歴には、あの「OCEAN COLOR SCENE」と一緒にニュージーランドツアーに行ったこともあるみたい！実際に彼の音楽、聞かせてもらっても、相当いいボーカリストだと思う。オーセンティックなナイスミュージック！








「イギリスに行きたい！行くんだ！」


って手を挙げるようになって、ようやく僕の元へ、目には見えない何かが集まってくる、そんな印象の毎日を過ごしています。








「手を挙げる」


僕がミュージシャンとして一番お世話になった人が教えてくれた、僕にとって最も重要な行動です。


ずっと実行して来て、よかった。


やっと歯車が噛み合って来たみたい。


ありがとうございます。









ラストサムライをもう一度見たいぞ！







最近の僕の感じ。こんな風景。

[image: ]


太陽が昇る直前の、キラキラした真っ直ぐな道。青信号。







    2009.10.27 Tue 10/27(火)「スチュアート」
    決定しました。


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/and more...


スチュアートのサポートします。ぜひぜひ遊びに来てください！







    2009.10.28 Wed 10/28(水)「音楽へ、向かう」
    どーしても飲みに行きたくてさ！どーしても誰かと飲みたくてさ！


けど、誰とも飲んだり出来なくて、というか、誰もつかまらなくて、というか、あんまその気もなかったのかも？、やったけど、結局、僕は音楽へ、向かった。


そしたらさ、めっちゃ良さ気な曲が出来たのよ！カッコいいぜ？めっちゃ歌モノにしようとしたテイク1はiPhoneのボイスメモに直接録音。けど、なんか納得いかなくて。続く第2テイクはProToolを立ち上げて録音。ドラムの打ち込みとアコースティックギターのリフのみ。展開だって2つ。それでもなんか、The Ventz的な匂いがぷんぷんするのだー。


その前に、某アーティストのためのギターアレンジをいろいろ考えてたんやけどね、結局、全部、ボツ。過剰プロデュースは要らない。必要、ない。アーティストの本質を僕はもっとちゃんと見極めなきゃ…。


しばし反省した結果の本日の新曲。


iPhoneでA.K.にそのまんま送信しようか、と思ったぜ。鳴菌、ナヲキもiPhoneならいいのに…。


明日はバンド練習だ。


この新曲を提案したい。


そうや。先週のテーマ「地球」の新曲の歌メロも提案しなくては。明日、朝、早起きして、本日の新曲と「地球」の歌メロを固定してみたいな。










昨日も書いたと思うけど、「西の魔女が死んだ」。これ、グッとくる本ですよ。何度も読んでる小説ですが、今回は3年振りくらいに読んだ。3年も経つと捉え方が随分変わるもんだ。


忘れかけていた匂いがここには、ある。


うん。これは、匂う小説だと思った。


音の聞こえる小説なんかはたくさん感じた気がするけど、これは匂いがするよ！







    2009.10.29 Thu 10/29(木)「噛み付く！」
    本日はバンド練習でしたー。


ナヲキ抜きやったんですが、まずは先週手を付け始めたイメージ"地球"の新曲を膨らます作業から。


が、すぐに暗礁に乗り上げる。


どうも歌メロの解釈の仕方がまだ一本化出来ない。ボブ・ディラン風？エルビス・コステロ風？ジョン・レノン風？コールドプレイ風？


鳴菌、A.K.から刺激はもらったので、ちょっとこのまま何度も歌い込んでみようかと思ってます。


それからまた新たな新曲へ。


単音の重なり合いをテーマにしたい曲を書いたのだ。そう。昨日、一人でデモにした新曲なのです。


2人とも、僕のややこしいリクエストに果敢にも挑戦。モノにしてくれましたー。そいつをProToolsに録音したので、またしてもそいつを聞きまくって歌メロを完成させるつもりです。








それから以前書いた曲をリメイク。歌ものっぽかったのを、もっと噛み付くようなイメージのカッコいい曲にしたいのです。


が、うまくいかず…(笑)。


そのまま、何故か僕がオルガン、A.K.がエレキギターを担当し、ビートルズの"Oh Daring"を鳴菌ボーカルで挑戦！


いやぁ。やっぱええ曲だわ。ポール・マッカートニー恐るべし。迫力のボーカルに鳴菌が追い付けるか！見ものです。








なんだかんだと過ごした練習時間ですが、いっぱい話したし、いっぱい楽器弾いたし、いっぱい頭を回転させた。


うまくいかないこともあったけど、ちゃんと成果の残せた練習になったと思う。


来週からはナヲキも復帰予定。


早くドラムと合わせたいぞ！




■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/and more...








    2009.10.30 Fri 10/30(金)「YOU TUBE」
    鳴菌が自分のお気に入りYOU TUBEの動画をブログにアップし始めたようです。覗いてみてねー。


我々の"The Ventzチャンネル"もよろしくねー！







    2009.10.31 Sat 10/31(土)「ヒットマンスタイルのWAXくん」
    ネット上から得る情報は、やっぱり途轍もなくて。


些細なことだと思っていたことが、ずっしりココロに引っ掛かったりもします。








バンドでライブしたいなぁ。


立て続けに「ヒットマンスタイルのWAXさん」或いは「ヒットマンスタイルのWAXくん」という噂話を人から聞きまして、なんかムショウに当時の僕に勝負を挑みたくなってしまいました。


意味、わからんよね(笑)？


バンドって物凄く儚いものだな、と思うんよな。


バンドで大成功するなんて奇跡に近いやろうし、そもそもバンドを組めてライブをしていることだけでも、幸運なんじゃないかな、と思う。うまくいこうがどうであれ、バンドを納得いくものにするために、悩めるじゃないか。


あの頃の僕は、必死になって虚勢を張って、どんなことをしてでも守ろうとする譲れないものもあって、それでもヒットマンスタイルというバンドをやれていること自体が幸運なことだなんて、うすうす勘付いていただけに過ぎなかった。


「あぁ、今でも僕らヒットマンスタイルのことを記憶に残してくれている人がいるんだなぁ」


そう思うと、めちゃくちゃ嬉しい反面、今のこの状況がとても悔しくて、もどかしくて…。









でも、ペースだけは守らなければ。


焦ったっていいこと、ひとつもない。


ユーモア持って毎日歩いていれば、確かに僕は「生きてるんだなぁ」って思えるのだから。


僕は、そのことにやっと気付いたのです。










さて。


今日は聞かないCDを売っちゃった。いけないことなのかな？


けど、たぶん、iPodでは聞くことはあっても、CDは掛けないと思うCD。誰かの元で再生された方が、僕のどうでもいいコレクター根性よりもマシだと思うから。


なんか、ビートルズ聞いてたら、それ以外、どうでも良くなってくるんやもん…(笑)。


それでもレコードだけは絶対売らないけどね！









10月も今日で終わり。


The Ventz結成して10ヶ月が経つのな。


今、いろいろ考えてること。一度整理してみよう。


そろそろ来年の動きを考えないと。
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    2009.11.01 Sun 11/1(日)「デジログ or アナタル」
    かなり魅力的なプラグインソフトがありまして。(ProTools上で使うソフトですね。)


えぇ。その辺り、ホンマはヴィンテージの本物で攻めたいところなんですが、時にデジタルに割り切ってしまうところが僕にはあったりもするのです。


●


千葉でレコーディングした4曲。現在、ロンドンのアビーロードスタジオにマスタリングを依頼しているのですが、正直、少々トラブっています。ミキシングまでしてもらったマキノさんとの考え方の違いとかもあったりして、実は一色触発のおっきな危機があったのです。


僕らは千葉のエンジニア、マキノさんを選んだ。


また、僕らはアビーロードスタジオを選んだ。


そう。たったそれだけのこと。そこに気付いて良かったし、だからこそどうしてもこの苦境を乗り越えて、マキノさんとアビーロードと一緒になってThe Ventzの音楽を作りたい。


これだけでええやん？


って言うか、これしかないっ！


ヤッタネ！


●


というわけで我々The Ventz、実は再度ミックスの作業に取り掛かるのです。


ただ、千葉のマキノさんの元まで、今回はどうしても行けそうにない…。


で、マキノさんからこんな提案があったのです。


「ミナミデさんもミックスしてもらって、それと自分のを比べてもらうというのはどうでしょうか？ここまで来たら技術の問題ではなく、感性と情熱の問題ですよね。作曲者が一番曲を理解しているはずなので！やはりビートルズ繋がりの絆は強し！です」


いろいろな問題があったこと。その詳しい内容は割愛しますが、それらを乗り越えた上でのこの提案。そう。僕らは世界に挑みます！世界大会用のシューズを手に入れるのです！なんのこっちゃ(笑)！








っていうわけで、全然僕、専門家じゃないんですが、ミュージシャンとしてミックス作業に挑戦するのです！


今までデモしかミックスしたことないし、そんなんミックスって言えるほどのもんでもないと思うので、少々緊張。と同時にめっちゃヤル気が溢れてます！


となると、「欲しいものは欲しい！」という性格の僕ですから、以前から気になっていたプラグインのソフトが欲しいなーと行き着きまして。








ただ、そんなん買ってたら十万円を軽く越えちゃうので、どうしよっか…と悩んでたら、とりあえずデモ版があるのね。期間限定のデモなんですが、これはいい。とりあえず使ってみる！これが大事だし、よっぽど自信があるんやろうなぁと察するのです。


またPC上でいろいろ格闘しながら、やっとデモ版も手に入れた！









でもでも、そこで納まらないのも僕でして(笑)。


結局、こんなの買っちゃったー。
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YAMAHAのアナログミキサー。1970年代後半のもの。なんと総重量28kgもある。めちゃくちゃ重いのよ、これ。でも何故か重いと信用してしまうんよね(笑)。


とにかくルックスが気に入ったし、それだけでいい音しそう。確実に先入観であり思い込みでありますが(笑)。


しかも、これ、4500円！


こりゃ買いでしょ！







PC上のProToolsでレコーディングしたトラックを一旦このアナログのミキサーに通して、それをミックスし、もう一度ProToolsに取り込もうという作戦です。


何が何でもアナログ回路を通してみせます！そういう意気込み(笑)！









ま、iPhone、似合わないとよく言われる僕ですが、それはそれで嬉しかったりもするのです。








僕がこんな僕みたいなオトコと知り合いになったら仲良くなれるやろうか？


最近気になるのは、こんな他愛もないことだったりします(笑)。







    2009.11.02 Mon 11/2(月)「アナログミキサー実験」
    昨日の夜中からThe Ventzのミックスを始めましたー。


まずはお試しで手に入れた数種類のプラグインをPCにインストール。このあたりがスムーズに出来るなんて、去年の自分から考えたら信じられぬ。


そして起き抜け早々、54のミックスから。


各パートの密着具合いなんかは、今は考えない。それぞれの音色のみに気を配る。まずはバスドラとベースとボーカルから。ボーカルの仕上げは後々詰めるとして、そうやってドラムの全体像に進み、それからギターとオルガン。


でもねー、悩むねー。


これぞロック！って音を目指すんやけど、どうにも音が下品になってしまう…。締まりが悪い。


ビートルズ、TAXMANと聞き比べると、天と地ほどの差。愕然となる。


でも、めげてる場合やないのだ！


ともかく、進むべきだ、ということで、colors、FRiDAYに着手。キタルベキセカイは雰囲気を変えたいので、ここで一旦耳休め。


ハッと思い出し、急いで外出。昨日手に入れたヤマハのアナログミキサーを試してみよう！


思い立ったら行動は早い。


頭の中でプロツールスからのアウトプットプランを思い描き、即実行。


四苦八苦しながら、何とかアナログミキサーに音を流し込むことに成功！
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これがさ！ヤヴァイ音がするのよ！マジで！


ミキサー内のEQやリバーブも尋常じゃない効き具合い！アナログなもんやから、ツマミがデカいのがまた、イイ！


が、なんとなく過大入力なんかな？とも思ってしまう。


パンチがあり過ぎる気がするんよねー。思い切りグイッとツマミを操作してしまうのが僕の悪いクセ？各楽器が密着してしまう気がするのです。


アビーロードスタジオにマスタリングを依頼するためのミックスを、ってのが今回目指すところ。


これではミックスの領分を超えてしまっている気がしたのです。


まぁ、今回は実験なので、なるほど、この特性がわかって成果あり、デス。


で、また大問題。


アナログミキサーを通した音を、もう一度プロツールスに戻す方法がわからない！


あれ？なんで？


ってくらい、当然簡単に出来ると思ってたので、逆にショック。


ヒィー、またしても難関です。けど、ここでタイムオーバー。せっかく28kgもあるミキサーを準備したのに…。


よしっ！また今晩、挑戦するか！








    2009.11.03 Tue 11/3(火)「英国話」
    ミックスって神経使いますね。集中力が…。


そんな中、今日は弟が神戸に遊びに来てくれましたー。先々月に行ったイギリスのみやげ話を持ってね！


そしておみやげはこれ！
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イギリスの匂いがするアビーロードのリマスター盤CD！持ってるっちゅうねん〜。が。やはり特別でしょう！


そして、いろいろ見せてもらった写真の中でのベストショットはこれ！
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アビーロードの横断歩道。やっぱりその日も大勢の観光客が来てたみたいで、これはブラジルの人とフランス(?)からの親子連れとの4人で横断歩道を渡ったみたい！弟は最後尾。ジョージ役。先頭のジョン役の彼はちゃんと手をポケットに(笑)。いいなぁー。ビートルズを繋がりにして外国の人と繋がる。みんな、想いは一緒なんやねー。


その後の4人での雑談シーン(写真下)の写真もなかなか微笑ましかったです。


他にも、リバプールのスターバックスでは、マンチェスターからの夫妻とも仲良くなったみたいで、やっぱりビートルズってコトバを超えるんだなぁーって。


ただ、コーヒーを頼みたくて一生懸命「coffee」って言ってるのに、何度言っても「coke?」って聞かれてしまって、結局コーラが出て来たって話や、フランスのカフェでビールを頼んだら、何故かカプチーノが出て来たり、とか、やっぱコトバって、超えられない壁もあるよねー(笑)。


あと、イギリスにしろフランスにしろ、あまりに物価が高いので、食事も出来るだけ安く済まそうとレストランで一番安いお肉料理を頼んだら、ウェイターが何度も「本当にこれでいいのか？」みたいなジェスチャーをして来るんやって。弟は「そう。それでいい」って答えたらしいんやけど、出て来たのは生肉の塊だったみたい(笑)。そりゃ、手間掛からん分安いのかな？弟もまさか生肉とは！って目が点やったみたい(笑)。







写真を見せてもらって気付いたんやけど、ヨーロッパってやたら銅像が多いのかなぁ？かなりの頻度で銅像と写真に写る弟でした。


あと、やっぱ建物は日本にはない感じやなーって。


と思ってたら、その後、弟とごはん食べに行ったんですが、神戸のメリケンパークあたりの2号線沿いの建物。あの辺り、とてもリバプールに似ているそうだ。


「へー、そうなんやー」と想像を膨らませるのでした。










こりゃ、早く行きたいね。益々行きたくなってしまったー！







    2009.11.04 Wed 11/4(水)「戻って来ないのは」
    プロツールスからアナログミキサーへはアウトプット出来たんですが、アナログミキサーからプロツールスの同じセッションに戻すやり方が、やっぱりわかりません〜！


「そうだ！機材を買ってるお店のいつもお世話になってる店員さんに電話で聞いてみよう！」


と思い立ち、早速電話を掛けてみました。


が。


「水曜日は定休日です」


という、無常な留守番メッセージ…。


ウキーッてなって今日は全部諦めたー(笑)。






さぁ、今からバンド練習。久々にドラマーナヲキが合流。楽しみ楽しみ！
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    2009.11.05 Thu 11/5(木)「軽薄なイメージ？」
    昨日はバンド練習でしたー！


が、大阪に住むナヲキ。電車がなくなっちゃって来れなくなっちゃったー！久々のドラム有り練習、楽しみやったんやけどね。仕方ない！


というわけで、鳴菌、A.K.との3人でいろいろ喋る(笑)。


そう。ライブしたいねん。そういう提案。


今、僕らは「初ライブをイギリスでしたい！」っていう目標に向かって進んでいるんですが、どうもその目標がリアルに感じられていないというか…。


やや。


語弊があってはならぬ。


「ライブがしたい！」っていう欲望をね、欲求をね、もっと素直にアウトプットしたいってことなのです。


そのライブをする土地がイギリスなのか、日本なのか、それはちょっと脇に置いといてさ、もっともっとライブしたいって気持ちを持ちたい。


「イギリスでライブをしたい！」


と思うなら、さっさとイギリスに、行ったらええやん〜！ってこと。


簡単に言えば、ね(笑)？


なんか、モジモジしてる自分が歯痒くってさ。


そっか。そやったらまた手を挙げたらええんや、って思った。


「オレ、イギリス行くけど、誰か行く？どんな編成でも構へんから、行って向こうで演奏しよ！」


ってバンドメンバーに宣言しなければ(笑)！


ま、金銭的な問題が嫌でも浮上しますからね、そこはおいそれと簡単に事は進みますまい。


でもなんかね、簡単にイギリス、行ってしまえば何かが変わる気がするし、今年10ヶ月間、自分なりにいろいろ動いてみて、結構簡単にイギリスに行けそうな気がしてる。ライブ、出来そうな気もしてる(笑)。


それはたとえソロライブでもね。もちろんベースとの二人でも、オルガンシンセとの二人でも、ドラムとの二人でも。


無性に行ってしまいたい自分、発見(笑)。


そうやって、不完全な形ででも体得したイギリスの空気感ってのを日本に持って帰って来て、The Ventzに生かす。どうだ(笑)！


で、来年の今頃の僕を想像してみた。


イギリスへの往復の渡航費だけならそこまで掛からんのよね。そしたら3ヶ月とか4ヶ月にいっぺんくらい、頑張ればイギリスに行けると思うんよ。飛行機にも慣れて、ちょっとくらい英語は喋れるようになってて、ロンドンのミュージシャンとも顔馴染みになってる。


1年後、そんな自分だったらカッコいいと思う！


あぁーなんて軽薄なイメージなんだー(笑)。


そうして早く日本でライブをする。今回のアビーロードマスタリングの音源を買ってもらって、バンド全員でイギリスライブをするための渡航費を稼ぐ！


嗚呼、途方もないっ(笑)！


けど、そう考えたらバンドとイギリスの関係がリアルに感じられる気がするねん。


だから来年の春くらいには日本のどこかでライブをするって決めたい。そのために練習しなければならないことはめちゃくちゃ多い。だって最初っからとんでもないライブしなけりゃ、このバンドやってる意味ないやん！


いっぱいいっぱい音楽したい。


そのためのチャンネルは、たくさん準備してる。そんな2009年。









おっと。調子に乗ってだらだら書いちゃったなぁ(笑)。








昨日はそれからちゃんと練習しましたよー！


来月12/8の神戸のレノンナイト用の、まずは2曲をドラム打ち込みでレコーディングしてみました。ProToolsに録音しながらビートルズをカバーするって、結構いいよ！録音したやつプレイバックして、ビートルズの本物の演奏を聴く。そしてそのニュアンスを吸収しながら、また録音し直して…の繰り返し。めちゃくちゃ練習になってる気がしたー！


そして、改めてビートルズの曲のカッコ良さ、アンサンブルの絶妙さに驚くのです。


やっぱ、楽曲ありきだわ。


The Ventzにもいい影響を与えそうな練習になってますよ！







それにしてもシンセやったりオルガンやったり。鍵盤楽器があることでイメージどんどん膨らむのです。これは刺激的です！ビートルズのギターパートをシンセでやってみたりね。そしたら新鮮なんです！
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■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。







    2009.11.05 Thu 11/5(木)「フェイセズ!!!」
    フェイセズ、ロッドも含めて来年、再結成するかもやって！


ビッグニュースだぁぁぁぁ〜！


ヤベェ。実現したら、絶対行くわ、これ。


何気にビートルズに次いで、僕の中で2番目に大好きなバンドですからねー。


憧れるぜ、あのロックロール馬鹿っぷり魂には！







そうや！来週はバンドメンバーでフランツ・フェルディナンドのライブにも参戦だー。東京のみでオープニングするキソグラム。大阪でもやって欲しかったなぁー。







    2009.11.07 Sat 11/7(土)「マナベ氏とマキノ氏」
    昨日はTHE NEATBEATSやTHE BEACHES、騒音寺が神戸にやって来たー。とても面白い、というか、僕的に大好きなバンドばっかで楽しかったです！


ニートビーツの真鍋さんがリハーサル後にバリットの事務所に来てくれたので雑談を。とても長い長い雑談を(笑)！


真鍋さんと「音」の話をしているとめちゃくちゃ刺激を受けます。真鍋さんのスタジオ、Grand-Flog Studioには、ますます行ってみたくなる。


「南出くんのバンドはどないなん？」


って話になったので、あれこれ話してたんですが、デュウ・マキノさんに録音してもらいに千葉まで行ってたんですよーって言うと


「ゆーさん、この前、うちのスタジオに見学に来てくれたでー」


と。あ！真鍋さんのブログに載ってた載ってた！


あぁ、ゆーさんってデュウさんのこと？やったんや(笑)！確かに「スタジオサンのゆーさん」って書いてはったし！







で、そこにちょうどいいタイミングでマキノさんから、アビーロード用のプレーンミックス音源が届く！いやぁ、このタイミング！


「聞かせてーやー！」


ってことで、マキノさんからの音源の波形を見てみるつもりでProToolsに取り込んでいた音源を真鍋さんに聞いてもらう。


ヘッドフォンしてホンマにじっくり聞いてくれる真鍋さん。


聞き終わったあと、悪魔のようにニヤリとして


「スタジオサンの音、するやん」


って言ってくれた！







あ！


そうやん。


「スタジオサンの音＝マキノさんの音＝僕らが千葉まで行った理由」


これ以上の褒めコトバはないんじゃないか、と思う。









正直言って、ちょっと悩みもあったんです。


アビーロードマスタリング用のプレーンミックスを作ること自体、正しいことなのか？と。


マキノさんをエンジニアとして選んで千葉までレコーディングしにいった事実自体、ちょっとオカシイ。経費のこと考えたらとても実行する気にはなれないけど、それほどまでにマキノさんの音が欲しくて千葉まで行った。


そのマキノさんのミックスの特徴に難癖を付けるアビーロードスタジオって何なのだ？と。


けど、やっぱりどうしても譲れないアビーロードスタジオ。僕にとってもそうやし、マキノさんにとってもとても重要な「ザ・ビートルズ」。


彼らがずっと音楽を創り続けたスタジオに、僕らとマキノさんが吹き込んだ音源を。


他の誰かにとってはどうでもいいことなのかも知れん。


けど、今回の作品は、僕が求めた音を録るマキノさんミックスでなければあかんと思っているし、そうでなければ自分を否定することになるし、スタジオサンの音でなければあかんのです。


うん。下手すれば、アビーロードのマスタリングじゃなくてもいい！ってくらい。







長くなったけど、真鍋さんの「スタジオサンの音、するやん」ってコトバは僕にとってとても重要なタイミングやったし、あぁ、なんか、よかった、バンドとエンジニア以外の人がわかってくれたーって、ホッとしたところもあって。


ありがとう、真鍋さん。










っていうか、ProToolsのインターフェイス、M-BOX2をシゲシゲと眺めてる真鍋さんが異様に面白かったで(笑)！


タイムマシーンに乗って過去から現在に来た人みたい！「BACK TO THE FUTURE」のドクを思い出した！


うん。なんか似てない(笑)？


「こんな小さいん、お手軽やなぁ」


ってさ！










ってことで、アビーロードに音源を送りましたー。どうかええ感じになりますように！









その後はTHE BEACHESと打ち上げへー。


The Ventzもね、早くライブしたい。昨日のメンツの中に入ってもやっていけるバンドでありたい。


もっともっとええ曲書きたいぜ！


で、マキノさんと真鍋さんのスタジオでレコーディングだぁー！







    2009.11.08 Sun 11/8(日)「悩む…」
    右か左かどっち？


…。


悩む。悩んでおるのです。これは究極やなぁー。


どうしようか…。










さっき元"THE MOVIC"の福崎と征一郎がやって来た。久々〜。いろんな音楽の話したり機材の話したり、全然変わらぬ(笑)。


どっち選ぶか相談に乗ってもらったものの、やっぱ結局決めるのは自分。


そういうこと。








来月の弾き語りライブ、ぜひぜひ来て欲しいので、予定、空けて見に来てくださいっ！イギリス行きの突破口になること間違いなし！


よろしくです！



■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/and more...


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.09 Mon 11/9(月)「空っぽ願望」
    鳴菌と話しても、A.K.と話しても決着の付かない悩み…。


頭、空っぽにしよーっと！



■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/and more...


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.10 Tue 11/10(火)「巡礼」
    結果出さなきゃ意味ないので、まだここには書けませんし、書きませんが、ほんまツライ状況なんよねー。しかも多分これは、いい意味で(笑)。


これくらいハッキリとした分岐点があったなら、もっともっと高みに登っていけるんやと思うなぁ。


「これかこれ。どっち選ぶ？」


どっちもええんやけど、その差が曖昧で、すんなり自分で選ぶことが出来ないのは、どっちも良くないから。


そこをリアルにすれば、The Ventzはもっと単純なバンドになれると思う。


バンドがこの世界に存在する理由はたったひとつのハズなのに、僕にはまだ、それが頭でしかわかっていない証拠なのだ。









「巡礼」＝「重要な意味を持つ聖地に赴く宗教的な行為の事」


宗教かどうかは今、問題なんじゃない。


そうだ。やっぱり早くイギリスに僕らは行くべきなのでは？








■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/and more...


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.11 Wed 11/11(水)「フランツ・フェルディナンド」
    いよいよ明日はフランツやー！楽しみ〜。


出来れば東京公演のオープニングに抜擢されたキソグラムも見たかったなー。









    2009.11.12 Thu 11/12(木)「ポテンシャル」
    くー！こんなに楽しみなコンサートは久しぶりだぜぃ〜！この気持ち、大事にしたいね！




鳴菌のマネして動画載せてみる(笑)。


同じmoog使いにRickenbacker使いやからね！The Ventzもこれくらいのポテンシャルはあるってことです！








    2009.11.12 Thu 11/12(木)「千葉・奈良録音音源アップ！」
    たった今、MySpaceに我々"The Ventz"最新のレコーディング楽曲"54"をアップしましたー！

♪MySpace 最新レコーディング"54"



ええ。例の千葉＆奈良レコーディング作品！


まだマスタリングを終えてはいませんが、「タイミングはここだ！」ってことで急遽アップしましたー！









何故？って？


今日のフランツ・フェルディナンドコンサートに、実はこんなものこっそり持って行こうとしてるのだー。
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やから、急遽、今日、解禁！


今、決めた(笑)。







ほんまは、大々的に劇的に「さぁ！公開ですぞー！」って見せたいところなんですが、ま、ええやないですか。


今、レコーディング作品（The Ventzの1st EPと名付けましょうか）のマスタリングでいろいろ奔走しておりますが、そのマスタリングが済み次第、CDをプレスしようと考えております。3000枚。


けど、その3000枚はイギリスのみで無料配布、日本国内はちゃんと販売したいと思ってたり。そう。ちゃんとライブしながらね。


つまり、無料で手に入れようと思えば、イギリスに行くしかないな、と(笑)。










まだキチンと詰め切れていないので、ともかく、ぜひMySpaceで聞いてみてくださいな？

♪MySpace 最新レコーディング"54"



ちゃんと誇りを持って音を入れていますので、ぜひ！







    2009.11.13 Fri 11/13(金)「フランツ・コンサート・レポ」
    めちゃくちゃ楽しみにしていたコンサートに行って来ましたー！


FRANZ FERDINAND!!!


「コンサートってこれくらい楽しみにするもんやったなー」ってことを再確認。と同時に、オレたち"The Vnetz"もこれくらい楽しみにされたいっ(笑)！ってことを再確認。


だって、特別だよなー。生演奏だぜー！その日、その瞬間しかあり得ない空間。









さて。昨日は「バンドメンバー全員で行こうぜー！」ということでしたが、ドラマーナヲキ、急遽来れず。余ったチケット、どないしたらええねんー！ってことでしたが、危機一髪。鳴菌の友人が行ける！ってことでホッ。


その友人が開演ギリギリにしかZepp Osakaに来れないようで、僕とA.K.は一足お先にZepp Osakaへ。


それにしても早過ぎる…。オープンは18時なのに15時着(笑)。


いやいやいや！


ちょっと入り待ちしてね、"The Ventz"の最新録音音源を、あわよくばメンバーに、いやっ、スタッフさんでもいい。渡せたらいいじゃない！って理由があったからですよ？


決してウキウキし過ぎてたわけじゃない…っす…(笑)。


が、初めて行くZepp Osaka。搬入経路など、チラチラッと見てみると、全然僕らのいるところ、通らへんやん！ってことに気付いて愕然とする。


完璧に車道からしか搬入出来ないようになってるし、その車道には歩行者は行けないようになってた…。


う〜む。やるな。セキュリティーもしっかり考えられてるね…。


って、関心してる場合じゃない！


開場までの3時間、どないしたらええねん…(笑)。しかも寒いし！








ま、ボヤボヤ過ごしてひたすら、待つ。案の定どの関係者にも接触、出来ず、でしたー。







開場前、17時過ぎになると、どしどし人が集まってくるねー！グッズ販売があるってことで行列が出来始めるんやけど、その年齢が、若い(笑)！いや、もうね、めちゃくちゃ若い！高校生〜大学生くらいなんちゃうんかなぁ？めちゃくちゃ若いんですよ。10代。まさか、そんな年齢層だとは予測もしてなかったので、何やら妙な気分。


そんな気分を紛らわそうと、地上にあるカフェバーへ逃げ込む。こういう時はアルコールです。「金のない10代には飲めないだろー！」と勝手な優越感に浸りながらグッズに並ぶ若者を見下ろす。


はて。グッズに並ぶ10代に金はないのか、「グッズいらない」と強がる自分に金がないのか…。










さぁさぁ、そして入場ですぜ。


思ったよりも狭いのね、Zepp Osakaって。Hatchくらい？ちょっと広い？2000人規模やねんね。もっとデカイかと思ってました。


そのステージ前、真ん中、2列目あたりに陣取りましたー！


すげぇ！近い！ヤヴェ！楽器、近っ！


いくつか目から鱗の事実を発見したり、謎が解けたり、ええ、こうやって前にいて、よかったですよ。


2台セットされたシンセのうち、1台はA.K.のmoogとまったく同じ機種でテンションは上がる！ギターだってニックのものはおそらく50年代製のギブソンレスポールジュニアだってわかるし、そう、謎のフランツアンプの構造も判明したぜ(笑)！







客席側もそれほど詰まってなくて、いい感じで踊れるんじゃないかなーって思ってた、ら。


フランツが登場するやいなや、詰まる詰まる。


ゲェー！ヤヴァイくらいギュウギュウ。全然踊れません。


なんじゃこりゃー！ですわ。


なんか、アイドル。


うん。完全にアイドル扱いやね。腰で踊る、とか、関係ない。終始立てノリ。手を挙げてこう、前後に振る、みたいな振り付け、な感じ。


あぁー。こんなことやったらもっと後ろで見てみても良かったのかな、なんて(笑)。


もっと人気なかったらいいのにーなんて不謹慎なこと、考えつつ、いや、でもメンバーの顔が凄くいいことに気付く。


ずっと長いこと、こうやってライブやって来たんやなぁーってわかる演奏と、お互いの信頼関係。その8つの目、見てたら、なんかオレ、ちっちゃいなと思い、反省。


やけど！オレはもっと音楽をカラダで感じたかったぜー！もっと広い会場でやればいいのにー！そしたら自分スペース、もっとあるやんー！








それにしても、素晴らしいコンサートだったと思う。


もちろん曲もいいし、アティチュードも最高だ。その中で僕が一番いいな、と思ったのは、その子供のような無邪気さ、かな？


全メンバーでのドラム乱れ打ちとか、ラス曲でのシンセ弄りとか、好きなこと好きにやってんです、って雰囲気がめっちゃええな、と思った。


そんなん見てたら、僕、もっともっとやりたいこと、やってええんやな？って思ったし、小さなことでつまづいて痛いっ！なんて叫んでちゃダメだな、と思いました。


音楽やってるんやから、全部オッケーやん？妙なリミッターは必要ありませんっ！










しかし、案の定、もっと曲、書きたくなりました。もっと自由に。もっと大胆に。ええ刺激になりました、マジで。それをメンバーも一緒に見たっていうのが今回の大きな成果になる。










最後、ドラマーポールが僕の目の前に飛び込んで来て、汗だくのカラダを支えたことや、ボーカルギターのアレックスかベースのボブの使ってるピックを投げられて思わずゲットしてしまう、など、あまりミーハーではない僕にとってはどっちでもいい幸運(失礼！)を得てしまいましたが、ま、それも良しとしようではないか、と思います。


そう。違うんだよ！


僕はそっち側になりたいんだよ！と強く思います。思いました！


が、嬉しがりの僕は写真を載っけるのです(笑)。
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終演後、お客さんたちはステージに向かって何かをもらおうとしてましたが、僕らは逆に僕らのCDをあげたくて(笑)。外国人スタッフに渡そうとするんやけど、投げ入れても失礼やしなぁ、なんて考えるとどうにも投げ入れられなくて。


結局、日本人スタッフの人に「フランツサイドにこのCD、渡してください！」とお願いしました。


が、やりました！A.K.！！！


片付けをしている外国人PAさんにCDを渡すことに成功！


めっちゃええ人でね、CDに書いてる英文を読んでくれて、その意図を理解してくれたみたい！笑顔で受け取ってくれましたー！


聞いてくれるといいなぁ。気に入ってくれるといいなぁ。








その後はまだ10枚くらいCDは残ってたので、今度は出待ち。10数人のファンのコらに紛れて待ってましたが、すでにメンバーは出た、とのこと。


残念。


それでも、このままCDを持って帰っても仕方ないので、またしても日本人スタッフに預けました。直接フランツサイドまで渡るかわからないですが、誰でもいいから、本当に聴いて欲しいと思います。









ふぅ。長い日記になってしまいました。


でも、それくらい大事な一日でした。






よーし！また頑張るぞー！


千葉レコーディングの"54"をMySpaceにアップしてますので、ぜひぜひ聞いてください。

♪MySpace 最新レコーディング"54"











    2009.11.14 Sat 11/14(土)「本当のスタート！」
    本日はいろいろネット上の対策をしておりました。


MySpaceに新しい千葉レコーディングの"54"をアップしましたのでね、いい機会じゃないか、と。こんな機会でもなければ、なかなか重い腰があがらない…(笑)。


「新しいバージョンの"54"という歌をアップロードしたから、ぜひ聴いてね」という紹介文を、方々のマイスペースフレンドに挨拶がてら英文にて。









そう！


まだマスタリングは済んでいませんが、音源を上げたとなると「やることいっぱいだー」ってことに今日、気付いたのです(笑)。


たとえば、先月、A.K.がロンドンに行った時に顔を出したという"ROUGH TRADE"っていうレコードショップがあるんですが、ついさっき、そのマイスペースのコメント欄にコメントを掲載しました。


●


Hi,


We are Japanese rookie band named "The Ventz".


A.K. (keyboardist) went to ROUGH TRADE EAST and WEST in last month.


And she talked about The Ventz free CD.


*


Finally,we finished the mixing of our new EP.


We uploaded the song called "54".


Please come and listen it!!!


*


I will go to UK in February.Is it too cold???


But I want to take our free CD to your shop.(We will press our 1st EP 3000 CD and we would like to distribute 3000 CD free of charge only in UK,not in Japan.)


Please put it in your shop!!!


Thanks,

"The Ventz" WAX


●


もう、英語が正しいとか正しくないとか、どーだっていい。もう、諦めちゃったよ(笑)。


それより、とにかく"The Ventz"を知ってもらうこと。


帰結点をここに絞れば、やるべきことはわかり易い。


とにかく英語を書く。


より気持ちをストレートに伝えたければ勉強する。


以上。


やろ(笑)？









なんか、音源が出来たのか出来てないのか、微妙にわかりにくい場所に居過ぎてしまって、計画が伸ばし伸ばしになってた。


それがフランツ・フェルディナンドのコンサートをバンドで遊びに行くってことをきっかけにして、切羽詰った僕らは「フランツサイドにこれを聞かせたいのだ！」って思える音源を固定出来た。


そして数十枚のCD-Rにその4曲を焼付け、もしも幸運ならばそれをフランツメンバーやスタッフが聞いてくれると思う。


ということは、僕らの計画はスタートした、ということなんだ、と。


今日、いろいろネット上を渡り歩き、そうやって「やることいっぱい」って気付けて、よかった。


A.K.の日記にもある「渾身の音源」ってコトバ。


それを世に広める時が来たのだ、と感慨深いのです。







よーし。ヤル気モリモリです〜！


さぁ！みんな！聴いてくれ！

♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/and more...


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.15 Sun 11/15(日)「数字」
    MySpaceにアップした千葉レコーディング作品"54"。どうやらなかなか順調な聞かれ具合のようで、ホッ。


3日間で200回再生。


いや！もっともっと聞かれなければ！


やっぱライブしたいなぁ。「ライブする」っていうことは、イコール「存在を示す」ってことに他ならないハズ。


この僕のブログだって、今はせいぜい1日、300アクセス。ヒットマンスタイル〜ソロの頃のブログ「WAXのひとりだち」は1日、1000アクセス行ってたもんな。


「世の中、ある程度、数字でわかる」


だよなー…。









来年、2月にイギリスへ行きたいと思っています。


そのために諸々、相談せなあかんこと、あります。すべてクリア出来たら、絶対行こうと思ってます。これ以上、伸ばし伸ばしにするわけには、いかへんもんね。


寒いんやろうなぁ。けど、ただ観光に行くわけではないから、寒さなんて関係ない！


2009年も、もう、いつのまにか2ヶ月を切っている。


僕は2009年を、ちゃんとやれた、と思ってる。2010年のための助走を。


だからこそ、11月の残りと12月の31日間は、跳躍前のしゃがみ込む瞬間になると思うのです。


そして2010年1月のしょっぱなから、僕らは跳ぶのだー！













いかん。


なんだ、この時間は…(笑)。


思わず、暇潰しみたいになったじゃないか。








とにかく。新しい音源、聞いてください！12/2のイギリス人との共演ライブ、来てください！
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■12/2(水)神戸VARIT.
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Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/and more...


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.15 Sun 11/15(日)「TOP」
    ホームページのトップ記事をやっと変えましたー(笑)。


っていうのもパスワード忘れちゃって！


あかんなぁ〜こんなことじゃ。


でも見つかってヨカッタ！







MySpace、聞いてみてねー！
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「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.16 Mon 11/16(月)「おっと！」
    やべぇー！







    2009.11.17 Tue 11/17(火)「キズ・凹み、直します」
    僕はこんな自分になりたかったやろうか…。








ちょっとばかし凹んでしまいました。


そんな時に思い出すのは、ガソリンスタンドによくあるノボリ。


「キズ・凹み、直します」










オレの凹みを治してくれやー！！！











さて。


ま、その一因にもなってるんでしょうな。昨日の朝、一冊の小説を読み切りました。


百瀬しのぶ「おくりびと」


これって映画になってるんですかね？ドラマ？とにかく、読み易い。


しかも、僕、3回、こっそり泣いてしまいました…。







生と死と。


夢と現実と。


嘘と真実と。


得ること、捨てること。


…。


納棺師という職業を僕は知らなかったけど、そこからの視点で眺める世界が極めて広いことを僕は知った気がする。これは小説の中だけの話だろうか？


僕にだっていろいろ悩みもあって、それはバンドのことだけではなく、プライベートなこと、完璧な人間であるハズがない。むしろ完璧を望み、目指すものの、己のダメさに気付くのが関の山。そうして苦悩する毎日。みんなだってそうやろ？


それがこう、この小説のように、ダイレクトに「生と死」というテーマで突き付けられると、僕はグゥの音も出ない…。









そんなところに素晴らしいバンドに出会ってしまったので、また、凹む。


名前を「空団地」という。


確実に僕は悔しい想いをしました。いい意味で、ね？


きっと僕はバンドで世界にカムバックしてやる。


カムバックとは…？


やっぱりライブだと思う。


The Ventzで早くライブが、したい。










そもそも。


こうやって僕はライブをしてない自分を望んでいない。


音楽に携わる仕事ではあるけれど、僕は僕の歌を目の前の人々に向かって放ちたいのです。


何故かどこかでネジは狂ってしまって、僕は今、僕のバンドがありません。


2009年に入ってすぐに"The Ventz"というバンドを結成したものの、時間が掛かり過ぎている。


僕は僕のペースを守る。


そこを曲げるつもりはチリほどもないですが、僕は少々サボり気味だ、ということに気付きました。


そんなことでは運命は僕らに味方してくれませんよ、と。











いろんなことが終に重なって、昨晩は少し辛かったけど、もう大丈夫。












今！たった今！アビーロードスタジオからのマスタリング音源が届いたのです！


で、早速聞いたのです！


え？


これ、めっちゃええんちゃうん！！！


って。











訂正します。


僕は極度に単純でした。









毎日笑って過ごしていたいです。


無理矢理笑ってでも、毎日笑って過ごしていたいです。
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「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.18 Wed 11/18(水)「iPhoneから教訓を」
    昨日やっけな？A.K.がiPhoneのこと、日記に書いてたのん読みました。カメラ用のアプリを入れてズーム機能を手に入れた、と。


僕もiPhoneなんですが、似合わんてよく言われるんですよねー(笑)。


ま、それも理解出来ますが…。去年はカセットMTRで録音してホンマもんのアナログレコードをリリースしたくらいなんでね(笑)！







ま、それはさて置き、自分でもiPhoneっぽくないなぁ〜という意識からか、アプリのことに全く興味なくてですね、全然何一つ自分では入れてなかったんです。


が。


A.K.の日記読んで、ちょっくら試してみるかー、と。


iPhoneのカメラ機能って「ただ撮るだけ」みたいな印象で、キレイ過ぎるからかサイズもデガ過ぎてブログなんかに気軽にアップ出来なかったんですよね。


で、リサイズのアプリをゲット〜。


こりゃあいい！


ってことで、次々アプリを探索。


無料アプリに限りますけどね(笑)。


そしたら興味あるのんが出てくる出てくる！


「写真が明治時代風になるアプリ」なんて、かなり僕的に興味あり(笑)。
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↑つい最近取り壊されてしまったJR灘駅の旧駅舎の写真を明治時代風に。どこもかしこも同じような駅舎になってしまうんよなぁ。嗚呼。





それとか、最近「MySpaceをしっかり動かしていこう！」と思っているので、iPhoneからMySpaceが見やすくなるアプリもゲット。


あと、オセロと(笑)。








なんか未来の人になった気分です(笑)。


それにしても、いろいろ出来るよなぁ。音楽系のアプリもいっぱいあるし、これ、言うたら一般の人が使ったりするんでしょ？ミュージシャン顔負けのフレーズとかiPhoneで造られたりしちゃいますよ。


写真のアプリだって、アーティスティックに加工出来るものがあるから、それ使えばある程度の「作品」って言えるものも出来そう。


ということは。


結局、アーティストとして生きていくには、アイデアだったり着眼点を磨くことだったり、技術を磨くことが最重要になっていくのではないかな、と思ったのです。


「切れ味鋭いアイデアを」


今日の練習は12/8用のビートルズの曲をアレンジすることになりそうです。まさに切り味鋭いアイデアが必要なのです！









iPhoneをこちょこちょ弄るだけでも、人生教訓を発見出来る。


うむ。いい流れだ。
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「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.18 Wed 11/18(水)「to 鳴菌」
    うわ！今、発見！


これ、めっちゃええやん！＞鳴菌









    2009.11.19 Thu 11/19(木)「Twitter」
    Twitter、始めてみました！WAX712という名前で。


が。全然わかりません(笑)。


しかも、誰にもfollowされてません(笑)。


リンク、貼っときます！

Twitter「WAX712」


The Ventzを知ってもらえる機会になるならば。


すべてのことにトライしてみたいのです！







    2009.11.20 Fri 11/20(金)「決着を」
    おはよう。


さて。いろいろ書きたいことがあるのですが、ちょっとまとまった時間がないと書けないので、少々困っています(笑)。


ともかく。


バンドが動き出しています。なんか無理矢理でも決着付けないといけないところへ追い込んでみます。


「具体的にする」ということはちょっと怖いことなのかも知れないな。










誰かー！「Twitter」やってへん？オレ、孤独なんですけど…(笑)。


孤独を恐れちゃいけないか！








12/2のイギリス人との共演ライブ、絶対来てね！


あ。明日はキングブラザーズ＠VARIT.やん。これも楽しみー！


ライブ。やっぱ好きだわ。
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    2009.11.21 Sat 11/21(土)「ぶ〜らぶら」
    昨日はパスポートを取る場所を下見(笑)。


国際会館の14Fだったかな？インフルエンザの影響やと思うんですが、職員の人がマスクしてるので、まるで病院のようでした。


戸籍謄本を家に忘れさえしなければ、昨日申請出来たのに…。


また来なければ。






三宮ぶらぶらついでに、なんと映画を見に行って来たのです。


「パイレーツロック」

1966年、イギリス。政府がジャズ音楽を推奨し、BBCラジオでは週に2時間しかロック音楽が流れなかった時代。海賊ラジオは公海から毎日24時間、四六時中、ロック＆ポップ音楽を提供し、国民の半分以上から熱い支持を集めていた。この船上を舞台に、60年代の若者たちのロマンス、そして音楽を描いたロックコメディ。
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The Musiqueのヨシアに「絶対WAXさん、好きですって！大音量でロックの名曲が流れるんですよ！」と興奮しながらオススメされたので、これは行くしかないな、と。「This is it」とどっちにしようか悩んだ末に選んだ映画。


三宮のシネフェニックスという映画館。映写機が見えるんやね！ごっついリールテープに感動。データデータの時代。データを世界各国にメールで送信してDVDに焼き付けて上映すれば手軽だろうに…。直径1メートルはありそうなリールテープだからこその映画館という価値観もあるんやろうな。なんか嬉しかった。
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さて。そんなわけで「パイレーツロック」。もっともっと音楽を流して欲しかったなー。ロック音楽主体の映画を期待し過ぎていたかな？ちょっと物足りなかったよ…。


それでもキンクスやローリングストーンズ、ザ・フーなどのロックを映画館の大音量で聞くのはいいもんだ。


行ってよかったっす。


そう。それに字幕見なくても、なんかだいたい英語、わかるぞ、オレ(笑)！








一番グッときたセリフはこれ。


「悪いことしてるか？」








その後はTHE BACK BEAT BRINGERSとの飲み会。喋り足りぬぞ(笑)！


今日はThe Keysが久々の神戸ライブ。キングブラザーズと対バン。カッコよくなってるかなぁ？


ドラムの西村がiPhoneにしたみたい。半ば強制的にTwitterを教える。ふむ。follower、1人ゲット(笑)。












    2009.11.22 Sun 11/22(日)「ホッピーデビュー」
    昨日はキングブラザーズ、The Keysらが出てるイベント。終了後は打ち上げへ。


キングブラザーズのケイゾウくんと、かなり濃密な意義のある会話が出来ました。


「バンドとは？」


やっぱりキングブラザーズは一線を超えたバンドやと思う。僕は僕の視点でしか世の中を見れないし、その通りのことをケイゾウくんに話す。ケイゾウくんはケイゾウくんの視点から見る世界のことを話してくれて、そこに共有出来る「何か」がある。お互い刺激的だったと思うし、何より僕はホッピーデビュー(笑)。話にも酒にも酔えますな。








バンドは死なない。たとえ行き着く先が破滅に向かおうと、120％のライブが人に感動を与えるなら、それは生きること、そのもの。








The Keysともいっぱい話したかったんやけど、ちょっとタイミングが合わなかったね。最後は立田とスーちゃんとラーメン。


東京から久々に帰って来て見たライブはとてもオトコロックしてた。先が見えたライブだなぁと感じました。








さぁさぁ。The Ventzもしっかりしよう。我が道をゆこう。
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「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.23 Mon 11/23(月)「ドラマー抜けたり、アビーロードとの大変なことだったり」
    ドラマーナヲキが脱退です。4月から一緒にバンドを作って来たけど、残念やし無念やけど、仕方ない。すごくカッコいい音を出すドラマーナヲキ。ありがとう。"The Ventz"の初めてのレコーディング作品にそのカッコいいサウンドは残ります。






そして、アビーロードスタジオでのマスタリングのお話を。


結構、いろいろあったんです。でも大丈夫。結局素晴らしい作品になったんやから。


まず。


「僕が英語を喋れない」ということが、非常にネックになっているのは間違いない。「仕事」なんやから、当然会話が成立するくらいの英語力がないとダメ。その点はこっちに非があると思う。その前提はちゃんと承知してます。


で、ともかく、千葉のマキノさんのレコーディング・ミキシングを終え、さぁ！って気合い入れてアビーロードに送った音源。マスタリングエンジニアのクリスチャンから、まさかのNG。


「この音源に、僕がすることはないよ」と来た。音圧が高過ぎるということが原因のよう。


そっかそっか。納得出来るところもあったので、マキノさんに相談。最後に掛けたコンプを外してもらったミックスを造ってもらって、それをアビーロードに送ってみる。が、またしてもNG。そうじゃないんだ、と。


ということは、もう一度初めからミックスを作り直さなければならないってこと。


千葉に行って、立ち会ってミックスした音源がNGだってことは、僕らが作り上げたい音楽のサウンドを否定されるってこと。


でも、「どうしてもアビーロードスタジオと仕事がしたい！」という気持ちをメンバーはもちろん、マキノさんとも確認し合い、マキノさんにプレーンなミックスを作ってもらうことにしました。


立ち会えるわけじゃなかったのに、マキノさんはいい仕事をしてくれたと思います。


でもこの時点でのプレーンミックスを聞いて思ったのは、「これはオレらが作り上げたかったサウンドかな？」ってこと。物足りないんです。全然。


それでもアビーロードに送ってみる。


そしたらクリスチャンから「そう！これが僕が求めていたもの！すぐにマスタリングに取り掛かるよ！」というメールが来たのです。


僕らのテンションは上がる！世界に認められた瞬間ですからね(笑)。










そうして送られて来たアビーロードスタジオでのマスタリング済み音源。











でも、なんか、違うんです。全然物足りない。もちろん、キレイな音像で、これが何度でも聞きたくなるような音なのかも知れないなぁ、とは思った、いや、思おうとしてたんですが、どぉーっしても納得出来ないのです。


しかも、そのマスタリング終了時刻が、始まった時間から考えると2時間も掛かっていない。その事実を僕は見てしまったのです…。








僕、自分で言うのも何ですが、ややこしい人間やと思います。


「え？たった2時間？」


なんかね、アビーロードスタジオに対して、畏敬の念というか、へりくだった感情が僕にはあって、それは仕方ないと思うんですよね、実際、小学校からビートルズを聞き漁り始めて、ずっと僕の音楽人生、ビートルズ＝アビーロードスタジオのサウンドを中心に据えて来たわけですから。


得意じゃないなりの英語を使って、クリスチャンの気持ちまで読み取ろうとしながら、それでも絶対アビーロードスタジオと仕事したい！と強く願って実現させたくて。


それが「たった2時間？」って気付いてしまって、僕は僕の感情のままに爆発。








「イギリス人は京都人っぽいところがあるんじゃないかな？」


そんなふうに聞いたこともあって、それなら僕は正々堂々と、僕の気持ちをちゃんと伝えようと思いました。


「クリスチャン。ありがとう。何度も何度も繰り返し聞いたよ。けど、どうしても納得出来ないんですよ。もっと明るく、迫力ある感じにならないかな？もっとインパクトのある感じにしたいんです。不可能かな？僕はとても正直にメールを書いてます。どう思うか教えて欲しいです」


そしたら返事が来て


「ダイナミクスを失いたくないから、これが限界だと僕は思う。マスタリングではそれほど多くのことは出来ない。グレートなスタジオで録音したグレートなミックス音源ならもっと迫力は出せるけど」


と。


クリスチャンの言うことは、僕はとてもよくわかる。音を大きく聞きたかったらリスナーはボリュームを上げるんやから、無理矢理音圧競争なんてしなくていいんですよ。そういうことなんやと思う。


だから僕は


「オッケー。わかった。クリスチャンのいうことはとてもよくわかりました。そのテイクでオッケーです。ただ、もう少しコンプで潰れたようなサウンドが欲しかったんだ」


そして、なんだか雰囲気が悪くなってる気がして、続けて僕はこうメールした。


「ところで、マスタリングではどんな機材を使っているの？教えてよ。僕はアビーロードスタジオのファンなんです。そう、来年の2月に僕はロンドンへ行こうと思ってます。無理言ってごめんね。もし時間があったら会えませんか？そして乾杯でもしませんか？直接お礼を言いたいし、僕はイギリスのパブにも行ったことがないんだ。」


と。全然関係ない話だとは思ったけど…。


それで来た返事がこれ。


「僕はラウド過ぎると思うけど、キミの求めてるのはこういうことでしょ？コンプレッサーで音圧を上げておいたよ」


と新しい音源を送ってくれた。


そして、その音源がとてもいい具合なのです！聞いたとたんに「これ！ええやん！」って思いましたもん。










で。


「マスタリングする時はTGのコンソールとマセレックのコンプ、EQ、リミッターを使ってる。キミがロンドンに来ても、僕はスタジオで非常に忙しいし会えないと思う。時間がるかも知れないし、けどたいがい僕は忙しいよ」


と、ほぼ用件のみ。


なんか、世界の壁を感じてしまったなぁ。僕が逆の立場で、イギリス人から「日本に行くから会えませんか？」とメールして来たら、もうちょっと違う答え方をすると思う。


「ザ・京都」やね(笑)。僕が京都人やからよくわかる。


その返事の仕方と2時間でマスタリングを済ましたくせに…みたいな僕の良くない感情が、僕をちょっと嫌味にさせた。ケンカ腰といえばケンカ腰(笑)。


「クリスチャン、ありがとう。こっちの方が僕らは好みだよ。これでお願いします！」


で。


「世界の音楽はやっぱりシビアだね。僕は痛感しました。僕らのサウンドはあまり好みじゃないんでしょ？ただ、僕らは僕らの音楽に誇りを持ってる。グレートなスタジオは使えなかったけど、僕らはベストを尽くしたつもりだ。悪い音楽ってあるのかい？だから僕はアビーロードスタジオと仕事がしたかったし、それをとてもラッキーなことだと思ってる。だから今回一緒に仕事が出来たことを嬉しいと思ってます。僕らはもっと素晴らしい音楽を作りたいと思ってるって気付けたし、もっとナイスサウンドで音楽を作らなければ、と思う。もし、アビーロードで録音出来るなら、僕らはお金を作る。そこがグレートなスタジオなら」


そこからクリスチャンからの返事は、ない(笑)。








ただ、これらのメールは事務のルーシーという女の人とクリスチャンと僕の3人で共有しているメールなんですが、ちょっと気を遣ったルーシーから間に割り込む形でこんなメールが入る。


「ハーイ、ワタル。ロンドンに来るのね？会えることを楽しみにしているわ」


と(笑)。










結果的に、アビーロードスタジオでマスタリングされた僕らの音源は、とてもいい感じだと思う！何度でも聞きたくなる、そんな魔法の粉をふり掛けられた、そんな感じがするのです！


アビーロードマスタリングの第1テイクを聞いた時、正直僕らはこれを無料配布するのはやめよう、と決めたのです。良くないと自分たちが思うものを配っても意味ないやん、と。


それなら、とマキノさんと作り上げた千葉でのミックス音源を無料配布することに決めたのです。それをイギリスのみで無料配布します。MySpaceにアップしているのは、まさにそのバージョンの"54"。


4曲入りの"The Ventz"の初のレコーディング作品は千葉ミックスのものでいこう。









でもそんな中、僕は使えない英語を頑張って使って言いたいことを言った。時にケンカ腰になりながら、それでも誇りを持ってアビーロードスタジオのエンジニアとコミュニケーションを取ろうとした。


それは今回レコーディングした楽曲たちは、僕らにとってかけがえのないものやから。


結果、とてもいい作品になったと思います。


でも、その過程がなかったら実現しなかったサウンド。








無料配布は千葉ミックスを使うってことで段取りを開始したので、このアビーロードマスタリング作品をどう使うか？


ちょっとまた色々作戦を考えています。


ぜひいっぱいの人に聞いて欲しいからね。


血と汗と涙のアビーロードマスタリング音源。


いやいや、冗談じゃなく(笑)！











毎日毎日、バンドに関することでいろいろココロが揺さぶられます。


「どうしたらええんやろ？」


って正直、迷ってばかりです。


当面、12/8(火)のレノンナイトに、どんな形で出ればいいのか？が問題です。


だって、ドラマー、抜けたから。


それでも、諦めるわけにはいかないのです！


さぁ。問題は山積みです。


アビーロードの音源はクリスチャン、きっとちゃんとやってくれると思うので大丈夫。


来週はイギリス人ミュージシャン"スチュワート・オコーナー"が神戸に来て、僕は共演するので、その準備にも追われます。


12/8のためのドラマーを探さなくちゃ。








よし。生きてる。僕は生きてますよ。




♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.24 Tue 11/24(火)「イギリスに」
    いよいよ来週、12/2(水)はイギリスからやって来るアーティスト"Stuart O'Conner"との共演ライブです。


英語、喋れるかなぁ(笑)？


ぜひぜひ遊びに来て欲しいです。今年、ずっと「イギリスに行きたい！」って想い続けて、何故か転がり込んできた共演。なんか起こりそうな気がしてます。


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3








しかし、ドラム脱退は痛いね。ええドラマーやからなぁ。音源聞いてもらえればわかると思う。


それでも立ち止まるわけにはいかないし、ちゃんと前に進んでイキマス。


来年、2月の初旬にイギリスに行くことに決めました。たとえ僕一人でも、行く。


ひとりでも行くって決めたら、なんか怖いけど(笑)。


でもそうやって強引にでもバンドに対して「イギリスに行く」って伝えれば、それに対してメンバーも反応してくれるんじゃないかな？とも思う。


もっとリアルに、真実味を持ってバンドをしたい。ライブこそが真実の現場な気がしている僕は、早くライブをするためにも、そうやって「イギリス」って国をもっと身近に引き寄せたいのです。


あわよくば、メンバー全員で2月にイギリスに行って、いよいよバンドをスタートさせたいな、と思うのです。


「多少強引に」


そうやって浮き足立って「あんなこともしたい！こんなこともしたい！」って盛り上がってる方が、おもしろいやん？










ま、ドラマー、おらんのですが(笑)。


いざとなれば、イギリス人つかまえて、サポートしてもらったらええんちゃうん？みたいに考えてますー。


楽観的過ぎる？


ま。それも僕の持ち味、ということで！







    2009.11.25 Wed 11/25(水)「助っ人」
    昨日は深夜バンド練習。助っ人ドラマーが来てくれました。片付け中にTwitterでちょいと呟いてみましたが(笑)。


12/8(火)に出演させてもらう、毎年恒例の「レノン・ナイト」。ドラマー脱退で実際どうしようか、残りのメンバー3人で相当悩んだんです。出演を辞退するか、新しいドラマーを見つけるか、ドラム抜きのアレンジを考えるか。


最初に頼んでみたドラマーは、やはり急やし都合が悪くNG。この時点で僕はもう3人でやるしかないな、と思ってたんやけど、鳴菌がどうしてもドラマーと一緒にやりたかったんやろね。今回の助っ人ドラマーは鳴菌が見つけてきたドラマーなのです。


そりゃそっか。


鳴菌のライブ歴、3年のブランクがあるんやもんね。ドラマーと一緒にでっかい音、出して、ガバッとライブ、したいわな。









そんなわけで、急遽の練習、急遽のコピーバンドライブやけど、快く引き受けてくれたドラマー"ハットリくん"に感謝！


実は9月からドラマー有りでの練習をしてなかったもんで、やっぱドラムあると楽しいな、と思うのです。


ビートルズの曲、3曲を繰り返し練習。完全にコピーする、というより、moogシンセサイザーもあるので、"The Ventz"の方向性も匂わす感じでアレンジ。うむ。いい感じ。


12/8までに少なくともあと2回、3回はバンドで練習が出来そうなので、なんとかカッコいいステージが出来そうな気がします！


ぜひぜひ12/8(火)、オリジナル曲はやりませんが、バンドでの僕らの演奏を見に来てくださいねー。









その前に！


来週は僕の弾き語りライブです！イギリス人ミュージシャンも出演するので、ぜひぜひ来てくださーい！


よーし！


上向き上向き！





♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」
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■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

詳細、またお知らせします。 







    2009.11.26 Thu 11/26(木)「Yes！」
    [image: ]レノンナイト09！










    2009.11.27 Fri 11/27(金)「国際郵便＆黄金CD-R」
    アビーロードスタジオから国際郵便を通じてマスタリング済み音源が届きましたー！テンション上がる〜！

[image: ]


その郵便物をあけていくと、まるでロシアのマトリョーシカ人形のように3段階に包装されてた。


面白かったのは、アビーロードのスタッフはちゃんと宛先をWATARU"WAX"MINAMIDEにしてるのに、イギリスの運送会社はWATARU"WAX"HINAMIDEと間違え、日本に到着してからの最終的な佐川急便は宛名をWATARU"MAX"HINAMIDEとなってた。


WATARU"WAX"MINAMIDE

↓

WATARU"WAX"HINAMIDE

↓

WATARU"MAX"HINAMIDE


伝言ゲームみたい。そりゃ毎日マックスですけど(笑)。

[image: ]










取り急ぎメンバーに到着の旨をお知らせ。


鳴菌から即返事。


「本当にアビーロードスタジオだったんすね」


うん。たぶん(笑)。











それとは別に、イギリスで無料配布するための千葉レコーディング作品の黄金CD-Rを制作。

[image: ]


金色とラメの2種類のスプレーを購入。これがしかし、スプレーの仕方にちょっとコツが必要。


でも、なかなか「DO IT YOURSELF」な感じでいいでしょ？











さぁ。風向きはいい。頑張るのだー！

♪MySpace 最新レコーディング"54"
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「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。







    2009.11.28 Sat 11/28(土)「早っ？」
    来週、弾き語りライブ。ぜひ来てください。


もう12月やん！







    2009.11.29 Sun 11/29(日)「2号線」
    最近、千葉でのレコーディング作品を聞いてもらおうと、知っている人にCD-Rを渡しています。


今後何らかの繋がりが出来たらなぁという想いを込めて渡しているのですが、う〜む、そして僕らは何処へ行きたいのかな？ってことを考えてしまいます。


「考えることよりも衝動だ！」


を実感するためにイギリスに行きたい。


僕は今、それしか考えられていない。


だから、絶対早くバンドでイギリスに行くべきなのだ。行かなきゃわからんことが、行かなきゃ掴めないことが、行かなきゃ感じないことが、行かなきゃ忘れてしまう衝動が。


ジッとしていたくない。


けど、焦りたくない。


いろんな葛藤がやっぱりいつでもあって、それを解決するには、やっぱり僕はイギリスなんだなぁ。


冷たい空気の中、2号線を走りながら、そんなこと考えてた。





♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。







    2009.11.30 Mon 11/30(月)「豪華絢爛」
    今日はいろんな葛藤を振り払うが如く、A.K.とレノン・ナイト用の楽曲のコーラス練習をした後、黄金CD-Rの作成に取り掛かりましたー。ちょっとその様子が面白かったので、iPhoneで動画撮影。今現在、その動画をYOU TUBEにアップしているのですが、なかなか時間が掛かってしまって…。


何時間掛かってんだー(笑)！


ま、確かにあまりにアーティスティックだったので(笑)、かなり長時間の動画になってしまい(ほぼ悪乗りですが)、5本の動画に分けてアップ。トータル20分間くらいあるんちゃうかな？


でも、とても面白いと思いますので、ぜひぜひYOU TUBEをチェックしてくださいな？


紛れもなく世界でたった1枚だけのCD-R。


さて、そのアイデアとは？
















いやぁ、我ながらなかなか面白い思い付きだと思います。


動画の中でも会話しちゃってますが、なんか「日本」っぽくない？


室町時代というか、織田信長というか…。あ、安土桃山時代なのか？


豪華絢爛。


っていうか、日本って黄金の国なん？A.K.がそんなこと言ってましたが、僕、知らんかってん。マルコ・ポーロ？東方見聞録？


あちゃ。そのへん、抜け落ちてるわ、オレ。


誰か、知ってます？


また調べてみよう。











ともかく、これらのCDをイギリスで無料配布したいと思います。日本では配布しない予定なんやけどね…。まずは300枚。しっかり聞いて欲しいと思ってます！


よろしく！イギリスのみなさん！









お。そろそろアップ完了したようです。


ふぅ。


けど、無我夢中でやりたいことやれた。


やっぱ、この瞬間を大事にしたい。






♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。







    2009.11.30 Mon 11/30(月)「一般旅券発給申請」
    いよいよパスポートの申請に行って来ましたー！


ドキドキしますねぇ。もう飛行機に乗って海外に行くかのような感じ(笑)。緊張感たっぷりの目覚めです。


パスポート用の写真を撮らなくちゃってことで早起きするも、実際撮った写真を見てみると、そう変わらんな(笑)。


で、行って来ました。神戸国際会館の14階。


ふむふむ。まずは「一般旅券発給申請書」なるものに記入するのですな。まぁ、無難に記入(笑)。それから整理券をもらいに行く、と。で、必要書類である「戸籍謄本」「写真」「運転免許証」一式も預け、呼び出されるのを待つ。ものの数分で番号を呼ばれ、運転免許証を返してもらい、一般旅券受理票をもらう。


「12/7以降に受け取りに来てくださいね」


以上。


え！？それだけ？


結構気合い入れて緊張しながら行ったのになぁ(笑)。

[image: ]


ま、そんなもんかな？


そう考えると、飛行機乗ったらアッという間にイギリス、着いてしまうんやろなぁーなんて。


そうはいかない(笑)？







14階からの眺め。神戸を見下ろす。好きな街だ。

[image: ]


iPhoneで撮影する僕が写り込んでますね(笑)。

♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/2(水)神戸VARIT.

「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。







    2009.12.01 Tue 12/1(火)「毎日が事件」
    今、アルコールに酔っている、オレは。


やけど、妙に冴えてもいる、オレは。


実は、組みたいドラマーはココロの奥底にいた。オレは発見していた。









今日はバリットの連中とシコタマ飲み、そして連れ立って最近オープンしたという、とあるバーへ向かった。すると、インテリウムの藤原さんがバーカウンターに。


運命とは、こういうことを、言う。


結局、バリットの連中と話すことなく、ずっと藤原さんとワインを傾ける。


藤原さんとは、「レノン・ナイト」の首謀者である。と同時に、のっぴきならない神戸の不良インテリアデザイナーであり、もしくは、僕の良き、理解者であったりも、する。


語弊があってはならないが、つまりは、そういう「大人」なのだ。


結局、3軒、共にさせてもらった。


つまり、よく、話した、ということだ。










そうして、冒頭の話へ、戻る。


オレのココロの奥底にいたドラマーを、藤原さんは知っていた。


何たることか。


そのセンスは神戸、いや、日本、いや、世界に通用するのだろうな！と強く信じている藤原さんが発したコトバ。


「ヤツはWAXに、合うと思う」









ドラマーを。共にイギリスという国で闘うべきドラマーを。


僕が今、一番望んでいるオトコ。


このタイミングで藤原さんは運命を言い当てた。


「The Ventzとは何ぞや？」


映画のようなストーリーを、地で行くバンドじゃなかったか？


つまりは、オレのすべてを掛け、実現するべきバンドじゃなかったか？












答えは簡単だ。


明日、オレはそのドラマーに声を掛けたい。


そして、その後も問題だ。


こういうタイミングを捉えたオレは強い。


人生は一度切り。そんなことは15年も前に理解している。


そしてオレは、怖いのだ…。








今、アルコールに酔っているオレは、とても短絡的なのかも知れない。


けれども、自己を実現するために通るべき道は、避けるべき道では、ない。












明日、何かが変わるだろう。


毎日が事件である。







    2009.12.01 Tue 12/1(火)「アスデス」
    おぉ。明日、ライブですやんー。イギリス人と対バンです。


ぜひぜひ来てくださいねー。


イベントが始まるのは19:00、イギリス人は20:00過ぎ、オレ、21:00前。


ぜひぜひ〜！
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我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。







    2009.12.02 Wed 12/2(水)「Stuart &amp; me」
    [image: ]


やっぱ英語ってなかなか喋れへんねー(笑)。

♪MySpace 最新レコーディング"54"
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「Stuart O'Conner JAPAN TOUR in KOBE」

18:30/19:00 2000/2500(D別)

Stuart O'Conner(from UK)/南出"WAX"渉/寺田ショータロー(THE BACK BEAT BRINGERS)/THE 抱きしめるズ/エレキテル1.3







    2009.12.03 Thu 12/3(木)「酔ってるけど？」
    只今オレは、アルコールに酔っている。


たった今、スチュワートとわかれたところだから！


今日はThe Ventzにとって、かけがえのない一日だったことは間違い、ない。


スチュワートとたくさん話した。今も日本語と英語が頭の中でごちゃごちゃと絡まり合っている！


それなりに英語は聞き取れるもんだ(笑)。






イギリスのこと。日本のこと。ロックミュージックのこと。レコードのこと。mp3のこと。CDのこと。業界のこと。ライブミュージックのこと。オーディエンスのこと。自分自身のこと。楽器をイギリスには持って入りにくいこと。フライヤーも持って入らないこと。ギターをスチュワートは貸してくれること。それはフェンダーストラトキャスターだということ。オレはレスポールだということ。それってでも、関係ないってこと。マーチャンダイスってコトバのこと。2月のイギリスへの旅のこと。その後の計画のこと。club85のこと。オーナーがゲイだということ。プロモーターのこと。7月に行なわれるHatchinのフェスのこと。それに出演したいということ…。








ヤヴァ過ぎる。


国境ってこんなに簡単に越えられるんや！


音楽ってこんなに素晴らしいことなんや！








酔ってる。確かに酔ってるぜ。


明日、ちゃんと書くよ。


ごめんね。








    2009.12.03 Thu 12/3(木)「StuartのYOU TUBEアップ」
    昨日は貴重な一日でした。夜中に書いた自分の日記を読み返してみるけど、ほんま、酔ってるな(笑)。しかも、単純にアルコールに酔ってるだけじゃなくて、なんかスチュワートと出会えたことに酔ってる感じ(笑)。


でも、それくらい大事な一日やったです。


スチュワートに僕のパフォーマンスを見せれたこと。これが一番大きいな。


イギリスのミュージシャン"Stuart O'Conner"をブッキングしたライブハウスのブッキングマンとしてだけの僕しか見せれてなかったら、こんなに心地良いバイブレーションは生れなかったと思う。


●


スチュワートのライブを見て、僕がライブをして、その後僕らは三宮へ繰り出した。スチュワートは「寿司」が好きだということで、夜中しか開いていないお寿司屋さんへゆく。ライブ前には全然飲まなかったスチュワート。実はやっぱりアルコールが大好きなようでした。日本酒もいけるね！


そこでだいぶ打ち解けたなぁ。通訳のナオミさんに「英語は喋れば喋るほど喋れるようになるから！」とダンマリされたのがヨカッタかな？無理矢理でもスチュワートと喋ろうと思って一生懸命喋ったですよ(笑)！


片言の英語と片言の日本語。


それでもお互い理解し合おうと目を見て話すこと。日本語交じりの拙い僕の英語でも、スチュワートには通じてるってことを確信しながらの会話。


夜中の日記にも書いてたけど、「国境って簡単に越えられるんや！」って僕は人生で初めて実感しました。


●


イギリスのvenueと日本のライブハウスの違い。日本のサウンドシステムやサウンドクルーの質は高いってこと。イギリスのミュージシャンは毎日GIGをしていて、日本のミュージシャンは月に1度のライブをすることが多いようだけど、逆にその分、その研ぎ澄まされた日本のミュージシャンの集中力には圧倒されたこと。


そしてYOU TUBEにもアップしたけど、僕のパフォーマンスについて。








嬉しいこと、言ってくれるね！


そしてこの後、こんな話が飛び出した。


●


2月にイギリス来るなら、パブだったりクラブだったりを紹介出来るよ。ロンドンから北に1時間ほど行ったHitchinという街にclub85っていう、僕がホームにしているクラブがあるんだけど、僕はWAXならそこがいいと思う。フルバンドで演奏するなら週末に演奏出来ると思うし、アコースティックなら日曜の夜とか、アコースティックナイトの日になってしまうね。たくさんのお客さんの前でやりたいなら、断然フルバンドでおいでよ。それから7月にはHitchinで野外フェスティバルをするから、それにだって出れると思うよ。日本からイギリスに来るなんて言ったら、Hitchinのオーナーは面白がると思うよ！そう。そのフェスのプロモーターがHitchinのオーナーなんだよ。ゲ○だけどね(笑)。楽器だってイギリスには持ち込みにくいし、CDやフライヤーなんかは家に送ってくれればいいよ。アコースティックギターなら僕の2ndギターであるTakamineのもので良ければ貸すよ？エレキギターならフェンダーのストラトキャスターがあるし。僕は何だってWAXのことを手助けしたいと思ってる。だって、本当に今日は楽しいし、とても感謝してるからね。


●


こんなことってある(笑)？


僕は、せっかく遠くイギリスから歌いに来るんやから、いっぱいのお客さんの前で歌わせてあげたい、その一心やったんです。


それが一緒に歌って一緒に飲んで、たどたどしい会話してたらこんな話になった！


嬉しい。


●


その後、スチュワートが「山崎」という日本のウイスキーが大好きだっちゅうことで、電話で数件のバーに問い合わせ。4件目に掛けたBAR CODEに山崎があったので、ちょっと行ってみました。


そこでも僕の英語力はアップ〜。


酔うと喋れるようになるみたい(笑)。


スチュワートも話すスピードは遅くなるし、僕も恥ずかしさもなく思い切って英語を使うし。


これは発見(笑)。


細かい発音がどうとか、あんま関係ないみたい。


そして今度はミュージシャンとしての精神論に話は及ぶ(笑)。


●


スチュワートは僕がアナログのレコードをリリースしていることに、非常に感銘を受けたようです。そして新しいバンドで初めてのライブをUKでしたい！という発想にも。スチュワートもいろんな国へ行って演奏旅行をして思うことがあるらしく、やっぱりオリジナリティという意味で突出した存在になりたいんだ、と。今はCDなのか、mp3なのか、そこで悩む時代だけれど、今日の僕のライブを見て、レコードを見て、「自分もバイナルレコードを作る、今、決めた！」ってさ(笑)。


●


その後はBAR CODEに大音量で響き渡るRED HOT CHILI PEPPERSで盛り上がる(笑)。


朝までそうやって過ごして解散。


●


本当に「前に進んだ」ことを実感。


これ、全部バンドメンバーと共有したい！


行こうぜ！イギリスに！







    2009.12.04 Fri 12/4(金)「See you next time in UK!!!」
    昨日、神戸でのライブを終え、東京へ向かったスチュワートと記念撮影。
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ありがとう。また今度はイギリスで！


See you next time in UK!!!


とコトバを交わし、お別れ。ヨーッシ！がんばるぞー！


●


早速イギリスはHitchinのclub85にコンタクトを取ってみる。まずはMySpaceから。早々にフレンドになりましたー！


どんどん手繰って行くのだー！


●


で、もうひとつ。上向きになれそうなことが。


やるしかないねん。


ヨーッシッ！！！


●


来週はレノン・ナイト。今夜はその練習！

♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。







    2009.12.05 Sat 12/5(土)「Dec.」
    土曜日の三宮を歩く。街のBGMは、ジョンとヨーコのHAPPY CHRISTMAS。クリスマスがどうとか、そんなことではなく、その歌声はとても心地良いのだー。


WAR IS OVER,IF WE WANT IT.


そうやろ？


来週火曜日はジョンの命日。神戸は5回目のレノンナイト。


久々のバンドスタイルでステージに立ちます。


感謝を込めて。







    2009.12.06 Sun 12/6(日)「最新ライブ情報＆旧友と再会！」
    ライブが決まりましたー。


■12/22(火)神戸元町ボ・タンバリンカフェ（定員50名） 

http://bo-tambourine.com/ 

共演：Jaaja/チャールズイシイ3世(チャーリー)(underdtatements、Cherlie Brown&Baseball Team)


神戸のイベンター女子、ゆっぽんに誘われて出演します！


神戸、トアウエストにあるカフェでのイベントです。おぉ。楽しみ！ぜひぜひ遊びに来てよ！


Jaajaさんは知らないんやけど、最近までヨーロッパをヒッチハイクしながら演奏旅行してはったみたい！ヨーロッパかぁ。イギリスは行かはったんかな？聞いてみたい！


イシイさんは…。顔馴染みです(笑)。久々の共演やなぁ。これがカッコええ人なんよ。


ゆっぽん！誘ってくれてありがとねー！










で。


最近のことなんですが、とあるソーシャルネットワークシステムで小学校時代の友人とネット上で再会！繋がったー！びっくり〜！


僕は小学校を卒業してから一人別の中学へ行ったので、小学校時代の友人のその後は全く知らないのです。寂しいけどね。


実家はずっと変わらないので、京都に帰るたびに「この辺には○○が住んでたなぁ〜今、どないしてるんやろ？」とか、ふと感じたりしてたんですが、連絡を取る術も勇気もなく。まぁ、特に連絡を取る必要も理由もないですし(笑)。


そんなところへ急にメールがやって来まして…。


なんか「運命」って文字が思い浮かぶくらいの衝撃でして(笑)。「嬉しい」というより「ビビって」た(笑)。


だって、小学校時代の顔しか思い出せへんし、イメージする声も小学生のまま。そんな彼からメールが来たんやで？ビビるやろ(笑)。


ちょっとオロオロしながらの返信。バレたかな(笑)？


そうやって何度かのメールのやり取りしてたら、めちゃくちゃ小学校時代のことが走馬灯のように思い出されてね。今も付き合いのある友人の名前とか教えてもらったら、やっぱりみんな小学生の顔でさ(笑)。そのひとりに電話で僕のこと、話したらしく、そしたらこんなこと言ってたみたい！


「小学校の時オレにキン肉バスターかけたの覚えてるかぁ？」


ってさ(笑)。


そやそや！覚えてるわ(笑)。 









20数年ですよ、このインターバル。その間、みんないろいろあったと思うんよね。いろいろあって、泣いて笑って怒って喜んで。そうやってみんな過ごして来て、今、こうやって繋がって。


素晴らしい。









メールをくれた彼も、実はずっと音楽やってるんやって。知らんかった。人格が造られる時期であろう中学時代をお互い知らないと、ほんま「知らない人」になってまうもんです(笑)。


やから、同窓会なんてものがもしあったら、僕、行く勇気出るやろか(笑)？ひとり地元の学校を離れたんやから、ほぼ転校したみたいなもんなのです。みんなに共通の話題が僕にはない、みたいな。これも寂しいね(笑)！







恐る恐るやけど、やっぱ会ってみたいなぁ。メールのやり取りだけなくて、ちゃんと会って話したらどんなやろ？


あ！僕、小学校卒業の時に180cmあってさ、それからあんまり背は伸びてないし、みんなはグングン伸びたやろうから、相対的に「小さなったんちゃう？」って言われそう(笑)。


現在の顔も声もイメージ出来ない古い友人と居酒屋なんかに行くのかなぁ？って想像すると、人生っておもろいよな！


「会わん方がよかった」


って思ったりして(笑)。








それはないか(笑)！







♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。








    2009.12.07 Mon 12/7(月)「とうとう受領」
    Twitterでもつぶやいたけど、遂に受領したぜぃ！













パスポート！

[image: ]











しかし、10年用のパスポートで16000円かぁ。師走には痛いなぁ。


まぁでも、10年分で16000円やから1年、1600円。5年用で11000円やから1年、2200円。1年あたり600円お得…。

[image: ]


そういうことではないか(笑)！


暗算好きの僕の悪い癖です。











なにはともあれ、これで僕が日本国民であるってことを未だ見ぬ外国の土地で証明出来るってことやんね？イギリスにも行けるってことやんね！


すげぇ！










が、こんなにスゴイことなのに、受領に要した時間はたった3分ほど。


収入印紙買って、貼って、受領票提出して、パスポート受領。


16000円÷3分間＝5333円


高っ！1分あたり5333円て！










あ。また悪い癖が…(笑)。





♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/8(火)神戸チキンジョージ

「レノンナイト」

19:00/19:30 2000(D付)

我々は23時からですが、ずっと楽しめますのでお早めにお越しください。


■12/22(火)神戸ボタンバリンカフェ

共演：Jaaja/チャールズイシイ3世

限定50名さま







    2009.12.08 Tue 12/8(火)「レノンナイト」
    [image: ]レノンナイト！










    2009.12.09 Wed 12/9(水)「予告」
    うわぉ！もうこんな時間！やべぇ。今日が終わってしまう。


今からすぐ日記、書くよ。日付が変わる前に、まずは本日分をアップ〜。


予告！


レノンナイトのこと、書く！







    2009.12.10 Thu 12/10(木)「The Coopers」
    さて。予告どおりに(笑)。


昨日は神戸レノン・ナイト。楽しかったぜぃ〜。あ。2年間、保持したレノントロフィーは逃してしまいましたが…。








今年は僕らが始めた「The Ventz」の別名バンド「The Coopers」で参戦。クーパーズって…(笑)。誰も呼んでないし、自分でも昨日のステージで「The Ventz！」って堂々と言うてたみたいやけど(笑)。


まぁ、ともかく、非常に楽しく1日を過ごせました。ドラムは急遽助っ人を頼む、という事態に陥ってしまいましたが、かなり久々の「バンド」での出演。ヒットマンスタイル以来やもんなぁ。3年振りにカムバックした感があって、今、改めて思い起こしてみると少々感慨深いね。








それにしても、ジョン・レノンというアーティスト。一人の人間が亡くなったということで、今、こうしてこうやって、世界各地で笑顔が産まれているんだなぁ、と思うと、なんだか妙に泣けてくる。


つい最近もプライベートで「死」というものに直面したのですが、「死」そのものは、決して悪いもんじゃない。なんかそう思うんよな。一人の人間の「死」によって、そこに人が集い、繋がり、そして時を共有する。それは結局、故人の人柄によるところが大きくて、「死」すらも素晴らしいものに思えるのです。








さて。そんな神戸レノンナイト。


我々は久々にバンドスタイルで、3曲プレイしました。


「IF I NEEDED SOMEONE」

「Oh!Daring」

「She Said She Said」


原曲に忠実に愛情込めることを忘れずに、その上にThe Ventzとして、僕がこれからやっていきたいミュージックスタイルを織り込みながらのアレンジで挑みました。


特にA.K.が担当する、moogシンセサイザー、オルガン、タンバリンというそれぞれの楽曲に対するアプローチが新鮮だったと思うんやけど、いかがかな？


moogとオルガンをセットしているにも関わらず、1曲目「If I Needed Someone」はタンバリンとコーラスを。「Oh!Daring」ではその特徴ある音色を生かして、ピアノではなくオルガンでレトロに攻める。鳴菌ボーカルやしね。3曲目「She Said She Said」ではmoogシンセの特徴あるドギツイ音色でリードを引っ張る。


全曲で面白いアプローチが出来たと思うし、なんかこれからもビートルズの曲をこのバンドでアレンジしたいなぁと思う。


「ビートルズ＝コミュニケーションツール」


そう考えれば、僕らがイギリスに行った時には絶対役に立つハズだ。









それにしても、バンドでステージに立てたことは大きいと思う。A.K.は弾き語りライブは常にしているものの、自身のバンドでライブを経験したことないし、鳴菌に至っては、音楽活動そのものから遠ざかり、実に3年振りのライブステージ。


「初ライブをイギリスで！」


と大口叩くには、あまりにも恐れ多い状態(笑)。特にこの2、3回の練習は酷かった。


「こんなバンドでいいのか？」


と自問自答が続いてたのが正直なトコロ。全然満足出来ない。


それでも、「ヤル！」と決めたからには理想の形に近付くように導いていくのが僕の役目でもあるのです。








たぶん、僕が頭の中で描いていることは、とてもおもしろい。


それを表現するのに必要なこと。


それは技量と呼ばれるテクニックではなく、「華」そのものに他ならないのです。僕は知ってる。


嫌でも人を惹きつける、圧倒的な存在感。







神戸の悪い大人たちの集う「レノンナイト」という1日を通して、A.K.には1から10まで感じさせたかったし、鳴菌には不十分な力量ながらボーカルを受け持つことで、そのブランクを強制的に埋めて欲しかった。


イギリスでライブをするってことへの第1歩を踏み出したに過ぎないし、それでもともかく、1歩を踏み出せたことは大きいと思う。


より面白い状況を作ることが僕の役目であり、僕の思い描く理想の音楽へとより近付けることが、いや、その方法でしか、僕らは面白い状況の中へバンドを進めることは出来ない。そう確信しました。


それは表と裏であり、どちらか一方では為し得ない高みしか、僕は捉えていない。







助っ人を買って出てくれたハットリくんにはともかく感謝。彼がいなければ、僕らは経験出来なかったことが多い。








また今度の日曜日には新しいドラマーを迎える。正式なドラマーを早く見付けたいけれども、今はともかく助っ人ドラマーと共に進むことで経験することしかなさそうです。


「イギリスに行きたい！」


っていうドラマー、あなたの側にいませんか？


2010年2月2日。僕らはイギリスに飛び立つよ。今なら間に合うぜ？
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Lennon-Wax(笑)。もうちょっとええ写真、撮りたかったなぁー。イメージはホワイトアルバムのポストカード。Gジャン着んとあかん、か(笑)。







    2009.12.11 Fri 12/11(金)「アンヴィル」
    昨日の夜中から、いや、ここ数週間、地道に取り組んで来たThe Ventzの第一弾フライヤーのデザインが、やっとこさ見えて来ましたー！


昨日の夜、そして寝る間を惜しんで今朝まで掛かって素人の僕が頑張った(笑)！どこかに誰か、任せられる人がいれば、すぐにでも任せたいんやけど…。今は自分たちなりにやるのがいいと思っています。


まだメンバーのチェックは済んでないんやけど、こんな感じな〜のだ〜。


イギリス限定、無料配布CD-Rに付けるカードがこれ。
[image: ]

右側が表面で、左側が裏面。その後ちょいとマイナーチェンジしましたが。


そして日本国内用のフライヤーがこれ。
[image: ]

A5サイズにするつもり。裏面にはギッシリと僕の渾身の文章が(笑)。
[image: ]

赤裸々に語り過ぎていて、「それもどうなん？」って言われそうやけど…。


こちらは日本で手に取ってもらえると思うので、お楽しみに〜(笑)。











「赤裸々」と言えば…。


実は映画「アンヴィル！〜夢を諦めきれない男たち〜」を見ました。


ミュージシャンたちからのリスペクトはあるものの、30年間ずっと売れることなく、仕事を他に持ちながらミュージシャンとしての収入はゼロ。それでもロックスターになるという夢を諦めきれず、時に苦悩し、悶絶し、ぶつかり合い、喧嘩しながらもその友情は本物で…というお話。


そう。キャッチコピーにもあるように、これは「嘘のような本当のお話」なのです。


映画館で僕は画面を見つつ、時に正直に、赤裸々に、すべての心情を吐露しながら「生きるということ」と格闘しているアンヴィルのメンバーの姿にココロを打たれてた。









が。


その映像を見ながら、観客のあちらこちらからは、どこからともなく笑い声が起こり、それは僕の鼓膜の周りに渦を巻く。


「そっか。これは滑稽な姿なんや…滑稽な話なんや…」











僕の現状によるところも大きいからなんやろうか。


僕が今、必要以上に感情移入してしまっているアンヴィルのメンバーが、こんなふうに滑稽に映されていることに、いや、ドキュメンタリーとして表現者はもっと奥底の深いところを表現しているのかも知れなくて、でもそれは今の僕にはわからないことで、でも、一般人にとっては笑いを誘われる場面である、ということに、僕は何故だか涙がこぼれそうになってしまって。


赤裸々に夢を語ること、感情のままにバンドメンバーと言い争うことが、どうしてそんなに可笑しいのかな？


いや、もしかしたら、僕の方がおかしくて、だからいつまで経っても僕の音楽は売れないのかな？


…。


今の僕には少し、荷の重い映画だった気がする。









今日、作っていたフライヤーの裏面に載せる僕の文章もそう。赤裸々過ぎるのだろう、と予測出来る。でも、僕にはそれしかなくて、アンヴィルのリップスと同じように、頭のネジが1本、抜け落ちているように、思う。


そんなふうに狂ったように真っ直ぐに突き進んでも、結局それを傍観したって人は感動などするハズもなく、滑稽だ、と笑うのが関の山なんだろう。









それでも。









僕は僕のままでいたい、なんて感傷的になってしまうのです。


あぁ、また映画を思い出してしまったな。










まただいぶ熱くなってしまったです。


ここには、毎日何を食べたか、何を聴いたか、そういうことを書くべきなのかも知れないね。









いや！違う！


この2009年、僕が関わって来たメンバーやエンジニアやミュージシャンやお客さん。どうにかこうにか形にしようと必死になってやって来たことが、この12月に入って、急激に形を成して来ているじゃないか！


それは全部、僕がこの「FLY to the UK」というブログに毎日書き綴って来たこと、そのものじゃないか！


怖がる必要はないのだ！


2009年中に辻褄が合わなければ続けられないこと。そのすべてを僕は、新しいフライヤーに込めたのです！


ぜひ、読んでいただきたい。


「感動してくれ！」とは言いません。


生きた証を、爪跡を、僕はこの人生に於いて、残しておきたいのです。


もう、そろそろ半分やん？


それは余りにも図々しいか(笑)！


今を、生きる。





♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボタンバリンカフェ

共演：Jaaja/チャールズイシイ3世

限定50名さま







    2009.12.11 Fri 12/11(金)「awesome」
    awesomeって単語、知ってる？


これって学校では習ってないんちゃうかなぁって思うんやけど、先日、スチュワートと共演した時、しきりに「awesome」って言うてたんよね。ま、前後の意味合いから「素晴らしい」って意味なんだろうな、と理解してたわけですが、たまたまTwitterでこの単語を発見！


Twitterでショーン・レノンや本田ユカをフォローしてるんですが、彼らの英語でのつぶやきって、本当の意味で日常会話なんだろうな、と思うのです。その本田ユカのつぶやきに「They were very awesome.」ってあったので、早速調べてみたのです。


●


awesome は古い語であるが、10年ほど前から日本語の「すごい、すばらしい、かっこいい」に相当するような意味で使われるようになった。特に若い人たちはこの意味でよく用いる。英語では、amazing（驚くべき）やfantastic（すばらしい）に非常に近い意味になる。 


●


なるほどー。若いコトバなんやねー！納得。


こうやって「生きてる英語」って他にもいっぱいあるんやろうなぁ。日本語かって「ヤバイ」っていう単語。古いコトバだけど、使い方としては違った使い方も出来るもんねぇ？


そういう意味で、Twitterってのは興味深いもんです。


♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制)定員50名 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)







    2009.12.12 Sat 12/12(土)「！！！」
    なんか忙しい！


♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制)定員50名 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)







    2009.12.13 Sun 12/13(日)「ルミナリエの雑踏の中から…」
    ほ。おつかれさまです。


やっぱ12月は忙しい。神戸はルミナリエの影響もあって街には人が溢れてる。そんな雑踏の中から午後6時。何故か鳴菌、三宮のVARIT.前に登場。ほぼ、何の前触れもなく(笑)。そして約2時間ほど、立ち話。立ち話て(笑)。いや、2時間て(笑)。


思えば、鳴菌とは10年の付き合いになるのです。いや、10年は超えたか。


その鳴菌と2時間も立ち話出来るんやから、まだまだ捨てたもんじゃないな、と。


どーゆー意味ー(笑)？


オホン。


ま、こういう立ち話やからスラスラと色んなことも話せるもんです。いつもはお互い、構えて会話するもんやから、どうも僕はヤツの出口をビシッバシッと閉ざしてしまうらしい。理詰めで喋りまくるのは、僕の悪い癖です(笑)。最近ではその矛先はA.K.に向いているようですが…。


イギリスのこととか、この前のライブのこと、A.K.のこととか、2009年のこと。そんなとりとめのないような、それでいてとても重要な内容の会話をスラスラと出来たことは、今の僕らにとってとても大切なことだったと思う。


まさに立ち話で忘年会を済ませちゃった感じ(笑)。


それにしても、途中から鳴菌、僕の会話に入って来たバリットの村井さんは喋りの天才だ。すごい！やばい！引き出しの多さに敬服してしまいました。だからずっとこの世界で一線なんだろうな、と畏れ入ってしまってたのは内緒(笑)。






そんな忙しい毎日の中、こんなものを購入しましたー。貯まりに貯まったタワーレコードのポイントでゲット。結構値の張る本なんやけどね。

[image: ]
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が、3ヶ月前から出るのを楽しみに待ってたわりに、忙し過ぎて全然読めていない！なんたることか。


リマスター盤をじっくり聞きながらこの本読んで、ゆっくり紅茶でも飲みたいもんです。


♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制)定員50名 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)







    2009.12.13 Sun 12/13(日)「ローリングストーン」
    さて今日も大切な一日になる。新しいドラマーがやって来るからだ。


それに、いろいろ決めなあかんこともたくさん。


12月に入って、いろんなことがドタバタと音を立てて転がり出した気がする。


この調子、この調子。


いや、もっともっと。もっと高く。もっと上へ。



♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制)定員50名 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)







    2009.12.14 Mon 12/14(月)「この指、とまれ」
    新しい助っ人ドラマーを迎えての練習、終了〜。「音楽」というものを再確認出来た、やっぱり大切な一日になった。


「ミュージシャン」として会話するには、結局「音を出すこと」でしか為し得ないのだ。


どれだけ饒舌に語ろうと、結局「音」のビジョンがなければ「お話」にならないし、そのビジョンをまた、的確にコトバにすることもまた、逆に非常に大事なことなんだ。


The Ventzの僕ら3人にとって、ドラマーと大きな音で会話することが今とても重要で、前進するにはもうそれしかなくて、でも誰のことも待つわけにはいかない。待つ時期ではない。


今日のドラマーとは、また水曜日に音を合わせる。合奏する。


「それまでに向上しておくこと」


必要なのは、それだけなのでは？









そして、The Ventzの3人はいよいよリアルにイギリスのことを考える。ロンドンのことを考える。出発日はほぼ2/2で決定だ。


今日のドラマーはロンドンに行きたくないのかな(笑)？


僕らは、平成22年の2月2日にロンドンに出発したいドラマーを探してる。


この指、とまれ。



♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制)定員50名 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)







    2009.12.15 Tue 12/15(火)「Drive Drive Drive」
    昨日はドライブ！神戸・大阪を数回往復！疲れたー！けど、運転、大好き。ビートルズリマスター盤を片っ端から聞きながらのドライブは快適ですー。
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中野音響という大阪にあるアンプリペアショップに初めて行ったんですが、とても面白いオーナーさんでした。なんか「楽器に対して愛情があるなー」と、ほんわかしてしまいました。今までの僕にはなかった視点でアンプメーカーの考え方や世の中の動きを捉えてはって、それもとても興味深かったし、もっと時間があれば、もっともっといろんな刺激を受けたいな、と思う方でしたー。


●


それと、昨日はA.K.と鳴菌、個別にバンドミーティングをしました。個別面談みたい(笑)。


僕らはこのThe Ventzと共に、毎日ウキウキ、ワクワクしたいのです。そのために実現したいアイデアが僕にはあって、ただこれは僕の個人的なソロ活動ではないので、メンバーそれぞれと話すことで「なるほど〜」と思うことも多い。A.K.と話してみても、鳴菌と話してみても、それぞれ違う視点を持ってるから面白いし、共に盛り上がる話題があることが、嬉しい。


ソロ活動メインの時は、全部自分一人で決めれば良かったし、盛り上がるのも一人、結果も一人で受け止めてたからね(笑)。


そういう3人の中でのウキウキやワクワクを、今度はもっと外に向かって発散して、そしたら「あ、いいなぁ」って羨ましく思う人たちが増えるんじゃないか、と思うのです。


今はまだ、僕ら3人だけがウキウキワクワクしてるだけやからね(笑)。


そのためには、こうやってブログを始めとするインターネット上でウキウキを発したいし、たとえばライブすることでワクワクを発したいな、と思うのです。


だから早く僕はイギリスの地に立たなければならないのですっ！そしたら国内でのライブも解禁だぁー(笑)！


●


・イギリスのみで無料配布しようと思っているCD-Rのパッケージングについて。


・2/2に出発予定の初めてのロンドンへの旅について。航空会社、ホステルについて。


・アビーロードマスタリング音源をアナログのレコードにしたい、という件について。


・急募中のドラマーについて。


鳴菌と話せたのは深夜1時からなのですが、車内で2人、CD-Rのパッケージングのことを考えていたんですが、とあるアイデアがあって、2人で折り紙。


「30歳を超えた2人が真夜中に車の中で折り紙」


なんかシュールじゃない(笑)？




♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制)定員50名 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)







    2009.12.16 Wed 12/16(水)「日本人らしさ」
    12/2に神戸で共演したスチュアート。苗字が"O'Conner"だと思ってたんやけど、違ったみたい！"O'Connor"やって！失礼しました！


実は昨日からスチュアートとの通訳をしてくれてたナオミさんとメールのやり取りをしてまして、ついさっき発覚。スペル間違えたらあかんわ、オレ。しっかり！


Sorry,Stuart!!!


●


そのナオミさんと、昨日からケータイメールのやり取り。実はめっちゃその内容は濃くてね！やっぱりスチュアートのライブに共演者として僕が出演してたのは正解だったと思う！このブログも読んでくれたみたいで、「イギリスへの意気込み」を感じてくれたってさ(笑)！こうやって広がること自体が嬉しいよ〜。


スチュアートは先週の木曜日にイギリスに帰ったらしいんやけど、中国国際航空の飛行機に乗って帰ったらしく、イギリス着いたらギターに穴が開いてたんやって！


ヒィー！怖ッ！


そんなん聞いたら、よぉ自分のアコギは持って行けません。自慢のエピフォン・テキサンは…。








で、急募中のドラマーについて。軽くナオミさんに言うてみたんです。「現地に僕らのバンドをサポートしてくれるイギリス人ドラマー、いないかなぁ？そしたらフルバンドでやれるのになぁ…スチュアートに聞いてみたいところやけど、なんて言えばええんやろか？」って。


ま、僕的に「それは最終手段や」って思ってたんですが、ナオミさん、チラッとスチュアートに聞いてみてくれたみたい。


そしたら、一人思い付くけど、お金もらわないとやらないと思うってさ…。


が！


ですよ！


そういえばスチュアートが大阪でライブした時にとても気に入って「イギリスでもやれる！」って太鼓判を押してたドラマーがいることを思い出してくれました。


おぉ！


なんかドラマみたいじゃない(笑)？


イギリス人ミュージシャンのスチュアート繋がりで大阪在住のドラマーと知り合う。これ、間違いなく面白いでしょ(笑)！？


そしたら、ナオミさんはすぐ連絡を取ろうとしてくれて。こういうレスポンスの早さが大好き！こうでなくっちゃ！ね(笑)！？







それと、厚かましくも、イギリス用の無料CD-Rに付けるフライヤーの英文も添削してもらいましたー(笑)。


●


見出し。


「We want to go to UK for our first time GIG,can we?」


それからメッセージ。


Hi,

We are Japanese rookie band "The Ventz".

We are planing how to play in London.

But we don't have so many friends in UK.

We decided we make 3000 FREE CD-R,and we will distribute only in UK,not in Japan.

Please liseten our music in this CD-R,and plaese contact us　something you feel in e-mail.

info@theventz.net

MySpace:http://www.myspace.com/theventzmusic


*


I will go to UK in February 2010.

I am looking forward to meeting everybody!!!

(But I'm not good at speaking English...)


Best,

WAX


それから追伸的なもの。


This CD-R is before mastering.

We will release mastered sounds by ABBEY ROAD STUDIO as a vinyl record!!!

Please wait for our Vinyl records until next spring.


●


日本語で言うと、言いたかったのはこういうこと。


「UKに行きたいんだけど、どうかな？」


っていう見出しに始まり、「ロンドンでライブすることを計画してる日本の新人バンド。でもUKに友達がそんなにいなくてさ…。だから3000枚のCD-Rをイギリスのみで無料配布することに決めたよ。これを聞いて、なんでもいいから感じたことをメールでください。2010年の2月にUKに行くから、みんなに会えることを楽しみにしています！」的なメッセージ。


追伸では「これはマスタリング前のものですが、僕らはアビーロードスタジオでマスタリングしたものをアナログのビニールレコードでリリースするつもりです。来年の春まで待ってください」


●


これを読んで、まずナオミさんはこう言ってくれた。


「キチンとした英文にしたければスチュアートにみてもらうし、日本人のWAXさんらしさを出したければ、私が少しだけ直そうかと思います」


って。


うわー！これってめちゃくちゃ大事なとこやと思いません？


「日本人らしさ」


間違った文章じゃ意味を成さないと思うけど、でも、この「日本人らしさ」がなければ、それも意味を成さないな、と思うのです。ナオミさんの、その着眼点が素晴らしいと思ったし、僕らが絶対忘れたらアカンことやと思ったのです。


そうして直してもらったのがこれ。


●


「We will come to UK for our first GIG」



Hi, 

We are a new Japanese band "The Ventz". 

We are planing to play in London. 

But we don't have many friends in UK. 

So we have decided to make 3000 FREE CD-Rs, and we will distribute them only in UK,not in Japan. 

Please liseten to our music in this CD-R,and plaese let us know anything you feel via e-mail. 

info@theventz.net 

MySpace:http://www.myspace.com/theventzmusic 


* 


We will come to UK in February 2010. 

We are looking forward to meeting you!!! 

(But I'm not good at speaking English...) 


All the best, 

WAX 




This CD-R is before being mastered. 

We will release mastered one at ABBEY ROAD STUDIO 

as a vinyl record!!! 

Please wait for our Vinyl records until next spring. 


●


読んでみると、「めっちゃ英語やん！」。


自分の英文がなんとちゃちぃことか(笑)！








えらい長い日記になってしまいましたが、ほら、英語の勉強になったでしょ(笑)？







僕らは日本人としてイギリスに渡る。


不器用なりに、そういう尊厳を持って海を越えたいな、と改めて思うのです。


今日は他にも朝からいっぱいいろいろ知ったしやったし考えた。それら全部を即座に行動にうつしたし、だから今日も目一杯楽しめたと思う。


ドラマー。


明日もまたドラマーとのセッションです。その他にもCD−Rのパッケージングのこととか、バンドで話すこともいっぱい。


馬の合うドラマーと、出会いたいもんやね！


イギリス、行こ？




♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制) 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)


定員が50名なので、チケット予約はすべてこちらへ！


okappa-shimai@hotmail.co.jp







    2009.12.16 Wed 12/16(水)「JLSC=54=LOVE」
    昨日の深夜、"JOHN LENNON SONGWRITING CONTEST"なるものにThe Ventzの楽曲を応募しましたー。


これを知ったのも"Twitter"。Yoko Onoをフォローしてるんですが「deadlineは12/15まで」とつぶやいてるのを知ったのです。


「えー！今日までやん！」


って調べてみると、日本時間の12/16の0:00を過ぎても応募出来そうだったので「これは何かナイスなタイミングなのだ！」と感じて、早速応募しようとしたのです。


が。


やはり世界的なコンテスト。サイトが全部英語や〜ん(泣)！


こんなの見てると、やっぱ世界標準なのは英語なんだなぁーと痛感。もっと英語を身近に感じてればヨカッタ…。


と、今までの人生を後悔しそうになって気付いた！


めげてちゃいけないよ！


これからじゃあないか！


というわけで、一生懸命英語を解読し、なんとか応募完了。発表は2010年の3/1。まだまだ先の話やけど、なんか応募出来てハッピーな気分になりましたとさ。


でね、Lyricsを記入するところがあったのよ、歌詞ね、歌詞。


「あ！オレらの歌詞、日本語や〜ん」


と。


「どうやって記入しようかなぁ？」と迷った末に、まずはローマ字で記入。


「いやいや、オノ・ヨーコは日本語、わかるやろ？」ってことで日本語でも記入。


「いやぁ〜でもこのウタの意味はわからなあかんのちゃうか？」ってことで、その意味を英語で記入。


意味を英語で書いてると(かなりテキトーな英語なんですが。笑)、自分でも笑っちゃうね！


"54"って「LOVE」のウタやん(笑)！


あまりに面白かったので、その"meaning"ってヤツを掲載しときます。深夜モード入ってるね(笑)！


●


*Meaning

Do you want to know the shape of LOVE?

If you want,let's dance,and LOVE is always special.


Dreaming,feeling HI!!!


Let's forget melancholy and swim in the ocean of lights.

Let's dance with someone to LOVE.


Dreaming,feeling HI!!!


Let's become the fish that swims in the sky.

Sing a song of LOVE.


Dreaming,feeling HI!!!


●


めっちゃ「LOVE」のウタでしょ！？


ジョン・レノン・コンテストには最適じゃないか！


この意味を感じながら"54"を聞いてみてくださいな！

↓
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    2009.12.16 Wed 12/16(水)「誤算」
    イギリスのみでThe Ventzの1st EPを無料配布しようと企んでいるんですが、ここで誤算。


郵送代が半端ないっ！


この件についてはA.K.が担当してくれてるんですが、ヤバイくらい高い。CD-Rを僕らが考えた方法でパッケージングして、1枚あたり30gなんですよね。ひとつのレコードショップに、例えば「100枚置いてください」と依頼するなら、3000gになる。ポップやらなんやらで、恐らくもうちょっと重くなるかな？重く見積もって4000gでしょ？これをイギリスに送ると、さていくら！？


7800円也。


1店舗くらいやったら別に構いませんよ？


けど、オレら、3000枚のCD-Rをイギリスで無料配布しようと考えていて、それら全部を郵送するとなると、30g×3000枚＝90kg、桁が増えましたね。単純にポップなんかを計算しないとしても、90kgの物を送ろうと思うと、なんと、12万円以上掛かってしまうようなのです…。


あり得ない…(笑)。


オホン。


あり得なさ過ぎて笑ってる場合じゃあ、ない。


こりゃあ、もういっぺん考えないとなぁ。2月に行く時に持って入ることも考えるべきだな。ということは、2月に実際にイギリスに行く前に、何枚のCD-Rを何箇所のレコードショップやライブハウスにお願いするか、を考えなくちゃ。


戦略を練る。


投資と成果のバランスを考える。


でも、びびってちゃ何も始まらないよな…。







さぁ。今から練習ですー！
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    2009.12.17 Thu 12/17(木)「成功の予感？」
    寒いっ！寒過ぎるっ！


先ほど練習＆ミーティングが終わったのですが、冬ってこんなに寒かったっけっ？


2月のイギリスってもっと寒いんやんね？オレ、大丈夫？何着ればええん？誰か助けてーっ！







今日はTHE BACK BEAT BRINGERSのドラマー、三木に助っ人をしてもらってのバンド練習でした。


「ライブ感のある曲作りってどんなんやっけ？」


がテーマの練習。おいおい(笑)。


ええ。そうです。The Ventzは結成12ヶ月ですが、未だオリジナル曲でライブはしてないもんでね。先日のビートルズのカバーライブの経験から、ライブの雰囲気を想定して新曲を作りたくなったわけで、ちょっと面白い練習でしたよ。


かなりファンキーなネタが炸裂。これが結構ええ感じやと思うんやけど、バンドメンバー全員の引き出しにこのファンキーさはないのがミソ(笑)。この曲に「ベタッ」とした歌メロが乗ると最高なんやけどなー！


ジェームス・ブラウン meets ケミカルブラザーズ+ノエル・ギャラガー的な。


何じゃそりゃ(笑)。








その後、三木は退散。残りのメンバー3人で、久々の神様ミーティングの始まりです。


・件のドラマーについて。

・渡英について。

・無料配布CDの経費について、パッケージングについて、郵送について。

・年末にライブがしたい、という件について。


ミッチリ話が出来たし、「椿」という花を起点に、すべてが一本の線上に並んだんじゃないか？という、僕が若手バンドに時々感じる「成功の予感」を自らのバンド"The Ventz"に感じる、貴重なミーティングでした！


「椿」というキーワードは、また後々お話します〜(笑)。









っていうか、めっちゃ寒いってことを書こうと思っただけやったのに、ついツラツラ書き綴ってしまいました。


明日も朝が早い。


よーし。気絶するかー！
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    2009.12.18 Fri 12/18(金)「Four years ago」
    フライヤーの入稿、済ませました。


到着は12/22になるようです。The Ventzの初めてのフライヤー。2009年1月にこのバンドを始めて、漸く、どうにかこうにか2009年の内に世界にアピール出来そうです。ヨカッタ。


無料配布用のCD-Rに付ける100mm×100mmの通称「イギリス専用フライヤー」と、日本で撒くことを想定している、裏面、僕の日本語満載のA5版通称「国内専用フライヤー」の2種類。


12/22のボ・タンバリンカフェでの弾き語りライブの時に「国内専用フライヤー」配れるかな？熱い文章、楽しみにしててください。









あとは昨日は、なーんもしてないっ。


放棄(笑)。


ま、そんな日もあるでしょう。


それでもまた、エンジン掛けてガシガシ進むぜ！


CD-Rに鳴菌手製の消しゴムハンコ、押さなくちゃ！

[image: ]






4年前の今日、ヒットマンスタイルは唯一憧れの日本人バンド「THE GROOVERS」を神戸に呼んで、2マンライブをしたんだった。あれから4年かぁ。早いなぁ。


今より4つ年下の僕は、頑張ってたかな？


オマエより4つ年上のオレは、今もやっぱり変わらずロックしてるよ。新しいバンドで「初めてのライブをイギリスでしたい！」なんて馬鹿げたことを実現しようと必死にもがいてるよ。


けど、そんな4年後の自分のこと、キライやないやろ？


12/18。


なんか特別な日になってしまったなぁ。


THE GROOVERSとは、今も仲良くさせてもらってる。来月1/23(土)には久々に神戸バリットにやって来てくれる。The Ventzがイギリスでのライブを終えたら、やっぱり僕はTHE GROOVERSと一戦交えたいと思うのです。それくらい強力な原動力。プロフェッショナルの凄みは、対決しないとわからないもんだと知った4年前。


4年前。
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    2009.12.18 Fri 12/18(金)「牛耳」
    TwitterとMySpaceが同期したーっ。


ネットの世界ってどうなってんのやろか？


誰が牛耳ってるんやろ？
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    2009.12.19 Sat 12/19(土)「折り紙」
    鳴菌作による消しゴムはんこ、とりあえず282枚にスタンプ完了。それをパッケージングする方法とは…。











折り紙〜。


そう。我々はイギリスで無料配布するためのCD-Rを、日本の新聞紙を使った「ツバキ」の折り紙でパッケージングすることにしたのですー！


あ。写真、撮り忘れた(笑)。


また載せますね。










ていうか、ええアイデアやと思いません？


イギリスやからこそ、「日本の新聞紙で包む」っていうの！


実際、今日、A.K.と折り紙してパッケージングしてみたのですが、どう見てもゴミに見えちゃう(笑)！


けどさ、これ、英字新聞やったらオシャレに見えそうじゃない？


ほらほら！


英字新聞でパッケージングされた無料CD。


想像してみて？想像！









でしょ？


その逆転の発想。


普通、あり得へんパッケージングやと思うんやけどね。


まぁ、実際見てみても、ゴミみたいって言うてる時点であり得へん(笑)。









しかも、「ツバキ」ってのがイイ！


「なんで？」って？









じゃぁ、写真も撮り忘れたことやし、その解説はまた今度！


も一つ仕掛けがあるんやけど、それもまた今度、じっくりブログに書かせてもらいます！


ヒントは「親父」。


わかるわけないか(笑)！











今日もいっぱいやることやったぜよ。


・CDのスタンプ押し

・新聞紙切り

・折り紙パッケージング

・イギリス格安航空券探し

・ホテル調査(ネット上)

・新ドラマーとの連絡(実は明日会うのです)

・そのドラマーに渡す音源作り

・THE BACK BEAT BRINGERSの新曲録音


明日は昼間、そのドラマーに大阪で会うのです。またそのことも報告しますよ。


うわー。とにかく毎日目まぐるしい。


けど、ほんまにこの2009年の1年間が、この12月に凝縮されてる！すべての結果が今月に成果を上げてる！
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    2009.12.19 Sat 12/19(土)「大国町」
    昨日日記に書いてた新聞紙で折った「ツバキ」、こんなんです。

[image: ]


ゴミみたい？


失礼なっ(笑)！


実際手に取るのとこの写真で見るのはイメージは全然違うハズ！


ま、ま。見ときなさいよ。今にロンドンで「折り紙」や「ツバキ」が流行るハズですから(笑)。










今日は大阪まで、初めて会うドラマーS君に会いに行って来ました。今月頭に神戸で共演したイギリス人ミュージシャン、スチュアートの紹介。面白いでしょ？ドラマみたい。


「オレが大阪まで行くわー」ってことで、何処に行けばいいのかな？って聞いたら「大国町」。


「おおくにまち？」って読んでしまったことは内緒です(笑)。











さて。大国町にて初めて会うドラマーと接見。


いやぁ、この感じ、久しぶりやなぁ。23歳の頃、東京に単身上京したばかりの僕は、よく見知らぬミュージシャンと会ってメンバー探しをしてたんだった。ロクでもないミュージシャンもどき、いたけどね(笑)！


「ザ・喫茶店」とでも表現できそうな、気ダルイおばさんウェイトレスのいる喫茶店でしばし熱く語る。自分のこと、バンドのこと、音楽のこと、イギリスのこと、生き方、生き様、その他諸々。気が付けば2時間ほども経っていた(笑)。


ドラマーS君の話もいっぱい聞けたし、いいコミュニケーション取れたと思う。


それからS君の提案で、セッションしましょう、ってことになりました。


「お！いいね、その感じ！」


そう。ミュージシャン同士なんやから「音」で会話すればいいのであーる。


「大国町」から「心斎橋アメリカ村」まで歩いて、当日予約の個人練習、1時間。スタジオではギターも貸してくれるんやね！200円で(笑)。


スタジオ据え置きのマーシャルに繋いで、いざセッション。


「ふむふむ。こういうオトコか」


と、お互い、知れたと思う。楽しい時間でした、本当に。









ミュージシャン。それぞれ、指向ってものがあるし、性格云々の前にその指向性の一致が大切なことなんだと思う。性格合わなくても指向がバッチリなら音楽は出来るという考えもあるのです。


だから、S君にはThe VentzのCDを渡して、それを聞いてもらおうと思う。その上で「一緒にやりたい！イギリスに行きたい！」って感じてくれるかどうか。


連絡、待ってるぜ。









そしてもう一人、The Ventzの音楽を聴いてもらいたいドラマーに、音源をメールで送信完了。少し前にコンタクトを取ろうとメッセージを送ってたんやけど、ようやく繋がったのです。








うん。やっぱり聞いて欲しいのです。僕らの音楽を。


それは、ライブやってる時の、目の前のお客さんに対する気持ちと変わらない。聞いてくれる人が味方だ。今はまだ、届いていない人に届けたい。


だから僕らの音楽を聴いてくれるドラマーなら大歓迎だ。


何と言っても2月にイギリスに行くことは決めてるもんですから(笑)。


一緒に行きたいのです！馬の合うドラマーよ、一緒に行こうぜ！









ってことで、今日は航空券も予約完了。


ほんまに大丈夫かなぁ…？


窓側の席を希望してみましたが、何か(笑)？
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    2009.12.20 Sun 12/20(日)「馬鹿げてる」
    大阪のドラマーS君の線はなくなりました。残念。音源聞いてもしっくり来なかったんやろな。


けど、オレらは次のステップに進む！


日本人ドラマーからのリアクションを2件待ってるんやけど、そんな最中、イギリス人ミュージシャン、スチュアートからメールが来た。


「いつイギリスに来るんだい？キミたちのためにドラムが叩けるかい？って僕の友人に聞いてみたよ。もし都合があえば出来るって彼は言ってる。キミたちがどういうスケジュールか教えて欲しい」


と。


おもしろい。


ドラマーがいなくても、イギリス行けばええやん。単純にそう思う。


「行って経験すること」に勝るものは、結局どこ探したってないんだろうな、と。









なんか。


あぁ。吹っ切れてるってこういうことなんやろうな、と妙に冷静な僕は、思う。


どう考えてもマトモじゃない。








「一見したところ馬鹿げていないアイデアは、見込みがない」byアインシュタイン









だそうだ。


「初めてのライブ、イギリスでしたいって？」


「ドラマーいなくなって、それでもイギリスに行くって？」


「現地のイギリス人ドラマーと知り合えるって？」


「しかも、イギリスで一緒にライブするって？」


どう考えても馬鹿げてる。


僕がもう少し若かったなら、威勢よくうそぶいてるか、おとなしくジッとしてる。そうして一歩も行動出来なかったと思う。いや、行動しなかったと思う。









守るものはたくさんあって、それでも譲れないものだって、同じくらいあって。


天秤なんかに掛けるつもりなんて毛頭ないから、困ってしまうくらいなら僕は、進む。


一度切りの人生。誰かの記憶の中に爪あとをクッキリ残したいのです。それは単なるエゴなのでしょうか？自己満足なのでしょうか？










オレはとてもちぃちゃなオトコです。大阪のドラマーS君がThe Ventzを断ったことで、少なからず掻き乱されてる。ココロは乱れてる。


でも、このタイミングでスチュアートからのこのメール。










とても大事な瞬間が続いている気がします。


慌てるな。










誰かと話がしたい。







    2009.12.20 Sun 12/20(日)「好物」
    [image: ]おはようございます。


なんと、僕はこいつが大好きなのです。


それだけ〜！笑











    2009.12.21 Mon 12/21(月)「本気」
    [image: ]ぼく、もぅ、あかんねん…。






そんなかわいそうな雪だるまくんとは裏腹に、我々、The Ventzは急展開を見せてる！本気になりそうだ。










    2009.12.21 Mon 12/21(月)「親父よりの型枠」
    今朝までTHE BACK BEAT BRINGERSの録音。音楽ってやっぱり奥が深い。ルールは大切に。そしてどんな絵を描くか。やはり誰でも出来るわけではないのだ。訓練を自らに強いて初めて、特殊技能を身に付けることが出来るのだ。頑張ることは恥ずかしいことじゃない。








さて。


そんな中、京都の親父から郵便物が届きました。


今回の「イギリス限定無料配布CD-R」のパッケージングに関して、僕から親父に依頼していたのです。


何だかわかりますか？

[image: ]


先日の日記でも書きましたが、我々は日本の新聞紙で「椿」を折ってその中にCDをパッケージすることにしたのです。


日本の花「椿」か…。と考えていて、ふと思い当たったのです。


「親父、着物の絵師やん！」


そう。「椿」が京友禅の絵柄に使われているならば、その型枠を親父にデザインしてもらってスプレーでシュシュッ。そしたら日本独特の雰囲気が伝わり易いんやないかな！と。


親父に電話してみると、やっぱり「椿」は良く描くようで「じゃあやってみるわ」となったわけです。（親父、仕事、ヒマなのかな…？笑）


以前、ヒットマンスタイルをやっていた頃、同じようなものを使ってコースターを作ってもらい、それを付録としてCDに付けてたことがありました。3本足のヤタガラス。
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これも人気があったなぁ。


僕が京都を離れてもう17年も経つ。「イギリスに行きたい！」と思い、考えるようになって、やっと日本の血が流れていることを意識し始めたし、そんな日本の伝統の継承者である親父の血が僕には流れているのだ、という特別な意識を、必ずイギリスに持って行こうと思う。


そうしてイギリスに立てば、また違う角度から日本が見れると思うし、何かがカチリと音を立てる瞬間が現れそうな気がしています。


それにしてもこの親父の字、絵みたいじゃない(笑)？
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椿スプレーが完成したら、また写真撮って見せますねー。









それと、2月のイギリスツアー、つい先ほど予約をキャンセルしました…。











日本でドラマーが決まらない状態では、やっぱり鳴菌は行けないなぁ…ということで、僕とA.K.だけ、とりあえず航空券を予約し、もしドラマーのメドが立ったら、その時鳴菌とドラマーも別便でロンドンで合流しようと思っていたのです。


が！


スチュアート紹介のイギリス人ドラマーにすべてを掛けてみようか、と！


つまり、思い切って鳴菌も一緒にイギリスに行く方向で話を進め始めたのです〜。


2009年の1月からずっと一緒にやって来た3人。その3人でイギリスに行ければ最高！


どんなドラマーなのかもまだわからないし、そもそもちゃんとそのドラマーとライブ出来るかどうかもわからない。


イギリス行って、幸運にもそのドラマーと会えて、一緒に音を出してみて、それでも「どないやね〜ん！」ってくらいダメダメドラマーの可能性もあるじゃない(笑)？


だけど、ストーリーとしては非常におもしろいと思うのです！


2009年に1年掛けてやって来たこと。2010年を始めるには、理想的なイギリスツアーになる予感があります！







さーて。


今度は3人分で航空券・ホテルを予約しないと〜。








明日はライブだよ。弾き語るです〜！


みんな来てねー！


♪MySpace 最新レコーディング"54"


■12/22(火)神戸ボ・タンバリンカフェ

「はなうたびより〜Jaaja帰国凱旋ツアー編〜」　

START 19:30 1500/1800(いずれも1オーダー制) 

Jaaja/チャールズイシイ3世/南出"WAX"渉(The Ventz)


定員が50名なので、チケット予約はすべてこちらへ！


okappa-shimai@hotmail.co.jp







    2009.12.22 Tue 12/22(火)「今日から！」
    [image: ]今日、フライヤー二種類が完成！本日の弾き語りライブから国内用フライヤーは配布しています！










    2009.12.23 Wed 12/23(水)「喋り at ボ・タンバリンカフェ」
    昨日はおかっぱ姉妹企画の「はなうたびより」に出演して来ました〜。


トアウエストにある「ボ・タンバリンカフェ」という初めての場所でしたが、このお店がめーっちゃええ雰囲気！ハンバーガーも美味！みんな、来たら良かったのに！


セットリストー。


忘れた(笑)。確かジョンレノンの「LOVE」とかビートルズの「Blackbird」とかを織り交ぜながらの40分間でしたね。ま、よく喋りましたが(笑)。


共演のイシイさん、jaaja、めっちゃよかったね！僕一人、タイプ違いのような気がしましたがね。どっちも絵本みたいなウタを歌う。いいなぁー。羨ましいなー。
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実に2年近くご無沙汰してたイシイさんは子供の頃、ロンドンに住んでたり、バンドでもアメリカ・カナダでライブしたり、海外には馴染みがあるらしいので、いろんな話が聞けた。


jaajaもつい先日までヨーロッパ15ヶ国、ヒッチハイクの演奏旅行をしてたそうで、初対面ながら、これまたいろんな話が聞けた。


イシイさんとjaaja。外国に対する印象は、全くと言っていいほど正反対(笑)。でも、その音楽を聞けば、それぞれの印象の差異の理由がわかる気がしたなぁ。


イシイさんは「ロンドンに期待し過ぎるとガッカリするよ？」と言い、jaajaは「外国の人がみんな優し過ぎて、日本でのライブがしにくくなった」と言う。


どっちも「生」の感想だろうし、僕は「それ」を知ってみたいんだった。僕自身をその「外国」とやらに送り込んでみたいんだった。それを強く再確認しました。


jaajaは言ってた！


「イギリスでのCDの相場は8ポンドらしく、5ポンドにしたら行列が出来た！」


って。うわぁー、なんかワクワクするじゃないか！(もちろん最高のライブをせな行列なんて出来るわけないと思いますけど。)


そしてイシイさんもjaajaも、ロンドンから少し外れた街に行くといいよ、と声を揃えて言う。そういえば、スチュアートも「Hitchin」というロンドンから北へ1時間ほどの街にある「club85」っていうライブハウスを薦めてくれてたなぁ。


よし！2月にイギリス行ったら、ロンドンだけじゃなく、もう少し足を伸ばしてみよう！


イシイさんは「アイルランド」を薦めて来たし、「マンチェスター」もいいんじゃないか？って。リバプールは完全に行くとして(笑)、ちょっと行動範囲が広がりそうだなぁ。







この年齢にしてこんなにワクワクするなんて、思っても見なかった(笑)。誰かが話すこと、小さなことすべてにドキドキして刺激がいっぱい。


イギリスで過ごす6日間を、寝る間も惜しんで有意義に過ごしたいな！








この出会いをくれたおかっぱ姉妹には、感謝してもし切れないね。


一歩踏み出さないと新しい出会いや知らないことには出会えない。身を持って体験する毎日です！







    2009.12.24 Thu 12/24(木)「アート活動」
    おぉ。今日は弟の誕生日ではないか。おめでとう！


兄貴はいよいよイギリスに行くことを決めたぜ！正月に会おう！


●


ってことで、今日も朝からセッセと作業は続く。本日はイギリスで無料配布するCD-Rのパッケージ。


日記にも書いてたかな？新聞紙で椿を折って、それにCDを梱包するのです。


そしてそして！


京友禅絵師である京都の親父に作ってもらった椿の型枠。そいつでもってスプレーしてみると！


こんな感じ〜！
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めっちゃ良くない？


程よい立体感。これは価値がある！淡いスプレー具合も手伝って、すごく日本を感じます！ニッポン！


最初はCDをディスプレーするケースにだけ、この「椿」をスプレーすつつもりやったんですが、あまりにいい感じなのでCD-Rを梱包するCD-R、すべてにスプレーすることに！
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手間はめちゃくちゃ掛かりますよ？


けど、これでグ〜ンと価値が上がったと思う！


イギリスに住んでいる日本の人たちは日本語に飢えてるんじゃないかな？ということで、国内用のフライヤーも一緒にパッケージ。
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その様子をまたまた動画でアップしました。ご覧くだされ〜。




そして、この写真をイギリスにライブハウスやレコードショップにメールで送るのです。
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「こうやってバーカウンターなんかにディスプレイして欲しいんやけど、郵送してもいいですか？」


って。そしたらコトバで伝わりにくいことが伝わるんじゃないかな？と思うのです。


返事、来るかなぁ！









親父の仕事にまた、こうやって助けてもらった。


もはや音楽活動に止まらないね(笑)。


すべてを飲み込んだアートワークを、ちゃんと自分たちの手で造ってる。


そういうのんが、好きだ。







    2009.12.25 Fri 12/25(金)「BIG NEWS!!! 初ライブ、決定！」
    The Ventzの初ライブが、遂に決定したーっ！


5th Feb. 2010 club85 Hitchin UK.


イギリス。ロンドンから北へ1時間ほどの街、ヒッチンのclub85にて、我らThe Ventzは、結成後、初めてのライブをすることになりました！


すげぇ！


これは僕らだけで決められることではない。


何人もの友人たちのおかげで、僕らはイギリスの地で初ライブをすることが出来るのです。ほんま、涙、出そう…。


応援してくれたみんな、ありがとう！







冗談抜きに、この12月は凄まじい。


2009年の1月にThe Ventzを立ち上げて、8月に千葉でレコーディングしたまではいいものの、2009年の秋は、全くもっていいこと、なかった。耐えて堪えて、耐えまくった。


それが、この12月に入った途端、この1年間蒔いて来た種が、一斉にツボミを膨らませた！


そうして点と点が線で繋がって、遂に12/24、クリスマスイブ、サンタさんはThe Ventzにとっては最高のプレゼントをくれた！


サンタはやっぱりヨーロッパ人だった(笑)！


Stuart!!!Thank you!!!You are our Santa Claus!!!


Naomi!!!You are our Santa Claus,too!!!








さぁさぁ！激動の2010年の予感！


よっしゃー！受けて立とうじゃあないか！


これで終わりやないぞ！始まったばっかりやん！


行くで〜！







    2009.12.25 Fri 12/25(金)「空」
    いやぁ。なんか、おんなじ朝なんやろうけど、空を見上げるだけで違った朝を感じます。WAXです。おはようございます。


この空は遠くイギリスの空と繋がってるんやなぁ。


気持ちがキラキラします。


毎日がこんな気分なら申し分ないけれど、2009年の1年間掛けて準備して来たことが、ようやくこうして実になりそうなのだって考えると、毎日を望むのは贅沢なのかな？


まだ実現したわけじゃないから、今からが大事。


2/5のイギリスでのライブに向けて準備するべきことは山ほどあるっす。ひとつひとつクリアしていこう。









我々The Ventz、年末に一本ライブすることを決めました。


The Ventzのオリジナル曲を歌うわけにはいかないので、変名バンドでありカバーバンドである「The Coopers」としてのライブです(笑)。


ビートルズのカバーと、ヒッ○○○○○○○ってバンドのカバーでもしようかしら(笑)。


年末のパーティーです。ぜひぜひ神戸に遊びに来てください。


■12/30(水)神戸VARIT.

「神戸VARIT.2009年大忘年会3days?」

16:30/17:00 1000/1500(D別)

ファジーロジック/ひらかわあかね/THE BACK BEAT BRINGERS/AIDA/Schloder/BLANK MAP/FTR/セルフボラギノール/YULO/The Coopers


info@theventz.net


まで予約してくださいねー！








    2009.12.27 Sun 12/27(日)「日英・習慣の違い？」
    昨夜は緊急バンドミーティング。


いよいよイギリス行きが本格的にプレッシャーを与えて来ます(笑)。


ちゃんと地に足付けて、きちんと音楽を伝えたいから。


知らぬ間に飛行機乗って知らぬ間にライブやって、訳の分からぬまま日本に帰って来たくはないしね。出来る限りの準備をして臨みたいのです。


いろんな人との会話やメールのやり取りを通じて、イギリスのライブシーンと日本のライブシーンの違いのようなものを、肌で感じるようになりました。


「最低でも45分以上演奏出来ること。さもなくば我々はあなたにギャラは支払いません」


とあるイギリスのプロモーターのサイトに載っていた一文です。バンドに対する考え方や、バンドの存在意義みたいなものが根本的に違うんじゃないかな？と考えさせられた一文でした。


このことを知った我々は早速レパートリーについてミーティング。借り物の機材で今から自信あるレパートリーを何曲持てるか…。


話してるだけじゃ暗くなる…(笑)。


ってことで、3人で音を出してみる！即行動。これが一番大事やと思うから。


自前のアンプもオルガンもシンセも使わず、The Ventzの曲はもちろん、ヒットマンスタイルの頃の曲やソロの曲も合わせてみる。


やっぱり音を出してみるのは大事やね！希望のヒカリが見えた！


「ええやん、この曲」


ってのを発見したり、新しい曲を書こうという気分になったり。


来年1月の練習予定も決めて、ヘルプしてくれそうなドラマーに連絡も完了〜。


ヤルしかないのだ！







他にも、イギリスと日本の風習？習慣？の違いを感じたのがこれ。


実は「フリーCDを100枚くらい郵送したら、あなたのお店に置いてくれますか？」っていうメールを方々に送っているんですが、なかなか返事が来ないのです。そこで、イギリス人ミュージシャン、スチュアートに質問してみたんです。「なんでだろう？」って。


そしたらこんなメールが来たのです。


"It may help but often people from England do not listen to free cd's.Put more songs on your myspace and I think that will work well."


何々？イギリス人はあんまりフリーCDは聞かないって？もっといっぱい曲をマイスペースに上げた方が効果あると思うって？


えー…。イギリス用に無料CD-R、3000枚造ってるのに…。









ま、でもね。あんまりこの意見に左右されなくてもいい、とも思うんです。文化や風習の違いは当然あると思うし、結局それは現地に行ってみないとわからんことだな、と。


ここで諦めて「じゃあフリーCDをイギリスで配るのはやめようか…」ってなる方がモッタイナイ気がします。


自分たちのペースは自分たちで守るべきだし、もちろん協力者あっての我々なので、このスチュアートの意見は参考にさせてもらおう。


MySpaceにはすでに新たに2曲"colours"と"FRiDAY"の千葉ミックス版をアップしました。


だけど、3000枚のフリーCDを配布するっていう行動は貫き通したいな、と思うのです。もちろん経費だって掛かるし、その経費とのバランスで考えたら分の悪い行動なのかも知れないけれど、そもそも「イギリスで初ライブするぞ！」ってことが経済的な行動とは思われない(笑)。


それでも「ヤル！」って決めたことを「ヤリ切る」ことに燃焼させるエネルギー、そのものが僕らには必要なんじゃないかな、と思うのです。


バカですね。バカですが(笑)。








というわけで、自分で撒いた種が実ろうとする時の、ちょっとした苦しさも感じる年末でございます(笑)。


まぁ、開き直ってるわけですから、なんでもないことですけどね！





♪MySpace 最新レコーディング"54""colours""FRiDAY"


■12/30(水)神戸VARIT.

「神戸VARIT.2009年大忘年会3days?」

16:30/17:00 1000/1500(D別)

ファジーロジック/ひらかわあかね/THE BACK BEAT BRINGERS/AIDA/Schloder/BLANK MAP/FTR/セルフボラギノール/YULO/The Coopers


info@theventz.net


まで予約してくださいねー！The VentzはThe Coopersという変名カバーバンドとして出演です(笑)。







    2009.12.28 Mon 12/28(月)「Crash Records @ Leeds」
    やったー！イギリスのレコードショップからメール返信、来たーっ！


リヴァプール、マンチェスターのその東にあるリーズという街にある「Crash Records」というお店のIanさんからこんなメールをもらえた。


"Hi Wax,


Yes of course we will put them out in the shop. Do you have our address?


Ian"


おぉ！朝からテンション上がるぜー！


もっと寝たかったんやけど、そんなわけにはいかない！


眠い目を擦りながら1人でパッケージング〜。


いやぁ。嬉しい。


こうやって繋がっていくハズだ。


うん。


明後日、ライブあるからぜひ来てくださいな〜。

♪MySpace 最新レコーディング"54""colours""FRiDAY"


■12/30(水)神戸VARIT.

「神戸VARIT.2009年大忘年会3days?」

16:30/17:00 1000/1500(D別)

ファジーロジック/ひらかわあかね/THE BACK BEAT BRINGERS/AIDA/Schloder/BLANK MAP/FTR/セルフボラギノール/YULO/The Coopers


info@theventz.net


まで予約してくださいねー！The VentzはThe Coopersという変名カバーバンドとして出演です(笑)。







    2009.12.30 Wed 12/30(水)「From Japan to England!!!」
    いやぁ〜バタバタするなぁー！


でも、今日、とにかくイギリスへThe VentzのフリーCD-Rを郵送完了しましたっ！


なんとか年内に送ることが出来てヨカッタ！達成感がある。うん。


Stuart！Crash RecordsのIan！ありがと！
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100枚ずつくらい送るつもりやったんやけど、送料6000円と言われヘコム。100枚分で3.5kgあったんやけど、そこからCD-Rの枚数を減らし2kgに抑える。そしたら送料2760円で済んだ！


こっちの方が効率はええよね？


でも、手紙は入れちゃいけないんだってさ。


書類はいいけど手紙はダメ。


なんで？なんかおかしくない？


気持ちのこもっていない荷物、オレたちは持ってない。


こっそりStuartとIanには手書きの手紙を入れといた。








そして今日はThe Ventzの変名カバーバンド"The Coopers"が神戸バリットに登場だぁー！


ぜひぜひ遊びに来てよねー！




♪MySpace 最新レコーディング"54""colours""FRiDAY"


■12/30(水)神戸VARIT.

「神戸VARIT.2009年大忘年会3days?」

16:30/17:00 1000/1500(D別)

ファジーロジック/ひらかわあかね/THE BACK BEAT BRINGERS/AIDA/Schloder/BLANK MAP/FTR/セルフボラギノール/YULO/The Coopers


info@theventz.net


まで予約してくださいねー！







    2009.12.31 Thu 12/31(木)「2009大勝負2010」
    Twitterで知ったヒトコト。


「早く出て行きたいと思った街は、早く帰りたいと思った街でした」


昨日知ってRTしたんやけど、ずっと頭の中をぐるぐる廻ってる。


京都。


京都。


京都。


18歳の春に捨てたと思ってた故郷。


今、気付く故郷。


来年で京都から離れて、ちょうど18年。






昨日のライブは、今年一番楽しかったかも！


とても気合いが入った。自信があった。ドキドキした。


来年がとても楽しみだ。


イギリスにCDを郵送したのが3日ほど前のような気がするけど、実は昨日なんやね。この12月に入ってからの時間の速度に、心底びっくりしてる。






この3日間、ずっとミュージックとアルコールとジャンケンの日々でした。


ジャンケンて。笑


年末恒例、オトコのジャンケン大会。


初日−20000。2日目+32000。


ここで止めればいいのに、止めるわけにはいかない性格なんです。


最終日−32000。


勝てば+64000の大勝負やったんや！やらないわけにはいかんかったんや！






勝負が出来るオレが好きや。


2010年もオレは、勝負する。


サンキュー。







    2010.01.01 Fri 1/1(金)「元旦の計」
    あけましておめでとー！2010年。気合いの年です！


まずは2月5日Hitchinにあるclub85というライブハウスでのイギリス初ライブに照準を合わせて、1月は目一杯頑張りますっ！


で、そろそろイギリスからの帰国後のイメージを練り上げています。


構想は去年の頭ごろにボンヤリとはメンバーミーティングで考えてあるのですが、それを実現するにはどうするのか？を実行したいのです。


また雲をつかむような話なのですが、去年だって「イギリスに行く！」って叫んでただけやった。それが1年掛けて実現出来そうなところまで持って来れたんや。オレら、The Ventzになら、出来そうな気がするのです。


結局、年末年始、関係なく音楽のことばっか考えてる。普通に過ごしていたって、すべてをバンドに繋げて考えてしまってる。


これじゃ病気だなぁ。


何はともあれ「一年の計は元旦にあり」という、おそらく古くから言い伝えられている日本のコトバを、世界に向けて発信してやろうと思うのです！


「計」算は得意だ。


もっと音楽、したい。







1/5(火)は、弾き語りで神戸バリットに出演します。出演者15人という、とんでもない企画を立てたのは、やっぱり僕なのですが(笑)。


しかも出演順。


「前半は指名制」


「後半は年齢順」


という、またしてもクレイジーなやり方。


14:00にオープンして14:30からスタートするイベントですが、バリットスタッフ・真砂の実家の家業である、小豆島の素麺が食べ放題なので、ぜひぜひ遊びに来て欲しいです。


ハッキリ言って、「揖○の糸」よりキレイな味のする素麺やと思います！


真冬の素麺。


粋やろ？


素麺食べながら酔っ払って、僕ら神戸の弾き語りミュージックを聞いておくれよ！


ちなみに19:30には終了予定です！


早っ(笑)！








うわおっ！


たった今、ヒットマンスタイルの女ドラマー、ゆっこさんからメールが来た！


「送ったつもりが未送信やったわ。南出君、今年は楽しみな年やね！世界に羽ばたけThe Ventz！」


やってさ！


テンション上がるーっ！








ゆっこさん、イギリス、行く気、ないかな(笑)？








    2010.01.02 Sat 1/2(土)「依頼」
    京都の親父に、また新たな依頼を。


京友禅の下絵師である親父を誇りに思うからこそ、出来る提案。


さぁ、どうなりますか！


2月のイギリスに持って行きたい。







    2010.01.03 Sun 1/3(日)「和コースター」
    弟にスーツケースを借りましたー。
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中には変圧器も。


いやぁ。なんか、来月なんですな、イギリス出発日。我がの事ながら吃驚仰天しています(笑)。


本当にオレは空を飛べるのか？








1日繰り上げて京都から三宮に帰還したオレは、やることいっぱい。


残念ながらスチュアートからのメールは来ていなかったけれど、親父に依頼して今朝緊急で作ってもらった型枠を使って、「椿コースター」を作ろうと思うのです。


年末の日記にも書いたかな？


「イギリス人はフリーCDをあまりもらったりしないよ？だから1ポンドでもいいから値段付けて売る方がいいと思う」


そうスチュアートは僕らに提案してくれた。


でもなー…。


あくまでも今回の4曲入りのCD-Rは売りたくないんだ。


もちろんネット上にアップすることを勿体ぶるのはやめにした。それでもパッケージングまで含めたCD-Rという、目に見えるThe Ventzの「アート作品」を、僕らは広めたいのです。


そんなことを親父と話していて、ふと思い付いた。


じゃぁ、その「椿」をスプレーした「和コースター」を1ポンドで売るのはどうだろう？もちろんThe VentzのCD-Rを付けて1ポンド。


元来こんな話は親父の好きな話なので、サクサクと進行したわけなのです。


また出来上がりの写真はココにアップしようと思います。


とてもいいものになると確信しています。








ちなみに、親父は自分が書いた絵を、フランスのルイヴィトンに送ろうとしているらしい。


「ワタシの絵を使いませんか？」


って。


おぉ！それはいい！


親父にフランス語で手紙を書いてくれ、と頼まれましたが、それは無理(笑)。


だけど、これが血なんだろうなぁ、と妙に関心してしまう。


一見、馬鹿げた行動やと思う。


「え？ルイヴィトンの本社に直接絵を送りつけるって？」


でもよく考えて？


親父は日本の宝だぜ？伝統ある京友禅の下絵師なんや。


着物業界はもちろん下火。だって誰も着物を着てないからね。需要がないのに供給が出来るハズなんてないし、お金なんか、ちょっとしか得れるハズもない。


でも、そんなこと関係ない。お金なんかじゃないのだ。


日本が誇る絵師の絵を、それこそフランスのルイヴィトンのトップが、もしチラッとでも見る機会があったなら…。


ゾクゾクするやろ！？


それが人生。生を生きるってことじゃないのか？








僕は今、結局自分の血に従って生きようとしているのだ、生きているのだ、と思う。


もちろん大金持ちになりたいさ！


けど、そうじゃなくって、オレは自分のココロの中の声に従って生きるのみ。


そうして辻褄が合う時は必ず来ると思っているし、まわりに生きる人々に幸せってやつを感じてもらえると思ってる。


「アイツ、やりよったで…」


全身にサブイボ立つほど、感動させたい。









親父の考えていること。


ちゃんと実現出来たら、必ず面白い結果が産まれると思う。


そういうことに僕は敏感なので、この予感はまず外れることは、ない。


もしこのブログを読んでくれているみなさんの中に、フランス語が出来る人がいれば、ぜひ協力してくれないか？


もしくはルイヴィトンの社長と友達の方。名乗り出て！









明後日はちょっと特殊な弾き語りイベントに出演です。


その特殊さも、僕がプロデュースしたことなのですが(笑)。


おーい、みんな！平凡なところから、こっちへ来てみないか！




■1/5(火)神戸VARIT.

14:00/14:30 2000/2500(素麺食べ放題,D別)

『新春!!大弾き語り大会ー呑んでソーメン食って大騒ぎー』 

South Poach/ゆ〜すけ/LUM/ミカイロ/舩曳光雄/寺田ショータロー（THE BACK BEAT BRINGERS)/福見健二(Amistad)/ワラシナユウキ（THE BACK BEAT BRINGERS）/イワモトケン(Local Crazy Dog)/西田圭稀（ファジーロジック）/タチヤマタカフミ(Schloder)/清水ヨシア(The Musique)/ひらかわあかね/ハナダコウヘイ(the ESKEAT.)/南出"WAX"渉







    2010.01.04 Mon 1/4(月)「こんな感じ〜」
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和コースター！いいでしょ？












    2010.01.04 Mon 1/4(月)「The Keysと対策を練る？」
    昨日、そういえば"The Keys"の大西と立田が神戸に遊びに来てくれました。なんやろね？ホッコリしますな、ヤツらと喋っていると(笑)。


今年、"The Ventz"として考えている年間プランを話してみると、「オレらもそろそろ考えんとな？」やって。まだ考えてへんのかーい(笑)！相変わらずのんびりしてはりますわ。


フジロックの傾向と対策を聞いてみたりなんかして…。


「なんで？」って？


一昨年、"The Keys"は最終選考まで残ってますからね！


あ。そのレコーディングをプロデュースしたんは、オレじゃねーか(笑)！「フジロックに出れるようなレコーディングしようぜ！」を合い言葉にディレクションしたんやった。


じゃあ"The Ventz"もイケルんちゃうん(笑)？


いやぁ、でも。


フジロックフェスティバル。


出演したいなぁ…。


物凄く！


一般応募で頑張りますー！










京都に帰った時に弟にもらったイギリスの硬貨。
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うわぉ！もうすぐやん！




♪MySpace 最新レコーディング"54""colours""FRiDAY"



■1/5(火)神戸VARIT.

14:00/14:30 2000/2500(素麺食べ放題,D別)

『新春!!大弾き語り大会ー呑んでソーメン食って大騒ぎー』 

South Poach/ゆ〜すけ/LUM/ミカイロ/舩曳光雄/寺田ショータロー（THE BACK BEAT BRINGERS)/福見健二(Amistad)/ワラシナユウキ（THE BACK BEAT BRINGERS）/イワモトケン(Local Crazy Dog)/西田圭稀（ファジーロジック）/タチヤマタカフミ(Schloder)/清水ヨシア(The Musique)/ひらかわあかね/ハナダコウヘイ(the ESKEAT.)/南出"WAX"渉







    2010.01.05 Tue 1/5(火)「渡英に向けて、決意！」
    さてさて。渡英まで1ヶ月を切ってしまっているわけですから、この1月、一瞬たりとも気を抜くことが出来ませんっ！


ウキーッ！


うまく時間を見つけてイギリスのレコードショップへのeメール。イギリス人ミュージシャン、スチュアートとのメールのやり取り。フリーCDを置いてくれるっていうショップからのメールに対する返事。


英語ばっかやんー！くそー。もっと自由にコトバを使いたい…。










そしてそして！


その成果があって、イギリスでの2本目のライブが決まりました！


South Londonにある"the FOX"っていうライブハウスで2/4(木)にライブをします！ィエイ！


これもスチュアートが決めてくれたのです！サンキューありがとう！次回スチュが日本に来た時は全力でオレがサポートするよ！約束する！


それに、地道に出しているレコードショップへのメールからもこんな返事が来た！


"Thank you for your email,

we would love to here more of your music and also give copies of your

cd to people who visit our store,

You can find our address on the website,

Good luck for the future, i hope you make it to the UK.


Best wishes


Gordon

Vibes Records"


めちゃくちゃ嬉しい内容のメールじゃないか！マンチェスターの少し北側、"Bury"という街のレコードショップ。これはぜひ挨拶に行きたいもんだ！


ってわけで、急ピッチでイギリス限定のフリーCDを制作しないといけないわけで、A.K.にはポップの作成を依頼し、ナルキンには新聞紙折り紙を依頼。オレは一人でCD-Rへのスタンプ押しやらパッケージングやらを黙々と、というわけなのです。Twitterで呟いてましたよねー(笑)。


大好きな音楽を聞きながらだったので、一人でも結構盛り上がります(笑)。(印象に残ったミュージックはTwitterに記してます。)


本来こんな地味な作業は大の苦手(笑)。


A.K.は割と好きなようなので、本当は全部任せたいよ〜！鳴菌には「雑だ」と言われる始末ですから…。


ま、ともかく、出来上がった本日の成果はこれ。
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どう？頑張ったでしょ？










で、またつい先ほどメールを受信してみると、スチュアートの通訳もしてくれていたナオミさんからメールが入る。


スチュアートと100%、理解し合えるわけではないので、ナオミさんの存在は大きいのだ！


スチュアートとナオミさんと僕の3人でメールを共有してるんやけど、僕が言いたいことをナオミさんが翻訳してスチュアートと話してくれるので、とても大助かりなのです。スチュと僕の間のココロを訳してくれる。


そのナオミさんからこんなメールが来たのです。


●


メールの件、スチュアートとチラッと話しました。

２／３に音合わせをしたいとのことですが、もしドラマーが見つからなかった場合はスチュアートの家でリハーサルができるそうです。みつかればどこかスタジオを借りなきゃなぁといっていました。

今一緒にやってくれそうなドラマーに声をかけているとのことで、まだはっきりとはわからないようです。


もしスチュアートの家に泊まるようであれば、多分ライブハウスまでバンで楽器を運べると。ただ全員は一緒に乗れないので、誰かが電車で移動になるということです。


彼は予定が合う限り全面的にバックアップするつもりなので、お家に泊まった方が便利かもしれませんね。

相手は外国人ですからあまり気を使わず、行きたいところがあれば言って勝手に行動することも大丈夫だと思います。

ちなみにヒースロー空港から電車で４０分くらいでお家に着くそうです。


●


わおわお！


やべぇ。かなり具体的やん…！


そう。実際イギリス人ドラマーが見つかるかどうか、実に微妙になってしまったのです。当てにしてたドラマーの都合が合わなくて…。


ま、それは置いておいても。


ナオミさんに、僕はこんな返事を書いたのです。一部、ご紹介〜。


●


2/2に到着してスチュアートに会う。


2/3はスタジオ予備日として空けておく。（昼間か夜か、時間がある時にロンドンの街に繰り出したいなー。アビーロードに行きたい！）


2/4はthe FOXでライブ！


2/5はclub85でライブ！


2/6はどこかでライブ出来たらいいなーってのと、もしライブ出来なくてもせっかくの土曜日やし、ロンドンのパブとかライブハウスとかで遊んで、空気を感じたいなぁ。


2/7は電車でリヴァプール行って、もしかしたらLeedsやBuryやレミントンスパーのレコードショップ巡り。


2/8の朝にヒースロー空港から日本へ。


●


うわぉ。自分で書いておきながら、なんて過密スケジュール！しかも移動距離が半端ない…。


こりゃあ、本当にヤバイです…。


日本人らしく、綿密に行動計画立てることを誓います(笑)！


忙しくなるぞ！










今回の渡英で達成したいこと。


・イギリスのライブハウスで、ともかく自分たちの音楽を奏でたい。


・The Ventzの無料CD-Rを置いてくれるっていうレコードショップに、ぜひとも直接会ってお礼を言い、握手をしたい。


・アビーロードやリヴァプールなど、僕の憧れであるビートルズの足跡に触れてみたい。


・現在のイギリス人の音楽に対する接し方に、肌で触れてみたい。


究極、これだけ、したい。


2010年の7月に、今回以上の成果を生むであろう仕掛けを張りたいっていう目的はあるものの、なんだか僕は気付いたんだ。


そんな計算高い仕掛けなんかより、もっと身近な人と人とを繋ぐ音楽ってものが存在しそうな予感があって、実は今、もうすでに80%くらいの成果を感じているんです。


来月イギリスに行けば、すべての辻褄が合って、パタパタパタって音を立てて全部が繋がる期待をしてる。


それこそが、イギリスの空気に触れてみないとわからないこと。残り20%は、途轍もなく遠いところにありそうで、それでいてすごく近くまで引き寄せている実感があるのです。







イギリスに行けば、人種差別だってあるんやろうな。


でも僕は。


出来る限り多くの人々と握手をしたい。


音楽という、僕にとっては魔法のチカラ。それを介して、僕は未だ見ぬ仲間と、どれだけ強く握手出来るんだろうなぁ…。









やべぇ！今こそ叫ぶんだ！


YES！世界平和！










抑えられない衝動に駆られてる。


間違いないです。


その衝動の赴くまま、来月、僕らはイギリスへゆくのです。


あかん！めーっちゃ盛り上がって来てしもた(笑)！








まだまだ壮大な計画は続くのだよ！


いや、計画やないな。


夢や。


恥し気もなく言い放てる「夢」を持てていることに感謝したいよ。








よっしゃー！生きるぞ！


明日は弾き語りライブ！







    2010.01.05 Tue 1/5(火)「返答あり！」
    朝目が覚めると、また嬉しいメール来ていた！ラフトレードウエストから！A.K.が10月にロンドンを訪れた時に行ったレコードショップです。


●


Hi Wax


Looks lovely! Send some to


○○○○○○

○○○○ ○○○○

London W11 1JA


as promotional items, no value, and we will give them out. If you put 

on your my space etc that people can pick them up from our shops that 

would help.


Cheers, and your English is very good!


Nigel


●


ポップ付きのCDディスプレーの写真を添付してメールしてるから、Looks Lovelyて言うてくれてるんやろな！日本新聞もええ感じなんかも！しかも、オレの英語、褒められたー！笑



もう一通、返事来たとこあって、それは、


●


Sorry,

this is the wrong record shop. We're not in the UK , we're in ITALY !!


Keep on rockin'

Massimo


●


やって。笑


失礼しましたー！なんでやろ？ネット上のリンクが間違ってたんかなぁ。確認してなかったのが悪かった！ごめん！


けど、Massimoはなんか、ウケてるっぽいぞ？笑


そんな感じ、このメールから伝わって来ない？


これも何かの縁かな？


「ごめーん！けど、送ってもいいかな？イタリアにもいずれ行きたいよ！それまでに、イタリアの

みんなにも、日本のロックを知っておいて欲しい！」


って。


とくに、最後の一文が嬉しい！イタリアも変わらずロック好きなヤツらがたくさんいるに違いない！





なんか、めちゃくちゃ嬉しいメールが2通も来たので、思わずメンバーに共有メール送ったら、妙に興奮しちゃって日記まで書いてしまった…。


さぁ！起きるか！三文の得！









    2010.01.06 Wed 1/6(水)「グレートなメール！」
    深夜、英文でのメールのやり取りが日課になって来ました。


おぉ。去年の今頃じゃ、こんなふうになるなんて考えてもみなかった(笑)。


まずは僕が間違ってUkではなく、イタリアのレコード屋に送ってしまったメールへのMassimoさんへの返答の返答。


●


Hi Massimo,


!!!


Sorry...

Link of the web site "Record Store Day" is wrong...


But.


I hope I send our CD-Rs to ITALY if you can put them in your shop.

Is it not good?

Will ITALY people feel bad that they see our flyer "we want to go to UK"?

If so,we can't send to you.


Please tell me.


Many thanks,

WAX


●


「ごめん！でも、もしイタリアのあなたのお店でも僕らのCDを置いてくれるなら、僕は送りたいと思ってる。イタリアのみんなは気分、良くないかな？もしそうなら、僕は送れないよ。教えて？」


みたいなことを言いたかったメール(笑)！


そしたら今朝、こんなメールが返って来てた！


●


Hi Wax,

you're right ! something gone wrong with my link but I think that now 

is fixed out..

try again!


I will be very happy to get your cd in my shop and make listening to 

my customers, so you're welcome !

I hope you will enjoy touring UK, looking forward to a great 

future ...!!


All the best,

Massimo


●


うわぉ！未だ顔も見ぬMassimoさん。男なのか女なのかもわからないんやけど(ごめん！笑)、すげぇ僕の中ではイメージ出来てるっ(笑)！


こんなテンションの上がるメールをくれるなんて…。


音楽やってて良かったなーって感じる瞬間です。


こりゃあ断然イタリアにも行きたくなったぞ！イタリア人って陽気なんやろうな！


早速送るよ！


あ。住所、教えてもらわなきゃ…(笑)。








もうひとつ紹介しよう！


これも今朝来たメールだ！


●


Hi Wax


Thanks for getting in touch.


We'd love to have your cds in the shop/venue.


They look amazing.


Our address is :


The Dream Machine

c/o The Half Moon

10 Half Moon Lane

Herne Hill

London

SE24 9HU


When do you arrive in the UK ?


Do you have any other shows lined up ?


Your English is great.


Much better than my Japanese.


Hope to hear from you soon.


Best Wishes


John


●


で、添付されてたリンク先にネットで飛んでみると…。


どうやらパブも経営してはるねんよね。「Half Moon Pub」っていうみたい。


ほぉほぉ…と読んでいくと…。







！！！







え！！！







"The pub has a long tradition of live music. The list of names to have graced the stage over the past 25 years is very impressive, The Police, Van Morrison and U2 have all played here in their younger days."


なんと！ポリスやヴァンモリソン、U2がこのお店でライブしてたみたいじゃないか！


で、もう一度、メールを読み返す。


なになに？


「いつイギリスに到着するのか？他のライブスケジュールはあるのか？君の英語はいいよ。私の日本語よりもちょっとね。すぐに君からの返事が欲しい。ジョン。」


え！どういうこと！？


そのポリスとかU2がやったお店で「ライブせーへん？」っていうお誘いなの？


ギャッ！


マジでーーーーーー！


しかも、そのジョンは、ちょっと日本語、喋れるんちゃう？日本に興味持ってくれてるんじゃない？


ちょっとちょっと。嬉しいじゃないか！









はい。すぐ、返事します。はい。










いやぁ。マジでヤヴァイ。


2009年の1年掛けてやって来たことは無駄じゃない。いや、伊達じゃない。


こうやって人と人は繋がって行くんや。






ちょっとした誤解や間違いだって、僕は全部前向きに捉えて生きていきたいし、そしたらこんなふうに、また素晴らしい出会いがある。


全部、一歩踏み出した結果だし、ココにいたまんまじゃ、絶対何も起こらなかった。確信できる。








それから。


例のアビーロードスタジオマスタリング音源を、遂にアナログ7インチレコードとして発売しようという動きが具体化して来ました！


去年のソロLPに続いて、僕にとっては第2作目！


懲りないねー(笑)！


懲りるわけないでしょ！めっちゃええねんもん。


しかも今回はアビーロードスタジオでのマスタリングっていう付加価値付き！


それに、前回もお世話になった東洋化成のレコードプレス担当者さんが、無理して1/26納品してくれるって言ってくれてる！2週間でやってくれるなんて、最速じゃないか(笑)！


それが可能なら、すぐにイギリスに送ってしまって、ライブした時にイギリスで売るんです！


1枚、5ポンド！安い！


どうよこれ！


「The VentzはCDは売りません。アビーロードマスタリングのアナログ7インチを5ポンド！ツバキの和コースター(CD付)を1ポンド！」


変な日本人(笑)。







うへ。今日、めっちゃ楽しい(笑)。


今日はバンド練習だ！


いろいろ相談もしなくちゃ！
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    2010.01.07 Thu 1/7(木)「2曲アレンジオッケー！」
    ふぅ。たった今、英国への2通のメールを送信完了しました。


頭を英語に切り替えてるのね、気付くと。そのうち、頻繁に英語で夢を見そうだ…。こりゃあいい！







今日はバンド練習でした。


助っ人ドラマー三木(from THE BACK BEAT BRINGERS)を迎えての練習の予定でしたが、あいにくの体調不良ということで断念。


それでも我々はやることがいっぱい！


バンド練習前にはせっせと英国に送るための小包を制作。そう。ここ数日で一気に増えた「フリーCDを置いてくれるレコードショップ」さんに送る荷物です。
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準備していたCDの枚数を遥かに超えちゃって、もう大変。


正確に言うと、CDは用意出来てるんやけど、その新聞紙パッケージが追い付いていない！


大至急メンバー3人で折り折りしなくちゃ…。







それでも時間が来たら音楽の時間なのです！


今日は2曲をアレンジ。


ヒットマンスタイル時代にやっていた"knock knock knock"と、ソロ時代の"君のため"。


これら2曲をThe Ventz用にアレンジし直したのです。


これがまたいい感じ〜。


イギリス人ドラマーが見つかればデモを聞いてもらわなきゃ！ってことで、早速ProToolsに録音。


3人で有意義な時間になったとさ。










いやぁ、ほんま。2010年になってから、一瞬も無駄にしていない気がする。


音楽のこと。メールのやり取り。CDの制作。


等など。


絶対ええ結果をイギリスに残してやるのだ！


そして絶対それを日本に持ち帰って来る！


よっしゃー！


また気合い入ったー！


さぁ、曲でも書きたい気分だ！
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    2010.01.08 Fri 1/8(金)「海外の協力者たち」
    うわぁ。なんか目まぐるしいぞー！


オレ、今朝から何した？


金策に駆け回り、ウン十万円を用立てる。ツバキ折り紙に150枚のCDをパッケージングし、今日もまたイギリスのレコードショップ2ヶ所にフリーCDを郵送。イギリスへの航空券を電話で値切り、新たに安いチケットを予約する。数度のやり取りで担当の方の心意気を感じ、アナログレコードプレスを敢行することを決め、早速支払いを完了。アビーロードマスタリング音源はすでにあるので、レコードのレーベル面のデザインに着手。


ふぅ。


これだけのことを朝の10時から15時の5時間でヤッツケル。


頑張ってるよ。頑張ってる。オレ。


誰か、褒めて(笑)？










イギリスのレコードショップなんかに郵送したフリーCDは、これで7つ。


LeedsにあるCrash Records。


ロンドンとリヴァプールの間くらいにあるLeamington SpaにあるHead。


マンチェスター近くのBuryという町にあるVibes Records。


ロンドンにあるRough Trade Records。


ロンドンからずっと南。海岸沿いのBrightonにあるRounder Records。


これまたロンドンのレコードショップ、The Dream Machineと併設されてる(?)Half Moon Pub。


そして、スチュアートに郵送してclub85に置いて欲しい、と託した70枚。


全部70枚ずつやから500枚近くがイギリスへ旅立った、と。


他にもLincolnshireという街にあるHerrick Watson Ltdというお店や、何故か間違えてメールを送信してしまったイタリアの(笑)Record Runnersというお店も快くCDを置くことを歓迎してくれた。


Ian、Dave、Gordon、Nigel、Rounder、John、Rob、Massimo、そしてStuart。本当にありがとう！







さぁさぁ。


まだまだ計画することはいっぱいだ！


2月にイギリスですべてを実行するために頑張るぞ！
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    2010.01.08 Fri 1/8(金)「メール from Crash Records」
    ヤッター！こんなメールが来たっ！


一番最初に僕らがイギリスにフリーCDを送ったレコードショップ"Crash Records"っていうお店のIanから！


●


Hi Wax,


We received your CDRs on Tuesday this week, thank you. We really like the way you have wrapped them. We have put your box on the top of the counter and customers have been very happy to take a free CD. Quite a lot of them have already gone in the three days we have had them on the counter.


Best wishes for 2010.


Ian and all at Crash Records


●


めっちゃ嬉しいッ！


訳すとこんな感じ？


「今週の火曜日にキミらのCD-Rが届いたよー。そのパッケージの仕方、めっちゃええね。僕らはそのCDの入った箱をカウンターの上に置いて、そしたらお客さんは喜んでフリーCDを持って行ったよ。この3日間で本当に多くのCDがなくなったわ」


いやぁ！嬉しいっ！


良かった〜。


ほんまに自信のあるCDです。


たくさん聞いて欲しいな。
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    2010.01.09 Sat 1/9(土)「3分の1」
    年明け初めての三宮BarCODEへ。iPhoneに換えたばかりだというundesignの金くんと久々に飲む。そこへヒットマンスタイルのスタッフをしてくれていたスナコ合流。


それにしても。


金くんとはもう12年の付き合い。スナコとは5年？歳月の過ぎゆく様は、時に残酷。嗚呼…(笑)。


CODEのミニラさんも交え、ひとしきり渡英の話をしつつ、いろんな情報も得ることも出来、帰ろうとするところに、ミニラさんから封筒を受け取る。


な、な、な、なんと！


去年発売したソロレコード、ソロCDの売り上げではないですか！


「え？こんなに！」


な程の金額にびっくり。


そういえば、今日の昼間も三宮のCDショップ「サウンド1st」から、突然の売上金をいただいたのでしたー。


合わせるとなんぼよ(笑)？


スッカリ忘れてる…てわけではないですが、「売上」のことは正直まったくノーマークでした(笑)。


このタイミングでこの収入。


非常にありがたい！


これで、日本からイギリスまでの距離の3分の1くらいは飛べるんじゃないか(笑)？


まさに今日、The Ventzでの1stレコーディング作品をアナログレコード化することを決めたところだったので、この目に見えぬ導きに対して、驚くばかりでした！









そして、ココへ来て、航空券の購入について悩み事が出て来たのです。


イギリス人の助っ人ドラマー。スチュアートの尽力により決まったようです。名前をJIMというらしい。


スチュアートは「ホテルなんか取らずに節約して家に泊まればいいよ！」って言う。そしたらそのドラマーとのやり取りもスムーズだ、と。


なるほど…。


でも、オレ、海外は初めて過ぎて、ほんまにそれでいいんか、悩むんですけど…。


ともかく、明日、H.I.S.へ行って、直接窓口で聞いてみよう。


「航空券だけで大丈夫ですか？」


って。


このやり取りをサポートしてくれたナオミさんの通訳に、最大限の感謝を！










眠いので、そろそろ気絶します…。
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    2010.01.09 Sat 1/9(土)「Jim」
    イギリスでのライブで叩いてもらえるイギリス人ドラマーの名前がわかりました！


Jim！


スチュアートの家に近くに住んでるドラマーらしいのです。


予約してたホテルはアビーロードスタジオの近くで、「朝起きてちょっと散歩がてらアビーロードへ」みたいな光景を思い描いていましたが、「むむむ？オレら、何をしに行くんやっけ？音楽しに行くんやん？スチュアートが泊まりにおいで？ドラマーにとっても都合いいから。って言うてくれてるんやん？ホテル予約をキャンセルして、航空券だけ手配する。泊まりはスチュアートにお世話になる。これがベストじゃないか？」こんな自問自答を繰り返し、やっぱ一人じゃ決められないよな、ということで、鳴菌、A.K.に相談。


結局スチュアートにお世話になろうってことで話がまとまりました！


で、すぐ行動！


今度はネットで予約するのではなく、H.I.S.に行ってみたのです。


いやぁ、かなり感じのよいオトコのスタッフさんにいろんな情報も聞けて、もうこれはどこで予約しても同じやろ？と思ったので、緊急予約完了させて参りましたー(笑)！


メンバーには事後承諾…。


フィンランド航空でヘルシンキ経由なんですが、その乗り換えの時間が50分しかないので、結構慌てて乗り換えないといけない。


ネットで予約してたのと、まったく同じ便やったんですが、こういうこと、知らなかったですから…。


危ない危ない。のんびりし過ぎてロンドン行きの飛行機を逃すところでした(笑)。







今日は深夜練習なので、2人にも申込書を記入してもらって、1/12には料金を支払いに行こうと思ってます。


いよいよや〜ん！


今日の練習では、ジムに聞いてもらいたいデモを録音しようと思ってます！


新曲が作れそうな気がする…(笑)。
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    2010.01.10 Sun 1/10(日)「ハッピーの隣」
    昨日はメンバー3人で練習〜。イギリス人ドラマーJimに聞いてもらいたいな、と思う楽曲のデモレコーディングをしましたー。


"54""colours""FRiDAY""キタルベキセカイ"の4曲に関しては、スチュアートがCDを渡してくれるというので大丈夫なんやけど、その他の曲も僕らがイギリスに行く前にあらかじめ知っておいてもらいたいのですー。


前回の練習で取り組んだ"knock knock knock"と"君のため"を再度ベーシック録音。"over"と"月"のベーシック録音もしました。


特に"月"というヒットマンスタイル時代の曲にオルガンを載せてみたんですが、ガラリとその表情は変わるもんなんですね！面白いフレーズを考えられたと思いますっ！


これら4曲に今度はボーカルをオーバーダビングして、次回の練習13日には、コーラスとか録音して完成させたいですね！









その後は"54"など、いつもの4曲を3人だけで通してみる。


…。


「もしイギリス行って、ドラマーとうまくいかへんかったら…。オレら3人でやるんよな？」


的な不安、爆発(笑)！


ま、そうなったら笑うしかないって！


鳴菌はそんな寂しい状況を想像し、テンション下げてましたが、そんなん考えてもしゃーないやん？


イギリス行って、ドラマーおらんくて、それでもライブせなあかんくて、そんな状況のライブをすること自体が嫌なんやったら、オレ、一人でもやります！


一人でロックしたります！


で、絶対イギリス人を感動させたるねん。


ボロボロの状況が何故悪い？


滑稽な姿の何が悪い？


遥々日本からやって来たと思ったらブザマなバンドだったよ、って思われるのが怖い？


今回僕は、カッコ付けにイギリスに行きたいわけやないんです。


もっともっとその奥の奥の奥。


そこに何があるのか、見てみたいだけなのです。


珍道中。


結構じゃないか。


痛いライブ。


結構じゃないか。


それでも、誰も絶対出来ないライブをしたる。


賭けてんですよ、僕は。


何を？


運命に決まってるじゃないですか。











熱くなってしまった…。


ともかく。


僕にはもう、勇気しか残ってないような気がするし、僕のこの行動力を奮い立たせるものは、つまり、それしかないことに気付いてしまった気がするんだなぁ。


メンバーよ。丸め込んでしまってすまぬ。


人生、いっぺんキリやからさ、出会ってしまったものは仕方がない。


鳴菌。


オレの性格、よぉ知った上でまたオレとバンドやってるんやろ？


悲しい顔は、するな。










さてさて！


毎日毎日、ハッピーの隣にいるような気分だ！


不安で仕方ないぜ！


なら動くしかないやんけー！


行くぞー！待ってろイギリス！







さて！これな〜んだ！？
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    2010.01.11 Mon 1/11(月)「海も山も空も…」
    ヤッター！YOU TUBEにこんなコメントを寄せてくれたイギリス人がいたっ！


●


HEY, My names koby. I really like your songs. I was wondering if you would first come to hertfordshire, hitchin and play at club 85. I go there sometimes and I got your CD from there the other day. I really Love you guys!


●


めーっちゃ嬉しいッ！


ライブに遊びに来てくれへんかなぁ？会いたいなぁ。


海も山も空も越えたところで、僕らのCDを手に取ってくれて、聞いてくれて、気に入ってくれて、そしてコンタクトを取ってくれる人がいる。


すごい感動。


なんか、10代の頃のすべての僕のまわりの世界に対するドキドキが蘇って来るなぁ！


そっか。


今日は成人の日。
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    2010.01.12 Tue 1/12(火)「自分用メモ」
    先ほど、イギリスのレコードショップ"Herrick Watson Ltd(Lincolnshire)" とイタリアのレコードショップ"Record Runners"へのフリーCD郵送準備が完了しましたー。


ふぅ。


何故にイタリア(笑)？


まぁええやん！間違ってイタリアのレコード屋さんにメール送ってしまって、「ここ、イギリスちゃうで〜」と笑って返信もらいましたが、これも何かの縁。「それでも送ったらダメ？」って返事したら「そう！その通り！これも何かの縁！送っておいでよ！」って言われた。


ナイスなイタリア人、Massimoに感謝〜。








明日も朝からやりたいこと、いっぱいあるぞ〜。


「自分用メモ」ということで、ちょっと書き記してみよう。


・フリーCDの郵送。

・Jimに聞いてもらうためのボーカルデモ録音。

・国際免許の申請と受取り。

・オーダーメイドシャツの仕立てについて。

・旅行会社への代金の支払い。

・iPhoneをイギリスで使うための質問をケータイ屋さんに聞く。


他には、イギリスとのメールのやり取りやMySpaceのフレンドへのライブ日程お知らせは毎日の当然の日課として。


あと、個人的にギターアンプを送ることも忘れちゃいけないね。


…。


あぁ。やること、いっぱい。


寝る時間しか節約出来ないよ！











そんな忙しい毎日。


今日、ふとココロが軽くなった瞬間。
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ツバキ。


思わず見惚れちゃったよ。
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    2010.01.12 Tue 1/12(火)「経過報告ー！」
    ふぅ。一息。


ずっとTwitterで呟き続けていましたが、深夜の自分用メモ。着実に実行しております！


ボーカルデモ録音で今日を始め、ギターアンプの発送、イギリス・イタリアへのフリーCDの発送、H.I.S.への渡航費支払い完了、国際免許証取得完了。


Twitterに全部写真載せてます(笑)。見てみてくだされ〜。


あと、シャツをオーダーしようと思いまして、大阪アメ村のD-noticeにお願いするつもりやったんですが、神戸のスーツ屋さんにも聞いてみよう、と3軒ほど廻ってみたのですが、どのお店も「納期が間に合わないです…」とのこと。生地やスタイルも、僕の求めているものは出来なさそうだ、と。


ありゃま。


で、やっぱり結局D-noticeに電話で問い合わせてみる。


「初めてのライブ、イギリスでするんですけど、来月の頭に出発なんです！納期、無理、利きませんかね…」


と無理を言う僕に、心意気で応えてくれそう！


さすがD-notice！！！


今から生地選びに行って来ようかな、と思ってます。採寸はそれぞれメンバーが行かないとダメなので、本当にギリギリの仕上がりになりそうなのですが…。







ともかく、今日もいっぱいいっぱいだぁ！


そんなところへ、Stuartからメールが来たよ！しかもこんな添付付き！
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2/5のHitchin、club85でやるイベントのフライヤーだぁー！


すげぇ！かわゆい〜(笑)。


何ゆえに馬？


…。


イギリスは午年？


そんなわけないかー(笑)！


それにしても。


このフライヤー、ジュンジロウさん、気に入りそう…。
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    2010.01.12 Tue 1/12(火)「特別な場所へゆくのだ」
    結局ギリギリのタイミングで僕らThe Ventz、イギリスでの初ライブのためのシャツをオーダーすることにしました！


もちろん仕立ては大阪、アメ村にあるD-notice。ギリギリのタイミングやけど、ほんまに無理を聞いてもらえました！


僕は採寸を終えましたが、A.K.は木曜日、ナルキンは土曜日に採寸という、まぁなんともギリギリな感じ。


こういう時に、すべてはうまくゆく。


特別な場所へゆくのですから、特別な服を着たいのです！





お店を出るとザ・ビートシャワーのボーカル小村崎に遭遇！この確率にビビる。笑


イギリス行きへのエールをもらい、ちょっと勇気も出た！サンキュー！







これまた、思い付きで緊急リリースすることにした、アビーロードマスタリング音源の

アナログ7インチレコード。そのレーベル部分のデザインというか、配色について、一点問題が発覚。


僕がデザインしたものでは2色となり、出してもらった見積もりより、若干お金が掛かってしまう、とのこと。


なるほど。


どうするか。


今メンバーからの返事待ち。


これが、すべてのThe Ventzの答えを要約する、と言えば大袈裟かなぁ？






ともかく、今日は、やることやったぜ！







    2010.01.13 Wed 1/13(水)「音楽の行方」
    昨日の曽我部恵一さんと田中宗一郎さんのTwitterでのやり取りが興味深かったっす。


キーワードは「ヴァイナル」「CD」「mp3」「pub」…。


中古屋のヴァイナルには価値が流通してる気がするけど、中古屋のCDは価値の残骸に見えちゃう、という。USインディーがmp3データがダウンロード出来るヴァイナルをリリースしてる状況がある、とか。中古屋入ってスティービーの欲しいLPが2枚あっても、スティービーの生活のこと考えて高い方を買うわけじゃないよね？とか。「安けりゃいい」っていうわけでもなければ、「じゃあいいものって何？」とか。ライブハウスだってパブ営業してくれればもっと音楽文化の発展になるんじゃないか？とか。


割り込みたかったけど(笑)、すでに6時間ほど前の話題だったので断念…。


僕らThe Ventzは、まさにその辺りへの挑戦をしたいと考えてる。


もちろん時代は絶対逆行しないと思う。レコードプレーヤーが全家庭に行き渡ることは、まぁまずないと思うし。（でも、アメリカじゃ10代のキッズたちがターンテーブル欲しい！って思っている状況もあるようで）









The Ventzとして、音楽の行方をどう捉えているか、ってことを示したいのです。


・イギリスのみでCD-Rの無料配布(新聞紙でツバキを折り紙してパッケージング)

・フリーCDと同じ音源をネット上にフルサイズでアップ。

・アビーロードスタジオでのマスタリング音源を、7インチのアナログレコード(ここではヴァイナルと呼ぼうか)化。

・「パブとは何か？」を知るために渡英。そもそもの「音楽と生活の密着度」の違いを感じてみたい。


これらのことを、自分たちのカラダを張って実験している、そう考えたらいいのかな(笑)？


僕にはやっぱり、知りたいことが山ほどあって、誰もやってくれないから僕らがやろう、と。


答えなんてないかも知れないし、あるかも知れない。


けど、絶対これは有意義な研究だと思っていて、そのためには僕らは大好きな音楽を歌っていたいなぁと思うのです。











昨日、三宮にある「ホブゴブリン」というブリティッシュパブに行って来ました。
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オーナーはなんと、リヴァプール人のサイモンさん。


そして僕らのフリーCDを置いてもらうことに成功しました！そう、現在のところ日本で僕らのCDが手に入るのは「ホブゴブリン」だけ。治外法権みたい(笑)。


そしたら早速僕らのCDを手に取って見てくれている人、アリ！
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昨日はバンドにとって、とても有意義な一日になりました。


一生の中で、バンドに対して一番動いた日だったと言っても言い過ぎじゃないかも(笑)。


Twitterにイチイチ呟いてみたので、ぜひそっちも覗いてちょうだいな？


http://twitter.com/WAX712


写真もイチイチ載せてます(笑)。






さて。今日はバンド練習。そう！音を出さないとね！音を！


今日はイギリス人ドラマージムに聞いて欲しい新たな音源を完成させるのです！
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    2010.01.14 Thu 1/14(木)「ベース脱退」
    The Ventzのベーシスト、鳴菌がバンドを去ります。


突然のこと。


困った。


どうすればいいのか。


イギリス出発まで、3週間を切った。


バンドを去る鳴菌とは、一緒にイギリスに行くわけにはいかない。


それでもベストを尽くす、最高のライブをしたいんです。


あいつしか、いない、か。


それとも、限界、か。







    2010.01.15 Fri 1/15(金)「鳴菌、去る。ワラシナ、来る」
    鳴菌、バンドを去りました。


もう10年以上の付き合いやし、そのうちの大半の時間、共に音楽をして来たわけやから、たぶん、なんとなく、うん、ずっとオレの人生の中で、音楽はヤツと奏でるんだろう、と思ってた。


なんとも急な話。


渡英直前、3週間を切ったところで、まさかの脱退。


理由はちゃんとある。やからオレは、前に進もう、と。










一昨日、バンド練習の準備をし終えたところで、鳴菌から話があった。


「昨日、バイト先から正社員にならないか？って話があったんです。勤務先は川崎です」


その話を聞いたとき、「鳴菌と同じ"The Ventz"のメンバーとしての自分」と「何百万とある借金をコツコツきちんと返済して来た鳴菌の友人としての自分」に、自分が真っ二つに分かれてしまった。


バンドメンバーとしてのオレならば、意地でも引き止めたと思う。けれど、友人としてのオレは…。










結局、自分のことを決めるのは鳴菌自身やし、一度は「正社員、断ります、イギリス行きます」と言った鳴菌やったけど、どうにもテンションの上がらない"The Ventz"の3人が取り残されてしまったわけで。


迷うくらいなら。


そう。鳴菌が迷った時点で、そうしてそのことをオレらに打ち明けた時点で、答は決まっていたんやないかな、って思う。










正社員として川崎に異動する返事を出さなければならなかったのが、昨日。異動するのは、おそらく3月。


ならば、一緒にイギリスに、行ける？









いや、そうやないんや。


オレの中では、そうではないねん。


イギリスに行くことが、目的の最終地点であってはならないと思っているし、イギリスに行くことこそを、始まりにする、それ以外に「イギリスでThe Ventzの初ライブをする！」という目標を立てる理由はない。


だから、航空券を予約し、渡航費を支払っていても、もう、鳴菌と一緒にイギリスに行く理由はないのだ、と。










そうして、鳴菌はバンドを去ります。


罵りたい気持ちが、本当はめちゃくちゃデカイ。


なんでだ？イギリスに行くことが怖いのか？と。


でも、ふと、そう思い、自分のココロの弱さに気付く。


ほんまはオレ、そう。オレこそがイギリスに行くことがめっちゃ怖いんや、と。


イギリス行って、本当に満足する形でライブが出来るのか？と。


ドラマーが抜け、どうとも不確定な体勢のまんま、イギリスへ飛び、まだ会ったことも、ましてや話したこともない、しかもコトバの通じないであろうイギリス人ドラマーと1日のリハーサルもなくライブをしようとしている。


そして、The Ventzの大黒柱であったハズの鳴菌がバンドを去り、ドラマーが抜けたことなどちっぽけなことだ、と言えてしまうほどの存在を失い、それでThe Ventzに何が出来るというのか。


コトバだって通じない、行くだけで十数万円の出費になる、それを賭けてまでイギリスに行ってライブをする、それが何になる？


どんどんボロボロになる。羽が抜け落ちる。遂にパートナーだと思っていたオトコが帰ってゆく。











それでも。


それでもこの胸のあたりに疼く、このイギリスに対する高揚感は、到底抑えきれないのです。











絶対、後悔させてやりたい。


これくらいは、鳴菌、思ってもええやろ？











もう、ネタです。こうなると。


笑っておくれよ。


「渡英3週間前を切って、ベーシスト脱退」


笑えない、か。











けれども、オレらは止まってはいられへんのです！


陽気に高らかに笑いあげて、次へ進まなければならんのです！


残されたオレとA.K.は、とあるオトコに声を掛けた。


「今から大阪、アメ村に来れるか？」










そいつはそうしてアメ村にやって来た。


行く先はD-notice。


イギリスでの初ライブのために仕立てようとしているシャツを依頼しているお店である。


「音を合わせる前に衣装合わせ」


笑えるよな！


そう。一度キリの人生やんけ。笑えてなんぼやろ(笑)！
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物語は続いているんや！The Ventzのストーリーは継続中なんや！











その後、話をする。


そのオトコの名は、ワラシナ、という。ベーシスト。


何もわからぬまま衣装合わせをした後、こう切り出した。


「イギリス、行かへんか？」









驚いたんやろう。


The Ventzのことも知っているヤツやし、何でですか？って思いの方が強いに違いない。


けど、即答でヤツは応えた。


「行きます」









そして取る行動は早い。決まっているから。必然の行動やから。


衣装は合わせた。次はパスポートを申請。
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そしてベースの練習。











！！！


全然ダメじゃん！！！


弾けてないし、音、鳴ってないし…。









それでも。


ワラシナは、同志。


残り2週間強。やるべきことを、すべてやるだけ。


そうして、ちょうど3週間後、イギリスのオーディエンスの前で、オレらはオレらの音楽を奏でる。


厳しく、楽しく、激しく、テンション上げて。


イギリスから持ち帰るものは、たくさんあるハズや。












鳴菌は昨日、正社員になりたい、ということを会社に報告したようだ。


川崎に行く前に、ぜひオレを、そしてThe Ventzを褒めちぎる飲み会を企画して欲しいもんだ。
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    2010.01.16 Sat 1/16(土)「ポッカリと」
    ナルキンの存在はデカい。日が経つに連れてその想いはデカくなる。


絶対にナルキンは、このバンドThe Ventzを抜けることなど、ない。


ずっとそう、思ってた。


だから、余計に…。


この、ポッカリと空いてしまったココロの穴は、埋まるのかな？







さすがに、泣きたくもなるな。








けど、泣きたくなるだけで、泣いちゃいけない。


ボスはいつでも弱音は吐かず、強気、強気で押し通すのだ！


きっとうまくゆく。


そんな他力本願、クソ食らえ、だ。


ヤルのはオレら自身や。








15年前の明日、決めたことなんや。


貫き通すしか、ないんや。







    2010.01.17 Sun 1/17(日)「魔法を」
    これは僕が阪神大震災の時、まさに住んでいたアパートの部屋の鍵。
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嘘みたいな鍵。


古めかしいでしょ(笑)？魔法が使えそう。


家賃23000円、風呂なし、共同トイレ、4.5畳と2畳の和室に、キッチンとは言えない流し付き。たぶん戦前に建てられたんじゃないか？ってくらいのアパート。


名前を「山和荘」という。


今でも思い出せる。


ヒドイ熱にうなされながら、1人、ずっと寝てたんやった。前々日、1/15の京都での成人式後の高校時代の仲間たちとの集まりの後(成人式には出ていない)、急激にしんどくなって、翌朝神戸に帰り、そのままずっと寝たっきり。1/16の昼間からずっと寝てると今が何時なのかもわからなくなってた。


すると遠くから、低い轟音？唸り？今まで聞いたことのない音が、耳の奥に響き出す。


あぁ、しんどいなぁ。耳鳴りかぁ…。


と思うと今度は部屋がグルグルとまわり出す。


あれ？オレ、そんなに熱があるのか？頭フラフラで部屋がおかしいぞ…。









今もスローモーションでその瞬間が蘇る。


何かが壊れる音。失う音。


逃げる。









確かTシャツだったと思う。


外に出ても、全然寒く、なかった。











15年か。


今も進退窮まってる。


けど、あの時のこと、考えたら、随分マシなもんだ。


生きてる。


やっぱり死にたくない。











毎日練習してる。


けど、まだヒカリが見えない。


いっそ、やめてしまおうか…。


それならもう一度鳴菌に頼もうか…。


ワラシナは頑張ってる。


でも、頑張ってくれている。頑張ってくれてる。


それじゃあダメなんだ。


揺れる。ゆれる。ユレル。










こんな気持ちは、本当は明かすもんじゃない？









それでも時は1秒1秒進み、今が最新型の自分。


一瞬で壊れてしまうかも知れない1秒先を、理想の未来に変えるために、僕らは予定を立てる。


イギリスへは2/2に経つ予定だ。


それまでにやるべきことがいっぱい。やり遂げたいことが、いっぱい。


15年前、全壊したアパートに住みながら、今も生かしてもらえている幸せを、今日、新たに感じて、僕はやっぱり生きるために全力で挑みたい人生があるのだ、と気合いを入れる。









イギリスに初めて行くことで、僕のココロの中の何かを解く鍵が見つかるかも知れない。


二度と使うことのなかった、この古めかしい鍵を眺め、僕は僕に魔法を掛ける。


家と一緒に壊れなかったこの魂とカラダという器に、もう一度、魔法を。
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    2010.01.17 Sun 1/17(日)「耐震設計」
    ウキーッ！


フリーCDをイギリスで配っていることが、少しずつ少しずつ、ちょっとしたムーブメントになりつつあるんじゃないか！って、そこまでは大袈裟ではないにしろ(笑)、ちゃんとリアクションが返ってくるようになってんだ。


ほらっ！


「The ventz are heading over from Japan for their very first show! You might not be able to sing along, but you can dance, which is universal, so please head down and give them a warm welcome after their travels!」


↑これは最近、スチュアートに薦められて始めた「facebook」に載ってた文章。2/5のclub85でのイベントページに書かれてた、僕らThe Ventzを紹介する記事です。


「一緒に歌えないかも知れないけど、きっと踊れるさ。あったかく迎えてやろうぜ！」


って感じやろうか。嬉しい。


●


↓これはフリーCDを送った「Rounder Records」からのメール。Twitterに写真をアップしてくれてた！


「the CDs are here. we will give them to our customers.

http://twitpic.com/yb9yv」


そこにはこんな紹介文が！


「Best delivery of the week: free, individually wrapped CDs from The Ventz (Kobe, Japan). 」


今週のオススメ！って感じ？嬉しい。
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●


もうひとつ、これもレコードショップLeamington Spaにある「HEAD」からのメール。


「We have received your cd-r's. We have put them on display for you. They look very good.


When you come to Uk we may have somewhere for you to play if you are

interested?」


興味あればやけど、演奏出来る場所、作ろうか？ってことかな。嬉しい。


●


「Hi Guys

Simon from the band redmaxx here, we're playing with you in Hitchin in a couple of weeks - just thought I'd drop by your page and say hello - sounds great, looking forward to seeing it live.

See you soon

Simon」


↑これは、イギリスではポピュラーなインターネットサイトやからか、facebookで繋がったclub85で共演するバンドのメンバー、サイモンからのメッセージ。


ええやん、ライブでバンドを見るのを楽しみにしているよ！ってことだろう。


●


さぁ、やらねば！


モヤモヤするんです。めちゃくちゃモヤモヤするんです。


神戸の先輩の一言でグラグラしてしまう。


「万全じゃない状態で念願だった初ライブをすることがオッケーなのかな、とも思う。空前のロケットスタートで走りだすのがThe Ventzのコンセプトだと感じてたけど」


核心を突かれているからグラグラするんです。










グラグラするならグラグラしないように設計図を描き直すしかない。


耐震設計。


グラグラするから建ってる建物も、ある。









ウキーッ！
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    2010.01.18 Mon 1/18(月)「クレイジー」
    昨日は元THREE MONO SURROUNDのドラマー、キタノアイコを迎えてのバンド練習でしたー。


イギリス人ドラマーJIMとのセッションリハーサルを見越して、キタノアイコには「あまり曲を覚えずに練習に来てくれ」と伝えてた。


バンドでの録音済みの4曲「54」「colours」「FRiDAY」「キタルベキセカイ」は、その音源をメールで送信してたけど、その他の曲は練習で初めて披露(笑)。ドラマーにとっては非常にもどかしいんやろうけど、僕らが初めてイギリスでライブをする前日に、たった一度きりの練習で、どう曲を理解してもらうのか？のシュミレーションをさせてもらいたかったわけですな。


そのあたりはキタノアイコも了承済みやったんですが、いざ音を合わせてみると…。








ちゃんとやり過ぎや〜ん(笑)！









これ、性格なんでしょうな(笑)。キッチリ曲のサイズと肝になるフレーズを予習してくれてて、あぁ、やっぱ音楽で生きる意志のあるドラマーだな、と思ったのです。


しかも、最初は「音、小さめだな」と思ってたんですが、徐々に音の馴染むのが感じられて興味深かった。


今回は「このメンバーでライブをする」というような、そういう練習じゃなかったのがもったいないくらい、もっと音を合わせたかったな。きっとお互いのいい部分が出ると思う。


そういう目線だったし、そういう叩き姿だったし、そういう音色だった。









その上、もっと面白かったのは、予め渡していなかった曲をやった時。


「一度スルーでやるから、なんとなく合わせて付いて来て」


という無茶な要求を僕はするんですが、「察する」という作業に非常に長けたドラマーだと感じました。


ヴァースがあり、ブリッジがあり、コーラスに突入。


そういう、いわば楽曲内での起承転結を、即座に察してストーリーを作るのがうまい。


そして何より「らしさ」がすでに浮き立ってくる、というのがいい。


絶対マッチョにならない、それでいて潔いドラム。


僕はどう転んだって「バンドマン」的であって、一緒に音を奏でるメンバーのそういった「らしさ」を活かす方向に走るのが、とても好きなのです。


今の僕らは「ロックンロール」がしたいのであって、もしかしたらそこには「ストーリー」は必要ないのかも知れない。


けど、その「異色さ加減」が僕にインスピレーションを与え、新しいものを産み出したいという欲求に変わるのだ。








う〜ん、とてもいいな(笑)。








出来るなら、一緒にイギリスに行ってみたかったな。


一度は誘ったんやけど、彼女なりの「夢」があって、「イギリスにはとても行きたいんですが…」と。


音楽に生きる姿勢をヒシヒシと感じるドラマーなので、またぜひお手合わせ願いたいと思う。


サンキュー、キタノアイコ。











その後、またしてもネタ出現。


いやぁ、もう笑うしかないので、ライトに書きますね。


内容はへヴィーですが…(笑)。


キタノアイコとのセッションが終わった後、ベースのワラシナが話があるんです、と。


聞いてみると…。


「僕のこのベースじゃあ、南出さんに迷惑掛けます。」


だって。


だからイギリスには行けない、と。








ね。どうしてこうも、渡英直前になって、バタバタとボロボロになってゆくのか(笑)。


そして少し、話をする。


音楽のことだけ考えたら、あり得ないくらい、ワラシナのベースはヒドイ。


音が出ていないから。


ただ、その自信のなさが、そのガッツを覆い隠してしまい、気持ちまでゲンナリしてしまってテンションの上がらなさに繋がるのであれば、オレにはワラシナは必要ないんだ、と。


正直に言おう。


「助けてくれるヤツはオマエしかおらんような気がしてな」


と言った時、ワラシナは


「急にイギリス行こうって。僕しかいないじゃないですか。行きます」


と応えた。


ただ、そのワラシナは、今はいない。


音楽のことなど、この際、どうでもいいのだ。


あと2週間。そこに勝算がなければ勝負になど出ない。むしろ、音楽のことなど、オレがどうにでもしてやる。


どうにもならないことが世の中にはあって、「ワラシナがイギリスに行きたいかどうか」だけは、オレにはどうすることも出来ない。


音楽に関することは、練習で何とかするしかないじゃないか。


それでも、例えば練習の合間の休憩で、反省して暗くなる必要なんてないと思う。


練習は練習。休憩は休憩。休憩なら「そうそう！イギリス行ったら○○行きたいんですよねー！」ってウキウキしてたらええんちゃうかな？と。









ワラシナはワラシナの話したいこと。ま、それ、聞けてよかったかな。


こんなネット上で口撃するつもりはまったくないので、全部ワラシナ本人に言ったこと。ワラシナはワラシナのバンドがあって、イギリスから帰って来たらThe Ventz、やめます、というのなら…。


少し考えさせてくれ、と。











イギリス行って初ライブをすること。


こんなん、真面目にやっててもおもろないな、と思うようになって来た(笑)！








そんな練習後の明け方、A.K.との会話の中で出て来たコトバ。


「クレイジー」


オレら、もっとクレイジーにやったらええんちゃうん？


誰がどう思おうが。











ワラシナに「もう1コのバンド、辞めろよ」って言ったらおかしいだろうか？（可笑しいだろうか？）


キタノアイコに「やっぱイギリス行こ、ベースレスでやろう？」って言ったらおかしいだろうか？（可笑しいだろうか？）


ジムに「結局A.K.とオレ、2人で来てん」って言ったらおかしいだろうか？（可笑しいだろうか？）


スチュアートに「お願い！ベース弾いて」って言ったらおかしいだろうか？（可笑しいだろうか？）


鳴菌に「帰って来てくれ」って言ったらおかしいだろうか？（可笑しいだろうか？）








今、オレ、全然苦しくない(笑)。


イギリス、行きたいもん。


ほんまは苦し過ぎて、麻痺してるだけやったりして(笑)。


渡英まで、あと15日。


ヒドイ話だ(笑)。
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    2010.01.19 Tue 1/19(火)「14」
    めっちゃ悩む…。


出発まで、あと、ちょうど、2週間…。
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    2010.01.20 Wed 1/20(水)「未来を予測する最善の方法は、自らそれを創りだすことである」
    昨日はいろいろありました。


明け方まで大阪で飲んでまして、JRで帰ろうと思いましたら目覚めると「西明石」…。嗚呼。


で、反対側の電車に乗りまして、目覚めると「西宮」…。嗚呼。


またまた反対側の電車に乗ったのですが、目覚めると「塩屋」…。嗚呼。


そしてそして、再度目覚めると「摂津本山」…。嗚呼。


だって、電車の中、めちゃくちゃ心地良いんですもの…。


大阪から4時間以上の時間をかけて帰宅。


新幹線なら東京まで、往復出来るんちゃう(笑)？


なかなかワイルドだな、と自分でも思う。あ。紙一重で違う？











さて。


まぁ、悩んでおりますよ。


電車内爆睡のおかげで昼間っからテキパキといろいろ行動しとったわけですが、夕方からA.K.と合流。地道なツバキスプレー作業やら、新聞紙パッケージング作業をこなしながら、話す話す。


「選択肢はいっぱいあるようで、実はあんまりないのかな？」


なんて(笑)。


だから、もう、イギリスのことじゃなくて、もっと先の話をする。「イギリスから帰って来たら、どうするのか？」を。











そしたら出た(笑)！


「7月のフジロック、出たいなぁ」


笑うよね。


やっぱ、そこ。


メンバーどんどん減ってるのに、フジロック出たい！って(笑)。










じゃあ、そのフジロックのステージに立ってるThe Ventzを想像した時、そこにベーシストは立ってるのか？ってこと。


なんかさ、あんまり見えないんよね、ベーシストの姿が。


ベーシストのいないバンドの方が、可能性高そうな気もするのです。今、いわゆるオーソドックスな形のバンドやっても、気合いの入った鳴菌とならともかく、なんか自分の中でパッとしない。普通のバンドやん？


それやったら、「足りない駒で新しいスタイルを目指す」方が、面白いこと出来そうな気がしてしまうのです。









ってことは…、です。


まず、イギリスからの帰国後、The Ventzを続けられないワラシナをイギリスに連れてゆく、ってのは「なし」なのかな？と。


ふむふむ。


じゃぁ、一度、音を出してみようじゃないか。










A.K.の日記に写真も載せられてますね。


アコギ、エレキ、シンセを持ち出し、まずはシンセをベースアンプで鳴らす。


ほほぉ。かなりへヴィーじゃないか。ベースギターではない音がする。


じゃぁ、ギターをギターアンプとベースアンプで鳴らせば？


で、思い出す。


数年前に手に入れたこいつを。
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ギター入力を2つに分けることが出来、どちらか一方に出力することや両方から出力することを選択出来るスイッチ。


たとえば楽曲の中で、ベースを抜きたいところなんかではギターアンプだけを鳴らすようにしたり、ギターを抜きたいところではベースアンプだけ鳴らしてみたり、ガッといくところは両方鳴らしてみたりすることが可能！


これは使える。存在を忘れてただけに、「こりゃあイイ！もしかしたらこのスタイルでもイケル！」って興奮してしまいました(笑)。







じゃぁ、シンセ用のベースアンプ、ギター用のベースアンプが必要？


どのライブハウス行ったって2台のベースアンプがあるところはないよね(笑)？楽曲によって「この曲はシンセがベースアンプを鳴らす、この曲はギターをベースアンプで鳴らす」という出力の差し替えが必要になるなぁ…。


ってところで僕の機材ボックスをゴソゴソ。


あった！
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単純なABボックスですが、いわゆるギタリストが使う方法とは逆の発想をしてみたら…？


うまくいった！








そんで、シンセの音色を考えつつ、ギターとシンセのみでThe Ventzの楽曲を合わせてみる。


ふむふむ！なかなかイイッ！


新しい可能性を感じるし、とても前向きなセッションだと思う。








「じゃぁ、ちょっと録音してみようぜ！イギリス人ドラマーに聞いてもらわないと！」


ってことで、ProToolsに録音開始ッ！








が、ベースアンプからのサウンドをうまく録音出来ていないからか、フレーズが物足りないからか、「なんか違う！」のである…。


疲れがドッと出る瞬間ですな(笑)。








しかも、もう発注済みのThe Ventzのアナログ7インチEPのことが頭をヨギル…。アビーロードマスタリングの、ココロの底から特別なレコード。


やっぱベース、ある方がいいのかなぁ…。








ま、でも、メゲてはいない。


足りないのは「人」じゃない気がしてる。


工夫することが大事。









そんな今朝、Twitterで見つけた言葉。


「問題をつくりだした時と同じ考え方では、その問題を解決することはできない」 


「問題」を「The Ventz」に置き換えてみる。


そうか。そうなんや！考え方を変えよう。


「The Ventz」を解決してみせる！









とか言いながら、あんまりうまくいかなかったらスチュアートにベースを頼みたい！なんて(笑)。


イギリス人ドラマーJIMとベーシストでないイギリス人ミュージシャンStuart。


そのままメンバーになってもらってフジロックに挑む、か(笑)。









最後に、もうひとつ。今朝、親父がくれたメールを。 


「真面目に真剣に取り組んで来た事、状況に迷いなく、在るがままの平常心で、そしてイギリスへは真剣で強い気持ち！で行って、帰って来て下さい。 

人生、プラスマイナス０、少しだけプラスになれば良し。やってきた事悩んできた事、必ず報われるものだと思ってます。 

キモノ オリジネーター&リレイター ■南出 猛・峯雨■ 」











親父よ。


朝から息子を泣かせてどうする(笑)？
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↑熱海に仕事に向かう親父からのメールに添付されていた富士山の写真。日本が世界に誇る、とても美しい山だと思う。


このタイミングでこの写真！


フジロック、出れそうな気がして来た！
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    2010.01.21 Thu 1/21(木)「空想」
    昨日のバリットでのイベント、おもろかったなぁー。


大好きな"THE BEACHES"をはじめ、アイゴンさん率いる"FOE"、大阪の"Bacon"、それに地元の"memento森"、"Schloder"。刺激的なバンドばっかで楽しかった！


"FOE"のベースはマルコシアス・バンプの佐藤氏！もぉ〜音がスゲェのなんの。ため息が出ちゃうほどの強力ベース！ヤヴァイっす。SGベースってのがまたイイ！


とてもおもしろいイベントを自分で組んじゃうと、逆に機嫌が悪くなってしまうのが悪いクセ(笑)。


機嫌が悪くなる、と言えばちょっと違うけど、やっぱめっちゃ悔しいんよね。Schloderっていう神戸の若いバンドも、ミルミルカッコよくなる。


「"The Ventz"の存在意義」


なんて言うと大袈裟やけれど、エンターテインメントとしての音楽である以上、「The Ventzでなければ満足出来ないの〜！」でなければ、僕らもおもろない！


そういう、いい意味でのフラストレーションを全身で感じる、めっちゃ楽しんだイベントでした(笑)。









さてさて。


イベント終わりで"THE BEACHES"との恒例「昭和ホルモン」打ち上げあるかな(笑)、と思ってたんですが、残念ながら今年初めに閉店してしまったこともあり、打ち上がりませんでした…。残念。


なので、昨日浮かんだアイデアをA.K.とメールでやり取りしながら吟味。


コンセプトから練り直しなので、音楽的なことはもちろん、ステージでの見栄え、楽器の役割分担・配置、衣装…。


考えることが山ほどあるぜ…。


それでも、全部バラバラのはずのそれぞれの視点が、ある考えを元にして、ズラッと一直線に並びそうな気がして来たよ！







The Ventzは、とある機材を蘇らせます！


現在は生産完了品のその機材。面白くならんかなぁ。


古い機材が好きなのですが、でもその古い機材を新しく使うことが出来れば…！


「それ」はThe Ventzには良く似合うと思うし、そしたら「どんな服を着るのか？」「どんな音楽をするのか？」が見えて来る気がしたのです。


「気品あるロックンロール」


いやぁ、いいぞ！これは！











ま、まだ想像なんで、何とも言えないのですが(笑)。


でも、そうやって「想像して楽しい！」ってのはロックンロールの基本やん？


空想してウキウキしてました！








まぁ、空想してばっかってのも困りものなので、昨日深夜はこいつの研究。
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A.K.が所有するサンプラーパッド。


実際に音出して、取説と睨めっこ。各インプット・アウトプットを眺めながら、またまた空想。


…。


A.K.もオレも、手は2本ずつ…。


あれ？手が足りない…(笑)？









ま、ま、ま。


そんなこんなです。










今日の深夜は、そのA.K.との2人バージョンでのデモバージョンを録音します。


今朝、通訳のナオミさん経由でスチュアートにも報告。


「今回のイギリスは、A.K.と2人で行きます」


と。そして、ベースなしで演奏することが出来るかどうか、それを今夜試してみるので、それをmp3でスチュアートに送りたい。それをドラマーのJIMに聞いて欲しいんだ、とも。


もしダメだったら、スチュアート、助けて欲しい…かも…？と(笑)。











ナオミさんも、The Ventzのこと、とても応援してくれてる。


そうや！楽しもう！


イギリスに行きたいヤツが行って、思いっきり楽しむんだ！わからん英語を駆使してワイワイやろう！


改めてそう思います。









今日の練習も楽しみっ！


何が起こるかな！
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    2010.01.22 Fri 1/22(金)「＜現実＞を逆にすると＜実現＞となる。つまり現実をひっくり返すようなことをしなきゃ夢なんて叶わないのさ」
    昨日はめっちゃくちゃ有意義な練習でしたわ。マジで。びっくりするくらい。


こんな感じ！
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とにかくA.K.と、「音を出そう！」ちゅうことのみ。それも、イギリスから帰って来てからを想定して上での音を。


だから、いつも籠っている神戸、三宮の地下室に、思い付く限りの機材を「ライブステージ」を意識して並べる。


残念ながらドラマーは不在なので、その位置にはPCを。ステージ上手にはベースアンプとオルガン・シンセを鳴らすギターアンプを。ステージ下手にはギターアンプ"Orange"を。ギターもシンセもベースアンプから鳴らせるように配線し、ステージ中央にはオルガンとシンセサイザー"moog"を。


そして、とりあえずPCからドラムの音源を鳴らしながら、"54"をライブ演奏。









おぉ！先日試しにやった感じより、格段に良くなってない？


これが手応えってヤツなんでしょうな(笑)！








イギリスへ旅立つ目前になって、その焦りや高揚感、すべてを全部ごちゃ混ぜにして、だからこそリアルに研ぎ澄まされた冷静さ。


進行方向がピタッと来る感じがとても、いい。









そしてそいつをProToolsに録音開始。


うんうん。前回の録音より、全然いいじゃない！


シンセをギターアンプ、ベースアンプで鳴らしたドギツイベースフレーズと、ギターを録音。その上にボーカルをオーバーダビング。A.K.の「ジャパニーズガールズパンク風」コーラス(笑)に試行錯誤し、う〜ん、と頭を捻る。


何か足りないのだ…ってことで、サンプラードラムパッドRoland"SPD-S"にオルガンのワンフレーズを3種類録音。そのパッドを叩いて音を鳴らしたものを、再度ProTools上にオーバーダビング。
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「おぉ！」


これ、イケんじゃねーか？


ちょっと興奮。僕らのオルガンは、こいつだけにしか鳴らない音色。それをサンプラーに落とし込めたのは、デカイ。


でも、これ、ライブで出来る(笑)？


絶対的に手が足りないよ！








「じゃあ、足、使う？」


ってことで、僕の足元にサンプラーパッドを配置。そしてそのパッドを足で踏み付ける。


「おぉ！鳴るやん！」


が、比較的高性能なモデル故、その踏み付ける強弱で音の大きさが、変わる(笑)。


そしてだいぶ慣れて来たところで、ライブ演奏開始！









ボロボロ〜(笑)。


音の大きさのバラつきはまだいいとして、「4拍目で踏む！」のが、かなり難しい！


何度も何度も練習、あるのみ！


3種類あったサンプルも、「使いすぎで鬱陶しい」のでカット。










うん！結構ええ感じになったぜ！


あとは、歌に対して盛り上がり過ぎると、踏むこと自体を忘れてしまうので、そこ、要注意(笑)。


ま、ライブでは、歌で盛り上がってんだったらサンプラー鳴らさなくてもフロアは盛り上がってるでしょー！ってことで(笑)！










確信、持てました。


悪くない。


ミーティングも兼ねた休憩を挟んで、「それなら今日、するべきことは？」ってことをすべてやり遂げることに。


"colours"も"moog"からフレーズのサンプルを録り、形を成す。


"FRiDAY""キタルベキセカイ"は、シンセサイザーの優しい音色を吟味し、サンプラーを使うことなく成り立つように。


イギリスで拾うしようと考えている"月"と"knock knock knock"も、ヒットマンスタイルの頃とは全然違うアプローチを。シンセサイザーは奥が深い。


あと1曲、"over"はA.K.の練習が必要だったために録音は出来ませんでしたが。










めちゃくちゃココロ踊る、充実の7時間。


途中、休憩は挟んだものの、それ以外はずっと音を鳴らし、歌を歌い、プレイバックを聞き込み、ああだこうだと試行錯誤。


ほんの7時間前には思ってもみなかった結果を、得る。









そして、新しい曲を書きたく、なる。









週明けにはスチュアートに、肝となる機材を郵送するつもりです。イギリスへは、全く楽器を持ち込めそうにないので。


でも、僕らには練習が必要です。数日前まで想像すらしてなかった窮地に立ってる僕らを救う方法は、新しいアイデアとその実践に他ならぬ。


「サンプラーを踏み付ける！」


なんて、やると思わんかったもんな(笑)。








だから、いくつかの機材は、渡英当日、スーツケースに隠し持たなければならなくなりそう。


これも、一か八かの賭け。


没収されることも考えられるもんな。


没収されたら、アウト。


没収されるだけならまだしも「入国拒否もあり得る」という専らの情報。


「スチュアートの家でホームパーティなんだ！」


で言い逃れられないかな…？











ともかく、難題ばかりが僕らに襲い掛かって来る。


けど、なんか大丈夫な気がする。


そして、途轍もない出会いがイギリスで待ってる気がする。


そんな予感もすべて、昨日の練習があったからこそ。









「イギリス行って初ライブ！」で得るもの。


実はすでに、もう、得始めているのかも知れないなぁ。
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    2010.01.23 Sat 1/23(土)「異国」
    おはよ！


っていうか、まだ起きてんですが(笑)。


「イギリスの時差に合わせないとね！」とか内心考えてるんですが、時差は9時間。今、イギリスはだいたい22時をまわったところ。「さぁ、寝ようか」っていう時間？


が。よくよく考えてみると、そんな一般的な時間に僕が寝るはずもない…。


「ロンドン着いたらとことんライブハウスで遊んでやるんだ！」


ってことは、寝るのはロンドン時間、朝の6時？7時？時差を考えると、日本時間の15時くらいってわけですから、どう考えたって意味ないよねー。


今、気付いた(笑)。










久々にイギリスからメールが届きました。


フリーCDを郵送させてもらった"Vibes Records"のGordonさんから。


以下、僕宛てのメールを引用。


"Hey Wax


How are you,

your cd-r's arrived last week, they look fantastic, you have put a lot of work into these, the tracks also sound fantastic we are really liking them.

We have put these on our counter, free for those who wish to take one, half of them have gone already and we have had some good feedback too.


I hope everything goes well for you once you get to the UK,

If you get up to Manchester for a gig we will come and see you.


Keep in touch.

Cheers

Gordon

Vibes Records"


なんやろ？このタイミングやからかなぁ。


本当に嬉しい。ココロのこもったメール。この空で繋がったどこか遠くの、コトバも皮膚の色も違った、未だ見ぬ「異国」の友人からのメール。しかも僕らが造った音楽を介して繋がった友人からのメール。


涙ってこういう時にこぼれてしまうもんなんだろうな。こぼれなかったけど(笑)。


「先週、CDが届いたよ。とてもステキなルックスだし、とても手間暇掛けたんだろうね？そして音楽もとてもステキで、僕らは大好きなんだよ。


お店のカウンターに置いてるんやけど、持って帰りたい人に無料で持って帰ってもらってる。すでにもう半分、無くなっちゃったし、その反応もいいよ。


イギリスですべてがうまく行くことを祈ってるし、もしマンチェスターにライブをしに来ることがあったら、僕らはキミたちに会いに行くよ!」


だいたい意味は、こんなところかな？


僕らがイギリスに、高い郵送費を掛けてでも送りたかった理由。その結果がこのメールで全部、報われた。


日本の新聞紙を使ってCD-Rをパッケージングし、着物の下絵師である京都の親父のツバキをスプレー。


このパッケージがイギリスという「異国」でウケルことは、ある意味、想定内でした。イギリス人にとってそれは、異国の文字であり、異国の花であり、異国が匂う絵画であり、異国の折り紙という子供の遊びであり…。


しかもエコ！


そうやって目を惹くことが第一目標。


でも本質は、どう転んだってその中身、CDに収録した、我々The Ventzの「音楽」に他ならない。


僕は、そこが嬉しかった。


「異国」のコトバを使って歌われる「異国」のメロディ。かなり西洋音楽に影響を受けていることはあからさまなんやろうけど、それもこれも全部ひっくるめて「sound fantastic」と言わしめたこと。誇りに思います。








Gordonは、まさか僕らが会いに来るとは思ってないやろうな(笑)。


だけど、僕は行く。決めたよ。


この2月、初めて行くイギリス。マンチェスターの北側、Buryという街の"Vibes Records"に僕は向かう。ロンドンから3時間くらい掛かるんやろうなぁ。


短期滞在期間の中の3時間は、とても貴重。それでも僕らはGordonに会いに行きたいと思う。


そしてA.K.と2人、アコギとシンセで僕らの音楽をさせてもらうのだ！


今なら出来る。とてもいいものが出来る！昨日、練習して、とてもいい感触は持ってるのだ(笑)！










昨日、試行錯誤した結果が、出た。こうやって繋がっていくんだ。とにかく前へ、進みたいのです。










アコギ、持って行けないなぁ。スチュアートに借りる？


いや、ロンドンに古道具屋さんがあるらしいので、そこで安いアコギを買おう。あわよくば持って帰れたら自分へのお土産にもなるしね(笑)。












最近、このブログにコメントを残していってもらえることが増えて、僕はとても嬉しい。


キツイ一言も、あるけれど(笑)。


昨日の日記に対するコメントも、そう。


「滑稽」


「必死でもがいてる」


「原因を探っていない」


「素直になればいいのに」


去年の今頃、このバンドを始めた時に示し合わせたこと。


「映画のようなストーリーを。出来るだけ滑稽なストーリーを。」


だから僕らは「イギリスで初ライブをするバンド」を造ることに決めた。


バカバカしいアイデアだったと思う。


けど、一年掛けて僕らは実現するまで漕ぎ着けた。


この日記に毎日書き綴っても、誰も真に受けてくれなかったと思う。


ヒットマンスタイル時代、1日1000のアクセスがあったブログから、このブログに引っ越した途端、1日50程度のアクセス数に減ったもん。


それでも毎日毎日、少しずつ少しずつ前進してるよな！ってことを、自分のために書き綴っていくうちに、アクセス数も徐々に伸び、イギリスでのライブが決まった！って頃から、1日700アクセスを超えるようになった。


最近なんて特に多い。鳴菌がバンドを脱退した日を境に、特に。








それでも僕は、僕の書く文章を変えることなんてしないし、正直に書こうと思う。たとえそれが「必死でもがいて」いようが。


イギリスに行ってすることは決まってるんです。


イギリスで僕らはイギリス人を相手にライブをするんです。


念願の初ライブを。


難題が振りかかる原因なんて考えてる時間も余裕もない。


それならミュージシャンとして、音楽をしたい。


ま、端から見たら「ボロボロに見えるんやろうなぁ」って気付かせてもらえてますが。







ともかく、滑稽に見えていて僕らはホッとしているし、興味を持ってもらえて嬉しい。


せっかく同じ時代に生きてるんじゃないですか。


ネット上で横に繋がることも増えてます。もっと見て欲しいな。


また苦言を呈されるかな(笑)？









さぁ！寝るとするか！


明日はTHE GROOVERSが神戸にやって来る！


カズヒコさんにいろいろ報告だぁ！


唯一、日本人バンドで大好きだと言えるバンド。







おやすみ〜。
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    2010.01.24 Sun 1/24(日)「10日間プレス！」
    届きましたよ！我らのレコードが！
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が。まだ聞けていません…。


でも、A.K.の日記読むだけで興奮しますね！


ん？待てよ。A.K.は聞いているのにオレは聞いていない…。くそー！悔しいっ！早く聞きてぇー！







今回のレコードは7インチで、ジャケットないんですが、ちょっとしたアイデアがあるのでお楽しみに〜。


今日も深夜練習なんですが、練習前にジャケット仕上げてしまおう。


レコードを荷物としてイギリスに持って入るにはリスクがあるので、スチュアート宅に郵送しようと思っています。1週間は掛かるので、明日には発送したいのです。だから今日しかないっ！


レコードをプレスしてくれた東洋化成のみなさん、ありがとう！


「イギリスでライブする時から販売したいので、納期焦ってしまっているんです。郵送のことを考えたら1/23に納品してもらいたいんですが、可能ですか？」


っていう無理難題を東洋化成の小林さんに連絡したのが1/8。


「連休明けの1/12に音源、レーベル面のデータがすべて揃えば何とかします！」


との返答。本当にありがたかったです。


そして約束通り、昨日納品してもらえたのです。


10日間で完成させてもらったことになりますもんね！なんて感謝すればいいのやら…。


こうやって人と人との想いが繋がって、僕らはイギリスへ飛ぶ。ひとりでやってるんじゃない。


よーしっ！


勇気が沸いてくるっす！






The Ventzの初めての4曲入りEP。イギリスでの初ライブ、2/4より販売開始します！値段は5ポンド！


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！
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    2010.01.25 Mon 1/25(月)「特別の特別！」
    ふぅ！今日もよく頑張った！


昨日の日記に書いてたように、深夜練習前、今日中にイギリスに発送するための「ブツ」の準備を大慌てで張り切りました！こんな状態！
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手前に見えるのが「和コースター」。これにCD-Rを付けて1ポンドで販売します。あくまでもCD-Rは売らず、「和コースター」を売るという名目？建て前(笑)。


「CDを売る時代じゃないのか？」を地味〜ぃに提案。


そして奥に見えるのが「手作りレコードジャケット」。こんな感じー！
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どう？いいでしょ？いいよね？


インクジェット用の和紙にお得意の「ツバキスプレー」して「The Ventzハンコ」捺して「ナンバリング」してる。


めちゃくちゃ「ツバキ」推してるよね！推し過ぎ(笑)。


だって気に入ってるんやもん。親父に感謝です。









この「レコード」が先の提案の、僕らなりの結論。


でも、レコードを売る時代ではないと思う。それはわかってる。


そうじゃなくって、「これが僕らのスタンス、いや、アティチュードなんです」と胸を張る。


CDはどんどん貰って欲しいし、モバイルに入れたり、コピーしたり、僕らの音楽が「水」みたいになって欲しいと願ってる。ネット上でも自由に聞いて欲しいのだから。


そしてその対極に、ビートルズが使ったスタジオとして有名なロンドンのアビーロードでのマスタリング済みバージョンの音源を使った「アナログのレコード」を置く。それは「特別」の「特別」。


そのどちらのパッケージにも、「日本人としてのアイデンティティ」に「手間ひま」を掛け算してみる。


うん。これが僕らだ。イコール、僕ら。










僕だけの直感かも知れないけれど、このスタイルはとてもいい。


僕ら以外のバンドがこんなふうにやってたら、嫉妬で苦しくて仕方ないと思う(笑)。










さぁ。イギリス行きは目前だ。


今から寝て起きたら、これらの荷物をスチュアートに郵送です。


「レコード100枚・CD-R300枚・和コースター100枚」


それにギターのストラップやピック、弦、チューナー、ABボックスなどの楽器関係の小物を合わせて、計14kg！


ひとつの段ボールに全部入れて「国際航空便」で送るとなると21450円。そうではなく、2kg未満であれば「小型包装物航空第２」で送れば2730円。×７にすると19110円。2340円お得。


というわけで、7つの荷物に分けて郵送することにしましたー。


スチュアート、ごめんね。








っていうか、「レコード100枚、売る気？」って話ですよね？


モットモデス(笑)。


でもまた僕には秘策がありましてね。ふふふ。


まぁ、とにかく帰国する時はレコード、持って帰って来ません！それが目標です！どうなりますか！乞うご期待！







ロックの産まれた国に僕らのレコードを。


すげぇ。ワクワクする！






さぁ、少しばかし気絶して、また動きまくるぞぉ！
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●


The Ventzの初めての4曲入りEP。イギリスでの初ライブ、2/4より販売開始します！値段は5ポンド！


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！







    2010.01.25 Mon 1/25(月)「歩く歩く。巡る巡る。」
    CDやレコード、そしてライブするのに必要ないくつかの機材を、イギリスに住む友人ミュージシャン、Stuart O'Connorの家に郵送完了しました。合計7つの荷物。スチュアートに予めメールはしているものの、びっくりするやろうなぁ(笑)。


約1週間で到着すると思うので、それを追いかけて僕らは飛び立つことになる。


嗚呼！憧れのイギリスへの旅立ちまで、あと1週間！


スチュアートと彼のお母さんへのお土産を探しに三宮、元町を歩く歩く。スチュアートはマイルス・デイビスのレコードを欲しがっているそうなので、中古レコード屋を巡る巡る。が、求めているものが、ない。9軒のレコード屋を廻っても、ない。


う〜ん。どうするか。


諦めて、違うものを？


いや、そうじゃない！絶対手に入れてスチュアートにプレゼントしたい！


足を使うことでしかお礼出来ないくらい、たくさんの手助けをしてくれているスチュアート。


なんとしても手に入れたい！


あと、京都にあるサントリーの山崎工場に行ってしまうくらい日本のウイスキーが大好きなスチュアート。関西国際空港での出国手続きの後、免税店でも買えるそうなんやけど、どうやら経由するフィンランドのヘルシンキ空港では手荷物として持ち込めないようなので、予め日本で購入して預ける荷物の中に詰め込まなきゃ。









って考えてると、音楽の準備ばっかりしてて自分の身の回りの準備をしていないことに気付く(笑)。


イギリス、寒いんよね？もう服買ってる余裕なんてないので、ザ・重ね着で対応しようかと思ってます！


あと、変圧器やアダプタープラグの再確認。
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PCも持って行くんやけど、あれってアダプター替えるだけで使えるのかな？iPhoneの充電器もそうやけど、「INPUT 100V〜240V」ってことは使えるんやんね？


ポンドに両替もしなくちゃ！


リヴァプールやマンチェスター、リーズやブライトンにも行って、お世話になってるレコードショップにも挨拶したいんやけど、イギリス国内での移動はどうしよう…。電車？飛行機？レンタカー？


ってか何より、オレは英語、喋れるんかいな？


スチュアートの家に泊めてもらうんやけど、彼も彼のお母さんも、日本語、わからんよね…？


洗濯とかさせてもらえるんかな？どうやってコミュニケーション取ればええんやろ…？


…。


ギャー！


今さらだんだん不安になって来た！











とか言いつつ、なるようにしかならんし、それより何より行って音楽すること。コトバの違う歌を歌って、イギリス人がどう反応してくれるのかってところを知りたい！


2本のライブ。何か爪跡を残して、また次に繋げたいし、これからの僕の音楽魂にとって、大事な経験になるのハズだ。









そしてそして、何度も何度も僕らThe Ventzのアナログレコードを繰り返し聞いてます！


今はなき、半分のメンバー(笑)！


それでもいいのです。胸が高鳴る音楽がココにはある！


写真をパチリ。
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で、なんとなく動画まで撮っちゃったので、YOU TUBEにアップしてみましたー(笑)！


レコードが回っているところ、撮っただけですが(笑)！


それでもレコードの音、感じてもらえるんじゃないかなぁー？










さぁ、また準備準備ー！


イギリスのガイドブックを改めてもう一度、読んでみます。


切羽詰った今だからこそ、リアルに感じられることもあるハズだー！
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The Ventzの初めての4曲入りEP。イギリスでの初ライブ、2/4より販売開始します！値段は5ポンド！
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    2010.01.26 Tue 1/26(火)「平和な朝が…」
    今朝、目覚めると親父からのメールが入ってた。


「おはよう。他でもないけど、起きて目が覚めたら携帯に電話を。」








びっくりして飛び起きた。


なにか悪いことが起こったのか！


「報せがないのは良い報せ」


不意にこのコトバが頭をよぎる。








…。


緊張して電話を掛ける。










繋がる。


「いやぁ、他でもないねんけど、ワシが作った扇子とかコースターとか、イギリスにお土産として持っていくか？」










良かったぁ〜！


びっくりするやんか！


そりゃあ「他でもないけど」という文字はメールに入ってるけど…。


そして電話のすぐ側で母親が「気ぃ付けて行ってきぃ〜や〜！」って叫んでる声も聞こえる。


う〜ん、平和だ(笑)。







「母親に何かあったんか！」とヤキモキして電話を掛けたんやけど、ほんまに何もなくて良かった。


そして親父は続ける。


「ワシの白いダウン貸したろか？あったかいねんでー」








あぁ…。は、はい…。じゃ、借ります。僕も黒いダウン持ってんねんけど…。








平和な朝。








というわけで、明日、京友禅の下絵師である親父の手作りの扇子とコースター、それに白くてあったかいダウンが郵パックで届きます(笑)。


そっか。昨日の日記、読んだんやね。


お土産のこととか、重ね着のこととか。


ありがとう。


やっぱ、いつまで経っても、子は子、親は親。









その後、ボンヤリしてしまった僕の姿が想像出来るだろうか？
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    2010.01.27 Wed 1/27(水)「呆気らかん」
    練習練習！


少しでも不安材料の残らないように練習！


どうせ英語喋れへんだけでも不安なんやから(笑)！






昨日、チラッとヒットマンスタイル時代のドラマー、ゆっこさんに会った。


「いやぁ〜めっちゃええやん！イギリス！楽しんで来てなぁー！鳴菌？しゃーないしゃーない！」


こちらが呆気らかんとするほどの明るさ(笑)。


そや。そうやん。それでええんやん。


改めて今日、眠りから覚めてそう思った。









うわっ！来週の今頃はロンドンにいる！


イギリス人ドラマーJIMとセッションでもしてるのかな！


よ〜し！今日も練習して、そしたらあとは腹を括るのみっ！









今朝は新曲のネタをいろいろと。


この編成ありきの新曲。良さげだけどなぁ。今日、練習で出来ないかな？
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    2010.01.28 Thu 1/28(木)「やっと。」
    やっと。


やっといい練習が出来ました。イギリスでの初ライブに向けての練習。鳴菌が抜けて、いろいろ考えて試して演奏して。深夜練習の回数増やして疲れ果て、頭の中は不安でグルグル回って、それでも遣り遂げたい、突き抜けたい、辿り着きたい場所があって。


イメージは想像出来ていて、それでもうまくいかない拙さにイライラし、不甲斐ない自分たちを責める。


「こんなはずじゃなかったのに」


無言の声が雰囲気を支配する練習も多々あった。


けど、ようやく。


ようやく昨日の練習で、何かが見えて来た気がしました。


絶対にイギリスから何も持ち帰らない、持ち帰れないなんてあり得ない。そう考えた時、必要なものは何？


「目」


それだけだと思いました。


コトバも通じない。じゃあ何を伝えに僕らはイギリスへ？


うん。












そして練習が明けた明け方。スチュアートからのメールを発見。


いろんなこと、クリアになった。


イギリス・ヒースロー空港に到着した僕らが、どこへ向かえばいいのか。入国審査の際、必要であろうスチュアート宅の電話番号。ドラマーJimとのセッションリハーサルの段取り。the FOX、club85への入り時間、出演時間。イギリス各地への移動手段に対するスチュアートの見解。などなど…。


本当に、スチュアートの親切さにジ〜ンとしたし、もっともっと英語を読み込んで完璧なコミュニケートが出来たらいいのに…と思いながらも、すぐに返信。


スチュアートと僕らを繋いでくれているナオミさんにも感謝です。ナオミさんがいなければ、うまくコミュニケーションすることが難しいもん(笑)。


やっぱり英語、ちゃんと喋れるようになりたい！


今からでも遅くない、よね？








そして目覚めてまたメールをチェックしてみると、今度は恐らく僕らのフリーCDを手に入れてくれたイギリス人からのメール。


ザッと読んでみるものの、なんとなく「オレたちはもう友達だよな！」というとても嬉しいメールなような気がするんやけど、たぶんジョークが混じってたりで、とても難解(笑)。


これが英語という「生きたコトバ」なんだろうな、と思う。


やっぱり喋りたいぜぇ！


ちゃんと理解して、ちゃんと返信しよう。









京都の親父、お袋から荷物が届いた。


例の手製の扇子やコースター、白いダウンジャケット。そしてその中に…。

[image: ]


母親からのチョコレート。


「わたるへ　チョッと早いけど2/14バレンタインチョコです。イギリス行き、ワクワクドキドキですね。無事の帰国を祈っています。」


また、電話しよう。
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    2010.01.28 Thu 1/28(木)「facebook」
    うぎゃ！来週の今頃はイギリスでの初ライブ、終わってるんちゃうん！


ひぃ！ドキドキするぜ！


つい今しがた、その来週木曜日のライブのフライヤーデータが届きました。


これ！
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それにさ、イギリスではポピュラーなSNSサイト"facebook"を始めたばかりなんですが、スチュアートがこんなふうに僕らを紹介してくれてた！


●


When I was touring Japan in December I had the pleasure to meeting a bloke called Wax.


He was starting a new band and (Being a Beatles Nut) he wanted to take this band out to England for their first Show.


So it gives me great pleasure to say that 'The Ventz' will be coming out from Kobe next week to play twice in England.


Thursday 4th in Lewisham and Friday 5th in Hitchin.


●


よ〜し！
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    2010.01.29 Fri 1/29(金)「両替」
    [image: ]


円をポンドに両替して来ましたー。


1ポンド＝155.76円。


う〜ん！ちょっと高いな！


ま、しゃーないよね。
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やっぱり自分で両替してみると実感、沸きます。使えるのか、わかんないほど、オモチャみたいな紙幣に感じるんやけど(笑)。








最近、夢をよく見ます。


一昨日は、イギリスで泊めてもらうスチュアートの家の間取りが、京都の実家と同じだった夢。昨日は、今急ぎで仕立ててもらっているシャツの色を間違えられてた夢。


毎日イギリスでの初ライブのこと、考えてる。毎日毎日考えて、ようやく実現するライブ。夢はこうやって叶うのかな？








そして今日、元THE MOVICの福崎とヨシヒロが、わざわざ渡英前の僕に会うために、神戸にやって来てくれた！


スターバック行って「餞別です！」とコーヒーをご馳走になる(笑)。


嬉しいね。ありがと。
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    2010.01.30 Sat 1/30(土)「アンプ」
    おぉ！来週の今頃、僕はリヴァプールに向かっているかも知れないっ！


LondonとHitchinでのライブを終え、リヴァプールへ…。ビートルズの産まれた街、聖地リヴァプール。


嗚呼。僕は何を感じるだろう。








イギリスでの初ライブを行なうライブハウスのプロモーターから、メールが来ている。かなりの長文だ。まぁ、ライブハウスの取り決めだったり、必要事項だったりするので、だいたいの内容はわかるのですが、やはり長文。真剣に頭を英語にしないと、読めない…。何度も何度も繰り返し読み返し、辻褄を合わせながら読み進めていくものの、誤解があったりしたら嫌やなぁ、と。


「警察のIDチェックがあり得るかも知れないから、パスポートは必ず持って来て」ということだったり、当日のサウンドチェックや本番の段取り、ギャラについて、機材リストを知らせてくれ、ということだったり。


が！


もしかしたらギターアンプ、ベースアンプはないのだろうか？


スチュアートがそのプロモーターと対バンに宛てて、「日本から来るバンドのために、アンプを借りてもいいだろうか？」というメールをしてくれていた。


「なかったらどうしよう…。」


と思いつつ、まずはスチュアートに先ほど相談メール。今回の我らのセットを伝える。う〜ん、うまくいけばええんやけど…。










ついさっき、大阪アメ村のD-noticeより電話がありました！


仕立ててもらっていたイギリスライブ特別仕様のシャツが、完成したとのこと！


本当にギリギリのタイミングでのお願いやったんやけど、ありがとうございます！


A.K.に取りに行ってもらおう！









さぁ、着々と近付いて来ています！


よしっ！
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    2010.01.31 Sun 1/31(日)「一回休み」
    あぁ、しんど(笑)。


毎日毎日、何時間起きてるのだ、オレは。


もうすぐイギリスに飛び立つのだから、ちょっとくらいは体調を整えておきたい。けど、立ち止まったら、どっと疲れがやって来る気がする…。このまんまがええんかな？


ふと現れたヒットマンスタイル時代のスタッフ、スナコが餞別をくれた。
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ウエストポーチとマスク。う〜む。なんとも親戚のコちっくな選択は、何年経っても変わらない…(笑)。


実用的です。


ありがと。イギリスで待ってるぜ(笑)。








さぁ。いよいよですやん。


何か、いろいろ全部、一回忘れてしまいたい。忘れてしまおう。


頭の中がギュッと凝り固まっている気がするのです。リラックス、リラックス。準備しなくちゃならないことは、それはそれは山ほどあって。


でも。今のこのココロのまんまじゃ、ダメだ。


一回大きく息を吸って、思いっ切り吐いてみよっかな。ゼロになりたい…。








あ。決して弱気なわけじゃない(笑)。


何かいろいろ、今までの人生、すべて賭けてる気がするので、全部ちゃんと思い出しておこうと思うのです。あんなこと。こんなこと。


こんなチャンス、滅多にないと思うので、気負わず焦らず、それでも自分らしく飛ぼうと思ってます。







ほな。また明日。







    2010.01.31 Sun 1/31(日)「イギリス演奏旅行と友の日記」
    今日はいろいろ身の回り品の準備をしてましたー。イギリスへの演奏旅行ですもんね。たった一週間やけど、いろいろ要りますやん？歯ブラシとかリンスとか薬とか…。おぉ。かなり現実的な僕を見せちゃってるな(笑)。歯ブラシは「チェック」でないとイヤなのです！新調しました(嬉)！


スーツケースにとりあえず詰め込んでみたのですが、


「あれ？これだけ？」


的な荷物量。


服だってそんなに要らんやろ？歯ブラシとかヒゲソリとか入れたってそんなにかさ張るものでもないし…。ぜひ使い慣れたドライヤーは持って行きたかったんですが、変圧器には「ドライヤーは使用不可能です」って書いてあったので持って行かないし。


って思ってたら、


「そうや！スチュアート家へのおみやげがあるんだった！」


と思い出す。


出発前日ですが、明日、とりあえず詰め込んだスーツケースを持って三宮にゆこう。そしてアレやコレやを詰め込むのだぁー！







ちょっと内緒話。


そう。僕ら、実は、賭けに出るのです。


うん。僕らには、どうしても持って行かなければならない「機材」があるのです…。










ベーシストが抜けて、僕らはいろいろ考えて試して実行してみた。


結果、2つの荷物が増えた。


絶対、内緒ですよ？


それは、「シンセサイザー」と「サンプラー」。どちらも小型なんですが、今のThe Ventzにこれらは無くてはならないものなのです。


で。


イギリスには一切の楽器は持ち込めない。


「ライブをするんです」


などと、間違っても入国審査の時に言ってしまおうものなら、そこに待っているのは…。


「入国拒否」


…。


あくまでも僕らは「サイトシーイング」＝「観光」目的でイギリスに入国しなければならないのです。


他のヨーロッパの国々とは違い、イギリスはどうもそのあたり、厳しい。


自分たちの姿が載っているライブフライヤーやCDなんかを持っているだけで入国拒否された実例を、しばしば耳にするくらいなのです。







それなら「シンセサイザーもサンプラーも、予め郵送すればよかったやん？」ってことですよね？


そう。我々は1/25(月)で、100枚のアナログレコード、300枚のCD、その他を送っているのですから。


が。これが急にベーシストが抜けてしまったのが痛いところで、ベーシスト抜きバージョンを練習するのに、どぉーしても！シンセサイザーとサンプラーを郵送してしまうわけにはいかなかったのです…。


「先に送って練習出来ない」か「リスクを背負ってでも少しでも練習を重ね、理想に近づけるか」の選択。


そして僕らは、後者を選んだ、というわけなのです。








が、ここで秘策。


ヒント！A.K.の日記を読んでみてください。


「ははぁ〜ん」


って気付くかな？










ほんまこれ、誰にも言わんといてくださいね！


くれぐれも内密に！








なら、ネットで言うなよ、って話ですか…。


う〜ん、でも。ここまで来たら、この僕のブログを読んでくれているみんなとは、出来るだけのこと、共有したいな、と思いまして。


「入国拒否」の宣言されたら、大暴れしてやろうと決めてます。


そしたらみなさん、ぜひTwitterでツイートしてください！そしてRTして、ぜひポール・マッカートニーの耳に入れてくださいっ！


「ポール。あなたと同じように入国拒否されたミュージシャンがいるのですよ」


と。


いや。ちょっと違うよな。ポールと違って僕らは楽器持って入るだけやん！なんでイギリス政府はそんな音楽の交流を認めないのだ？


今こそ。


「Imagine」


だろ？


あなた方の国のロックの先駆者たちが、どう思っているのか、僕は知りたいっ！








おっと。熱くなってしまった…。







そうじゃなくて。


僕は出来れば、すんなりイギリスに入りたい。


どうか、お願いします。





●


本日の昼間。僕は少し、感動した。


僕は僕らのことで精一杯で、こうやってブログにすべてを書き付ける、時には書き殴ることが、正解なのかどうなのか、わからずにいた。


今日の昼間、"NolenNiu-de-Ossi"というバンドのキタくんが、とあるサイトに僕のこと、The Ventzのことを書いてくれているのを発見したのです。


そしてそれは、余りにも素晴らしいコトバ、文章。同世代の素晴らしいバンドマンであるキタくんの視線。リンクを貼ればいい、のかも知れないけれど、どうしても読んで欲しいので、何のコトワリも入れず、勝手に転載してみる(笑)。


●


世の中には “○○バカ” と呼ばれる存在がいる。 

バカといってもそこには敬意が含まれていて、一目おかれる存在ゆえに付けられる愛称だ。 

興味のない人にとってはどうでも良いことに執着して、語りだしたりいじりだしたりしたらもう誰にも止められない。 


ギターバカ、野球バカ、カメラバカ… 

対象によっては若干ひいてしまうものもあるが、だいたいのものはそれに対する強い情熱を感じれば認めざるを得ない。 

いやむしろ、元々興味がなかったものでも興味を持ってしまったりもする。 

“ただのバカ” は御免こうむりたいが、こういうバカは大好きだ。 

そして俺も永遠にそういうバカではありたいと思う。 



そんな “バカ” を感じる友人や仲間はもちろん周りに幾人もいるのだが、 

元HITMAN STYLEのWAX君という男も紛れもなく “バカ” である。 



おお、この一行だけ目に入ると相当悪意ある文に見える（笑）。 




機材などについても相当なこだわりと我儘があるだろうし、何に対してのバカかというと限定するに困難を極めるのだが… 

とにかくその情熱は敬服に値する。 


彼の新しいバンド、The Ventzは結成から約一年。 

「初ライヴはイギリスで」というスタートラインから難関を設けているところが彼らしい。 

それに向けての彼らの試行錯誤、紆余曲折は事細かにブログで書かれている。 

http://waxblog.theventz.net/ 

時折、内容が赤裸々すぎて 「大丈夫か…？」 と勝手に心配になってしまうときもあるが、それが彼の表現したい生き様なら俺がとやかく言う問題ではない。 

ときどき 「どうしてるかな？」 と思い覗いていた程度だったのだが、ここ数週間はもはや目が離せなくなっている（笑）。 


音源作ってドラマーが脱退、イギリスでの1stライヴが決定してベース脱退… 



それでも前向きに進んでいこうとする姿は、理解できない人にとっては愚行に見えるかもしれない。 

しかし目標の規模は少々違うかもしれないが、その痛みに覚えがある人間にとっては応援せざるを得ない状況だ。 

海外進出を目論み続けている同士として、先を越されたのは少々癪だが（笑） 


イギリス在住のみなさん、俺の代わりに彼らのイギリスツアーが愚行か英断か是非その目で確かめて見てほしい。 



■2010年2月4日(木) 

the FOX 

[316 Lewisham High Street, London and South East] 


■2010年2月5日(金) 

club85 

[74 Whinbush Road Hitchin Hertfordshire England] 




ただひとつ言えることは、彼らは大きな夢を見ていて、それを俺らにも垣間見せてくれている。 

そして、それを現実に変えようとしている。 

正直、結果はどうでもいいかもしれない。 

しかし、必ず何か結果を残して帰ってこなければならない。 




なぜなら、 


俺たちはどんな辛さや悩みや苦しみを経ても、 


最後にはハッピーエンドを見せなければいけないのだから。 


たぶん、だから俺たちは音楽を続けているんだと思う。 




それに今、気付いた。


●


嬉しい。ありがとう。ありがとう。


これ以上のコトバが、見つからない…。










よっしゃー！！！


なんか、気合い、一段と増して来たぞ！


ヤヴァイ！ヤヴァイ！！ヤヴァイ！！！










行くで〜！


2010年の2月さんよ！


よろしく頼むでぇ！



"1st UK tour 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのライブツアー！それはつまりイギリスツアー！
■2010年2月4日(木) the FOX  [316 Lewisham High Street, London and South East]

"2bob presents-Live-"

20:00~ cost:FREE

[image: ]


■2010年2月5日(金) club85  [74 Whinbush Road Hitchin Hertfordshire England]

"LIVE CIRCUIT presents THE OTTERS + REDMAXX + CALEDONIANS + TBC"

19:45~ cost:£4.00
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●


The Ventzの初めての4曲入りEP。イギリスでの初ライブ、2/4より販売開始します！値段は5ポンド！


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.01 Mon 2/1(月)「イギリス出発、前夜」
    よし！出発前日、準備万端。なんか急に楽しくなって来たっ(笑)！


今朝も早くから最終練習。最終調整なので軽く音合わせ。もしかして巡るレコードショップで演奏出来る機会があるかも知れないので、今日はアコースティックギターとシンセサイザーで。


思えば1年。


「イギリスで初ライブを！」


を掲げてバンドを組んだんだった。その頃、A.K.は超初心者。ただ「アナログのシンセサイザーに興味がある」だけの(笑)。自分に対しても「本当にイギリスで初ライブをするところ」まで持って行けたことをヤルなぁ！と思うのですが、A.K.も超初心者からここまで、よくやって来れたと思う。


The Ventzは、もっともっとこの先のことを見据えているので、「イギリスで初ライブ」もただの通過点だと思うのですが、今朝の練習を終え、やれる自信を持ったのは確かです。


今に至るまで、紆余曲折があり、それでもイギリスへ飛び、何かを掴もうとする意志のある同志。


ロックに何が出来るのか。


知ってみたいと思います。









さぁ！ってわけで荷物の梱包〜！


これがなかなか楽しい！初めてのスーツケース！せっせせっせと荷物を詰める！


預ける荷物は20kgが限界なのですが、詰めに詰めてA.K.がわざわざ持って来た体重計に乗せると…。








24kg〜！


ダメだぁ〜(笑)！


そこで、スーツケースに入れる荷物を減らし、機内持ち込み用のリュックへ〜。(リュック、持っていないので、A.K.に借りる…。)


が、リュック、小さいっ(笑)！


PC入れて衣服を数枚入れたら、もうパンパン！


っていうか、このリュックを背負うと小さく感じさせてしまうオレがイヤ(笑)！小学生時代の小さなランドセルを思い出す！











そこで、急遽、旅行カバン屋さんへゆく。


接客上手な店員さん。僕のところへ付きっ切りにならず、一旦僕を泳がして考えさせる時間を作るなんて、並の店員さんじゃなかったっす(笑)！


そして念願の(笑)！ゴロゴロと転がせて、リュックにもなる！という機内持ち込み可能な小型スーツケースを購入！しかも消費税、負けてもらった〜(笑)！









その後、あれやこれやと試行錯誤しながら詰め込んだ、これが僕の荷物！

[image: ]


いやぁ。楽しい(笑)。


スーツケースの蓋を閉める時、ちょっと体重掛けるあたり。なんか、大人になった気分(笑)！


ほら。映画によくそんな場面、ありそうじゃない？わかる(笑)？

[image: ]










そして！


A.K.にアメ村のD-noticeに受け取りに行ってもらったオーダーシャツ！これまた、ええ感じなんです！


あえて写真は載せませ〜ん(笑)！








キーッ！


よしよし。うまくいってるぞ。


今から、スチュアートやライブハウスのプロモーター、イギリス各地のレコードショップのみんな、それにアビーロードスタジオのルーシーやクリスチャンにメールをするのだ！


「I will leave for the UK tomorrow.I am really looking forward to seeing you there!!!」







僕らは本当に楽しみにしている。イギリスの仲間たちと共有出来る時間を持てること。そのこと自体に感謝している。


同じ時代に奇跡的に出会える、コトバの違う友人たち。


僕らの音楽を届けたい。


この手で！そして、この声で！








感謝したい仲間はたくさんいるよ。そのことに気付いたことは、すでに僕らの成果。


その中でも、スチュアート。本当にサンキュー。


明日、僕がイギリスへゆくよ。


ロンドンで、会おう！



"1st UK tour 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのライブツアー！それはつまりイギリスツアー！
■2010年2月4日(木) the FOX  [316 Lewisham High Street, London and South East]

"2bob presents-Live-"

20:00~ cost:FREE
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■2010年2月5日(金) club85  [74 Whinbush Road Hitchin Hertfordshire England]

"LIVE CIRCUIT presents THE OTTERS + REDMAXX + CALEDONIANS + TBC"

19:45~ cost:£4.00
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●


The Ventzの初めての4曲入りEP。イギリスでの初ライブ、2/4より販売開始します！値段は5ポンド！


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.02 Tue 2/2(火)「UKデイズ」
    ィエィ！ 


みんな！調子はどうだい！？ 


とにかく、今日。音楽の準備も、旅の準備も完了させました〜。 


ってわけで、なんか、とにかく、めっちゃテンション上がってる！寝れねぇ！ 


だってさ。イギリスやで？イ・ギ・リ・ス！ 


ジョンもポールもジョージもリンゴもミックもキースもエリックもピートもポールもスティーヴも…。み〜んなイギリスで生まれてロンドンを闊歩しながらロックしてたんやもん！ 


そんな国へ、しかもライブをしに行けるなんて！ 


それは僕の夢。 


それはThe Ventzの夢。 


もっともっとその先まで見てるけど、今はいいじゃないか！ 


明日の飛行機がまず楽しみですっ！ 


だって、人生、初フライト。 


遅すぎたってええやんか！絶対意味ある初フライトやって！この年齢まで飛行機に乗らなかったこと自体に意味がすでにあるっ！ 


とにかくヒースロー空港着いたら地下鉄乗って、ロンドン郊外のスチュアートの家へ向かうのだぁ！ 


「駅に着いたら電話して」 


ってスチュアートは言ってたけど、ん？英語で電話するの？？？ 


今、気付いた〜(笑)！ 


それから翌日は朝からアビーロードスタジオー！絶対横断歩道で写真、撮るっ！ 


それからロンドン市内を闊歩闊歩〜！100clubとか、絶対！あぁ！オレに似合うシルクハット、売ってないかなぁ？マーチンのブーツも欲しいぞ！ 


んでから、The VentzのフリーCDを置いてもらってるRough Trade WestのNigelに会ったり、Dream Machine RecordsのJohnに会いに行ったりしたい！このCDで歌ってるの、僕です、と。 


これでもかっ！ってくらいロンドンを満喫した後は、夜、スチュアートの家に戻って、今度はイギリス人ドラマージムとのスタジオ練習です！ 


そう。初セッションの翌日にライブ！ 


まさか、こんな展開になるとは…。 


いやぁ、ワクワクするぜ！イギリス人ドラマー、ええフィーリング持ってたら日本に連れて帰って来ようか…(笑)。 


この練習が翌日の深夜1時まで。 


さぁ、そして目覚めたらイギリス、初ライブ！ 


ロンドンのthe FOXっていうライブハウスなんやけど、入り時間は遅めなので、またしてもロンドン、闊歩闊歩〜！今度はテムズ河の南なので、また違った雰囲気なのかな？ 


ライブといえば、対バンも楽しみ〜！刺激、いっぱい受けるのだぁ！ 


その次の日は今度はロンドンの北、ヒッチンという街へ。 


このヒッチンってところがさ、どうにもヤヴァそうなのだ！最近イギリスではポピュラーなSNS、facebookを始めたのだけれど(もちろん完全、英語！)、めっちゃくちゃThe Ventzのこと、紹介されててさ、お客さんもめちゃくちゃ楽しみにしてくれてるのが生々しいのです(笑)。簡単なコトバで言うと、「期待されてる」！ 


嬉しいやん！益々燃えるぜ！ 


そしてその翌日。いよいよ聖地、リヴァプールへ向かうのだぁ！ 


その前に、フリーCDを快く置いてもらったLeedsのCrash Recordsとマンチェスター北部BuryのVibes Recordsに挨拶にゆくのだ！絶対！ 


だって、全然知らない者同士なのに、僕らの心意気を粋に感じてくれてるんやで？こりゃ、握手したいやん？アコースティックギター持ってって、出来れば歌いたいなぁ！ 


そしていよいよリヴァプール入り。 


泣くかな？泣くよな？泣くだろうな！ 


10歳の頃から夢にまで見たロックスターの産まれた街。ずっとビートルズみたいになりたかった。だからそれまで飛行機乗らないって決めた。けど、どうにもうまくいかなくって…。 


いろんなところに頭、ぶつけて、いよいよ開き直ってみたら「初ライブ、イギリスでしよ！」なんてこと、思い付いちゃって。だってさ。これなら飛行機に乗る、理由になるんやないかな？って思ったんやもん。 


観光じゃなくって、ライブのためにイギリスへゆく。そのための飛行機。 


10歳の僕に聞いてみる。 


「ええやんね？夢を叶えても、ええやんね？」 


数時間しかいられないだろうけど、僕はそのまま、ロンドンに戻る！ 


土曜のロンドンを、土曜のミュージックシーンを満喫したい！ 


途中、スチュアートがライブらしいので、そこへ行ってオレも歌うのだ！スチュアートに「ちょっと歌ってみないか？」って誘われてるからね。オレも土曜のロンドンで歌うぞ〜！ 


そして日曜は、またしても朝からロンドンの北、電車で約1時間半のLeamington Spaという街のHeadというレコードショップへ！挨拶済んだら今度はロンドンへトンボ帰り。そのままロンドンから南、電車で約1時間のBrightonという街のRounder Recordsへ！ 


実はスチュアートにも聞いてみた。 


「リーズ、マンチェスター、リヴァプール、レミントンスパ、ブライトンって街を巡るには、どんな移動手段がいいかな？」 


って。 


そしたら返って来た答は 


「そりゃ疲れるぜ！無理じゃない？」 


だってさ。 


でも、そういうわけにはいかんのです！ 


神戸を中心にした日本に置き換えると、 


「新潟行って、東京、そんで福島。そっから神戸戻って、今度は名古屋。また神戸戻って広島に行く」 


って感じ？ 


うん、「やめとけ」って言うね(笑)。 


それでも行きたい！ 


見ず知らずの異国のバンドからのメールを真に受けて、CDをちゃんと受け取って大事なお客さんにオススメしてくれてるんやもん。大事にしたい。 


そして翌朝、イギリスを経つ。日本へ。 






ふぅ。あっという間でしょ(笑)？ 






濃そうやな〜！ 


寝てる時間なんて、ないよねー(笑)。 






ザッとこんな感じのUK デイズ。 


チャンスがあったらブログにアップしていきますので、日本のみなさま、ぜひぜひ楽しんでみてください！ 






眠くならねぇー(笑)！







    2010.02.02 Tue 2/2(火)「現在地は！」
    今ヘルシンキ！もうすぐ二回目のフライト！ロンドン！







    2010.02.03 Wed 2/3(水)「Twitter的ブログ」
    どーもー！


ロンドン。到着してます！


飛行機内からロンドン到着まで、Twitter形式でちまちまレポートしてたので、アップ出来なかった分、まとめてブログにアップ！


●


11:50

動き出した！まさか後ろ向きに動き出すとは！


11:52

羽の先、揺れてるぞ！薄いのか！？
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11:53

ゆっくりゆっくり地を這うように歩く。そんな感じ。もしかして、このま 

ま飛ばずにヘルシンキへ？


11:58

キター！加速ー！


12:00

あれ？まだ機体は走ってるだけ？


12:01

うわー！飛んだー！もう完全に未知のセカイ！
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12:15

美味しそうな風景！
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12:30

食事が配られた。チキンorビーフ？ビーフ！そして、ワイン！
[image: ]


12:50

全員が同じ食事を摂ったからか、なんか機内が和気あいあいとしてる気 

が。笑


12:53

「みんなで椅子とりゲームしないか！？」と叫びたい。


12:56

未体験速度に未体験高度。これならエベレストにもぶつからない！
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13:03

ごちそうさま！なんて快適なんやろう！狭いと思ってた座席も意外としっ 

くり来るし、食事の後はコーヒー？もっと過酷な想像してた！


13:05

ミルク、デカッ！
[image: ]


13:16

が、やはりトイレには行きにくい…。
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14:42

この雲の下で、あれやこれやと悩んで暮らしてるんやなぁ。雲の上。完全 

に人任せ。ただ今、日本海を越え、ロシア上空。


14:50

高度10668m。どっから宇宙だ？ずっと明るい窓の外。


14:55

外は-55度だそうな。もう3時間経ったんやな。あと7 

時間でヘルシンキ着。-6度。天候は雪だそうだ。


15:00

いとも簡単に未体験ゾーンに突入してる。高さも速さも遠さも。だけど、 

本当はそんな安っぽいことではないハズ。いろんなチカラが集まって、 

今、飛んでいるんやと思う。神様。勘弁してください。


15:05

前方カメラのリアルタイム映像。パイロットは今、我々が何処にいるの 

か、どうやって把握してるんやろ？同じ風景、同じ景色の中に、自分を見 

つけることは難しい。
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15:09

外は冷たい空気の色合い。-57度。北に向かっているからやろう 

か？ネリュングリ上空。


15:12

凛として静かに翼伸ばしてる。カッコいい。惚れそうだ。こんなバンドで 

いたい。
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15:37

揺れる揺れる！目を閉じると、機体が降りたり上がったり、小刻みに横に 

揺れたりするのがわかる。誰も動じてない…。だから僕も、機体の気持ち 

と同化してみる。


17:02

ドラマージムに渡すスコアを書いてた。もうこんな時間！
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17:05

いつのまにか、外気は-68度！窓には氷の結晶が！
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18:49

おっと！ロンドンの地図を復習してたら、もうこんな時間！楽器屋さんが 

集まったデンマークstに行きたい！


18:52

あと3時間くらいでヘルシンキに到着するみたい！


18:58

地球は丸いのか！かなり北極に近いとこ飛んでんですね。ロンドンの文 

字、発見！


19:12

あぁー！もう何時なのか、わからぬ。外はずっと明るい！太陽は沈まな 

い？白夜とはこういうことなのかな！頭で知ることと、体験すること。格 

段の差があることは、頭ではわかってた。


19:43

太陽を追い掛けてんですね！


20:09

すごいなぁー。ほぼ魔法やん。


20:20

機内、2食目。外国の味に近付いた？
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20:24

懐かしい！トムとジェリー！
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20:41

宇宙食みたい…。


21:30

フィンランド上空です！国が見える！


21:34

高度38000mって言うた！それ、宇宙？


21:35

エコノミーなヤツはエコノミーが苦にならないのか。全然快適で、エコノ 

ミー症候群になんて、ならなさそー。


21:39

前方カメラのリアルタイム映像！太陽に向かってる！メロス！キタルベキ 

セカイ！
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21:57

もうすぐ着陸。初めての着陸！
[image: ]


23:09

ヘルシンキ空港での乗り換え！めっちゃ焦った！間に合わないかと…。無 

事イギリス行きの飛行機に乗れました！
[image: ]


23:20

急いで乗り換えたのに、まだ飛ばない…。


23:51

やはり窓際。飛んだ！FLY to LONDON!!!
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23:57

セカイってキレイ。
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0:33

LANDING CARD記入ー！
[image: ]


0:36

え？またごはん？
[image: ]


1:10

全然眠れない…。神経が冴えてる。とにかく外の景色がキレイ。地上から 

見上げた雲の上は、毎日こんな天国のような景色なんやろか。


1:52

ちょっとウトウトしたかな。予定より少し遅れて、あと40分ほどで 

ロンドンヒースロー空港に到着だそうな！


1:58

徐々に降下し始めたぞ！ロンドンまであと177km！


2:20

雲の隙間からロンドンのヒカリが！
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2:23

ヤヴァイ！クリスマスツリーみたい！


2:40

荷物の初受け取り！回転寿司！
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3:18

初地下鉄！
[image: ]


4:21

スチュアートの家近くの駅に到着！スチュアートに電話かけたし！待ってマース！
[image: ]






    2010.02.03 Wed 2/3(水)「ホームステイ」イギリス時間2/3 5:57
    ロンドンは現在、2/3、早朝5時半でございます。ニホンのみなさん、いかがお過ごしか？


ヤッタぜー！とうとうロンドンに来ちゃった！


飛行機に乗り、ヒースロー空港、そして地下鉄でスチュアートの家の近くの駅に着いたまでは、前回の日記にアップ。


そこで、初公衆電話！いくら入れたらいいかがわからぬ！笑


A.K.がたまたま持ってた20ペンスと50ペンス硬貨を投入し、電話をかける。


…。


「もしもし？」


うわぉ！スチュアート！やってくれるじゃないか！「もしもし？」って！笑


いやぁ。ここだけの話、電話かけて「もしもし？」だなんて言ってくれるイギリス人の友人が、このロンドンにいる！ってだけで、胸の中にあったかいものが込み上げて来て、本当は泣きそうになったよ…。


飛行機、ほんまはめちゃくちゃ疲れたん。それはA.K.も同じで、地下鉄のこととかわからんし、なんかギスギスしたりして、でも、バンドのボスとしては、これじゃあいけない、と思いつつ、全く寝れてないから自分のことだけでヘロヘロで…。


でもこのスチュアートの電話で、気分が変わった！


そんな場合やない。疲れてる場合やない。最高のイギリスツアーにするために、最高のテンションで毎日を過ごしたい！


そして車で迎えに来てくれたスチュアートと久々の再会！ガッチリ握手！


嬉しい！このロンドンの街に友人だ！笑


そして到着したスチュアートの家は…。







デカい！キレイ！


お母さんのジーンさん！似てるー！笑


一通りの挨拶を済ませ、A.K.にも僕にも、一部屋ずつ与えてもらい！、お茶しよう！ということで、紅茶をいただく。まさに、イングリッシュティー！


僕らからのおみやげと、バリットサウンドクルーからのおみやげを渡し、しばし歓談。


あぁー英語、もっと喋りたい！


お母さんもめちゃくちゃ優しい。なんかホッとする優しさ。ちょっとジョーク効かせてニヤリと微笑み、僕らの緊張をほぐしてくれようとしてるのがわかる。それなのに、英語が出て来ない自分がもどかしい…。僕らの感謝の気持ちはわかってもらえたかな？


スチュもお母さんも、自分の家のように使って？と大歓迎してくれた！


それからスチュアートは今日もギグのようで、疲れてなければ一緒に来るかい？と誘ってくれたんやけど、本当に24時間以上起きてたもんで、リトルタイアード、と答え休ませてもらうことに。スチュアートとお母さんは、「little tired means really tired!」と言いながら笑って、僕らも苦笑い！笑


コミュニケーションってコトバだけじゃなく、やっぱり気持ちも大切なんやなーと。ありがとう。


そして気絶し、現在に至る、と。


ほんの数時間やったけど、めちゃくちゃグッスリ！


あぁ。ここはロンドン。静かな早朝。







    2010.02.03 Wed 2/3(wed)「やっぱコレ」
    [image: ]




iPhoneから送信










    2010.02.04 Thu 2/4(thu)「ヤヴァイ！ヤヴァ過ぎた！」
    Good morning!!!


ただ今、ロンドンは2/4、木曜日の、朝8時をまわったところ。日本は夕方5時かな？


昨日は僕の音楽人生の中で、とても貴重な経験をした、特別な1日になりました！びっくりするくらい！


iPhoneからなので、指が疲れてしまうため詳しく書けないのですが(笑)、少しだけ挙げてみると…。(写真はTwitterの方へ載せてみます！)


・アビーロードスタジオに行って来ました！


・THE HORNSというパブでのオープンマイクに参加し、初めてイギリス人の中で弾き語りをしました！


・イギリス人ドラマー、ジムとの初めての練習をし、コトバを超えたコミュニケーションを経て、The Ventzの音楽を高めることに成功しました！


以上の3つ。


今、思い返せば、夢のような1日でした。本当に自分が経験したこととは信じ難い！


こんなにエキサイティングな毎日がこの遠く離れた街に待っていようとは！


一歩踏み出すことの勇気。


五感を最大限に研ぎ澄ます集中力。


もっともっと！







    2010.02.05 Fri 2/5(金)「First time gig of The Ventz」
    とうとうヤリマシタッ！


念願の初ライブをイギリスで！夢を叶えました！感無量！1年掛けて、1年翔けて、1年賭けて、一念賭けて、ようやく辿り着いた！


ただ今、イギリスは2/5のお昼、12時をまわったところです。日本のみなさん、いかがお過ごしですか？


●


昨夜はロンドンのThe FOXというvenueで、The Ventz史上、初のライブをして来ました！


「Our big dream has come true!!!」


いろんなこと、書きたい！まだ興奮も醒めません！


だから、何書いていいかわからぬ！


なので、実は早起きして、昨日スチュアートに撮ってもらっていた動画をアップしようと必死になってました！


やっとアップ出来たので、それ、見てください！


The Ventz、キタルベキセカイ！


ほらっ！ここにあった！




ライブをする前とライブをした後の、イギリス人たちの僕らに対する態度があからさまに変わったのが成果！劇的だったよ…。


コトバも人種も、何もかも、全部超えた！超えてみせた！


レコードも売れたっ！みんなが僕らの元へやって来た！ひとり残らず！








けど、もっとイケル。絶対もっとイケル。


今日もライブです！club85にて！


今日は金曜日やし、間違いなく盛り上がるハズ！盛り上げてみせる！


ニッポンから遥々やって来た心意気を！昨日よりもデカイショーを！


やったんねん。オレらの衝動を叩き付けてやるねん！




"1st UK tour 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのライブツアー！それはつまりイギリスツアー！
■2010年2月4日(木) the FOX  [316 Lewisham High Street, London and South East]

"2bob presents-Live-"

20:00~ cost:FREE

[image: ]


■2010年2月5日(金) club85  [74 Whinbush Road Hitchin Hertfordshire England]

"LIVE CIRCUIT presents THE OTTERS + REDMAXX + CALEDONIANS + TBC"

19:45~ cost:£4.00
[image: ]


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。イギリスでの初ライブ、2/4より販売開始します！値段は5ポンド！


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記１」
    [image: ]

スチュアートが作ってくれた1日目の朝食。スチュアート、優しい(笑)。日本じゃ味わったこのないソースの味！

[image: ]

スチュアート家の最寄駅"Pinner"。エルトン・ジョンの出身地だそうです。イギリスでやってるビートルズ物語のロケは、なんとピナーだってさ！街並みが当時のリバプールと似てるのかな？この駅から毎日ロンドンに向かってます！

[image: ]

やって来ました！2/3、まず向かったのはやはりココ！

[image: ]

アビーロードスタジオ！残念ながら中には入れなかったけど、スタジオの人にアナログ盤を渡すことに成功。僕らのレコードがアビーロードスタジオの中にあります(笑)！けど、行ってみて思ったのは、観光じゃなく仕事でまたここへ来たい！ってこと。だから、落書きはしませんでした。

[image: ]

でもやっぱり、歩く(笑)。そりゃ、ねぇ？







    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記２」
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アビーロードスタジオから歩いて5分くらいのところにあるココは…。なんと当時ポールが住んでいた家！今も所有していて、当時はアビーロードスタジオに行く前に4人が集まってお茶しながらアレンジ考えてた家！ポストがなかったので、こっそり門の下からレコード入れといた！誰か拾ってポールに渡して聞いてくれないかなぁ。

[image: ]

ロンドンの2階建てバスに乗車！眺めがいいのはもちろんやけど、2階建てバス、多過ぎ！

[image: ]

そして辿り着いたのはオックスフォードサーカス。ロンドンっぽい(笑)。

[image: ]

通りを歩くと、あった！パンクの聖地、100CLUB。ピストルズもクラッシュもダムドも、ここで大きくなった！ストーンズもここで！

[image: ]

デンマークストリートにある楽器屋さんへ！サージェントペッパーズ！







    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記３」
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やっぱりココ、イギリスでもビートルズは偉大なんだなぁーと。カベ一面ビートルズ。

[image: ]

これがデンマークストリート。楽器屋さんが集まってる。10軒くらいかな？

もっとあったかも。
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そしてポールマッカートニーの会社。SOHOにあるMPL。レコード渡そうと扉を開けようとしたんやけど、鍵が掛かっていて、中にいる秘書さんに横に首を振られる…。残念！ポールに渡してよー(笑)！

[image: ]

その近くにはレコードショップが集まってる。アナログいっぱい！そして何より、楽器屋にもレコードショップにも人が多い！平日なのに。音楽と人々の生活の関係が、やっぱり日本とは違うんだなぁーって。
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これもレコードショップ。ディスプレイがカッコいい！オアシスの2ndのジャケットも見えますね…。ココがミソ！何故でしょうか！？続きは次の日記で！







    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記４」
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正解はココ！さっきのレコードショップの通り沿いなんやけど、この風景！これがオアシスの2ndのジャケットの撮影現場！一緒！
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街を歩くと、意外と漢字を見たりする。でも「愛」「生命」って…(笑)。まぁ、「LOVE」と「LIVE」なのか？

[image: ]

ここには「カラオケ」。日本が海外に誇る文化ってのを、もう一度洗い直してみる価値はあるね。

[image: ]

いかにもロンドンな風景。

[image: ]

マイケルジャクソンオンリーのシアターのようなものなのかな？マイケル人気、絶大。







    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記５」
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ロンドンの曇った天気。ずっとこんな感じみたい。しとしと細かい雨が降ってる。けど、誰も傘を差していない。

[image: ]

ピカデリーサーカス。一番の繁華街。サンヨーも日本が誇る会社なんだな。

[image: ]

日本大使館。すごい建物。
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ロンドンのハードロックカフェは1号店！リンダマッカートニー考案のベジタリアン料理もあった！

[image: ]

この写真、めっちゃくちゃデカイ！これもハードロックカフェにて。







    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記６」
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そして今度はハイドパークへ。ローリングストーンズ、意識して…(笑)。

[image: ]

広大な公園。

[image: ]

遠く霞んでいるのが、いかにも、っぽい。

[image: ]

そこから歩いて5分ほどの場所にあるココは…。デビュー当時、4人が一緒に住んでいたアパート。なんか感激。

[image: ]

それからバスに乗って、今度はThe VentzのフリーCDを置いてくれているRough Trade Westへ。でも、会いたかったNigelは休み、とのこと。明日もう一度来ることを約束。







    2010.02.06 Sat 2/6(土)「写真日記７」
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スチュアートに急遽連れて行ってもらったTHE HORNSという老舗パブ。真っ先に目に付いたのは、ジョンが凶弾に倒れたそのニュースを伝える新聞、リバプールエコー。
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やっぱりみんな、ビートルズが好きなのだ。

[image: ]

これこれ！ストーンズ、ハイドパークでのフォトセッション！これ、目指したんやけど、違うなぁ(笑)。

[image: ]

これがステージ。この場所でオープンマイク＝飛び入り弾き語りに参加。初めてイギリス人ばっかりの前で歌った！ビートルズの歌を4曲ほど。みんなコーラスして楽しかった！もっと練習しとけばよかった…(笑)。

[image: ]

スチュアートもオープンマイクに参加！ホスト役のシェインさん、めっちゃええ人！しかも日本語喋れる人、2人発見！1人は15年前まで広島に住んでた人。もう1人はお母さんが日本人の人。びっくり！







    2010.02.07 Sun 2/7(日)「写真日記８」
    2/3はジムとの初めてのセッションを深夜1時まで。その後スチュアートの家に帰り暖炉を囲む！本物の暖炉！
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翌朝は昨日会えなかったRough Trade WestのNigelに会いに、再びRough Tradeへ。会えた！
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忙しそうやったけど、ととても気さくな人！The Ventzの7インチのレコードも引き取ってもらいました！そう！僕らのレコードがイギリスで買えます！ロンドンで買えます！これはひとつの成果です！


Nigelは同じ系列店のRough Trade Eastにもコンタクトを取ってくれてたみたいで、早速地下鉄で40分ほど離れたEastへゆく。
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そして発見！EastにはフリーCDを送ってなかったんやけど、ちゃんとレジの一番目立つところに置いてくれてた！
[image: ]


そしてなんと、このRough Trade Eastでも、The Ventzの7インチを置いてもらうことになりました！嬉しい！


英語で契約しました(笑)。







    2010.02.07 Sun 2/7(日)「写真日記９」
    そして初めてのフィッシュ＆チップス！
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これ、めちゃくちゃデカイ！フィッシュは両手くらいあるんじゃないか！ってほど。チップスもいっぱいで、どうしても食べきれませんでした…。でも、めちゃくちゃ美味い！
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[image: ]

そして街で見かけたミュージシャンたち。思ったほどは多くなかったなぁ。もっといっぱいいると思ってた。


夜はThe Ventzの初ライブ会場であるThe FOXへ。
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パブとライブハウスの中間くらいのお店で、お客さんいるのにサウンドチェック(笑)！めちゃくちゃええとこでした！ほら！




そしてカウンターには…。
[image: ]


バリットのマ○ゴに似てるヤツを発見(笑)。「オレの友達に似てるんだよ！写真を撮らせて？」って言ったら「よく誰かに似てるって言われるんだよ」って言ってた(笑)！







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１０」
    スチュアートに借りた赤のストラトキャスター。フェンダーでは、ない。けど、劇的にいい音がすると思う。スチュアートはサブギターとして貸してくれたんやけどね(笑)。ルックスもカッコいいし、240Vだからだろうか？粘りのあるグッとくる音を鳴らしてくれる。僕のイギリスでのパートナー。
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スチュアート宅の僕の部屋にて撮影。カッコいい。







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１１」
    スチュアートのmumがイングリッシュらしい食事を作ってくれた！
[image: ]

これこれ！シェパーズパイっていうらしい！イギリスの食事と言えば「FISH & CHIPS」が有名やけど、これぞ家庭料理！
[image: ]

めーっちゃくちゃ美味い！ヤヴァイ！食べたことない！もっと有名になるべきだ！


それからmumに「Harrow on the hillに行こう」と誘われる。


行く前にスチュアートの家をパチリ。
[image: ]


スチュアートの家のお向かいさんは、かなり古い建物らしい。
[image: ]


そしてHarrow on the hillへ。mumとスチュアート。mumはかわいらしいお母さん(笑)。
[image: ]

どことなく、うちの母親に似てる…(笑)。







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１２」
    Harrowには500年ほど前に創立された由緒正しい学校があって、そこに「Japanese Prints」という展示がされているので、僕らを連れて行きたかったようでした。葛飾北斎なんかがあった！もっと日本のこと知りたい。知らなくちゃ、って感じました。イギリスで評価されている日本の文化。アニメだったり車だったり…。そこに共通するものは、何か…？


Harrowには美しい建物がずらり。たとえばこんな教会。
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「Harrow on the Hill」と聞いて真っ先に思い浮かべたのは「Fool on the Hill」。ほらほら！ミュージックビデオ、こんなんやったでしょ？
[image: ]

キレイな景色。滞在中、この日だけが晴天でした。あとはずっと分厚い雲に覆われている日が多かったです。


そしてHitchinのclub85へ。めちゃくちゃデカイステージ！高い！ここはライブハウスって感じでした。ステージマンのJoshuが親切過ぎる！サウンドチェック。
[image: ]


対バンのRedmaxx。おぉ！これぞブリティッシュロック！今回のツアーで思ったのは、どのドラマーもめっちゃくちゃカッコいい！音がデカイ！音がカッコいい！
[image: ]


そしてライブ後、12時までDJで楽しみ、その後、ステージマンJoshuの家でライブ後のパーティー。これは所謂打ち上げ？全員いる時に写真撮れば良かった！
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思い切ってイギリス人たちのホームパーティーに行ってよかった、呼ばれて嬉しい。


おっと。ライブのこと、書いてないけど、ちゃんとまとめて書きますからね(笑)！







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１３」
    2/6、ほんまはリバプールに行きたかった日。でも、どうやらスケジュール的にかなりキツイらしい。片道3時間。日帰りは到底無理だ、とスチュアートもmumも口を揃える。また詳しくは書きますが、アビーロードスタジオに行って思ったことがありまして、僕の頭の中で必死の取捨選択をしました。結果、今回、無理矢理行くより、この限られた時間の中でしたいこと、いっぱいあるな、と。


というわけで、ロンドンの街を彷徨うことに決めたLAZY DAY。


あ。この日も天気、よかったです(笑)！朝、起きるとなんと！スチュアートの家の庭を走り回るリスが！野生のリス、初めて見た！
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その後、スチュアートと地元のカフェにてランチを。
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お腹一杯！けど、どの食事も美味しい！イギリスは食事がマズイって聞くんやけど、全然そんなことなかったなぁ。


そして街へ。ミュージックビデオを作ろうと思いまして、イギリスの風景を撮影することを選んだというわけです。リバプールよりも、ね…。嗚呼、リバプール。


まずはカムデンタウンに向かう！
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これはクラブ、KOKO！
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どんなミュージックビデオになりますか…。ってか、出来るのか(笑)？素材はたくさんたくさん撮りました！
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    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１４」
    そして本日のお目当て、Barflyの前を通り掛かるとロックが聞こえてくるじゃないか！ってわけで、入ってみました。そしたら熱気むんむん！バースペースを使って、なんと18歳以下のバンドマンたちのライブの日でした。土曜日やったからかな？そしてこれがまたスゲェ！ロンドンの底力を感じさせるエネルギッシュな10代バンド！これはヤヴァイよ。
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そしてまた街へ。カムデンタウン、刺激的な若い街です！
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今度はブリックストンという、ちょっと危ないという街へ。
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    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１５」
    老舗パブ、HALF MOONに到着！
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来てみたかった念願のHALF MOON！
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かなり歴史を感じました！


けど、残念ながら土曜日なのにバンドのライブはない、とのこと。DJイベントがあるらしい…。なので、もう一度カムデンタウンに向かう！


そしてBarflyで、今度は2階のちゃんとしたステージでライブを見る！
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これがすげぇ！2バンドの日やったんやけど、どっちもエネルギッシュでパワフル！これがロック。ため息が出ちゃう。見てよかった、来てよかった。日本のバンドとの格の違いを感じてしまいました。と、同時に、そこへ行きたい、そう強く、静かに思いました。


このことも改めてブログに書くつもりです。







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１６」
    土曜日、終電を逃すと帰れないので、少し早めに帰ろうとするものの、地下鉄、止まってる！ロンドンではよくあるらしいけど、びびった！インフォメーションの人に聞いたら親切に教えてくれるんやけど、時間、ない！慌てて乗り換えたのは奇しくもマリルボン駅。そう。映画、A HARD DAYS NIGHTのロケ地！ビートルズが走った駅を、走る走る！写真一枚、パチリ！
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翌朝も早起きして、とある企みを実行。さて、実現しますか(笑)。
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日曜日はロンドンの南、ブライトンのラウンダーレコーズに行きたいと思ったのですが、電車、やっぱり走っていない。起きてたmumが英語で僕らに何か喋り掛けてくれるので、一生懸命聞き取ると、どうやら車でどこかまで送ってくれるそう。手製のサンドイッチまで持たせてくれて。


なんで知らない日本人のために、mumはここまでしてくれるんだろうか？ロンドン、優しくない街。その優しくない街で優しい人がいること。


サンドイッチを食べながら、思わず泣きそうになってしまう…。
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そして到着、ブライトン！
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初めてお金の要るトイレへ(笑)！
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    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１７」
    まずは海岸へ行ってみる。広いねー！この向こうにヨーロッパ大陸がある。うん。ここは紛れもなく日本ではないのだろう。やっとそう思えたりして(笑)。砂浜ではなく、小さな石の海岸。少し持って帰って、楽器、作ろうと思う。ブライトンシェイカー。なんてね！
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そしてやって来ました、Rounder Records。とても快く迎えてくれた！感謝！アナログ盤も置いてもらってます！
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そしてロンドへの帰りの列車内、どうやらロック系のフリー雑誌を読んでいるイギリス人。かなり躊躇をした挙句、話し掛けてみた！そしたらバンドやってるみたいで連絡先をもらった！英語で会話、結構出来るようになってんじゃないか(笑)？とても嬉しかったので7インチレコードをプレゼント。ジャケット見て「エクセレント！」(笑)。「20分後には家で聴いてみるよ！」だってさ。うん。イギリスではレコードプレーヤーがまだまだ健在のようです！
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そしてまたマリルボン駅へ。今度は落ち着いてパチリ(笑)！
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スチュアートの家へ帰ると！
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シェパーズパイ！







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「写真日記１８」
    ほら！めっちゃ美味しそう！前回とは少し違ったシェパーズパイだって！旨い！
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デザートにはブレッド・バターアンドなんとか(笑)。うわ、なんやっけ！？

[image: ]


ライスなんとか、も。甘いお粥！
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そしてスチュアート、mumと語らう。いろんな話を英語で。たくさんの感謝を。そして政治の話まで。政権交代はイギリスでも大きなニュースだったそう。一生懸命僕の考えを話したけれど、もっともっと僕は日本のことを知らなくちゃいけない、そう思いました。最高のイギリス最後の夜。
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Mum,Stuart,thank you very much.







    2010.02.08 Mon 2/8(月)「さぁ！日本へ！」
    もうすぐロンドンは2/8の朝、7時。ヒースロー空港に向けて出発です。スチュアートが空港まで送ってくれる。


写真日記を載せるのも精一杯の日々。よく考えたらあんまり寝ていない(笑)。


けど、全然大丈夫。刺激がいっぱいのロンドン、イングランド。目一杯の記憶をココロに溜め込んで、僕は日本に帰ろうと思います。


なんと言ってもThe Ventzの初ライブを終えたんだ。これからのプランが楽しみで仕方ない！


7月にイギリス、ヒッチンで行なわれるワールドフェスティバルに、The Ventzの出演も濃厚になって来たよ！と昨晩、スチュアートに言われた。


間違ってなかったのだ、と。


僕は、僕らは間違ってなんかなかったのだ、と。


楽しいだけのツアーじゃなかった。けど、The Ventzは正真正銘、動き出したのです！


やぁ！みんな！日本で会おう！


The Ventzの輝ける毎日を信じて、僕らは進むぞ！







    2010.02.10 Wed 2/10(水)「強烈な今」
    えー。みなさん。取り急ぎご報告。(遅っ！笑)


我々、The Ventz。無事ニッポンに帰って来ております！そりゃあもう、果てしない成果を携えて！


関西国際空港から直接ライブハウス、神戸バリットに向かったのですが、いやぁ、日本は暑い！Tシャツになってしまいました。


ひとしきりライブハウスのスタッフのみんなにイギリスでのこと、喋りまくり、出演バンドにも喋りまくり、本当に迷惑だったと思います(笑)。が、まだまだ喋り足りないー！おーい！誰かー！話、聞きたい人ー？連絡待ってまーす！


で、今、大阪向かってます。また喋りまくるのです。嘘。


っていうか、時差ボケとは無縁なんかなぁ？


昨日夕方、一瞬眠くなりましたが、その後、意外と普通。今もスッキリ。


…。


あれ？オレ、ほんまにイギリス、行ってたんかな(笑)？








さぁ！もう我らは次の場所を目指しているよ！


取り急ぎ4/19の月曜日。神戸バリットにて、日本で初めてのライブをします！対バンは、マホロバガクザ時代から仲良くしている「ノレンニューデオッシ」。そしてなんと！今度はニューヨークからのミュージシャンをゲストに迎えます！


イエィ！我々のキャッチコピーも「FLY to NY」になるのか！？笑


ならんか！


まぁともかく、7月のイギリス、ヒッチンでのワールドフェス出演に向けて、最低限揃えないといけない書類=就労ビザ問題をどうにかせねば…。ビザさえあれば決定出来るんやから！


2月にUKでライブをしたからこそ決まりそうな7月のフェス出演。それでもそのためには、また難関がすぐに去来する。そしてまた、一つ一つをクリアに、解決してゆくのだ！


思えば1月は難関がいっぱいやった。


けど、全部、今は忘れてしまいそうなこと。それくらい「強烈な今」がThe Ventzには、ある。


4月の日本、初ライブ。7月のフェス出演。


この2つに向かって今日から練習を開始します！やるぞー！






あ。誰か、手伝ってくれるドラマー、知らないかな？


求めてます！







    2010.02.11 Thu 2/11(水)「ビザ取得へ動き出せ！」
    イギリスから帰国し、もう、まわりにその体験を喋りまくりですわ。喋ると逆に、自分の体験がより貴重なものに思えてくるから不思議。またイギリスに行ってライブがしたい…。


その7月のフェス出演を目指して、昨日はビザの取り方をリサーチ。日本にあるイギリス大使館に行って申請するんですね。


う〜ん、よくわからんっ！


とりあえず大阪の大使館に行ってみよう。早めに動かないとね！


昨日は帰国後早速の練習の予定でしたが、予定変更。練習出来なくなってしまったので、いろいろ写真の整理など。


ブライトンにあるRouder Recordsにもレコード置いてもらえたんだった！
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そしてこれがイギリスツアーで得た稼ぎ。
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スチュアートに「こんなに貰えるの！？」って驚いて質問してたら、こんなふうに言われた。


「僕らはプロフェッショナルなんだ。誇りをもってミュージックをしよう。そうやって毎日歌えばココ、イギリスではちゃんと稼げるんだよ。毎日毎日をビッグなショーにしようじゃないか」


と。なんか、じ〜んときた。そうや。誇りを持って僕らはプレイをしよう。ありがたい。お金以上に得たものは、大きい。








そして深夜はビデオの編集作業。


「The Ventzのミュージックビデオを作ろう！」ってイギリスで思い付いたんですが、「早速それを形にしよう！」って。


不慣れな動画編集ソフトに悪戦苦闘…。


でも、イギリスの風景はやっぱり特別で格別。成り立っていると思う。また見てみてくださいな？


まずは「キタルベキセカイ」を。




ロンドンでの初ライブでの「キタルベキセカイ」も！




イギリスでのライブでの想い。またちゃんと記さないとね！







    2010.02.12 Fri 2/12(金)「真鍋さん情報(笑)！」
    昨日の神戸バリット。THE NEATBEATS登場〜！事務所に真鍋さん、登場〜(笑)。


真鍋さんの音楽に対するスタンスには、非常に刺激を受けてまして、ニートビーツがバリットに来るたびにこうやって談笑。


特に今回はイギリスから帰って来てすぐやったので、そのことも報告。ビザ申請のことやヨーロッパ事情、レコードのことなど、めっちゃいっぱい情報をもらいました。


一本筋の通ってるスタイル。共感するし、影響も受ける。


音楽は全然違うんかもやけど、僕はこの人に向き合って話がしたい！と思うのです。


そして話のお礼に僕らの最新シングルをプレゼント！
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ライブ終わって別れ際、真鍋さんがこう言ってくれた。


「いつかうちでレコーディングしたいなぁ〜。レコード、大事に聞かさせてもらうわ！」


そう！Grand-Frog Studio!!!


僕が一番レコーディングしてみたい、真鍋さん所有のレコーディングスタジオです！


なんか、嬉しい！








    2010.02.13 Sat 2/13(土)「帰国後、初セッション」
    昨夜は帰国後、初の練習でした〜。


イギリスでの経験を踏まえて、自分たちの可能性の広がり具合にドキドキしながらの音探し。


「イギリス行く！」ってなったら、メンバー結局2人になっちゃてさ。それでも無理矢理にでも渡英して、イギリス人ばっかりの中に飛び込んで演奏して、歌ってみたら「これだ！」って感触を掴んで、見るもの、聞くもの、すべてが新鮮で、「だからオレらはこうしたい！」って想いが昂ぶってる。


ただ、僕らには次の新たな目標があって。


この前ロンドンでライブをした時、「ベーシストもいないのに、こんなやり方でライブをするなんて！」と関心され、賞賛された。次回のロンドンライブでは、このスタイルをもっともっと消化して、昇華させたスタイルを見せ付けてやりたい。


そんな「音楽の芯」があれば、自ずと出演したい場所に出演出来るんじゃないか？って考えてます。


だから、余りに広大に見える僕らの可能性を、いったん眺め渡して、それからもっと局地的な視点でThe Ventzの音楽を突き詰めてみようじゃないか！っていうセッションになりました。


ふむふむ。なんか楽しそうだ！


ここ、神戸っていう日本の小さな街で、自分たちのオリジナリティを確立したい！








そうそう。


イギリスでのライブのこと。ええ加減に書き記さないとね(笑)！


じゃあ、次の日記で書きますっ(笑)！







    2010.02.13 Sat 2/13(土)「ロンドン初ライブ、レポート」
    予告どおり、イギリスでの初ライブのことをレポートしますっ！


両日、セットリストは同じ。こんな感じ！


1.月

2.54

3.FRiDAY

4.knock knock knock

5.colours

6.over

7.キタルベキセカイ


全7曲。やっぱり驚いたのは、Jimのドラムプレー。前日の1回キリのリハーサルでしたが、事前に送っておいたデモをちゃんと聞いて、ちゃんと覚えていてくれたこと。しかも、音もでっかくて、阿吽の呼吸もわかってくれる。初めてやのに「目と目で演奏」する感じ。わかる！？


1日目のサウスロンドンにあるパブ「The FOX」への入り時間は18時過ぎ。
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スチュアートの車に乗せてもらって到着したら、ビリヤードやったりゲームしたり談笑したりしている人がチラホラ。みんなビール飲みながら、それぞれが楽しそうにしている。そんな中、サウンドチェック。え？ええの(笑)？
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ギターはスチュアートに借りた赤いストラトキャスタータイプ。フェンダーでは、ない。アンプは対バン、Hindleyのギタリストに借してもらった小さなアンプ。なんかうまく音が出ない…。自分の機材やないんやし、しゃーないか…と早々に諦めた…。とにかく声が、歌がちゃんと歌えれば大丈夫。そう自分に言い聞かせてサウンドチェックを続ける。PAマンにもコトバが通じない。精一杯のジェスチャーでこちらの言いたいことを伝える。


それでも煮え切らないままサウンドチェックは終わる…。


そして考える。このバンドにとって、やっぱりギターの音は重要だ。A.K.にギターの音をどう思うか？と聞いてみると、やはり音が痛い、と。サウンドチェックは終わってしまったけれど、修正出来ることは本番で修正してみようと思う。


サウンドチェック後、スチュアートは次々にその日関わることになる友人たちを紹介してくれる。DJのカールや…。あとは名前を忘れてしまった。たぶんプロモーターやスタッフの人たち。


う〜ん。それでも、自分たちの納得のいかないサウンドチェックやったからか、あんまり歓迎されているふうでもなくて…。


どんどん悔しさが募る。自問自問自問。


「オレらは何のためにここまで来たのだ？」


ステージはThe FOXというパブの奥の奥にあって、手前では相変わらずビリヤードや談笑に興じる人々。彼らはThe Ventzの存在など、気にも留めていない。パブのバーカウンターで働く彼らも、それは同様。


遥々日本という国から来たのに…。


このままでは何にも持って帰れないどころか、このバンドを続けてゆく理由が見当たらなくなってしまう…。


そしてA.K.と話す。感じていたことは同じようで、僕らは観光に来たわけではないのだ。イギリスでライブをすることによって始まるThe Ventzの活動。そこには大きな成果が必要で、イギリス人のお客さんの目をオレらに釘付けにすることが出来なければ、何の意味もない。どんな手段を使ったって、僕らは僕らの音楽を媒体として、ロックの産まれた国の人々の脳裏に刻み込まなければならないものがある！


「開き直り」


そして何が出来る？


こう話して、腹は決まった。


この日、The Ventzは日本から来たメインアクトという扱いだった。誰もが無関心のメインアクト。それならその期待に応えてやろうじゃないか！


Jimとピザを喰らい、A.K.とビールで乾杯し、郷に入りては郷に従え。出演時間まで目一杯に楽しみ、そして目を、目線を養う。空気を変える目を。
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オープニングのスチュアートのSHOWを楽しみ、HINDLEYのライブを楽しむ。そして鋭気を。


さぁ、The Ventzの出番だ！セッティングを始める。


誰も僕らに注目する者は、いない。大方が向こうのスペースに行く。スチュアートが「大丈夫だ」と勇気付けてくれる。


そしてそのまま、A.K.、Jimと目と目で確認。


「よし。ゆくぞ」


実際の話、どうやってその日のSHOWを始めたのか、覚えていない。確か、1曲目の「月」を始めたのだけれど、テンポが速くて、一旦演奏を止めたと思う。Jimに向かって


「ちょっと待ってくれ！もう少しスロウリーに、だ！」


と。


そして「54」「FRiDAY」と続け、徐々に向こうのパブスペースから人がやって来るのがわかる。このあたりからだな、状況が掴め出したのは。


ここで英語でMCを挟んだ気がする。


「僕らはここ、ロンドンでライブをするのが夢だった。それが今日、叶ったんだよ！僕らは僕らの音楽でみんなに楽しくなって欲しいし、もっとこっちへ来ないか？」


テンションが上がり過ぎていて、恐らく変な日本人だったと思う(笑)。それでももう止まらない。辞められない。動き出してんだ。何が？って？The VentzのスイッチはONなんだ！


「knock knock knock」では手拍子を求め、煽り、ステップを踏む。この辺りから空気が変わった！遠くの方からThe Ventzの音を聞き付け、みんなが近付いて来る！顔が見える！みんなが歓声を、あげる！


「colours」でサンプラーを踏みながらギターを弾き、A.K.も歌う。「over」で僕らは飛び跳ね、煽り、そして狂う。


ビートルズのドイツ、ハンブルグでのエピソードを思い出す。コトバの通じない酒場で大人しく歌うビートルズを見て、パブのオーナーは言う。


「もっと目立つんだ！何をしてでも盛り上げろ！オマエたちは盛り上げるキッカケなんだ。客がアルコールを注文するキッカケなんだ！マックシャウ！」


そしてアッという間のラストソング「キタルベキセカイ」。


僕らはこの歌が、こんなに受けるとは思っていなかった。日本語のこのスローな曲がイギリス人にこんなに響くとは、思ってもみなかった。渡英直前でベーシストが抜け、試行錯誤の後、苦肉のアレンジ。もちろん僕らには自信があった。なんてロマンチックなアレンジなんだろう、って。しかし、大袈裟に言うならば、押し寄せるイギリス人たちが、こんなに熱狂するほどの楽曲だったであろうか？と。みんなカラダは揺れ動き、目を閉じているものもいれば何かを叫ぶ顔も見える。もう僕らは何処かからのよそ者ではない。音楽を楽しむオーディエンスは完璧に僕らを受け入れてくれている。


僕は感動した。ここに音楽があることに。しかもそれが、1年掛けて作り上げて来た結果の音楽であることに。


バンドだけでは成り立たず、スチュアートやプロモーターやスタッフや対バン…。そして聴衆。あの場にいたすべての人と空気の中で成り立つ音楽。


途轍もない経験をしている途中であることに気付くのに、時間は必要ない。


予想以上の成果はすでに僕らの手の中に。


もちろん、もっともっと、もっともっとヤレル。でも、今日の一度キリのライブは、終わった。


「キタルベキセカイ」が終わった瞬間の「ワンモー！」という叫びを、僕は聞き取ることが出来なかった…(笑)。後でスチュアートに怒られたよ(笑)。


「One moreって言われたら、キミたちはもう1曲ヤルべきだった！それが礼儀だ。エブリワンがキミたちを求めてた。メインアクトなんだから！」


と。




そしてステージから降り、たくさんの人々に囲まれるA.K.。


僕とA.K.は性別も年齢も育って来た環境も今までのキャリアも、ほぼすべてのことが違う。それでもこうやって実際にイギリスに飛び、未知の世界に飛び込んだ「同志」。本当の意味でリスペクト出来た瞬間でもあった。ステージに立つ姿に華があり人気が出るのか？という一番大切なファクターをクリアした姿だった。イギリス人に囲まれるA.K.の写真、撮っておくべきだったか(笑)。


だからこそ、僕は任せられるのだ、と思う。僕は僕でステージから降りたらたくさんのイギリス人に囲まれ、早口で捲くし立てられ、握手を求められ、フリーのCDを、5ポンドのレコードを求められる。そのどれもが笑顔であったり、関心した顔であったり、しかし、どれもが好意的であり…。そうやってA.K.はA.K.の。僕は僕の。素晴らしいステージアクトがあったからこその囲まれようなんだ。


僕らがライブをする前と、した後のイギリス人の態度の変わりようが、本当に嬉しかったな。まさに手のひらを返された(笑)！







そしてJimを含め、3人で乾杯し、明日はもっと楽しもうぜ！と握手。


こんなにヤヴァイ経験が出来るなんて、正直、思っていなかった。イギリス人と音楽の関係を甘く見ていたよ(笑)。こんなに素直に、ダイレクトに反応してくれるんや…。


夜更けまでパブで飲み、帰りはスチュアートの車で帰る。そして暖炉の側でスチュアート、A.K.、僕の3人でビール飲みながら談笑。


スチュアートは言う。


「まさかサンプラーをあんなふうに使うとは思わなかったよ。アメイジングアイデアだ。ベーシストがいなくなってどうするのか？って思ってたら機材リストにサンプラーって書いてる。だからてっきりベースの代用をサンプラーで考えているのかな？って思っていたし、それは良くないって思ったからベースプレイヤーを探そうと思ってたし、なんなら僕が弾こうと思ってたんだ。ファンタスティックだ。だけど、明日はもっともっとビッグなショーを見せなくちゃならない。毎日毎日ビッグなショーを心掛けること。これがプロフェッショナルとして最低限必要なプライドじゃないかな？」


おおよそ、こんな感じだったと思う(笑)。


もちろん、わかってる。臨むところだ。今日と同じことをやるほど、引き出しは少なくないさ。
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さて。続いてはclub85でのライブレポ。また次回〜！







    2010.02.14 Sun 2/14(日)「英語でチャット」
    人生、初チャットはイギリス人のLeeと(笑)。
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先日のUKツアーを機に、出発の2週間ほど前からfacebookというSNSを始めました。イギリスではこのfacebookがポピュラーだとスチュアートが教えてくれたもんで、英語力アップのために、というか何というか…(笑)。


日本でいうmixiと似たようなものやと思うんですが、それよりも写真が充実しているので、よりリアル感がある。イギリスでのライブで知り合った友人たち。彼らの写真が見れるので、このfacebookを通じて初めて名前と顔が一致したりするんですよね〜。日本人の僕にとって、イギリス人の名前は決して覚え易いわけではないので、とても重宝しています！


facebookって「なるほど！」なネーミング(笑)！


そのfacebookの下の方に、オンラインのフレンドの名前が出るのですが、club85で対バンだったLeeというイケメンシンガーからWAX宛のメッセージが突然表示されたのです(笑)。


最初、何のことかわからなかったんですが、クリックして覗いてみると…。


「Now they know how many holes it takes to fill the Albert Hall」


って書いてある…。


頭の中は「？？？」(笑)。


オレ宛てにLeeは何を書いているんだ？と。誰か宛てを間違えて僕に送って来たのかな？って。


そして返信。


「I don't know ;-D」


あ！「;-D」ってのはイギリスでの顔文字ね！わかる(笑)？


こう送ってからしばらく返事なかったんですが、その謎の一文を繰り返し読む。Albert Hall…。


「ハッ！」と気付いた！


そうや！club85でのイベントの時、Leeはビートルズの「A DAY IN THE LIFE」を歌ったんだった！


「うわぁ！イギリス人がビートルズ歌ってる！」


ビートルズってイギリス人の間ではお子ちゃまの音楽って認識だよ？って聞いたことがあったので、ビックリして嬉しくなったんだった！


だから出番がそのLeeよりも後だったThe Ventz。本編のライブを始める前に「いかにこのステージに立てて嬉しいか」ということを英語で喋りまくり、そしてLeeへの返答のつもりで、僕も即興でこの「A DAY IN THE LIFE」の1コーラスを弾き語りしたんやった！


チャットで僕宛てにくれたメッセージは、その「A DAY IN THE LIFE」の歌詞じゃないか！！！


あの時のこと、Leeも印象深く思ってくれてたんや！


そして慌てて返答。


「今度は一緒にA DAY IN THE LIFEを歌おうぜ！」


って。そしたら


「それはいいアイデアだ！」


ってさ。


チャットって忙しいのね(笑)。頭を英語にしないと無理！







こうやってライブで実際に出会った友人と、インターネットを使って繋がっていれる。素晴らしいじゃないか！


facebook、頑張るぞ(笑)！
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↑これはHichin club85で出会った仲間たち。ステージ上からの風景！







そのLeeのやってるCaledoniansってバンド、カッコいいよ！


MySpaceで聞いてみてよ！僕らのMySpaceから行けるよ！







    2010.02.15 Mon 2/15(月)「ボ・タンバリンカフェにて！」
    昨夜はThe Ventzの新しいEPを持って、三宮・元町のバーやカフェへ。


そうなんですよね。日本に帰って来たんで、最新作の発売を解禁したいと思います！


ええ、ええ。「ガシガシレコード買ってもらいたいな！」と思っておりますよ。よろしくお願いいたします〜。


フリーCDはマスタリング処理をしてないですが、このレコードはなんと、アビーロードスタジオでのマスタリング処理済みですからね！「門外不出。唯一アナログレコードでのみ、アビーロードの音が聞けます！」っていう謳い文句。効果、あるのかな(笑)？


昨日はringo、3Dにも行ってレコードを置いてもらうことに成功しました！ぜひぜひ飲みに行って、僕らのレコードもゲットしてください！1枚1000円です！


BAR CODEにも行きたいなーと思ったのですが、あいにくミニラさんが休みだったようで断念。近々行きたいですな。









その3Dに行く前に立ち寄ったカフェ。「ボ・タンバリンカフェ」。


去年の暮れに、弾き語りのライブをさせてもらった、トアウエストにあるオシャレなカフェなんですが、久々に行きたいなーって軽い気持ちで入ってみると…。


「いらっしゃいませー」


と出迎えてくれたマスターたちが、僕だと気付いてくれて、声を揃えて


「お帰りなさい！」


って。


びっくりしましたよー(笑)。だって、行くって連絡もしてないし！


「え？」と戸惑う僕に


「ブログ見てますよ！イギリスどうでした？」


だってさ！


めーーーーっちゃくちゃ嬉しかったな。こうやって僕らThe Ventzの動きを、インターネットを通して楽しみにチェックしてくれてる人たちがいる。ドラムがいなかったりベースが抜けたり、本当にもう、僕らはボロボロで、「これでイギリス、本気で行くつもりですか？」なんて言われつつ…。日記に赤裸々に書き過ぎだろうっていう批判もあるんですよね(笑)。


それでも辞めなくて良かった。


ちょっとジーンと来てしまったよ。お店に遊びに行くのん、まだ3度目の僕に「お帰りなさい！」やで？


僕の中に棲む、何か得体の知れないドロッとした部分ってのが実はあって、それがほどけていくのがわかったし、そのお店の雰囲気、マスターたちの雰囲気も含めて、僕はだからこの場所が好きなんだなぁ、ぶらりと立ち寄りたくなっちゃうんだなぁ、と感じたのでした。


昨日はあんまり喋れなかったけど、今度ゆっくり行きたいな。バンドのこととか、イギリスのこととか、これからのこと。なんか話、聞いてもらいたい！


あ。レコード、置いてくれないかな？


「ねぇ！どうですか？マスター(笑)！」









そしてそして。7月のイギリス、ヒッチンでのフェスのホームページとfacebookのページを発見した我々は、完全にテンションが上がっておるのです！写真もいっぱいあってね、本当にキレイな、緑の大自然の中でのフェスティバル。そこに集うお客さんたちの楽しそうな顔、顔、顔。


どーーーーーっしてもッ、僕らはそこに立ちたい！！！


そのためにクリアにしなければならないこと、解決していかないといけないこと。めっちゃいっぱいあるけど、再度イギリスに上陸する時、最良の形でステージに立てるように、全力で向かって行きます！イキマス！生きます！


キタルベキセカイに向かって！



"1st live in Japan 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸元町ringo/3Dにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.16 Tue 2/16(火)「日本用。イギリス用。」
    昨日の夜中からイギリスでの2回目のライブ、club85のこと書いてるんですが、どんどん盛り上がっちゃってマトマラズ…。今しばらくお待ちを。


今から日本用のフリーCDの準備に取り掛かろうかな、と思っているところです。


ん？日本用？イギリス用？


そう。ちょいと仕掛けがあるのです！お楽しみに〜。


全部、点と点では済まさない。繋げて繋げてゴール！


ゴールってあるのか(笑)？



"1st live in Japan 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸元町ringo/3Dにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.17 Wed 2/17(水)「Abbey Road」
    Sad News.


http://www.guardian.co.uk/business/2010/feb/16/abbey-road-studios-sale-emi


2週間前に訪れたばっかりやのに…。
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売却が決まってからじゃなくてヨカッタ、と喜べばいいのかな…？







    2010.02.17 Wed 2/17(水)「&quot;54&quot; at Hitchin club85」
    音、すごい割れてるけど(笑)、club85での"54"の動画をアップしましたー。雰囲気だけでもわかってもらえるかな？









    2010.02.18 Thu 2/18(木)「インスピレーションを」
    昨日は練習でしたー。持てる機材を総動員してのね！


なぜならThe Ventzは新曲を作って、また次のステップに進むからです！もう止まらないよ〜(笑)！


「新曲を書くならインスピレーションが大事でしょ！」というわけで、すべての機材を準備。準備するだけで大変！


が、その甲斐あって、なかなかのネタが見つかりました。これをどう料理するか…。


僕らはもう、メンバーとしてちゃんと目を据えている人間としか、やらないって決めた。今、2人しかいないのなら、2人でええんちゃうかな？って。もちろんドラマーは欲しいけど…。イギリスに行けばジムがいるしね。


だから、昨日から始まったセッションでは、「めっちゃポピュラリズムを持つ楽曲を、どうミニマムにアレンジし、カッコよくするか？」をテーマにしました。まぁ、ポピュラーというのがかなり難しいのは重々承知していますが…。


そういう意味で、A.K.と僕がどんな音楽を好んでいるのかを知るのは急務であると思うし、イギリスから帰国した今、もう一度、そんな会話をしながらのセッションというのは意味があると思っています。


Barflyで見たThe Wutarsってバンド、めっちゃカッコよかったし、そのバンドに引けを取らないくらいのクオリティーが必要やもん。


そんな想い、叩きつけるしかないやろ！


実はそのThe Wutarsの自主CDを、その現場で買ったんやけど、これ、めちゃくちゃいいのよ。カッコいい。出来れば日本のみんなにも紹介したいくらい。ライブだけがいいのか、と思っていたら、録音もいい。ツボを突いているし、あぁ、これが「サウンド」だよな、と思ってしまう。


昨日見つかったネタは今後の僕ら、The Ventzの新しい形になるし、これが出来上がったら僕らは自信がつくと思う！







練習後、僕は1人、三宮のBar CODEへ。


またもや、めーっちゃイギリス話して、夜は更ける。


ミニラさん、マサオ、ありがとう！


レコードも預かってもらいました〜。ぜひぜひBar CODEで買ってねー！









もひとつ、嬉しいこと。


僕らThe Ventzのフライヤー、知ってます？裏面に僕の熱過ぎる文章が書かれたヤツ。それを読んでね、20歳くらいの若者がレコード買ってくれた！


これは実に嬉しい。






では、昨日アップした"54"のclub85でのライブバージョンでさようなら！







念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸元町ringo/3Dにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.19 Fri 2/19(金)「club85・ライブ・レポート」
    えー。4日掛けて2/5のclub85でのライブレポートを書き上げました。書いてるといろいろ思い出してしまって盛り上がってしまいます(笑)。書くことで思い出すこと、あるんですな。では行ってみよー！


●


眠れないぜ！


よーし！こういう時は日記を書くにちょうどいいのだ。


イギリスでのライブ、2日目。ロンドンから北に1時間ほどのところにあるHitchinという街の"club85"でライブでしたー！


そもそも今回のイギリスでのライブ、このHitchinという街で7月に行なわれるフェスティバルに出演したいがための渡英やったんです。どういうことか？もう少し詳しく話してみましょうか。


●


12月にスチュアートと共演した時、お互いに感じるものもあって、一緒に飲みにいったのです。そして僕は、ずっとイギリスにライブをしに行きたいと思って新しいバンドを組んだんだ、ってことを話してた。そう。そういえば、この日のライブ中にステージ上で決めたんだった。「オレは2月に絶対イギリスに行く！」ってステージ上から叫んでた(笑)。


そしたら「Hitchinという街を知っているか？」とスチュアート。僕は知らないと答えたんやけど、どうやらその街で夏にはフェスが行なわれるらしいのだ。そのフェスに僕らのバンド「そのThe Ventzを紹介しようか？」とスチュアートは言う。


まさかそんな話になるとは思っていなかった。僕は2月に単身渡英し、それを以って僕らのバンドがイギリスに行ったこととし、The Vnetzのライブ活動を日本で始めようとしてただけ。今思うと、なんてセコイ考え方なんだ(笑)。


続けてスチュアートは言う。


「もし、本当に7月のフェスに出演したいのなら、2月にはフルバンドで来るのがベターだろうね。プロモーターに見てもらえるのが一番いい」


こんなん言われたら、僕の性格上、「マジで！じゃあバンドで行く！行ってプロモーターに見せる！」ってなりますわな(笑)。


最初にこの話に乗ったのはA.K.。ドラマーは抜け、そして結局ベーシストも抜けた。それでもどうしても「バンド」で渡英し、Hitchin、club85でのライブをプロモーターに見せたい。


そういうイキサツで実現したイギリスツアーだったのです。


だから2/5金曜日のclub85でのライブは、絶対、落とせない…。


●


前日のThe FOXでの初ライブの興奮も冷め遣らぬまま、暖炉を囲んでのスチュアート、A.K.、僕の3人でのミーティング。


「明日は今日よりもビッグなショーを！」


というコトバにグッと気を引き締めての車移動。スチュアートにお世話になりっ放しだ。


この日も到着したのは18:30ごろ。やはり日本に比べて入り時間がかなり遅い。が、club85はいわゆる日本でいうところの「ライブハウス」。1階がパブで2階がこのライブハウス空間なのだ。つまり前日のFOXとは違ってお客さんの前でサウンドチェックするわけではなかった。


そして、それにしても、広い。ステージの高さも1mくらいありそうやし、キャパも余裕で500人くらい入りそう。サイドには英国特有のパブのようなバーカウンター。ステージから見て正面のPA席の両サイドはVIP席のようなイス席。全体的に独特な装飾。
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そして前日とは違って、ステージマンもスタッフも、全員が僕らを歓迎してくれている様子。スチュアートの本拠地ということで、僕らは「そのスチュアート推薦の日本人バンド」ってことになってるんだろう…。嬉しい反面、妙にプレッシャーを感じる(笑)。


特にステージマンのJoshuはとても気さくで、ジョークを飛ばしながら的確に仕事をし、愛想も良く、どのスタッフからも信頼を置かれている明るいオトコ。
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A.K.と２人、この前日との真逆の状況に戸惑いを隠せない…。FOXでの経験から、「誰にも見向きもされなくたって、ライブやったら全員を釘付けにしてやる！」と息巻いていただけに、この歓迎ムードは、むしろヤバイ。


期待されていることにプレッシャーを感じる、という類のことではなく、この暖かいムードに、自分たちの尖がった志が柔らかくなってしまっては困るのだ。


かと言ってトゲトゲする必要なんて全くないわけで、その微妙なバランスの前に戸惑ってしまった、というのが正しいと思う。


楽屋に荷物を運んでいると、1人のイケメンと2人キリになる。どうやら共演者のLeeというらしい。片言で挨拶すると「ま、いいじゃないか。堅いことは。楽しくやろうぜ」と来た。
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これは楽屋の壁一面に描かれた絵。Leeと一緒に眺めてた。楽屋がGreen Roomと名付けられていて、なんでGreenなのか、2人で「この絵が緑だから？」とかブツブツと(笑)。







そしてドラマーのジムも別の車で合流。今日は弟のポールと一緒のようだ。(この弟、ポール・ハリスンという、なんとも贅沢な名前なのだ…笑)


「今日も楽しもうぜ！昨日よりいい仕事するぜ！」


というジムの心強いコトバをキッカケに勇気が出たと思う。


そしてサウンドチェック。が、またしてもギターの音に納得がいかない。今日はじっくり音を作って完璧なリハーサルをするぞ！と思っていたのに、1曲"54"を通し終わると、会場でマジマジと見てた共演者たちから拍手…。


「あれ？中はギターの音が小さくて納得いかないけど、こんなに拍手くれるってことは外音は充分なのかな？」


と考え方を変える。


そしたらドラマーのジム、いきなり「オッケー。これでいこう！」と立ち上がる。


「えー…。もう終わり…？」


前日に続いて、今日もやっちまった！なんとなくのリハーサル、終了…。


ま、飛行機に初めて乗って感じたことなのですが、


「なるようにしか、ならん。」


そういうことかな？と。


飛行機に乗ってしまえば、どうあがこうが目的地まで到着してしまうんだろうし、不具合があって万が一の墜落も避ける術すら、もうありはしないのだ。


前日のFOXと同様、サウンドチェックが終わるまで極度の緊張状態を保ち、その後逆にリラックス方向へ振り切る！という習慣を身に付けられそう(笑)。開き直り方を覚えたぜ！






20時になり、ゾクゾクとお客さんは集まって来る。その中に、イギリスのみで無料配布している僕らのフリーCDを聞いたから来たんだ！っていうティーンエージャーを発見！これは嬉しい！成果、あるんや！フリーCD貰ってくれた人から、メールはたくさん来るんやけど、こうやって実際に足を運んでくれたのがとても嬉しい！


Kobyは大の日本アニメ好きの男の子。彼女連れてやって来た！ステージの後ろにはアニメ「アキラ」が上映されていたり、ともかくここ、イギリスでのアニメ人気は凄い。ハヤオミヤザキとか、あと何やっけ(笑)？僕は全然知らないので、こりゃダメだな、と思いました。下手したらイギリス人の方が詳しいもん。イギリスで評価されてる日本の文化ってものをもっと再確認したい。そう思いました。あ！A.K.は宮崎駿のこと、バッチリなので会話してましたー(笑)。
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これ、暗いけどKobyと僕(笑)。iPhoneにはフラッシュないんやもん！後ろにはアキラが映ってる。


話戻りまして。


タイムテーブル的には20時半から開演する予定でしたが、全く始まる様子、なし(笑)。結局21時過ぎまで、押す。


その間、Jim、A.K.と3人で乾杯。楽屋にはたくさんのケータリングも用意されている。その待遇にA.K.は、いたく感激している(笑)。


この日も強烈な共演者のライブを楽しみ、そして我々の出番がやって来る。


衣装を着替える。


気持ちを入れる。


楽器の準備をする。


前日の初ライブの前にロンドンで買ったシルクハット。僕らはこのハットをライブのスイッチにする。


準備を終え、ステージに立つ。そして、喋る。


喋るんかーい(笑)！！！







そう。僕、全然英語、喋れへんのですよ。けどね、もう、喋りたくて喋りたくて仕方がないのです！どんな気持ちでココ、イギリスにライブをしに来たのか。どれほどこのイギリスという国がオレの憧れか。ロンドン、アビーロードスタジオでの記念撮影のこと。それでもオレたちは観光で来たんじゃない。こうやってライブをすることで、イギリス人の友人たちと楽しもうと思っているし、全力で楽しませるよ。片言の英語で僕らのココロをすべて語る。


そしたら見ているみんな、ちょっとずつ僕らの方へ耳を傾け、頷き、笑い、相槌を打ち、囃し立て、一歩前に近付いてくれる。


そこで僕は「A DAY IN THE LIFE」を弾き語る。


なぜかと言うと、僕らの前に出演したLeeがこのビートルズの歌を歌ったからだ。イギリスではビートルズって、子供のバンドだよ？っていう話を聞いたことがあったんだ。イギリスでロックとして認められているのはデビッドボウイだ、と。それでもロンドンの街を歩き、楽器屋に入り、レコード屋に入ると、ビートルズの絶大さは、群を抜いている。


そして。


共演者がビートルズを歌ったのだ。ビートルズが存在するからこそ、僕はこのイギリスという国が特別で、彼らが歩いた場所を歩きたい、と思ったのだ。


僕のこと、何も知らないLeeがビートルズを歌ったことへの返答。


それは「A DAY IN THE LIFE」を歌い返すことなんじゃないかな？って思ったんだった。


そしたら割れんばかりの歓声が響く。


そしたらスタートだ。


The Ventz、2日目のショーの始まりだ。ステージに用意してたシルクハットをA.K.と2人、被る。それが合図だ。


セットリストは昨日と同じ。


1.月

2.54

3.FRiDAY

4.knock knock knock

5.colours

6.over

7.キタルベキセカイ


Jimとの呼吸も、昨日より格段に良くなってる。ギターの音だってサウンドチェックの時と比べ物にならないくらい抜けている！(それにしても何故なのだろう？)


A.K.と僕、代わる代わるに手拍子を求め、徐々に会場全体が熱くなっていくのがわかる。特に今回のセットリスト、自分で言うのも何だけど、流れがとてもいいと思う。


「月」ではシャッフルのリズムでノリ易く攻める。ロンドンコーリングだ。


そして、だからこそ今回のThe Ventzの一押し曲「54」を2曲目に持って来れる。




続けざまに「FRiDAY」。コトバは違っても圧せる曲だと思う。


そして「knock knock knock」。今回のセットリストの中で非常に重要な役割を持つ楽曲。A.K.と僕は右に左にステップを踏み、後ろのドラマージムもそれに合わせてカラダを動かしてくれる。この時点で会場はもう一体と化している。


また英語でのMCを挟み、「colours」と「over」を立て続けに攻める。足元でサンプラーを駆使しているのがおもしろい。


そしてラスト「キタルベキセカイ」の前にMC。


「オレたちは絶対にここに帰って来る！」


A.K.が手元にあったiPhoneでお客さんの写真を撮る(笑)。
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「キタルベキセカイ」


このウタがイギリスという国でこれほどまでに受け入れられるとは思わなかった。思ってなかった。比較的スローな、バラードとは言えないまでも、このテンポの楽曲を日本語で歌っても、イギリス人には響かないんじゃないか、って。それがどうだ。それまでの楽曲でノリにノッてたお客さんたちが、すぐさま反応してカラダを揺らす。


イギリスという国に対しての先入観、憧れ、もっと言えばコンプレックスが僕にはあって、「ロックってヤツは英語で歌うのが当然であって、その英語が出来ない日本人である僕は、マガイモノだと開き直って"ロックっぽい"ものを歌うしかないのだ」と。


これが今回のイギリスツアーで覆されてしまった。もちろんいい意味で。


The Ventzという新人バンドでのライブは、このイギリスという土地が初めてで、たった2本のライブ。その2本目のラスト曲で、僕の中のスイッチはカチリと音を立てたように感じる。


ロックの産まれた国は、それほどココロは狭くない。途轍もない度量で僕ら、まだライブをやったことのない遠く日本のバンドのロックを受け入れてくれた。


絶対に7月、ここ、イギリスはHitchinでのフェスに帰って来たい。そしてその間日本で、僕らはどんどん進化して、イギリス人、日本人、問わず、僕らの音楽で楽しみたい。


こんなに決意に満ち溢れたライブを、僕は今までしたことがあっただろうか。


記録更新である。









ライブ終了後、スチュアートがすかさずステージに来てくれる。どうやら、


「後片付けはオレがする！早く観客のところへゆけ！みんな待ってる。CDやレコード持って、早くステージを降りろ！」


ということのようだ。


ありがたい。


そしてA.K.と共にフロアに降りると、すげぇ歓迎っぷり(笑)！


みんなが英語で僕らに捲くし立て、握手を求め、レコードをくれ！と手を差し伸べる。


A.K.と顔を見合わせ、とにかく別行動へ(笑)。


「一緒にいては、対処が出来ない。二手に分かれるんだ！」と(笑)。


今日のヘッドライナー、Redmaxxもすごくカッコいい、まさにブリティッシュなバンドだったので、彼らが始まると単純に僕はライブを見たいので、それまでの間、必死で応対する…。結局追い付かず、Redmaxxのライブが終わってからもラッシュだったのですが(笑)。


嬉しい。本当に嬉しい。


club85では、最初っから歓迎ムードだったので、どうなるか、ちょっと不安やったけど、「これが終わりじゃない。ここからがなんだ！」っていう決意を胸に秘めたライブが出来たし、何よりイギリス人オーディエンスの楽しそうな顔やダンスをステージ上から眺められたのだ。


この経験に勝るものは、ない。








夜中12時までclub85でそのままDJタイム！もうみんな、踊りまくる！音楽と生活の密着具合は、半端ないね。これが今回のイギリスの旅での一番の感想。


が、12時になったらピタッと音楽は終わった(笑)。


「そーなんやー！そこ、そーなんやー！」


とA.K.と笑う。日本のどこかと一緒やん(笑)！







が、ここからまた面白い。


このHitchinという街は、まぁ言えば田舎町なんだろうなぁ。まわりは住宅街なんやけど、とても星がキレイなのだ！わかるかな？このニュアンス。


だからなのか、日本なら当然「打ち上げ」と称してどこかの居酒屋なりに行くところを、この日は、ステージマンのJoshuの家でホームパーティーをするという。


スチュに「どうする？行く？それとも帰る？」と聞かれるが、もちろんすかさず「行く！」と答える(笑)。


だってこんなチャンス、滅多にないでしょ！


イギリス人ばっかりが集まるホームパーティーに誘われたんやで？絶対偽らないイギリスって国が、そこに発見出来ると思うもん。


とにかくアルコール飲んで、とにかく喋る。最初は日本のことを話題にされたりして、僕らのことお客さん扱いやったけど、Joshuが僕にスコッチを勧めてくれてからは、平気で早口の英語が飛び交う(笑)！


そやけど、アレやね。しばらくイギリス人ばっかの中で生活していると、だんだん英語もわかってくるね！


部屋の向こうでは、ドラマージムの弟、ポールとジョシュが政治の話になってる。う〜む。イギリスだ…(笑)。


ジムともたくさん話が出来た。


ジムは言う。僕らの音楽は楽しめる、と。そしてマイクパフォーマンスがうまい、とも(笑)。


「え？どういうこと？」


って聞いたら、昨日も今日も、僕の話す英語は正しくはないのかも知れないけど、イギリス人オーディエンスのココロに響くし、何より盛り上げ方もうまい。みんなをひとつにする。と。


嬉しいじゃないか！


そういえば共演者のLeeも僕にこっそり言ってた。


「動きがいいよね」


と。


あぁ、「knock knock knock」での右に左に、のパフォーマンスのことかな？って聞いてみたら、


「違う！ライブが始まって終わるまでの、その流れがとてもいいって言ってるんだ」


だって。


あ。ありがとうございマース(笑)。そんなんマジマジと言われたら。照れちゃうじゃないか！







「7月にまたイギリスに帰って来れたら、ジム、頼む！」


とガッチリ握手。たった1回の練習と2回のライブ。それだけなのに、ずっと一緒にいた気分になるのは、やっぱ音楽で繋がったからなのか。


朝4時にお開き。
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だいぶ人が減ってる…(笑)。










それにしても、非常に濃ゅい、有意義な毎日。


これでライブ日程がもうない、ということが寂し過ぎる！








帰りはスチュアートの家までスチュアートの車でスチュアートに送ってもらったんやけど、もぅ、眠くて眠くて…。


スチュアートも眠いだろうに、本当に申し訳ない。


「じゃあWAX、DJをやってくれ！」


と車内でスチュのiPodを手渡されるんやけど、必死のDJでした…。








本当にありがとう。


あとは7月に行なわれるという、Hitchinでのフェスティバルに出演出来るかどうか。


これはもう、天命に任せなければ…。







    2010.02.19 Fri 2/19(金)「2010年ガイドライン決定」
    昨日夕方、スターバックスにてバンドミーティング。ずっと「なんかお洒落って感じがするからみんな行ってるだけちゃうん！」って否定的だったスターバックス。ごめんなさい、スターバックスさま。美味しいです…。


そうそう。イギリス行った時もね、スターバックスではフリーWiFiでさ、これがまた助かったのなんのって。iPhone使えたんでネットで調べものしたり現在地確かめたり…。


しかもイギリスには自動販売機がないんやけど、スーパー行っても缶コーヒーすらなくてさ！毎朝缶コーヒー飲まなきゃ気が済まない僕は、大変スターバックスにお世話になったわけです。しかも美味しいし。


そうそう！イギリスでは「ミドルサイズ」がこっちの「グランデ」やねん。


しかもキャラメルマキアートがミドルで2.5ポンドくらいなんで、およそ375円。100円くらい日本より安いっ！


それ以来、スターバックスのキャラメルマキアートが飲みたくて飲みたくて…。









おっと。話が逸れました。


ともかく2時間くらいのミーティングでしたが、もうワタクシ、喋りまくり…(笑)。


イギリスから帰って来てから、ちょっといい新曲ネタが出来て、しかも7月に行なわれるイギリスでのフェスへの出演も濃厚。あとはビザ問題だけなんやけど、それも明るい兆しが！ってなると、僕のこと。どんどん想像は膨らむ！


昨日、ほんまは大阪にあるUKビザ申請センターに出向いて色々質問しようと思ってたんですね。


が、実際に行く前にメールで質問しておこうと思いまして、3日前にこんなメールを申請センターに送っていたのです。


●


イギリスはHitchinで行なわれるロックミュージックのフェスティバルに出演出来そうなのですが、主催者側から「ワーキングビザを取得することは可能か？費用はどれくらい掛かるか？」との問い合わせを頂きました。


当方、ビザについて全くの無知であるため、まわりの知人に聞いてみたのですが、やはり明確な回答をイギリス側の主催者に伝えなければ、と考えています。


以下に今わかること、ならびに知りたいことを記してみたいと思います。


＊7月に開催されるイベントです。いつまでに申請しなければなりませんか？


＊演奏するのは1日です。その後帰国します。ビザ取得のための費用はいくらほど掛かりますでしょうか？


＊主催者側からの我々への出演依頼の証明書のような書類は必要でしょうか？


まず知りたいことは以上です。


●


そしたら、「予約のない方の来場はご遠慮願っています」って返事が来た…。


でもでも！


申請センターの人、親切でさ、「以下に該当する方は事前の申請は必要ありません」ってさ！


・A professional entertainer coming to take part in a music competition;

・An internationally famous person coming to the UK to take part in broadcasts or public appearances, provided you are not being paid;

・Coming to the UK for an audition provided this is not performed in front of an audience (either paying or non-paying);

・An amateur entertainer seeking entry as an individual performer for a specific engagement;

・amateur entertainers seeking entry as part of a group, such as a choir or youth orchestra coming for a specific engagement;

・A professional entertainer taking part in a charity concert or show where the organisers are not making a profit and you are receiving no fee;

・An amateur or professional entertainer taking part in a cultural event sponsored by a government or recognised international organisation, or at a major arts festival;

・A member of the technical or support staff of amateur or professional entertainers,  who are attending for the same event.  Examples of such staff include  dieticians, bodyguards and press officers;

・An official attending the same event as the entertainer.  Examples include choreographers, stage managers and designers.


英語で、しかも専門用語もあるっぽいのですが、なんかほぼ行けそうじゃないか！？ニュアンスだけですけど。


で、これを主催者のスティーブ、そしてスチュアートに早速メールで報告！


そしたらスチュアート、いきなり「Congratulations on looking to play at the festival.」から始まるメールを返信して来てくれた！


「いやいや、絶対まだまだドンデン返しあるって…。」


と疑り深くなってる僕ら…。


そしてスティーブからの返事も！


「Ok I will look at this and let you have my reply soon」


だってさ！


おぉ。即答は避けてるけど、なんかいい兆しっぽいし、じっくり考えてくれそうだ！こういう返事をすぐにくれるスティーブ。信頼出来ると思う。


●


うわぁー。また書きたいことから、どんどん離れていっちゃうよー！


ゴホン。


とにかくですね。


昨日のミーティング。じゃぁ7月に本当にフェスに出演出来たら、「その前後の予定をどう組むか？」から始まった。


・前回ライブを見に行ったカムデンタウンのBarflyでライブがしたい。

・マンチェスター近くのレコードショップの人やお客さんに反応がいいので、マンチェスターでライブがしたい。

・ブライトンのレコードショップにも反応がいいので、ブライトンでライブがしたい。

・前回は行けなかったけど、観光ではなく、リヴァプールのキャバーンクラブにライブをしに行きたい。

・A.K.が去年秋に話をして来たというドイツのハンブルグでライブがしたい。

・もちろん僕らが初ライブを行ったThe FOXでライブがしたい。


うわ。これだけで6本、フェスの2日間を合わせると8日間ぶっ通しでライブやん！あれ？でもスチュアートとジムの予定はどうなんだ(笑)？


そしたらその前に、現在のバンド体制でのレコーディングしたいなぁ。ドラムは…？もちろんイギリス人、ジムでしょ(笑)！日本とイギリス、海を越えてのレコーディング。今の時代、可能なんじゃないか？ジムからもfacebook経由で返事来てたもん。「なんでも手伝うよ！」って。


まずは僕とA.K.でガイドとなるクリック入りのデモを録音して、それをイギリスのジムに送る。それを聴きながらジムはドラムを録音する。それをまた日本に送ってもらって僕らがオーバーダビング。それをミックスする…。うわ！イギリスの空気が入ったThe Ventzの新しい作品じゃん(笑)！


ちょちょ。そしたらさ、それをフジロックフェスティバルのルーキーアゴーゴーに応募するねん。えーっと、フジロックの日程は…。7/30、7/31、8/1やん！ヨカッター。イギリスでのフェスとは日程、被ってないぞ！


7月後半、ライブ尽くし。イギリス・ドイツのライブハウスまわって、ヒッチンのフェスに参戦。そして帰国、すぐにフジロック！フジロックから神戸に帰って来たら神戸でワンマンしたい！いきなり〜(笑)！


おぉっと。じゃあ、またフリーCDのこと、考えて、どこのライブもお客さん、いっぱい来るようにしたいなぁ！「イギリスでのフェスに出演！」って決まったら、絶対イギリス人の反応が変わると思うよ。


そうや！オレらのアナログレコード、ロンドンのレコードショップ「Rough Trade」WestとEastで販売してもらってるやん！Rough Tradeって元々インディーレーベル。Nigelに話せば「Rough Trade Records」から僕らの新作をリリース出来ないかなぁ？


「日英合同バンド"The Ventz"！空前のロケットスタート！リリースは英国老舗インディーレーベルより！」


とかなんとか、謳い文句、サイコー(笑)！


あぁ、そうや。これはヒッチンでのフェスへの来場者数千人に対するフリーCDという形でどうだろう？折り紙はA.K.が折るよ(笑)！


で、その後、これをキッカケとして秋にThe Ventzの新作をRough Trade Recordsよりリリース。そのためのレコーディング。もちろん渡英するでしょ！僕、A.K.、Jimの3人でレコーディング。アビーロードスタジオで出来たら最高だったのになぁ…。


ま、そうなると秋のレコーディングになって、リリースはクリスマスにぶつけちゃえ(笑)！クリスマス商戦に戦いを挑む！UKインディーチャートを席巻だ！


で、日本に逆輸入。いろんなレコード屋さんにThe Ventzの輸入盤が並ぶのだ。









…。


ふぅ。すべて僕らの妄想です。アシカラズ。








けどさ！これくらい大きなこと、いつも考えていたいよ！


まぁ、病気と紙一重かも知れませんが…。


ええ、そうです。もうほとんど病気です。


けど、去年の今ごろ立てた計画より、かなり成果が上がっているのは事実。内心、これほどまでとは思ってなかった。


けど、ビビッてない。ちゃんと地に足が付いてるから。









さぁさぁ！これで今年、2010年のガイドラインは出来た！


あとは、ちゃんと、真面目にヤルだけ。


音楽作って、音楽やって、ちゃんと聴いてくれる人に届ければいい。


奇を衒ったこと、したいわけじゃなく、堂々と「これが王道だ」と言いたい。


ヤリタイことが王道。


ドキドキするぜ！









イギリス、Hitchinでのフェスティバルへの参加が決まれば、すべて変わると思う。キチンとみんなに向けて発表したい。よろしくお願いします。
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念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸元町ringo/3Dにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.02.20 Sat 2/20(日)「シンセとオルガン」
    昨日、THE NEATBEATSの真鍋さんから荷物が届く。真鍋さんのスタジオ、GRAND-FROG SUTDIOで録音されたボ・ディドリートリビュートCDである！前から散々喚き散らしているように(笑)、僕はそのアナログ録音にこだわった真鍋さんのスタジオが気になって仕方がないっ！いつか僕もそこで録音したいのだー！


で。


ちょっと嬉しかったのがこれ。
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手紙。


こうやって手書きで添える。僕も何か音源を送る時そうするけれど、そうしてもらったことって、意外と少ない。


今は便利な世の中で、インターネットを使えばメールは手軽でスピーディーだし、ツイッターやブログ眺めれば、恐ろしいくらいの情報は入って来る。facebookやmixiなんかで遠く離れた友人と交流することも出来る。


もちろん僕もご他聞に漏れず、インターネットは使いまくっていて、だからこそイギリスでの初ライブが出来たのも事実。


それでもさ。


人と人が本当の温かさを持って接することを、忘れたことはありません。


物事みんな、より簡単な方に、より便利な方に移って行っちゃうのは世の中の流れ。


人と人が接すると、ややこしいこと、いっぱいありますから(笑)。出来れば距離置いて、そう、出来ればメールなんかでやり取りするだけの方が、気が楽。


でも、そうじゃないと思うんだなー。


実際に会って話して、匂いを感じてみることの方が、僕は情報を得るだけより、随分マシだろう、とそう思うわけです。


道なき道をゆくのが楽しいと思っていますから、数年前、ただライブを見に行くだけだったニートビーツの真鍋さんと、こういう関係になってるのも、これまた楽しいと思うし、真鍋さんなりに、当然のこととは言え、こうやって手書きの手紙を添えるべきオトコだ、と僕を認めてくれている気もする(笑)。


間違ってないな、と、何故か真鍋さんの文字を見ながら、物思いに耽る僕でした。


それにしてもこの「ボ・ディドリートリビュート」、いい！めっちゃくちゃいいっ！










さて。昨夜はバンド練習！毎日を気合い入れて臨んでますっ！


でね！前回発見した新曲ネタ。これがかなり進化を遂げつつアリマスデス(笑)！


今僕らは、今のスタイル、つまりベースレス(現在ドラマーもいませんが…)の形で示せる方向を模索していまして、シンセサイザーmoogの音色とギターを使って、ポップ且つミニマムなロックを発見したいと考えているのです。


とにかく今回は「前回のネタを録音してみよう」ってところから始まりました。


が。よぉっく考えたら、単調な2小節のフレーズしか、ない(笑)。


というわけで、何度も何度も繰り返し、展開を考えるのですが、どーも「甘い方向」にしかいかない…。


違う…。違うねん…。この曲、ポップはポップでも、甘い方向やないねん…。


そこで、それまで僕がギター、A.K.がシンセだったものを、僕がギターからオルガンに切り替える。「シンセ＋オルガン」の形で合わせてみる。


そしたら、僕の脳は瞬時にギター的アプローチからオルガン的アプローチに変わる(笑)！そもそも構造が違う！


う〜ん。今考えたら、ボ・ディドリーの影響もあったかも知れない…。少しそのアフロなビートを、知らず知らずのうちにオルガンで真似ていたのかも知れない。


「おぉ！これ、ええんちゃうん？」


と僕。それでもA.K.は納得いかないようだ。「シンセとオルガン」ということに。


ふふふ。違うんだなぁ。我に秘策、あり(笑)！


ともかく、こうやってセッションして生まれた構成を、今度はシンセのみ、録音してみる。


その上に僕がオーバーダビングするんだけど、そう！オルガンを重ねるのではないのだ！


うん。お察しの通り、僕はここでギターを持つ。









ギターとシンセだけでセッションを繰り返しているとね、ギターがどんどんコード楽器としてワキマエテしまう。それを僕は引っ繰り返したかったのです。


一旦コード楽器としての役割をオルガンの脳に植え付けてしまい、その名残りを忘れないうちに、ギターを単音楽器として操る。


そしたら出来たー！


汚いLa'sみたい(笑)。








それに今度はウタのメロディーを付ける。


録音した楽器隊を聞きながら、むしろ僕もA.K.もハンドマイクでカラオケ状態のまんま、自由に発想する。発声する。日本語なんだか英語なんだか何語なんだか、よくわからん(笑)。


そしたら、めっちゃキャッチーなメロディー、産まれたんじゃないか！？


こういう瞬間っていつもドキドキする…。







あとはカッコいいインストゥルメンタル部分があったら最高やん！って感じになって、一旦地下を後にし、外へ出て、結局歌詞を考える！


そしたら、出来たよ〜！


サビだけですけど、日本語だか英語だか、わからん歌詞が(笑)！


A.K.も僕も、「イギリス人でも一緒に口ずさめそうな歌詞、作れへんかな？」って考えてたもんで、まーったく意味のないような歌詞ですけど、これもアリかな？って思います。







ふむふむ。成果アリ！な一日になって良かった。今日もまた、クリア出来た。そんな充実感。充足感。








やっぱり音楽、作っている時って無我夢中。


その中で新しい挑戦が出来ていること、ありがたいと思っています。


よーし。歌詞を仕上げよう！


あ。この作詞のクレジット。僕とA.K.の共作ってことになるんだな！コトバ遊び。おもしろい。
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    2010.02.21 Sun 2/21(日)「スケッチブック」
    昨晩、神戸のデザイン事務所、インテリウムの藤原さんから突然の電話。こういうの、嬉しい(笑)。


まぁ「ともかく3Dにいるから来ませんか？」と。


こういうのん。僕は出来る限り断りたくは、ない(笑)。バンドのことでするべきことが山ほどあろうとも、誰かと会って会話することが僕に刺激を与えることは間違いないし、それも刺激満載、久々の藤原さんからの誘い。断ること、出来ないよねー(笑)。


ってわけで、小川さんのワインバー3Dへ。


「イギリス、楽しかったみたいやん？ブログ見てたよ。子供みたいにはしゃいでたね(笑)」


から会話が始まる。


そして、藤原さんはおもむろにスケッチブックを取り出す。
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藤原さんのスケッチブック。僕は好き。憧れる。字も絵もすべてがデザイン。


で、話を聞いてみると、どうやらインテリウムが4月で10周年を迎えるそうなのです。そしてそのパーティーに出演出来ませんか？とのこと！


嬉しい話じゃないですか。


一緒に行ってたA.K.と即断。出ます、と(笑)。


藤原さんによると、「藤原さんが好きなバンドの歌を、インテリウムと関わりの深い人たちが完全にコピーをする」というのがコンセプトのよう。


何々…？僕は「The Jam」！


喜んで〜(笑)！







が。完全にコピーするなら、ベースとドラム、いりますよね…？







ベーシスト、ドラマーに関する藤原さんのリクエストもあったので、ちょっと彼らの予定を確認してみます。インテリウムの10周年のパーティーやもんね。これも運命なのかも…？









そして今朝、The Audiosという19歳の新人バンドのミックス作業開始。


246スタジオで録音したものを、ちょっと僕なりのミックスをしてみることになったのです。まだ世の中に一度も出たことのない、全くの新人。だからこそ、キラリと光る出現の仕方をして欲しいし、そうなるべきだと思う。


昨日、WEAVERというピアノロックバンドのデビュー後、初の大阪BIGCATでのワンマンを見に行って来ました。会場から溢れんばかりのお客さん。


「WEAVERはオレが育てた」なんて言えないけれど、僕はとても嬉しかった。ステージで演奏していたのは、もうアマチュアのWEAVERではなかったし、それでもプロとしてはまだまだ伸びシロのあり過ぎるバンド。


「前を向いて走っている！」


その感じが僕は好きだし、道なき道をゆく。それはThe Ventzも同じ。


神戸という地方都市、いや、田舎街で、文化というヤツを中央に埋もれずに温めて来たんやもん。なんか、仲間な気がしてとても嬉しかったのです。


それはThe Audiosも同じ。


僕は神戸のライブハウス「VARIT.」で、若者たちと対等に「仲間だ」と肩を組めて幸せだなぁと思う。


だからこそ、The Ventzは道なき道をゆけるのだ、とそのバックグラウンドを、改めて確かめたりなんかして(笑)。








うわー毎日刺激が多過ぎるぞ(笑)！


ありがとね。
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    2010.02.22 Mon 2/22(月)「実は…」
    なんか、やりたいこと、いっぱいやなぁ〜。やりたいことやるには時間が必要で、気付けば睡眠時間が少なくなってる。テンションはいつも高いので、地味な一人作業も苦にならない。


端からみたらオカシイこともあるんだろうねー(笑)。


今朝も早くからThe Audiosのミックス。僕の秘密兵器、アナログのミキサーに通してたんですが、これ、ヘッドフォンのボリュームがなくてね…。そりゃあもう、大爆音で聞かなきゃならないわけですが、そんな中、僕はひとり。


「いやぁー。やっぱちゃうよな…」


なんて独り言。
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たぶん、オカシイよね(笑)。








そんな中、4/23(金)に行なわれるインテリウム10周年イベントに、The Jamのコピーバンドとして出演することが決まりましたー。


メンバーは…。


僕とA.K.。


そして…。













YUKKOと鳴菌ー！


笑うよねー(笑)。


インテリウムの藤原さんからのリクエスト。やっぱり周年のイベントやし、そこは藤原さんのプロデュースに任せるべきやと思いまして…。


僕らの間にはいろいろあるけどね、実はそれほどなんもない(笑)。








一昨日藤原さんから提案のあった後、A.K.と相談し、昨日、YUKKOと鳴菌に電話した。鳴菌は即答でオッケー。YUKKOにはさっきオッケーの返事をもらいました。


いや、単なるオッケーやないな。2人とも「やりたい！」って。








音楽が好きでずっと一緒にやってたメンバーと、今、一緒にイギリスに到達したメンバーとの融合バンド。


変なのー！


けど、インテリウムの藤原さんからの提案でなかったら、こんなこと、してないかも…。










4/23(金)神戸チキンジョージにてThe Jamのコピーバンドします。


「The Ventz＋HITMAN STYLE」


どうぞ冷やかしに来てくださいな？







    2010.02.23 Tue 2/23(火)「フライヤー」
    The Ventzの第2弾フライヤーを昨晩から作成しております。どんな表面にしようかなーって考えてたんですが、A.K.がとてもいい写真をロンドンで撮ってたんです！それ使ってグッといい感じになりそうですよー。


で、第1弾のフライヤーもそうやったんですが、裏面にはギッシリ僕の文章を。


今回も書きまっせー！ロンドンデイズを！


読みにくいって噂もありますがね(笑)。
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    2010.02.24 Wed 2/24(水)「what's love」
    先週から作り始めた新曲。日々進化しています！


昨日も練習やったんですが、なんて言うのかな？ひとりでに曲が育っていて、それをちゃんと感じて、伸ばしてあげる。そんな感じー。


結構カッコいい感じになってると思う！


タイトルは「what's love」！


一見ダサいけどね(笑)。コトバ遊びコトバ遊び！完成したらわかるよ〜。


で、今朝は昨日録音したデモにドラムを打ち込み。おもしろいね〜。ほかにもパーカッション打ち込んだりいろいろ遊んでたら、思いの他時間は過ぎていて(笑)。


仮のミックスは作ったので、A.K.にメールで送信。次は歌詞を！


ヴァース部分、単純な歌にするのん、やめよかな…。
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    2010.02.25 Thu 2/25(木)「引き締まる想い」
    うん！とりあえず新曲の仮歌の録音、終了。


頭の中で思い描いてたボーカル。どうもイメージ通りに歌えなくて惨敗って感じ(笑)？ま、ええやん。その代わり、違うライン、見つけられたし。


●


昨日、帰国後初めて、親父からケータイにメールが来た。


「ブログみてるので知ってるけど、いい人に恵まれよかったなー。独りよがりにならないように。背負えられる期待に答えられたらいいなー。」


深い。身が引き締まる。


●


そして、「知ってるやろけど」と、アビーロードスタジオのニュースの記事を写メでくれた。


そしたらアビーロードスタジオのマスタリングエンジニア、クリスチャンからPCにメールが来てた！


*


Hi Waturu,


Thank you very much for my 7'' vinyl. Many apologies I was not able to

meet you in person I have been locked away in sessions all year.


I hope your gigs went well and everything is good for the Ventz.


Toodle Pip

Christian 


*


Waturuて(笑)。


そうそう。この前イギリス行った時、もちろんアビーロードスタジオ行ったんやけど、観光だけして帰るのん嫌やったから、僕らの7インチのアナログレコードを「クリスチャンに渡して欲しい！」って、スタッフの人に預けてたんやった。


ちゃんと返事くれて、嬉しいなぁ。


で、「ここ日本でもアビーロードスタジオのこと、大きなニュースになってるよ！すべてうまく、いったかい？」って返事しといた。


っていうか。


売却問題の渦中にあるスタジオのエンジニアと直接メールって…。


なんかおもろい繋がり(笑)。


●


さぁさぁ！もうすぐThe Ventzの新しいフライヤーが到着するハズだ。


今日もいろんなところでThe Ventzのこと、知ってもらえるように頑張るのだー！


独りよがりにならないように。ハッピーエンド、目指して！


ん？エンド、しないよ(笑)！
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    2010.02.25 Thu 2/25(木)「フライヤー」
    [image: ]


The Ventz第2弾フライヤー、到着〜！このロンドンの街の信号の写真、ええよね。A.K.が撮りました。悔し(笑)！


どこかで見かけたら裏面、読んでみてね〜！







    2010.02.25 Thu 2/25(木)「The Horns」
    イギリスでのバンドでのライブの前日、Stuartに"The Horns"という老舗パブに連れて行ってもらったんですね。


「オープンマイクがあるから行こう！」


って。断る理由なんかなくて、急遽行ったんですが、歌って来ましたよ！


その動画、13分くらいあったんでYouTubeにアップ出来てなかったんですが、先ほど、分割に成功。アップしましたー。


もぉ、笑ってしまうくらいガチガチの僕ですが、初めてイギリスという国でイギリス人ばかりを相手に歌った、貴重な映像(笑)。


まぁ、見てやってくださいな。


イギリス人の何と温かいことか…(笑)。






ね？ヤヴァイくらいやったでしょ？ガチガチのカチンコチン。指動かへんわ、歌詞1番しか出て来んわ…。


恥ずかしっ(笑)！







    2010.02.26 Fri 2/26(金)「キレテマス」
    先日のA.K.の日記に書かれていましたが、日本国内用のフリーCDのパッケージング、英字新聞でイキマス！
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これ、ナイスアイデアやと思いませんか？


「うん、僕らアレですよ。イギリスには英字新聞を戴きに来たのが本音でね…」


そう。渡英前、練習や準備で疲れ果て、勝手に妄想してたんです。イギリスで爆発的に注目されて、BBCとかにインタビューで渡英目的聞かれたらどうしようか、って。アホですよね(笑)。


予め考えていた答えがこれ。


「うん。ライブをしに来たわけじゃないっていうと嘘になるけどね、それは僕らのライフワーク。敢えて答えるなら英字新聞が欲しくってさ…」


おぉ。なんてウィットに富んだイギリス的返答…。









ま、そんなインタビュー、一切無かったですけども。








でもね、アイデアがあったのは本当。今、イギリスのみで無料配布しているCDは、日本の新聞で折り紙してる。逆にイギリスから帰って来て、日本で配る分は、イギリスから持って帰って来た新聞使ったらええんちゃうん！って。


折るのはA.K.の役目なのですが、先日、「切る役」に任命されてしまいまして…。昨日からずっと切ってます…。


もぉー嫌ッ！











けど、国内用とイギリス用。ちゃんと今から準備してる姿、神様はきっと見ていてくれるよ…。


頑張るぞ！
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左が国内用。右がイギリス用。
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ミックジャガーの顔、発見！
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    2010.02.26 Fri 2/26(金)「夢になる！」
    そうそう！facebookにさ、イギリス人のお客さんがこんなこと書いてくれてたよ！あまりに嬉しいので載せちゃいます(笑)！


"I had a dream about The Ventz last night!!"


だってさ！僕らの夢を見たって(笑)？


どんな夢やったんやろーなー。そいつは英語が喋れてたかい？たどたどしかったんやろなぁ。もしかして日本語、喋ってたんかなぁ(笑)？


とにかく、夢に外国人が出てくるって尋常じゃないよね？


それくらいインパクトがあったってことで納得したいっ(笑)！







最近は毎日毎日、The Ventz宛てのメールをチェックしてる。A.K.も同じだ、って言ってたから、1日何回チェックしてるんやろうか？1時間あたり平均1回として、2人で1日50回くらい(笑)？


そう！7月に行なわれるイギリス、Hitchinでのフェスティバルに出演出来るかどうかの、プローモーター・スティーブからのメールを待ってるのです！


ライブ見てくれたDJで、今もfacebook繋がりのTimが先週の土曜日にスティーブに会ったらしく、とても僕らを気に入ってくれてるみたいだったよ、と報せてくれた。


う〜ん！まだかな！


は〜やく来いッ！は〜やく来いッ！
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    2010.02.27 Sat 2/27(土)「魅力あるデモを」
    昨日は急遽練習！どーしても練習したくなる理由もあるのさ！毎日一歩でも進んでいなきゃ気が済まない！


●


とあるイベントにデモを送りたくて、でもバンドが今の編成になってからの音源はなくて。じゃあその音源、作ろうぜ！ってわけで、僕らはドラムをイギリス人のJimにお願いすることにしたのです。


え？


って感じ(笑)？


まぁまぁ。ええやないですか。海を越えてデモを録音する。なんか楽しそうじゃないですか(笑)。


ま、これが本当に実現出来るのかどうか、わからないんですが、ともかく前へ進め！と練習することにしたのです。


録音したい曲候補はこれ。


・54

・キタルベキセカイ

・what's love(新曲)


この3曲をJimと一緒に録音したいな、と。


なので、イギリスにデータを送るにしても、まずこちらからドラム打ち込みバージョンの楽曲を録音する必要があるな、と。


というわけで、まず「54」から…。










が、全然良くないっ！


もぉ、ほんま。全く良くない！


渡英直前にベーシストが抜けて、頭捻っていろんなこと考えて、苦肉の策やけど、「これでいけるやろ！」って形を思い付いて、そのまんまイギリスいってライブしたら「お！意外といけるやん！」みたいになって…。


けど、今録音してみると、全然良くない！


これはショック…。


A.K.と2人。しばし呆然。


ヤバスギル…。









で、原因を探ってみる。 


考えられること。渡英直前はテンションもいっぱいいっぱいで、勢いに頼ってた。その勢いのおかげで、イギリスでのライブはギラギラしていた。


それともう一つ。イギリスでのライブを経験したことと、そのイベントのオーディションに送るということで、僕らの意識が格段に上がった。このまんまじゃ無理だろう、と冷静に判断しているってこと。


そこで、新曲を聞き直してみる。


うん。これはいい感じだと納得出来る。現在の編成での方向性への意欲も見える気がする。


でも、54が楽曲的に劣っているわけではないと思うんよねー。イギリス人にもキャッチーだと認められた楽曲やもん。その方法論に工夫をしなければ…。







たとえばギター、moogの音色は？フレーズは？


この楽曲において、何を最優先とするか？


うん、ギターもmoogも、自分だけでこの曲を成り立たそう、埋め尽くそう、そう考え過ぎなんちゃうかなぁ？それより、もっと「隙間」？そうすれば逆にもっとダイナミクスを感じさせられるんちゃうやろか…。


moogでのベースラインを変更し、ギターの音色をシャープにする。


そしたらアラ。随分印象が変わるじゃないか！


やっぱりベースギターとシンセベースでは、そもそも構造が違うんやなぁ。なんとなくエレクトロな雰囲気が出て、とてもしっくり来る！


が、あくまで「バンド」としてのアイデンティティは守りたい。DJ的、もしくはユニット的アプローチではなく、ロックバンドとしてのサウンドを目指したい！


「Jimのドラムが入ればもっとカッコ良くなるやろう！」


その境界線を見極めなきゃ…。









昨日のこの経験。めっちゃ意義があったと思います。もっともっといろんな曲、聴きたい！素直にそんなふうに思えてさ。音楽の懐の深さというか巧妙さに改めてびっくりしました。








さ。びっくりしてばかりもいられない。


2月中に録音の足掛かりを。そして3月中にイギリスのJimとやり取りが出来るといいなぁ。「完璧な作品を造る」というより、「魅力あるデモ」を録音してみたい！
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    2010.02.28 Sun 2/28(日)「2月最後の」
    [image: ]

練習でございます！新曲など、レコーディング中でございます！


やらなきゃ進まん！











    2010.03.01 Mon 3/1(月)「ROTW」
    ほら。今朝はこれらのことを同時進行。
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・イギリス用、国内用のフリーCDのコピー。

・国内用の折り紙はA.K.に任せているので、イギリス用の日本語新聞折り紙。

・最初のうちはBGMにFranz FerdinandのtonightをiPodで。

・そして新曲"what's love"の歌詞を考える。


どれも急ぎでクリアしたいこと。時間はあるようでない。でも時間はないようで、こうやって効率よく使うことを考えることが、実は楽しかったり…。


●


さて。告白しよう。


実はここ最近、そう。イギリスから帰って来てからずっとかな？常に頭から離れない懸案があるのです。


「7月にイギリスで行なわれるフェスティバルに出演出来るか、どうか」


正直言います。


僕、このブログを読んでくれてるみんなを、


「あっ！」


と驚かせたかったのです。いや、「出し抜きたかった」と言う方が正解かも(笑)。


僕らもう、「ほぼ出演出来る！」と思っていたんです。


ワーキングビザの問題やらもどうやらクリア出来そうな気配やし、プロモーターのスティーブもいい感触だし、あとは正式に出演依頼という形の「約束」が出来れば、大々的に発表だな！と。そして発表出来れば、前例のない僕らなりの道の造り方、歩み方を実行するのみ！そのアイデアなら沢山ある！早く決定をおくれよスティーブ！って。


でも、「出し抜こう」という邪念がいけなかったのかな…。


どうもここへ来て暗雲が立ち込めて来てしまって…。


僕らが出演したいと思っているフェスティバルがどんなものなのか。


ちょっとYouTubeで覗いてみてください。


ROTW＝リズムオブザワールドというフェスティバルです。




ね？めっちゃ出たいでしょ！


The Ventzの初ライブに絶大な協力をしてくれたスチュアート。元々「7月にイギリスのHitchinという町でフェスティバルが行なわれるんやけど、紹介すること、出来るよ」というところから、「もし出演したいなら2月にフルバンドでプロモーターにライブを見せるのがいいかもね？」という話に発展し、その通り、僕らは行動して来て、想像以上の成果を掴んで来ました。


だから、ワーキングビザの問題さえクリア出来れば、The VentzはROTWに出演出来るのだ！と。


Hitchinのclub85というライブハウスのスタッフのみんなや、その時のDJや共演者たちもこのROTWにどうやら関わっていて、彼らも僕らの強い味方になってくれている。スティーブに僕らのことを事あるごとにプッシュしてくれているのもfacebook経由で物凄く感じる。


けれども、やっぱりそう簡単に事は運ばない！


スティーブと僕は直接メールのやり取りをしているのですが、僕がどれほどこのROTWに出演したいかを伝え、彼も非常に興味を持ってくれていることもわかる。でもなかなか返事が来ない。もう十中八九出演出来ると思っているもんですから、その返事が来ないことに不安になる。もちろん英語のやり取りですから、ちょっとした読み違えが「誤解に繋がったりしてないだろうか？」という不安を産む。


だから、スチュアートと僕の間を取り持ってくれているナオミさんに、相談してみたのです。


ナオミさんはThe Ventzがイギリスで初ライブをするに至った経緯もすべてすぐ近くで見ていてくれたし、僕らのことをすごく応援してくれているから、僕らの気持ちの部分までわかってもらえるかな？と思うのです。


そう。英語のやり取りでは、そのニュアンスというか、気持ちの部分まで、読めないんです…。


「フェスティバルへの出演」という「仕事」への流れですから、当然スティーブとのメールはドライな部分が多々あるんですね。そういえばアビーロードスタジオのクリスチャンとのやり取りもそうだったなぁ。


だから余計に感情がみえないし、けど僕はやっぱり英語でも熱い文章だと自分で思うし、その僕の発言が誤解になっている可能性は、無きにしも在らずだな、と。


そしてここ数日、スカイプのようなシステム(スカイプじゃないんだ。何て言うんやっけなぁ…？)で話すロンドンのスチュアートと千葉のナオミさん。そのナオミさんと携帯メールでやり取りをする神戸の僕。そんな不思議なトライアングルでの、大袈裟に言えば「会議」が開かれているのです。


そしたらどうも、「出演出来るよ、と言われていて出演出来なかったバンドも実はたくさんあるんだ」という話になって来た。


これが昨日の練習中でさ…。


A.K.と2人、悩みました…。自分たちがサボってしまって結果が出ないのは仕方がない。けど…。どれだけ頑張っても成果の出ないことに対する対処の仕方がわかりませぬ…と。


でもね。メゲててもしゃーないやん！


デモ録音を続けなければ！また新たな新曲のネタを合わせなければ！


ココロは宙ぶらりんやったかもしれんけど、頭だけは切り替えて練習、練習！


こうやって自分のこと頑張って頑張って、前に進むしか行き場のない不安を払拭する方法はないと、本当に思う。


そして練習後にA.K.と話す。


「出し抜くつもりやったのがアカンのやと思う」


と。神様は絶対見てる。そんなふうにフェスへの出演のこと、隠したりして、キミら、何様だ？と。今まで全部曝け出して来たのなら、フェスのこともちゃんと曝け出さなきゃ。出演出来る、出来ないじゃなくて、その過程を全部。


神様がそんなに偉そうなのかどうかはさて置き、僕は一人になってそう気持ちを整理した。


だから今日、こうやって書こう、と。


ナオミさんは言う。


「スチュアートが言うにはビザを取ってから話した方がいいかも、と。スティーブも毎日色んな人からメールが来て忙しいから面倒臭いことは嫌がるだろうし、「ほら、ビザはあるよ」という状態なら話が早いだろうとのことです」


と。


なるほど！「ザ・事後報告」ですな！


というわけで、UKビザ申請センターにもう一度メールします！


なんか、昨日、全くヒカリが見えなくなってしまった気がしてさ。


けど、落ち込む時間も余裕もないじゃないか。


ROTWのステージに立てるよう、僕らがするべきことは全部やる。


それでダメでも想像以上の成果はあがるハズ。


だってHitchinでのフェスティバルが、こんなに大きなものだとは思ってなかったんやもん。


そこに対して欲が出てしまっているだけ。


ROTWに出演出来たら状況が変わることは間違いない。アイデアが僕にはあるから。


けど、そうじゃなくって今のこの状況をもっと楽しまなきゃ。


まだまだマシです。僕らは音楽が出来ているんやから！それに仲間もいる！


ありがとう、スチュアート！ナオミさん！
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    2010.03.02 Tue 3/2(火)「メッセージ」
    さてさて。昨日はUKビザ申請センターにメールを送りました。


●


僕らはどうやら「An amateur or professional entertainer taking part in a cultural event sponsored by a government or recognised international organisation, or at a major arts festival;」に当て嵌まるようなのです。この場合、事前の申請は必要ありません、とのことですが、楽器などを持ち込む場合、入国の際、何か証明がいると思うのですが、いかがでしょうか？面接を受けたいと思いますので、ご都合をお知らせください。


●


という旨のメール。「Entertainer visitors」という枠やと思うので、それに必要な金銭的負担のことなども聞くつもりです。


そして夜、ナオミさんから一通のメール。


「スチュアートが昨日のライブの後、スティーブと一緒に働いているという女の人に会ったそうです。彼女はThe Ventzのことを知っていて、ビザが取れれば大丈夫だろうと」


すぐさまA.K.に転送。


そしたらすぐに返信あり。


「良かったですー。…というか、スチュアート、うちらの事わざわざ聞いてくれたんですね。それが、嬉しいです」


そうやねん！ソコ、ソコ！ソコが一番大事なところ！


僕らは「絶対にROTWに出演したい！」と強く願ってる。だからスチュアートに頼りたいこと、本当はたくさんあって。でもね、スチュアートは僕らのプロモーターではなくて、同じミュージシャンであるイギリスの友人。彼は彼のことでとても忙しいハズ。遠慮してるわけではなく、僕らは僕らで、ちゃんと動かなきゃ。聞いてばかり、頼ってばかりでは、絶対にうまくいかない…。


でも、ナオミさんだったりスチュアートだったり。それぞれみんな、忙しい中、僕らThe Ventzのことを気に掛けてくれていて、助けてくれる。


なんかあったかいものが込み上げて来るのです。


それをちゃんと感じられるメンバーで僕はとても嬉しいし、もちろん僕らはThe Ventzとして夢を叶えたいと思っている。でもそれは、もうすでに僕らだけの夢ではなくて、僕らが叶える夢にドキドキワクワクしてくれる人がすでにいるんだ！ってことをちゃんと感じて毎日を生きたい。そう思うのです。


ありがとう。スチュアート、ナオミさん。


●


今朝は頑張って長文の英語メッセージを書きましたよ！


うん。イギリス人ドラマーのジムへ向けた僕らの最新音源ニューバージョンをレコーディングしようぜ！という熱いメール。いや、熱過ぎるぜ…(笑)。


今晩の練習で、ジムに送る用のレコーディングを終わらせるつもりなんですが、ジムからの返事が来次第、僕らはイギリスのジムの元へレコーディングデータを送るつもりです。


果たしてうまくゆくのかな…？


文法や単語など、ほんまにめちゃくちゃかも知れないし、何より中学生みたいな単純な文章ばっかりかも知れない。それでも気持ちが伝わるといいなぁ。


"I don't know this project will be well or not,but I want to try!!!We want to do this in our own way!!!"


よしっ！
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18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3Dにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！







    2010.03.03 Wed 3/3(水)「玉手箱」
    練習終了〜！


今日もステップアップー！新曲"what's love"の歌詞を書き上げましたー。しかも人生、初。共作(笑)。


A.K.もブログに書いてましたが、この新曲。コトバ遊び的な要素を多々、盛り込みたかったので、お互い「っ」の入ったコトバを持ち寄って、作詞しようと提案してみたのです。


イギリス人ドラマーJimに送る用のNew Type"54"と"キタルベキセカイ"をもう一度聞き直し、オッケーの出たところで新曲の作詞に移行。


僕より断然A.K.の方が宿題をやって来ていたわけです…(笑)。「っ」のコトバ数が多い！


が。僕は僕で、全体像の印象の与え方を考えていて、キーワードは「玉手箱」。意味わからんよねー(笑)！


まぁ、簡単に言いますと、竜宮城に行ってもらって帰って来た「玉手箱」の中身は、得たいが知れないわけですよ。「お宝」かも知れないし、そうじゃないかも知れない。


僕はこの"what's love"というウタの歌詞を、そんな「宝箱」ではなく「玉手箱」にしたかった。


具体的に言いますと、「善」もあれば「悪」もある。「肯定」もあれば「否定」もある。その正反対のコトバを煙の如く羅列し、「愛とは何か？」を浮き立たせていくわけですけれども、絶対直接的に「愛」とは言わない。


そして英語のように聞こえつつ日本語で意味を持ち、また「韻」を踏むことを多用し、コトバ遊びの要素を強める。


う〜ん。こんな感じ(笑)？


わかったようなわからんような作業ですが、これがうまくいった！


また今回も今までやったことのないことが出来た。スポーツの世界で言うなら自己記録更新。ヤッタゼ！


歌詞を書き留めているメモの写真を載せておきます。
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解読してみて(笑)！


しょーもない歌詞ですけれども…。


いやいや！そんなことないっ！


ポップミュージック界の新境地やと思いますがね！大袈裟か…(笑)。
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    2010.03.04 Thu 3/4(木)「藤原さんとジュンジロウさん」
    昨日届いたファックス。from 藤原さん(インテリウム)。
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4/23(金)にチキンジョージで行なわれる、神戸のヒップなインテリアデザイン会社、インテリウム10周年記念イベント「インテリウムナイトvol.10」のお誘いとお願いのファックスです。


ちゃんと藤原さんのメッセージ入り。


「WAX、なるきん、ゆっこさん、A.K.へ


ブリティッシュロック好きな少年達


WAXという男は大変ROCKが好きです。認めます。ぼくはTHE JAMのステージは見てません…。きっと涙が出るくらい感動すると思います。よろしくお願いします。ふんにゃら」


こういうのん、ほんまに嬉しい。感動すらするのです。


僕はこの日、ポール・ウェラーになる！！！


20代後半を駆け抜けて来たヒットマンスタイルのメンバーと、今現在を生きるザ・ベンツのメンバーと一緒に、僕らはTHE JAMになる！！！


インテリウムという神戸のロックな会社に初めて訪れた時のことは忘れない。


「なんで会社にDJブースやバーカウンターが？真っ赤っかの絨毯やし…」


ね(笑)？


けど、初めて藤原さんと出会ってから、もう7年も経つんやなぁ。10周年をしっかりお祝いしたい。


●


そして、ヒットマンスタイル解散後、毎月ソロライブをさせてもらってた元町のカフェバー"ringo"が5周年のお知らせハガキ。
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やっぱジュンジロウさんは最高だ。どうよ！このイカしたポストカード！


パッと見てグッとくるよね！


3/11(木)で5周年かぁ。遊びにいこう！


●


藤原さんとジュンジロウさん。僕が神戸で大好きなオトナたち。僕もカッコよくなりたい。いっつもそう思ってます。
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    2010.03.04 Thu 3/4(木)「待つ勇気」
    今日から神戸VARIT.のバーカウンターにて、The VentzのフリーCDを配布し始めます！日本国内、初、ですね(笑)！


スプレー。
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A.K.が折った英字新聞への詰め込み作業。
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とにかく、いっぺん聞いて欲しい。よかったらライブ、来てください。4/19(月)にバリットでやるので。ぜひ。











昨日、UKビザ申請センターからの返事が届く。やはり僕らにはビザは必要ないようです。政府が噛んでいるフェスティバルだと、そういう特例？が認められているらしく、ROTWはそういう類いのフェスティバルのようなのです！


だから、こちら的には「ほぼいける！」のですが、イギリス側のプロモーター・スティーブに、うまいこと伝えたい。


スチュアートが言うには「ほら、ビザならあるよ！」と伝えれば、主催者側も面倒はないし、うまくいくんじゃないかな？ってことなんやけど、ビザが必要ないとなると…。


スティーブはとても忙しい人なので、スティーブと一緒に働く誰かを紹介してもらって、その人にフェスへの参加証明書みたいなものを発行してもらうのが一番いいと思う、またスチュアート、ナオミさんルートでアドバイスを貰いました。ありがと！


でも、とにかく「1週間待って」とスティーブに言われているので、つべこべ言わず、今は待とうと思っています。


「待つ勇気」


これほど頑張らねばならないことはなかったような気がする…。










それと、昨日は大阪にある「HOOK UP RECORDS」の吉見さんに会いに行ってきました。いろいろイギリスでのライブのことを報告しつつ、いろんな話を。


そして、7インチのアナログ盤をお店に置いてもらいました！


ぜひぜひ大阪方面の方々、門外不出のアビーロードマスタリングバージョンのレコードを、フックアップレコーズでお求めください〜！
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    2010.03.05 Fri 3/5(金)「WEAVER」
    さ。今日からバリットは、3日間、WEAVERの3デイズワンマンです。ヤツらと出会ってもう何年？高校1年生の春休みやったハズやから、かれこれ5年！びっくりするなぁ〜。


この5年間でWEAVERの3人はメジャーデビューし、今日からの3日間の神戸バリットでのワンマンライブでもって、一区切り、付けます。


もちろん多少、悔しいところ、ありますけどね(笑)、それでもここ田舎町、神戸から、世の中に認められて大きな世界に出現していけるんや、ってことは、とても嬉しく思っています。とことん売れて欲しい。


年齢がこれだけ違っても、僕は僕のまま、言いたいこと言って衝突したこともいっぱいあったけど、それはあなた、キミ達が悪いのですよ(笑)。


絶対曲げちゃいけない信念もあれば、絶対疎かにしてはいけない礼儀もあるのです。人は人と生きていきたいもんね。僕はそう思う。


そうやって毎日、若い才能と遊んでケンカしてバカなことやって。それでも真面目に音楽を語り合ったりして。


まだまだたくさんいるよ、若さ溢れる才能たちが神戸には。











それでも僕はやめない。


何人かの人たちは僕に「裏方に専念したら？」という。


でもこれ、辞められないんだなぁー(笑)。今でも起死回生の一発、狙ってるって言ったら可笑しいかな？


今日だってバンド練習。


まだまだ僕は、辿り着いていない。










WEAVERのこと、羨ましくないわけ、ないけどね。


僕はこのバンドに、めちゃくちゃに売れて欲しいと思ってる。







    2010.03.06 Sat 3/6(土)「メガテン」
    深夜練習、終了〜。


今日もどうにか、あるものを形にして終了。去年。まだドラマーもベーシストもいた頃に作りかけていた楽曲。僕の頭の中に鳴るベースフレーズがどうしても忘れられなくて…。その時は四苦八苦して、全然方向すらまとまらなかったのです。


が。そのフレーズをA.K.に任せ、moogに置き換えてみたところ…。








あらら。結構イケるじゃないか(笑)！随分カッコいい曲になりそうなのです。


前回の練習で、僕はポール・マッカートニーのソロ初期風に持っていこうと思ったのですが、なかなかに複雑な組曲風になってしまって、断念。今は、そんなん作りたいんちゃうねん(笑)。


というわけで、もう一度組み直して、今日。今度はキンクス、ホリーズ初期風に持っていこうと試行錯誤。


が、それを聞いてA.K.はフラテリス風ですね？と。


ううむ。そんなふうに感じるとは…。


やはりこれが世代の違いか、と(笑)。


僕らは出来るだけ時代を追って音楽を探求して来た感じなのですが、ゼロ世代以降っていうんですかね？彼らは時代なんか無視して聞いちゃう。


「そのアルバムが完成した時代がいつであろうが、今、僕が知らないなら、それはすべて新譜だろう？」


この考え方に近い。


もう一歩進んで、iTunesやiPod、YouTubeなんかが当然の時代。曲単位ですべてを「グワッ」と聞くもんやから、その思考回路は似て非なるもの。


そんなThe Ventz内の会話。これ結構お互い刺激あったりします。お互い「目が点」的な(笑)。








まぁ、今日、手を付けた方向で行くことは間違いなさそうですが、ちょっと捻り出し過ぎた感があるので、コード感に左右されず、もっと自由に歌メロを浮かべてみたいな、と思います。


次回の練習は月曜日。それまでに何度も何度も繰り返し聞き返すのだー。









昨日、MySpace経由で面白いメールがやって来た。


僕らのことをRough Trade Recordsのwebsiteで知ったんだ、というアメリカ人からのメール。


すぐに返事しといたんやけど、なんかおもろいこと、起こらんかなー(笑)！
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    2010.03.06 Sat 3/6(土)「eBay」
    Hey Hey!!!


さぁ！今日も元気にゆくぞ〜！


●


実は先日、初eBayに挑戦っ！海外のオークションなんです。全部英語っ(笑)！


うん。この前イギリスでライブした時、思ったんですよね。こりゃあ敵わんな、と。何が敵わないのかって？イギリスには一切の楽器を持ち込めなかったので、ギターもアンプも借り物だったんですが、もぉ、めーーーっちゃ、スコブルええ音、したんですわ。もちろん、その気候とか、いろいろな要素が関係してるとは思うのですが、これ、240Vってのが関係あるんちゃうかいな？と。


ってことは、イギリス製のアンプを手に入れて、日本でも電圧を240Vまでアップして使ったら、それなりの音、出せるんちゃうかな！って思ったのです。


借り物のギターだってアンプだって、そないに高価なものではなかったんですよ？


そこで、イギリスのオークション、eBay。


そしたらさぁ、日本ではあまりお目に掛からない"Selmer"アンプとかあるじゃないですか…。なんかね、ずっと見てると欲しくなって来てしまって…。


…。


支払方法？


ふむふむ。PayPalっていうのにアカウント取るわけやな…。


そういえば、イギリスのレコード屋さんが僕らのアナログレコード、扱えるけど、PayPalで対応出来る？って聞いてくれてたな。


いっそ、世界中と売買出来るようにアカウント取っちゃおうか…。


あ。取れた。


なるほど。いやぁ、見れば見るほど欲しくなる…。欲しくなる…。欲しくなる…。


えーいっ！


ポチッ。








600ポンド入れちゃったよー！


ドキドキ。









落とせたらいいな！と思う反面、落としてしもたら英語でsellerとやり取りせなアカンやん…。オレ、出来るのか？という不安もあり…。


終了時刻がイギリス現地時間の19時過ぎだったので、日本時間は深夜4時過ぎ。


ドキドキ、ドキドキ。


落とせますように…。落とせませんように…。


相反する想い。身が引き裂かれそうです。








が、結局、890ポンドまでいって、終了。落札出来ず。


あぁ、残念。こうなると、残念(笑)。
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でも、890ポンドって安いよね。1966年ごろのSelmer。まぁ、日本までの運送料が150ポンド掛かるんですが…。









ま。まずはステップアップトランスを手に入れて、イギリス製のVOXアンプを240V仕様で鳴らしてみましょうかね。


そしてPayPal。これ、ちゃんと理解して、ちゃんと使うこと。なんか今後のThe Ventzにとって、重要な匂いがします！
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    2010.03.07 Sun 3/7(日)「仕事」
    WEAVER、3daysワンマン、終了。


これはこれで、オレの仕事。


売れて欲しい。







    2010.03.08 Mon 3/8(月)「再会」
    10年以上振りに再会するとびっくりするもんです。


20歳のころ、僕はローソンでアルバイトしてたんですが、そのときに一緒に働いていた人が、土曜日のWEAVERワンマンライブを見るためにバリットにやって来たのです！


声を掛けてもらったんですが、最初わからんくてですね、でもなんとなく思い出してですね、「あぁ！」って(笑)。


話を聞くと、どうやら去年、僕がどうしてるかなぁ？と思ってくれたらしく、検索掛けてみるとこのブログがヒットしたようで、それから読んでくれてはったそうなんですな。う〜む。不思議。だって、僕がローソンで働いていた10年以上前には、パソコンなんてそれほど普及していなかったし、ケータイもない、インターネットもメールもない時代の頃のことですから。その頃に一緒に働いていた人が、こうしてまたインターネットで繋がって、そして実際に顔を合わせて再会。


う〜む。やっぱどう考えても、不思議(笑)。


インターネットがなかったら、僕が今どうしているかとか、わからんわけやし、もし偶然バリットのカウンター越しにすれ違っていても、お互い気付かないわけでしょ？


「ん？なんか見たことあるような…」


が限界やん？


う〜む。やっぱ、不思議(笑)。


で、こうやってWEAVERを見に来はったってのも変な話やしね(笑)！


「WEAVERと僕のブログで繋がった」


益々変なの(笑)！










昨日は、弟が奈良から神戸に急遽やって来てくれました。


そう。渡英の際、貸してくれていたスーツケースを取りに。あれ？こちらから送るべき(笑)？


ほんのちょっとの時間でしたが、イギリスのこと、ちょっと話して、レコード渡して。


また夏にスーツケース、借りるぜ！借りることになればいいな！
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    2010.03.08 Mon 3/8(月)「最終的には」
    イギリスから帰って来てから、頭の中、実はこんがらがってまして。


ザックリと言ってしまうなら「音楽を売る」という命題に関して。


その前に「オマエ、どれくらいのペースで曲を書いてるんだ？」と問うことから始まり、当然のようにハイペースで曲作りに取り掛かっているわけですが。


今現在、無料で配布したり、ネットにアップしたりしているThe Ventzの4曲。これをCDとして売るつもりは当初から全くなくて、ただ、今後、どうやってその「経費」を回収するのか？を考えたいのです。


ややや。


「経費」というとあまりにリアル過ぎてスルーされちゃうかも知れませんが、「趣味」の範囲で収めたくない気持ちもわかって欲しいのです。


2009年の1月から始まって、2010年の2月に初めてのライブをイギリスで行なった我々、The Ventz。


「先行投資」をそれ以上に跳ね返らせるための行動を。


今、ボンヤリとした頭の中のイメージが、焦点を結び始めようとしている予感も実感もある。


イギリスに行って、キチンとギャランティーを手に入れたように。


MySpace、YouTube、Twitter、Facebook、mixi、PayPal、eBay、OTOTOY、mp3、WAV、そしてvinyl、それからライブ…。


うへ。


もうちょっと具体的にこのアイデアを具現化するためには、やっぱりもっと最高な音楽が必要です。


よし。


今日もこれから曲作りですっ！







    2010.03.09 Tue 3/9(火)「Laura」
    練習練習！曲作り曲作り！


なぜか「コンビ二のサンドウィッチで満足出来るか否か」の話から経済の話へ、という謎の流れで練習に突入。最終的に僕はコンビニでサンドウィッチは買わない、ということで落ち着いてしまいました。スチュアートのお母さんが作ってくれたサンドウィッチ、美味しかったなぁ。中にはハムが入ってる。

[image: ]


でも、これってサンドウィッチって呼ぶねんなぁ？お母さん、「サンドウィッチ、作ろうか？」って言ってたもんな。


あれ？サンドするって挟むて意味なのか？


と。


あれ？もしかして、勝手な日本語？？？サンドってsand？砂や〜ん！


と思いつつ、Yahoo辞書で調べてみると…。


「挟む」ってコトバの英語に「サンド」がないっ！かろうじてあるのが「パンにハムを挟む＝sandwich [put] ham between slices of bread」！！！この場合「sandwich」って使うみたいやけど、「put」でもええってことやもんね。


ありゃりゃ。お勉強になりました。










少し難航しそうな気配を感じさせていた新曲ですが、ちょっとしたヒラメキでバババッと構成、メロディー、歌詞まで極まりました！


タイトルは「ローラ」。「Laura」にしようか「Lola」にしようか「Rola」にしようか…？


またしてもコトバ遊び的なウタになってしまってますが、なかなかカッコいい曲だと思っています。韻、踏みまくりです(笑)。


でも、レノン・マッカートニーもこんな気分やったんちゃうかなーって思います。


「ガハハ！それええやん！おもろいやん。それ、いっとこ！どーせ意味なんて、オレらだけわかっとったらええんちゃうん！？」


みたいな。


レノン・マッカートニーに限らず、英語の歌詞ってそんな気、しませんか？「韻を踏む方が大事。全然かかわりのないコトバやけど、韻を考えたらこの並びになって、だからこそ想像力を掻き立てる」的な。


なんか、こんなやり方なら、いくらでも曲、書けそ…。


馬鹿げたやり方でも、突き通せばなんとかなるかな？










今しばらくお待ちを。イギリスから帰って来てから作った「what's love」「Laura」も、もう少し形にして何処かにアップしたいな、と思ってます。









そして僕は、他の個人的なネタにも手を付けたいと思ってます。


4人体制の頃のThe Ventzには、ある程度方向性を決めて掛かるところがあったんですが、今、こうして、2人体制になってしまったThe Ventzには、そういう制約みたいなものを取り払う、いい時期なのかな、と。


「グッドメロディー、グッとくるウタ」


を、もう一度掲げてみたい。


これはヒットマンスタイルの頃のキャッチフレーズなんですが、ソロ時代もこの延長にあったことは間違いないし、The Ventzの「キタルベキセカイ」もこの延長にありそうな気がしてた。どちらかと言うと避けたい部分ではあったのですが…。


けど、イギリスに行ってみて、予想外に、想像以上に「キタルベキセカイ」のウケが良くて。




そういう現場の空気みたいなのはちゃんと察知する能力はあると思っていて、それを「今後のThe Ventzにどうやって活かすか？」というのもまた、帰国後の我らの命題として捉えてもいます。


僕が大好きなのは、世界一売れていて、世界一カッコいいバンドなんやもん。世界最高の「なんでもあり感」を持つバンド。


だとしたら、僕がやってるThe Ventzもまた、「なんでもあり」でええんちゃうかなーって。


イギリス行くのにベンツって(笑)。


そういう部分からもう既に「なんでもあり」な気もするので(笑)。









「what's love」とか「Laura」とか、いい意味で馬鹿げた曲を作ることは辞めないと思う。そんな中で「グッドメロディー、グッとくるウタ」を書けたら、もっともっといっぱい曲、増えるやん。


それくらいの軽い気持ちで、僕の音楽の墓場にしたいくらいの気持ちなのです。ちょっと重いね(笑)。










ま、ま。昨日もちゃんと1曲出来て、ヨカッタっすってことです。
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    2010.03.10 Wed 3/10(水)「0円」
    今日は午前中からジュンク堂へ。お勉強お勉強(笑)。


ズラッと並んだPC、インターネット関係の新刊を眺め、「これは？」と直感した本をじっくりと読む。これだけ。0円(笑)。


なんか世界は新しくなってんですね！


びっくりした。


"Twitter"をキッカケにして、いろんなことに変化が起こりそう。あと、"google"ね。ヤバイね。"クラウド"だね。


先見の明を発揮出来るかどうかは別にして、「やったモン勝ち」の世界。イギリスから帰って来てから、どうにも僕の頭を賑わわす「事柄」が、どうやらピタリとくっ付きそうな予感。


数年前から「こうなると便利なのになぁ」と思って来たことが、どうやら本当に実現するようです。


そのツールをThe Ventzに活かすのだ！


A.K.、頼んだぜ！（←人任せ。笑）
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    2010.03.11 Thu 3/11(水)「未だかつて有り得ない方法で…」
    「大変だ！ネットの世界が大変なことになってる！」


と、興奮冷めやらず、未だ、眠くならないWAXです。ごきげんよう。


こういうのん、好きなんかなぁ、オレ。


なんかね、小学生の頃、星を見るのが好きになり過ぎて、でも、天体望遠鏡なんて買うお金なんてなくて、それでも


「じゃあ、天体望遠鏡、作ればええやん」


とか閃いて、毎日京都市中央図書館に通っている感じを思い出すのです…。


なんか、ゾクゾクする感じ。わかるかなぁ？


「世界は大変なことになってる！早くしないと！」


僕は、「僕らThe Ventzの音楽を中心に据えて、未だかつて有り得なかった方法を使って、世の中の人々と世界を共有出来るのかも知れない！」と興奮しているのです。


興奮せずにはいられないのです！


眠るのが惜しいッ！









明日は10年振りくらいの友人と、急遽神戸で会うことになりそうです。突然メールが来てね。なんとなく、恥ずかしいのね、こういうの(笑)。


ヤツはどう変わったのだろう？


僕はどう変わったのだろう？







自信持って、会いたい。
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    2010.03.11 Thu 3/11(木)「言い切る。ブレはない」
    今朝も早くからイギリスでの写真をPicasa使ってウェブアルバムにアップ三昧。A.K.が新しいサイトを造ってくれてるので、僕も頑張らねば。ウェブアルバムにアップすれば、違うPCでもインターネットさえあれば共有出来るってことやんね？違う？そしたらサイトで使う写真もそこからダウンロード出来るよね？違う？


そうなんです。サイト管理はA.K.に任せようと思っているのです。


ややや。


もちろんブログなんかは変わらず毎日書こうと思っていますが、今まで以上に音楽を作るスピードを上げたいと考えていて、ここへ来て、ようやく役割分担がハッキリして来そうなのでね。


全部を1人でやってるんじゃない。


バンドやから出来る役割分担を。


もちろんトータルのコンセプトはじっくり話して決めていくから、ブレはないです。言い切ります。


遠いけど、同じ目標持って動いているメンバーなんやから、そのあたりの感覚は同じです。


さぁ！


今から人に会うのだ。旧い友。


今、どうしてるのかな？


期待！不安！


なんだ、この気持ちは(笑)！？
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    2010.03.12 Fri 3/12(金)「青春時代・宣言・切望」
    昨日は約10年振りの旧友と会いました！10年ってデカイ。会う前、少し緊張すらしてました…(笑)。


ヤツは同い年のミュージシャン。23歳の頃、バンドでデビュー。同じ頃、僕も東京に住んで、ヤツとはいっつもツルんでた。おもろい時期だった。東京での第1期青春時代、みたいな(笑)。


そんなヤツとの再会。


いやぁ〜。感想は一言。


「10年は人を変えるし、10年は人を変えない」


これに尽きるッ！


2時間ほど喫茶店で話したんですが、文字通りアッという間の2時間。そりゃそっか。お互いの10年をたった2時間で語り合うんやから。


けど、よかった。


「もうスッカリ音楽から足洗ってさ…」


みたいな空気じゃなくて


「今でも自分を信じてる。そやし歌うのんやめれへん」


そんなコトバが自然とお互いの口から出るような関係で。


ええ。結構オレたち、クサイんです(笑)。


そしてまた、ヤル気も出た！


刺激サンキュー！









夜は新曲にドラムの打ち込み。悩むねー。イメージはあるんやけど、カタチにするのが難しい。緻密に打ち込みたいわけでもないし、そうしなければならない理由もないけど、雰囲気だけはちゃんと持って行きたい。


そしてリスニングタイム。いろんな音楽をまた、聞く。脳をまた、開く。








今朝はサイトのリニューアルに向けて、トータルのコンセプトをA.K.と話し合う。


そしてぶつかる。


サイトのリニューアルはサイトのリニューアルに留まらず、The Ventzがやりたいことを具現化する、大切な入口。


だからこそ、ぶつかって当然なんだと思う。それをもポジティブに楽しむべし。


しっかりと「宣言」したい。











なんか、イギリスに行ってライブをしたのが、もう半年も前のように感じる。それくらい毎日の密度が濃い。


約4ヵ月後、僕らはイギリスのフェスティバル、ROTWのビッグなステージに立てているのだろうか？


音楽を造ること、バンドを造り上げることをサボっていたら、全部神様に見透かされてしまいそう。


原動力はある。行動力もある。アイデアだってある。すべての歯車が合った時、The VentzのROTW出演が決定しそうな気がして、ならないのです。










お願いっ！出演させてっ！
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    2010.03.13 Sat 3/13(土)「夢、物語る」
    ROTW。イギリス、Hitchinで行なわれる、夏のフェスティバル。


リズム・オブ・ザ・ワールド。


この2週間ほど「そのフェスティバルに参加出来るのか、どうなのか」で頭が一杯です。プロモーターのスティーブからの連絡待ちなのですが、やはり忙しいだろうし、そこへ追い討ちを掛けるようにこちらからメールをするのもどうか…と思うのです…。しかも慣れない英語で誤解を産むような、気分を害する表現しちゃっても困るし…。


「ギエーッ！」


と、やはり僕らはスチュアートとの通訳をしてくれた千葉に住むナオミさんに頼ってしまうのです…。申し訳ない。


そしたらすぐにスチュアートに連絡取ってくれて、スチュアートは「じゃあWAXが言うより自分の方がいいだろう。連絡を取ってみる」と言ってくれたようなのです！


ありがたい！


ナオミさんも「WAXさんは自分でやりたいかも知れませんが、ここは任せてみましょう」と言ってくれたので、今、待っているところなのです。


この、なんていうのかな？テストの結果待ち？みたいな気分。


「ィイーッ」ってなります…。


この気分を拭い去るには喋り捲るしかない、そう思いまして、本日のバリット出演者相手に、いっぱい喋って来ました(笑)。


まずは、7月にニューヨークでのライブが決まったそうな「NolenNiu-de-Ossi」！来月、神戸で一緒にやりますね！海外での初ライブを控えているバンドと喋るのは面白い！


そして、明々後日、アメリカはテキサスで行なわれる「サウスバイサウスウエスト」というイベントに出演するために出発する「Hystoic Vein」。彼女らと出会って早3年。最初っから僕は買ってたもんな。楽しんで来て！


それから、過去「サウスバイサウスウェスト」にも出演し、近々ロンドンライブが決定しているらしい「mothercoat」。「イギリス、めっちゃヨカッタで〜！」と話し捲くる。どうやらイギリスの不評しか聞いていなかったらしく、僕の話で俄然楽しみになってくれたようだ。いいね！


といった具合。


あぁ、喋り疲れた。


っていうか、喋れば喋るほど、フェスティバルに出たくなって仕方なくなったじゃないかっ！











…。










まぁ、みんなインディペンデントな動きをしている。そういうバンドがここ、神戸バリットにもやって来てくれる。そしてお互い、情報交換。


もう僕には、何も出し惜しみするようなことが、ないよ。


独自な方法で、いろんな人の手助けを得ながら、ひとつひとつ夢を叶えて、一人でも多くの人に夢をみてもらえたら…。そのひとつのツールとして音楽、ロックミュージックがあるのなら、なんかいいな、なんて思ってみたり。









The Ventzはロンドンで頑張ってシーンを造る。NolenNiu-de-Ossiはニューヨークで頑張ってシーンを造る。そしたら一緒に日本、ロンドン、ニューヨークの3都市ツアーだ！


などと夢を物語る。


ええやないかー！でっかい夢持って、生きていこうやないかー！
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念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ

「インテリウムナイトvol.10」

この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！


お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！







    2010.03.14 Sun 3/14(日)「iPodクラッシュ！〜クラウドコンピューティングへ〜」
    昨日は練習やったんですが、持ってたネタ、4曲がカタチになりました〜。ィエイ！


といっても、僕が弾き語り用に溜め込んでたネタとか、The Ventzで作り始めたけどホッタラカシにしてたネタとかなんです。で、「もっと音楽をカタチにしたい！」って思って、ふとiPodに溜め込んだネタを聞いてたらですね、あらま、新鮮。「結構ええやん〜」みたいな。


「なるほど。そこでそー来るかー」とか「おぉ、才能あるんちゃうん！」とか、自画自賛(笑)。


「それ、全部、このバンドでカタチにしたろやないか〜！」と気合いを入れた練習だったのです。4曲しか手付かずでしたが…。










今、The Ventzがこの体勢になって、逆に出来ることが多くなった、というか、やりたいことが何にも縛られずに出来そうだ、とか。そういう充実感は感じているので、それも幸いなことやと思います。


自由な発想でアレンジ出来る。


ソロでやってた頃とかは、音楽的な相乗効果ってのは自分の中だけで産み出して行かなければならなかったんですが、今はメンバーとのやり取りを、どんどん建設的に吸収出来るようになっていて、時に突拍子もないものが産まれて、それが楽しいと思える。


そんなワクワクした音楽。早くデモ音源にしたい。最近は、特に歌詞が突き抜けてるように思う。変です(笑)。










このネタ漁り。iPodが大活躍やったんですが、そのiPodくん。昨日の練習中にあろうことか、クラッシュ！一切の再生が出来なくなってしまったのです…。


「えぇ！あのネタのコード進行、わからへんやん〜！」


みたいな…。はい。自分で昔の自分のフレーズ、コピーしながらの練習やったもんで…。


しかもそう！「オレの8000曲が…」状態なのです！iPodのハードディスク、「カチカチッカチッ」とか、妙な音してるし！






で、ともかく練習終わりで「Pod野郎」というソフトを使って、iPod内の音楽データのすべてをPCに保存し直す。


そして今日、iPodを初期化！


ヒェー！大丈夫か、オレのコレクション！

[image: ]


そして、もう一度「Pod野郎」からiPodに流し込む。


ヤッター！成功！


無事再生出来るし、整理も出来た〜。ふぅ。よかった。音楽人生のすべてが入ったiPod。中にはもう売っちゃったCDもあるもんで、ドキドキでした！助かった〜！









しかし、アレです。PCって怖い。ハードが壊れてしまったら一瞬で何もかもがパーになっちゃう。


自分が書いた曲のコード進行すらなくなってしまう…。


まさに「抹消」ですわ。跡形もなく。


「こまめにバックアップ」


確かに大事なことかも知れませんが、これ、面倒臭いよねー。


「クラウドコンピューティング」


だからこそ、今、僕は、ここに着眼したいと思っています。


そう。最近勉強しているのは、この「クラウドコンピューティング」に纏わる話。「Google」のこと徹底的に調べてみたり、「Apple」の未来を予測してみたり。きっと音楽の世界も近い将来、変わると思う。


それを見越してのサイトリニューアル。A.K.、頑張っておくれよ〜！
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    2010.03.15 Mon 3/15(月)「告白日記-ROTW出演の雲行きが怪しい-」
    新曲のメロディーと歌詞についての1人セッション、終わりました〜。よしよし。2曲完成、1曲はメロディーが見えたってとこまで行った。うん、上出来ではなかろうか。


しかし、何故にココまで、今僕らは自分たち自身を追い詰めて曲作りをしてるのか…？


実は、僕らの目下の切望である、7月にイギリスで行なわれるフェスティバル「ROTW」＝リズム・オブ・ザ・ワールドへの出演が危うくなって来てしまったのです…。


一昨日、プロモーターであるスティーブから来たメール。


●


Hi


I've checked with one of the agents I use and he pointed me in the direction of this


http://www.ukba.homeoffice.gov.uk/workingintheuk/tier5/creativeandsporting/


My understanding is The Ventz don't need visa's but do need a sponsor's certificate,�Rhythms are not registered to sponsor.


I will call the Border Agency next week and find out exactly what the situation is. If I can't get an easy solution I will have to defer The Ventz until 2011.


best�


Steve Smither

Performance Director

Rhythms of the World Festival


●


すごく雲行きが怪しい。怪しすぎる！


すぐにA.K.にメール。ナオミさんにもメール。スチュアートには、一旦落ち着いてから英語でメール…。


すべて「どうなるんやろ…」という不安を隠せないメール。








その後、バンド練習があり、練習で新曲をたくさんセッションした後、A.K.とミーティング、という流れやったのです。


うん。僕らはてっきり、すんなりフェスティバルに参加出来るんだと思ってた。先月のclub85のライブで、手応えがあったと思ってた。だからフェスティバルのことばっかり考えていて、早くスティーブからOKの返事が来ないかな？とそればかり考えてた。


けど、ココへ来て、このメール。


この手のフェスには、ワーキングビザはいらない。主催者の招待状さえあれば、僕らはイギリスに入国し、フェスティバルに参加出来ると思ってた。けど、実情はどうやら違うのか、スチュアートも再三「ビザを取ってしまった方がいいと思う」と言っていた。けれども、そのビザを取るにも主催者の招待状が必要なんだよ、スチュアート…。


もしかしたらスティーブは、日本人の僕らをフェスティバルに招聘するのが、面倒臭くなってしまったのかも知れないなぁ…。


いろんなこと、A.K.と話した。話しても結果の出ることではないということもわかりながら…。


だから僕らは決めた。


うん。「フェスティバルに参加出来るかも」ということ自体が「棚から牡丹餅」であり、それを勝手に期待ばかりしている僕らが思い上がっているだけなんだ、と。


もっとそれより、出来るだけ定期的にイギリスに行ってライブをすることを考えればいいし、せっかく2月に繋がったレコード屋さんなんかと、今でもちゃんと繋がっているのか？と自らに問いただせ！


だから僕は、今日、ナオミさんにこんなメールをしたためたのです。


※


ナオミさん


いっつもありがとうございます。本当に。


昨日、練習後にA.K.と話してみました。フェスティバルのこと。


ちょっと蛇足になるかも知れませんが、聞いてもらえませんか？


●


めっちゃくちゃ出たいんですね、そのヒッチンでのフェスティバル。


けど、「なんかブレてない？オレら」みたいな話をしました。


スチュアート、ナオミさんにほんまにお世話になってて、スティーブにもいろいろ考えてもらってて、僕らはとても感謝しているのです。


でも、「もしかしたらフェスティバルに出れるかも知れない」っていう話は、言うてみたら「棚から牡丹餅」であって、それを僕らは「勝手に期待してる」状態やと思うのです。


The Ventzが今、ほんまに頑張らんとあかんこと。


それは、ちゃんとカッコいい曲を書いて、ちゃんとイギリスでファンを獲得し、ちゃんとチカラのあるライブをして、そしてレコードをイギリスのレーベルからリリースし、その上で「ほら！こんなこと出来るんやで！日本の音楽も素晴らしいんやで！そう評価されるんやで！」っていうのを日本の人に知ってもらいたいのです。


なんか「人生を生きる」ってことが目標で、それを見て、勇気出してくれる人がいたりするのが嬉しいし、その中心に据えるべきことが「音楽を造る」ってことやねんって。


もちろん「フェスティバルに出演する」っていう夢が実現したなら、それはめちゃくちゃ嬉しいし、それを実現するために大切なのは「人と人との繋がり」なんだよってことを証明したい気持ちは、めちゃくちゃでかいのです。


けど、それは、そうやって「音楽的な実績」を伴って初めて実現することではないのか？と。


●


蛇足が長くなりました(笑)。


で、僕らはこう考えます。


フェスティバルに出演出来ようが出来まいが、7月にまたイギリスでライブをすることを計画したいのです。


そのためにはスチュアートの協力がまた必要になって来るんですが、前回出演出来た「club85」と「the FOX」にはぜひ出演を希望したいし、ロンドンのカムデンタウンにある「Barfly」というライブハウスへも出演したい。リバプールのライブハウスにも出演したいし、マンチェスターでもライブがしたい。


そうやって、「出来るだけ定期的にイギリスにライブをしに行くこと」「The Ventzの音楽性を高めていくこと」「ファンを増やしていくこと」「イギリスのレーベルに対してアプローチしていくこと」。その先に「フェスティバル出演」があるような気がするし、それは今年かも知れないし、来年かも知れない。スティーブが僕らを「出したい！」と思って初めて実現するし、逆に言えば、そう思えば簡単に実現するんだろうなぁと思うのです。


●


そしてビザのことです。


もちろん、多少のお金が掛かろうが、時間が掛かろうが、面倒であろうが、英語が難しかろうが、僕らはビザを取る用意が出来ていると思っていたのですが、もう一度UKビザ申請センターからのメールを見直してみると、どうやら「主催者からの招待状」が必要なようなのです。


でも、もしその「主催者からの招待状」が手元にあるならば、お金を掛けてビザを取る必要はないんですよね。


ということは、スティーブがそういう証明書を書くのが面倒ならば、ビザだって取れへんやん！っていうジレンマに陥りまして…。


ね、なんか笑えて来ます(笑)。


まだスティーブからの返事を諦めたわけではないんですが、スチュアートの言うように、スティーブがちょっとややこしい人ならば、そんなことに左右されるのは嫌なので、7月に再渡英を計画したいと考えたわけなのです！それもROTWの前後にブッキング出来たら最高。


そしてROTWに遊びに行く。スティーブに「やぁ！」と声を掛ける。スティーブが「え？来たのか！」と驚く。それを見て楽しい。


みたいな(笑)。


●


前回2月にイギリスに行く前に、スチュアートやその他、イギリス各地のレコード屋さんに頼んで置いてもらってた新聞紙でラッピングしたフリーCDの成果を、それを聞いたイギリス人からメールをもらうことで感じることも増えました。


それをサボらず、7月のライブのためにもっともっとする。


これが今、僕らに出来ること。


なんかめっちゃくちゃ長くなりました。ごめんなさい(笑)。


とりあえずこう考えて、それでも僕らはフェスへの出演を諦めることなく突き進みたいな、と思うのです。


これ、うまくスチュアートに伝えられる気がしません(笑)。


全然ネガティブな気持ちはなく、むしろ、人生に対してポジティブに挑戦する気、満々！といったところです。


だから昨日の練習で4曲も作っちゃいました(笑)！


スチュアートからも「とにかくビザを取りなよ。そしたらうまくいくよ」ってメールを今朝、もらったんですが、そのビザを取得するためのフェスへの招待状が貰えそうにないので、ひとまずフェスのことは抜きにして、またイギリスでライブがしたいんだってことを考えてるってことを、うまく伝えたいな、と思ってます。


●


すみません。長々と。


よろしくお願いします！


WAX


※


修整、一切なし(笑)。


これが今、僕らが思っていることのすべて。しっかり書けていると思います。 


まだまだ諦めたわけではありません。けど、同じ時間を過ごすなら、出来るだけたくさんの曲を書いて、もっともっと自分たちを磨き、チカラのあるステージが出来るように努力を重ねたいのです。


だから僕は、今日もメロディーと歌詞に対して貪欲な時間を過ごし、今もこうやって長い時間を書いて「告白日記」を書いているのです。


ね？


「フェスティバルに出演出来ないかも知れない」


そんな不穏な日記を、ここに書いてみんなに知ってもらう必要なんて、本当はないのかも知れません。


けど、それすらも赤裸々に書いてしまいたいし、それでもメゲてはいないことも書き記したいと思っています。


この時間帯がそうさせるのかも知れないけどね(笑)！










ふぅ。今日も僕は、僕を頑張ったと思える。


これでいいやん。


ROTW。まだまだ全然本当は諦めていないし、諦めるわけにはいかない。


でもその前に、僕はもっとウタを書きたい。今なら書ける。


やりたいことがいっぱいやねん。ありがとう。
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    2010.03.15 Mon 3/15(月)「知らんぷり」
    サイトリニューアルが着々と進んでいるようです。トータルコンセプトを持ってバンドを作りたいので、色々口は挟んでいますが、ほぼすべてのことをA.K.に任せています。だって、全然わからへんねんもん！


やっとThe Ventzも日本でライブも始まるし、もちろんイギリスでの状況のことや様々なSNSとの連動、もっともっと体系的に充実したサイトになればいいなーと勝手に思ってます。「Googleのクラウドコンピューティングが勝つ！」と予見して、いち早くその辺りに取り組めれば面白いんじゃないの？といったところ。アイデアだけ出して、あとは知らんぷり(笑)。


そして僕は、徹底的に音楽を造る！


「毎月2の付く日はThe Ventz、新曲の日！」


みたいな、どこぞのスーパーみたいなこと、しよっかなーって考えてます(笑)。どんどん聞いてもらいたいんやもん！


「なんで2なん？」


って話ですが、別に意味ないです。何やったら数字、変えましょか？これも具体的になったらお知らせしますねー。おそらくMySpaceにそんなページ作ってフリーダウンロード出来るようにすると思いますー！








今日は昨日出来上がったメロディーと歌詞を、もうちょっと「らしく」するつもりです。


さぁ！「毎月2の付く日」の第1弾は3/22になるのか(笑)？


がんばりますー！







    2010.03.16 Tue 3/16(火)「雲行き、さらに怪しく…」
    どうやら、怪しくなって来た雲行きが、さらに怪しくなって来たみたいだ…。英語のニュアンスが充分に理解出来ないことがもどかしい…。


どうしよう…。


やっぱりショックは隠せないです…。







    2010.03.16 Tue 3/16(火)「絶望的な結果に絶望していられるか！」
    たった今、イギリスのフェスティバルのプロモーター、スティーブにメールしました。


昨夜、スティーブからどうにも雲行きの怪しいメールが来たのです。いや、雲行きの怪しいどころじゃないな。ほぼ、僕らにとっては絶望的なメール。


●


I have spoken to the UK Border Agency today, they advise me that The Ventz do not need a VISA however they do need a certificate from a registered sponsor.


Rhyhtms of the World are not a registered sponsor, therefore I cannot make this hapen in 2010 & I have offered the slot to another performer.


I will reserve a slot for�The Ventz in 2011�which will give them time to find a UK Sponsor (Rhythms of the World will not be able to be their sponsor)


Best Regards


Steve Smither

Performance Director

Rhythms of the World Festival


●


やっぱり英語力は大切で、この文面は僕らにとって絶望的であること。それはわかりました。


けど、これまでのスティーブとのやり取りの中で、僕らThe Ventzが何故に出演出来るか出来ないかが微妙になって来てしまうのか、それがわからなかったのです…。


「えー！出れるって言うてくれへんかったっけ？？？」


的な…。


が、今朝、僕らとイギリスを繋いでくれているナオミさんからメールが来まして、それでこのやり取りの全貌が理解出来てしまったのです。


つまり、


「The Ventzには確かにビザは要らないけど、フェスティバルのスポンサーからの招待状が要るのだ。けれど、ROTWはチャリティーフェスであって、ROTW自身がThe Ventzのためのスポンサーにはなれないんだ」


つまりはこういうことやったんですな。


英語力不足とシステムに対する理解力が足りなかったのが原因か、と…。











クー！！！


ここでもう、地団駄踏んで、何もする術はないのか？？？


そう思うともう、寝てなんていられなくて、朝の6時まで練習してたのに、ほとんど寝れず、もういっぺん。もういっぺんだけスティーブにメールをしようと頭を捻っていました。


ただ、頭を捻ると言っても、冷静に状況を把握するならば、もう、今年のフェスティバルへの参加の可能性は、限りなくゼロに近いのです。もう、頭の捻りようも、ない…。









今朝方、練習を終えたA.K.と僕は、絶望的な感情に呑み込まれ、コトバ少なく解散。無理矢理「次に行こう」と笑って見せて。


けれど、この一連のやり取りの全貌がやっと見えて、やっぱり諦められないんだよー！！！！


頭、捻れないなら、もう、真っ向勝負で行くしかないやんか。


ここ最近、「拙い英語で誤解が生じてしまってはいけない」と考えて、僕からナオミさん、ナオミさんからスチュアート、スチュアートからスティーブという、より確実に意思を伝えられるルートを辿っていたのですが、もう、こうなりゃ仕方ない。


誤解が生じようが、これ以上に絶望的な状況になることもないだろう？


そう思って、僕から直接、スティーブに「意思」ではなく「気持ち」をメールしてみたわけなのです。


限りなくゼロに近い可能性。


僕の拙い英語で、何かが伝わるんやろうか？


トホホ…。









本気で絶望してます。


けれども！


僕は僕のやり方で！


ずっと前向いて、ポジティブにやって来たやんか！


ここで勝手にメゲたらアカン！


たまたま昨夜、そのスティーブのメールと一緒に、フリーCDを聞いてライブにやって来てくれたイギリスのティーンエージャー"Koby"から、Facebook経由でメッセージ！


"The Ventz rule!!!"＝"The Ventz 最高！"


それからVibes Recordsという僕らのフリーCDを置いてくれているイギリスのレコードショップから、MySpace経由でメッセージ！


"Hi Wax Sorry i have not been intouch, we have had email problems!!

I hope everything is going well and you enjoyed your time in london.

If you have anything you wish to send us please do because we had a lot of good feedback, next time you are planning a trip i'll see if you can get a gig somewhere close to us.

Take Care

Gordon

Vibes Records"


この2つのメッセージが、スティーブからのメールとほぼ同時に来てるんや！


それにナオミさんからのメール！


やれるだけ、やってみよう。


そう思ってココロを込めてしたためたメール。


スティーブに届いて欲しいな。


●


Hi Steve,


Thank you very much for your reply.


Now I have understood this situation.I could not understand because of my poor English.I am sorry...I need about 1 or 2 days to understand English... 


But "with a little help from my friends" Stuart and translater(Japanese lady),I have learned that Steve said to me.


*


Please give me one more chance to challenge to play at the festival!!!


Yes,I will get VISA but UK visa centre direct that I can apply from 3 months before leaving for UK.


Rhythms,July.


We will leave for UK on around 20th July,so I can apply on 20th April.


It spends about 1 month.


Would you mind to give time to get VISA???


And I also need a letter from you that is written "when The Ventz play at festival".


Maybe it will become a little troublesome task,I would like to be introduced someone to contact with me.


*


It will take costs I think,but I can prepare money of course.


But I will certainly play awesome show at the festival and I will surely make a special impression on UK people!!! 


I am proud that The Ventz have INDEPENDENT MUSIC SOUL OF JAPAN!!!


It is good for Rhythms of the World I think.


Too long,sorry.


Steve,please give me a chance.


Best regards,


WAX


P.S.The Ventz think we will come to play in UK constant pace.2 or 3 times in a year.Next time we plan in July or September whether we can play at the festival.I have to get more fan who like our music in UK.But honestly speaking,we want to play in some venues around ROTW...







    2010.03.16 Tue 3/16(火)「iTunes store」
    つい先ほど、iTunes storeで人生初購入〜。Kissogramを買ってみました。


今日、実は久々にタワーレコードに行ったんですが、ずっと欲しかったKissogramを買おうと思いまして。が、なんとなくその気にならず…。


そしてiTunes storeでチラッと試聴してみたわけなんですが、「ん〜！」と迷って迷って、迷った挙句、クリック！


今まで無料のものはダウンロードしたことあったんですが、購入したのは初めて。


ダウンロード販売に賛成か反対かどうであれ、一度買ってみないとね！買った上でどう感じるのか？確かめてみたいじゃない？


さて、僕はどう感じるのでしょーか！

[image: ]




"1st live in Japan 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ

「インテリウムナイトvol.10」

この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！


お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！







    2010.03.17 Wed 3/17(水)「Kissogramに完敗」
    そーとーカッコいいよ！Kissogram!!!


フランツ・フェルディナンドが去年の秋に日本に来た時に、東京公演でオープニングアクトを務めると知った"Kissogram"。その時からカッコいいなぁーって思ってたんですが、やっとその音源を手に入れました。しかも初めてiTunes storeで購入。


果たして僕は、どう思うのかなーと思ってましたが、音質云々の話は抜きにして、やっぱ音楽がカッコいいと、「どんなフォーマットでもええねんな」と思いましたとさ(笑)。


そりゃそっか。









そりゃあもう、魔法のようなわけです。iTunesのパスワード入れたら自動的に自分のPCにダウンロードが開始され、気が付いたら「自分のもの」になっているわけですから。目に見えるような所有ではないんですけどね！


それに"Twitter"と"Facebook"で共有出来る。買った本人にとっては「買ったよー」っていうツイート。iTunesにとっては「宣伝」ですな。「この人は我がiTunesで楽曲購入しましたよ！」っていう。


そして"Kissogram"、シンセがあまりにもカッコよかったので、A.K.にも聞かせたいな、と思ったわけです。が、MPEG4のファイル自体に保護が掛かっている。そりゃそっか。まぁ、当然とわかっていても、いつも音楽作ったら送っている方法「宅ふぁいる便」で送ってみる。そしたらA.K.から返信あり。


「再生するのにコンピューターを認識する必要がありますって出て、wax@varit.jpのパスワードがいるみたいなんですけど、どうしたらいいですか？」


と。なるほどね。うんうん。いちいち「そうなってるのかー」と感心(笑)。









ただ、"Kissogram"について僕は何も知らないので、CDで買ってればここでいつもはジャケットを眺めるわけですな。そして日本盤ならライナーノーツを読んでみたり。


それが出来ぬ！


情報が、ない！


けど、逆にあれですね、一生懸命音楽、聞くかも。耳からの情報しかないわけで、ビートルズを初めて知ってとにかく聞き漁っていた小学生の頃のことを思い出しました。小学生の僕にとっては情報を得ること自体が容易ではなかったもんね。








昨日からずっと聞いてて、今、僕は"Kissogram"のことをめちゃくちゃ知りたくなった。だからネットで調べてみる。ふむふむ…。


まずは検索。ほぉほぉ。wikiに記事はないのか…。じゃあサイトへ。ふむふむ。では今度はMySpaceへ。試聴出来るしYouTubeも早速見てみる。へー。








情報は探せばいっぱいある。僕にとって探したくなる音楽だった"Kissogram"の完全勝利ですな(笑)。


知らない世界へ一歩踏む出す。得ることがいっぱいあった気がします。
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    2010.03.18 Thu 3/18(木)「Hello,Hello」
    昨日の夜から懸命に新曲をイジリ倒していますっ！


ドラムのループを差し替えてみたり、曲のキーを変えてみたり、歌詞を替えてみたり、歌い方替えてみたり。


っていうか、ProTools、曲のキー、ザクッと変更出来るんやっ！改めてビックリ。2週間くらい前にテンポもザクッと変更出来ること知ってビックリしたばっかりやのに…(笑)。


なので、擬似ビートルズ体験！


オケを1音下げにしてみてボーカルを録り直す。それから半音上げてプレイバック！


…。


オケ1音下げはキツイね(笑)。半音上げたら、また余計に音も劣化。


やっぱカセットMTR、使お(笑)。


とかいう実験もしながらの朝REC。空は快晴で気持ちよかったからだろうか。なんだか調子がイイ！あくまでも録音は地下に籠った作業なんですが…。










そう！なんかヒットしそうな曲が産まれそうなのです！自己評価ですが(笑う)！


「メロディーはいいなぁ」と思う曲やったんですが、本日ほにゃほにゃ歌ってましたら、「絶対コレええやん！」っていうコトバを思い付きまして、曲想ともぴったり！ここから広げていけば、鳥肌もんのウタになるんじゃないかなぁー？自己評価ですが(笑)！


タイトルは「Hello,Hello」。なんかええよね！ポジティブな感じで。


よーし！ヤル気満々だぁ〜！テンション上がるぜ！
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    2010.03.19 Fri 3/19(金)「答え」
    愛車のヘッドライトが点かなくなっちゃったので、神戸三宮、東門街にあるバイク屋さんへ。以前の日記にも書いたことあったと思う。御歳80は近いんじゃないかな？のおじいちゃん、おばあちゃんの営むバイク屋さん。


今日もおじいちゃんは黙って作業を。おばあちゃんはニコニコ応対を。


一旦預けて僕はジュンク堂やダイソーへ買い物を。そしてケータイにおばあちゃんからのメッセージ。「出来ましたよ」の一言(笑)。


受け取りに行くとおじいちゃんの姿はすでになく、おばあちゃんから鍵を返してもらって「ありがとーございましたー！」。


バックミラー越しに、まだおばあちゃんはニコニコお見送り。


そういうのが「答え」なんだろうなぁって何となく思う。


なんか今日もステキな一日になりそうだぞ〜！
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    2010.03.20 Sat 3/20(土)「折り紙CDの効果！」
    3/22にMySpaceに新曲をアップしようと考えています。イギリスから帰って来てからせっせと書き溜めた新曲たちを、10日ごとにアップしていこうと思うのです。そういえばソロでやってた頃、ブログにmp3を3日ごとにアップしてたことあったなぁ。ペースが早過ぎて、だいぶん無理がありましたが…(笑)。


今回はメンバーがいるのでサボらずに励みたいと思ってます〜。


ということで、1回目、3/22にアップ予定の新曲「what's love」を昨日の練習で録ったというわけです。Twitterでもちょこちょこ呟いてましたが。アレ、面倒臭いね(笑)。


先ほどまでミックスしてましたが、なかなかいい感じやと思います！イギリス行って帰って来て、「こんな感じのこと、したい」ってのを具現化出来たような気がしてます。A.K.にそのミックスをメールで送信して、修正点など検めて、3/22に間に合うようにしたいと思ってます。


今回はブログにアップではなく、MySpaceにアップ予定です。よろしくです〜。










先日、MySpace経由でメッセージをいただきました。イギリスから。一生懸命英語を読んだのですが、どうやらネットラジオの主宰者なのかな？「The Ventzの曲を掛けさせてもらったよ！」ということのようです。嬉しいじゃないですか！(*Suedeと並んでた！笑)


人気のあるネットラジオなのか、「まだまだこれから！」っていうネットラジオなのか、そこまではわかりませんが、そんなこと、今、どうでもいい。これって「誰かにThe Ventzを知ってもらいたいな！」ってことやん？


先日、Kissogramを聞いて思いましたが、「めっちゃカッコええ」って思ったから僕、ブログにも書いちゃうし、「みんな聞けばいいのにー」って思うんですよねー。


どこで僕らのことを知ったのかわかりませんが、そのイギリス人にとっては「The Ventz」が僕にとっての「Kissogram」なんだな、と。


そう考えるとテンション上がるぅ〜(笑)！












そして深夜明けの今朝、何気なくPCを開いてみる。「Google検索」が実際どんな仕組みなのか、最近とても興味があるので、「The Ventz」を検索してみる。


そしたら！！！


発見！こんなページ！

http://music.blogdig.net/archives/articles/February2010/06/The_Ventz___Origami_Promo_CD_Win__.html


見た？？？見た？？？


めっちゃ嬉しいやん〜！！！


イギリス人から見た僕らThe Ventzの「折り紙CD」！！！


うわぁ〜こんなふうに見えてるねんや〜！写真、カッコよくない(笑)？？？






僕らの音楽が、僕らの考えたパッケージが、こうして異国の人々への訴求力を持っている。


こんな出来事に、僕は途轍もなく勇気が出るのです！


ネット上には、本当に膨大な数のページがあって、中には僕を落ち込ませるページも発言もあったりしたけど、そんなんチャラやね！いや、チャラ以上やんか！








ラジオやったり、こんなブログやったり、今、イギリスでThe Ventzに関してどんなことが起こっているのか、少し覗き見れた気がします。


めっちゃくちゃ遠いけど、遠くない。うん。










こういうことがあるから、生きてるってスゴイな、と思う。


全部感じていたいと思うよ！
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    2010.03.20 Sat 3/20(土)「Google」
    ワタクシ実は、こっそりGoogle化してます。
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音楽、ロックとは別件で、とても興味があるのが「経営」について。いやいや、音楽家は音楽やってたらええんですけど、なんでなんやろ？ソロバンしてたから(笑)？ともかく数字が大好きでして、計算だって得意。暗算なら普通の人に「スゴイ！」って言われる自信があったり…。小さいね、オレ(笑)。


「算数」のみならず、そのまんま「数学」も好きになり、この「数学」。これって実は「証明問題」がすべてなんですよね！って、これは勝手な持論なんですが…。


「結果」が「こうなる」という仮定が真実であることを証明するために、たとえばいろんな「数字」や「算数＝計算」、そして「コトバ」を縦横無尽に使いこなしながら、論説を展開してゆく。


「物理学」ってまさにこの「証明」の学問なのではないか、と。










おっと。話が逸れました。


そんな僕は、「数学」が大好きなのと同様に、いや、それ以上に「人」が大好きで、「人」と「人」の間に交わされるコトバだったり、感情だったりの機微、駆け引きが、これまた大好きなんです！


世間一般に言われるのは、いや、学校という場所で言われるのは、「理系か文系か？」という区別。


けど、僕にとってはずっとこの「区別」が不思議で仕方なかった。


「え？なんでそこで分けるん？」


って。


まぁ、それは今も脈々と続いているわけで、「音楽家」が「経営者」であるってのは、ある種、俗に塗れている、というか、イヤラシイというか…。










さぁ、やっと本題に戻ります。


僕は「音楽」が大好きなんですけれども、それと同じくらい「経営」のことも大好きで、その「経営」は「数学」だと捉えている部分があるのです。


「この時期」までに「こんなふう」になりたい。だから逆算すると「これくらいの時期」に「これくらい」までは達成したい。


これが5ヵ年計画であったり、3ヵ年計画であったり、1年計画である場合もある。


これは「5年」のための「3年」であったり「1年」であったりするわけですが、逆に「1年」の積み重ねが「5年」であるわけですから、「1年」を見ることで「5年」が見える。ビジョンが具体的になる、というわけでもあるのですね。


そういった「脳内でのやり取り」は日々行なわれていて、引き出したり仕舞ったり、忙しいったらありゃしない(笑)。


そして、こういう「計画」ってものの拠り所は何処なのか？というと、結局僕は、「哲学だ」と信じているわけです。このことは高校生の時によく考えたなぁ(笑)。


「僕には哲学があるから大丈夫」


むしろ、この一点でしか、僕は存在し得ないんじゃないかって気がして来ました。今(笑)。


「哲学」が「正義」であるか「悪」であるか、それは関係ない。


ただ、その「哲学」は「生き方」そのものであると僕は思うし、その「生き方」に共感する人と人が集まって、何か事を為すんじゃないか？と思うのです。もう一度。


それが「正義」であるか「悪」であるか、それは関係ない。










「Google」という会社に興味を持ち、いろいろ調べ漁っていくうちに、「Google」の恐ろしさにビビッてしまうのです。そしてその感情の裏側には「ワクワクする」っていう感情もピタリと引っ付いているのです。


「Google」はトンデモナイこと、考えてるんじゃないでしょうか？


そして僕は、その「Google」っていう「哲学」に、いっちょ賭けてみたい！そんな気分なのです。











去年から僕は、「音楽を売る」ということに関して、暗中模索しているというか…。たぶん本当は答えは出ているんですけどね(笑)。それを実践したくてウズウズしてるのです。


メジャーのレコード会社が苦しい状況になってしまって、どれだけ宣伝費を掛けようが、500枚も売れないような状況を知ってしまうわけです。


でも、僕が働くライブハウスという現場では「ソールドアウト」するイベントがここ数年、増えて来ているのが事実なんです。


結局僕は「人間力」が重要な唯一のファクターである、と信じるに至るところがある。


「情報の収集」「情報の検索」「コミュニケーション」…あらゆる部分がインターネット上で成立してしまっているかに見えて、「じゃあ誰にも会わなくて良くなったか？」というと全くそんなわけはなく、だからこそ「特殊な能力を持つ、人間力が豊かな人」には会いたくなるんじゃないかな？と思うのです。


「情報の集積と分析」が人を選ぶ。


そして今、この「情報」は、誰にも操作出来なくなって来ていると思うのです。最近までは「マスメディア」と呼ばれる怪物が、人の行方を左右していたのに、今、僕らは「自分だけの情報」を選び抜き、「怪物」を信用しなくなった。


「情報ならこんなにたくさんある。だから人間力の足りない人を祭り上げるのは、もうやめにしようよ」


って。


だからこそ、削ぎ落としても削ぎ落としても「ある点にこだわってしまう人」の元へ、人は集まっていくようになるんじゃないかな？









1. ユーザーに焦点を絞れば、他のものはみな後からついてくる

2. 1 つのことをとことん極めてうまくやるのが一番

3. 遅いより速い方がいい

4. ウェブでも民主主義は機能する

5. 情報を探したくなるのはパソコンの前にいるときだけではない

6. 悪事を働かなくてもお金は稼げる

7. 外にはいつも情報がもっとある

8. 情報のニーズはすべての国境を越える

9. スーツがなくても真剣に仕事はできる

10. すばらしい、では足りない


これが「Googleの理念」だそうです。


痺れます(笑)。


すべての原点は絶対ココにあるハズ。この理念の下、進化している様々なアプリケーション。それを利用することで、僕が起こしている行動にも、一本スジが通るような気がしているのです。


「情報は無料で共有し、人間力を蓄える」


人間力のある自分になることをサボらずに、ちゃんと人と繋がってさえいれば、後から全部、付いてくるってわけです！


ね！









長くなったけど、一旦マトメてみたかったのです。


長々とご清聴、ありがとうございました(笑)！







    2010.03.21 Sun 3/21(日)「CAMDEN TOWN」
    イギリス行ったんって先月やねんよなぁ。もう半年くらい前のことのよう。


さっき発見したフライヤー。

[image: ]


これ、CAMDEN TOWNを歩いている時にもらったもの。なんだろうか？やっぱり色合いとか違うよね。イギリス人と日本人。色彩感覚とかって違うのかなぁ？だとしたら、音楽に対する感覚も恐らく違うんやろな。


あぁーCAMDENのBarflyに出演したいー！カッコええバンドしか出れなさそう。僕が見に行った2/6の土曜日のイベントに出演してたバンドもそうやったもんなぁ。盛り上がってたし、盛り上がるのが当然のバンドやったなぁ。








明日は新曲のデモをMySpaceにアップします。A.K.のオッケーも出たミックスなんですが、ちょっとオーバーダビングしたいパーカッションがあったりして…。ちょっくら楽器屋さんにでも行くかー。







"1st live in Japan 2010"


念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.

18:30/19:00 2000/2500(D別)

共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ


■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ

「インテリウムナイトvol.10」

この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！


お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！


●


The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。


通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！



src="http://pagead2.googlesyndication.com/pagead/show_ads.js">







    2010.03.21 Sun 3/21(日)「ブログ変更」
    ブログを変更してみましたー！変更してしまいましたー(笑)！


僕が使っているロリポップさんの前のブログじゃあ"Googleのアドセンス"が利用出来なかったのですが、たまたまそのロリポップさんから「来年までに新ブログに移行してください」と連絡がありましたので、「へーこれもタイミングだなぁ」というわけです。


デザインも一新。ええ感じやないですかぃ？


あ。URLは変わっていませんので、今後ともよろしくお願いします〜！
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    2010.03.22 Mon 3/22(月)「MySpace,OurSpace」
    よしっ！ともかくMySpaceに新曲をアップしました！"what's love"という新曲です。MySpaceの右上、プレーヤーにもアップしましたが、10曲が限界なので、ページの左下に新たなコーナーを設けました。「New songs of The Ventz」という、何の捻りもないコーナー(笑)。ちょっと目立ちにくいですけど、そちらに今後、10日ごとに新曲デモをアップロードしていきますので、ぜひぜひご愛顧くださいな〜。ズラーッと並ぶハズですから。

右クリックでダウンロードしてもらっても結構です。ぜひぜひmp3プレーヤーなんかに入れて可愛がってください。

もちろんこの新曲の中から、新たにレコーディングスタジオで再録音する曲も出てくると思います。その時はまたアナログレコードでリリースするつもりですので(笑)、また一味違ったものになることは間違いありませぬ。いや、一癖も二癖もあるものになることは確信しています！

なんか、こういったところから、音楽の在り方に対する主張をしていけたらな、と思います。

有名でもなんでもないけど、「ちゃんとココにいるんだよ？」って場所にしたい。MySpaceをね。OurSpaceにね。

どうぞよろしく。



http://www.myspace.com/theventzmusic
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    2010.03.22 Mon 3/22(月)「今夜はバンドセッション！」
     MySpaceにアップした新曲デモ"what's love"、聞いてもらえましたか？？？MySpaceプレーヤー、または「音楽スタイル」の部分に作った「New songs of The Ventz」で聞けます〜。歌詞はMySpaceブログに掲載してます〜。毎月2日、12日、22日に新曲をアップロードしていきます。続くかな…(笑)？がんばってみますっ！

http://www.myspace.com/theventzmusic



そしてそして。毎日が少し慌しくなって来ましたが、今夜はドラマーを迎えての練習です！元THREE MONO SURROUNDのキタノアイコです。渡英前に一度練習に付き合ってもらったこともありましたが、またちょっと「やってみよーやー」ということになりまして。カッコいいドラマーです。それに音楽的バックグラウンドや経験値もおもしろい。刺激的なセッションになること、間違いないと思います。ミュージシャンとして、また新しいものが見えそうな予感があります！楽しみ〜。


何故かしばらく再生回数のカウントが動かなかったYouTubeにアップしたロンドンライブ。久しぶりに見た〜(笑)。あぁ！ライブしてぇー！！！


http://www.youtube.com/watch?v=boAU3dOkPYk
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    2010.03.23 Tue 3/23(火)「半年先。こう思えるだろ」
     マイッタ！もういっぺんスタートや。自分にガッカリしたし、だからこそ自分に渇も入れた。

現在アイデア湧き上がり中。3月中はどんどん膨らませて膨らませて膨らませまくってしまう！4月になったら今度は削って削って削りまくる！


その台本を4月になったら書く！


ぜひ4/19(月)のライブを見に神戸まで来てください。


イギリスでの「気合い」に、プラスしなければならないもの。プラスしたいもの。ちゃんと見えた！


たとえば半年先。僕らはこう思うハズ。


「キタノアイコを迎えての3/22の練習は、非常に重要なターニングポイントになった」


オッケー。行こう。






※新曲"what's love"をMySpaceにアップしました。毎月2日・12日・22日に新曲アップします！
http://www.myspace.com/theventzmusic
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    2010.03.24 Wed 3/24(水)「例えるならSgt.〜」
     雨ですな。雨。雨が降ってます。

次回の新曲アップデーは4/2(金)なんですが、現在ちゃくちゃくと制作中でございます。面白いサビが出来たと思います。リズムと歌詞とメロディーが。


ただ。


この新曲をどうやって4/19(月)のライブで使うか…。


ちょっとしたアイデアは閃いているので、それをカタチにすること。それをメンバーに伝えること。そしてリハーサル。


台本書くくらいの勢いです(笑)。


4/19のライブでは、この新曲を「こんな役割でこの位置に！」みたいなものにしたいな、と思うのです。


敢えて宣言してしまうなら、4/19のライブを「Sgt. Pepper's Lonely Hearts Club Band」化してみたい。


あ！あ！言っちゃった！言っちゃった！！


まだ頭の中にある構想に過ぎないので、大きなこと言い過ぎても困るよね…。自分の首を絞めちゃうことになる…。


ちゃうちゃう！ここはオレのブログだ！宣言してしまってもいいじゃないか！やるしかないねんから！


だから、4/19のライブから逆算して、「だからこの曲はこうなるのだ！」っていう練り込み方をしようと思っているのです。


最初っから「サージェント〜」っていう構想があったわけではなく、むしろそのコンセプトは後付けだ、と言われていますが、The Ventz、日本での初めてのライブは、そんなふうに考えてみようか、と思うのです。


ライブやらなくなったビートルズが発見したアルバム創造コンセプト。


ライブやりたくなったザ・ベンツのライブコンセプト。


ひぇー！


シングルを集めたようなライブしかしたことのないオレが、そんなこと出来るのか(笑)？？？


やってみるしかないっす。








※新曲"what's love"をMySpaceにアップしました。毎月2日・12日・22日に新曲アップします！
http://www.myspace.com/theventzmusic
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    2010.03.25 Thu 3/25(木)「ミュートミュートミュート」
     うへ。もうこんな時間…。時間がどれだけあっても足りないよぉ〜。

だいたい午前中は歌うか新聞折るかネット。昼くらいからは仕事して、夜終わるとだいたいネットか録音関連作業。仕事もライブハウスなもんで、一日のほとんどが音楽っす。だいたい20時間くらい音楽のこと考えてるのか？？？ヤヴァイ…。どこかでホドかなくては。

4/19のライブの曲順を考える。

考える。考える…。

やっぱコレやんなぁ？1曲目はコレしかないよな。うむ。

で。ハッと思い付いて、ProToolsに入ってる"その曲"を開いてみる。今とはアンサンブルが違うので、鳴らさない楽器をミュート、ミュート、ミュート。で、"その曲"の終わり方を少しイジッてみる。

たとえばこうしてこうやってディレイで飛ばしてみると…。

ふむふむ。なるほどね。こうなるのね。

「そこから次ィ〜！で、ハイッ！」

みたいな(笑)。次の曲は"あの曲"？なんて１人呟きながらシュミレーション。「じゃぁその曲はどうやって始まるんや？」って自問自答。なるほどね。そしたらこうなるか…。ブツブツブツ…。

ハッ！

なんで、オレ、こんなこと、書いてるんだ？全然意味、わからんやん！？

ま、消すのもアレなんで、とりあえずアップします。

よ〜し！もうちょっと頑張るど〜！







    2010.03.25 Thu 3/25(木)「振り出しだ雨」
     くー！グルーブの抽出とか、意味わからんー！なんでこんなことが出来るのだ？？？

一時止んでた雨。

また降り出した。

また振り出しだ。

そろそろ行かねばならぬ。今日はキングブラザーズ。久々。また仕事ほっぽらかしてライブ、見てしまうのか…(笑)。いや、今日はそんなわけには行かぬか…。あぁ、でも見たい…。他のハコで見るより、バリットで見たいのだ…。休み、もらう(笑)？

そしてどうせオレは焦るのだろう。焦るのだろう。

でも、オレはオレのやり方で。やり方で。

うきー！グルーブの抽出の意味がわからぬ〜(笑)！








※新曲"what's love"をMySpaceにアップしました。毎月2日・12日・22日に新曲アップします！

http://www.myspace.com/theventzmusic











"1st live in Japan 2010"

念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.
18:30/19:00 2000/2500(D別)
共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ

■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ
「インテリウムナイトvol.10」
この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！

お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！









    2010.03.25 Thu 3/25(木)「ホームページ、移動しました〜」
    キングブラザーズ。リハーサルで痺れました。ハイ。WAXです。

カッコええ。ニートビーツとキングブラザーズ。この2つかなぁ。今、カッコええと思うバンド。


The Ventz。ホームページ、移動しました。


http://sites.google.com/site/theventzjapan/



ひとつ残念な結果もお知らせしてしまっています…。


でも、こっから！こっからまた邁進するっす！どんどんいろんな人と繋がって来てる！あとはもっと強力なバンドになるだけ！よぉ〜ッしッ！


BiographyとかDiscographyとかScheduleとかPicasaとか。


これからどんどん面白いサイトにして行きたいな、と思ってます。担当はA.K.！！！僕はMySpaceをもっともっと充実させます！ザ・役割分担！


●


MySpaceにアップした新曲、聴いてくださいね〜！










※新曲"what's love"をMySpaceにアップしました。毎月2日・12日・22日に新曲アップします！
http://www.myspace.com/theventzmusic
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    2010.03.26 Fri 3/26(金)「ROTW出演ならず」
    昨日、ホームページを移動し、その場でお知らせしましたが、イギリス、Hitchinで7月に行なわれる2万人規模のフェスティバル"Rhythms of the World"へのThe Ventzの挑戦。初年度は失敗に終わりました。

みなさん、ごめんなさい。


感じたのは「英語力のなさ」。プロモーターのSteveから、一度はオッケーをもらっていたハズやったんですが、「ビジネスとしての会話の不成立」→「感情も行き違い」→「そして、破綻」。


こんな理由でダメになったのがモヤモヤするところもあるんですが、いや、これはとても大事なことだ、と勉強になりました。


僕は今、音楽だけやれてる身分ではなく、いろんな人の助けを借りながらすべてを抱え込み、The Ventzの道を切り開いて行かなくちゃならない立場であって、そこに魅力を感じているんやから。


いつまでたっても「勉強勉強」で結果を出せていないのが、なんとも情けないけれど、ぶち当たって這い上がる。これしか今は、ないです。


そう！ぶち当たってもタダでは起き上がらないのが僕のええところ！


「ちゃう道、探そ！」


って意外と僕は楽観的(笑)。


こうやって、誰も進んだことのない道を切り開いて行くの、好き。


すでに次の道は睨んでますー！


















「期待には応えたいけど、予想は裏切りたい」


それにしても。


このフェスティバルへの参加が実現出来てたら、2010年のThe Ventzの行動は予想以上の結果やったのになぁ〜！


けど、まだストーリーは終わらんっちゅうこっちゃ！


これからもよろしく頼みます〜！












※ホームページ・リニューアルしました。
http://sites.google.com/site/theventzjapan/



※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic
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    2010.03.27 Sat 3/27(土)「last.fm」
    "last.fm"って知ってる？？？

リニューアルする前のホームページの一番上に、「last.fmのキルト」ってヤツを貼り付けてたんですが、う〜ん、そのため以外に特に何も触ることもなく、時は過ぎていました。

だから、未だにどう使えばいいのか、よくわかっていないんですが、「ともかく、僕の好きそうな音楽を延々と流してくれるラジオ」といった感じなのかな？

●

「The Ventz」とgoogleで検索したら、イギリス人が"origami CD"について書いてくれてたブログが引っ掛かった！ということは、何日か前に紹介させてもらいましたが、また新たに発見！

それがこの"last.fm"ってSNSの中にあったのです。

なんと！The Ventzのページを作ってくれている人がいたんですね〜。驚き！

たぶん、僕、知らない人やと思うんですが…。

で、嬉し過ぎて「こうしちゃいられない！」と僕は居ても立ってもいられなくなるわけです。性格上(笑)。

だから急いでThe Ventzの楽曲をアップしたり、動画を上げてみたり、last.fm Wikiに情報を掲載してみたり…。

そして「ふぅ」と一息ついて、A.K.に報告。そして言われて初めて気付いた。そのThe Ventzのページを作ってくれた人に、挨拶も何もしてないやん…って。

さっき練習終わったとこなんですが、早速その方にlast.fm内のメッセージを使って、挨拶を送りました！

ほ。

もしかしたら知ってる人なのかなぁ？やっぱり知らない人なのかなぁ？

でも、こうやってどこかで繋がってるって思うと、この世界、ヤヴァイよね！

僕らのことを、少しでも世の中に広めようとしてくれる人がいるってことに、勇気が沸きます！






last.fmのページ。僕、だいぶしゃしゃり出た感がありまくりますが、リニューアルされたホームページのtop左側のSNSがズラッと並んだところにlast.fmのバナーも追加してもらいました〜。

ぜひぜひチェックしてみてくださいねー。






※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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    2010.03.27 Sat 3/27(土)「アバウト」
    今朝は朝6時まで練習だったにも関わらず、昼ごろには曲を作り始めました。いや。閃いたもんで。

曲を作ると言っても、昨日の練習でもコネコネ捏ね繰りまわしてた新曲を「リミックスする」みたいな感覚で始めたんですが、結局ギターも差し替えたり、なんだかんだパーカッション入れてみたり、わりと大々的な工事になってしまい、気が付けば4時間も経ってるという…。


4/2の「新曲アップデー」に間に合わせようと思っている新曲で、タイトルは…う〜ん、「aeiu(仮)」です…。


昨日までは2部構成で2分少々という短い曲やったんですが、4/19(月)のライブでもちろん披露したいと考えると、なんか物足りなさを感じてしまいました。


「じゃぁ中間部分。展開部分。間奏部分。そんなん作ろう！」


となったわけですが…。


めっちゃアバウト(笑)。


「まぁまぁ、ええがな。そんなんちょちょいのちょい！で作れるわ」


などと、ナメた考えでいたんですが、いざ考え出すと眠れない(笑)。


欲しい印象だけは決まっていて「カッコいい」。


うわ。これもめっちゃアバウト(笑)。


それでも、なんか良さ気なん、出来たしヨカッタ。そしてA.K.にmp3をメールで送信。


ふぅ。そしてダメだしか(笑)。


これでダメならもっとええのん、造ったるわい！
















来週の金曜日が新曲アップデーですから。急がないと！


でも、頭の中の引き出し全部開けて、いろんな音を重ねながら吟味して、試行錯誤。楽しい。


メロディーも歌詞も気に入ってるから尚のこと。楽しみにしててください。










※ホームページ・リニューアルしました。
http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.03.28 Sun 3/28(日)「ホットドッグ」
     いやぁ〜疲れた！ヘトヘトです…。

けど、やっぱりオールナイトのイベントは楽しいのです。そしてたぶん、バリットが好きなんだろうなぁ。ハコの形状とか雰囲気とか。あれ？なんでオレ、働いてるんや(笑)？


元々、前のバンド"HITMAN STYLE"で、ワンマンライブをバリットでしたんやった。そんで、その時に何故か「一緒に働いてもらえませんか？」って誘われたんやった。2005年の4月のことやから、もう5年も前になるのか…。


初めてバリットに出演したのは、仲の良かったファンキーパンキーというバンドに誘われたから。一発で気に入ってしまって、1年経たないうちに「ワンマンやりたい！」と思って実現させたんやった。


そうそう。そのワンマンでは仲間で「ホットドッグ」や「タコライス」を出品したりなんかして、バリットのその後のメニューに「ホットドッグ」が加わったんですぜ(笑)？今はないけどねー。


さ。そろそろ帰ろう。


The Ventzでも、早くワンマン、やりたい。








※ホームページ・リニューアルしました。
http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.03.29 Mon 3/29(月)「Rough Trade発見！」
    発見！ 



ロンドンの「Rough Trade Records」のwebサイトでThe Ventzのレコード紹介を発見！




http://www.roughtrade.com/site/shop_detail.lasso?search_type=sku&sku=323165





"the ventz arrive at a hedonistic, danceable garage mess having travelled some weird roads. if a japanese franz ferdinand only used broken tascam 4 track recorders and top of the range autotuners they could approximate something as skewed as this. the r'n'b auto-tune really bleeds all over this 7, resulting in a heaving j-pop / scuzzy garage record which we can safely say sounds like nothing else. screenprinted, numbered and all the way from japan!"




少し前からイギリスやアメリカからメールをもらったりすることが多くなりました。「Rough Tradeで見たよ」みたいな。が、「アメリカ人、ロンドンのラフトレードには行けないでしょ」などと、今考えるとアホみたいなリアクションですね、僕(笑)。もう世界はインターネットで繋がっているのに。




で、気が付いた。




「まぁ、もしかしたらRough Tradeのホームページに載ってるのかな？」という結論に行き着き、メッセージをくれた人に「どこで見たの？教えてー！」とか明るく、軽く聞くつもりで返信送ったんだけども、メールは来ず…。




なんか英語表現間違ってるのかなぁ〜なんて思ってましたら、偶然、発見！




が。このレコメンド、なんて書いてあるのかなぁ(笑)？




ジャケットの写真が載ってなかったので、すぐにメールで送信！




Hi!!!
I am WAX from Japanese band "The Ventz".Thank you very much!!!
I found this page now!!!http://www.roughtrade.com/site/shop_detail.lasso?search_type=sku&sku=323165

But no image...I sent jacket image,please put it there.Could you?
It is very Japanese atmosphere.It is important for us!!!
Many thanks,

WAX 




これでええよね？間違ってないよね！？




最近、ちょっと英語が不安なWAXでしたー。








    2010.03.30 Tue 3/30(火)「仕事が早いっ！」
    メールで送ったレコードジャケットの写真が、もう反映されている！

Rough Trade Records、仕事が早いっ！










    2010.03.30 Tue 3/30(火)「last.fmを聴きながら」
    昨日は深夜。今日は朝からlast.fm聞いてる。ふむふむ。なかなかオレの好みを心得ておる。まぁ、でも、「ええな！」って思うのはだいたい既にCDで持ってる音楽だなぁ。

last.fmというのは、音楽に特化したSNSで、iTunesやiPodで聞いてる音楽を自動的に取り込んで、逆に「こんなんどーですかー？」って僕に投げかけてくるラジオのようなもの。

うまく説明出来てるのか(笑)？

そのSNS内に、The Ventzのコミュニティーみたいなんが出来いて驚いた！ってことは先日の日記で書きましたが、それを作ってくれたのは…ずばり知ってたコでした！

「知らないコなのかなぁ！」

ってドキドキしてましたが、それでもメッセージでやり取り出来て、なんでThe Ventzのページを作ろうと思ったのかを聞けて、本当に嬉しかった！感謝感謝！

イギリスでもそうやけど、ココ、僕らのホームグラウンド、日本でも、こうやって「The Ventzの音楽を広めよう」と思ってもらえるのはとても心強い。そうして誰かにまた、広まっていくんやから。









そのlast.fmを聞きながら、僕はせっせとフリーCD作りですよ。新聞紙折ってナンバリングしてパッケージ！

これもまた、充実した時間。

それからこんなものもイジッてみた！

[image: ]

借り物のサンプラーなんですが、とあること、やってみたくて…。

実は10年以上前、東京に住み始めたばかりのころ、AKAIのMPC2000を持ってた僕なんですが、とても使い方がわからず断念した、という経験がありまして。いや、断念、というより、「バンドが出来たからもうええわ〜」みたいな。

いわゆるDJさんらのような使い方、僕には似合わなさそうですが、ちょっと思うところがあってね。試しです。試し。







そんなこんなで、毎日毎日やっとります。

今日は京都の母親の誕生日。おめでとう。

僕はいつまで経ってもこんなんです。

が。とことんまでやってみようと思ってます。

親父と母親の芸術の血がなかったら、僕はもっと真っ当やったのかも。

仕方ないね。ありがとう。







※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！
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ゲゲ。

時間、足りるのか？

今日で3月も終わり。今年度が終わる。2010年も4分の1が終わったことになる。

ちゃうちゃう！2010年の4分の3が始まるんや〜！

よっしゃー！
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    2010.04.01 Thu 4/1(木)「う〜ん、ほぉ、へぇー」
    さぁ！4/2は新曲アップデーじゃないですか！今夜0:00？もしくは明日の朝にはMySpaceにアップしたいと思ってます！

昨日の深夜練習は、めーっちゃいろんな発見のある練習でした。

ともかく「新曲アップデー」用の曲をあげなきゃ、ということで、まずは地道にギターとシンセベースを録音。いやぁ、やっぱリズムの捉え方って大切なんですね。改めて実感。今回の新曲は、ギターも歌も「滑稽」 なので、シンセベースにはググッと渋いリズムを奏でて欲しかった。そのニュアンスのちょっとした変化で随分と印象が変わる！ええ雰囲気、出たと思います。

それから歌入れ。いやぁ、ヒドイ疲労感(笑)。けど歌っているうちに楽しくなってくる！遊びみたいな歌なもんで…勘弁してくださいっ！シリアスさ、ゼロ(笑)。コトバ遊びもたいがいにしぃ〜や〜、みたいな感じ。けど、だいぶお気に入り。こんなん流行ればいいのにぃ〜(笑)。

それからA.K.のコーラス。ん？コーラス？楽しげな雰囲気出たらいいなぁーってことで、わりにシンガロングな感じを。

そうそう。"All Together Now"な雰囲気、いいな、と思って。

展開部分、どーにも悩んでたんですが、もう一本ギター重ねてみると結構いい感じに。

あと何か。何かを足すと引き締まる気がするねんよなぁ…ってことで、ここはパーカッションをダビングすることにした！

「与作」

知ってる？よ・さ・く。本当の名前はヴィブラ・スラップっていうらしい。それを要所要所に。

そしてオレのお得意、カウベル乱れ打ち。しかも不規則。これがねー結構難しい。決めたフレーズを叩いてるわけじゃないんやけど、プレイバックしてみるとどうにも「ダサい」ところがあったり…。それじゃあ気に入らない！ので、録り直し。なんやけど、どう録り直すかすら決められないもんやから、結局「ノリ」が勝負。ちょっと時間、掛かっちゃったなぁ。けど、ええよ！カッコいい。楽曲がググッと引き締まった感じがします。

ドラムはわざわざ打ち込むのも違うと思ったので、デモなんだからデモらしく…。ってことで録音は終了〜。

仮のミックスはしてしまいましたが、ちょっと納得いかないところもあるかなぁ？今夜、もうちょっと突っ込んでみよう。








どう？聞きたくなって来た(笑)？

僕は気に入ってます。ぜひ聞いて欲しいなぁ。待っててね〜！









昨日はそれから、サンプラーに音入れたり、それを普通に鳴らしてみたり、MIDI鍵盤で鳴らしてみたり…。う〜ん、ほぉ、へぇーの連続。そしたらこんな使い方出来るよなぁ？とか、大変面白い楽器を発見した気分でした。

が、もうこの時点でカラダもココロもヘトヘト、ヘロヘロ…。

でも、昨日は「何かヤレル！」そんな気分だったんだ。

そして正解。えらい充実感がある練習になりましたー。









う〜ん。やっぱ今夜はもうちょっと新曲の完成度を上げたいな。デモはデモなんやけど、「おっ！こんなことも？」みたいな感じを出したい。

さっき決まった新曲タイトル。

"twister50"

"5"、好きやね(笑)？

よっしゃー！
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    2010.04.02 Fri 4/2(金)「新曲アップデー」
    本日はThe Ventz、2度目の新曲アップデーです！

つい今しがたアップしました〜！

ぜひ聞いて〜！タイトルは"twister50"。
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    2010.04.02 Fri 4/2(金)「自転車くんと原付くん」
    新曲は聴いてもらえましたかー？ぜひ聞いてください〜！

http://www.myspace.com/theventzmusic

今朝も早起きして、"54""colours""twister50"のベースレスバージョンをミックス。4/19のライブを手伝ってもらうドラマー・キタノアイコにメールで送るためです。出来るだけライブに近いような音源にしようと思うのですが、ちらほらアイデアも出て来ちゃってついついオーバーダビング。あっという間の5時間でした。

それから今日はバイクのタイヤを修理に。

実は一昨日、練習明けの帰り道、原付を運転中にタイヤがパンクしてしまいまして。ヒャァー危なかった。ハンドルが突然グラグラグラ…。

そういえば思い当たるフシが…。

少し前の書いた日記が原因ではなかろうか、と。「ライブまで、自転車に乗ることにしようかな！」ってやつ。あれで原付くん、ヤキモチ妬いたんちゃうかなぁ〜って。やから拗ねてパンクしたんちゃうか、と。

「そうかそうか。ごめんよ、原付くん」

とひとりごち、東急ハンズ前に放置。

長い付き合いやからなぁ、もう人格出来てるんやわ、と考えながら歩いてた昨日。

僕が歩いてたのは歩道。その前に、むしろヨボヨボのお爺さんが自転車にフラフラと乗っている。僕はその直後を隣の友人と談笑しながら歩いてた。

すると突然っ！

自転車が急停車。よそ見してた僕はそのまま自転車に激突。ムコウズネを強打！

その瞬間

「こぉらぁ〜こぉのぉジジぃがぁ〜！」

と叫び出しそうになったんやけど、そのジジイは言う。

「すまんのぉ〜前が急に止まるもんやから…」

と非常に低姿勢。

見ると、僕が弁慶の泣き所を強打し、文字通り涙目になっていることにすら気付かぬ若いオンナ3人組が歩道を横一列で談笑中ではないか。

が。

よそ見してた僕も悪い。

ジジイを責め立てたい気持ちはあったけど、瞬間思い出したのは僕の自転車とパンクした原付のこと。

「ここで小さくなってはならぬ」

何故かそう考え、小さくジジイに手を挙げ、大丈夫だ、と伝える。オレの目は泣いている。











そんなわけで、原付くんをまずは修理しようじゃないか、と。

パンクだと思ったんですが、どこのガソリンスタンドに行っても「タイヤ、つるつるじゃないですか！交換しましょうか？」と言われるほどだったのです。

今日、持って行ったバイク屋さんも、先日の日記で紹介した、おじいちゃんとおばあちゃんがやっている東門街の小さなバイク屋。

無口なおじいちゃんに

「やっぱ、交換した方がいいですかね？」

と相談すると、しばしタイヤをコロコロと転がした後、にやりと笑って

「こりゃあ替えた方がええやろ」

と一言。

じゃあいくら掛かるのか、と聞いてみると7500円とおばちゃんは言う。

どこぞのガソリンスタンドで「交換しませんか？6000円でやりますよ！」と言われても交換しなかった僕。

でも、このおじいちゃんとおばあちゃんのお店になら7500円、払ってもいいな、と思い、ついに交換を決意！









たった今、電話が掛かってきました。

バイク屋の陽気なおばちゃんから。

さぁ、取りに行って来るか〜！ムコウズネの痛みと共に。
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    2010.04.03 Sat 4/3(土)「リスペクト出来る仲間」
    お昼ごろから今日、初めてストリートライブをする4バンド、THE BACK BEAT BRINGERS・Schloder・The Audios・the ESKEAT.と共に神戸、ハーバーランドへ。

懐かしいなぁ。もう5年も前になるのか。当時やってたのは「ヒットマンスタイル」というバンドで、仲の良かった「ファンキーパンキー」というバンドと一緒にスプリットCDを出して、2バンドでストリートライブ。三宮のパイ山や梅田の歩道橋。警察にしょっちゅう止められながら頑張ってた。

仲が良かっただけじゃないなぁ。リスペクト出来る初めての仲間だった気がする。

今でもあの頃の経験は僕のすべてだ、と言い切っても差し支えないんじゃないかな？と言えるくらい。そう言えばわかってもらえるかなぁ？未知のセカイへ歩みを進める、あのワクワクする感じ。今でも僕は感じてる。






さぁ。新しい機材と格闘しなくては。マニュアルが英語のものしかなく、それを読み込む気力は今はないので、それならばイジり倒すしか、方法はないのです！

頭の中に既にあるイメージに近付けるため。4/19のライブが、今はまだ、怖い。
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http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic





"1st live in Japan 2010"

念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.
18:30/19:00 2000/2500(D別)
共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ

■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ
「インテリウムナイトvol.10」
この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！

お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.04.04 Sun 4/4(日)「キーッ」
    NEW機材について、いろいろイジッて出したい音を出す。英語マニュアルしかないもんで一苦労。一度はネットで日本語マニュアルを検索しまくるも見つからず。結局マニュアルに頼るよりイジり倒す方が早い、と気付く。日本語マニュアルをネットで探すのに時間を掛けるより、機材をイジり倒すのに時間を掛ける方がいい。どっちもキーッてなるけど(笑)。

それにしても。

英語を読むのに一苦労するとは如何なものか。中学・高校とわりと真面目に英語は勉強してきたんやけどなぁ。イギリス行っても日常会話なら何とかなるっていう自信は出来たものの、ビジネス英語でフェスへの道は一旦お預けに。英語マニュアルだって専門用語が並ぶから集中力が切れてしまう。そう。専門用語でいちいち詰まるから、関係代名詞やとかなんだとか、いろいろわけがわからなくなってるだけなんやと思うんやけどなぁ。

そういえば。

イギリス行って驚いたのは、フツーに関係代名詞とか使ってること(笑)。あれは「学校」というところで習う文法上のもんで、普段の会話ではテキトーに単語とか並べてるだけやと思ってた。「whichとか使うんや〜ん！」って。ま、当然と言えば当然か(笑)。

さて。

今から練習です。明後日にドラマーとの練習が控えているので、いろいろ下準備をします。そのためにNEW機材、理解したわけです。今日がタイムリミットだったわけですな。なんとか間に合って良かった。そんなレベル(笑)。

が。

ちゃんと頭の中のイメージが実現出来たら、とてもおもしろそうなライブになるハズです！日々前進あるのみ！
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共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ

■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ
「インテリウムナイトvol.10」
この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！

お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.04.05 Mon 4/5(月)「mixiコミュニティー」
    昨日の練習では持ってるあらゆる機材を並べて、頭の中にあるイメージに近付ける作業をしてました。が、これからどんどん削って削って減っていくんやろなぁと。その中でも「鍵盤ハーモニカ」がなかなかいい仕事してくれそうな予感。そういうのん発見すると、嬉しい。

そういえば、A.K.がmixiにコミュニティーを立ち上げました。ホームページトップの左下にリンク貼ってあるので、ぜひぜひワンクリック！覗いてみてくださいね〜。mixiでしか明かさない秘話なんかも書いてみたりしようかなぁ〜。何勿体ぶってんだ、オレ(笑)。

でも、トピックを立てるっていうの？それ使えば面白い「シリーズもの」になるんじゃないかなぁとか思ってます。そう。音楽だけじゃなくて、なんかこう、The Ventzなりの「道を切り開くアイデア」をちょこちょこ連載していきたいと思うのです。バンドなんかには全然関係なくても、「なんだか勇気の出るコミュニティー」みたいな(笑)。

「全くコネのない状態から、いかに夢を叶えるか」

これからの僕自身の試行錯誤を記していこう。そして、僕が勇気をもらうのだ(笑)。

今朝も早くから新曲"Hello Hello"のデモを録りました。夜にはウタを付けよう。歌詞も浮かびそうな予感。

タイトルが最初っから決まっている新曲って、なんかいいと思う。







※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic
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    2010.04.06 Tue 4/6(火)「思い出すということ」
    ひぃー！1曲、歌詞、完成。疲れた〜！心地よい疲れ(笑)。

タイトルは昼間も言ったみたいに「Hello Hello」といいます。オアシスの…あれ！何ていう曲やっけ！リアムが書いたわりに最近の曲！あれ！キレイなメロディーのさ！うわ！ヤバイ！思い出せへん…！うわぁー頭の中で再生出来るのに…。う〜んと。そのニュアンスを狙った感じになりそうなのです。えーっと。なんやっけ…。








思い出す、といえば、mixiに僕のソロのコミュニティが、ささやかですがあったんですね。知らなかった。というか、忘れてたのか？

今日、発見(再発見)しまして、「The Ventzのコミュニティーが出来ましたーよろしくねー」って書かせてもらったんですが、そしたら思い出せなかった方からの書き込みがありまして。そのコトバにちょっとグッと来たもので、ちょっと紹介させてください。

●

ずーっと昔。僕が心斎橋のclub☆jungleで弾き語りのライブをした時に、その方と僕は出会った。HITMAN STYLEがセカンドCDをリリースしたばかりのことだ。よく覚えてる。ということは2006年の4月。ちょうど4年も前のこと。その方は僕らHITMAN STYLEのCDを買ってくれた。そして僕はそのことすら、忘れた…。

そしてその方は今、言う。勝手な転載、お許しください。

「デビューCDの方は歌詞がどツボで"そうや〜そうなんや〜！"とシンクロ。orangeはアコギのイメージがいまだに残ってます。音楽はその人が思ってる以上に 人を魅了してることを時々思い出してみてくださいな」

なんか、大切なことを教えてもらった気がして、僕はちょっと参ってしまった。

僕だっていろんなウタに勇気もらったり、励まされたり、元気になったり。つまりは僕だって音楽ってヤツに魅了されっ放しなんです。「音楽」は勝手に育つから、作者の元から離れた途端、聞き手のものになってるといってもおかしくない。

でも。

「思い出す」という行為があることに、恥ずかしながら僕は気が付かなかったのかも知れない。

僕にとって、ヒットマンスタイルの1stCDに入っているウタは、もしかしたら全部「古いウタ」。もちろん今でも歌うことはあるし、とても気に入ってもいる。

でも、「古いウタ」を思い出すのではなく、全然知らないところで僕のウタが「新しく」聞かれていたりすることを。

そうやって「放ってきた自分」に、もう少しだけ誇りを持っていたい。

なんかそんなふうに思ってしまったのです。

その方への返答。僕は少し茶化してしまったのかも知れない。本当はそんなこと、ないのに。

それくらい僕はズキッと来たし、今、改めてありがたい。そう感じるのです。

僕らミュージシャンからリスナーへ。届け、音楽。

でも、それと同時にリスナーからのそんなあったかいメッセージは、僕らミュージシャン、バンドマンにとって、途轍もなく「生きる意味」を感じさせてくれるものなのです。

だから僕は今日も頑張って歌詞が書けた、と言っても過言じゃないのです。








たぶん、その方は遠い遠いところに住んではる。

けど、この空が繋がってる。同じ時代に生きていること。感謝したいと思います。








さぁ。明日はまた早起きしよう。そして夜中はドラマーを交えての練習です。しっかり！オレ！








    2010.04.06 Tue 4/6(火)「さくら」
    日本のココロ、さくら。

「何の花が好き？」

と問われれば

「さくら」

って答える。そしたら笑われる。それは「木やん」って。

[image: ]

ちょっと遠回り。18歳の僕が選んだ「木造アパート・風呂なし・共同トイレ・家賃23000円」の山和荘が建っていた場所に行ってみる。地震で壊れて今はもう、ない。
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そして当時アルバイトをしていたローソンへ向かう。地震直後、歩いて店まで来てみたら商品なんてなくなっていて、店長は倒れてた。
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そして近くの生田川周辺では、今、花見客でごった返していた。

全部、もう、15年も昔の話。

20歳の僕が今の僕と出会ったら、何を思うのかな？

花を眺める。
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    2010.04.08 Thu 4/8(木)「人間力」
    ハロゥハロゥ！

昨日は日記、書けなかったねー。THE BACK BEAT BRINGERSと飲んでたんですが、「あ！日記書かんと！」と気付きはしたんですが、ケータイから投稿する設定をしてなかったもんで…。つい最近、管理者ページが変わったばかりでして…。

ま、しゃーないやん？ええねんええねん(笑)！

一昨日はドラマーキタノアイコとの練習。やっぱドラマー入るとええよね。しかもええドラマーやから。ただ、セッションの域は出ず。

「バンドのライブ」を目指したい。だから我々は何をするべきなのか？と自問。iPhoneで録音した練習を聞き直しまくってます。





MySpace経由でフィリピンに住む友人からメッセージをゲット！たまたま偶然僕のブログを発見してくれたらしく、メッセージをくれたようなのです！嬉しい。

イギリスに実際に行くまでは、「セカイって広いんだろうなぁ」って漠然と思ってた。

もちろん「セカイが広い」と思う気持ちは変わってないけど、なんか今はちょっと違う。僕も変わった気がする。

インターネットというセカイを介せば、僕らは今、お金を掛けずにどこへだって行けるし、音楽を伝えることも出来る。そうして、ほんのちょっとしたお金があれば、僕らは本当にどこへだって行けて、どこでだって歌える。

行けば知らなかったニオイがそこにあり、また遠くを眺めることが出来る。

僕はやっぱり音楽をやりたいし、音楽で感動を共有したいと思ってる。そこにコトバや目の色は関係ないんじゃないかな？って。

僕だから行き抜ける道。

そんな道は必ずあると信じていて、そのための「人間力」のアップに余念がない。そう、ありたい。

一通のメッセージは、やはり僕を感動させるのです。遠く、行ったこともない国からのメッセージ。すごいことやないですか！








※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.04.09 Fri 4/9(金)「トップクラスの夢」
    ヤヴァイ。また思い付いちゃった…。

ぐふふ。これ、マジでヤヴァイんちゃうん！実現出来たら死んでもイイ！いや、死にたくない！

そう。「結果、実現出来る」ってことに、もちろん魅力はあるけれど、その過程を思い付いちゃった僕は、ヤヴァイ。ドキドキするよ。そしてみんなのこともドキドキさせられると思う！

「それは不可能やろー」

って誰もが思うと思う。僕も難しいと思う。「何年掛かるんだろう？」って思う。

けど、そのドキドキ。何物にも変え難いんじゃないか？

僕にとってのトップクラスの夢。

それを実現させるためのアイデア。

ううーん！これはスゴイ！

今やってること。理に適ってる！

あー。明日、メンバーに相談だわ。








    2010.04.09 Fri 4/9(金)「ガンダム」
    昨夜思い付いたアイデアについて考える、考える、考える…。夢の中でも考えてた！こりゃあ重症か(笑)。

で、なんとなく「ガンダム、見たい！」って思って少し前に借りてたDVDをようやく見る。ゲゲー！「モビルスーツ」って「Mobile Suits」やねんねー！間違いなく今なら「モバイルスーツ」って読んでるんちゃうん〜。しかも全然モバイルちゃうしー！えらいデカイスーツや〜ん！

とか思いながら、「特別版」を借りたことを後悔。確か、借りる時に「特別版」と「テレビ版(やったかな？)」があって、僕、あまりテレビを眺めていることに集中力がないので「どーせそんな見るとは思われへんし特別版でサクッと見るだけやろー」と思って「特別版」を借りたわけです。

いやいや、どーしてどーして。こりゃおもしろい。「テレビ版？」の方が良かったんちゃうんー！ってことで、アムロが初めてシャーと一戦を交えるところを終えてテレビを消した。勇気を持ってやめた！

「テレビ版」借りるぞー！

時間、あるかな(笑)？

僕らがガンダム世代だからなのか。これは相当グッとくるんですが、みなさんはいかがなものなのか？これって所謂、日本の誇れる文化、やんね？なんかこの年齢になって見てみると、新しい発見も多々あって。アート？文化？としての側面を感じてしまう。素晴らしい。

とか言いながら、ガンダムが始めて立ち上がるところで僕も立ち上がってしまう(笑)。それくらい子供心剥き出しで見てただけなのですが。

そして写真まで撮ってしまう有り様。
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途中でガンダム見るのやめた僕は、結局レコードを聞くことに。

昨夜の思い付きの興奮も冷め遣らぬまま、ここはTHE BEATLES"PLEASE PLEASE ME"を聞くことにする。あぁーオリジナル盤が欲しい…。






今日は深夜練習です。12日にアップする予定の新曲「Hello Hello」を録音し始めます。

実は、4日ほど前に一応歌詞は出来て、MIDIやラインで録音しウタを乗っけて仮ミックスを作って、何度も何度も聞き直していたのですが、どうにも歌詞に納得がいかぬ！

同じ音源を聞かせたA.K.は「とてもいいんじゃないんですか？」と言っていたのですが、いや。ダメなんだなぁ。歌詞が優しすぎる。デロデロしてて中途半端な気がしてしまうのです。

表現したい世界観はすでにタイトルを決めた時点であって、それがうまく表現出来ていない…。

そして昨夜、ポロポロとアコギ爪弾きながら考えてたら、おぉ！ツルツルと出て来るじゃあないですか！

昨日の段階ではとても「イイ歌詞が出来た」と思っていたのですが、一晩明けて、今日、聞いてみたらどう思うんだろう？

今から聞きます！

ドキドキ。








それではみなさん、今日も頑張りましょー！








    2010.04.10 Sat 4/10(土)「ガラスがめり込んでたのだ」
    先月、割れた分厚い強化ガラスを片付けていて、左手の人差し指をケガしてしまったのです。

なんと一ヶ月経った今も痛い。それどころか、そのケガを中心に指先がゴロッと腫れてしまって痺れてしまう。わかるかなぁ？

[image: ]

↑before

ほんの小さなキズなのにね。実は練習しててもずっと痛くって、弦をスライドさせると「ギョエーッ！」となるのを堪えるのに必死。ちょっとしたケガなんかで弱みを見せたくないっていう、男の子、発揮(笑)。

が。

これじゃあ本末転倒。集中力をなくしてどうする。

というわけで、病院に行って来たのです。外科だか皮膚科だか、「オレはどこへ行けばいいのだ？」状態でしたが、「三宮　皮膚科」とネットで調べてみると、どうやら外科と皮膚科が一緒になってるような病院を発見。インターネットって便利！

●

名前を呼ばれ診察室に入る。

状況を説明し、「これ？もしかしてガラス、入ってたりしませんかね？」と聞いてみる。

先生「うわぁ、めっちゃ腫れてるね。ガラスが入っているかどうかはともかく、膿は取り除きましょう」

僕「あ…あの…。今晩、ギター弾いたりするんですけど…」

先生「このまま放っておく、という選択はありませんから(ピシャリ)」

僕「は、はい…」

先生「ハイ、じゃあこのベッドに横になって、壁際にカラダを寄せてください」

僕「(なんで壁際にカラダを寄せるのだ？)は、はい…」

先生「左腕のスペース確保のためです。ハイ、麻酔を注射します。コレ、痛いです。我慢してください」

僕「(あ、そういうことか。)え？痛いんですか？」

先生「ええ」

僕「は、はい。(うわ、手術室の天井にある電器やん。まぶしいやん。これ、マジ手術やん…)」

先生「ハイ、麻酔効いて来ましたかね？これ、痛い？」

僕「い、いえ。指が無くなったみたいです…」

先生「ほぉほぉ。結構、深く切ってるんですね。むむむ？ガラス入ってたらカチッって音するんですけどねぇ…ないですねぇ…」

僕「ほんまですか。(あ、あかん。胸が…胸が気持ち悪い…ぐにゅぐにゅされてる…)」

先生「う〜ん、指先が痺れるとか、ありました？指先の方に行ってるのかなぁ？」

僕「え？いや、あの…、痺れは…しないです。(うそ。ほんまは痺れたりしてた…えー！そんなん、ブラックジャックの世界やん…)」

先生「あ！！！！あった！！！うわぁ〜こりゃあ深いわ。よーこんなとこまで入ったなぁ。なんでやろ？なんでこんな入ったん？」

僕「いやぁ、あのぉ…」

先生「そっか。ギターとか弾いてたって言うてたよねぇ。それで押さえつけられてめり込んでたんやな。痛かったでしょ…」

僕「えぇ。物凄く…」

先生「ほら！これこれ！結構おっきいね。」

僕「うわ。ほんまや…。(あかん、胸が…胸が…)」

先生「持って帰ります？」

僕「あ、は、はい…じゃあ持って帰ります…(ま、ブログのネタになるんやし、えっか)」

先生「いやぁ、よかった。早よ来てヨカッタで。どんどんめり込むとこやったですよ」

僕「ありがとうございます。でも、こんないきなり手術やとは思わなかったですけど…」







指の中をぐりぐりされている感覚で、どうにも胸クソが悪かったのですが、ホッとしました。

その入っていたガラスがこれ。
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結構大きい。4ミリくらいはあるんじゃないかなぁ。赤いのは僕の血。









ガラス割れた時は注意しましょう。

僕の場合はとても重くて分厚い強化ガラスで、それが上から落ちてくるのを手で支えようとしてキャッチ出来ず、そのまま指先を切ってしまったのです。

その強化ガラス特有のバラバラになってしまったその繊維質が、ガラス自体の重みが作用して僕の指先にめり込んだという不幸な出来事だったみたいです…。

はぁ。よかった。気持ち悪い経験でしたけど、今はもう、全然痛みがない。キズの痛みくらい、どうってことないように思えるくらい、ガラスが入ってた時、めっちゃくちゃ痛かったですからね。

スッキリ！

[image: ]

↑after








    2010.04.11 Sun 4/11(日)「懐かしい面々。やけど、前へ！」
    元THE MOVICのギター、ヨシヒロが新しいバンドでバリットにてライブ。The Keysはバリット近くのヘラバラウンジにてライブ。なんか懐かしい面々だなぁ〜(笑)。

ライブを見に来てた元THE MOVICも一緒にパチリ。記念撮影。

[image: ]

みんなが新しい道を進んでる。それでもこうやってまた会える。会えば話も弾む。

会いに来てくれることが幸せ。

よし。オレも進むのだー。



※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic





"1st live in Japan 2010"

念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.
18:30/19:00 2000/2500(D別)
共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ

■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ
「インテリウムナイトvol.10」
この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！

お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.04.12 Mon 4/12(月)「Hello Hello」
    出来たっ！

新曲をアップしました。そう。今日は「新曲アップデー」やから！

忙しい毎日の合間を縫って出来上がった新曲です。タイトルは「Hello Hello」と言います。

MySpaceのプレーヤーにアップロードしたのと、MySpaceの左下「New songs of The Ventz」のコーナーにアップしました。歌詞は同じくMySpaceのブログに掲載しています。

The Ventzにとっては新しいタイプの新曲です。ミックス作業の中でもやったないことをしてみたり、何かと挑戦してます！

ぜひぜひ楽しんでくださいー！

明日はmixiのコミュニティ内のトピックにも制作過程なんかも書いちゃおっかなー！それもお楽しみに〜！
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※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic





"1st live in Japan 2010"

念願のThe Ventz史上、初めてのイギリスライブツアーを終え、初めての神戸でのライブ！
■2010年4月19日(月)神戸VARIT.
18:30/19:00 2000/2500(D別)
共演：NolenNiu-de-Ossi/Frightened Seller(from NY)/オルガラウンジ

■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ
「インテリウムナイトvol.10」
この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！

お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.04.15 Thu 4/15(木)「サンキューMUSIC"A.K.脱退"」
    ふむ。ちょっとサボってしまったね。

ひとつ、大事なお知らせがあります。


A.K.がThe Ventzを脱退しました。


今はオレは、日本での初ライブのことを考えるべきやと思ってます。


去年1月、「イギリスで初ライブしよう！」って意気込んで結成して、うまくいってたと思ったのにドラマーが抜け、イギリスライブ直前にはベーシストが抜け、日本での初ライブ直前にA.K.が抜けた。


むむむ。


けどオレ、The Ventzは辞められへん。


オレ、やるよ。やり続けるわ。


そやから、ぜひThe Ventzの日本での初ライブに来て欲しい。


出来るだけいっぱいの人に来て欲しい。


ちょっと無理してでも来て欲しい。


イギリスに行ったオレを見て欲しい。


ドラムは変わらずサポートドラマーとしてキタノアイコに手伝ってもらいます。


また少ななったけど、大丈夫。


オレには声がある。ウタがある。


そして、気持ちも、ある。


サンキューMUSIC.








    2010.04.15 Thu 4/15(木)「一夜、明けて」
    さてさて。どうしようかなぁ。

つい1週間くらい前に思い付いた、僕にとっては素晴らしくスペシャルな、夢のような、否、夢そのものを実現させるアイデア。そこに対する情熱は、日に日に増している。

メンバーが抜けた今、やっぱり志を等しくする仲間が欲しいなぁ、と思うのですが、そればっかりはすぐに見つかるわけでもなく…。

あ！いた！志を等しくする唯一の仲間が！






と、明日に向かうことで、己の気持ちをコントロールします。

奇しくも4/12にアップした新曲"Hello Hello"の歌詞が自分自身に突き刺さる。

「寂しくない　怖くはない　思い出ってやつは重い　振り返らずに歩み進めたい」

どうしてこんな時期にこんな歌詞を書いたのか。






これからは一人でしないといけないことが増える。

これはソロではない。バンドなんやから。
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    2010.04.16 Fri 4/16(金)「海を越えて」
    うわ！もうこんな時間！やらなあかんこと、いっぱい…。やるぞー！

週明けには日本での初ライブ！よし。

●

あったかいメールがイギリスから。ありがとう。スチュアート。
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    2010.04.17 Sat 4/17(土)「自問自答」
    最高のライブをするには。週明け、月曜日のＴｈｅ　Ｖｅｎｔｚのライブが僕の音楽人生での頂点になるような。

固い…。頭が固い…(笑)。

自分でもわかってる。でも今はこう「ググーッ」っとね。沸々と湧き上がるメラメラとした塊をこの胸に溜め込んでおきたいのです！

ま、その一方で、もっと気楽に楽しみたい。そんな気分があるんやけど(笑)。

なんでも、ありです。

それでも、明後日、The Ventzのお客さんが見たいと思ってくれるスタイルでやることが一番なんだと思う。だから迷うことも多い。ギリギリまで目一杯迷いそうだ…。

そんな迷いも「込み」でのＴｈｅ　Ｖｅｎｔｚ。

どうか楽しみにしていて欲しいです。

誰一人、ガッカリさせたくないなぁ…。

「初めてのライブをイギリスでしたんだ」

ということが一番大事。僕にとって一番、大切。それを感じたいと思うお客さんが来てくれるのだろうか？

マインド、モチベーション、スタイル…。

何を優先すればいい？

少し自問自答させて欲しい。

！！！

これってお客さんには関係ないよねー(笑)？

カッコいいライブします！頑張ります！楽しみましょう！




※ホームページ・リニューアルしました。
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    2010.04.18 Sun 4/18(日)「馬鹿げた挑戦状」
    よっしゃー！オールナイト明け〜！神戸のDJ・AKIHISA率いる"LUMBERYARD CAFE"。ロックに塗れた夜でした！REEFとか久々に聞いた！イイネ！"♪ぷっちょ〜は〜んずお〜ぷっちょ〜は〜んずお〜ん！"

そしてThe Ventz、日本での初ライブが明日に迫りました！やるしかないやろ！テンション、上がって来たぞぉ〜！

●

スッキリしないことも、もちろんたくさんあって。

けど、オレは明日、ステージに立つ。悶々としたまんまイジけたライブをするオレのことなんて、誰も見たくないよな！？

そしたら答えは簡単だ。

明日からが問題だ！

明日から何を始める？何をスタートさせる？

そう。スタートさせることを考え出したら、迷うことはなくなったよ。雲散霧消。

明日、ステージの上で言い放ちたい！

またしてもとんでもない、明らかに馬鹿げた着地点を(笑)。

「これが実現したなら死んでもいい！」

とまで思える着地点。絶対死にたくないんだけれども。

ただ、明日の時点では、単純に「アホか」と言われる始末なのは完璧に想像出来てしまうのが難点(笑)。もうちょっと考え込めれば良かったんやけど、なんせ猪突猛進癖もあるオレのこと。思い立ったら始めなきゃ気が済まぬ。そして始めるよりも前に、ちょっと言ってみたい(笑)。

●

さぁ！やるべきことが一気に増えた。やりたいことを為し遂げるために、チカラを注ぐ集中力と根気と努力を。

ブレることなく見据えて突き進んでいれば、絶対出会うべき人と出会い、ココロとココロも通じ合うものだと思う。それは去年から動いて来た「初ライブをイギリスで」を1年掛けて着地させたことで経験出来た。

いろんなトラブルもあり、「それはどうなん？」と批判されたこともあったけど、遂に実現させ、イギリスの地に立ったのは、紛れもなく自分たち自身であり、経験に勝る代物はないと言い切れる。

そしてその経験に伴い、研ぎ澄ましていたオレの五感は、また新たな馬鹿げた挑戦を引き出してしまった！

これはある意味、必然であるとオレは考える。だって辻褄が合い過ぎるんやもん。

そしてその過程に於いてきっと、オレの五感はまた新たな匂いや刺激をキャッチするに違いない。

オホン。

どうやらそういうふうに出来ているらしい。オレはそういう能力に長けているらしいのだ。最近気付いて、もう今は自覚している。

自覚して行動出来るならば、やるしかない。

結局そういうことなのでしょう。

だから明日、ライブがあって、スタートさせるべきことがあって、それらは必然的に明日であって、疑いようのない姿を、来てくれた人たちに見せることになるのです。

●

ドキドキしながら飛行機に乗った、あの感じ。

誰にも見向きもされなかったリハーサルをしてしまった、あの感じ。

思うようにコトバも通じなかったメンバーと肩組んで目指した、あの感じ。

今の気分は、とてもよく似ている。

うわ。オレ、今から寝れるんかな(笑)？









よし！明日は音楽人生の頂点を目指す！

そして見える景色を楽しみにしてる！

絶対、見に来て！オレの馬鹿げた挑戦状を受け取っておくれ！
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    2010.04.19 Mon 4/19(月)「花束」
    さて！本日、The Ventzは日本での初ライブを行なうことになります！

そして、お知らせがあります。

脱退していたA.K.が、当日になって復帰しました。

いろいろあったんですが、「最高のカタチになる」と確信したのでイギリスで行なったライブの編成で日本初ライブをすることが出来そうです。お騒がせしました。

リンゴ・スターがホワイトアルバム録音時に一旦離脱。復帰の時にはドラムセットに花束が飾られていた、というエピーソードがありますが、本日のライブにて、我々The Ventzがみなさまに花束を送りたい。そんなライブにしたいと思っています。

A.K.離脱に対するたくさんの励まし、応援のメール、ありがとうございました。

どうぞよろしくお願いいたします！

どっちみち最高のライブにしますがね！
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    2010.04.20 Tue 4/20(火)「骨折」
    骨折してしまいました…。

昨日来てくれたみなさん。ありがと！文字打つのもままならず…。


ごめん！








    2010.04.21 Wed 4/21(水)「日本初ライブさんきゅー」
    ライブ来てくれてほんまにありがと！

ちゃんとセットリストくらいは書かないと！と思いまして、少し不自由な右手を使おうと思います！

1.54
2.knock knock knock
3.colours
4.月
5.キタルベキセカイ

アンコールも頂きまして、もう一度"54"を。5曲だけに一心になってたもんですから、他に曲がない、のが本当のところ。

ちらりと話した挑戦状。またウェブでもお知らせしなきゃ。けど、まだうまくお知らせ出来ない気がするので、もう少し待ってくださいねー！

ともかく、日本での初ライブ。思うところが多々あった。だからもっとライブしたい。当面は神戸ばかりになると思う。修行だ。一緒にやってくれるバンドさま、ぜひ声を掛けてください。

ライブハウス以外でも修行しようと思ってます。バーとかカフェとか路上でも。アコースティックギターとシンセサイザーでどこまでやれるか、も試してみたいっす。

明後日はチキンジョージにてジャムのコピーバンドでライブ。明日は新曲アップデー。右手はケガをしていても、やることはいっぱい。ひとつも気を抜かずにやりたい。

ありがとう！








    2010.04.22 Thu 4/22(木)「1969」
    なんとか新曲をアップしました〜。聞いてくださ〜い。タイトルは「1969」。なんか良くない？深くない？ロック好きなら、ね(笑)？

夢の1969年。憧れの1969年。そして。

Dream is over.

でも、そんな背景とは関係なしにグッとくる歌詞になったと思ってます。

だから「どう生きる？」

制作秘話的なことは今回もmixiコミュニティーに載せてます。そちらもぜひ〜。

明日はThe Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年イベントでライブします。英詞が覚えられない〜！がんばろ！







※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic



■2010年4月23日(金)神戸チキンジョージ
「インテリウムナイトvol.10」
この日はThe Ventzとしての出演ではなく、The Jamのコピーバンドとしてインテリウムの10周年をお祝いします！22:20からの予定ですが、イベントは19:00から始まっています。音楽とアルコールを楽しみましょう！

お問い合わせを頂きましたが、もちろんこのパーティーは閉鎖的なものではありません。誰でも参加してくださいっ！

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.04.23 Fri 4/23(金)「The Ventz+HITMAN STYLE」
    やっぱええよ！チキンでライブだ！


iPhoneから送信







    2010.04.24 Sat 4/24(土)「オールスター」
    昨日は、僕にとってのオールスターメンバーでのライブでした。The Jamのコピーバンドとしてですが、ほんまに楽しくってビビります。神戸のデザイン会社「インテリウム」の藤原さんプロデュースでなかったらこのメンバーでやれへんかったやろうなぁ。特にゆっこさんと一緒にやることはなかった？

藤原さん、ありがとう。とても貴重な経験が出来ました！10周年、おめでとうございます！

それにしても、ゆっこさんのドラムがすごく良くなっていてびっくりした。両手両足のバランスがとてもいい！ヒットマンスタイルの頃とは違って、右手のハイハットが本当にいい感じで。昔はギシギシしていてガチガチやったもんなぁ。そう！たぶん、金物系はそれくらいでいいんですよ！って感じでした(笑)！The Ventzも手伝ってくれないかな？

でも、僕らのバンド、練習が一番うまくいってたのが悔やまれる…。リハーサルも本番も、うまくいかなかった…。

それが実力なんだろうなぁーって、本当に悔しい。

この前のThe Ventzのライブもそう。練習で頭の中にあるイメージに近づけることは出来ても、いろんな作用でライブが思い描いたように出来ない。チカラが足りない。

どうしたらええんやろ？

だから、それをクリアするべく、このバンドでの経験を増やすことに専念したいと思う。

鳴菌、ゆっこさん、A.K.。

ありがとう。また！








    2010.04.25 Sun 4/25(日)「召集！」
    あ。写真。載っけとこう。相変わらずのゆっこさん(笑)。
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そして次の段階に入らなくちゃ、The Ventz。イギリスでの初ライブも終えた。日本での初ライブも終えた。クリアせなあかんことも見えたし、やりたいことも見えた。そしたら的確に進むだけ。いや。遠回りしたってかまへん。

早急に神様会議が必要です。また召集しなければ！





※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.04.26 Mon 4/26(月)「下準備開始！」
    富士山に登りたいぞ！日本一の山！見かけたら絶対写真に撮ってしまう山！なんか、大切なことに気付けそうな予感…。

●

昨日は神様会議召集を緊急発令。短時間やったけど、非常に有意義な話し合いになりましたとさ。場所はセンター街を一本入ったポロドッグ。先日、アイリッシュパブ・ホブゴブリンに行った時もそうやったけど、帰り際にとてもラッキーな話が出来た。こうして横へ繋いで繋いで…。そして僕らは音楽をもっと産み出す。

新しい目標も固まりました。早くホームページのトップ記事を変えなくちゃ。

「それは無理やろ？」「アホちゃうか」

いろんなコトバが今にも聞こえて来そう(笑)。

でも、ちゃんと立ち向かおう。そういう噂やなんかには弱い方やけど、そういうコトバはもしかしたら自分が吐いてるツバのようなものなのかも知れないし。

決めたらやる。やることを決めた。

もうちょっと待ってくださいね。うまく伝えられるように、下準備の真ッ最中なんです！

スチュアートとスティーブ、ルーシー、クリスチャンにまずはメールだ！




※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.04.27 Tue 4/27(火)「2011年7月の予定」
    一生懸命英文メールを3通書いてくたばって、今朝、1つ返事が返って来てた。まずは目標地点が決まりそうってこと。

2011年の7月9日、10日。

その前後に予定を組んでいくわけやから、もしかしたら2011年の誕生日は異国で過ごすのかも知れない！しかもアノ場所で！

どうしよう…(笑)。

また今日も1通の英文メールを送信完了。

頼む！なんとかなってくれ！




※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.04.28 Wed 4/28(水)「外国人バー巡り」
    The Audiosの岩本とA.K.とで悪巧み。いや、全然悪ないよ(笑)！

神戸の外国人バー巡りをしてました。

最初に期待して行った「HUB British Pub」。

…。

こりゃ英国「風」パブ、やね。外国人がいたわけでもなく、ただ、雰囲気はめっちゃいい！

一杯ずつ飲んで今度は「NASTY HOUSE」というインターナショナルバーへ。岩本がそういう事情にやたら詳しいのだ(笑)。

ナイジェリアから来てるFREDYがとても気さくでおもろいやつだった！英語と日本語、上手に使い分けてくれて、いろ〜んな話。僕はまだまだ慣れてないから、聞くことに必死。もっともっと英語を身近にしたいなぁ。これも今年のひとつの目標。

The Ventzの本当の意味での自力を付ける大切な一年になる。そうやってクリアしてこその目標達成でありたいと思う。

すでにスタートしてるんや。その気持ちを忘れずにいたい。






※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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http://www.myspace.com/theventzmusic

●
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    2010.04.29 Thu 4/29(木)「みどり」
    昨夜は久々にじっくり曲作りを。最近は曲作りをライブの練習と並行してたから、なんかのびのび出来て新鮮！

とりあえずネタだけは目一杯溜め込んでいるので、そのうちの1曲をセッションしながら構成考えたり、フレーズ考えたり、歌詞考えたり。5時間使い切って、なんとか全貌をあらわに出来ました。ここ数回の新曲の流れを断ち切る男前曲(笑)！僕は好きだなぁ。

けど、今思うともっと上がると思う。曲自体の本質をむき出しに出来ると思う。やらねば。

●

京都の親父に依頼してた型枠スプレーの第2弾の案がメールで届く。そうそう。例の「ツバキコースター」の第2弾を考えているのです。なかなかいいですぞ！

そしてメールで親父と意見交換。

いや。親父として、というより、京友禅下絵師との意見交換。

やっぱいいもの、造りたいから。よろしくお願いします。




※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.04.30 Fri 4/30(金)「毎日が刺激に満ちています」
    昨夜は"SandA""FTR"という、ヒップホップのヤツらと飲みに出掛けていました。普段はバンド畑にいるもんで、なんか新鮮で楽しかったなぁ〜。「音楽が好き」なことに違いはないんやけど、なんか「接し方」が違うようにも思う。

途中、一切の会話なしでTwitterトーク at 居酒屋オトコ4人組(笑)。題して、

「Twitterの可能性を探る！」

おもろかったー！フォロワーのみなさん、ごめんなさい(笑)。タイムライン上で勝手に盛り上がっちゃってました…。こういうのんでフォロワー減るのかな(笑)？

注文した品々を目の前にして、せっせとiPhoneに向かうオレたち。注文も無言。けど気持ちは通い合ってたりして！

●

去年12月、スチュアートが神戸に初めて来た時、通訳してくれてたナオミさんが、今、イギリスにいるらしい！いいなぁ〜。羨ましいなぁ〜。昨日メールもらったんですが、

「毎日が刺激に満ちています」

だって。思い出すよ。うんうん。

見るものすべて。聞くものすべて。匂うものすべて。口にするものすべて。触れるものすべて。ありとあらゆるものすべてが新鮮で、毎日クラクラしてたことを思い出します。

でも、今現在の毎日も、本当は刺激に満ちているはず。

ありきたりの毎日だ、と切り捨てたくはないよ。

知らなかった世界に飛び込んでいける勇気。知らなかった感覚に感動出来るココロ。

改めて思い出しました。

サンキューナオミさん！

●

そしてせっせと通信販売サイトを作ったり、PayPalアカウントを取ったり、着々と準備は進行中。インターネットの世界の可能性は、誰にでも平等に用意はされているんだなぁ、と実感。

ただ、使いこなすのが難しい！

くそー！

日々勉強だ！このヤロゥ！





※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.05.01 Sat 5/1(土)「ヒーロー」
    おぉ。5月ですやん。世間では5月病というものがあるらしいですが、今までそんなことを感じたことはありませぬ。そもそも「しんどいなぁ〜嫌やなぁ〜」といった類の感覚とは無縁なんかな？新しい毎日が楽しみで仕方ないよ！

●

新しい機材のデモを試しているんですが、う〜ん、使い方がよくわからん…。

ええ。録音機材関係なんですが、新曲アップデーを続けていく上で絶対必要やと思うんですが…。ほら。より気持ちの良い音ならもっともっとたくさんの人が聞きたくなるのかなぁ〜って思うやん？

けど、「レコーディングの専門家でもないしなぁ…」という葛藤にまみれています。14日間のデモンストレーションが済んだら購入なんだもんなぁ。決して安いわけじゃないし…。

今はまだ、使いこなせていないのでアレですが、使いこなせるようになったらなったで困りもんです。

●

そんなわけで、毎月3回、新曲アップデーはやって来るわけですが、結局途絶えることなく、ずっーと新曲を作り続けていますね(笑)。好きやからいいんですが。

昨日の夜中は急遽ベースを入れてみようと奮闘しておりました。

元々ベーシスト志望のワタクシ。ええ。ヒーローはもちろんポール・マッカートニー。小学校の時にいとこにもらったアコースティックギターを弾き始めた僕は、やっぱりベースが弾きたくて。中学生になった頃には、エレキギターとベース、どっちもやってたと思う。これまたいとこからもらったりしてね。（年上のいとこはドラマーだったんやけど、家に練習パッドみたいなんがあってね、ちょっと叩かせてもらったけど、こりゃ到底無理だ、と思った記憶が…笑）

そして高校生の頃、バイトしたお金でリッケンバッカーもどきのフェルナンデス製ベースを手に入れたのだぁー！

WINGSがめっちゃ好きやったから、ナチュラルフィニッシュのリッケンバッカーベースを持つポールに憧れていたのだよ！

それでも高校を卒業し、神戸で１人暮らしを始め、またバンドを組んだときには、ギターになってた(笑)。

中学生の頃からそうですけど、音楽的趣味の合うメンバーが身近に見つかったためしはなく、この頃もビートルズから辿ったR & Bやブルーズを聞く同年代のギタリストなんて見つからなかったってわけです。

「やりたい音楽をやるなら、オレがギターを弾くべきか？」

なんかそんなこと、考えた記憶があります。それ以来、ギターばっか(笑)。











昨日、弾いてみても思いましたけど、でもやっぱベースって面白いなぁーって思う。かっちょいいベース欲しいなぁ。リッケンバッカー？ギブソン？なんだろ。無骨なベースが欲しい！

…。

ハッ！いかん…。いろいろ優先順位、考えないと…。

でもなぁ、欲しいもんは欲しいからなぁ…。絶対手に入れてしまうような気が…。







ん？かと言って、ライブでオレがベースを弾くようなことって…。あるかな？

弾きたいぞ(笑)！









こうして空想してばっかのゴールデンウィーク。明日は新曲アップデーじゃないか！急がねば〜！





※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/
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    2010.05.02 Sun 5/2(日)「新曲LEGO、アップ！」
    新曲アップしました〜！取り急ぎご報告！

タイトルは"LEGO"！

MySpaceのプレーヤーとMySpace左の「音楽スタイル」のとこにアップしてます！聞いてください〜。

iPhoneでも「音楽スタイル」のとこのなら聞けますよ〜！

http://www.myspace.com/theventzmusic





"LEGO"

SUNDAY MONDAY TUESDAY WEDNESDAY THURSDAY FRIDAY STORY
単調な日々は過ぎてゆく
いつか歩いてた　この通り　退屈なまんまの　このストーリー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 そして STORY
バイバイバイ　出来ない　続いてゆくのかい？
いつか夢に見た　あの通り　終わりは来ないのか　このストーリー
 
「愛は無いか？」と喚いて　「愛は無いな」と結局いつもの思考は空回る　ストーリー
 
A B C D E F G H I J K L STORY
ただもう毎日は過ぎてゆく
いつかのオマエの言う通り　くたばりかけてた　このストーリー
 
「愛は無いか？」と喚いて　「愛は無いな」と結局いつもの思考は空回る　ストーリー

SUNDAY MONDAY TUESDAY WEDNESDAY THURSDAY FRIDAY STORY
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 そして STORY
 
SUNDAY MONDAY TUESDAY WEDNESDAY THURSDAY FRIDAY STORY
A B C D E F G H I J K L STORY






※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.02 Sun 5/2(日)「GO GO GO」
    三宮の王将がリニューアルオープン！1ヶ月半くらいの期間を掛けて改装してたんです。王将断ち…。辛かった…。

そしてもちろん初日にGO!!!

こんな感じ〜。
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時計！
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カウンター席！
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トイレの位置も変わった！

[image: ]

載せ過ぎ(笑)？

それにしても、キレイ過ぎる、明る過ぎる…(笑)。京都の1号店ライクな内装でした！

Twitterにも書いたんですが、そのRTで気付いた。あれ？BGM、掛かってなかったんじゃないか…？三宮の王将と言えば、なぜかオールディーズ、例えばチャック・ベリーやリトル・リチャード、エディ・コクランが掛かってるのが名物やったのに！

もういっぺん行って確認するべし(笑)！

●

先週行って、「毎週土曜日はライブをしてるよ」ってマスターに聞いたので、ポロドッグにも行ってみた！ところが、ライブはなく…(笑)。ゴールデンウィークやから変則的っていうことかな？しゃーないね〜。

でも、マスターやバーカウンターのコらがとてもフレンドリーでイイ！マスターはどうやら知り合いの知り合い(笑)。神戸、狭いねぇー。いろんなお客さんに紹介してくれたり、本当に感謝。ちょこちょこ遊びに来ようかなー！またThe Ventzの音源、持って来ることにしよう。ライブもここでしたいしね！

●

そしてトアウエストにあるボ・タンバリンカフェへ。去年12月にライブさせてもらったカフェ。久しぶりです。マスターがTwitter始めたって！早速follow完了〜！

●

それからアイリッシュパブ・ホブゴブリンへ。だいぶ夜も更けていたので人は少なかったですが、異様な盛り上がり(笑)。テキーラショット廻って来たりね！ミュージックとアルコール。外国人はそのあたりを楽しむのが上手い。イギリスのこと、思い出すね！





いろいろ思うことありまして。ミュージックとバー・カフェ、アルコールの楽しみ方を楽しみたいな、と思うのです。せっかく神戸なんやもん。ホブゴブリンやポロドッグみたいな外国人がよく行くパブがあったり、バーやカフェがたくさんあったり。そこで繋がる人と人との出会いにドキドキしたいね！







※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.02 Sun 5/2(日)「mixiにも新曲関連トピックアップ」
    新曲アップデーに伴い、mixi内の"The Ventz コミュニティー"に制作秘話的なトピックも書き上げました〜。覗いて読んでみておくれ〜。

http://mixi.jp/view_community.pl?id=4923362

新曲LEGOはこっちで聞けますよ〜ん！

http://www.myspace.com/theventzmusic

どしどし聞いておくれやす〜！









    2010.05.03 Mon 5/3(月)「幸せを知る」
    新曲「LEGO」のデモ、聞いてもらえたかなぁ。だいぶ気に入ってるみたいです、僕(笑)。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

さて。

今朝は、とある方からメッセージをいただきました。8年ほど前にしばしばライブに来てくれてた方のよう。部屋の片付けをしてたら、ヒットマンスタイルのCDを発見。聞いて思い出してくれて、ネット探してメッセージくれたんだって！

本当に嬉しいです。8年前と言えば2002年？まだ僕ら、レコード店に並ぶようなCDをリリースしてたわけやなくて、デモ音源のCD-Rしか出してなかったんちゃうかなぁ？しかもそれは、僕が12trのハードディスクレコーダーでセルフレコーディングしたものやと思う。メンバー3人でスタジオに入って、わけもわからずマイク立てて録ってたなぁ。懐かしい。今と違ってPCじゃないから、いろんな制約があったけど、元々カセットMTRから始めた世代ですから、それでもめっちゃ便利だったハズだと思う。しかもCD-Rまで焼けるんやもん。感激してた！

その中に入ってる「花」を聞いてくれたんだって。

先月もそんなふうにメッセージをくれる方がいました。

ウタってスゴイなぁ。改めて実感しています。

ヒットマンスタイルというバンドが無くなったって、ウタは誰かのココロの中で生きてくれている。生かしてもらえてる。デモ音源自体、100枚も作ってなかったと思うから、セカイの中で持ってる人って、どう頑張っても100人、超えない。数だけで言ったら、本当、シミにもならないくらい。けど、そのウタを改めて発見し、聞いて、感動してくれる人がいる。こりゃあ、数ではないのだな。

負け惜しみでも言い訳でもなんでもないです。

ただ僕は、本当は今もずっと悩んでいて、「売れたい」と思いながらどうやったら良質のウタを書くことが出来、しかもより多くの人の元へ届くのか、を考えてる。







東京時代、オトナに騙された、という苦い経験を拭い切れず、一切を自分たち自身で遣り遂げようとしたヒットマンスタイルは正解だったか？

ヒットマンスタイル解散後、それでも歌い続けたい、とバンドを組むことなく、1人で活動したことは正解だったか？

「イギリスで初ライブをしよう！」と結成したThe Ventzのメンバーが減っていくのは何故か？






いつになったらメインストリームに抜きん出ることが出来るのか。そのためには1曲でも多くの良質なウタを書きたくて、1曲でも多く書くことへの原動力として憧れたイギリスという土地があり、アナログレコードの質感があり、毎日の生活がある。

そしたら、思うほど戦略なんて必要なくって、僕は僕でいられると思った。

そんなタイミングの4月、5月。セカイのどこかで僕が書いたウタを聞いて、想いを重ねてくれる人がいて、インターネットという道具を使ってコンタクトを取ってくれる「誰か」がいた。

これがどれほど幸せなことか。

20代の僕には考えもつかない幸せを知ってしまいました。

それならば僕は、まだまだやれる。もっともっとやれる。

大袈裟でなく、僕はまた、こうやって聞いてくれる人がいるからこそ、僕の人生も変わると思っています。毎日何かに挑戦し、跳ね返され、それでも諦めたくない未来が僕にはあって。






失礼しました。連休中の天気の良い真っ昼間。

それでも僕は感動した。嬉しい。頑張れる。

地球上には、僕には僕なりの、役割があるハズだ。

最近、そう考えるようになりました。

ありがとうございます。








    2010.05.03 Mon 5/3(月)「5/4」
    休け〜い！

今日は練習ですな。非常に楽しみ！"54"や"colours"のシンセを録音し直してみようと思うのです。そんで、それをリミックス。最近、ミックスが楽しいのだー。それをFUJI ROCKに送ってみよっかなぁー。

あと、アコギとmicroKORGで音あわせもする。カフェやバーでライブがしたいから。いい雰囲気で出来たら早速いろんなバーでライブやらせてもらえるように話してみよう。

それと新曲の音あわせも。最近、めっちゃ曲が出来ます。ウタが出て来ます。

おぉ。明日は5/4じゃないか。

去年の5/4にThe Ventzのホームページを公開し始めたんやった。

なんで5/4って？

The Ventzの記念すべき1曲目が"54"やったからですよ！








    2010.05.04 Tue 5/4(火)「ザク」
    昨日は充実の練習になりましたー！

"54""colours""キタルベキセカイ"のシンセサイザー、オーバーダビング。moogとmicroKORGをMIDIで繋いで複合音色を作って録音。カッコいい音色だと思うんだけどなー。特に"colours"が他にはない感じがしてイイ！こりゃあミックス作業が楽しそうだ〜。

あと、久々登場のアコースティックギター"Epiphone TEXAN"とmicroKORGでセッション。アコースティックギターとシンセサイザーと歌。すごくシンプルな編成やけど、これ、めっちゃくちゃいい気がするなぁ。最近の新曲"Hello Hello""1969"はこの編成を見越した上でのウタだったので、もちろんいい感じ。驚いたのが"54"や"colours"、新曲"what's love"が非常にいい感じだったこと！カフェとかバーとかでやりたいよ〜！ぜひぜひ誘って〜(笑)！この編成なら気軽にどこでも演奏出来るもんね。microKORGは電池駆動やし、同じく電池駆動のPignoseアンプ使えば、ね！

そして僕は、とてもいい買い物をしたのだー！あり得ないくらいのお得感！また後日お披露目しま〜す！

いやぁ。毎日がザクザクと進んでる。ええ感じやぁ〜！




※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.04 Tue 5/4(火)「結果に結びつくか!?」
    みんな〜新曲"LEGO"は聞いてくれましたかぁ〜？ぜひぜひ聞いておくれ。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

なんか。なんか予感がする。なんか身体の回りの「気」みたいなんが、上向きになってきた予感がするのだ！

ついさっき、1週間くらい前に一生懸命英語で書いたメールを踏まえての、僕らがどうしても欲しいと思ってる「結果」に直接結びつくようなメールがイギリスからやって来たのです！

2011年の7月に起こるであろうThe Ventzの計画の話。

向こう側もいろいろな調整が必要なようで、今しばらくの時間が必要だと思うのですが、これで「絶対無理！」みたいなことはなくなったかな、と。

実現が決まればやることはいっぱいあって、でもそれらは一直線上に並ぶからとても容易いことに思えるハズ。

あ。僕が何を言っているのか、わからんよね(笑)？

ともかく、僕は今、沸々とエキサイトしているってことです！

140文字じゃおさまらないからTwitterじゃなくてブログに書いてみた(笑)。

そゆこと！

●

さぁ、今からTHE BACK BEAT BRINGERSのプリプロに付き合うぞ〜！








    2010.05.05 Wed 5/5(水)「asap」
    一喜一憂です。昨日は上向きだと感じていたんですがねぇ…。今度は思わぬストップも。うむむ…。そう簡単にうまくはいかないか。そりゃあ人生最高の夢やもんね。しばしガマンの時ってことか。英語だからってコンタクトは怠らないようにしよう。望みがなくなったわけやないんやし。KEEP IN TOUCH!!!

そうそう。昨日のメールの最後にこんなん書いてた。

asap

何の暗号だ？

ずーっと考えた。文章の意味考えて考えて考えて…。

ハッ！

as soon as possibleちゃうん！

いやぁ。英語っておもしろい！

●



※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.05 Wed 5/5(水)「実験ー！」
    iPhoneからメール投稿で日記が書けるか実験！


ずっと前に設定して、出来てないなぁ、と思ってたブログとツイッターの同期も、つい最近出来るようになったみたいやね。これでmixiともMySpaceとも同期。


どないなってんね〜ん！笑







    2010.05.06 Thu 5/6(木)「奥行き感(ギブスの中の痒みを取ってくれ！)」
    昨日VARIT.でライブだったYOUR SONG IS GOOD。今朝はその時に買ったアナログレコードを聞く。とてもイイネ！音楽に向き合ってる感じがして好き。

そのまんまThe Ventzの曲のミックス作業に雪崩れ込む。去年からだいぶバンド編成が変わってしまってイギリスでも日本でもベースレスでライブをしたもんやから、そういう姿の音源を造ろうと思いまして。前回の練習で千葉録音物の上にオーバーダビングしたシンセベースをコネコネとミックスしました。

「最近取り入れた知識や感覚を何とかネジ込みたいな！」と頑張っています！

が、やっぱりすぐにはうまくいかないもんだねぇ…。トホホ…。

イギリスに行って感じた「奥行き感」をどうにか表現したいんですが、イメージはあるのに結局左右の広がりになってしまう…。そっか…。そうなのか…。

でも、実演しているミュージシャンとして、「僕らの曲がどうあって欲しいのか」のイメージ近くまではイキタイ！

「ズバリ、カッコイイ！」

ってところまで。理由なんてなくたっていい。それでもプロセスは必要なんだろう、と感じるミックスです。目指すぞー！

とりあえずPCの中だけで完結させた"54"と"colours"のミックスは出来たので、メンバーに送信です。反応聞いてみたいけど、結局アナログカセットMTRに出してミックスすることになりそうだなぁ〜。

ギブスしてる右手が痒くて堪らんWAXでしたー！

●



※ホームページ・リニューアルしました。

http://sites.google.com/site/theventzjapan/





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.07 Fri 5/7(金)「カベカ？」
    今日から3日間、A.K.がイベントやってるそうですぞ。

http://softbitter.web.fc2.com/

お近くならばぜひお立ち寄りを〜。

というわけで、ワタクシはmix三昧。mixiではありませぬ。ミックス。奥が深い…。ならば奥行きも深くさせておくれ…。むむむ。カベです。完全に。

それと同時に新曲のデモ制作にも取り掛かっております。ベースも入れてやろうかと試みたものの、シンセベースと恐らく帯域が被ってしまってる…。シンセのフレーズを2オクターブくらい上げてみるか？

なんだかんだですが、今日も生きるのだー！








    2010.05.08 Sat 5/8(土)「順番待ち」
    今、病院に来てます。右手手のひら、小指骨折のギブスを一旦取って、小さなギブスにするらしいデス。


バリットすぐ近くにあった病院やったんですが、何故かこのタイミングで移転。三ノ宮からの無料送迎バスに揺られてやって来ました。


うーむ。どうやら新築。新しくてデカい。


そして何より、おじいちゃんおばあちゃんが多い！多過ぎる！


順番、廻って来るんやろか…。







    2010.05.08 Sat 5/8(土)「まだ待ってる」
    まだ待ってんだぜー！iPhoneにも飽きて来た。笑


あと何時間待ち？土曜の病院には注意が必要なようです。


本持ってくればよかったー！







    2010.05.08 Sat 5/8(土)「ギブス」
    ギブス、一旦はずしてスッキリ！でもやっぱまだ痛いのね。20日かぁ。良く見るとまだ腫れてる。

これ、右手。

[image: ]

これ、左手。

[image: ]

全然違うね。

それでも小さくなったギブス。熱で温かくなって固まるギブス。へー。

[image: ]

指も3本解放(笑)。

これでギターも弾き易くなる！








    2010.05.09 Sun 5/9(日)「スッキリ・ハッキリ・キッチリ・リセット」
    シンセベースをオーバーダビングしたものをミックスし、それを何度も何度も繰り返し聞いているのですが、いやぁ、なかなか…。"colours"はハマる場所が見えた気がするのですが、"54"はもう一度考えたいところ。

昨夜はいろんなこと、リセット。スッキリしたのか、してないのか…(笑)。

けど、これだけはハッキリさせたい。

音楽だよ、ってこと。音楽を造っていたいなぁ、キミもそうだろ？ってこと。イギリス行って劇的に変化したことってやっぱりあって、目から鱗の感覚をちゃんと追求したいってこと。いろんな小さなこと、気にしぃの僕は時々参ってしまうけど、毎日誰かに出会えて、再会出来て、会いに来てくれて。感謝したい。そして僕は僕の価値観に、キッチリ落とし前を付ける。

そんな感じ。

A.K.がどうやらいい感じのところで歌うらしいね。僕は行けないけど。

それでは。








    2010.05.10 Mon 5/10(月)「早く治れ〜」
    昨夜はThe Audiosのメンバーとポロドッグへ。軽く飲みがてら、The VentzのCDをマスターに渡そうかなぁって。そしたらまた、繋がり発見！THE NEATBEATSの真鍋さんもココへよく来てはったみたいですねぇ。マスターとは妙に共通の友人・知り合いが多い(笑)！

今朝はTHE BACK BEAT BRINGERSのギターボーカル・ショータローの弾き語り音源のレコーディングに付き合う。シンプルな録音やけど、マイクの立て方なんかを工夫してみた。コーラスアレンジにアイデアを出してみたり、面白かったなぁ。毎月1曲、レコーディングしていくことになりそうです〜。

今夜はThe Ventzの練習です。なんか久々。早く手を治したい。

よ〜し！がんばろ。








    2010.05.11 Tue 5/11(火)「うまくいかないことも、あるよな…」
    昨日の練習はうまくいかなかったなぁ…。明日12日に新曲をアップしたいんやけど、そのための新曲作り。ダメでした…。なので本日も深夜、頑張ってみようと思っています！

今日の昼間はmix三昧。昨日の練習で録り直した"54"のシンセベース差し替えテイクを使ったmix。うん！これで落ち着くところに落ち着いたんじゃないかな？ええ感じやと思います！"キタルベキセカイ"もシンセ差し替え。それとTHE BACK BEAT BRINGERSのプリプロ音源"Hello to the sunset"のmixも。mix作業の中で、やれることがひとつひとつ増えていってる気がして楽しいなぁ。

「イメージにどうやったら近付くのか」

もっと頑張ろう！

それと、本日仕上げたい新曲のプリプロ音源を制作。これを今からA.K.にメールで送信してしまおう。それを聞いてもらって、それからテイクを差し替えて行こうってわけです。構成も微妙やし、何より歌メロも歌詞もまだですから、ココからどこまで変身させることが出来るか！

ワクワクします！

あ！そうや！去年千葉レコーディングでお世話になったデュウ・マキノさんから久々のメールを戴く。アビーロードマスタリングを唯一レコードにしたものを以前マキノさん宛てに送ったんですが、何故か返って来てしまっていて…。そのまま送り返さずにしたもんやから反省…。なんて失礼なことをしてしまっているんや…。早く送らなければ！

よーし！復活(笑)！








    2010.05.12 Wed 5/12(水)「新曲up」
    昨日、どうにか新曲をゼロから録音完了。そしてミックス。サーバーにアップした楽曲をiPhoneでA.K.も確認完了。オッケーが出たところでMySpaceにアップロードしましたー！

そう！本日は12日ですからね！我々が勝手に決めた新曲アップデー。

タイトルは「Laura」といいます！

ぜひぜひ聞いてみてください〜！

制作秘話的なことはmixiのコミュニティーにアップしま〜す〜！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.13 Thu 5/13(木)「本を読む」
    新曲「Laura」聞いてもらえましたかー？ぜひぜひ聞いてみてください！

http://www.myspace.com/theventzmusic

新曲書いてホッとしてますけど、また10日後には新曲をアップしなければ…。自分で決めたことなのですが…。結構プレッシャー(笑)。がんばろ。

今日は朝から電車で大阪へ。「本を読む」というのは、なんて贅沢なことなんやろか、と思います。もっともっと読みたいんやけど、他にも時間を割きたいことがいっぱいあって、そしたら今まで読んで来た本ってのが人生の宝物のように思えて来ました。だから読める時には出来るだけ読んでいたいなぁ。そうすればきっと、何年か後の僕は今の僕に感謝してくれるんじゃないかと思ってみたり。

本を読もう。








    2010.05.14 Fri 5/14(金)「旧友」
    昨日は久々に旧友と飲む！18歳の頃に知り合って、東京時代もなんだかんだとつるみ倒した同い歳のミュージシャン。

久々に居酒屋で全然飲まなかったけど(笑)、時が経つのが早い！早過ぎる！くらいの喋り倒し(笑)。10年振りの会話なんやからそれも当たり前か。

懐かしい昔話だけじゃなく、今のこともこれからのことも。

やっぱり同い歳やから無邪気に喋れることってあるんやなぁ〜って思う。普段の自分ではない気がした。

そしてある意味、オレの中の深〜いところまで読まれていたりするのが、何とも悔しくて、歯痒くて、心地良い。

サンキュー、大浦祐一。また会おう！
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    2010.05.15 Sat 5/15(土)「お預け状態に爆発しそうなのだ！」
    んー！なんか停滞しているようで嫌だ！！！

全然停滞なんかしてへんのに、あまりにも「待ち」の案件が多過ぎて…。

「お預け状態」が続いてるもんやから、もう僕は大爆発しそうだよ！

早く返事が欲しい！イギリスからのメールを待ってる！

そんな中、昨夜はThe AudiosとTHE BACK BEAT BRINGERSの数人と飲み。いろんなことで鬱屈してしまうよなぁ。けど、オレも負けてられへんわ！と同時に、一緒に何かやれそうな気もする2バンド。年齢は違っても、大切な仲間。








    2010.05.16 Sun 5/16(日)「フライング・FLYING」
    おはようございます！

新曲"Laura"聞いてくださいねー！

http://www.myspace.com/theventzmusic

待ってた返事がイギリスからのんではなく、尼崎から来ました〜(笑)！A.K.との最終確認・調整を経たので、もういっぺん尼崎に返して決定する手筈です。

ヒント。ライブが出来るぞ！

最終決定、お知らせは今晩出せるかな？けど、6/23(水)は空けておいて欲しいなぁ。

ライブの曲順もすでに決めました！早ッ(笑)！こりゃあとんでもなく面白くなると思うんやけどなぁ。ティーンエイジャーに戻ったかのようなドキドキを経験することになりそうです。なぜなら今回僕は、長年なりたかった自分になれるから！なれそうやから！

ワクワクし過ぎてかなりフライングでこんな日記、書いちゃいました(笑)。

さぁ！忙しくなるぞ〜。










    2010.05.17 Mon 5/17(月)「直感-僕の新しいスタイル-」
    6/23(水)、神戸VARIT.にてThe Ventz、国内での2回目のライブをします！今回は、THE MOVIC時代から仲の良い"すぐる"と"ヨシヒロ"を迎えてライブをします！

すぐるはドラマー。ヨシヒロはギタリスト。

ん？？？

というわけで、僕は新しい試みに挑戦します！

わかるかなぁ？

ヒント！僕のヒーローはポール・マッカートニー！








4月に久しぶりにヨシヒロのギタープレイを見ました。以前見たのはたぶん、3年ほど前？そしてビビビッとキタッ！一緒にやりたいなぁって。

元々僕はベーシストだったってことは、ちょこちょここのブログでも書いてると思いますが、18歳以後、僕はギターばっかり弾いて来ました。ギターばっかり弾いてるのに「憧れのミュージシャンは？」って問われると、必ず「ポール・マッカートニー」と答える僕。矛盾(笑)。

でも、そうなんだから仕方ない。一緒にやりたいギターを弾くギタリストがいーひんねんから。

一昨年になるのか。僕がソロアルバムをリリースした直後にライブをした時は、元ファンキーパンキーのキタシンイチを迎えてのライブだった。キタシンイチは文句なく好きなギターを弾くギタリストですから。(そういえばその時、1曲僕はオルガンを弾きながら歌ったね！あ！そういえば数年前の神戸レノンナイトでピアノを弾きながら歌ったこともあったか！)

で、ヨシヒロ。ポール・ウェラー好きのES-335を弾くギタリスト。久しぶりのプレイを見て、ぜひ一緒にやりたいなぁと思ったのです。いや、もっと言うとギター任せてもいいな、と思えた。

ってことは、ですよ？

じゃじゃーん！ベースを弾きながら歌う時がようやく来たのか！ということなのです！

ん！そっか！The VentzにはmoogでのシンセベースをA.K.が弾く曲もあるわけで、僕が全曲でベースを弾く必要もない！

と、いうことは…。

ギター弾いたり、ベース弾いたり、時にはオルガン弾いたり!?

「これってポール・マッカートニーやん！ポールのスタイルやん！」

って今までやって来たことが、全部繋がったぁ〜！

実はすでに先日、ヨシヒロ・すぐるからの返事を待たずにベースを手に入れてはいたんですがね！あり得ないくらいの激安情報を得て、1977年製リッケンバッカーのナチュラルフィニッシュをね！こういうのんて、タイミングで流れてくるもんよねぇ？

ま、実際ベース弾きながらライブをすることが出来るのか？って問題ですけど、そんなん問題じゃない。やりたいんやし、楽しみなんやから。オレしか出来ない表現が出来る気がする！

ドラムのすぐるも気心は知れてるし、実は去年12月にすぐるをサポートドラマーとして誘ってたくらいなのです。

ああ！楽しみでしゃーない！

ほんま、10代に戻った感覚です。楽しみ過ぎて、もうセットリストも決めちゃった〜！

今はすぐるとヨシヒロというミュージシャンとやれるってことでテンションが上がりまくっているし、しばらくこのスタイルでやれたらなぁってのも本当の気持ち。1年やれれば成果は必ず出ると思うもん。

でも、「最高の今」を重ねていくこと。これに勝る未来は、ない。

ややこしいこともいっぱい身の回りにはあるけれど、やっぱやりたいのはコレだな、と予想出来る、そしてすでに確信出来る、そう。これは直感。

ビートルズと出会って25年。遅過ぎる直感かも知れないけど、「ミュージシャン南出"WAX"渉のスタイルはコレやんな！」と若手ミュージシャンを見るように興奮するライブハウス神戸バリットの南出渉がいる。

こういう直感、結構当たるんです。事実、そうやもんね(笑)？自信、アリ。







「The Ventzとライブがしたいです！」と言ってくれる、The Audiosという神戸の19歳バンドと一緒に、6/23(水)、神戸バリットにてイベントを造ります。

ぜひぜひ来て欲しいです。

ミュージシャンWAXの新しいスタイルを。






※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.
「Forever Wednesday vol.3」 open/strat 未定　fee 未定

The Ventz/The Audios

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.18 Tue 5/18(火)「A HARD DAY'S NIGHT」
    [image: ]

思い付いて急遽制作したチラシ。A HARD DAY'S NIGHTのフォント入手！ええ感じでしょ？

※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.19 Wed 5/19(水)「ギブス外れる」
    書きたいことが山ほどあった今日。やらなあかんことも山ほどあって書けず仕舞い。やっと仕事も終わってひと段落したので、ちょっと書いてみよっかなぁ〜なんて。

●

とりあえず本日。ギブス取れました〜。朝から病院行って待ち時間2時間。前回行った土曜日よりは格段にマシでしたが、本日もiPhoneに飽きてしまう始末。中島らも/バンド・オブ・ザ・ナイトを持って行っててよかった。ほっ。

そしてびっくりしたことが2つ。

ギブス外したんはええねんけど、「え？」ってくらい動かない！全然大袈裟やないんです。「あれ？どうやって指って動かすんやっけ？」レベル。ほんまに。最初、無理矢理先生にギュッとコブシを握らされ、こう、なんて言うかなぁ、胸の中がえぐられるような感じ？拷問？ねぇ？これって拷問？みたいな…。先生もレントゲン写真見ながらなんで、どこまでチカラを込めていいかはわかってらっしゃる…ハズですよね？もうちょっとで殺意が沸くところでしたー。

ただ、こんなに曲がらないんじゃ楽器弾けない。ともかく楽器だけは弾けなくちゃなんないのだ、オレは。

ともかく、「徐々に治る」とか「ゆっくり治そう」とか思っちゃダメみたい。最初が肝心。思い切ってグイッと曲げちゃわないと手が固まってしまうとのこと。

まだ手のひらは腫れてるし痛みも相当あるんですが、うん。この4週間、ずっと過保護に守られてた右手を強制復帰させなければならないのだ！そう！虎が自分のコを崖から突き落とすようにっ！

あれ？違う？

●

も1つびっくりしたこと。

ごめんなさいね。ちょっと不潔な話なんですが…。

これね。面白いくらいに「垢」が出るのね。すごい。

知ってますか？童話であるでしょ？垢太郎って。ずーっとお風呂入らなかったおじいさん・おばあさんがお風呂入ったら、面白いくらいの垢が出て、子供のなかったおじいさん・おばあさんはその垢で人形を作ったら命が産まれたって話。あれ？違う？垢太郎？チカラ太郎？

いやぁ、あれは本当の話だと思いましたよ。オレは。命云々は置いときますが、幼ゴコロに「うそや〜ん、そんないっぱい垢、出るハズないや〜ん、大袈裟やわ、人を子供や思て〜」と感じていたんですが、たかが右手。しかも手首より先やから表面積もたいしたことないですよね？その右手から、出るわ出るわ出るわ。目一杯の「垢」。

ごめん。あんまりキレイな話じゃないのはわかってる。

けれども。

衝撃の量。半端ねぇー！マジで。驚愕。吃驚。

正直、言います。

垢太郎、作ってみようか、迷いましたもん。どれくらいの大きさのんが出来るやろか、と。好奇心。

写真も撮ろうかと思ったんですけどね、やっぱそれを載せるわけにもいかへんなぁ〜と思い直し、断念。

嗚呼、後悔。無念。申し訳ない。え？誰に？

●

ギブス1つで、やっぱり知らないことを知れるもんだな、と改めて人生の深さを思い知りました。

ややや。決してまた骨を折ろう、なんて思っちゃあいません。もぅ、2度と御免ですよ、骨折は。

ただ、中学生の頃、ギブスに憧れたのも事実。だって、ちょっとした弱みを見られても「いや、全然大丈夫やで。ゥ…！」ってのが男子の美学。

でしょ？

●

骨、折ってもタダでは絶対起きない！

そんな4週間。あぁ。早く治したい…。4週間振りに乗った原付のアクセル・ブレーキも、こりゃあリハビリですわ。安全にいきましょー！








    2010.05.19 Wed 5/19(水)「ガンダムに想う」
    「秋の夜長」ならぬ「骨折の夜長」的な。別に夜でもなかったんですが…。

やれることが少しばかり少なくなった分、ちょっとした纏まった時間も出来るわけで。右手を中心としたカラダは憂鬱ですが、ココロはリフレッシュ！しなければ。

それが本当かどうかはさて置き、ガンダム、一気に鑑賞させていただきました。

●

詰まるところ、ガンダムとは一体何なのか？何だったのか？

難しい御託をこれでもか！と並べられるほどマニアなわけではないので、簡単な感想にしかならないのですが、僕がガンダムを「今」見て、思ったことを記しておこうと思う。

●

僕は「機動戦士ガンダム」というテレビアニメをリアルタイムに見れた世代(実際は振るわなかったテレビアニメが劇場版で爆発し、その後の再放送だったみたい…)。小学校1年生から3年生に掛けての時期だったと思う。今だからこそわかるその背景、意味ってものもあるわけで、それを小学生の僕らが理解していたとは思えない。「戦争の悲しさ」というものにだって気付いてもいなかったと思う。あるのは「カッコイイ」という感覚だけだったんじゃないかなぁ？

テレビ画面の中に見る「未来」。そして「ニュータイプ」という恐ろしいくらい魅惑的なコトバ。

「宇宙コロニーに住むことになるかも知れないんや…」

という、漠然とした未来。そこには途轍もない科学のチカラがあって、巨大なモビルスーツを自由自在に動かせる。僕らはその「未来」の住人になれるんだ、そしてもしかしたら僕はニュータイプなのかも知れないんだ！

「自分自身がニュータイプかも知れない」

そんな可能性を感じること。それはやがて、興味が天体観測に移り、バレーボールに移り、ビートルズに移り、ロックミュージックに移ったとしても、醒めることのなかった感覚なんだと、今、思う。すべての原点はガンダムにあったのか、と。

どんな場面でも、僕はずっと1番でいたかった。アムロであり、シャアでありたかった。そしてそれは、決して1人キリの世界ではなく、どうしても敵わない相手が、強敵と書いて友と呼ぶような(北斗の拳や〜ん！)、そんな場面を探し続けて歩いて来たのだなぁ、と思うのです。だから一つの場所に定住することは好まなかったし、新しい何かを見つけたら、居ても立ってもいられなくなって、僕はすぐにそこへ飛んで行ってしまいたくなった。

●

人生には役割ってものがあるんだな、って先日、日記に書いたと思う。

ホワイトベースの乗組員のように、みんながそれぞれの役割を果たすからこそ為し遂げられることってあるんだと思う。

けど僕は、ブライトじゃダメで、セイラでもカイでもリュウでもハヤトでもフラウでもなく、ミライでもなく。アムロかシャアでなくちゃなんない。告白しよう。僕は今でもそう思ってる。僕の人生の中での僕の役割は主人公である、と。

その想いがなくなるのなら、僕はもう曲を書くこともなくなるのだろうし、ウタを歌うこともなくなるのだろう。大袈裟だけれど、僕はそう思い、今も暮らしている。

「もしかしたら、もうダメなのか？ここまでなのか？」

と思うこともあるけれど、それもストーリー。まだそう感じちゃいない。思うのなら工夫すればいい。まだまだ、やれる。

●

最近の若いミュージシャンは、とても面白い感覚をしている。僕らの世代じゃ考えられない思考で音楽を好み、また新しい音楽を構築する。確かに僕なんかより、よっぽどのニュータイプなんだろう。

けれど、敢えて叫んでみるのです！オレもニュータイプのハズだ、と。

シャアがあれほど悲痛なまでに叫んでいることを、僕は知らなかった。いつもスマートだったハズのシャア。

そんなシャアのことを以前より好きになってしまったのは、やはりこの年齢だからか…？

ただ、シャアは死んでは、いない。死んだ場面は終になかったハズだ。

●

僕は「逆襲のシャア」を未だ見ていない。「機動戦士ガンダム」こそがすべてやと思っていたから。でも、続編を見てみたいなぁと思う。覚醒し始めたニュータイプたちは、その後どう行動するんやろか？知りたい。

でも「北斗の拳」も見たいなぁ。

あ！ギブス取れた僕に、そんな時間、あるのか？？？

機動戦士ガンダム。

この時期に見れて、良かったと思う。感謝。








    2010.05.19 Wed 5/19(水)「共有共有共有…」
    今日は練習だねぇ。新曲作るねぇ。朝からドラム打ち込んでました。

で、ネットをこちょこちょイジッているのですが、MySpaceにライブ情報を掲載しました。すると…。すごいねぇ。やるねぇ。ヤバイねぇ。「神戸VARIT.」って記載すると地図が勝手に出るのね。住所も。共演に「The Audios」って記載したら、今度はThe AudiosのMySpaceが勝手にリンクされちゃったよぉ。でさ、Facebookで共有。Twitterで共有。MySpaceで共有。ってあるからそれぞれ共有してみたりなんかして！そしたら全部反映されちゃった！MySpaceのブログにも書いてみようと思って、そしたらまた共有。日本語で書いたブログやから今回はFacebook共有は遠慮…(笑)。Twitterだけに共有。

いやぁ。すごい。こんなんじゃ情報だらけになってまう。

やっぱカッコええライブしないと…。

がんばりますっ！





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

[image: ]

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.20 Thu 5/20(木)「ルックスで勝ち！」
    昨日は練習。新曲のセッションを開始しました〜。5/22にMySpaceにアップする予定の新曲です。結構時間掛かるのかなぁと思いきや、サクサク進行。全貌がツルツルと見えてヨシとしよう！って感じでした。

思い返してみると、「もういっぺん歌ってみたいなぁ」とか「歌詞のあの部分がなぁ」とか「打楽器入れる？」とか、ちょっといろいろ思うので、今晩一人でオーバーダビングしてみるかな。

そして昨日はコレ！コイツが初登場！

[image: ]

ん〜カッコいいッ！ベース、ギター共に、ルックスで勝ち。（何に？笑）

けど、ベースって難しい。ライン入力した音色もまだまだ追い込んでいきたいんやけど、結局弾き方次第で音色ってコントロール出来る部分がまだまだあるやろうし、自分にはそれが出来ていない。それがわかる。リズムだってギター弾いてる時のリズムとは感じ方を変えた方がしっくりくることもあって、「おいおい、しっかりしろよ！」と言いたくなる。

けど、「どうにかしてモノにしてやる！」って1つの楽器に対して試行錯誤するのが大好きなようで、ワタクシ、ワクワクしています。今晩はベースも録り直しかな！

それにしても。

右手が酷く痛んで、特にベースを弾きたい音色で鳴らそうと思うと、かなり辛いのです…。

骨折した骨はくっついたんかも知れんけど、やっぱり右手はどう見ても腫れていて、手首、指の付け根が特に痛むのです…。ん〜。どうしようか…。「病院」じゃなくて「接骨院」がいいのかな？小学校・中学校でバレーボールやってた頃、突き指しては接骨院に通ってたので、「接骨院は信頼出来る！」という感覚があるのでねぇ。今から行こっかなぁ。

さぁ！今日もがんばろ！






※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

[image: ]

●

The Ventzの初めての4曲入りEP。1000円です。神戸BAR CODE/ringo/3D、大阪Hook Up Recordsにて発売中。

通販もするんで、日本全国のみなさん、アビーロードマスタリングを経た我々のアナログレコード。門外不出バージョンの7インチをぜひお求めください！








    2010.05.20 Thu 5/20(木)「通信販売、始めました」
    The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリングアナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！








    2010.05.21 Fri 5/21(金)「パワー整骨院」
    昨日、結局整骨院に行って来ましたー。結果言うと、行って良かった！

整形外科、接骨院=整骨院、整体・マッサージ。

この3種は全く違うみたいで、整形外科と接骨院は保健が効く。いわゆる国家試験があって免許が必要ってことなのかな？整形外科はお医者さん。接骨院は柔道整復師。整形外科ではレントゲン検査や手術もしてもらえるけど、接骨院はそれらが出来ない。接骨院は人間の自然治癒力を最大限に引き出す施術だそうです！

中学生の頃、バレーボールをやってた僕は、捻挫や突き指をすることも多く、家の近くの接骨院に通うことも多かったのです。えーっと。三宅接骨院やったかな？思い出すなぁ〜。カラダのでっかい、いかにも柔道やってます！みたいな先生が畳の上に3人くらいこちらを向いて座ってはる。その対面に僕も含めた患者さん達が3列になって座って順番を待つ。確か座布団が敷かれてた。1人終わると前の座布団に移動して…。わかる？うわぁ〜懐かしっ！わかるはずあらへんわな(笑)。

まぁ、そんな訳で、接骨院に親近感がある、というか、信頼出来る、というか。

昨日行ったのは三宮、VARIT.から程近いところにある「パワー整骨院」。名前的に微妙(笑)。一旦躊躇して、もう一軒、近くにある「トアロード整骨院」に向かってみるものの、なんかOLさんたちが行きそうなオシャレな感じ？アロマな感じ？がしたので、僕の中で却下。「パワー整骨院」に戻ったってわけです。「パワー整骨院」…か…。

でも、行って良かったなぁ。そんなオシャレな雰囲気ではないけど、僕が中学生の頃通っていた「三宅接骨院」とは全然、違う。あの「不敵な雰囲気」が微塵も、ない。そう。いかなる雑談も許されないような、あの緊張感。そんな中、屈強なオトコが黙って施術する感じ。好きやったんやけどなぁ。

今はそんなんじゃダメなのかな…？これも時代か…。

「パワー整骨院」は清潔感と元気溢れる感じがあって、柔道やってはった人たちなんでしょうけど、「施術師」というよりは、「スタッフ」って感じでした。僕の担当の人も歳の頃、30歳くらい？時折冗談も織り交ぜながら、執拗に「なんで骨折したんですか？」と人が答えにくいことを問い掛けてくる(笑)。なかなか、ナイスガイでした。

整形外科は骨がくっつけばオッケー。

これ聞いて、あぁ、なるほどなぁ。そうかも知れん。と思いました。

4週間も固定してれば、人間、骨はくっつく。レントゲンで確認しながらその過程を診る。

あぁ。なるほど。そうやわ。病院での待ち時間はかなり長かったけど、先生に診てもらう時間はそれと比べると極端に短かったもんな。

整骨院ではその後を大事にしてくれるみたい。「神経や細かな筋肉が元通りに機能させるにはどうすればいいか？」みたいなことを、実際に触りながら確認してくれました。

僕の小指。以前と比べてどうやら内側に曲がるようになってしまったようなんですね。これ、骨がねじれてくっついちゃったんじゃないか、と。

ま、楽器弾ければ問題ないんで、その辺りの神経とか細かい筋肉の動きを修整しましょう、ということで話はまとまったわけです。

ヒィー！放っておかなくてヨカッター！

まぁ、今はとにかく腫れているので、まずはその腫れをなくしてからですね、ということで電気治療と氷で冷やす作業と湿布。そうそう！この匂いですよ、この匂い！この湿布と包帯の匂いに、なんだか安心感を得ました。

ただ、ひとつびっくりしたのが、ベッドで治療するんですが、「はい。ベルト外してくださいー」って言われたこと。「え？僕、診てもらいたいんは手なんですけど…」って答えると「ま、いいんです。とにかく外してください」やって。何するね〜ん！って思いましたけど、周りにもベッドで施術してもらってるおじいちゃん、おばあちゃんは多いし、ね？大丈夫でしょ…？と(笑)。

変なシステム(笑)！

とにかく、ちゃんと治しましょう。楽器だけは弾けないと困る！

今日も行って来ますよ〜。







※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！











    2010.05.21 Fri 5/21(金)「誰かぁ〜〜〜！」
    ザ・ビートシャワー、めっちゃ良かった！ラストの2曲が(笑)！あの怒涛のロック感ってなかなか出ないもんよなぁ。そう言えば、同じく5月に初めてみたOLDE WORLDEっていうバンドもこれまたハッチャメチャに良かった！あらゆるものをぶっ壊して、そして新鮮。あぁ！オレも早くライブがしたい！絶対来て！めっちゃくちゃに今までのオレを超えてみたい！超えてみせる！ひぇー！テンションが上がり過ぎて来た！大変だぁ〜！誰かぁ〜〜〜〜〜！
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.05.22 Sat 5/22(土)「Pish」
    今日は新曲アップデー！"Pish"、上げてます〜！
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.05.23 Sun 5/23(日)「時々ぎゃふん。だけど問題ない！」
    新曲"Pish"聞いてもらえましたかぁ？"Pish"ってのはイギリスでお世話になったミュージシャン、スチュアートが飼ってる猫の名前なのです。僕、今まであんまり動物に接したことがなかったんですが、僕が彼にとって外国人だからなのか、ちょっとずつ関心を寄せてくれる感じが大好きになってしまった猫なのです。"Pish"って名前、なんか独特の雰囲気があっていいよね！そんな彼から勝手にいただいたタイトルです！

なんで？

理由はmixiのコミュニティーの「新曲の秘話・裏話」的なトピックにアップしてます〜。そっちもぜひぜひ読んでみてねー！

http://mixi.jp/view_community.pl?id=4923362

ま、ともかくまずは聞いてみてください！

http://www.myspace.com/theventzmusic

歌詞はMySpaceのブログにもアップしてます〜。

●

これって雨だから？骨折した右手が痛みます、今日は。早く完全に治してしまいたいです。そして6/23(水)のライブを楽しみたい！昨日は新曲のネタを数曲アコギで録り溜めたし、なんか今後カタチに出来ればいいなぁ〜と思えるネタたちばかり。楽しみ！その後は6/23の対バンであるThe Audiosの練習＆レコーディングのプリプロに付き合う。刺激、与えつつ、もらいつつ。いい関係。めっちゃおもしろいこと、神戸から発信したい。時に年齢の違いに気付いて勝手に「ぎゃふん」とさせられること、あるんですが(笑)。ま、ええですよ、それは。今ここに立ってる理由はちゃんとあるんだろう。ならそのタイミングがこの時期だっただけのこと。

今日は何しよっかなぁ。あ。ライブまでちょうどあと1ヶ月やん！
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！













    2010.05.24 Mon 5/24(月)「大雨警報」
    ひどくいろんなことを考えてしまいます、このしとしと雨の中。

今まで出会って来たいろんな人のこと。

今どうしてるのかなぁ？みんな幸せかなぁ？うまくやってるのかなぁ？

きっとみんな、うまくやってる！うまくいってる！

うん。

●

The Keysが新しい録音作品のハイライトを編集した音源をMySpaceにアップしてました。なんか、にんまりするのです。ぜひみんなも聞くといい！The KeysはThe Ventzのトップフレンドです(笑)。

今朝はThe Audiosのプリプロ音源をミックス。本当にざっくりした録音で、全楽器、歌を1テイクでokにしたものやから、非常に荒いし非常にもったいない部分もあるのだけれど、なんか輝いてる気がするのは僕だけなのか？

The Ventzの新曲の歌詞にも手をつけてみたり。"Pish"をアップしたばかりなのに、もう6/2にアップする新曲のことが気になって仕方がない。嗚呼、さぼりたい…(笑)。

●

今から整形外科病院にレントゲン写真を取りに行って、整骨院へ。

疑問が一つ。

雨は僕の右手を軋ませるのか。








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

[image: ]

●

The Ventz online shopを立ち上げました！
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銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！













    2010.05.25 Tue 5/25(火)「(激)個人情報」
    僕の中身。

[image: ]

整形外科で撮ってもらったレントゲン写真を整骨院に貸すため、レントゲンデータをCD-Rでゲット。とりあえず自分のPCで観察。すげぇ時代です。
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    2010.05.25 Tue 5/25(火)「字を書く」
    今朝方まで秘密作業をして仮眠の後、今日はとにかく字をたくさん書いた〜。もう最近ではPCでモノを書くことが多くなってしまって、かなり疲れてしまいます。漢字がパッと出て来なくなってたり、ね？それに右手骨折の影響もあって、ずっとボールペンを握っているのがツライ。

それでも、「ココロが伝わる、いい手段だなぁ〜」と思いながらの作業。必然的に背筋が伸びるのを実感したのも確か。カラダもココロもね。

キレイな字を書くのは難しい。でも、出来るだけ丁寧に。出来るだけ読み易く。

嗚呼。ちゃんと気持ちが届くといいな。

●

そうそう。昨日の夜中、The Keysのベーシスト立田と電話で密談。8月にもしかしたら…です。うん。2ヶ月に1度くらいのペースで、しっかり地元神戸で、本当に楽しめるパーティーが出来たら最高だなぁと思うのです。本当に気の合う仲間と、ね。

そのために僕はウタを書いて歌ってるんやった。

The Keysの大西がTwitterで言ってた。「みんな色々ゆうてくるよなぁ。結局やりたいことやるだけやけど、ゆわれることがひとつにつながる気もする。訳わからん曲つくったろかしら」って。

このタイミングでズバリなコトバでドキッとした。

最近の僕の新曲、訳わからんのん多いでしょ？大西は全然関係ないこと言ってると思うけど、偶然にも僕のそれが肯定された気がして、逆にそれが嫌になってみたりして(笑)。

だからダメなんだよぉ〜と思いつつ、やめられず…。トホホ。

あぁ。なんか、遠く行きたいです。行って帰って来たい。

なんじゃそりゃー(笑)！

ま、なんだかんだ言って、結局僕らが書いたウタを聞いて欲しいなぁ、って思うのは確かなことでして…。
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    2010.05.26 Wed 5/26(水)「ライブ拝見」
    今日はThe Audiosのライブを見たよ〜。
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    2010.05.27 Thu 5/27(木)「Happy Birthday!!!」
    おはよー！今朝も早起きして、作曲活動ですわ〜。最近、曲書くのが楽しい。ランナーズハイ(笑)？まぁ、毎月2日、12日、22日の新曲アップデーに追われている感は否めませんが…。

ただ。今こうやって書いてる曲が「The Ventzに似合うのかどうか…」ってのは悩みの種でして。そういえば、昔からそんなことで悩んでるんよなぁ〜。HITMAN STYLEの時は名前が名前だから、ね(笑)？その辺りの「バンド名」と「やる曲の雰囲気」を合わせて行こうと考えた名前"The Ventz"なのですが、メンバー結構抜けちゃいましたからねー。

ま、ええわ。沸いて出てくるウタは大事にしよう。「バンドでやるか？やらないか？」は置いといて、今はそんな時期。どんどん書くぞ〜！

●

今日はイギリスでお世話になったスチュアートの誕生日なんやって！おめでと！

久しぶりにメールしてみました〜。

「Happy birthday to you~ Happy birthday to you~ Happy birthday dear Stuart~ Happy birthday to you~」

ってメールで歌ってみた！ミュージックってええよねー。っていうか、歌ってわかってもらえるかな(笑)？

さぁ！みんな一緒に！

「Happy Birthday Stuart!!!」

イギリスまで届くよねー！
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予約はこちらからお願いします。
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●
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http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！












    2010.05.28 Fri 5/28(金)「神戸スタイル！」
    昨日は久々に神戸・三宮のBAR CODEへ！かなり久々にゆっくりカクテルを楽しんだのだ。久々に会うBAR CODEの常連さんにミニラさん。

そうそう。最近巷で人気のハイボール。すごいよな。コンビニでの売上げも右肩上がりだそう。

僕が本当に大好きなバーテンダー、ミニラさんに、いわゆる「本物」のハイボールをリクエストしてみた！それがこれ！
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わかる？氷が入っていないのです！これが神戸スタイルらしい！

震災前までやってはった老舗のバーがあったらしく、そこで出してたハイボールというのが氷なしのスタイルらしく、それが「神戸スタイル」なんだってさ！へぇ！

その後、氷ありのんも戴いたんですが、
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僕はこの氷なしの神戸スタイルが好きだなぁ！ウイスキーの量も多いらしく、ガツンと来るね！んまい！ぜひぜひみなさんも、神戸三宮のBAR CODEのハイボールを！
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    2010.05.29 Sat 5/29(土)「朝から名盤！」
    昨日、今日、と20歳くらいのバンドのレコーディングに付き合っています。ディレクションっちゅうやつなんでしょうか。そしたら「ウキーッ」ってなるね。オレもレコーディング、したい…。

ただ、朝が早い。9時半にはスタジオ入りなのでフラフラです。

でも、「このバンドにはこんなふうなイメージ持ってるねんよなぁー」っていう僕なりの解釈のCDを持って行ってエンジニアと一緒に聞くんですが、その時点で眠気は吹っ飛びますね！基本的に僕が大好きなCDなわけなので、朝から大音量、しかもスタジオモニター用のシンプルなスピーカーなので、「うわ！こんな音も聞こえる！」とかいう新発見もありながらドキドキしています(笑)！

今日聞いたのは「Third Eye Blind」の"BLUE"というアルバム。ええよ！これ！今日改めて「カッコいい！」って惚れた。昨日は「STONE ROSES」の1st。今度持って行きたいのは「JET」の"GET BORN"や「The Kinks」、「Matthew Sweet」の"Girlfriend"や「BLACK GOLD」の"RUSH"…うわぁ〜いっぱい聞きたいやつがあって困る(笑)！

なので、The Ventzのレコーディングがしたくなって来る…。困った困った(笑)！

クッソー！そんなわけで今日も新曲作るぞ〜！

これも僕のひとつの原動力なのですっ！
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    2010.05.30 Sun 5/30(日)「リクエスト」
    今からDJアキヒサの結婚パーティーに行って来ます。ヒットマンスタイル時代からの付き合いなので、もう7年になるのかぁ。早いなぁ。アキヒサのリクエストにお応えして2曲ほど歌って来ます！アレとアレ、かな(笑)？

ではでは！神戸はいい天気！気持ちいい！
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    2010.05.31 Mon 5/31(月)「2人」
    昨日はヒットマンスタイル時代から付き合いのあるDJアキヒサの結婚パーティーにお呼ばれし、アキヒサのリクエストの元、歌を歌って来ました。歌ったのは"花"と"今を生きる"の2曲。ちゃんとお祝い出来たかなぁ？

パーティーはほんま、アキヒサが主催するオールナイトDJイベント"LUMBERYARD CAFE"の完成形じゃないのか？ってくらいの盛り上がり。音楽好きの仲間たちがたくさん集まった"イベント"でした。「あれ？新郎新婦の2人が主役じゃないの？」ってくらい(笑)。

でも、2人が楽しそうで良かったなぁと思います。お幸せに。
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2人の後ろ姿をこっそりパチリ(笑)。ええ写真でしょ？

その後、一緒だった小川さんとBAR CODEへ移動。そしたらパーティーに行ってたオオギタさん、ショータもいて、オトコ飲み開始(笑)。

誰かが幸せになる夜はいいもんです。
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    2010.06.01 Tue 6/1(火)「地獄の…(笑)」
    昨日はバンド練習という名の地獄の新曲作り(笑)。ほんま、今度の6/2用の新曲には苦心していました。残念なことに新しい何かが出来る気がしない…。

が、しかし！

ほっ。出来たのよ、出・来・た。しかも、結構ええと思うんやけどなぁ〜。

タイトルは"YOU"。よ〜し、今からアップの準備しよっと！
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    2010.06.02 Wed 6/2(水)「YOU & Tasting Party」
    新曲"YOU"をアップしました〜！MySpaceのプレーヤーに載せています。サーバーへアップしたものはまだ公開していません。あのMySpaceの左側にある「New Songs of The Ventz」のコーナーのやつね。まずは10日間、プレーヤーの方でお楽しみください〜！

http://www.myspace.com/theventzmusic

昨日はTHE BACK BEAT BRINGERSと三宮のBAR巡り！ガスさんっていう、これまた大の先輩が新しいBARをオープンさせるって偶然昨日道端で聞いたもんで(笑)、さっそく行ってみましたー。

"Tasting Party"っていう三宮東門街にあるバーです。まだオープン前(笑)！本当に知り合いにしかまだ言うてないみたいで、オープン前にいろいろ意見を聞いているそうな…。リハーサルみたいなもんですね！そんなんところに行けて、嬉しいねぇー。

ガスさん、さすがアイデアマン！お店の名前にもなっている"Tasting"がコンセプト。数種類のワインを150円でテイスティング出来るのが面白いっす！そして気に入ったものを選んで飲む。へー。めっちゃおもろいですやん。こういうアイデア、大好き！

そして帰り際、お店をパチリ！
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トイレもパチリ！「なんで？」って？なんか最近変な習慣が付いてしまって、神戸のバーやカフェのトイレの写真をTwitterでつぶやいてます…(笑)。やから"Tasting Party"のトイレを知りたい人は僕のTwitterをチェックしてみてくださいねー！そのうち、膨大なコレクションになる予感…(笑)。

その後はTHE BACK BEAT BRINGERSのギターボーカル、ショータローのリクエストでBAR CODEへ。ショータローが生まれ変わったバー(笑)。小川さんやオオギタさんや、先ほどのガスさんも集まって来る。う〜む。夜中3時に…不良や。不良の大人ばっかりや(笑)。




さ。今もTHE BACK BEAT BRINGERSの新曲たちをミックス中。夜中はThe Audiosのレコーディングのディレクションのためにレコーディングスタジオへ。

あぁ。6/2用の新曲"YOU"は何とかアップしたけれど、次回6/12の新曲アップデーに新曲は間に合うのか？間に合う気がしない…(笑)。

いやぁ。毎日、音楽に塗れているよ！





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

[image: ]

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.06.03 Thu 6/3(木)「気づいたら、もう、なってんの！」
    大阪行きの電車の中です！おはよー！クーッ！眠たい！


が。とある漫画を読もうと思います。楽しみーっ！


ではー！







    2010.06.04 Fri 6/4(金)「朝まで」
    うわ。こんな時間やん。日記忘れてたー！


今日も朝まで音塗れー！


そこに今度6/23の水曜日にライブする時にギター弾いてくれるヨシヒロ登場！びっくりー！笑








    2010.06.05 Sat 6/5(土)「時間が足りないよ〜」
    いやぁ〜！眠い！劇的に寝不足でござる。

ただ。

これはこれで悪く、ない。

音楽があって、仲間がいて、小説があって、漫画があって(笑)。時間が足りないっす。

さぁ。でも、もう少しや。ライブです、ライブ。本当に楽しみで仕方ない！初めてのことに挑戦出来ること自体が嬉しいです！

週明けには今回のバンドメンバー全員での練習が始まります。気合い入れて臨むぞ〜！

だから6/23(水)、神戸で待ってます。
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    2010.06.06 Sun 6/6(日)「ごめん！」
    また時間ない！いろいろ…ね？大変なこと、いっぱいあるから！頑張らないと！








    2010.06.07 Mon 6/7(月)「流行る」
    東野圭吾「鳥人計画」、読了。最高に忙しい1週間と並行しながらの読書。満足。

「えーっ！そうなん！」な結末に驚きましたが、ま、小説ですもんね。そういう仕掛けは、欲しいよねー。それが楽しみなんやから。

って考えると、ロックやってるバンドも同じようなこと、必要なんやろなぁ、と思ってみたり。

東野圭吾という人の書く小説には麻薬のようなものがありませんか？僕が大好きな他の小説家もそうなんやけど、なんか東野圭吾にはそういう中毒性というか、なんというか…がめっちゃ溢れているような気がします。

僕はひどく文字を読むのが遅いので、一字一句でも理解出来ないと先に進めないタイプなのですが、そこに張り巡らされた伏線を読み込んでいくのに必死(笑)。それでも裏切られる快感！

こりゃ、流行るのがわかる。うん。

「流行る」っていう感覚を見て見ぬふりをするわけにはいかない。

●

さて！今日はバンド練習！新しく手に入れたベース専用にストラップも購入したし、さぁ始まるぞー！実は先日、某ベーシストにご教授を賜りました(笑)。
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えぇ。人生の中で一番付き合いの長いベーシストです(笑)。

難しいっ！だって、ウタのリズムとベースのリズム、全くちゃうやん〜！これ、弾きながら歌えるのか(笑)？

ドラマー・すぐる、ギタリスト・ヨシヒロを迎えての今日の練習の感覚は、The Ventzにとってとても大切な第一印象になるハズです。そこを僕ら4人がそれぞれどう感じるのか？うわぁ。めっちゃ楽しみ！

「初めてバンド組みます！」

的な(笑)。

●

そうそう！あと、人体の不思議、発見！

右手骨折して、しばらくギブスしてたんですが、そしたらさぁ…。

これ、左手。手の甲の小指側に毛が生えてるんですが、こんな感じね！
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右手と左手に差なんてなかったのに、これがギブスしてる間に右手の甲の毛がこんなに濃くなってんの！ほらっ！

[image: ]

笑。

ごめんごめん。これは濃すぎるね(笑)！

でも、本当はこんな感じ！

[image: ]

わかるかなぁ…。わかりづらいね！

まぁ、6/23のライブに来てくれたら見せます。

ん？見たくないって(笑)？
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    2010.06.08 Tue 6/8(火)「6/23への期待、大！」
    いやぁ！ひさしぶりの感覚！充実の疲労感！

●

さっきまで、6/23(水)のためのバンド練習をしてました。これがなんともええ感じ！第一印象が大切だなぁって昨日日記にも書いたと思いますが、うん。これは、いい。

すぐる、ヨシヒロ組の神戸到着が夜中1時過ぎになりそうだ、ということで、A.K.と練習の準備。そして2人練習を少々。やっぱちょっと緊張もするよねー。この編成では初めて合わすミュージシャンやもん。ちょっとくらいカッコつけたい(笑)。

実はA.K.の到着よりも前、僕は１人で昨日買ったストラップをベースに付けて、鏡の前で「う〜ん。これくらい？いや、もうちょっと低め？う〜む…」とか言いながらストラップの長さを調整していたことは内緒(笑)。

それくらいワクワクしてた。こんなん、何年振りやろうか。

A.K.との楽曲の最終チェックと、個人的なストラップの高さ調整を終え、いよいよドラマーすぐると、ギタリストヨシヒロの到着。

まずは僕がギターを弾く曲から練習。そう。リハーサルではなく、あくまでも練習。

"colours"なんやけど、ふむふむ。ヨシヒロのアプローチがなかなか面白いね！ツインギターってオレ、実はあんまり経験ないから、とても新鮮！その中で「これだ！」っていうヨシヒロのプレーを発見し、それをリクエスト。すぐるにもハイハットへの心意気をリクエストし、ちょちょいと楽曲的な修整点を話し合い、いい感じに。やっぱプレイヤーとして信頼も出来るし、何より人としてココロが通じ合ってる部分も大きいことが、練習に対してこんなにもスムーズに働くものなのか、と内心、驚く。

そしてベースに持ち替え、"キタルベキセカイ"を。いやぁ、やっぱ緊張するっす。すぐる・ヨシヒロに「ベース持ってステージに上がるのん、何年振りっすか？」と聞かれ、18年振りと答える。そうだそうだ。あの頃はプリプリのコピーバンドだった、高校3年生の学園祭、秋。懐かしい。PRINCESS PRINCESS。ギターのフレーズのちょっとした癖や、ドラムへのリクエストを調整し、これもなかなかいい感じ。うん。もっとベースっぽい雰囲気でオレもやらねば。

そのまま"FRiDAY"。これはベースと歌の兼ね合いが難しい！何度も何度もトライするうちに、なんとなく頭とカラダが分離していく実感をキャッチ。でも、実はこの曲、リズムの感じが難しい…。テンポを速くするのではなく、どうやって疾走感を演出するか。まだまだやれるぜ。

そして"54"。この曲こそ、オレの癖が曲者。ヨシヒロにギターを弾いてもらうことでそれがわかるのが面白いもんだ。ベースはA.K.がmoogで担当するので、ある意味オレは自由！何しようが勝手！気まま！さぁて、何をしてやろうかな(笑)！

他にも新曲アップデーでどしどし作ってる曲の中から数曲、音合わせ。何をやったかはまだ内緒(笑)！けど、この4人で音を合わせてみて、「うわ！ええやん！」って実感する曲がありました！

毎月2日、12日、22日にThe VentzはMySpaceに新曲をアップしていってるんですが、実は"とある曲"に対する反応がめっちゃくちゃ良くてですね。人づてに聞いたり、メールをたくさんもらったりもしてたんです。「○○って曲、めっちゃ好きです！」とかね。でも、オレ的にはそれほどでもなくて…(笑)。でも。今日この4人で演奏してみて思った。これ、めっちゃええわ(笑)。今まで気付かんかった。

●

総じて言うと、この4人で音を鳴らしてみて、実はこれ、絶妙なバランスで成り立ってるよなぁ、って思ったのです。バンドってそんなもんだと思うのね。そこには技術的なことはもちろん、人間関係的なことも必要以上に加味されるわけで。オレは今のすぐるにもヨシヒロにも、リスペクト出来る部分が多々あって、だからこそリクエストしたい明確なビジョンもオレにはあって。

ライブハウスの人間的感覚で自分たちのことを見てみても、充分に斬新さと驚きと安心感と期待感を持つことが出来る。オレはそう思う。

6.23(水)まで、まだまだ練習が出来る。だからまだまだもっともっと良くなる。

"セッションバンド"ではなく、"バンド"になるためにはかなりの時間も必要だとは思う。けど、それなりの時はヤツらと過ごして来たつもりやし、それが本当に大きいと思う。

今もこのバンドへの期待で興奮して眠れそうにないもん(笑)。

もう少し曲を増やそうってことで、明日また新曲をメールで送信する予定。

うん。今日は久々にバンド的にポジティブな方向にいけそうな経験が出来た。本当言うと、最近ちょっと辛かった。

でも、今日の練習をきっかけに、どんどん上向きになることを確信出来た、かな(笑)！よね！

みんな！ぜひぜひ6/23(水)は神戸バリットに来てください！きっといいもん、見せることが出来ますから！
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※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.06.09 Wed 6/9(水)「西やら南やら」
    朝からTHE BACK BEAT BRINGERSのギター西上のプリプロ録音に付き合う。劇的に眠い…。

というのも、朝から録音ってのはわかってたハズの予定なのに、昨夜はThe Audiosのギター西田とBAR CODEに行ったりするからだ。うん。

なんでまぁ、こうやって自分に無理を強いるんやろうか？いくら西田が先月末に誕生日だったからって、何も昨日、無理することはない…。あ、そうや。西田のあだ名、ケツマール。カッコええと思うけどなぁ。

で、今朝の西上のギターオーバーダビング。まぁまぁの出来じゃなかろうか？良しとしよう！劇的に眠くても、こうやって朝から音楽作ってる感じは最高に心地良いものです。

むむ。どっちも「西」じゃないか。オレは「南」だが？

●

その後僕はひとりで新曲を寝る。いや、練る。ネタ探し。だってもうすぐや〜ん！そう。新曲アップデーがまた迫って来る。恐怖(笑)。

自ら選んだ方法や。鞭打って頑張るど。

6/23(水)のライブ。全部で6曲する予定やったんですが、ライブの持ち時間が少し多いことや、曲自体が短いこともあり、ちょっと増やそうっていう話になってます。すぐる・ヨシヒロとの練習のファーストインプレッションも良かったんでね。

そしたらさ、「新曲のストックがたくさんあるってのは、とてもいいことだなぁ！」と思ってみたり。

デモ止まりの新曲たちやから、バンドで合わせると"Laura"みたいに印象も断然良くなるはず。すぐるとヨシヒロのバックボーンが滲み出るようなプレイの「いいところ」を僕らがチョイスすれば、とても面白い曲になる。

というわけで新曲アップデーで造ってきた曲の中から3曲を2人にメールで送信、完了。

10日ごとに新曲をMySpaceにアップするのはかなり大変な作業ですが、ちょっと自分で自分を褒めてあげたいな、なんてね！

よーし！ライブも近いけど、またまた新曲を造るん、めげずに頑張るのだー！
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    2010.06.11 Fri 6/11(金)「ええ天気！」
    おっと。昨日、日記書いてなかったねー！失礼。

おはよー。

昨日はそれでも秘密練習。かなりいい感じ！

今からTHE BACK BEAT BRINGERSのレコーディングのディレクションだぁ！いや。プロデュースの域に達しているぞ。

では！








    2010.06.12 Sat 6/12(土)「異色」
    おぉ！今日は新曲アップデー！忙しい毎日の中、ちゃんとやりたいから頑張ろうと思いまして。只今ミックス中。そしてサーバーにアップして、A.K.に聞いてもらって、それからMySpaceにアップロードしようと思ってます。ぜひぜひ聞いてくださいねー！今回のんは異色です(笑)。
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    2010.06.13 Sun 6/13(日)「Light my fire」
    MySpaceに新曲をアップしています。6/12分の新曲。タイトルは"Light my fire"。異色曲です！ぜひ聞いてみてください。
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    2010.06.14 Mon 6/14(月)「朝から東門街の人情に触れて-Light my bike-」
    先ほどバイクの修理に行って来ました。以前この日記にも書いたことのある、おじいちゃんおばあちゃんがやっている神戸三宮、東門街にあるバイク屋さんへ。

昨日夜中、バイクで走っていると、急な段差に差し掛かってしまい、回避出来ずそのまま「ドスン！」そして「ピシャッ！」…。悪い予感は的中。ライトが消えてしまってました。

ライト点かないと夜走れないので困った困った。

というわけで、馴染みのバイク屋さんへ。

あれですわ。法律的な理由？バイクのライト、昼も夜も点きっ放しなんですよね。おじいちゃんはこう言う。

「昼は消せるまんまがええねんや。ずぅーっと点きっ放しやから、ほら、見てみぃ。ライトの熱でこのプラッチックのとこ、溶けてもてるがな…。」

そう。ライトのソケットを支える部分が溶けてしまっていて、どうも不安定になり、振動の衝撃で電球が割れてしまったようなのです。不可抗力や〜ん！

「こんなもん、壊れるように作ってるようなもんやで」

などと、朝っぱらからぶつぶつ2人で文句言いながら、無事おじいちゃんに直してもらいましたー。

と、おじいちゃんは、何を思ったのか店の奥へ。そしておもむろにバックミラーを持って、また帰って来る。

「ん？」

と思っていると、おじいちゃん、へし折られた僕の右サイドのバックミラーの根元を取り外し、その新たなバックミラーを付けてくれるじゃありませんか。

「え？」

「これはタダや。兄さん、大事に長いこと乗ってるから壊れたようなもんや。これはオマケや」

と。

前回は後輪のタイヤを交換したり、なんだかんだとお世話になっているこの東門街のバイク屋。うん。バイクショップではないところがいい。

朝から人情に触れた気がして、なんか気持ちをスカッとさせてもらえました。

そう。これは優しさではない。この年代のおじいちゃんにある、特有の人情。

嬉しかったのは当たり前なんやけど、なんかカッコいいな、と思えて、ちょっと悔しくなって。

僕らの世代はどうなんやろ？

見返りとか期待とか、そんなことばっか計算して動いている？

僕には思い当たる節もあって、ちょっと気を取り直して、もう一度ちゃんとスタート。カッコよく進みたい、と思ったのでした。
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「っていうかバイクって原付かぁ〜い！」って聞こえて来そう(笑)。







一昨日アップした新曲"Light my fire"、聞いてくださいね！そして、6/23(水)のライブに、遊びに来てください。音楽で楽しもうじゃありませんか。ぜひ！
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銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.06.15 Tue 6/15(火)「LEGO」
    昨日は夕方からバンド練習！ライブ、いよいよですやん！楽しみ〜！

しかし、すぐるもヨシヒロもあれですわ。めっちゃバンドの曲のこと考えてくれてる。前回の練習で一番しっくり来なかった"LEGO"について討論(笑)。僕の感じている出したいニュアンスを理解してもらおうと必死。いや、そうでもないか。結局持ち出したのは"The La's"。それ聞いてズバリ納得してもらって、演奏合わせてみると、ええ感じに！

ちょっとした事情で遅れてしまったA.K.は1曲分しか音合わせ出来なかったけど、なかなか充実した練習になりました！

その後、1人でBAR CODEへ。6/26(土)の夜中、BAR CODEの11周年をお祝いしに、The Ventzのアコースティックバージョンでライブします！アコースティックバージョンでのライブ、してみたかってん(笑)！というわけで、The Ventzのこと、あらかじめもっと知ってもらいたいなぁと、フリーCDを預けに行ったわけです。ミニラさん、ありがとう！

よーし！テンション上がって来た！
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    2010.06.16 Wed 6/16(水)「シンドーとキミトド」
    読みたいと思える本がたくさんあって、幸せだなぁ、と感じてみたり。

最近また読書熱が高まって来ています。あ。漫画も含んだりしてますが(笑)。中には「ん〜あんまりかな？」なんて思ってしまう小説もあったりしますが、じっくり読んでみようじゃないか、と頑張って読み進めています。そしたら新しい発見もあったり。現実の世界の中で行動することで新しい発見をするのが大好きなのですが、なんかね、今は。今は小説だったり漫画だったり、フィクションの世界の中をウロウロすることで新しい発見することも楽しいのだなぁ。思考が一方通行。感じるのは自分のみ。

そう。THE BACK BEAT BRINGERSのワラシナに借りた漫画"神童"。半年くらい前に「とにかくオススメですから！」と借りたものの、1巻の途中で放り投げてた。なんか、絵がね、好みじゃない。

で、つい最近、頑張って読んでみたのです。そしたらめちゃめちゃいいじゃない！一気に4巻まで読破。

ワラシナが言うような「音の聞こえる漫画ですから！」的なことはあんまり感じませんでしたが、「音楽」に対する僕の観念にとても近いものを著した漫画だなぁと思いました。

他には"君に届け"ですね。接骨院の兄さんから「少女漫画ですけど、ほんといいですから！」と薦められ読破。10巻まで読みましたが、2巻がピーク。電車の中で読んで、本当に涙が出るとは思わなかったです(笑)。それくらい僕にとっては強烈。そう。僕は恋云々のことではなく、友情に涙した。ま、恋のなんやかんやも面白いですけどね。女子はこんなんばっか読んでるんですかね(笑)？オトコの僕には新鮮過ぎて冷や汗ものです。

って書くと漫画ばっかやん…(笑)。

なんかオススメあったら教えてくださいね？
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    2010.06.17 Thu 6/17(木)「Caesars」
    CaesarsのCDをようやく買いました。ただ、シーザーズって読むとは知らなかった(笑)！カエサルズちゃうん！

http://www.youtube.com/watch?v=IdVf8nG0BZg

オルガンの感じ、ええよね！我々The Ventzも負けてられないぜぃ。

よく考えてみると、スウェーデンのバンド、オレ、好きやねんなぁ。改めて気付いた。

マンドゥーディアオ。ハイブス。アトミックスウィング。…。あれ？こんだけ(笑)？ちゃうちゃう！えーっとなんやっけ？あのえーっと。テープで録音した作品作った、普段はエンジニアやってる…。わかる人、教えてください(笑)！

あぁ。イギリスも行きたいけど、スウェーデンも行ってみたいなぁ。行くか！行ってみなきゃわからんこと、いっぱいやもんな！なんか好きな国っぽいぞ！

MySpaceで知り合って、何度かメールのやり取りをしているKINGS AVENUEってバンドもカッコええしね！こりゃあスウェーデンツアーか!?
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2010年6月23日(水)神戸VARIT.
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The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.06.18 Fri 6/18(金)「サクランボ」
    今日はポール・マッカートニーの誕生日。1942年6月18日。その同じ日に、親父のお姉ちゃんにあたる由美子おばちゃんも産まれました。小学生の頃、ビートルズを好きになり、ポールの誕生日を知った時、なにか運命を感じたものです。

「ポールとおんなじ日に由美子おばちゃん、産まれたんや〜！」

って。なんかウキウキしたものです(笑)。

僕ら兄弟にとっては特別なおばちゃんで、ほんまに大事にしてくれてたなぁ。よぉ怒られた(笑)。音楽やりに東京に住んでいて、お正月なんかに京都に帰っておばちゃんのとこに行ったら

「もぉ、音楽なんかやめて、早ぉ帰っといで！」

とぴしゃり。懐かしいなぁ。

その由美子おばちゃんはもういない。

けど、僕ね、まだやってるよ。諦められへんねん。ごめんやで。

毎年この日、6月18日になると、由美子おばちゃんの好きやったサクランボを思い出します。今やったらいっぱい買ってあげられるのに。

誕生日おめでとう。
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由美子おばちゃんと20歳の頃の僕。若いよねぇ。お酒の注がれかたがなってない(笑)！
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    2010.06.19 Sat 6/19(土)「エブリデイ」
    昨日はTHE BACK BEAT BRINGERS/The Audiosのベーシスト、ワラシナと2人飲み。いやぁ、話が合うのか合わないのか(笑)。それでも年齢がこれだけ違うのにいろいろ話が出来るのは、ある意味おもしろいな、と。

今日は今日でThe Audiosのボーカルの岩本とギターの西田がやって来た。そや。もう来週やもんね！週明け、水曜日はどうぞ神戸、バリットへ！なんか楽しい時間、一緒に造りましょうよ！フォーエバーウェンズデイ。くぅ！楽しみ！

今から練習です。22日用の新曲も練らねばならないし、来週6/26(土)のBAR CODE11周年パーティー用のアコースティックバージョンの練習もしなければ。

毎日毎日必死でやってる。それは自分の音楽のことだけではないかも知れないけれど、全部繋がってる気もするし、そして、こんなに必死にやれることが毎日あって、僕は幸せなんだろうな、そう思う。

サンキューエブリデイ！
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    2010.06.20 Sun 6/20(日)「明日は何処へ」
    うわぁ〜！今日はバタバタだぁ〜！やらなければならんこと、やりたいこと、一気に押し寄せる！

もうちょっとだ！














    2010.06.21 Mon 6/21(月)「お気に入りのお店、増えた！」
    今日は充実の1日でしたぁー！

朝から明日22日にアップ予定の新曲をミックス。このmp3をA.K.にメールで送信。

それから大阪のJANUSという新しいライブハウスへ。音魂というイベントのための打ち合わせ。

「あ！ってことはFLAKE RECORDSに行けるじゃないか！」

というわけで、Twitterで知った大阪のレコードショップ"FLAKE RECORDS"へ行くことにしました。THE BAWDIESのROYくん経由で僕が大好きなThe Keysを知ってもらって、激プッシュしてくれてはるレコード屋さん。The Ventzのレコードも聞いてもらいたいなぁってずっと思ってたのでチャンス到来！

けど、Twitterで知ったお店やし店長さんやし、こちらがフォローしているだけなので、何か緊張するなぁ…と。そういうとこ、ちょっと気弱…(笑)。

が、勇気を出して突撃！
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そして店長の和田さんと初対面！Twitterで知ったことやThe Keysのこと、神戸のこと、VARIT.のこと、そしてThe Ventzのこと。

で、いよいよ僕らのレコードを取り出す！

「これ、和田さんに聞いて欲しくって持って来たんです！」

そしてその場で聞いてもらって10枚置いてもらえることになりました！

嬉しい〜！

それから店内を物色。アナログ盤が充実していて、とても雰囲気もいいお店。
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試聴も出来るし、結局3枚の7インチを買ってしまう…。試聴してカッコ良かったMATIAS TELLEZ、YOUR TWENTIESと、試聴に入ってなかったけど、ジャケットで気に入ってしまい、買わないと後悔するだろうなぁと感じたYOUNG BRITISH ARTISTS！聞くのが楽しみだ。
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しかしこれ、何時間居ても飽きないお店！ヤバイよ。打ち合わせに遅れちゃう(笑)。

そしてもうFLAKE RECORDSのホームページにアップしてもらってる！これ！

http://www.flakerecords.com/

ね。奇しくも上に紹介されてるyour gold,my pinkの新ドラマーが、4月にThe Ventzを手伝ってもらったキタノアイコとは(笑)！

ぜひぜひ大阪在住の方々、アビーロードマスタリングを経た我々の7インチEPをFLAKE RECORDSでお求めください〜！




で、Apple Storeをちらりと覗いてThe Musiqueのヨシアに会う。iPadを触ってみる！いいな！欲しい！触ったら欲しくなってまう…。久々にヨシアに会えて良かったぜ。

[image: ]

そして打ち合わせ後は、昼間に偶然見つけていた"OLD HAT GEAR"へ。THE NEATBEATSの真鍋さんのレコードショップ。ずっと行ってみたいなぁと思ってたんですが、今日偶然発見！
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店長の岡田くんと、これまた初対面にも関わらず談笑。いろいろ音楽の話して、これまたずーっと探してたTHE EASYBEATSを購入。他にもね、The AssociationのLPがあったりして、全く時間が足りなかったのが悔やまれる…。また絶対行こっと！
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ともかく充実の1日。普段は全然大阪へは行かないのですが、お気に入りのお店がまた増えたなぁ、と。

よ〜し！今からバンド練習！気付けばもう明後日じゃないか！頑張るぞ〜！
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！
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銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！


















    2010.06.22 Tue 6/22(火)「充足」
    昨日は深夜バンド練習。疲れ切ったぁ〜！充足。そして明日へ！ええ感じで上向きにやれてると思う。いいライブをステージ上に繰り広げようと思う。ぜひ見に来て欲しいと思う。で、ライブハウスに遊びに来て欲しいとも思うのです。

地下にあって暗くて音も大きいから、ちょっと敬遠する気持ちもわかるけどね、明日はもうちょっと自由にね？なんかワイワイ人がいて、あぁ、こんな場所もいいもんだなぁ、って思ってもらえるように、やってみたい。

音楽と生活とアルコール。これらを繋ぐのは"ヒト"なんだってこと。

遊べる場所を造ってみたいのです。神戸の若いThe Audiosと京都から迎えるこれまた若いThe Pantrysと一緒に。

ぜひぜひ、ほんまに遊びに来てください〜！

FLAKE RECORDSのホームページも覗いてみてくださいね！The Ventzが紹介されています。ぜひ僕らのレコードを買ってください！

http://www.flakerecords.com/







※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年6月23日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.3」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Audios

予約はこちらからお願いします。
http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

[image: ]

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.06.23 Wed 6/23(水)「Forever Wednesday」
    ぃえーい！リハーサル終了〜！

バンドでライブが出来る。めっちゃ楽しみ！

ぜひぜひおいで！

Forever Wednesday！今日は神戸のVARIT.にあるぜぃ！
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    2010.06.24 Thu 6/24(木)「Thanks!!!」
    うぎゃー！時間、ないっ！

ともかく、昨日、僕らと一緒に時を過ごせたみんな！ありがとう！全員に本当に感謝しています！

またちゃんと書くよ！

あ！ベース、弾くのん緊張したぁ(笑)！








    2010.06.26 Sat 6/26(土)「親愛なる人々-Forever Wednesday-」
    昨日、6/25(金)にアップしたハズだった日記、アップされてなかったよ〜！

ってことで、今さらアップしてみます。

どん！






6/23のライブ、めっちゃくちゃ楽しかったです！おんなじくらい疲れましたけどね！ヘトヘトのヘロへロ。けど、これが充実ってやつなのかなぁ、とシミジミ感じております。来てくれたお客さん、出演者のみんな、本当にありがとう！

●

「イギリスで初ライブをし、神戸バリットで働いている僕がやってるバンド"The Ventz"が造るイベントのあり方として、この世界に対して提示出来るやり方ってどんなんやろう？」

これがそもそもの出発点。

なんかねぇ、イギリスから帰って来てからのThe Ventzの存在に対して、「停滞してるの？」的なイメージを持たれているのもわかっていることなんよね。7月にイギリス、Hitchinで行なわれる"Rhythms of the world"への出演がダメになったところから、この僕のブログの閲覧数もガクッと減っているのもチラッと気になったりしててね(笑)。毎日の平均が1000アクセスあったものが、今じゃあ平均400アクセス。たまに2000！（この約10日ごとに起こるアクセス2000。何なんやろね？笑）

けど、イギリスでのフェス出演が今年ダメだったとしても、何も嘆くことはないわけで。The Ventzはチカラを付けるべきだし、「じゃあどうやって？」ってなると、やっぱ「ライブで！」ってことになるな、と。毎日毎日曲をたくさん書く。バーやパブで演奏の機会があればどんどんやる。そして2ヶ月に1度、ライブハウスでライブをする。

その「ライブハウスでやるライブ」はどんなものにしたい？

自問自答し、僕は答えを得た。

イギリス行って感じたあの「生活＝音楽＝アルコール＝人」っていう輪っかをね、表現してみたい。それは僕がVARIT.っていう僕が大好きなライブハウスで働いているから挑戦出来ることなのかも知れない。そう考えたんです。

ライブハウスで働きながらバンドをする。これって想像以上に大変でさ(笑)。

でも、おもしろいこともいっぱいあって。

最近僕は、僕の音楽人生を、僕だけが生きていて、どうにかこうにかこれを終わらせる必要を感じ始めまして。やや。もう辞める、とかじゃなく、完成に向かうって感じの意味。

ならば出来るだけ僕の今まで知ってきた音楽に忠実でありたい。僕が魂を揺さぶられて来たロックミュージックのようでありたい。

イギリス行って感じたのが、実はこのことだったんだって気付いた。

あの空気、あの匂い、あの色、あの想い…。

イギリスの音楽だけが大好きなわけでもないし、僕が今、感じているのは、そんなファッションのようなものでもない。

「聖地巡礼」

ルーツを巡り続けて初めて立つことの出来た「あの場所」に忠実であるためには、僕は本当に目の前にいて、僕の音楽に耳を澄ましてくれる人、僕の音楽に体を揺らしてくれる人、僕のココロに魂を揺さぶらせてくれる人に忠実でありたいと思うのです。そして一緒にビール飲んで、ロックミュージックの名曲にカラダを揺らせて、そしてまた、僕の音楽を聞きたいとココロから思って欲しいなぁ、なんて。

だから僕は、いつかこの親愛なる人々を驚かせてやりたいし、だから僕は、またイギリスに行ってたくさんのイギリス人の仲間と肩組んで、その輪っかの中にこの神戸の僕の仲間を加えてみたいな、なんて夢想してみたりするのです！

そのためには、もっともっとグッドソングを書きたいし、世界基準で音楽の話が出来るようになりたい。

そしてそれはとどのつまり、ビートなんじゃないかな？って予感もあって、だからと言ってガシャガシャしたものではないハズだ、なんて思っている。グワングワンしたビートを、この日本語でどうやって表現するのか。痺れるようなヤツ、書きたい。

●

めっちゃ話が壮大になってしまいました。失礼っ(笑)！

6/23のセットリストです！

1.colours
2.Laura
3.LEGO
4.FRiDAY
5.YOU
6.54
7.キタルベキセカイ
アンコール.54

でした！

The Ventzのライブの始まりを告げたのは、僕らがイギリス、ロンドンのカムデンタウンにあるBarFlyというライブハウスで一発でノックアウトされてしまったバンド、The WutarsのStay up,stay upという曲。ライブ見て、すぐにCD買っちゃったバンド！これはかなりオススメ！大好きです！リハーサルでもこのSEからcoloursという流れをやったんですが、The Pantrysのボーカルくんが「あれ、誰ですか？」って反応してたのが嬉しかった(笑)！

coloursとLauraはいつものギターを持って。そしてMC挟んでLEGO、FRiDAY、YOUはリッケンバッカーのベースを持って。またMC挟んで54。これはオルガン弾きながら。それからラスト、キタルベキセカイはまたベースを持って。ほぼベースや〜ん(笑)！っていうかギター、ほとんど弾いてない…。寂しい…(笑)。

でも、予想外のアンコール！曲は…、ない(笑)。

というわけで、54をもう一度！しかも、今度はギター！しかも、「ロックっちゅうのはこういうことじゃぁ！」とか叫びながら、勝手にギターのボリュームアップアップアップ！ひぃー！気持ちよかったぜぃ！

サポートで一緒に音を鳴らしてくれたギターのヨシヒロ、ドラムのすぐる、ほんまありがとう！数回の練習やったけど、やっぱりここまで出来たのは気ゴコロ知れてるミュージシャン仲間やから。大切な仲間です。そうそう。ヨシヒロ、メガネ掛けたまんまでライブやってくれてサンキュ(笑)！

●

ワンステップはしっかり登れたと思う。そして、次へ…。

新曲を10日ごとに書いているように、このイベントスタイルを継続していきたいと思う。

・出演は2バンドor3バンド。
・19:00 Rock DJ スタート/20:00 Rock BAND スタート
・19:00から20:00まではHAPPY HOUR ドリンクall 300円

もっともっとみんながこのイベントのスタイルを知ってくれたら、チケット代を下げようと思ってる。そしたらもっと、人が人を呼んで、ロック好きの仲間も増えるんじゃないかな？って思うから。

そのために、僕はもっともっと素晴らしいライブが出来るように、もっともっと素晴らしいウタを歌えるように、もっともっと素晴らしい曲を書きたい。










    2010.06.26 Sat 6/26(土)「11周年パーティー& live photo」
    さて。先ほど、昨日の日記をアップしたところで、今日の分を(笑)。

今日はBAR CODEの11周年を記念して、BAR CODEでパーティーをやるそうな。というわけで、およばれしまして、僕、歌うことになりましたー。ミニラさんによると僕が歌うのは夜中、12時半からの予定かな？ぜひぜひ遊びにおいでよ！ちょっと早めに行って終電までのお客さんにもウタを聞いてもらいたいなぁ、とか思ってるんですが…。

そや。それと、先日のライブ手伝ってくれたギターのヨシヒロからライブ写真が届いていました。ヨシヒロの友達が撮ってくれたのかな？「photo by 誰々」っていう表記を書きたかったんやけど、まだ返事は来ない…。ガマン出来ずに先に写真、アップしてもええやろか…？
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ギター弾いてるのんがない…(泣)。けど、サンキュー！また撮ってくれた人がわかったら紹介させてもらいます！








    2010.06.27 Sun 6/27(日)「Thank you.」
    報告があります。6/23のライブをもって、A.K.が脱退しました。

結局一人になっちゃった。

うん。でも、頑張ろうと思います。辿り着きたい場所は毎日毎日、明確になって来てる。

Thank you.








    2010.06.28 Mon 6/28(月)「A.K.脱退」
    さぁ。乗り越えなくちゃならんな。








    2010.06.29 Tue 6/29(火)「旧友からのタイミング」
    一日を無駄になんてしたいと思ったことがないのに、ちょっと逃げてみようかな、なんて思ってみると、旧くからのバンド仲間から1本の電話。何気ない会話。だから頑張らなくっちゃな。ううん。頑張りたいことがあるんだった。

そして数本電話。次回のライブは8/27(金)。そのためのバンドメンバーに段取りを付けなくちゃ。

まだ死ねない！





※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.


「Club Friday vol.1」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.06.30 Wed 6/30(水)「水無月」
    毎年日記に書いてますね。今日は水無月を食べる日。

「食べる？」

ええ。"水無月"という和菓子が京都にはあるんです。僕にとっての半年が終わる風物詩。みんなにも知って欲しいなぁ。
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●

取り急ぎ、The Ventzは続きます。いろんなことは今度ちゃんと時間ある時に書こうと思ってます。続くってことは、毎月2日、12日、22日の新曲アップデーも続くってこと！いやぁ、大変だぁ(笑)！

実際、デモのデモのようなカタチのこの新曲。完成度的に満足しているハズもないのだけれど、僕にはこれを続けていくだけの意味があるのではないか、と思っています。The Ventzのことをネットか何かで初めて知ってくれた人の中には、この「デモのデモ」を聞いて「あぁ、こんなものか…」と落胆されることもあるのかも知れないけれど、このずっとずっと長いトンネルのその先に明るく拓けた場所があって、そこへようやく辿り着いた時、これらの「デモのデモ」は僕の宝物足り得るんじゃないかな、と思うのです。毎回新しいことに挑戦していく。それは歌詞だったり、メロディーだったり、ミックスだったり。そしたら新しい世界が見える。それがどんどん続いてく。ずーっと続いてトンネル抜ける。清々しい気分でまた新しいウタを書く。ん〜理想的(笑)！

とか言ってる場合じゃないよ！次のアップデー、明後日やん！急がないと…。

ん！！！

けど、なんか書いてたら気分が上がって来たぞ！

次回のライブは8/27(金)に決まってる。そこでいいライブをしたい。だからそのために打たないといけない手を打つ。それはメンバーをどうするか？ってこともあるけれど、自分自身の気分をどう持っていくか？ってことが最重要。だから僕は新しい曲を書きたいと思う。それが一番僕の気分を高揚させることやから。

よし！

今からレコード漁りにでも行くかな！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.


「Club Friday vol.1」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.07.01 Thu 7/1(木)「決断-人生を始めた月に-」
    東野圭吾「さまよう刃」「殺人の門」、読了。

そして「ボブ・ディラン自伝」へ。

目くるめく早さで本を読んでいるこの1週間。もっと他にも読んでいる。題名は、忘れた。架空のストーリーに没頭していると、時が経つのが惜しくなる。登場人物に自分を重ね合わせ、そして自分を責め、自分を問い、自分は弁解する。繰り返し。LOOP。うまく言ったもんだ。LOOP。なるほど。LOOPってLOOPだ。繰り返すってコトバだけではうまく表現出来てない、この感じ。その輪っかの中に自分を嵌め込んでる。

●

書こうと思う。

2009年1月某日、まだ名前のなかったバンド"The Ventz"をスタートさせる。目標は1つ。

「イギリスで初ライブをするバンドを造ろう！」

ビートルズを初めて聞いた小学生の頃、僕の未来は輝いていて、そうして僕は僕の中の何かをスタートさせた。ずーっといろいろあって、僕は2009年1月の僕を立っていた。未だこんなところに。

それらすべてを呑み込むには僕なりのアクションが必要だったし、それがたまたま運命を共にするメンバーとの巡り合わせやったんやと思う。イギリスどころか、飛行機にすら乗ったことのない僕が、前身バンド"HITMAN STYLE"を通じて旧知の仲だった鳴菌と、海外への距離感という意味ではとても信じることの出来なかったA.K.と、3人で「イギリスで初ライブをするバンド」"The Ventz"をスタートさせたのは、必然だったんやと思う。

すべてが順調に思えた2009年の前半に比べ、2009年後半はドラマーとの連絡が付かないという、自力では頑張ることの出来ない時期だった。すぐに他のドラマーを探せば良かったのか？いや。違う。待っていたのは、それくらい最高の音を出すドラマーやったってこと。そこへふと持ち上がった「イギリスに来るかい？」というスチュアートの一言。「単身でもイギリスに渡る！」と強くココロに決めた直後のこの状況の変化に、今も驚いてる。そして正式にドラマーは帰って来ることがなくなった。"WAX1人ではなく、フルバンドで2月にライブが出来、プロモーターに見せることが出来れば、2010年の夏に行なわれるイギリスのフェスに出演が可能になるかも知れない"というスチュアートからの進言により、「メンバー3人でもイギリスに行くんだ！」と強く誓う。が、2010年1月、渡英直前、まさかの鳴菌脱退。

それでもA.K.と強行突破。2人でイギリスに乗り込み、Jimというイギリス人ドラマーの助けも借りて経験値を上げる。これは僕にとって尋常なことではなかったし、今でも焼き付いている。あのロンドンの活気、イギリスという国の持つ気品、プライド、情熱、優しさ。知ること、感じること、空気に触れること。この年齢にして、カルチャーショック。これは逆にスゴイ。

だけど、今まで感じてきた価値観が間違っているとは思わなかった。むしろ正しかったのだ、と。ただ、僕には訂正するところが、あらゆるところで見付かってしまった。

そして1度はオッケーをもらったハズの、Hitchinで行なわれるフェスティバル"Rhythms of the world"出演の白紙撤回。出演出来なかったこと自体が本当に悔しかったのは事実だけれど、それよりも「成功への美学」を見せることが出来なかったことの方が悔しかったことを告白する。

僕は見られ方に囚われ過ぎていた。

「初ライブをイギリスで！」ということに、誰もが「出来るわけないやん…」と感じていたことを、僕は知ってる。けど、僕には確信めいたものは確かにあって、それをクリアすることが目標ではなかった。その先にある「イギリスのフェスに独力で出演決定」。これを見せて初めてインターネットの向こう側を唸らせることが出来るんだ、と思ってた。

これはバンドにとって、想像以上の挫折やった。理由は、The Ventzの音楽以外のところに理由を押しやっていたから。「どう見えるか？」を気にすることで、「何をしたいか？」を見つめ直そうとしなかったから。

そして思い出す。「イギリスでオレは何を得たのか？」を。

訂正しなければなぬ。

だから、もう一度The Ventzをスタートさせるべきだったんだ。今度は「何をしたいのか？」を。

10日ごとに新曲をMySpaceにアップすること。2ヶ月に一度、ライブハウスという空間で、インターネットの向こう側ではなく、目の前の人々と一緒に楽しむイベントをすること。バーやカフェという空間の中の「生活」の中で歌うこと。外国人と知り合い、英語を喋れるようになること。

そうして来年の7月、もう一度"Rhythms of the world"に挑戦することと共に、「アビーロードスタジオでレコーディングしたい！」、そう強く願い、実現に向けて僕はすでに動き出している。

「イギリスのフェスでThe Ventzの音楽をやり抜くためには？」

「アビーロードスタジオでThe Ventzの音楽をやり抜くためには？」

この2つの柱を目標とするからこそ、「その程度の曲でいいのか？」「その程度の技術でいいのか？」「その程度のパフォーマンスでいいのか？」「その程度の英語でいいのか？」を自問することになる。サボるわけには、いかない。

同じ目標を保ち得る仲間と、イギリスに行きたい。アビーロードに行きたい。

A.K.は辞めた。彼女は以前から弾き語りもしているし、そのこととThe Ventzとのバランスがとても難しかったと、思う。それでも「歌いたい」という気持ちを持って去ることを決意したんやから、僕はそれはとてもいいことやと思っている。先日のライブでも彼女の友人に言われたそうな。「バンドもカッコイイけれど、彼女自身が歌う時にまた見に来たい」って。歌い手として、そう言われることは、とても嬉しいことだと思う。それなら、バンドじゃなく、歌う私を見に来て欲しい、と。オレなら、そう思う。そう思うA.K.なら、僕はそれでいいと思う。一緒にバンドをやって来れて良かったと思う。

●

ボブ・ディランの自伝に、こうある。子供のころバンドをつくると、いつもまだバンドを持っていないシンガーに横取りされてたそうだ。

「わたしはバンドとは必ずなくなるものと考えて、そのとおりのことが起こっても驚かないようになった。歌を歌って演奏をするという決意は変わらなかったから、バンドをつくりつづけた。とりやめになったり、ただ待たされたりすることが多く、喜ばれることも認められることもほとんどなかった。…中略…。そしてこのころから、ひとりで演奏して歌う技術を身につけて、金を払ってバンドを雇えるようになるまでは、ひとりでやっていこうと考えはじめていた。」

●

僕は今、子供ではないし、ありとあらゆる状況がディランとは違う。だから、同じように重ね合わせているわけではない。

ただ、自分のなりたい自分を想う強い気持ちに、僕は揺さぶられた。若干二十歳のディランが彷徨ったであろうニューヨークの風景を、僕が2月に感じたロンドンの風景に重ね合わせた。

思えば中学の頃から音楽仲間、バンド仲間に恵まれていたとは言えず、それを怨む気持ちがなかったわけではない。中学や高校の仲間で組んだバンドたちが、それぞれデビューしていく姿を何度目の当たりにしたことか。自分ならもっとやれるハズなのに…と悔しい想いを、今でも確かに持っている。

だからこそ、僕は僕の中のあらゆることを、今、訂正しなければならないと思う。イギリスに行って感じたことの正体は、実はこのことに他ならないのではないか？と。

どうしても僕の中に巣食うコンプレックス。これを突き破らねば、何度も同じことの繰り返しになってしまう。

確固たる勇気を持って、決断を突き通さねばならない、そう思う。

同じくディランの自伝から引用したい。

●

「ヒトラー、チャーチル、ムッソリーニ、スターリン、ルーズヴェルト、二度と匹敵する人物が出ないであろう巨人たち、よしにつけ悪しきにつけ自身の決断を信じた人々、単独で行動して他人からの承認に関心がなかった人々、富や愛に頓着せず、人類の運命を支配し、世界をがれきの山に変えた人々。アレキサンダー、ジュリアス・シーザー、ジンギスカン、シャルルマーニュ、ナポレオンの伝統を引き継いで、彼らはご馳走をきりわけるように世界をきりわけた。髪をまんなか分けにしていようが、ヴァイキングの兜をかぶっていようが、拒絶されることなく、侮られることのない人たち、地球を駆けめぐり、自分だけの地理学をひねりだした粗野な野蛮人たち。」

●

なるほど。僕が与えた僕の解は、今は僕の中に閉じ込めておこうと思う。









イギリスという国で大きなライブがしたい。アビーロードスタジオでThe Ventzの音楽をレコーディングしたい。

だからそのために、決断を押し通す。

自信の持てるウタを書く。曲を書く。

いい曲を書くためなら何でもする。

明日、セッションをする。いい曲を書くための、パートナーだったのかも知れない。






そして1人になった？

どうやろう。最初から1人なのかも知れない。最後まで1人じゃないのかも知れない。








    2010.07.02 Fri 7/2(金)「come back」
    鳴菌 comes back.

いろいろありました。いろいろ話しました。いろいろ考えました。いろいろ。いろいろ。

そして今日はThe Ventzの新曲アップデーだ、ということで、鳴菌と2人、久しぶりに新曲を書いてみた。う〜む、う〜む、とお互いの時間を埋めるようにエレキギターとベースを鳴らすこと1時間。ようやく形の見えてきた新曲が浮かび上がる。すかさず構成を決め、すかさずProToolsに録音、開始。

僕は今、何がしたい？って、新曲を書きたい。どんどん書きたい。溢れ出るかのように書いてみたい。

だから今日、もし鳴菌がThe Ventzの新曲アップデーのために時間を割くことが出来なかったなら、それはそれで仕方のないことだ、と諦めていたと思う。今回の新曲をWAXひとりで書いたのなら、やっぱりしばらくひとりでやって行こうってなってた。

けど、鳴菌と顔を突き合わせ、ああでもない、こうでもない、と試行錯誤する時間は、先月までのA.K.のそれとはまた一味違って、どちらがいい、とかではなく、懐かしい感じもするもんでした。数えてみたら、もう10年以上も前にオレたちは共にバンドを組んだんだった。

リズムトラックにベースとギターをオーバーダビングし、オルガンをさらに重ね、全体の構成と雰囲気が決まったところで、鳴菌、帰宅。午前1時30分。

その後のボーカルのメロディーライン、歌詞なんかは、1人で好きにした方が気分的にもハチャメチャになれるでしょ？ということ。

果たしてその通り、そのバックトラックにまずはコーラスを重ね、タンバリンを重ね、カウベルを重ね、ずんずんとイメージに近づけていく。そうしてボーカルのメロディーをようやく固定し、歌詞を合わせていく。この楽曲のイメージに似合うように、歌い方を修整しながら訂正しながら、少しずつ雰囲気を造り上げていく…。

ただ、一箇所、どうしても気に入らない歌い方のところを、一部分だけ修整しようと、ProToolsにてオートパンチインしようとしたところ…。







ガーン！

ProToolsがダウン。何の前触れもなく…！

「ギェーーーーーー！！！！！」

途方もない絶望が、三宮の地下室に響き渡る。

もぉ、ほんま、泣きそう！！！！！

何でこうなるん！！！！！怒！！！！！

怒！怒！怒！怒！

そして哀、哀、哀、哀…。そして…また絶望…。








せっかく重ねた楽器も歌も、すべてパー。

しかも新曲アップデーは今日…。

午前4時。5時間掛けて造り上げてきた、久々の1曲が跡形もなく、無くなった。

が、いつまでもボーっとしていても時間がないっ！






1人、気を取り直し、アコースティックギターでデモのデモを録る準備を始める。だって、鳴菌は帰ってしまっているし、ギターアンプもオルガンも、すべて片付けてしまってる。

だったら、アコースティックギターを中心に、もう一度、この新曲の骨組みとなる部分と歌だけで、なんとか形にするべきやないか！そう、奮い立たせる。無理矢理に。

とっくに切れそうになってた集中力を、ここぞとばかりに再度捻出。

約1時間で、アコースティックバージョン、完成。

ほんま、デモの中のデモ、ですわ。

けど、7/2の今日、新曲をアップするには、この形しか、無理！！！

現在、6時を少し回ったところ、か。

少し寝て、ミックスして、何とか今日中にアップします！






タイトルは「Hili Hili」。仮です。鳴菌が帰り際に言った「ルール」だったか、「約束」だったか、そこから連想していって「ゲーム」に辿り着き、なんだかんだ深夜1人テンションで盛り上がってって出来た歌詞。寝て醒めたら、いまいちだったりして！

まぁ、どっちでもええわ。

とにかく、今日は疲れた…。

ベースとかオルガンとか入ったバージョン、近いうちに録音し直さないと…。そしたら差し替えてアップします！それまではともかく、僕の絶望入りのデモバージョンをアップする予定です。





鳴菌 comes back.

とにかく、そういうことで。新曲を作るのが、楽しかった。








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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☆next gig...
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銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.07.03 Sat 7/3(土)「毎日走る！」
    新曲、MySpaceにて実はこっそりアップしています。不慮の事故とはいえ、早く録り直したい！それでもこの状態のまんま、どうしてもアップするべきなのか？これは大変迷うところなのですが…。

「毎日走るって決めたから、毎日走る！」

そんな小学生のような心理です。お腹痛くても走り続けないと…。

でも、「辞め方」をどうしようか、悩みますね。始めることより辞めることの方が難しく感じます。

ま、デモのデモバージョンは暫定的にMySpaceにはアップしていますが、来週水曜日に録音し直す予定です。出来たら即、差し替えです。がんばろ。

今日はLUMBERYARD CAFE。朝までロックDJイベントです。それが明けたら、さっき買った"The Swinging Blue Jeans"のレコード聞くぞ！

●

あ。タイトルはあくまでタイトルです。毎日走りはしません。
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    2010.07.04 Sun 7/4(日)「SBJ」
    オールナイトロックDJイベント"Lumberyard Cafe"終了後、帰宅、そしてしばらく横になっていると、猛烈な吐き気＆腹痛…。非常にヤバかった…。

なんとか持ち直し、うつらうつらと眠ったのか眠ってないのかという状態でしたが、昨日やっとの想いで発見、そして購入した"The Swinging Blue Jeans"のレコードを聞く。ロッド・スチュアート、SBJのこと好きやったんやろうなぁ！そんな匂い。

ゆっくり休も。ちょっとカラダを酷使し過ぎている気がします。ゆっくりレコード聞いて本読んで。
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    2010.07.05 Mon 7/5(月)「レコード最高！The Jam最高！」
    めーーーーーーっちゃ寝た(笑)！何故かしんどかった昨日、リポビタンDの差し入れとレッドブルの併用、早上がり、そして睡眠。これでなんとか持ち直したぞー！

今は元気にレコードを聞いてます。至福の時間。ありがたい。

The Swinging Blue Jeansを今日も再度聞きなおしていますが、あぁ、リヴァプールに行きたいなぁ。2月にイギリス行った時、リヴァプールにも行くつもりやったんやけど、とにかく時間がなくて「今回イギリスに来た意義を考えるとリヴァプールを"観光"するのは如何なものか？」ということで断念したんやった。

●

ここで、いろいろウダウダ長ったらしいしょーもないこと書いてたんですが、The Swinging Blue Jeans終わったところで、同じく一昨日買ったThe Jamの1st"IN THE CITY"をレコードで掛けたんですが…。














めーーーーっちゃカッコエエ！！！！ヤバイ！！！！The Jamってこんなんやったんやぁ！！！！

そう！Jam観が変わった！

今までもカッコエエとは思ってたけど、こっそり告白しますとそれほど"The Jam"にドキドキせんかったんよねぇ。CD聞いて「ほぉ、なるほどなぁ、たぶんカッコええんやろなぁ」って感じ。実際曲名とか覚えられへんし、アルバムごとに何が入ってるかなんてこと、全然知らない。HITMAN STYLEやってた頃、「The Jamみたいやん！」とか言われたり比較されたりしましたけど、僕にはグッとくることもなく…。いや、もちろん、人並み以上に好きやったとは思いますけど！

（それやったらPaul Wellerの"Heavy Soul"にはドキドキしっ放しやった！）

が。

が！

が！！！

実際、レコード屋でThe Jamの1stを発見してしまった時、「これは一応持っとかなあかんかな？オレにとっては必須アイテムなんやろなぁ？」程度で購入。

それがこれほどまでに衝撃を与えてくれるとは！

SBJ聞きながら、ウダウダと長ったらしいしょーもないココロの告白文書いてたんですが、それ、全部消去！ですよ！

「そんなん、どーでもええやろ！オマエ、ちゃんと感じてんのか！」

レコードが大音量で僕にそう言ってる気がする！

そや。そやった。そうなんやった。

オレはこれがしたいんや！

ビートルズを初めて2500円もするカセットテープで聞いた時に感じたのは、これや！これやったんや！

こんな音楽をやりたい！え？これがロックっていうヤツなんか！こんなにドキドキするもんなんか！

溢れんばかりに詰め込まれた音の塊。

The Ventzのしたいことはこれや！これで間違いないやん！

そやからレコード造ったんやん？

今もJamのレコード聞きながらこの日記、書き殴ってるんやけど、終わったらThe Ventzのレコード聞くぞ！

もういっぺん思い出せ！オレ！
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    2010.07.06 Tue 7/6(火)「復活！」
    昨日は調子こいてレコードショップ巡り。昨日のThe Jamでも感じた「名盤の再発見」を！

ウヒヒヒ。いいのん、結構見つけちゃった！

だがしかし、忙し過ぎてまだ聞けていない！

今からTHE BACK BEAT BRINGERSの新曲プリプロに付き合わなくっちゃ。早く帰ってレコード聞きたいなぁ…(笑)！

体調も治ったし、頑張るぞー！

あ。そうや。母親からメールがあってさ。体調が悪いってことをこの日記で知ったみたいで、なんとも言えないくらいホッコリするメールでした。ありがとう。
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    2010.07.08 Thu 7/8(木)「オリジナル」
    おはよう！今朝は早起きしてずっとレコード聞いてた！
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でも、今日の目玉はThe Whoの"A Quick One"！やっぱサウンドが違うわ…。CDと比べて音圧も少ないのは確かやけど、同じ音量で聞きたければコンポのボリュームを上げればいいことで、そうやって"グイッ"とボリューム上げて聞く、このレコードの音。マジでヤバイ。

「ずっと聞いて来たCDで聞けるThe Whoって何やったんや？」ってくらい。

この暴れようといったら、ない。「これでええんか？」っていう意味で「なし」なんじゃないかって感じるくらい(笑)。

ギターの音だって、アンプから鳴ってるのが、ほら！目に見えるようだ！

●

で、最近、思うこと。

オリジナル盤ってやっぱスゴイのかなぁ？

僕が見つけたこの"A Quick One"も、実はサードアルバム"Sell Out"との2枚組。

[image: ]

この2枚組で1500円！安い！だから買ってみたんやけど、UKオリジナル盤だとやっぱり音が違うのかなぁ？って気になってしまうのです。

う〜ん。The Whoの1stアルバム"My Generation"はオリジナル盤で探してみるか…。15000円くらいするんやろなぁ。それに、UK オリジナル盤はmono。ってことはmono針もいる。むむむ。でも、そこに興味が尽きないわけで…。

●

こんなに具体的に「自分のバンド"The Ventz"で鳴らしたい音」が見えると、マズイね(笑)。

よっしゃー！突き進むか！

さて。昨日予定してた練習が出来なかったので本日深夜、やるぞ！データが飛んでしまった7/2の新曲を録音し直すのだ！

じゃ！
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    2010.07.10 Sat 7/10(土)「オルガン」
    昨日、日記書けなかったねー。毎日毎日忙しくやっとります！

おとといは7/2にアップした新曲の再録と7/12用の新曲を鳴菌と一緒に造ってました。(あれ。オレ、もうすぐ誕生日やん！新曲アップデーやん！笑)

そして昨日はその歌入れを1人でしてました。

オルガン。これがかなりええ味を出しているんです。

「The Ventz＝オルガン」

そんな印象も付くくらいに。ほぼ素人の僕がフレーズ考えてるんですが、ちょっと自惚れてしまってます(笑)！が、ほぼ素人なもんですから、雰囲気重視、演奏力は申し訳程度…。

じゃあ頑張ればええのか？っていうと、これがそうでもないんだなぁ。

「ライブでオレ、オルガン弾く？」

うわ。わからん、わからんくなって来た！

誰か〜！弾きたい人、おらん？？？

さぁ、今日も忙しいぞ。

頭の中はmono針のことでいっぱいのWAXでしたー！
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    2010.07.11 Sun 7/11(日)「ラストデイ」
    充実した1年やった！飛行機乗った！イギリス行った！念願のイギリスでライブが出来た！


明日からの1年、何を起こしてやろうか！


ラストデイ！


サンキューソゥマッチ！







    2010.07.12 Mon 7/12(月)「血」
    ヤッホー！

京都の実家を出たのが高校を卒業してすぐのこと。それからいろいろ、いろいろ、いろいろありまして、京都で暮らした年月と同じだけの年月が経ちました。具体的な今日は僕の特別な記念日です。えぇ、誕生日ってやつ。

この1年間は、ほんまに急激にいろんなことが出来るようになった1年間でした。多くの支えとなってくれた仲間たちに感謝です。

「結局、人と人なんだなぁ」と気付き始めたのは、本当に最近のことで、「僕はいろんなこと、間違ってたのかも知れないなぁ」って自ら認めて歩き出したのも、ほんの最近のことのような気がしています。この年齢にならないとわからないことがあるもんだなぁ、ってちょっと若かった自分を諭してやりたい(笑)。

常に日々、記録更新。

毎日、やったことのないことに挑戦してみることで、ちょっとでも視野が広がっていることを実感出来る毎日は楽しいし、何よりそうやって仲間が増えていくことが楽しい。

昨日の自分を超えた自分が接点を持つことが出来た友人たち。照れくさいけど、本当にありがとう！

この1年間は、ほんまにそうやって新しいこと、今までの自分を超えていきたい！という強い意志を持てた、僕にとってターニングポイントとなるものだった気がします。

だからなのかな？ここ最近は「人生をどう終わらせるのか？」という新たな指針も芽生えて来ているのですが(笑)。

未だ自分に納得出来ていないことも多く、僕はそれをそのまんまにしておけなくて、だったらそれを完成に向かわせなければ、この世に生を受けた意味がないじゃないか！と思うのです。

いろんな事情が重なって、その脈々と連なる「血」が僕を生かし、その「血」というものを具体的に感じることが出来るようになり始めた今、僕は僕であることを誇りに想い、何が何でも為し遂げるべきことを見つけてしまっている。

もちろん出世欲もあり、一国一城の主となることも欲し、世界を変えてやりたいと強く望みもするけれど、この「血」の指し示す未来のためなら、すべてを捨てることも出来そうだ。

やや。これは逆に言えば、もしも世界を変えることが出来るならば、この「血」も捨てる覚悟はある、ということで。

未だ、真っ当な生き方はわかない。

そやけど、自分に正直でい続けたい。

正直でい続けることは、周りに迷惑も掛け続けることだと感じてはいます。

「もう、ええ大人なんやから…」

重々承知しています。

けど、それ以上の働きは必ずします！だから、そんな時は、「もぉ、しゃーないなぁー！」と、どうか、目をつぶってくださいな(笑)？

さぁ、1年の中で、一番自分に都合のいい1日が始まりました！

今日はワガママ放題やぁ！

みんな、頼むでぇ！








    2010.07.12 Mon 7/12(月)「新曲アップしましたー」
    新曲アップしました〜！取り急ぎお知らせ〜。タイトルは"oldies' world"ー。歌詞はMySpaceのブログにアップしますね。面白い歌詞になったと思うんやけどなぁ？

7.2の新曲"HiliHili"も録音し直してアップしてます〜！

聞いてみてね。
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    2010.07.13 Tue 7/13(火)「誕生日＆モノラル実行委員会発足」
    昨日は誕生日お祝いメールなど、予想外にたくさんもらえて、めっちゃ嬉しかったWAXです〜！ごきげんよう！

そういう意味ではインターネットって素晴らしいね！遠く離れていても、ふと「あ、誕生日なんちゃう？」って思い出してくれたお祝いメール。本当は会えればいいんだけれど、手紙を書ければいいんだけれど、こんなにも気軽に僕のココロをウキウキさせてくれるなんて。

まさか36歳がこんな36歳だなんて思わなかったけれど(←意味わかる？でもそれしかコトバが思い浮かばないのだー。笑)、こんなにもお祝いのメッセージをもらえて、会いに来てくれるヤツらがいて、仲間と呼べる人たちに祝ってもらえて、月並みながら、僕は嬉しく思っております。ありがとう。

そうや！今年はイギリスからも「誕生日おめでとー！」ってたくさんメッセージをもらえたんだ！

これは自慢(笑)。

ずっと日本の片隅で過ごして来た僕にとって、これは画期的！遥か彼方、イギリスという、ビートルズを好きになってしまった僕にとっての憧れのロックの聖地から、ふと思い出して、わざわざメールをくれる仲間がいるってこと！それもたくさん！

一歩足を踏み出せば、そこには必ず新しいセカイがある。

イギリスっていう国に音楽を鳴らしに行ったことが、やっと誕生日になって実感出来たのかも…。

「僕の音楽を通じてイギリス人のココロの中に記憶として残れているんだなぁ」

感慨深い。

そっかー。2月に初めてライブしに行ったんやけど、まだ半年も経ってないのね〜！びっくり。よっしゃー！またやるのだぁ！







まぁ、誕生日だからといって、昼間はいつも通りなわけですが、昨日はちょいと「モノラルのレコードを聞くためには！」実行委員会の聞き込み調査に行ってました。実行委員会は僕、1人ですが(笑)。

まずは元町高架下、通称モトコーにある中古オーディオショップへ。以前、レコードプレーヤーを購入するコと一緒に訪れた少し怪しいお店。いや、モトコーはほとんどのお店が怪しいのですが…。いい意味でね(笑)！そこでおっちゃんに聞いてみた。

「モノラルのレコード聞いてみたいんやけど、ステレオ用のレコードプレーヤーのカートリッジをmono
針に交換するだけで聞けるんかなぁ？」

そしたらおっちゃん、「もう今はmono針、売ってへんやろー」と。いやいや、ネットで調べたら新品で売ってるねん、と言うと、おっちゃんも負けじと「いやぁ、ないやろ。」と。いや、あるねん…。そしたらおっちゃん、「そしたらそのmono針、持って来たらええわ。ここで鳴らしてみたらええやん。そしたらそのプレーヤー買うてくれたらええやん。」と、レコードプレーヤーを指差しながら言う。値段は表示されていない。「これなんぼ？」って聞くと、一瞬間があった、一瞬！で、「1万5000円」とおっちゃんは言う。いやぁ〜！絶対今、オレの足元見たわー！絶対ちょっと上乗せしたわー！

とは言いませんでしたが、ま、ええやろ。また来ますわ〜と言ってお店を後にする。

そっか。あの中古オーディオ屋ではわからんかったか、と、それからずんずんモトコーを歩いて、今度は中古レコードショップに入ってみる。レコードを良く聞きそうなおっちゃんがレコード売ってるから、mono針のこと、わかるんちゃうかな？と。

「すんませ〜ん、モノラルのレコード聞きたいんですけど、mono針のカートリッジに替えたら聞けるもんですか？」

そしたらレコードショップのおっちゃん、「いやぁー、モノラルレコードはステレオ針でも聞けますねんで。」と来た。いやいや！モノラルレコードをモノラルの針で聞きたい、って言うてるんやんかー、と少し可笑しくなる。それでも聞いてみると、どうやらアンプでステレオとモノラルの切り替えが出来るようになってるものがあるらしく、モノラルレコードを聞く時は、ステレオ針でええから、そのアンプの切り替えを「モノラル」にするそうな…。へぇー、そんな切り替えがあるアンプがあるんや。と、ちょっとお勉強になりました。「ステレオ針で聞け」というおっちゃんに、これ以上話を聞くこともなくなり、「ありがとー」と言ってお店を出ようとすると、「もぉ、最近はモノラルのレコードなんて、うちにもあんまり入って来ーへんでー」と。いやいや、モノラルのレコードを聞きたいんですって(笑)！

それからまたずんずんモトコー歩いて、今度はおばちゃん店員のレコードショップに入ってみる。

「すんませんー！モノラルのレコード聞きたいんですけど…」

おばちゃん「へぇー、モノラルのレコードあるん？わたし、よぉ分かりませんのや…」

敢え無く退散(笑)。

3軒まわってもモノラルのこと全然わからへんくらい、モノラルレコードはえらい過去の遺物なんでしょうか…。それを聞きたい！と強く思うオレっていったい…。

と、めげそうになってしまった時、思い出した！元町には親切にしてくれるレコード屋の兄さんがいるやんか！

向かったのは"りずむぼっくす元町店"。

「あのーすんません、毎度です。モノラルのレコード聞きたいんですけど…」と聞いてみると、かなり有意義な情報をゲット！三宮の電器屋さん、ジョーシンの地下にオーディオが充実したコーナーがあるとか！

早速行ってみる。

うほぉ！三宮にこんなとこ、あったんやー！って嬉しくなってしまった。

早速おじさん店員さんに聞いてみる。

「すんません！モノラルのレコード聞きたいんですが…」

そしたらその店員さん、参ったように言う。「詳しい者が今、休憩中でして、30分後には戻ってくるんです…」と。

よっしゃー！待とうやないか！待ってみせようやないか！

そしてしばし、松。（←なんとなく面白いから漢字、このままで。松みたいに待ってたから。笑）

そして再度フロアに降りていくと…。

「あ！モノラルのレコードのことをお聞きになられたお客様ですか？」と声を掛けられた。キター(嬉)！

その方、西田さんと言う。

めっちゃくちゃ勉強になりましたわ！やっぱり僕が思っているようなシステムを組むとなると、さすがにかなりの出費になるようなんですが、う〜む。マニアの世界っていうの？でも魅力的やなぁ…。

ともかく、モノラルの針はもちろん通常のレコードプレーヤーのカートリッジを交換するだけで使えるそうなんですが、レコードの原理的には「針で盤面を叩くことを繰り返す」ので、ターンテーブルがしっかりしている方が望ましい、と。そうなると、ベルト式ではなく、ダイレクトドライブ方式の方が安定もしているらしく、そういうしっかりした造りのレコードプレーヤーを使うとなると、アンプも多少値の張るものを選ぶべきだし、そうするとスピーカーにもこだわりたくなって来るものなのです…と。アンプのモノラル、ステレオ切り替え。あれは言ってみれば誤魔化しのようなもので、ステレオの針でモノラルの音源を拾っても、多少左右にブレるので、それを強制的に出力をモノラル化しましょう、ってだけなんですね、ってことも教えてもらいました。

最後に西田さん、「やっぱり音楽はステレオよりもモノラルで造られたものの方が、しっかりしている印象を受けますね。ステレオはすぐに誤魔化せてしまいますから…」と。もちろんこれは、西田さんの主観もあるでしょう。けど、なんか、説得力のあるコトバやったなぁ。モノラルのレコードをモノラルのしっかりしたシステムで聞くと、ほんま、音像にびっくりしますよ、ステレオの広がり方とは、また違った広がり方があるんです、と。

さて。どうしたものか。

ちょっといろいろ計算して、選ぶべき道を決めなくちゃ！たぶん僕は、手に入れる(笑)。








あぁ。久々に長い日記だぁ。個人的にドキドキするような内容でした(笑)。

もっともっと書きたいこと、いっぱいあるんやけど、それはまたの機会に！

そうや！8/27(金)は空けておいてね。ライブします！新曲もMySpaceのプレーヤーでちょこっと聞いてみてください！











※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.


「Club Friday vol.1」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.07.14 Wed 7/14(水)「やはり休息は必要か？」
    参った…。体調が芳しくない。朝からやろうと思っていた作業は中止。雨がざぁざぁ降る中、今日ばかりは眠りこけてやろうとするも、全然寝れない。いろんなことが頭の中を右往左往して、縦横無尽に思考は交錯してしまう。ダルい体以上に、昂った神経に辟易。


持て余した時間、雨の中、病院へ行ってみる。ほんの数分の診察の後、喉にオェーッという程深く何かを塗られ、4種類の薬をもらう。効くのかなぁと疑いはするものの、随分楽になったんだから、効いているんだろう。


その後は本ばかり読む。東野圭吾「ゲームの名は誘拐」、読了。横山秀夫「震度0」を読み始めている。


明日には治っている予感。


やはり休息は必要なのだ、と数種類の思考をやり過ごしながら、本を読む幸せを感じてる。







    2010.07.15 Thu 7/15(木)「山積み」
    どうにか復調。助かったー。


が、やることが山積みだー！


…。


がんばるどー！







    2010.07.16 Fri 7/16(金)「入門」
    イヒヒヒ！

とうとう玄関入ってしまったよ！いやぁ、ドキドキするぜ。だってめちゃええねんもん！

さぁ、ワタクシ、WAX、どこに入門したのでしょうか(笑)？

知らない世界、また発見！
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    2010.07.17 Sat 7/17(土)「New York」
    我々がイギリスに初めてのライブをしに行った2月。ちょっとした勇気をくれた友がいる。かれこれ7年ほどの付き合いになるバンドマン、キタヤスシ。その彼のバンド、Nolen-niu-de-Ossiが昨日、初のニューヨークライブから帰国したようです。レポートあがってた！ 

http://mahogaku.cocolog-nifty.com/yasushi/2010/07/ny-65dc.html

これ読んでね、朝から感激！

ロンドンでの日々を思い出すからってのもあるんやけど、なんちゅうかさ、キタくん、子供(笑)！

僕もそうやったかもわからんからあんま言えへんかもやけど、ぜ〜んぶ自分でゼロから始めて新しい世界への扉開けて飛び込んでみること。それって子供の目線なんかもね！

そういうウキウキした感覚、刺激を受けられること自体が、本当に特別な、貴重な、かけがえのない、素晴らしいこと！

写真いっぱい、伝えたいこといっぱい。

子供が「ねぇねぇ！あんなことがあってね、こんなこともあってね、それでね、ええとね、ええとね…」状態(笑)。

はぁ！

オレも行きたい！行きたい！行きたい、行きたいっ！行きたいーーーーーっ！

…。

オホン。

失礼。

そうや、行きたいなら、行きたい時にオレは行けばええんや。

そうそう！なんとね、嬉しいことに、この前の誕生日、でっかいスーツケースもろてん〜！嬉しいー。前回のロンドンツアーは弟から借りたスーツケースやったんやけど、これで僕もいっぱしの旅人です。ん？違う？

いやぁ、スーツケースは重要でしょ。あれ、カッコええもんね。引いて歩いてるだけで「出来るヤツ」にみえる。ん？これはただのコンプレックス(笑)？

あー、スーツケースの写真撮っとけばよかったなぁー。黒のね、でっかいヤツ。

あの中に出来るだけの夢を詰め込んで、またイギリス行こっと。

そういえば来週末は僕らが出たかったイギリス、Hitchinでのフェスティバル、ROTWや。スチュアート、元気かなぁ。

Hey Stu,Enjoy the festival!!!I hope to join next year!!!
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    2010.07.18 Sun 7/18(日)「知りたい！」
    昨日深夜。ロイド・C・ブランクファインというロックバンドのレコーディングのディレクション。数週間に渡る仕事になりそう。


そしてあまり寝る間もなく、今度はTHE BACK BEAT BRINGERSの新曲を2曲ミキシング。これで奴らの7月度の新曲4曲の作業が終わる。また8月分はやって来るのだが。


その後、YULOのメンバーと今後の動きについて考えを述べる。ヤリ方はあるのだ、と。


そうしてようやくThe Ventzの作業を始めようと思う。22日用の新曲の歌メロと歌詞を書き上げたい。


明日は朝からバンド練習(久々にドラマーを呼んでいるのだ！)なので、あまり遅くはならないようにしないと。なんと言っても9時から練習なのだ。


聞きたい音楽もある。読みたい本もある。みんな時間をどうやって使っているのか、知りたい！







    2010.07.19 Mon 7/19(月)「ヒバー！」
    朝練、終了〜！

約1ヶ月後、The Ventzはバリットで2ヶ月振りにライブをするのですが、今回ドラマーとして手伝ってもらうのは、大阪のバンド"DONREF"のドラマー「ヒバ」！珍しい名前でしょ？「ヒバリノっていう名前は親戚のみ！」というヒバくん。ドンレフのライブ見て「ええドラマーやなぁ」と常々思ってたんですが、ふとした拍子に冗談で「ドラマーおらんねん〜、手伝って〜や〜」っていうとタイミングが良かったのか「マジっすか！やりましょやりましょ！」って妙に貪欲な姿勢を見せてくれたのですっ！嬉しいねぇ。

実は今日が2回目の練習やったんですが、僕と鳴菌にとっては新鮮なアプローチを見せてくれるドラマーなのです。いい意味で決してオールマイティーなドラマーではないと思うし、The Ventzの楽曲とは一線上で捉えることが出来なさそうなドラマーではあると思うんやけど、そこが面白いのです！

ま、僕らはとてもテキトーに「こんな感じやろ〜」みたいに曲を進めてしまうタチなのですが、ちょっと毛色の違うドラマーやからこその「ニュアンスをお互い探り合う感じ」が楽しい。コトバも大事やな、と。

さぁ。

オルガンをどうするか。悩む…。

The Ventzにはオルガンの占める割合が大きくて、8/27のライブのために誰かに頼むべきなのだろうか…。

今もまだ悩むことは多いけど、それでも最高のカタチで8/27はThe Ventzの音楽を楽しめるようにします！ぜひぜひ遊びに来てね〜。
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    2010.07.20 Tue 7/20(火)「ネタ！」
    いやぁ〜！今日はよく寝た！ここんとこ体調が良くないから、いっぺんキチンと治すのだー。

とは言いつつ、夢の中でも22日新曲アップデー用の歌詞を考えてる有様。カッコいいメロディーは出来てるのにカッコいい日本語が思い浮かばぬ…。どうしても英語っぽい方向になってしまって。だから英語に聞こえるような日本語を考えてるんやけど、そうするとコトバ遊びみたいになってちょっと選択を誤るとダサくなってしまいそうな…。

あ！そういえば、夢の中でおばあちゃんとゴハン食べに行ってた！2人で！コース料理的なところ。シェフがわざわざ席まで来て、親しげに注文聞かれてた〜。予算、2万円まで抑えてもろてたー(笑)。

どゆ意味？
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    2010.07.21 Wed 7/21(水)「地震」
    おはよーございますー。今朝、地震ありましたね。こわかった。ながかった。おもいだした。もう2度とごめんです。

昨夜は居残り。結局新曲の歌詞を捻り出せてよかったよかった。今朝はそいつをミックスだぁーっちゅうわけで、VELVET UNDERGROUNDの1stのレコードを朝から聞いてたら、あっちゅう間に時間が経ってしまって「ヤバッ」。けど、先ほどミックスは終わりました。

タイトルは「noise」。ガタガタうるさいノイズをどうにかしたい、というウタになりました。なんで(笑)？僕にも理由はわかりません。テキトーにコトバが出てくるのです。明日、MySpaceにアップしようと思います。

スチュアートからFacebook経由でメッセージが届く。9月に日本にやって来るようです。なんとかチカラになりたい。返事、しなくちゃ！

体調不良と毎日の忙しさの中。それでも忘れたらあかんこと、ある。嬉しいことに、毎日楽しいことがまわりにゴロゴロしてる。あの時、幸運にも死ななかったこと。今朝の地震がそう思わせるのかなぁ。

横山秀夫の「震度0」。ちょうど夜中に読み終えたんやけど、これはヒドイ。あまり気持ちのいい本ではなかった。内容的にね。

よっしゃー！今日もいってきますー！
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    2010.07.22 Thu 7/22(木)「noise」
    新曲アップしました〜。タイトルは"noise"といいます。ぜひぜひ聞いてみてくださいー。

MySpaceのミュージックプレーヤーに上げてます。

http://www.myspace.com/theventzmusic

それと、イギリスのスチュアートから9月に日本に来るという話を具体化してます。なんか僕に出来ること、やりたい！
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    2010.07.23 Fri 7/23(金)「6周年！」
    今日は時間なさそう！

新曲、聴いてね！




※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.


「Club Friday vol.1」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！









    2010.07.24 Sat 7/24(土)「新システム！」
    新しいシステム、完成！バリットの事務所でアナログレコードが聞けるのだぁ！
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ライブハウスの事務所でレコードが聞けるって素晴らしいことじゃないかい？

MarantzのPM-90というAVアンプの名機。同じくMarantzのmodel6300というアナログプレーヤー。スピーカーにはJBLを。

先日日記で書いてた「入門」とは？うん、オーディオ入門だったのです。

あれからいろいろ調べて調べて、いろんな話を聞くうちに、こうやってとても安くいいものが手に入ったのです。嬉しい！

先日手に入れたモノラル針はまだ試せていませんが、きっといい音がすると思う！

スピーカーケーブルだったり、電源ケーブルだったり、もちろん設置場所だったり。凝れば凝るほど深〜い音がするというアナログの世界。ドキドキします。

とりあえず音が聞ける状態になったこのシステムでも、今まで聞いたことのないような音がするねんもん。病み付きになりそうです(笑)。

カッコいい音を出したいからね、どんな音がカッコいいのか、ちゃんと感じていたいなぁ、と思う今日このごろです。

カッコいいレコードの音を探すなら、バリットの事務所にレコード持っておいでよ！一緒にいろいろ試そうぜぃ！
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    2010.07.26 Mon 7/26(月)「LOVE POTION NO.9」
    昨日は完全にオフ！優れぬ体調を元に戻さねば！

というわけで寝まくりの1日。

「こんなに寝れるんや！」

ってくらい。産まれたてのよう(笑)。

おかげで今度は腰が痛い…。

っちゅうわけで、今日は早起き。今から大阪へ行くんですが、その前にレコード。THE SEACHERSを。やっぱええわぁ。
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    2010.07.27 Tue 7/27(火)「読書とレコードの日々」
    横山秀夫「臨場」読了。最近何故か横山秀夫氏の小説ばかり読んでる。昔から僕にはそんな癖があるなぁ。小学生の頃は、怪盗ルパンばっかり読んだと思えば、江戸川乱歩のあのシリーズばっかり読む。中学生になったら「しろばんば」をキッカケに井上靖ばっかり。その後も宮本輝ばっかり。浅田次郎ばっかり。…。延々続く(笑)。読めば読むほど、文章の書き方に寄り添えるのが心地良いのかも知れないなぁ。今朝また、「クライマーズ・ハイ」を読み始めました。やっぱり横山秀夫(笑)。

●

今またレコード聞いてます。レコードはBGMにならないね。

この前、ザ・ビートシャワーのヤツらとレコードについて熱く語り合ったんですよ。そしたら「CDを何となく聞くより、レコードじっくり10分聞く方が幸せですよね」なんてコトバが出た。う〜む。なかなかいいコトバだ(笑)。

今日はTHE SPENCER DAVIS GROUPを。
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カッコいい！！！！！このアンプで聞くとね、今まで聞こえなかった音が聞こえてくんの！レコードの中には、ほんとはリアルにクリアな音が詰まってるや〜って驚いた！

さぁ。今日は自由だ。レコード漁りに行こうかなぁ！
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    2010.07.28 Wed 7/28(水)「誕生日会」
    今からジュンジロウさんの誕生日会！

行ってきます〜！
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    2010.07.29 Thu 7/29(木)「多忙」
    いーーーーっぱい書きたいことあるねんけど、今日も忙しいのだ！ごめん！

今から某場所でミーティング！行ってきます！
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    2010.07.30 Fri 7/30(金)「四季とアコーディオンとデッカイココロを」
    一気に書いてしまっていいものだろうか？それぞれが薄くなってまう？

ま、えっか！書いちゃおう！

●

先日、ひょんなことから劇団四季のチケットをゲット。ミュージカルですよ。ミュージカル。幼い頃に見てた「笑っていいとも」でタモリがミュージカルのことを馬鹿にしてた印象が強く、それが強烈に脳裏に焼き付いていたもので、どっちかというと敬遠してたのかも…。

が、この2年ほどの僕のこれまた強烈な好奇心により、行ってみたいと決意。（←大袈裟）

結論から言いますと…。

「素晴らしいっ！」

行ってよかった、観てよかった。かなり僕は刺激を受けました。

「エルコスの祈り」という題目だったのですが、是非ともまた他のんも観たいです！

エンターテインメント。演者の訓練された動きは、やはりそのへんのバンドマンとは比べものになりません。僕はお芝居の世界のことはまったくわからないのですが、観衆の一人としてステージの演目を鑑賞する。ステージ全体を使った目まぐるしいほどの演出。ストーリー展開のスピード感。ナイスタイミングな笑いの誘導。その他、エトセトラ・エトセトラ…。

その全てにドキドキしてしまいました…！「こんな世界があったんだ！」って。

嬉しい発見ですよね。劇団四季。機会があれば、みなさんもぜひ！

●

そして次の日はHITMAN STYLEや僕のソロアルバムでデザインのすべてをお願いしていたジュンジロウさんの誕生日パーティー at 3D。

最近なかなか3Dにも行けてなくて、美味しいワインを飲み損ねてしまっていたのですが、数日前小川さんから電話もらってジュンジロウさんの誕生日パーティーにオヨバレ。嬉しかったなぁ。

到着は少し遅めやったのですが、ジュンジロウさんのリクエストにお応えして久々に「今を生きる」を歌いました。ありがとうございます〜！3Dで弾き語りをすると、いろんなことが思い出されますね。東京から神戸に移り住んで来て、居場所のない僕だったですけども、この3Dには本当に入り浸ってた(笑)。週4？週5？みたいな。小川さんを伝っていろんな悪いオトナたちとも知り合いましたし、美味しいものが何なのか？キレイなものが何なのか？いろんなことを教わった貴重な時間を3Dで過ごして来たのです。それを思い出すとね。本当にジュンジロウさん、誕生日、おめでとうございます！

そしてまた、この日も新しい出会いが。

僕が到着する前にアコーディオン奏者の方が演奏をしてはったようで、僕が歌い終わるとそのアコーディオン奏者の方が僕のところへ来てくれはって、「何か、一緒に演奏しませんか？」と。もちろんやりましょう！

ってことで、ビートルズ。やっぱりビートルズか〜い(笑)！ね？スタンダードですから。

そして歌いました。「LET IT BE」を。3Dにいた全員で大合唱！それにしても生アコーディオン、とても素晴らしい音！いいねいいね！

「LET IT BE」が終わると3Dのみんなが「na na na nanana na~」と歌い出す！そのままの流れで「HEY JUDE」を！いやぁ、ええ流れです〜。最後、アコーディオンのソロを入れてもらったり！楽しいねぇ。

その後、ジュンジロウさん「WAXにどうしても聞かせたいねん！」ということで、アコーディオン奏者の方に2曲、独奏してもらいましたー。

いやぁ。ほんま、ええ音、出しはるわ。その後、ちゃんとご挨拶して名前を知る。藤沢祥衣（フジサワサチエ）さんという。素晴らしい！なんか機会があれば、一緒にやってみたいなぁと思いました。

3Dにはいつもこういう出会いがあるのだ。たまたま偶然。嬉しいね。これが夜のオトナの世界。

●

そして昨日は鳴菌とミーティング。の前にバリットの事務所にてレコード鑑賞。貸してたThe Jamのファーストを久々にこのシステムで聞いて、やっぱり度肝を抜かれる(笑)。代わりにThe ClashとRANCIDのレコードを借りる！レコードの貸し借り。何時代のティーンエイジャーなんだ(笑)？キースとミック、ジョンとポールのようだ！

それからいろいろ今後の音楽活動に関して熱烈討論。鳴菌は結局イギリスには行ってないんやけど、僕がイギリス行っていかに感覚を変えられたか。音楽に関しても、行動する原動力にしても、発想の出発点にしても。

イギリス行く前、本当にいろんなことを計算してた。けど今は、本当に純粋に音楽をやりたいのだ、と。周囲の雑音は気になるのやけれども、それを超えたトコロに今はいる。コトバの通じない国でオレは何をしたかったのか？身振り手振りで何を得たのか？そうしてどうやって人と繋がれたのか？じゃあ大切なものは何だったのか？巡り巡って、だから今、オレはどこに帰結しようとしているのか？

男の子ですから、「とんでもないことやっちゃいたい！」そんな欲求はもちろん胸いっぱいにある。だからと言って、それを計算づくでやろうと計画しているわけではなく、本当に音楽を胸に抱いて大切に育ててやりたい。その結果待ち受けているものが途轍もなくデッカイものであるならば、そのことに臆病にならないデッカイココロを持てるようになりたい。たったそれだけのことなんだなぁ、って思うのです。

今後の活動のこと、いーっぱい話したけど、何ひとつ結論出ズ(笑)。

それでもなんか、久々にバンドのことで充実した気分になりました。頑張るぞ！って。

●

この3日間のこと、急ぎ足で書いてみました。だいぶ端折ってるとこ、あるけどね。

さぁ、今日は練習です。ライブまで1ヶ月切りましたね。体調戻してガンガン頑張るぞ〜！
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    2010.07.31 Sat 7/31(土)「限界超えて」
    昨日の深夜は新曲造り…。もぅ、ヘトヘトで…。あらん限りの体力を使って、それでもともかく1曲カタチが見えた！だいぶ僕好みの1曲！あとはメロディーと歌詞と…。よし！

今日、明日はヒップホップにまみれるぞ〜。
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    2010.08.01 Sun 8/1(日)「吉か凶か！」
    昨日の夜からオールナイトで朝まで。そして今日は午前中からずっとヒップホップに浸かっています。アルコールと音楽と仲間と。イギリスで感じたこの関係に近いのは、ヤツらなのかも知れないなぁ。 



そんな中やけれども、今日は新曲の歌詞を書かなくちゃ〜。満足に眠れていないこの感覚が吉と出るか凶と出るか。




多忙な日々は続いているけれど、レコードは聞きまくってる！昨日手に入れたThe Whoの1st、Virginの再発モノラル盤と、現在ローリングストーンズ在籍、その前は僕が大好きなFACESに所属してたロン・ウッドが、それ以前に所属してたバンドThe Birds(一般にはUKバーズと呼ばれる)のレコード！
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レコード聞いてると、僕自身の中のいろんなものが削ぎ落とされていくことに気付きました。
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    2010.08.02 Mon 8/2(月)「she.」
    いろいろ今日もありましたな。実はHITMAN STYLEで一緒にやってたドラマーゆっこさんとも会ったりね！久しぶりに話せて楽しかった(笑)。

さぁ、月末はライブ！

MySpaceに新曲"she."をアップしたので聞いてくださいね〜。
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    2010.08.03 Tue 8/3(火)「インプット／アウトプット」
    東野圭吾「時生」を読み始めました。夢中にさせる何かがあるなぁ。一気に読了してしまいそうです。

最近身の回りが目まぐるしく変化し始めています。それでも大切にしていたいもの。それは実はほんの少し。両手でぐるっと包み込めるくらいのものなのかな？なんて思ってみたり。


周りのノイズに気をとられることも少なくなった。7月の体調不良は、逆に自分の時間をゆっくり過ごすことの出来る、いいタイミングだったのかも。


相変わらず曲を書いて歌詞を書いてメロディを紡ぐ毎日の忙しさ。ずっと大事にしていたいことやから、その時間だけは譲れない。


そしてあと3年。何かが変化を起こすまでのあと3年。誰が何と言おうと自分の中のアツイものを吐き出すことはやめない。


インプット。アウトプット。


最短距離じゃなくてもええやんか。


それでも。


今に見てろ。と。












    2010.08.04 Wed 8/4(水)「FLAKEへ！」
    昼間、大阪へ出たので堀江にあるFLAKE RECORDSへ。

いやぁ。こんなお店、神戸にあったらヤバイ。一日中試聴しまくって、レコード買い漁って、お金なんかすぐになくなってしまうよ…。


和田さんのレコメンドコメントがまたいい！どれもこれも気になってしまう。レコード屋さんの、こういう愛のあるコメントってとても大切やと思う。我々The Ventzの7インチも置いてもらってるんですが、そのコメント読んでホロホロってなってしまったよ。ぜひ大阪の音楽好きの人たちに聞いてほしいな。


最近バリットでDJのようなことも始めたんですが(笑)、アナログばっか掛けてるんです。「今掛かってるのん、何ですか？」って聞かれることも多くて、それはそれはDJ冥利に尽きるんですが、その中でも特に大きな反響を呼ぶのは"MATIAS TELLEZ"というノルウェーのアーティストのレコードを掛けた時。FLAKE RECORDSが大プッシュしているアーティストなのです。僕も和田さんのレコメンドで知りました。


というわけで、今日行ったのは「仕入れ」的要素も大アリやったわけです。


みっちり7インチを試聴し、購入したのは"CATASTROPHES"と"DARWIN DEEZ"の2枚。また今度DJみたいなことする時に掛けますね！お楽しみに〜。
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それと、何気なくロックのLPコーナーを覗いていると、発見！
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"FRANZ FERDINAND"のTONIGHT！！！


迷わず購入〜。やっぱレコードの大きなジャケットはええでぇ〜。カッコええわぁ。ほら。見開きで、こんなん！
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わかりづら(笑)！The Fratellisも発見！しかも安かった〜。
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ジャケットがでっかいだけで、ほんまにテンションあがる。しかも音もカッコええしね！あとで聞きまくるぞ〜！
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☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.1」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.08.05 Thu 8/5(木)「厄介者」
    昨日に引き続き、今日もちらりと大阪に行って来ます。今日は行って帰って来るだけかなぁ。電車の中では本を読もうと思っています。東野圭吾「時生」が佳境を迎えています！

それにしても、昨日買ったレコードたちがカッコええ音を鳴らし過ぎるので時間が足りないのです。BGMにならない…。

「なんとなく」っていう聞き方が難しいレコード。針を落とすたびに音の中に発見がある。これはこれで厄介じゃないか(笑)。

では、行って来ます〜！
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    2010.08.06 Fri 8/6(金)「地獄？」
    昨夜は鳴菌と練習でした。8/27(金)の神戸でのライブのセットリストを決めるための練習。10日ごとにアップしている新曲を時々思い出さなくちゃ(笑)。

まぁでも、久しぶりに音を合わせてみると「あぁ！そうそう、こんなんやった！ありゃ、ここをこうして変えたいなぁ」とか思い浮かぶもんですな。あの新曲アップデーは自分で言うのも何ですが、結構「地獄」なんですよね…。無理矢理造ってる感じは否めないもので。けど、物は考えよう。アレンジまでは本格的に取り掛かれていないところがいいところ！久しぶりに演奏してみると、考える「幅」が広がっていて面白いなぁと思いました。


そんな中、昨日ふとした拍子に浮かんだ新曲ネタを、今晩、早速録音してみようか、と思っています。


前進あるのみ。


がんばります。
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    2010.08.07 Sat 8/7(土)「花火」
    おっとっと！時間ねぇー！


今日もがんばったのだ！


神戸は花火大会やったみたい！







    2010.08.08 Sun 8/8(日)「ビーチズ」
    今から練習します！

ん？曲造りになるかな？

とにかく、張り切ってきます！





来月のビーチズ。行きたいと思ってる。東京に。
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    2010.08.10 Tue 8/10(火)「スターバックスにて」
    8/27(金)のライブでギターを弾いてくれるヨシヒロと打ち合わせ！ 



が、ほとんど雑談(笑)！

The Jamのレコードも聞いたりしてテンションあがる！

今週金曜日、ドラマーヒバもふくめた4人で音合わせなのだぁ。楽しみ〜。
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    2010.08.11 Wed 8/11(水)「乗り越えろ！」
    あれれれれ？日記アップされてないねぇ？なんで？

新曲の歌詞を朝から捻り出そうとしてたのだが…。

う〜む。なんか良さ気な予感がするから、飛び切り気に入った歌にしたいのだぁ！

もうちょっと待つ！降ってくるのを待つ！
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    2010.08.12 Thu 8/12(木)「名前はまだ、ない」
    今回のこの日記もアップされへんのやろか…？一抹の不安を抱きながら、書いております(笑)！

新曲の歌詞を書かなくちゃ、書かなくちゃ…と思いながら、うとうと、うとうと…。

ハッ！寝坊(笑)！

急いで三宮へ〜。

夢の中でも歌詞を考える始末。が、そのことが逆にヒントに！

そして、完成させようと試みたのですが、タイムアウト。

否。

違う。だいぶお気に入りの曲になりそうなので、簡単に妥協するのをやめたかった！ちょっとじっくり考える時間を下さい。

なので、本日の新曲アップデーは、1コーラスのみにします。この後、展開あるんですが、絶対もっとええ歌詞が思い浮かぶはずなのです…。だから、名前もまだ、ない。けど、いっぺん聞いてみてください！

モロな感じの曲ですが、これ、8/27に出来ひんかなぁー？ヨシヒロのギターが映えると思うのだが！

今からアップ作業に入ります！
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    2010.08.12 Thu 8/12(木)「キターッ！」
    お！！！一気にアップされてる(笑)！

よかった〜！ホッ。








    2010.08.12 Thu 8/12(木)「MySpace、どしたん！」
    たった今、MySpaceのプレーヤーに新曲をアップしたのですが、プロフィール管理画面がまるで変わっていて、せっかく上げた新曲の順番が変わらないのだぁ〜！

やから、The VentzのMySpaceのミュージックプレーヤーの一番「下」に本日の新曲がアップされています。グググイッと一番下まで下ろして、ぜひぜひ聞いてみてくださいね〜！

http://www.myspace.com/theventzmusic

モロですから(笑)。









    2010.08.13 Fri 8/13(金)「風よ、吹け！」
    今日の夜中は練習だぁー！ドラムにドンレフというナイスバンドからヒバを。ギターにBBCというブリッドバンドからヨシヒロを迎えてのThe Ventz、メンバー4人での練習。楽しみーーーーーっ！


特にヨシヒロとのツインギターが面白そう！信頼出来るギタリスト。新しい風が吹くか！







    2010.08.14 Sat 8/14(土)「お墓参り」
    昨日、深夜はバンド練習。8/27、ご期待くだされー！


そして今日は京都にてお墓参り。気持ちを鎮めたい。







    2010.08.15 Sun 8/15(日)「活字」
    貫井徳郎「失踪症候群」読了。次いで東野圭吾「片想い」を読み始める。


活字に飢える毎日。







    2010.08.16 Mon 8/16(月)「先の予定」
    The Ventz、徐々に先の予定が決まって来たぞー！ちゃんと2本の足で立とう。そしたら絶対誰かの胸に突き刺さる音楽が出来るハズやし、そんな音楽がしたいと、改めて思います。


今月末は、ほんまに大好きな音楽をやってるThe KeysとThe Youngsとの3マン。出演者の方が楽しかったらごめん！


9/21の火曜日は、イギリスから大親友ミュージシャン、スチュアート・オコーナーを迎えます！


10/15の金曜日も決まりそうです。これまた大好きなバンドとの3マン。


すべて神戸バリットにて。


今は、とても神戸を大切にしたいのです！


ぜひ遊びに来て！







    2010.08.17 Tue 8/17(火)「iPhone」
    今から8/13のバンド練習を録音したものをメンバーにメールで送信しようと思います〜。iPhoneで録音。音が割れてて聞き取りづらいって言えば聞き取りづらいのですが、わりにしっかり録れるんよねぇ。

あぁ、でもフィールドレコーダー、欲しい…。

6月のライブのための練習では、ドラムのすぐるがレコーダーを持ってて、めっちゃクリアに録れてびっくりしたもんですから。

お金、溜めよっかなぁ〜。溜まるわけないよねー(笑)。

そうそう。今日はThe Keysの大西、西村と電話で喋りました。久方ぶり(笑)。もうすぐや！実感沸いて来たぞ〜！
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    2010.08.18 Wed 8/18(水)「8月のうみ」
    今日はThe Youngsの福崎から電話あり！久々〜。これはいよいよ8/27(金)が楽しみになって来たYO！

The KeysとThe Youngsの前身バンド、THE MOVICは、音楽をやってる僕にとって物凄く重要なバンドでね。知ってる人は知ってると思うけど(笑)。年齢は違うんやけど、ほんま、仲間って感じがするミュージシャンたちやねん。影響を与えてるし、影響を受けてる。

僕がイギリスに行く前に会いに来てくれたり、連絡くれたのがこの両バンドだったり、帰国してからもキラキラした目で僕の話を聞いてくれたり(笑)。

肩組んで一緒にいっちょやったろや！って思う仲間です。

いっぺんThe Keysを聞いてみてよ？オレのオススメ！

http://www.myspace.com/keysthe

ついさっきはThe Audiosの2人が僕に会いに来た。レコーディングのディレクションをして欲しいんやってさ。どーしよっかなぁー。ギャラは高いぜ(笑)。

うそうそ。

そんなことじゃないねん。どこまで本気かってことだけなんや！って、相変わらず僕のややこしさ爆発(笑)。けど、そこんとこだけはウソ、つかれへん。そこだけはミュージシャンとミュージシャンの話なんや。「ディレクションしてください」って言われて「はいはい」って言うわけにはいかん。オレは自分自身が夢中になれることにまみれていたいのさ。

が、話しているうちにノリノリになってしまっているのが僕の悪いところ。

「あんなことしようぜ！こんなことしようぜ！」

ってもう頭の中ではイメージが押し寄せて来る！

まるで夏の海のようだー！





あ。明日、海行こっかなぁ。








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.


「Club Friday vol.1」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.08.19 Thu 8/19(木)「途中下車」
    今日はぶらぶらぶら〜とした一日でした。毎日毎日何かに追われるように一つ一つ片付けてる。今日みたいな一日は、かえって刺激的だなぁと思いました。電車乗って途中下車、電車乗って途中下車、の繰り返し。


ただ。


女性専用車両に乗ってしまって気マズイ思いをし、急いで車両を乗り替えたのが、今日一番の刺激だったのかも…。笑


しっつれいしましたー！







    2010.08.20 Fri 8/20(金)「羨ましい？」
    今から練習です！練習ですが、新曲を造ります！来週の今日がライブなので練習したいんやけど…。新曲造ります！ここでメゲてはいけないのだ！がんばれ！

と、自分で自分を励ましてみる(笑)。


東野圭吾「片想い」読了。偶然なのか？先日の「失踪症候群」と似たようなテーマを内包する作品でした。


まったく新しい自分になること。


可能なら、オレは新しい自分になりたいと思う？


どうやろう。今、納得いってないことは、明日納得出来るようになりたい。ベストは明日だ。毎日毎日明日がベストになるよう、今日を踏ん張って生きていたい。


正解が何だかわからないから、歩みを止めたくない。


もちろん、今の自分とまったく違う人生を想像してみることは、ある。けど、羨ましくなんてないさ！羨ましくなんてないもん！


うまくいかないこと。あり過ぎてもう、わからへんだけ？


いいや！大丈夫！It's alright!!!


さ！Do my best!!!
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http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.08.21 Sat 8/21(土)「命を」
    今から歌入れしまーす。昨日出来たばっかりの新曲にメロディーと歌詞を。命を吹き込む作業です。大切にしたい時間です。


よしっ！







    2010.08.22 Sun 8/22(日)「カタチあるもの」
    先ほど8/22の新曲をアップしました！ふぅ。MySpaceのブログの方にも書いたんやけど、これ、かなりの緊張感なんです。自分で勝手に課した緊張感なんですが(笑)。

いっつも新曲を書くことを考えていて、でも、本当に出来るのかどうか、不安で…。

それでもどうにかこうにか閃いて、楽曲のカタチが見え、鳴菌と録音し、メロディーと歌詞を吹き込み、ひとつの「カタチあるもの」として存在させられた時の快感！

そのウタがいいのか悪いのか、そんなことよりも、存在してくれたことへの感謝？喜び？の方がデカイ。

アレンジなんて全く出来ていないし、もっともっとウタ自身を成長させることも、楽曲自体が育っていくのを待つことも出来ると思う。けど、このまんまの、この産まれたてのまんまの新曲を、「ね？」と呟きながらネット上にアップさせること。今の僕にはとても大事なことやと思っています。

あぁ。でも、いっぱい産まれたこのアイデアの根源としての新曲たち！

気の合うドラマーと一緒にアレンジして固めてみたいね！どんどんカッコよくなると思うねんけどなぁ。

ぜひぜひ聞いてみてくださいね〜。

MySpaceのミュージックプレーヤー内、一番下の部分に本日の新曲「WKG」アップしてます〜！







※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年8月27日(金)神戸VARIT.


「Club Friday vol.1」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

The Ventz/The Keys/The Youngs



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.08.23 Mon 8/23(月)「Club Friday」
    今日は1人で練習しようと思っています。いよいよ今週金曜日ですや〜ん！ぜひぜひライブに遊びに来てね！とても楽しいメンツの3バンドなんですよ？19:00にオープンして1時間はHAPPY HOURです。オールドリンク300円。焼きおにぎりも1つ100円なんですが、サイコロ振って6が出たらタダ(笑)！ダーツしたり、チェスしたり、。ゆるゆる過ごしてもらいましょう！

20:00になったらThe Youngs登場〜！僕も初めて見る(笑)。けど、気心知れた仲間。楽しめること間違いないんじゃないかな？


20:30には東京からやって来るThe Keys登場〜！僕が大好きなバンド。今までで唯一僕がプロデュースしたバンド(笑)。「keys to the world」っていう1st CDを聞いてみて欲しいよ。可能性がゆらゆらしてるよ。去年リリースしたEPはディレクションにまわったけれど、The Keysの世界観が爆裂してます。The Ventzのレコーディングでエンジニアリングをしてもらったデュウマキノさんとも、The Keysのレコーディングで知り合ったんだった。人と人が繋がってるね！今年のEPは発売したばかり！楽しみ楽しみ！


21:00過ぎには我々The Ventzが登場〜！2ヶ月振りのライブです。メンバーも変わっちゃったけど、とにかくカッコいい音楽をしっかりやるです。


昨日アップした新曲「WKG」。ギターのヨシヒロからメールが来まして、あれ、やりましょうよ！って。嬉しい。こういうの、嬉しいのだ。やれたらやろうと思います！


MySpaceで聞いてね！そしてライブに来てください〜！










今日は親父の誕生日です。昭和20年。戦後、すぐの産まれ。タモリの次の日ってずーっと親父は言ってました(笑)。おめでとう！


タモリと言えば、今週のミュージックステーション。僕がVARIT.で関わってたWEAVERが出るそうな。がんばって欲しい！


オレは神戸VARIT.で、がんばってライブするよ！
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    2010.08.24 Tue 8/24(火)「楽器」
    今日も朝から練習完了〜！1人でアコギで歌ってるんですが、やっぱめっちゃええアコギですわ〜！文句の付けようのない惚れ込み具合！

エピフォンのテキサン、1964製。ポール・マッカートニーがイエスタデイで使ったのと同じモデルのアコースティックギター。ポールはナチュラルフィニッシュ。僕はサンバースト。その違いもまた、いい！


あっという間に時間が過ぎてしまいます。


大好きな音のする楽器を触っているのが大好きです。先日、グランドピアノを弾いた時もそう。そや。The Audiosのボーカル・イワモトのテレキャスターもそうだった！


幸せを感じる時間。それは本当にあっという間やけれども。










※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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    2010.08.25 Wed 8/25(水)「音の波」
    いよいよ明後日ですね〜！楽しみ！

久々のライブです。って、あれやん。メンバー変わってますやん。


2ヶ月か。長かったのか、短かったのか。


いろいろその間、考えたし行動して来たし悩んで立ち止まってまた進んでの繰り返し。


それでも辿り着ける場所が8/27の神戸VARIT.のステージに、ある。


だからね、必死にやろうと思ってます。必死にちゃんと音楽やるねん。


一音一音きっちりと奏でて、その一音一音を組み合わせ、刻んだビートに丁寧に乗せてあげたい。


そしたら目の前の空気が変わること、知ってる。


今まで関わって来たすべての人たちとのバイブレーションを、音の波にして届けてみたい。


そんな感じ〜！


さ。歌詞覚えるぞ〜！










※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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    2010.08.26 Thu 8/26(木)「オヤシラズ」
    左の奥歯が痛いっす…。お・や・し・ら・ず。知ってるねん。抜かなあかんこと、オレ、知ってるねん。けど、逃げて来たん。手術なんやろ？左も右も、上の親知らずは抜いてんけど、その時に言われてるねん。「下の親知らずは口腔外科で抜いてもらいます」って。

そんなん、イヤやん？そやから逃げて来てん…。


うぅ。イヤやぁ〜！










明日はいよいよライブっす！がんばるYO！がんばるZE！


鳴菌から昼間にメールが来た。


「緊張してきました！」


って(笑)。


2ヶ月振り。しかも編成、ちゃうし。新曲も出来るだけたくさんしようと思っているので、歌詞を覚えるのも大変です(笑)。


今日も歌の練習(歌詞を覚える練習)をしてから帰ろっか！明日も朝からバンド練習！


気合い入って来たぞ〜！


予約はこちらから！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html


よろしくね〜！
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    2010.08.27 Fri 8/27(金)「3バンド！」
    さぁ！本日！ひっさびさのライブっす〜！

The KeysとThe Youngsと、3バンドでめっちゃおもろい一日にしたいです！


よろしく〜！






※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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    2010.08.28 Sat 8/28(土)「好きなことが好き」
    昨日は本当に楽しい一日を過ごせました。すべての仲間に感謝します！

セットリスト〜！


1.colours
2.Laura
3.WKG
4.54
5.HiliHili
6.FRiDAY
7.oldies' world
8.キタルベキセカイ


それにしても。The Youngsには底抜けのドPOP感を。The Keysには今まで感じたことのなかった「圧巻」を感じてしまった。


時を経て「変わったこと」「変わらなかったこと」、たくさんあったんだってことに気付けたことが、僕にとっての一番の収穫。


好きなことが好き。


そんな単純な気持ちが溢れた一日やったのです。


そして、紛れもなく自分の音楽に対しても。


レスポール持ってね、ギャィ〜ンとロックする。アコースティックギター持つのもリッケンバッカーのベースを弾くことも、ピアノ弾いたりオルガン弾いたりすることも、もちろん「好き」なんやけど、どうしても抗えない「エレキギター」ってヤツの魅力。僕の自慢のレスポールには、僕のすべてのロック感がある。はい。


終演後「The Ventzは曲がイイ！」って口々に聞けたことも嬉しかったよ。


鳴菌といつも話しているのは「カッコいい曲、造りたい」ってこと。10日ごとに1曲新曲を造るって決めたのは、イギリスからの帰国後、A.K.と決めたことやったんやけど、A.K.が抜けて鳴菌が戻って来てからも、ずっと継続して来た。これは想像以上に大変なことで、逃げたいなぁ…と毎回毎回、思う。それでもハッとする曲が出来た時なんかは、これまた想像以上に嬉しいのです。


昨日、3曲目にやった「WKG」なんかは、8/22に造ったばかりの曲。まだ1週間も経ってへんやん(笑)。でも、この「WKG」をMySpaceにアップした途端、ギタリストのヨシヒロが「めっちゃいいじゃないですか！これ、ライブでしましょうよ！」って言ってくれた。で、無理矢理にでもやろう！って決めて、ドラマーのヒバを交えて練習した時「この曲、ドラムアレンジちゃんと考えたらめっちゃ良くなると思いますわ〜！」ってヒバも言ってくれた。


何人かのお客さんも「WKG」がイイ！って思ってくれたみたい。まだ産まれて間もないのに、そんなふうに言われることは、やっぱり嬉しい。


The Keysの大西が実はだいぶ前にメッセージでリクエストしてくれてた曲もあって。「oldies' world」なんですが、この曲、逆に僕はあまり好きではなかったんです。出来上がった直後に鳴菌が「これ、最高っすね！」って褒めてくれてはいたんですが、あまり信用してなくて(笑)。でも、大西がこんなメッセージをくれた。


「oldies' world完璧な曲です。タッタと歌ってます。絶対ライブでやってください」


だからライブでやったってわけじゃないんですが、やってみて「あぁ、なるほど」と逆に思ってみることもあって。ちょっと好きになった(笑)。おもしろいもんです。


しっかりアレンジしたいなぁ！そんでレコーディングしたい！


"54""colours""FRiDAY""キタルベキセカイ"の4曲は納得してるんです。この4曲があるからThe Ventzは始まった。


でも、そろそろ、ね？


うわぁ！イギリス行って録音したいぞ(笑)！












それにしてもThe Keysはカッコよかった。


打ち上げ終了後、送ってくれるというキーズのドラマー西村の車が駐車場でガス欠。ロードサービスが来てくれるまで1時間ほど待ったっす。


そんな一日。


ありがとう。












※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年9月21日(火)神戸VARIT.

「Welcome Stuart!!!」


open/strat 18:00/19:00　fee 2000/2500(D別)
18:00〜19:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

Stuart O'Connor(from UK)/Haco/The Ventz/ピーポーインザプラネッツ



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！









    2010.08.29 Sun 8/29(日)「次だ！次！」
    さ！ライブの余韻に浸っていたい気もするけど、新曲書かなくちゃ…。そして次回、9/21(火)のライブに向けて頑張るのだ！

早速鳴菌と今晩、新曲の音合わせをしようと思ってます。まだネタのカケラもないんやけどね。なんとかなるでしょ。


ヨシヒロが次回ライブも一緒にギターを弾いてくれることが決定しました！いいね！僕、ヨシヒロの弾くギターが好きなのです。何年か前はそんなこと、思ったこともなかったのに、ね(笑)？


8/27のライブ、実は2曲目だったか3曲目だったかで、僕のギターの2弦が切れまして。内心「ウヒョー！」ってビビってもいたのですが、半分くらい「別にギターの弦がないくらいええわ〜」って開き直ってました。2弦がないなら2弦を使わないように弾けばいいんでしょ？って。だから僕はないなりにいろいろ工夫して演奏を変えてたんですが、ヨシヒロはやってくれますね〜。僕がギタープレイを変更させていることを見事に察知！足りないところを補ってくれるのです。これはスゴイ。だから僕は「じゃぁ弾かねぇー！」なんてことが出来たり、ヨシヒロが必要なところを弾いてくれるんやから、練習とは逆に僕はボトムへまわろうかな、なんて思ってみたり。そう。あのライブでは、ああやってヨシヒロと僕の、目に見えない「駆け引き」「取り引き」「思いやり」があったのです。これってね、ヨシヒロと僕の間に長い年月の信頼関係ってものがあったり、リスペクトするココロがお互いにあるからやと思うのです！そこは決して遠慮じゃない。


サウンドのことだったり、フレーズのことだったり、もちろんもっともっと突き詰めたいところはあるにしろ、そういう関係性が僕のテンションを上げてくれることは間違いない。だからヨシヒロが弾くギターが好きなのです。


出来るならば、ヨシヒロとも一緒に3人で曲を書いてみたいものです。知らず知らずのうちに最近は「ヨシヒロのギターがある」って考えて作曲したりしてることに気付いてみたり(笑)。














そういえば先日のライブ。メンバーがオトコばっかだったってことに気付いた(笑)。ずっと、そう、ヒットマンスタイルを始めたころから、オンナメンバーがいたんやなぁって。やから10年振りくらい？楽屋がオトコ臭いのなんのって(笑)！でも。このワイルドな感じ、悪くないなぁーって思い出してみたり。


完全な伝達ミスでドラムのヒバがTシャツだったのが、素晴らしく素晴らしかったよ。うん。
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    2010.08.30 Mon 8/30(月)「動けば動く」
    昨日は9/2アップ用の新曲を鳴菌と共に造りました。

「お。コレ、使えるんちゃう？」


っていうフレーズがあって、それをどんどん膨らませていたのですが、挫折…。なかなかそう簡単にはうまくいきませぬ。


が、メゲてばかりもいられない！すぐに次へ！


ポロポロやってますと鳴菌が使えそうなベースフレーズを弾き始めた〜！


「よっしゃーソレ！ソレ使お！」


てなわけで、セッションセッション。そしてProToolsに早速録音。で、お開き。


うむ。歌のメロディーもすぐに付きそう。今日、明日、明後日でなんとか歌詞まで完成させるぞ〜！












昨日、練習前に鳴菌と2人、ライブの反省会。


「動き出せば、誰かのココロが動く」


鳴菌はやっと気付いたみたい(笑)。


一度The Ventzを抜けている鳴菌。しかもイギリスへ出発する直前のこと。どんな事情であっても、鳴菌が"動けなかった"ことに変わりはないと思う。


けど、もう一度カムバックし、10日ごとの新曲造り、2ヶ月に1度の3マンライブ、絶対動員40人以上。こうやって数字に当て嵌めた計画に沿って始めたばかりのバンドやけれど、ちゃんとクリアすれば、ちゃんと誰かが反応してくれた。


これって、イギリスに行った時と同じ感覚。


「新曲造りに追われてしまってません？もっと練る時間、欲しくないっすか？」


カムバックしてすぐ、そう言ってた鳴菌も、僕が言わんとしていること、やろうとしていること、考えていることを、8/27のライブを経たことによって初めて理解してくれたのかも知れないなぁ、と思います。


10年も付き合いのあるメンバーがこれやねんからね。僕が考えていることを世の中の人にちゃんと理解してもらおうと思ったら、もしかして生きてる間じゃ間に合わないかもね(笑)！














ちゃんとステージに立ちたい。立っていたい。改めてそんなふうに思いました。










※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年9月21日(火)神戸VARIT.

「Welcome Stuart!!!」


open/strat 18:00/19:00　fee 2000/2500(D別)
18:00〜19:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

Stuart O'Connor(from UK)/Haco/The Ventz/ピーポーインザプラネッツ



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.08.30 Mon 8/30(月)「同窓会」
    そや！前回、8/27(金)のライブ終了後の打ち上げ一次会直後に撮った記念写真をゲットしています〜！

誰かさんたちには同窓会ライブと言われてたくらい、大切な仲間たちと。


[image: ]


数年前なら「同窓会ライブ」なんて言われたらちょっとカチンと来てたんやろうなぁ。厭味やな、なんて。元々同窓会とか昔の仲間たちとの格好だけの付き合いとか、しかも写真とか、苦手な方でして…。ややや！昔からの本当の仲間はたくさんいるんですよ！


けど、今ならこの大切な仲間を大切に出来てるっぽいこの写真が大好きです。


そう。肩のチカラは抜けてる。自然にいれる。


でもね。どうしてどうして。上、目指して行きますよ。








    2010.08.31 Tue 8/31(火)「8月最後の日」
    昨日の夜中は、おととい鳴菌と造った新曲のオケに歌詞とメロディーを吹き込みました。

うむ。なかなかいい出来ではないかな？

9/2まではまだ時間があるので、いろいろ試してみようかな。




THE NEATBEATSの真鍋さんが手に入れたという鉄板リバーヴが気になって仕方ない！





久々にタワーレコード、行きたい。行ってみるかぁ〜。
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銀
行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD 
STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st 
EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN 
STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.09.01 Wed 9/1(水)「Welcome Stuart!!」
    今日から9月ですね！暦の上では秋…。しっかし、この2、3日、めっちゃ暑ない？？？日差しが痛い気がするのはオレだけ？灼熱の光線を浴びてる気が…。

夜はすっかり秋の虫なのにね。


さて。2ヶ月に1度のペースで神戸ライブをしていこうと決めている我々The Ventz。いきなりイレギュラーなライブに臨みます(笑)。だってイギリスからスチュアートが来るんやもん！


■9/21(火)神戸VARIT.
「Welcome Stuart!!」
18:00/19:00 2000/2500(D別)
※18:00〜19:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!
Stuart O'Connor(from UK)/Haco/kan/ピーポーインザプラネッツ/The Ventz


2009年1月。なんのアテもなく「初ライブをイギリスでしたい！そんなバンド、造りたい！」って思い付いちゃって始まったバンド"The Ventz"。2009年12月のStuartとの出会いがなかったら実現出来ていたかどうかは、甚だ怪しい。その時の共演があって、ミュージシャン同士の通ずるものがあって、だからこそスチュアートはココロを砕いてくれたんやと思う。イギリスライブが決まったのはそうだ、12/24、クリスマスイヴだった。ライブをブッキングしてくれた。すべての楽器を貸してくれた。ドラマーJimを紹介してくれた。家に泊めてくれた。お母さんの料理を食べさせてくれた。…。数えればキリがないとはこのことを言うんやろう。感謝してもしきれないよ。


本当はもっと頻繁にイギリスに行くつもりで、もっともっとスチュアートに会えるとも思ってた。けど、いろんなことがバンド内に起こり、計画通りにThe Ventzを動かすことが出来なくなってしまってた。けど、それはそれ。そんなものかも知れないし、待つ時間だって必要だってことは知ってる。全部偶然の連続の中で生きてるんやもん。その偶然をモノにして初めて必然になるんやもん。今こうしてここに生きてること、そのこと自体が勝ち取って来た僕自身の人生そのもの。


スチュアートっていう、本当にココロのやさしい、ナイスガイと知り合えたことを誇りに思うのです。国なんか超えちゃったよ(笑)。2月まで飛行機にすら乗ったことなかったのにね！










さて。そのスチュアートが大好きな日本人ミュージシャン"Haco"さん。実は去年12月に神戸にライブをしに来たのには理由があったと僕は聞いた。"Haco"さんが神戸在住だから、だそうだ。僕はね、その気持ちがよくわかる。僕の大好きなミュージシャンの多くがロンドンを闊歩したからだ。だからイギリスに行きたかったのだ！


だから、もう一度スチュアートが日本やって来ることがあったなら、僕はどうしても"Haco"さんと共演させてあげたかった。"Haco"さんは世界的に活躍されるミュージシャンのようで、ロンドンでライブをされた時、スチュアートはチケットも買っていたのにライブに間に合わず、結局会うことも出来なかったそうな。


そんなん聞くと、オレ、燃えるの知ってるかい(笑)？


僕も知らない"Haco"さんをネットで調べ、出演されてる"旧グッゲンハイム邸"の森本アリさんと少しお話をしたことを思い出し、でも森本アリさんの連絡先は知らず、根気よくルートを辿り、ようやく1通のメールを送信することに成功。そして森本アリさんからHacoさんを紹介していただき、僕の想いを、スチュアートの想いを伝えることにも成功し、"Haco"さんから快諾のご連絡をいただく！


嬉しかったなぁ。自分が大好きなミュージシャンと共演出来ることが決定したかのように！


スチュアートは"Haco"さんと数回メールのやり取りもしていたようで、"Haco"さんも知ってはったのが功を奏したんですよねぇ。人と人って繋がるなぁ。


"Haco"さんのHP、MySpaceはこちら！


http://www.japanimprov.com/haco/hacoj/


http://www.myspace.com/hacohaco












そして他にも神戸大学の軽音楽部の現役"kan"も出演が決定。神大軽音出身の僕の直接の後輩にあたりますね。彼女も独特の浮遊感のあるオーガニックな音楽を奏でます。そして京都より"ピーポーインザプラネッツ"。アコースティックユニットで、ほんまにめっちゃくちゃええ歌、歌いよるんよね。


我々だけがバリバリのロックバンド。妙に子供っぽい感じに映るかも知れないね(笑)！


けど、ええねん。そんな気持ちを真っ正面からぶつけることが出来るのがThe Ventzの持ち味やと勝手に理解しています！












いつもの3バンドイベントとは趣向が違い、今回は5バンドですが、タイトルもズバリ「Welcome Stuart!!」。一生懸命音楽でスチュアートをイギリスから迎えたいと思っています！だからぜひ、みんな遊びに来て欲しいなぁ！スチュアートの音楽、素晴らしいよ！


http://www.myspace.com/stuartoconnor
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    2010.09.02 Thu 9/2(木)「Radar」
    今日は9/2！新曲アップデーです。

新曲"Radar"をMySpaceミュージックプレーヤーにアップしています！ぜひぜひ聞いてみてください〜。


http://www.myspace.com/theventzmusic


昨日はThe Audiosとたこ焼き飲み！たこ焼き屋さんの2階がちょっとした飲めるスペースになっているのです。で、ヤツらが終電を逃したタイミングで「ほな！」ってどっか行ってしまう僕。


こういう自分が大好き(笑)。


20歳の若者たちはその後、どうしたんやろ？知ったこっちゃないけど、そうやってバンドって絆が深まっていくものなんですよ。深夜、行くアテのない三宮。イヒヒ。
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    2010.09.03 Fri 9/3(金)「再確認」
    9/21(火)のライブにヒバがドラマーとして参加してくれることが正式に決定しました〜。

住んでいるのが大阪ってことや根本的な生活サイクルの違いもあったりで、ヨシヒロとの4人で練習することがなかなか難しいのがネックやったんです。けど、この前のライブの終演後、やたらとヒバが「楽しかったっすわぁ〜！上、目指しましょ！」って言ってくれてたのが印象的で(笑)。


元々鳴菌とは「コンスタントに練習し、その先にあるライブをちゃんとしたいなぁ」と考えていたので、なかなか練習が出来ないのは困ったことだなぁと思ってたんです。けど、実際ライブやってみてええ感じやったことと、練習中の曲に対するアイデアの提案と実行という意味で、明らかにうまくいった感がありまして。


だからヒバに頼みたい！って思ったわけです。


というわけで「前回のライブの音源が欲しいです！」とのことなんやけど、DVDをヨシヒロに渡しちゃったので、まずはそれを返却してもらうことが先決。そしてそのDVDからmp3に出来るのか？ってのが問題。出来ますよね？


さぁ！またオトコ臭いライブになるぞ(笑)！楽しみだ！










今朝は8月の宿題として溜め込んでたTHE BACK BEAT BRINGERSの8月の新曲4曲のミックスを完了させた。夏休みが終わってからやってる感じ(笑)？


でもオレ、THE BACK BEAT BRINGERSとはやっぱり長い時間を共有してるんだなぁと再確認。


「音楽ってこうやん！」


めっちゃくちゃヘタクソやし、どうしようもないヤツらやし、それでも可愛げがあって。


ま、そもそも僕なんかと一緒にやりたい！って思うヤツらやから、変なのは変なのでしょう(笑)。










そして、来週月曜日は急遽、The Audiosのレコーディングを、これまたひっさしぶりの初田さんと共謀して行なうことになりそう。ややこしいオトコがややこしいヒトと組んで20歳のレコーディングをする。一触即発やね(笑)。










ま、そんな感じの毎日。
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    2010.09.04 Sat 9/4(土)「…。」
    うわ。めっちゃ忙しい…。なんで？トイレ、行きたい…。











    2010.09.05 Sun 9/5(日)「根負け」
    あかん…。DVDから音声だけを抜き出せへん…。

今度9/21(火)にドラムを叩いてもらうヒバに前回の音源を送ることになってるんやけど、昨日、ヨシヒロがわざわざ神戸まで貸してたDVDを持って来てくれたので、そのDVDから音声だけを抜き出そうと試みたのです。DVD Decrypterがオススメってことなので、ダウンロードしてインストールしてやってはみたんですが…。


根負けです。


結局DVDを複製することにしました。これを送ろう。許して？










明日から忙しい。9/12用の新曲も造らなくちゃ。そもそもその鳴菌とのセッションの時間をいつ取るのか？


乗り越えるのだ！
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    2010.09.06 Mon 9/6(月)「ほんとにもう！」
    忙しかったのだ！！！







    2010.09.07 Tue 9/7(水)「なくなったー。」
    ナルキンとの練習のはずが、なくなっちゃった…。明日だ、明日！







    2010.09.08 Wed 9/8(木)「さぁ！」
    今から練習！







    2010.09.09 Thu 9/9(木)「イギイギ」
     今日は大阪とか、いろいろ人に会ったりだとか、これから会ったり、話したりだとか、目まぐるしいのです！

とにかく昨日の練習は意義があったのだよー！


ほな！








    2010.09.11 Sat 9/11(土)「あっぷでー」
     さぁ！今から新曲の歌を吹き込むぞ！がんばる！
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    2010.09.12 Sun 9/12(日)「Yesterday」
    今日はカラダ休養、アタマフル回転な一日！


MySpaceに新曲アップしてますしー。ぜひに聞いてください！bootsという曲です！


ビートルズのYesterdayという曲を、ピアノでなぞってみた。本当はあまり好きなウタではないのです。が！ピアノでなぞったメロディ。これは素晴らしい！キレイー。そして、右手でメロディを、左手でベースになるラインを弾いてみる。


いいなー。嫉妬する。







    2010.09.13 Mon 9/13(月)「眩暈がするほど。」
    今日は朝早くから某バンドのレコーディング with 初田さん。先週月曜日に引き続いて2日目だったのです。先週は朝の7時から夜中12時までのぶっ通し強行レコーディング。7曲分のオケの録音と4曲分の歌録りが終わってました。そして今日は残りの歌録りと数曲のパーカッション、オーバーダビング。ややこしいオトコがややこしいオトコと組んでレコーディングするんやから、普通になるわけない。笑  相当いろんなことを駆使して頑張りました。


それにしても初田さんはコトバにならない想いをわかってくれる。ウマが合うのかも知れない。笑


そしてさっきまで、本当にいいライブイベントを楽しめた。出演者もスタッフもお客さんも、そしてブッキングした僕までも。規模は小さかったけれど、誇りに思えるようなグッドミュージックイベント。


中でもアメリカと日本のハーフのミュージシャン、クリスローシェが最高！乾杯だ！


音楽やってて、よかった。







    2010.09.14 Tue 9/14(火)「このタイミングで決意みたいな？」
    ひゃー、それにしても何と忙しかったことか、9月前半！

The Ventzでは曲を造りまくり、若いバンドマンたちと夜通しアホほど青臭い話を語りまくり、いくつかのバンドのレコーディングに立ち会いまくり、神戸VARIT.を居心地のいい空間にしてやろうと毎日毎日考えまくり…。全然24時間じゃ足りひんわ…。


今やっと、一段落した感、あり。今やっと(笑)。


だからレコード聞きながら日記を久々に、本当に久しぶりにゆっくり書こうと思っているところなのです。今はTHE ZUTONSの"TIRED OF HANGING AROUND"を聞いてる。他にも最近買ったレコードは数限りなく。大阪行ったら絶対立ち寄ってるFLAKE RECORDSでも、たくさん新しいのん仕入れたしネ。これらはVARIT.での僕の関わっているイベント"HAPPY HOUR"の冠が付いたイベントで聞けますデス。いっつも大音量でレコード掛けてんです！単に僕にとって居心地のいいイベント(笑)！?


そうそう！最近のヒットはTHE LIKEの"RELEASE ME"。先日、ひっさびさにタワーレコードに行って試聴し、本当に気に入って買ったCDなのです。聞いてみ？ドラムのサウンドとか、めっちゃカッコよろしいわぁ。が、先週FLAKE行ったら同じもののレコードを発見してしまったのです…。


買う？買わない？


買っちゃったっ！


文句あるかぁ!?好きな音楽のレコードなら、そりゃ買うでしょ。迷いましたけど。でね、そのレコードの中にはDOWNLOADカードも入ってて。というわけで、CDもレコードもダウンロードも手に入れることに成功！


The Ventzも7インチ出してますけど、こうやってダウンロードカードを入れるのもイイよね！とか思いつつ。大切な時にはレコードで聞く。いつもはmp3プレーヤーで持ち歩く。うん。なんだか理に適ってる。CD買ってそこからiTunesに取り込むのも手間やもんね？うん。これってオレ的ベストな方法やわ。うん。


そうや。とあるキッカケで知り合った東京にいるボスから、久々に電話をいただいた。もう、ほんとに風貌からしてボスなんだけれども(笑)。The Ventzのことを気にしてくれていて、イギリスに行く前とか、いろいろ相談に乗ってもらったりしてた。そして僕らのレコードと新聞紙ラッピングのCD-Rを渡すことに成功。どんなふうに聞いてもらえるやろう？


あぁ。


僕はまたレコーディングがしたい。某バンドのレコーディングのディレクション、いや、ほぼプロデュースに携わっていて、しかもそれが昨日も日記に書いた初田さんと一緒なもんやから、音を造る、音を記録することに俄然刺激を受けてます。ご存知のようにThe Ventzは10日ごとに新曲が出来てるもんですから、それをもう一度アレンジし直して、しっかり録音したい「モノ」に困ることはない。


初田さんは言う。


「このマイクホルダー使うだけで音、ちゃうねん。まるでエフェクターやで。」


こんなん聞いて、僕が黙っていられると思いますか(笑)！


ああ！録りたいっ！録りたいったら録りたいっ！


来年7月にね、アビーロードスタジオでレコーディングしたい。その気持ちは今も衰えることなく、沸々と燃えております。「次回レコーディングするのは、アビーロードやなくてもイギリスやな！」と考え、9/21にイギリスからやって来るスチュアートにも相談し、いろんなエンジニアを紹介してもらえる約束は交わしているんですが、う〜ん！どうしても録りたいのだよ〜！


初田さんと一緒に録音するってのはどうやろう？


うへへ。まだ初田さんには何にも言ってないんやけどねー(笑)。


ツーと言えばカー。サウンドの志向に関して文句はないしね！あ！初田さん、一緒にアビーロードにも行かへんかなぁ(笑)？












おほん。


久しぶりに日記書くことに集中するとココロが入り込んでしまうね。失敬。


おぉ。THE ZUTONSのYOU'VE GOT A FRIEND IN MEって曲、カッコええやないか。












今、僕は決意をしました。


いや。正確に言うと、今、ではないな。


一生音楽から離れることは出来ひんやろうと思います。自分は自分の音楽を、いつまでも追求するやろうし、やっぱりたくさんの人に聞いて欲しいと思うし、いつかチャートで1番を取りたい。それはビートルズが初めてココロに突き刺さった日から変わることはない。


でも僕は何故か、どういうわけか"ライブハウス"という音楽関係の仕事をするようになった。ちゃんと本心を言うならば、僕にとっては2の次の仕事。バンドやってたい。歌、歌ってたい。それが1番。そのためにやる一切の仕事は2番。ローソンの店員だって、家庭教師だって、スタジオの店員だって、チラシ配りだって、クリーニング屋の内勤だって、掃除屋だって、警備員だって、いつだって2番。1番を超えることなんてなかったし、これからもないのかも知れない。


そんなふうに接してきたライブハウスの仕事。僕は本当に適当に、思い付く限りの遊びのアイデアを実行するだけ。今までの人生の経験で学んで来た大切なことを、時に20歳のコらと泥酔し、殴り合い、暴言を吐き、肩組んで笑っては、バンドの練習しないことを馬鹿にし、結局は人と人との繋がりじゃないか、と挨拶の出来ないことを罵る。


そんな僕がライブハウス、神戸VARIT.の店長になっちゃった。


どーでもいいと思ってた仕事が、何故か評価されてしまった。いや、むしろ仕事なんかしてなかった僕が、なんで店長に？


人間なんて2種類しかいない。やるヤツかやれないヤツか。なら、オレはヤル男だ。ヤレル男だ。そんな単純な負けず嫌い根性だけが支配する。そんな男だ。


ならば、と、僕は決意した。


そもそもライブハウスの仕事なんかで儲かるわけなんてないって思ってるんやけどね。不満もいっぱいさ。めちゃくちゃにしてやりたい。全部壊して、全部ひっくり返して、本当に正しい姿にするのだ。そして、もっともっとグッドミュージックがグッドミュージックであれるような場所を造るのだ！


ずっとうまくいかなかったミュージシャンとライブハウスの両立。


でも、なんとなく今、僕は両方1番になれるような気がして来た。これは修行や。僕の人生で僕が請け負った運命や。使命や。


やるヤツと肩を組みたい。バンドと一緒や。ミュージシャン仲間と一緒や。人任せには出来ひん。


そんでさ、僕は39歳で途轍もない成功をつかむ。それは何だか約束されてる気がしてる。なんや、この感じは。絶対やれる気ぃすんねん！！！














失敬。


ま、そんな感じ。


ヤルって決めた。やからだいぶ忙しなると思う。仕事じゃないライブハウスの仕事でお金もらうねんもん。そんな生活の中で僕にしか書けへん歌、書く。


あぁ！イギリス、行きたなって来た！


イギリスでライブハウス、しよっかなぁ。そんなんも出来る気ぃして来たっ！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年9月21日(火)神戸VARIT.

「Welcome Stuart!!!」


open/strat 18:00/19:00　fee 2000/2500(D別)
18:00〜19:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

Stuart O'Connor(from UK)/Haco/The Ventz/ピーポーインザプラネッツ



●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.09.16 Thu 9/16(木)「いま！」
    ソウルブラッドいま！







    2010.09.17 Fri 9/17(金)「再会！」
    スチュアートと再会！！！

今朝早くスチュアートとナオミさんが神戸に到着したことをメールで知りました。知ったのは昼くらい、寝ぼけマナコでしたが(笑)。急いで飛び起き、やる予定だったことをさっさと片付け、いざ、三宮へ。


いやぁ、嬉しいなぁ！2月にロンドンのヒースロー空港でお別れをしてから約半年ぶり。スチュアート、元気そうでなにより！


スチュアートが今日のライブハウスに入る前に、しばしどこかでお茶でも、と、にしむら珈琲に。ちょっと歓談している間に、おっと時間が経ってスチュアートの入り時間、過ぎてるや〜ん！


リハーサルまで見て、僕はバリットに。


ほんま、嬉しい。だいぶ、嬉しい。


すげぇなぁ。友達が神戸にやって来た！


21日、俄然やる気が湧いてきたよー！ぜひぜひみんな、遊びに来てね！
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    2010.09.18 Sat 9/18(土)「スチュアートの目の色に」
    昨日は久々再会のスチュアートのライブ後、本当は一緒にごはんでも、飲みにでも行きたかったんやけど…。THE BACK BEAT BRINGERSの練習に付き合うことになっていたので、断念。

この連休明けの9/21(火)には神戸VARIT.で共演！その時には思いっ切りエンジョイしよう！


そう。12月に弾き語りで共演して以来の共演。今回はThe Ventzとしての共演。感慨深い…。


スチュアートと出会ったから、スチュアートがいたから、スチュアートがスチュアートだったから実現した僕ら、The Ventzのイギリスでの初ライブ。あの前後は本当にイロイロあったし、イギリスから帰って来てからも、本当にイロイロあった。


でも、また新しいカタチのThe Ventzをスチュアートに見せることが出来る！


昨日もスチュアートは、一緒にお茶した"にしむら珈琲"で、僕らが今年逃したRhythms of the worldというイギリスでのフェスティバルの話をしてくれた。「来年こそは！そのためには？」という話を。


スチュアートと話していると、英語なもんですから恐らく30%くらいしかその意味がわからない。けど、スチュアートの目を見ているとね、勇気が湧いてくるんだわ。なんでやろう？


肌の色も髪の色も、そして目の色も違う、見て来た風景も違う。そんな異国の友人の、コトバは違っても何かが同じ。スチュアートの発する何かが僕を刺激するんやろうなぁ。


「セカイは思ったよりちっこいぞ。でも、セカイは思ったよりでっかいぞ」


って。


偶然この世に受けた生を、何のために捧げる？


音楽ってヤツは、想像以上に僕を虜にしてしまってる。音を鳴らして声を出して歌ってみると、彼らと僕の距離は一気に縮まってしまったよ！


そんな幸せな気分はきっと、僕は一生追い掛けて行くんです。生きるんです。


Rhythms of the worldのブッカー、スティーブにメールしよう。久しぶりだね！って。


今年イギリスでのフェスティバルへの出演を逃したことは、途轍もなく大きなサカナを逃したように、僕は真っ暗になってたのかも知れないなぁ。


でも、違う。


「大丈夫。また来年挑戦するさ」


そんなポーズを僕は取ってただけやった。


昨日、スチュアートと久々に再会し、スチュアートの目を見て、僕はもっと広い、大きな志を受け取った気がするよ！


「何の志も無きところに、ぐずぐずして日を送るは、実に大馬鹿者なり」


今朝twitterで知った坂本龍馬のコトバ。


うむ。実にタイミングが良い！
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    2010.09.19 Sun 9/19(日)「練習だぞ〜！」
    さぁ〜、今日は今からバンド練習ですぞ〜。

昨日の夜中は9/22用の新曲の歌入れしてた！ええ感じな気がする。鳴菌もいいって言うてくれた。


明後日がライブやもんね。ほんま楽しみっ！ぜひ、みなさん、遊びに来て下さい〜！
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    2010.09.20 Mon 9/20(月)「Hey！」
    明日はライブだze！楽しもうyo！待ってるwa！







    2010.09.21 Tue 9/21(火)「Welcome Stuart!!」
    いよいよライブですなぁ！しばらくライブは2ヶ月に1度のペースって決めてたんやけど、イギリスからやって来るスチュアートのリクエストなんやから出るしかないでしょ！ってことで、本当に楽しみなのだ！

おとといの練習もうまくいった。みんなミュージシャンなんだなぁと思う。バンドって毎日練習してなくちゃ！ってずっと思うのだけれど、要はミュージシャンシップの問題なのだろうか？みんなちゃんとやれるんですよねー。10代じゃこうはいかない(笑)？


練習だって数回音を合わせる程度で、あとはほとんど男同士の無駄話(笑)。とはいえ、そんな会話が絆をまた強くするってか!?しっかり音の方向性は掴めてるよ〜。


何はともあれ、今日は僕らThe Ventzがイギリスでめっちゃくちゃお世話になったスチュアートを迎えるイベント。そのタイトルはこれ！ど〜ん！


「Welcome Stuart!!」


スチュアートの熱望していたHacoさんもイベントに出演してくれます！


来てくれるみんな！お楽しみにね〜！
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    2010.09.22 Wed 9/22(水)「広がるセカイ」
    楽しかったぜぃ！やっぱライブって最高だわ！

来てくれたみんな、ありがとね！ひっさしぶりの顔にもたくさん会えたし、「まさか！？」って思うくらい最近知り合った仲間も来てくれた。嬉しいよ。こうやってセカイは広がって行くんやなぁ！


いっぱい書きたいことあるんやけど、ちょっと忙しいのでまた書くよ。


セットリスト！


1.54
2.colours
3.WKG
4.FRiDAY
5.oldies' world
6.キタルベキセカイ


アンコール.54


アンコール、それしかないんかい(笑)！


twitterやってるので、ぜひぜひ[WAX712]で検索してみてください〜！


次回は10/15(金)、ザ・ビートシャワーとロイド・C・ブランクファインとの3マンだよー。








スチュアート、ようこそ、神戸へ！










    2010.09.23 Thu 9/23(木)「楽器の構造の問題か」
    昨日は須磨の先、塩屋にある旧グッゲンハイム邸に遊びに行って来ました！大学時代の軽音楽部でジャズをやってた先輩と同期がやっているバンドを見るために！懐かしい〜(笑)！ずっとグッゲンハイム邸に行きたかったし、先日共演させてもらったHacoさんを紹介してもらったのがグッゲンハイム邸の森本アリさんを通じてだったもので、ええ機会やん〜って。

いやぁ、貴重な体験させてもらいました。目当てだった水谷トリオも良かったですけど、メインアクトのリトアニア人リューダス・モツクーナスさんと日本人宝示戸亮二のデュオが凄かった！SAXとピアノのデュオなんやけど、僕、思わず立ち上がって見てしまいましたもん。拍手！


終わった後、お二人にビールをごちそうさせてもらったり、いやぁ、セカイはやっぱ、広いわ。


ありがとうございます！


稲田さん、水谷も懐かしかった。音楽、聞けてよかった。15年振りくらいの再会ですからね！ずっと音楽続けている仲間。素晴らしい。


●


要は、楽器の構造の問題。


昨日僕は、また新しいアイデアを発見したのだよ！うんうん。間違ってないぞ！


Hacoさんを見て思ったのだけど、僕はあくまでもポップミュージックの範疇にいる。だけど、実は少しアンダーグラウンドな、少しアバンギャルドな場所とも接点を持ってるみたいだ。


最近、毎日収穫ある！嬉しいぞ！








    2010.09.24 Fri 9/24(金)「HiFi」
    そうそう！大事なこと、忘れてた！新曲、9/22の分、MySpaceにアップしてるねん。"HiFi"って言います。聞いてくださいね〜。

http://www.myspace.com/theventzmusic


歌詞はこれ。

HiFi


タイミングが必要なのさ
志だけじゃなく
出会いたい仲間と同じ
時代を生き抜くこと


ハイファイな世界を
立体的な理想を
愛すべきあなたを
守り抜くチカラを


古今東西夢のまた夢
闘いは続く
今日を諦めてしまうな
さぁそろそろ時間だ


ハイファイな世界を
立体的な理想を
愛すべきあなたを
守り抜くチカラを






坂本龍馬的な感じ、目指してみました(笑)。僕、今まで坂本龍馬は敬遠させてもらって来たんですわ。なんか、考え方、影響受けそうで。で、最近、ちらちらと坂本さんのコトバを目にすることが多くなったんですが、やっぱええこと、言うてはる(笑)。早速の影響って感じですかね(笑)？


ま、ちょっとそんなこと思いながら歌詞を書いてみましたとさ。






※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！











    2010.09.25 Sat 9/25(土)「クリア」
    3日間連続で朝が早かったTHE BACK BEAT BRINGERSのレコーディング。音録りがつい今しがた、終わりました。もう何年の付き合いになるんだか。でも今回録音中の7曲入りのミニアルバム。ちゃんとコンセプト立てて、目指すべき場所を決めて選曲、アレンジも出来た。自信の持てるものになると思う。

そして今日はThe Ventzのミーティングも。鳴菌と今後の動き方について、ちゃんと話する。日本でもコンスタントにライブをするようになって、じゃあどうする？ってところをきちんと話したい。


スチュアートが今日、また神戸にやって来る。昨日、ケータイにメールが来た。


"Are you free tomorrow after gig for food"


「一緒にメシでもどうだい？」って感じやろ？


喜んで！


さぁ、今からも忙しいぞ！ひとつひとつクリアしていこう！


そうそう。実は今回の新曲"HiFi"、生ドラムやったでしょ？コレはTHE BACK BEAT BRINGERSのドラマー、三木を捕まえて録ったのです。いきなり「おい、ドラム、叩いてくれ」ってことで。うん、生ドラムと一緒に曲を作ると、早い(笑)。
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    2010.09.26 Sun 9/26(日)「FACES」
    バンドではなく、神戸のBAR、FACESに来てます！スチュアートが歌ってる！







    2010.09.27 Mon 9/27(月)「絶対！」
    イギリスから来た友人ミュージシャン仲間、Stuart O'Connorと行動を共にしております。みなさん、ご機嫌いかがですかー？

さぁさぁ！スチュアートと話しているとね、The Ventzもどんどん動かしていきたくなっちゃったよ！ふんふんふんっ！


おとといかな？鳴菌とミーティング！バンドをどないしていくかは、オレらに掛かってるねん！って。オレらがどうしたいか、やん！って。


あぁーカッコええ音楽したい。それが絶対条件。そして途方もない夢を追い掛ける！追い求める！そして追い付く(笑)！


オルガン、弾きたいよ〜。シンセサイザー、欲しいよ〜。


ギター弾いてますけど、歌、歌ってますけど、カッコええ曲、書きたいから、その頭の中の音楽を鳴らすためなら、どんな楽器だって弾きたいねん！


10日ごとの新曲。こりゃあ鍛錬になってますけど、ここからどやねん！ってことですわ、自問自答。自分に鞭打って、ギリギリになって仕上げてるメロディー、歌詞、楽曲。でもこれって仕上がってる？


レコーディングしたいよー！そしたら仕上がるやん。出来る限りのええもんにするやん。


でも、どうやってそのイメージに近付けることが出来るんやろ？


イギリス行って感じた、あの音像。これって、僕の今の状況で可能？


ちょっと足りない。


うん。ちょっと足りないのはわかったような気がするよ。


じゃあ、その足りないところ、補わなくちゃ！


どうやって？


あ！そっか！


毎日がそんな感じ。


嗚呼。やたら今朝はテンションが高い…(笑)。


手に入れるぞ！絶対！
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    2010.09.29 Wed 9/29(水)「ドライブ！」
    スチュアートとの毎日です！The Ventzにとってかけがえのない友人。ロンドンでの日々をあんなにサポートしてくれたんやもん。出来る限りのことをする！

今日は由苑にてNolenNiu-de-ossiが用意してくれたイベントにスチュアートを連れてゆくのだ〜。ドライブドライブ！


イギリスではスチュアートが運転してくれている車内で、不覚にも眠ってしまった…。だから今日は寝ていいよって言うてある(笑)。


が、今日は一滴も飲めないのが心残りだ！！！


スチュアート、ライブが凄く良くなってるよ！今日、大阪にいて、夕方どうしよっかな？って思ってる人いたら、ぜひスチュアートのライブに遊びに来てください〜。






















    2010.09.30 Thu 9/30(木)「写真！」
    8/27にやったライブの写真を撮ってくれたようで、昨日ヨシヒロがメールで送ってくれました！嬉しい！じぃじさんなのかな？ありがと！
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    2010.10.01 Fri 10/1(金)「笑」
    今日から10月ですやんー。スチュアートは次の土地、名古屋へ行っちゃった。コトバ通じなくても、ずっと一緒に笑えるんやな！って気付いた一週間。ほんまおもしろかった！


またゆっくり書くよ！







    2010.10.02 Sat 10/2(土)「大阪野音」
    飲んだー！ええ酒やったような気がするー。明日も会いたいヤツに会える！







    2010.10.04 Mon 10/4(月)「しわあせもの」
    たぶん僕は幸せものなのだ。

毎日いろんな音楽に触れられていること自体、それが幸せでなくて何だろうか？おそらく、どんな困難があっても僕は音楽を捨てないやろうし、一生歌い続けていくと思う。


ああ！もっと時間があったらいいのに！


そしたらもっとココにコトバを書き綴るのに！


歌ではこんなコトバはあんまし使いたくないから、ね？やさしくなっちゃうじゃあないか。


う。髪の毛、切りたい…。










来週末はThe Ventzでライブだよ！楽しみ楽しみ！新しい曲、やりたいな！










※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.05 Tue 10/5(火)「無念！」
    昨日は鳴菌との新曲造りセッション！

が、新曲出来ず…。残念！ま、こういう日もあるかな？


時間ない！今日はここまで！
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    2010.10.06 Wed 10/6(水)「ビートシャワーとロイド・C・ブランクファイン」
    昨日は久々に1人で三宮の夜を徘徊。久しぶりに会う小川さんと談笑。などなど。今度はringoにも行きたいなぁ。そういえば週に4日は夜のバーを1人でぶらぶらしてた時期もあったなぁ。また始めるかぁ〜(笑)。

今日は鳴菌とちょっとミーティングの予定。The Ventz、頑張ろうと思う！


明日は実は、ヨシヒロと鳴菌と僕の3人で曲を作ってみるつもりなのだー。初めての試みは、いつも僕をウキウキさせるね！どんなん降って来るかなぁ？楽しみ！


来週の金曜日はThe Ventz、ライブです。9月にスチュアートが来た関係でイレギュラーなライブをしましたが、2ヶ月に1度の3マンイベントです。今回「共演してよ〜」とオファーしたのは"ザ・ビートシャワー"と"ロイド・C・ブランクファイン"。


ビートシャワーのこと、ずっと嫌いやってんけどね、ある瞬間から、急激に大好きになったんよね〜。男と女もそんな感じ(笑)？めっちゃロック。そしてエンターテインメント。うん。ええよ。ボーカルの小村崎とは根が合うんやろうなぁといつも思う。スタンス？なのかな。


これだけスタンスに相容れるものがあるなら、一緒にライブやったら楽しいやろうなぁ！って思うんやけど、でも、ヒットマンスタイルの頃は共演することなくすれ違い、ずっとバンドで対バンしたかったんよねぇ。それが叶う！見てろよ〜このヤロウ(笑)！


ロイド・C・ブランクファインは元ピンクサーモンズといいまして、ほんまね、僕、大好きなんよ。馬鹿ですからね、ヤツらは。でも、音、結構カッコいいんですよ。下手やけど。夏にレコーディングするってんで、僕がディレクションしました。ギターの西田が「The Ventzと共演したい！」って言ってくれてさ、これって単純に嬉しいよね。のぞむところだ！見てろよ〜このヤロウ(笑)！


ぜひぜひこの3バンドのライブ、全部見てくださいね！
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    2010.10.07 Thu 10/7(木)「ミートing〜初めての神戸ビーフ〜」
    昨日は何と！生まれて初めて食す神戸牛を目の前にしながらの鳴菌とのミーティング！うひょー贅沢、このヤロウ！

場所は王子公園から商店街を抜け、灘温泉近くの「大栄」というお店。ライブハウスバリットに最近入った?木というスタッフの実家なのです！前から「ウチ、お店やってるんですー、神戸牛がすごい安いんですー」って聞いてたんで、めっちゃくちゃ興味あったんですよねー。


思えば僕が2月にイギリスに行った時、「どこから来たの？」ってイギリス人に聞かれ、「日本の神戸だ」と答えると、必ず返って来るのは「Wow!!!KOBE BEEF!!!」ってコトバ。だがしかし、僕は一度も神戸ビーフを食べたことがない…。初めて僕がイギリスで歌った場所、THE HORNSというパブでオープンマイクを仕切っていたシェインさんなんて、一時期日本の会社で働いていたらしく、遠い目をしてKOBE BEEFのこと、思い出してる風やったもん…。


ちょっと鳴菌とミーティングせななぁ、と思ってた矢先、ひょんなタイミングで「大栄」のステーキの話になり、お肉大好き鳴菌が無視出来るはずもなく、本当にたまたま偶然のタイミングでバッチリ僕との時間も合ったっていうわけ。


が、安いと言っても150gで3000円。そりゃあ三宮のステーキハウスと比べたら半分以下のお値段ですが、ちょっとやっぱ躊躇しますよね(笑)。


鳴菌と覚悟を決め、店内に入る。思ったより広い店内。かなり親しみやすい雰囲気！こんなん好きやなぁ〜。


で、あれやこれやと注文。ステーキハウスというより、ステーキも扱ってますよ〜っていう居酒屋な感じ。「牛トロタタキ」「サーロインステーキ」「じゃがかす玉(←お好み焼き)」「カレーライス」を頼みました。やはり「肉」メインでいくでしょーという暗黙の了解。10年の付き合いは伊達じゃない(笑)。


一番最初に運ばれて来たのは「牛トロタタキ」。いや、「牛トロタタキ様」。キレイなお肉が8切れ。まずは鳴菌と1切れずつ、戴く。添えてあったショウガとにんにくチップをお肉様で巻付け、口の中に。。。


やばい…。ご、ご、ご、ごはんを、ごはんが欲しい…。


10年来の付き合いの鳴菌も、いわずもがな。


ライスの中を注文すると、ひと呼吸あって「あの…カレーライス頼んではりますけど、いいんですか？」と質問される。


ええ！いいんです！いいんです！早くごはんを。早くごはんをください！


先ほどはショウガ、にんにくチップを挟みましたが、これはノーマルの方が美味いハズだ！と鳴菌を見ると、やはり同じ考えのよう。フフフ…。


1切れ、お肉様をポン酢に軽く浸し、口の中へ。2噛み、3噛み。すかさずライスを頬張る。いや、ライスが足りない。もう少し口の中へライスを放り込む。咀嚼。咀嚼。咀嚼。そして、咀嚼。


「永遠」ってこんなところにあったんや…。


ごはんと絡み合う肉の旨味。胃の中に落とし込んだ後も続く、口の中に残る深い味わい。残像。いや残味。いや、口に近付けた時からその幸福感はすでに感じていたことを思い返すことが出来る。香りも抜群だってこと！


1切れ食べると1切れなくなる…。


当然のことなんです。当たり前のことなんです。そんなことはわかっているのです。


慌てて食べてしまいたくない。ゆっくりと、ゆっくりと咀嚼を楽しむ。ふむ。これが「食事」なのではないのか？いつも急いでガツガツと食べてしまっているアレは、「食事」ではないぞ！？


そうして野菜とキノコの炒め物がドサッと運ばれて来る。ステーキの付き合わせのようです。これまたたっぷりで美味い。


で、来ましたー！サーロインステーキ！ひぃー！ヤヴェー！


お箸で持ち上げると、しなやかな弾力が感じられる！キレイな脂がこぼれ落ちそうでこぼれ落ちない！香ばしい、それでいて深い香り。幸福が近づいて来る！


そして僕は思い切って口の中にお肉様を放り込む！


そして、噛む！噛む！噛む！come！！！


コトバをなくす大人、2人。目を閉じる。その存在を確かめるように…。


でさ！最初はポン酢で戴いてたんですが、「塩も美味しいんですよ〜」という?木の妹ちゃん（なんと高校生！）のコトバで、絶対美味い！っていう予感！その予感が外れるわけもなく、もぅ、これねぇ、う〜ん、コトバ、ほんま、ないわ！


そこからの数分間、記憶がない。


口に入れる方向のことなんか、考えてたような気がする…。こっち向けに口に入れたら、噛み応えが違って美味い！とかね！


ここではもう既にごはんはなくなっているので、それを見たお父さん、「カレーはいつお持ちしましょ？」って。ええ！すぐにでも！


ここで一気にお好み焼きも登場！このじゃがかす玉もね、確かに美味いんです。これ、平均点を大きく上回っていることは疑いがないのです。けどね、お肉様のインパクトと言ったらもう…。ごめんなさい、じゃがかす殿！


で、カレーですわ。?木曰く、ステーキを頼んでもらわないと食べられない、裏メニューとのこと。ステーキに使えなかった端っこのお肉とか、テールとかを使ってるんです〜なんて聞いて、オレたちが注文せーへんわけないですやん！


運ばれて来た目玉焼き乗っけのカレーライスの中央にデンっと鎮座する神戸牛のお肉様。恐る恐るスプーンでちょこんと触ってみますと…。


出たーっ！ぷるっんぷるんや〜ん！笑ってしまいます(笑)！


お父さん、「これはワタシの趣味ですねん。お口に合いました？」


もちろんもちろん！！！


って感じで、もうお腹もココロもいっぱい！ごちそうさまでした！


こりゃあ焼肉食い放題なんて、もう行けませんぜ。


食後のゆったりとした時間が、本当に充実してる。余韻がいい！ガツガツ食べることよりも、こうやって本当に美味しいものを戴く。僕の中の世界観が完全に変わってしまった一夜だったのです。














で、肝心のミーティング、ミートingになってるや〜ん！！！上手い(笑)！


ほんまにね、この「大栄」さん。居心地が良くってね。食べ終わってからも余韻を楽しみつつ、鳴菌との話にも花が咲くというものです。そしたら皮ごと食べられるブドウも出してもらったりで、そういう心遣いも嬉しかったのでした。












こりゃぁ、本当によかった。


そのままバリットに戻って、約2時間、僕は神戸ビーフについて、本日の食事について、如何に美味かったかを語ったのでした。


神戸、王子公園にある「大栄」。ぜひぜひ度肝を抜かれに行ってみてください！












最初は「ちょっと高いよなぁ、やっぱ高いよなぁ」と躊躇してたにも関わらず、食後に僕らは「これは安いで！」っていう感想になってたてことをお伝えして、本日のWAX日記を終えたいと思います。


ごちそうさま！ありがとう！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.08 Fri 10/8(金)「変化球〜ヨシヒロ、強引に引きずり込まれるの巻〜」
    昨日はギタリストのヨシヒロを交えた3人で曲造りセッションでした〜。

少々難産でしたが、ええのん出来そうだと思います。ヨシヒロのネタからセッションを始めたのですが、やっぱ「新しい風」ですよね。テンポ感からして、違う(笑)。10年来の鳴菌と新曲を造ってるとマンネリも感じていまして、「なんか新しいこと、したいよな！」というわけでヨシヒロ、合流みたいな感じです。ビートルズにエリック・クラプトン、ニッキー・ホプキンス、はたまたビリー・プレストンみたいな？


The Ventzのテンポ感とは違うヨシヒロのリフから、強引にThe Ventz寄りのタイム感へ(笑)。こっち側に引きずり込んだ感じですな！そしてThe Ventz寄りのコード進行へ。これまたヨシヒロは驚いたやろうなぁ。自分の造ったリフやのにワンコードで行くと思ってたら4つの循環コード使われてしまうんやもん。たまったもんやないね(笑)！ま、でも、The Ventzの曲なので、その辺りは強引に。


サビも出来たし、いざ、ProToolsに録音しようか！ってところで、テンポが140もあることにヨシヒロは驚いてた(笑)。


てな具合で、ベース、ギター、ギターを録音して昨日の練習は終了〜。


で、今朝、早起きして歌詞とメロディーを捕まえようと録音してたんですが、思った以上にええメロディーが出来そうなのです…。いつも通りにパパパッと歌詞まで付けようと思えば付けられたと思うんですが、なんかね、ちょっといっぺん大事にしてみよう、と思いました。日々への変化球ですな。


ヨシヒロを交えて曲造りをしてみたかったのもそう。グッと堪えて歌詞を付けなかったのもそう。


いつもの毎日に違う角度から挑んでみたい。


結果どうなるかわからへんけど、ちょっとした変化でキラッと光ることもあるような、ないような！












今日はちと大阪へ行って来ます！変化変化！












※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.11 Mon 10/10(日)「いろいろ〜！」
    今日もいろいろあったなぁ〜。時間ないのでゆっくり今度、書けるかな？書けないかな(笑)？

行って来ます〜！








    2010.10.11 Mon 10/11(月)「突然のお誘い。」
    とあるバンドのボーカルから突然のメール。

「ちょっとお酒が飲みたいなぁと思いまして…笑」


深夜0時過ぎ。


神戸にいたコらなんやけれども、この4月に上京。プロとして華々しいデビューを飾り、今、そしてこれから、グッと大きくなろうとしているバンドのボーカル。


ずっと一緒にやって来た僕が、察せないわけはない(笑)。


深夜、2人でBAR CODEへ。いろいろ、話す。話す。話す。あんまりアルコールに強くないくせに、ジンライムなんか頼んじゃうヤツなのだ(笑)。


僕は彼らのことがとても羨ましいのだけれど、そうなる理由も知ってる。そうなる理由を一緒に造って来たから。だから羨ましいけど、本当に心底、応援している。陰ながらなのだけれど。


話していて思う。僕らは思い出しか話せない。


あんなこと、あったなぁ。あんなこと、したなぁ。他にも、あんなこと、あんなこと、あんなこと…。


今、彼らには、めっちゃくちゃお世話になっている人がいて、僕はもう過去の人間で。悔しいなぁと思うよ。けどね、そういうもんですよ。僕には自分のバンドもあって、そして僕を慕ってくれる、また若いバンドたちもたくさんココにいるのだから。


だからこそ、ちゃんと今が知りたいねん、オマエらの今が知りたいねん、と思うのね。


別にこれと言って特別な話も悩みもあるわけじゃなくってね、ただ、本当に過ぎ行く時間の流れの中を、2人してアルコールに溶かしてみた、みたいな感じ。


「もっと開き直ろうぜ！もっとハダカになろうぜ！」


ずっとそう言い合って来たし、年齢もこんなに違うのにケンカなんかしたりさ。それは確かに思い出やけど、それはやっぱり今も変わらない。


BAR CODEを抜け出し、そしてワイワイした居酒屋へ…。で、ワイワイ話そうぜ！


と向かったハズが、シーンとした店内。そりゃそっか。もう4時やもんな(笑)。


久しぶりに腰を落ち着けて、いっぱい話したなぁ。楽しい時間やった。


そして宣言。


「オレはオマエがどんなに売れようが、2人で飲む時はオレが奢ったる！」


今思い返してもカッコいい。オレは、カッコいい(笑)。


でも、嘘やない。そうやって僕はカッコを付けていたい。一生、や。














今夜は京都からThe Pantrysが僕に会いにやって来る。


「僕ら、神戸のバンドやったら良かったのになぁ。そしたらWAXさんといっぱい話せるやないですか？」


そんなヤツらと示し合わせた夜が今夜。朝までロックに語り合うかぁ！














ライブ、今週末です！The Ventz、若いコらに負けないように、カッコええライブしまっせ〜！ぜひ見に来てくださいねー！


最近ツイッターで呟くと、日記書いた気分になるのね。


よかったらフォローしてみてくださいね〜。


WAX712で検索してみて〜！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.12 Tue 10/12(火)「Rainbow」
    MySpaceに新曲アップしました〜！ぜひ聞いてください！

ギターのヨシヒロと鳴菌、3人で造った曲「Rainbow」、どうぞ〜！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.13 Wed 10/13(水)「PRODIGY」
    また手を出してしまった…。

moogのPRODIGY。ビンテージ。本日届いたのですが、やっぱmoogの音がするねぇ！テンション上がっちゃったよ。めっちゃ太い音。またインスピレーションが降って来る！


10/15には使えないけど、12月にはね、ちゃんと使えるようなバンドにしたいと思ってます。


今週末！ぜひバリットに遊びに来てください！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.15 Fri 10/15(金)「ホットドッグ」
    さてさて。今日はライブですがな。早起きしてまいますやん。ドキドキしまする(笑)。

ザ・ビートシャワーというバンドと、ロイド・C・ブランクファインというバンドがご一緒です。場所は神戸VARIT.。19時にオープンし、レコード掛けてダーツやってビートルズとかブリティッシュロック系の本なんか眺めながらUNOやって、最初の1時間はドリンクALL300円やし、バリット名物ホットドッグも復活300円！そしたら20時からいよいよライブスタートです。


一緒に楽しみましょう！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年10月15日(金)神戸VARIT.

「Club Friday vol.3」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/ザ・ビートシャワー/ロイド・C・ブランクファイン

9/4〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.16 Sat 10/16(土)「ライブ楽しかったぁ！」
    昨日のライブ、楽しかったぜぃ！来てくれたみんな、ありがと！

まずはセットリスト！


1.HiFi
2.FRiDAY
3.oldies' world
4.Laura
5.Radar
6.54
7.colours
8.WKG
9.キタルベキセカイ
アンコール.54


一緒にイベントを造ってくれたロイド・C・ブランクファイン、ザ・ビートシャワー、ありがとう！特にビートシャワーはめっちゃ「バンド」やから、その次の出番だったオレたち、気合いが入りまくってしまったです、はい！


The Ventzのイベントのカタチとしても、だいぶ固まって来た感じがします。イギリス行って帰って来て、「バンド」としてまずは神戸に住むお客さんの楽しめることを。そのためにはライブハウス神戸VARIT.側の態勢も大切やったし、The Ventzの2ヶ月に1度のライブじゃ数が少な過ぎて定着しないことを、バリットの毎日の営業の中で確立して、そこがガッチリ噛み合い始めた感じがするのです。それが例えば「HAPPY HOUR」やったりするんですよね。ずっとアナログレコード掛けてて、最初の1時間、ドリンクは300円。サイコロ振って6が出たらタダになっちゃう焼おにぎりや、ボリュームたっぷりのフライドポテトやカラアゲ。それに加えてバリット名物のホットドッグも復活。そしてそこにはダーツがあって、UNOがある。昨日はビートルズのポスターなんかもフレームに入れて飾っちゃった。私物のブリティッシュ系ロック書籍やもちろんビートルズ関連書籍も読めちゃう、みたいな。2階が居心地のいい空間になって来てると思うんやけどなぁ。そしてライブが始まったら1階へ。バンドとお客さんが一体になって楽しめるライブが出来たら最高なんです！


次回は12/15(水)です。Forever Wednesday。最高のイベントタイトルやと思ってます。


ふら〜っと立ち寄ってくれたお客さんでも楽しめるイベント、そしてライブ。それまでにThe Ventzも進化しておきます！


ぜひぜひ遊びに来てくださいね。






※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年12月15日(金)神戸VARIT.

「Forever Wednesday vol.7」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/THE BACK BEAT BRINGERS/sugar'N'spice

11/15〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.10.17 Sun 10/17(日)「漲る気持ち」
    新しい日々を始めようか。

The Ventzの次回ライブ、12/15(水)まで、もっとたくさんのことに挑戦しよう、と朝早くから鳴菌とミーティング。漲る気持ちを抑える必要はないだろう？
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    2010.10.18 Mon 10/18(月)「The Ventzの本質探し」
    今日は練習＆曲造りをします。

この前のライブの時、新しく手に入れたMoog PRODIGYの音を鳴菌に聞かせたのですが、完全にノックアウト(笑)。こういうセンスの共有が大切なんだよなぁー！と我々勝手に盛り上がってます。


僕の持ってるYAMAHAの赤いオルガンの音だってそう。54で使ってるmaxonの古いバカでかいラックのディレイだってそう。音を鳴らした瞬間に「お！これこれ！」と盛り上がれてしまうのがバンドのカラーになるんだろうなぁ。


そういうのって服装にも影響するよなぁ？お揃いの衣装ってメンバーそれぞれの違う指向性を一本化するためのものってことか！


昨日の2人ミーティングでは改めていろいろ「バンドの本質」的なこと話せて楽しかったなぁ。


The Ventzの我々にとって新鮮なこと、頭の中で鳴っている音を、ちゃんと表現出来るような曲を、今日は書きたいなぁと思ってます！


がんばるぞ〜！
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    2010.10.19 Tue 10/19(火)「Blur-スチュアートからのプレゼント-」
    今朝は朝からBlurのドキュメンタリーDVDを見てました。"No Distance Left To Run"、実はスチュアートが「神戸滞在のお礼に」ということでくれたのです。Blurの2009年の再結成にまつわるドキュメンタリー映像で、新しいインタビューや過去の未公開映像などもたくさん。Blurについてはメンバーの名前と顔も一致しないくらい音楽のことしか知らないので、こうやって映像で見たりすると興味津々。なんか、男同士のバンドってオトコ臭くてええよね…みたいな(笑)。若くはないんやけど、ドラムもベースもギターも音が凄くってね。あぁ。さすがだなぁ。こういう音を出したいよ。

で、ふと思った。


このDVDを通じて、スチュアートは僕に何を伝えたかったんやろう？って。


「The Ventzでイギリスに行きたいんだ！」ってスチュアートと知り合った時、僕らは4人編成だった。完全なカタチだった。だけど、イギリスでのライブをブッキングしてもらった時、僕らは3人になっていて、渡英直前、僕らは2人になった。「イギリスに行ってライブをしたい！」ってスチュアートに熱く語った頃のバンドの形態とは、まったく違うカタチでスチュアートの前でライブをし、帰国。2度、日本でライブをし、そしたら1人になって、ほどなくして1人帰って来た。The Ventzのカラーだったハズのオルガン・シンセのメンバーはいなくなり、オーソドックスな編成でライブをするようになった。そしてスチュアートと9月に再共演。スチュアートの知るThe Ventzのとは違うThe Ventzだった。


イギリスから帰国し、日本でライブをし、そして1人になった時、実はイギリスのスチュアートからeメールが来た。


「The VentzはWAXだ。WAXこそがThe Ventzだ。がんばって。」


そして9月、神戸にやって来たスチュアートと、何度か英語と日本語を交えて語り合ったことがある。


「バンド」というものについて。


スチュアートもずっとバンドをやって来たのだけれど、音楽を取るか、仕事を取るかの狭間でメンバー間の意識の違いが露になり、解散。今ではソロでライブをする。そしてツアーの各地でタイミングのいいメンバーとライブをする。そして気の合うミュージシャンがいれば、彼らとのコラボレーションでライブをする。あれもそれもこれも全部、スチュアート・オーコーナーなんだって。僕もずっとやって来たHITMAN STYLEというバンドで各地ライブツアーをし、疲弊し、メンバー間の感情の違いも現れ、そして解散。その後ソロでレコードもリリースしたしライブもいっぱいやった。だけどそんな中、僕はやっぱり新たなバンドが欲しくって、The Ventzを結成した。


そのThe Ventzも、「イギリスで初ライブする」という目標はどうにかこうにか達成したものの、なんだか不安定な毎日を過ごしてる。


ちょうどそんなタイミングでのスチュアートからのプレゼント。


考えさせられるものがたくさんありましたよ。


画面の中のBlurというバンドのことを、僕は大好きになってしまった。90年代のBlurというよりも、今現在の飛んだり跳ねたりしながら本当に楽しそうなメンバー4人のBlur。


デーモンは言う。


「この4人で音楽をやることは仕事じゃない。遊びなんだ」


って。


共感。The Ventzで僕はとことん遊びたい！
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    2010.10.21 Thu 10/21(木)「ウェルカム、ウェルカム！」
    あぁ。最近飲み過ぎているなぁ。10/11の日記に「誰かさんと飲みに行った」って書いてからというもの、連日連夜。

The Pantrys/The Audiosの西田/THE BACK BEAT BRINGERSのワラシナ/The Musiqueのヨシア/今村モータース/THE BACK BEAT BRINGERSのショータロー/福見健二/Night Cruiseのヤスダなどなど…。若い奴らばっか！けど不安抱えてる奴らばっか！もっともっと遊ぼうぜ！なんて先頭立ってしまうから厄介やねん。次の日ちょっと後悔(笑)。やけど、そんな後悔、忘れやすくなった。


そうして、そんな合間を縫ってThe Ventzの練習＆曲作り。BlurのDVDを何度も見直してみたり。そして奮起！


●


昨日はサポートドラムのヒバリ〜ノが別バンドで神戸にやって来たので、それを見に来た鳴菌も交えて今後のことを話す。


次回ライブ、僕らはもっともっと自分たちの頭の中にある音楽を表現したくて、そのために精一杯、目一杯の2ヶ月を過ごそうと思ってる。早め早めのアクションを起こすことで見える景色をどんどん変えていってやろう、と。


だから、なんだかんだで繋がり合って来た仲間と呼べるミュージシャンと、キチンと順を追って語り合ってみたい。


「The Ventzでやりたい！」


そう思ってくれるならウェルカム、ウェルカム！


鳴菌、ヒバリ〜ノの関係が、この3回のライブでどんどん密接になりつつあるのが面白い。だって30歳、過ぎてんだぜ(笑)？10代ならそんな関係も築いていって当然だけど、いろいろ抱えて来たオーバーサーティーが音楽聞かせ合ってるなんて、ちょっと美しい景色じゃない？


なんか、やれそうな気がする。
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    2010.10.22 Fri 10/22(金)「新しいカタチを」
    昨日深夜に10.22の新曲デモをMySpaceにアップしましたー。

「今のThe Ventzの頭の中にある音をちゃんと表現したい！」って思って曲作り。当たり前のことなんですが。


ただ、"ライブのバンド編成の中に鍵盤奏者がいない"という理由から、曲作りそのものも"鍵盤なし"を想定してしまってた。そんな中、8月、9月、10月とThe Ventzにとっては異例の毎月ライブをして来たんですが、もちろん精一杯考えてやったこと。間違いはない。けどね、本当にThe Ventzがやりたいと思っている「音楽」を、毎回いっぱい来てくれるお客さんのために鳴らしてみたい！


僕がHITMAN STYLEを終わらせて、衝動的に惚れ込んで手に入れてしまった、古いYAMAHAのコンボオルガン。南出"WAX"渉のソロとして、レコードに刻んだこの音には、個人的に、そう。内蔵が痺れるような感覚があった。


こいつのそんな音がThe Ventzには必要なんだって。2009年の1月、鳴菌と2人きり。3年振りに音を出した時、The Ventzの代表曲"54"の骨格は出来てしまい、すでにその時にはこのオルガンの音は鳴らしてたんやから。


そして最近手に入れたMOOGのシンセサイザー"PRODIGY"。これは衝動的でもなんでもなく、いろんなシンセサイザーを触ってみた結果、やっぱりMOOGを熟考して手に入れた。ルックスもヤバイし、その音を鳴らした時の興奮といったらもう！


[image: ]


そうして鳴菌と10.22のための曲作りに挑んだわけです。


最初からオルガンとMOOGの音を入れるつもりで曲を構築していったのですが、やはりそこにはカベが。もう一歩押し上げようとしているThe Ventzの音楽。ベースフレーズを元にギターやドラム、そしてMOOGやオルガンを順々に重ねていく。でもね、プレイバックを聞き直しても、どうにも僕は納得出来ない。このやり方じゃぁこの数ヶ月、10日ごとに訪れる新曲アップデーに間に合わせるためのような曲作りにしかなってない！今、僕が欲しているのは、こういうことやないんや！


それぞれの音が分散し、広がり、お互いを引き立て合うようなコンビネーション。バンドメンバーが全員揃ってて、いきなりバーン！って音を出せる状況で「カッコええ！」って思えるならそれもええやろうと思う。でも、今の自分たちの状況、鳴菌と2人で曲を作らざるを得ないこの状況を、僕は逆手に取ってやりたいのだ！2人やからThe Ventzのコンセプトに照らし合わせながら、緻密に狙ってやろうじゃぁないか！ってネ！


順々に重ね合わせていったベース、ドラム、ギター、MOOG、オルガン。これをもういっぺん壊したいねん！壊して再構築。イヒヒってもんが出来るハズなんやけどなぁ！


なので、今回の10.22の新曲にはボーカル、入れてません。このまま歌入れしたらこの数ヶ月とおんなじになってまうもんなぁ。


でも、ちょっと垣間みれるかも。The VentzがThe Ventzである感じを。


ぜひ、聞いてください〜！
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    2010.10.22 Fri 10/22(金)「これからこれから！」
    そやそや。ホームページ、MySpaceもちらちらとイジリ始めました。クゥ〜わからん！ィィイイイ！ってなる(笑)。

誰かに頼めへんかなぁ…。


レトロな雰囲気でさ、そう、日に焼けた古い紙みたいな感じ。スケジュールとかプロフィールとか、ポチッと押すとこはベンツとかロンドンの2階建てバスとか、そんな感じ(笑)？


頭の中に描くもの、表現するの、難しいよね…。


でも頑張ります！これからこれから！










    2010.10.23 Sat 10/23(土)「タフ」
    毎日ハードである。そして、愉しくもある。毎日僕はどこへゆこうとしているのか。知ってるよ。知ってる。そこが僕にしか辿りつけないところであることは。


●


今日は京都まで、The Pantrysというバンドのレコーディングの立ち会いに行っていた。今は阪急電車の中である。なかなか見所のあるバンドで、そんなヤツらが慕って来るのだから、毎日僕が全力になるのもいた仕方のないところである。


で、今から神戸に帰って、これまた会わなあかんヤツと密談。


いつからこんなにタフになったんやろ？笑


よっしゃー！！！







    2010.10.24 Sun 10/24(日)「陽気に」
    うーん、なかなか出会わんなぁ。どこかに「鍵盤弾けるぜー！一緒にやりたいぜー！イギリスにも行ってみたいぜー！」っていう、意気のいいヤツ、いないかなぁ？


いや、ほんまは出会ってるのかも知れん。まだタイミングが来ないだけかも知れん。


ま、陽気にやるのみ！


我らはオープンだぜ！良かったら声、掛けてくれ。いい曲書いて、待ってる！







    2010.10.25 Mon 10/25(月)「60s」
    [image: IMG_6807.jpg]

ちょっと寄り道ー！カッコいいよね！







    2010.10.26 Tue 10/26(火)「衝撃のコンセプト」
    昨日はちょっと楽器屋さんに寄り道してしまい、またもや病気発症の予感…。昨日載せた写真がそうなんやけど、何故にそれほどまでに昨日出会ってしまったギターが忘れられないのか？と言うと…。

ヒントはこれ！わかるかなぁ？？？衝撃のコンセプト！僕はこれにビビった。


[image: ]


まぁまぁ。それはそうと、The Ventzとして新しい段階に入ってるからこうやって楽器探してるっていう理由もあるんよね。徹底的にね、いきたい、と。


好きなものは好き！欲しいものは欲しい！


以上。
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    2010.10.28 Thu 10/28(木)「おおさかぁ〜！」
    今日は大阪をぶらりぶらり。大阪MUSEの村井さんに会いに行って、んでからのFLAKE RECORDS、三木楽器、石橋楽器。ライブハウスJANUSにも行きたかったけど、ちょっとタイミング合わず、断念。先ほど神戸に帰って来て、今夜はThe Ventz、練習ざんす。新曲、作るのねー。

たまに大阪行くけど、人、やっぱり多いよねー。


The Viewの2ndのレコード手に入れたもんで、早めにやって来た鳴菌と聞いてる。他に7インチを3枚。The Virgins/Kissogram/COWBELL。COWBELLはFLAKEで試聴して買った！ロンドンの男女2人組でカッコよかったぜ！
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http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年12月15日(金)神戸VARIT.
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●
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    2010.10.29 Fri 10/29(金)「FUZZ BOX」
    Yes Yes Yes!!!

昨日の練習＝新曲造りは本当に意味があったぜ！やりがいがあった！


前回10/22分の新曲が、なんだか自分たちにとって古い作り方だったような気がしていて、その後、鳴菌とえらい長い時間、ミーティング。もう一つ上を目指すためにするべきことを確認。


その成果がジワリと滲み出た気がするなぁ。


いわゆるガレージサウンドなんやけど、どこか新鮮さを感じる。そう僕らが納得するために、どんな音を鳴らすのか？どんな楽器を使うのか？どんなコード進行なのか？どんなハーモニーなのか？どんな楽曲展開なのか？どんな役割分担なのか？


これらのことをいちいち楽器を鳴らして録音しては、また聞き直して…。


ひとつのネタを、それに対するアプローチの違いを2パターン試し、そこからまた、まったく違うものへと変化させ…。延々の終わりの見えない作業。


それでも「よし！決着を付けよう！」ってなった時に、昨日は集中力があった気がするなぁ。


歌のことは全然考えてなかったから、今度の11/2の新曲アップデーまでにメロディー／歌詞を新たに考えなあかんけど、それも楽しみ。何が産まれるのか、今回は見当がつかない。いいものになったらいいのになぁ。


そして昨日、活躍したのはこいつ。
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England製のCOLORSOUND、FUZZ BOX。以前持ってた同社製のPOWER BOOSTも強烈なクセのあるサウンドだったので、ビンテージ系のファズを探して弾き比べした結果、迷わず手に入れたFUZZ BOXです。


やっぱ簡単に操れない荒々しいくらいの暴れん坊が好きってことかな？
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    2010.10.30 Sat 10/30(土)「借り暮らし、終了〜！」
    昨日は鳴菌の代打で、とある品物を入手。The Ventzにとって、物凄く有意義な存在理由がありそうなブツですぞ！そのあたり、オレと鳴菌はブレてないと思う。

そや。こんなこと書いていいかわからんけど、素晴らしいことやと思うから書こう。


鳴菌、借金、返し終わりました！拍手！


そもそもの自分の金銭管理能力が悪いからやろ〜みたいな意見はそっと横に置いといて、これはとんでもなくスゴイことやと思うのです。250万円ですよ。250万円。借金に借金を重ねて膨れ上がった借金。HITMAN STYLEで日本全国を奔走していた時に、僕らが知らず知らずの間に重ねてしまった借金。弁護士に入ってもらって整理してもらって、自己破産という手もあった借金。それを鳴菌は、全額きっちりと返してしまいやがった！3年？いや、4年になるのか？それだけの長い期間、贅沢とは一切無縁の切り詰めた生活をしながら返し切った。


カッコええと思うんよね、単純に。


まったくもって人生の能率も効率も良くないよね。ただ毎日働き、毎月ウン万円も返す生活。その、ある程度の借金が落ち着いた時に始めたバンド、The Ventz。ささやかな楽しみやったんやと思う。また音楽を作ることが。そしていよいよThe Ventzの初ライブのために渡英する直前、皮肉なことに今のバイト先からの正社員の話。究極の選択。結果The Ventzを離れることになり、渡英せず終い。


そして6月、またしても予測出来ないThe Ventzへの電撃復帰。


そのことに関していろんなこと、僕は語ってないけど、たぶん、自分でも何をどう思っていいのか、わからへんかったんやと思う。


でも、今、思うのね。愚直なまでの鳴菌の真っ直ぐさは信頼出来る、って。


「借りたものは返さなきゃ」


たったそれだけのこと。鳴菌はずっとそう言い放ってこの4年間生きて来たんやなぁ。


鳴菌との音楽観が合わなくなったら一緒にやることもなくなると思うけど、鳴菌が一番やりたいこと、僕が一番やりたいこと。それがぶつかり合う限り、信頼出来るオトコと一生の音楽をやり続けるような気がしてる。


さぁ！借金を返し終わった鳴菌が、今度はどう生きるのか!?


楽しみでしゃーないねん、オレは！








    2010.10.31 Sun 10/31(日)「家路」
    昨日は久々に鳴菌と飲みに行って来ました〜。ミーティングとか、そんな類いでなく、ただ一緒に飲もうぜーって言って飲みに行くのって、何年振りやろ？やっぱり借金がなくなったってのが、僕にとってもでかい。借金あるヤツ、誘いにくいもんね(笑)。

晴れ晴れな気分。ビール飲んでも焼き鳥食べても、やっぱ美味い。借金返済祝いやからね！


バンドと関係ないこともいっぱい喋って、お腹いっぱい。ほろ酔い気分で2人、家まで歩いて帰る。どっかでタクシー拾うつもりが、歩きながらも喋りまくってあっという間の家路。


そういえばこんなこと、過去にもあったなぁと思い出す。僕らが東京に住んでたころのこと。下高井戸の居酒屋「たつみ」で鳴菌と2人、日本酒飲み比べ。負けてたまるかぁ〜ってお互いベロベロに酔っ払い、下高井戸から上北沢まで歩いて帰ったっけ。下高井戸〜桜上水〜上北沢の京王沿線やったから、ちょうど三宮〜春日野道〜岩屋の阪神沿線、同じ距離くらいかな？よく考えたらあの頃、26歳くらいやったんちゃうかな？10年も前やん！びっくり(笑)。そっか。バンドごと神戸に引っ越して来て、もう8年が経とうとしてるんやもんな。


10年振りに鳴菌と歩く家路。ちょっと寄り道。
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借金のなくなった鳴菌に奢ってもらったぜ(笑)。


なんかイイ。なんかイイのだよ。


今夜は11/2用の新曲に歌を付けようと思う。イイのん、降って来ますよーに！
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    2010.11.01 Mon 11/1(月)「久々に」
    江坂なう。。。







    2010.11.02 Tue 11/2(火)「イヒヒヒヒ！」
    イヒヒヒヒ。いいもん届いたのだぁ〜！また紹介するよ！

おっと。今日は新曲アップデーじゃないか。この前録音したものを後でMySpaceにアップするよ。聞いてみてね〜。


タイトルは「Get it on」。
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    2010.11.03 Wed 11/3(水)「くたくた」
    くたくたです〜。でも頑張るです！







    2010.11.04 Thu 11/4(木)「未来の話」
    昨日はWEAVERのメンバー全員と会い、今日はThe Keysのベーシスト立田が会いに来てくれた。でもね、思い出話ばっかりじゃない。いや、むしろ思い出話なんかほんの数分。僕らは未来の話ばっかりだ。刺激を受けた。いつもありがとう。

あぁ！ライブしたいよ！早く来月、やって来るならやって来い！絶対かっこいいライブ、やったるねん！
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    2010.11.05 Fri 11/5(金)「深夜2時」
    昨日はThe Keysのベーシスト立田が会いに来てくれたって書きましたが、その深夜、今度はThe Keysのボーカル大西から突然の電話。深夜2時。

昼間立田に音源は聞かせてもらってたんです。Niw!RecordsのクリスマスコンピレーションにThe Keysが入れようとしている新曲を。僕らThe Ventzもお世話になった千葉のマキノさんがレコーディングしたという新曲！うんうん！いいやんいいやん！何度も聞きたくなる、ワクワクさせる曲に仕上がってるよ！
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↑これがそのフライヤー。ステキメンツです。

その他、今、感じる波の話。状況をうまく捉えるという話。3年前に僕がプロデュースしたThe Keysの1stミニアルバム「Keys to the World」が、ここへ来て評価が高まって来ているという事実。そうそう。The Keysがこの日本の風土の中、他とは違って格別だってことに、僕らは3年も前に気付いてたってこと！


とにかく、2011年、The Keysにとっての追い風が吹くことは、間違いないと思う。


それでも。


2011年に日本のみんなが耳にすることになるThe Keysの音楽は、The Keysと僕の中では少々古いものなんですよねー(笑)。でも、それがその他大勢の人にとっては新しい音楽なんや。それをきちんと日本のミュージックシーンに浸透させることが出来て初めて、The Keysは自らにとっても新しい音楽を、新鮮なうちに世の中に届けることが出来るんや！ってこと。


そんな熱い話をした大西との電話。切ったらちょうど1時間ぴったし。おいおい。恋人同士かよ…(笑)。


でもさ、困ったことがあったら、助けが必要な時があったら、嬉しいことがあったら、ちゃんとこうして僕に電話してくれること。僕に出来ることなんて少ないやろうけど、ちゃんと勇気を持たせてあげますよ。「迷わず行け〜！やったったらええねん！」って。


それにしても。これでThe Keysがゆ〜っくりにしろ、世の中に認められるとするやん？？？瞬発力抜群のWEAVERがこの世の中に出て神戸の僕の名前を頻繁に出しているように、The Keysも僕の名前を出したりしたらさ、「神戸のWAXって誰？」みたいな状況になってしまうじゃない？それはそれで面白いけど、笑えるよなぁ〜(笑)。神戸には他にもたくさん世の中に出るべきバンドがたくさんいるのだよ。全部ジャンルちゃうんやけど、なんかこう、僕にとって「ピン」とくるバンドたちが、全国を賑わせてしまえばいいのにって思う。


ま、それでも僕は、音楽をやることをやめられませんけどね！


一番ピンと来てるバンドは一番最後に。真打ち登場ってことよ！
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    2010.11.07 Sun 11/7(日)「テーマ」
    う〜ん、昨日の練習はうまくなかったなぁ…。前回の新曲、11/2分の歌に納得いかなくって、今回それをクリアしよう！って強く決めてたんやけど、どうにも辿り着かず…。昨日の自分は超えたい。毎回記録更新したい。そういう気持ちが強ければ強いほど、メンバー間の意思確認は必須ってことか。

さっき、今村モータースっていう僕がこれまた大好きなシンガーと、彼の新しい音源を聞かせてもらいながら話してたんやけど、「テーマ」って大切だよな、と。あるテーマを持って取り組んだ作品ならば、どういう演奏の出来か？だとかは関係ない、そういう側面もあるよなぁ？っていう話を。


僕らThe Ventzはとにかく10日ごとに新曲を書いていっているのだけれど、だからこそ毎回テーマがなくちゃならん！って僕は考えてる。自然に出来る曲を今はやりたいわけじゃない。ちょっと苦労してさ、こんなふうにやったらこう響くんやーとか、もっともっと知りたいから。


がんばろ！仕切り直しや！
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    2010.11.08 Mon 11/8(月)「ようこそ〜！」
    いえ〜い！
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    2010.11.09 Tue 11/9(火)「AKG D190E！」
    素晴らしい！
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    2010.11.11 Thu 11/11(木)「スピード感」
    昨夜は新曲造り、with鳴菌でした〜。やはり曲を産み出すのは難しい。けど、なんとか捻り出しました！明け方まで曲造りに励んでいたにも関わらず、そして今朝、早起きしてボーカル録音も終了〜。このスピード感がある時。集中力もあり、納得も出来るものがカタチを現すことが多いのです。んで、充実感。

新しいものに挑戦出来たと思う。声の高さ、歌詞の付け方、メロディーの感じ、タイム感。これがいいものかどうか、それはわからないけど、なんか一歩、前に進めたんやないか？と思う。


思えば、The Ventzを組んでから、ずっとやって来たやり方ではないやり方で曲を書くようになったし、メロディーを、歌詞を書くようになった。


毎回が挑戦。


この年齢になっても音楽は不思議なことだらけです。ココロのタイミングひとつで表現出来る音も違うなんて…。


でもだからこそ、毎回挑戦していたいと思います。本当に。


鳴菌にメールで新曲を送信。返事を待って明日、12日、MySpaceにアップします。ぜひ聞いてみてくださいね〜！


●


今回、機材面でも新しい挑戦を。


AKG D190Eという70年代のマイクを使って、ギターとボーカルを録ってみた！ビートルズのドラムレコーディング現場の写真でお馴染みのD19の後継機種らしい！


[image: ]


そして、Reslo CELESTEという60年初頭のビンテージリボンマイクを使ってmoog PRODIGYとYAMAHAのオルガンを録ってみた！これはビートルズがキャバーンクラブでライブやってた頃にボーカルで使ってたもの！ドンズバ！


[image: ]


D190Eではガッツある音に録れてると思うし、Resloは相当ナチュラルに録れてると思う！


あぁ、病気再発！








    2010.11.12 Fri 11/12(金)「Do」
    MySpaceに新曲をアップしていますー！タイトル、"Do"っていいます。いっぺん聞いてみてください〜。自分の中では超新しいのです、これで(笑)。挑戦出来た感じ。

どんどん生まれ変わっていきたいもんです！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年12月15日(金)神戸VARIT.

「Forever Wednesday vol.7」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/THE BACK BEAT BRINGERS/sugar'N'spice

11/15〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.11.13 Sat 11/13(土)「条件を満たす、とは」
    昨夜は鳴菌と緊急ミーティング兼メシ。

で、来月12/15のライブまでのこれからのプランを立てる。最高のライブをするための条件が揃って来てるんです。そやから、じっくりじっくり、しっかりしっかり、そして頭の中にあるミュージックをクッキリさせたい！

ぜひ12/15(水)は神戸VARIT.に我々のライブ、見に来てください！








    2010.11.14 Sun 11/14(日)「イニシャルD」
    11/12の新曲"Do"に、いい感じの反応がもらえて嬉しいです！12/15のライブでやりたいなぁ。

ってことで、セットリストを考えております。1ヶ月くらい「これでもかっ！」ってくらいライブのための曲順通りの練習。そしたら今ある新曲デモバージョンから昇華させたくなって、バンドにとってもっとしっくりくるバージョンになるやろうしね。


それと同時進行で10日ごとの新曲造り。これはぜひ続けたい。続けることで見えて来ることもあるって知ったからね！


54
colours
FRiDAY
キタルベキセカイ
Laura
WKG
HiFi
Radar
oldies' world
Do


あたりが候補曲。ふむ。がんばるぞ。


そういえば、鳴菌が言ってた。The Ventzの曲名の頭文字。アルファベットが全部違うんだってさ！へぇー！ほんまや(笑)。








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年12月15日(金)神戸VARIT.

「Forever Wednesday vol.7」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/THE BACK BEAT BRINGERS/sugar'N'spice

11/15〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.11.15 Mon 11/15(月)「Blur」
    ここんとこ、毎日Blurの再結成ドキュメンタリーを見てしまってる。スチュアートが僕のために選んでくれたDVD。なんやろ、このジンジンする感じ。







    2010.11.16 Tue 11/16(火)「なんで!?」
    PCがヤバイ！ProToolsを認識しないっ！どうしよう！







    2010.11.17 Wed 11/17(水)「12/15のこと」
    えーっと。12/15(水)、もしかしたら物凄くいい態勢でThe Ventzはライブが出来そうな気配です。

2009年の1月に「イギリスで初ライブするんだ！」っていうバンドを組んで、2009年は丸々準備に費やし、2010年2月にその計画を実行し、イギリスでのライブを成功させ、その後もいろいろあって7月のフェスに出れそうで出れず仕舞いだったり。


でも実はもうすぐ2年が経とうとしているのだな。


ずっとずっと遠回りして来たけれど、もしかすると12/15には完全に僕らがやりたかったことを表現出来るかも知れないのです。


今までもずっと、不完全なライブをするつもりなんてなかったけれど、本当にようやく、今。


いろんなことが同時に起こっているから、もう僕の頭は爆発しそうなんやけど、それでもずっと変わらないことってあって、やっぱり好きなものが好き。


あと4週間。


ぜひみなさん、心待ちにしていてください！僕、がんばりますから。
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    2010.11.18 Thu 11/18(木)「いよいよなんや。」
    昨日の練習は、本当に充実していました！充実してしまいました！気付けば朝の5時。ビビった(笑)！

オルガン／シンセとドラム。The Ventzの曲たちがThe Ventzの曲になっていく。わかるかなぁ〜？わかってもらえへんやろなぁ？


新曲の新たなカケラも出現。


よし！The Ventz、いよいよなんや。
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    2010.11.19 Fri 11/19(金)「A.K.復帰」
    毎日僕は幸せなのかも知れへんなぁ。好きに音楽やって好きに音楽見て好きなバンドマンと酒を酌み交わし熱く語り合う。不十分過ぎるほど不十分。物足りないよ、もちろん。自分だってまだまだやれる。それでも歳の差なんて関係なく、バンドマンとして話の出来ることの喜び。青臭い。未だ。

The Ventzのこと、ちゃんと言っておこうと思う。

moog/オルガンに、オリジナルメンバーのA.K.が戻って来ました。僕と鳴菌とA.K.で立ち上げたバンド。イギリスでの初ライブのための渡英直前に鳴菌が脱退。帰国後2度のライブを経てA.K.が脱退。すぐに鳴菌、復帰。そして実はつい1週間ほど前、A.K.から「The Ventzをやりたい、moog/オルガンを弾きたい」という気持ちを聞いた。即答は出来なかったけれど、The Ventzのオリジナルメンバーはいつまで経ってもこの3人しかいない。一緒にやろう、そう僕は答えた。

そして、ドラムに初田さん。よくよく考えてみたら、僕はこの人のドラムが好きなのだ。1伝えると10返って来るドラマー。いや、この信頼関係はドラマーとしてだけやないのかも。レコーディングのエンジニアとしての初田さんとの付き合いから得たものも大きい。初田さんと僕のタッグでレコーディングされた作品、たとえばThe KeysだったりThe Audiosは、確実に世間の評価を得ているし、先日録ったばかりのJEROMONYだって、なんらかの手応えを得ることになると思う。ドラマーとしての信頼関係だけではなく、音楽を造るという作業に関しての阿吽の呼吸。もちろん遠回りしてしまった仲でもある。でも、このタイミングでオリジナルメンバーが揃い、初田さんを迎えること。人生の意味深な相関図を感じずにはいられないのです。

12/15(水)は本当に神戸に遊びに来て欲しいのです。

僕らが2009年1月に造ったバンド"The Ventz"。実はオリジナルメンバーでオリジナル曲をライブで演奏したことはないのです。それが約2年越しに叶う…。

ずっと諦めなくて良かった。ずっとしがみ付いていて良かった。

僕はココでやりたい音楽をやりたい。

本当に、本当に、本当にぜひ、The Ventzのライブを楽しみに来て下さい。なんもかんも忘れてしまお？音楽に身を委ねて両手、挙げてみよ？

1人でもいっぱいのお客さんに見て欲しいな。

よろしくお願いします。







※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2010年12月15日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday vol.7」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/THE BACK BEAT BRINGERS/sugar'N'spice

11/15〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！




http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！










    2010.11.20 Sat 11/20(土)「インテリウムナイト！」
    朝から大阪向かって夕方三宮。今度は加古川向かってさっき三宮again。


そして北野坂登ってインテリウムいま！


神戸のヤバイ大人たちが集まってパーティー！呼んでもらえて光栄！


マジでヤバイ！いま！







    2010.11.21 Sun 11/21(日)「ハード」
    今日もハードな一日やったー！けどまだまだ！今から新曲造り始まる！







    2010.11.22 Mon 11/22(月)「SLEEPY」
    MySpaceに11/22分の新曲"SLEEPY"をアップしました！

MySpace、デザインやらなんやら、変更してるのね！まだ慣れないよぉ！


聞いてみてね〜！
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    2010.11.23 Tue 11/23(火)「スカイプ」
    そうそう！スカイプ、登録しました〜！が、誰も友達いません(笑)。

これって、目に見える未来ですよね。


イギリス滞在中、スチュアートと日本にいるナオミさんのスカイプでの会話に割って入ったんですが、その時は自分自身がふわふわしてたもんでリアル感が少なかったですよねー。イギリスにいる時は英語ばっか喋ってましたから。


WAX712という名前でやってます。スチュアートやナオミさんに教えなきゃ〜！で、英語、喋らないと(笑)！あ、クリスは今頃エジプトに旅立ったかなぁ？クリスにも教えなきゃ〜。


最近、英会話、本気で習おうかと思っているWAXでした。









    2010.11.24 Wed 11/24(水)「25曲かぁ」
    今朝は早起き。練習練習。先日造った新曲"sleepy"にシンセの音色をプラス。録音はしてませんが、12/15のライブで披露出来たらいいなぁ。

最近は曲造りに対して、新鮮な気持ちでいれる。頭を柔らかく、イメージがどんどん膨らむ。だから12/15のライブでやりたくなる。曲が多過ぎる。削らなきゃ。うん。贅沢な悩み。新曲はどんどん書きたい。残りの人生、何曲書けるか、わからへんもんね。出来るだけ残しておきたいな、なんて思ったりして。


12/15のライブが終わったら、一度書き溜めた新曲たちを整理したいなぁと思ってる。もう一度ざっとおさらいして、いいとこ取って、練り込んで、出来ればレコーディングしたいなぁ、って。


The Ventzでレコーディングしたのは去年の8月やから、それからの日々、ずっと誰かのレコーディングばっか見てる。もういい加減自分のレコーディングがしたくてタマラナイ。1つの完成形を叩き出したい。


10日ごとの新曲アップデーを始めたのが3月の終わり。もう8ヶ月が経つ。ってことは25曲もなんらかのカタチを残して来ることが出来たってこと。その中から4曲くらいピックアップしてレコーディング。またみんなに聞いてもらえたらな、ってね。


またレコード出したいな。今度はダウンロードカードも付けたいよね。そしたらレコードプレーヤー持ってない人にも聞いてもらえるし、mp3プレーヤーで持ち歩いてもらえるからさ。


2011年。きっといい1年にしてやる。








    2010.11.25 Thu 11/25(木)「スネアの音でこんなにも」
    昨日は急遽、初田さんから連絡あり。

「ドラム、叩かせて〜」


ってことで、じゃあ、鳴菌呼びます？的な流れから、残念ながらA.K.は参加出来なかったけど、僕も合わせた3人でのThe Ventz深夜練習になったのでした！


こういうタイミングの良さ、ええねぇ〜。


で、前回の練習の時と違ったのがスネア。前はグレッチのスネアを使ってはったんですが、今回はラディック。これねぇ、ほん〜まにね、心底好きな音がする！好きな音がするとね、時間が過ぎる。っていうか、過ぎていくことを忘れてしまう。


まずは4曲、プラス1曲。が、完成に向かってます！


よ〜し、この調子で頑張るぞ！


マジで12/15(水)はバリットに来てー！来た方がいいって(笑)！
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    2010.11.27 Sat 11/27(土)「あがる！」
    今日は練習だー！全然寝てなくて、眠くて眠くてしゃーないけど、練習出来るってことにテンション上がるー！







    2010.11.28 Sun 11/28(日)「したいしたいしたい！」
    なかなか良い感じに仕上がって来てます、The Ventz！鳴菌／A.K.との3人で上モノの練習をするつもりが、ドラムの初田さんも合流。計8曲の見通しがつき始めました。12/15、どんなセットリストにしてやろうかなぁ。考えるのが楽しみです！

先日、THE NEATBEATSの真鍋さんと話して、またまたレコーディングしたい願望が上昇。右肩上がりです。やっぱいっぺん真鍋さんのスタジオ、GRAND FROG STUDIOに遊びに行かなければ…。刺激、あり過ぎるやろなぁ。


ああ！ライブしたい！レコーディングしたい！イギリス行きたい！東京にもライブしに行きたい！ウキーッ！
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19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/THE BACK BEAT BRINGERS/sugar'N'spice

11/15〜ぴあ・ローソン・e+・VARIT.で発売中。ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！













    2010.11.29 Mon 11/29(月)「Yes！」
    旧友と呑む！以上！







    2010.11.30 Tue 11/30(火)「え？明日から12月やん！」
    昨日は久々の旧友と呑みました。20歳の頃に組んでたバンド"JOE CLOUDS"のベーシスト。今はすっかり音楽はやらなくなったみたいで、ちょっと寂しい気もしたけど、それはそれで人生。今もこうやって会って話して呑んで楽しいんやから、これは素晴らしいことではないか？と思う。3軒巡ってお会計、35000円也。僕には一銭も支払わせてくれず。ご馳走さまでした〜。ニヤリ(笑)。12/15のライブにも来てくれそう。今の自分を見て欲しい、と思うね。

"JOE CLOUDS"ってあれやね、"JOKE LOUD"みたいやね。ややや、今、パッと思っただけなんですけど。「デカイ声でジョークを飛ばせ！」みたいな。え？本当にそんな意味になるのって？知らないよー(笑)！


周りのいろんなバンドもそれぞれいろんな局面を迎えていて。


そんな話を聞くたびに、JOE CLOUDS／HITMAN STYLE／The Ventzとやって来た自分にも、いろんな局面はあったなぁ〜って思い出す。


でも、今思えば全部、ちっぽけだったなぁって思うことが大半なんよねぇ。当時の自分はもう、どうしていいか、皆目見当もつかなかったのに。


たぶんそれは、今の自分が充実しているからこそ。今の自分に納得しているからこそ。


思い出すのはいっつも過去のことばかり。


だったら今の自分しか過去のことを思い出せないんやから、未来の自分に筋を通すことが一番大事なんちゃうん？って思ってみたりする。


不甲斐ない自分にうんざりしているならば、それはまだ、うんざりさんの渦中にあるってこと。まだまだ、やれる。


嗚呼。帝國を造りたい。オレ帝國。






















笑
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    2010.12.01 Wed 12/1(水)「イタズラゴコロ」
    朝から新曲造ったぜー！また新しい感じのこと、やっちゃった！

考えてみると、10日ごとの新曲アップデーのためのメロディーや歌詞なんかは、メンバーをびっくりさせたいなぁ〜って思って造ってる。イタズラゴコロというのか。


今回のんも、なかなかオモシロイと思うのだ。


明日をお楽しみに〜。
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    2010.12.02 Thu 12/2(木)「ええぃ！」
    今日はバンドの練習だぁ〜！

新曲アップしたのんも聞いてくれ！歌詞にも注目しておくれ！

http://www.myspace.com/theventzmusic/music/songs/I_and_You_12.2.mp3-77268819

NASAの発表は気になるのだ！








    2010.12.03 Fri 12/3(金)「レコードを聞きながら」
    朝まで練習して、さぁ！The Keysのタワレコ限定のベスト盤の発売日だ！ってことで、あんまり眠らず早起きして開店と同時にタワーレコード神戸店に行ったのに、入荷日の昨日、全部完売しちゃったってさ…。やからあれほど「もっとたくさん入荷しぃや〜」って言うたのに…。

聞くのん楽しみにしてたのに、残念…。


音楽を欲してるココロを満たそうと、今、レコード聞いてます。この前神戸の中古レコード屋で見つけた「MAKE HER MINE」のコンピレーションアルバム。あの、ほら。リーバイスのCMで掛かってたモッズなヤツ！他にもTHEMとかLULUとか入ってる。ゴキゲンだぁ！朝から贅沢な気分〜。


●


12/2の新曲「I and YOU」聞いてもらえたかなぁ？A.K.のmoogの音色にインスピレーションを受け、鳴菌と少し前に合わせてたネタと組み合わせる。鳴菌曰くの「ケータイのCMに使われてそうな曲」。どゆ意味？


そこに僕がメロディーと歌詞を付けるのですが、いつもそれは1人、こっそりとやる作業なのです。


今回もいろいろ歌詞やメロディーをコネクリ廻していたのですが、ふと、「イヒヒ。こんなふうにしたらあの2人、どう反応するやろ？」みたいなイタズラゴコロ発生。


そうなんよねぇ。結局、バンドのメンバーが「どう思うのかなぁ？」とか「裏切ってやりたいなぁ！」とかが僕のメロディー／歌詞制作の大きな原動力になっていたりする。


今回の「I and YOU」は大変気に入っている1曲です。ぜひ聞いてみてくださいね〜。


●


そして昨日の深夜は鳴菌／A.K.／初田さんとのバンド練習。A.K.は途中退場でしたが、やっぱこの4人でやる音楽。ええとこ突いていると思うのです。


ただ、もうひとつ高みに向かいたいっ！


昨日はテンポ感を修正。「ライブだぁ！」ってなると、どうしてもテンポが早くなってしまう悪い癖。「イケイケ〜ッ！」ってなってまうんよなぁ。けど、練習を録音してみて出来るだけ客観的に聞いてみると、う〜ん、なんか面白くない〜。


ってことで、クリックに合わせて練習！そんな練習するのん、実に何年ぶりだ(笑)？


内心ドキドキ。若いバンドマンのコらのレコーディングに立ち会って、クリックに合わせたがるのを「いつもやってへんから出来ひんねんや〜」とか偉そうに言うてるもんですから、自分、出来ひんかったらだいぶショックやなぁと思いつつ(笑)。


が。どうしてどうして。出来るやん？フツーに。


当たり前か(笑)。何年音楽やってると思ってるんや。(←不敵に。笑)


いやいや、まぁまぁ、ばっちりクリックに合わせるっていうより、確認です。その程度です。


それからまたそれくらいのテンポでクリックなしで練習したものを録音してみる。そして、聞く。


なるほど。くそっ。まだまだバンドの音楽やない…。


けど、なんか見えた気がするよ。あと2週間もないけど、出来る限り修正して臨みたいライブ。12/15(水)はぜひとも神戸VARIT.に遊びに来てください！ええもん、見せたいと思います！


対バンはTHE BACK BEAT BRINGERSとsugar'N'spice。楽しみ楽しみ〜！


レコードはMANFRED MANに変わっております！
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    2010.12.04 Sat 12/4(土)「ほんまもん」
    グルーヴァーズもジプシーズも最高やった！







    2010.12.05 Sun 12/5(日)「ヒント」
    連日連夜、ヘトヘトになりながら毎日過ごしています。朝からライブハウス、夜は好きなバンドのライブ見て、深夜は打ち上げ、朝まで。もちろんThe Ventzに関する動きにも手は抜かないように。音楽に関する僕のアンテナは、常に何かに反応するように、錆び付かないようにしていたい。

昨日はTHE GROOVERSとROCK'N'ROLL GYPSIESの2マンイベントを神戸VARIT.で組む。10代の頃、唯一憧れた日本のバンドTHE GROOVERS。HITMAN STYLE時代に繋がった関係性が今もこうして続いているからこそ、ROCK'N'ROLL GYPSIESとの2マンを企画出来たようなもの。ほんまもんの強さ、再確認。


その後は打ち上げへ。グルーヴァーズのカズヒコさんと語り合う。なんか久々。ライブハウスの人間として、という関係性もあるけれど、やっぱり「バンドどう？」って聞かれることが嬉しかったり。カズヒコさんに「今日一番の衝撃」と言われる話も披露。そうなんす。守るもの、守りたいことは1つだけ。僕はだから味方になってやるし、そもそもの理由は今も続けている音楽活動にあるんです。ちょっとは見直されたのか(笑)？


僕はいつもグルーヴァーズに「遥かなる」をリクエストする。僕はこのウタを生で聞くといつも湧いて来る、不思議な感情に悩まされる。この歌詞のひとつひとつのフレーズが僕にとって、守り抜くその芯になるものやから。うん。


打ち上げでの花田さんは、本当にカッコよかった。焼酎をあんなにキレイに、美しく呑む人は初めてだ。ジプシーズってバンドだなぁと思う。ライブハウスにいるバンドと、本来の意味で何も変わらない。理由がそこにあって、それを知れただけでも価値ある一夜。


最後にグルーヴァーズのボブさんに言われた一言。


「オマエ、バンドやれ。バンドを」


真っ直ぐに目を見て、こう言われた。ボブさんのこんなに強い眼差しをステージ以外で見たのは初めてやった。僕の中にも葛藤はあり、だからこそここから頑張る。もうひとつ上を目指す。もう限界だって思うこともいっぱいあって、それでもまた強くいたいと思う。それでもうまく立ち振る舞えないこともあって、僕だって相当口惜しい想いも感じてる。5年前、ヒットマンスタイルでグルーヴァーズを神戸に呼んで2マンイベントをした時に強く想ってた決意。今の僕にはなくなってしまったのかな…？ふと寂しくなって、けど振り払おうと思う。ボブさんに助けられた気持ちになった。


深夜3時。ここでお開きか、明日も早い。そう思った瞬間。


ジプシーズのドラマー池畑さんから「一緒に呑みに行きませんか？」とまさかのお誘い。


もちろん断る理由なんてない。そして池畑さん含む7人でバーコードへ。池畑さんの隣の席につく。


ヒットマンスタイルのドラマーゆっこさんの好きなドラマーだったことが池畑さんを知るきっかけだったので、ずっといろいろ話してみたかった。そして感じるカッコよさ。カッコよくないとあかんのや。心底そう感じた。あまりに男前な人やから、だからあんなドラムが叩けるんじゃないかって思う。そして、それにしてもよく呑まれる。一軒目であんなに芋焼酎を呑んではったのに、バーコードに来てからはOLD PARRっていうスコッチを。チェイサーにはアイスコーヒー。僕も池畑さんの呑み方をさせていただく。これはスゴイ。しっかりと酔う。けど頭はスッキリ冴えてゆくのがわかる。それを何杯も、何杯も。


そんな中、いろんな話を聞き、いろんな大事なことを聞いた。それは音楽をする、ライブハウスをする、そんな境界線の見えないくらい、人としての大切なこと。池畑さんが経験されて来たことを僕が透かして見ることなんて到底出来ないけれど、僕の人生に当て嵌めて考えられるようなコトバたちを使って話してくださる。そう。池畑さんは周りへの気配りを一瞬も忘れない方だった。


「もっと練習したい。うまくなりたい。ドラムの側にいつもいたい」


貴重な時間を過ごさせてもらった深夜12時からの5時間。次の日の朝が早いからと言って、生きるヒントを逃さずに済んだ。上出来だ。


またがんばる。
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    2010.12.06 Mon 12/6(月)「怒涛の…。」
    怒涛の6バンド、レコーディングディレクション！朝8時からだぜ。今もまだ、全然終わんない。笑


がんばるのだ。。。







    2010.12.10 Fri 12/10(金)「ピース」
    今日は今から練習です。いよいよ来週、ライブです。頑張ります。

が、今日はライブの練習ではなく、曲造りをするのです。10日ごとに新曲を書かなければならないって勝手に決めたから、もう大変。サボっても誰にも何も怒られたりしないのですが、精神力を持って取り組みたいな、と思う次第であります。ハイ。


この3日間ほど、忙しく目まぐるしくも、非常に楽しい日々を過ごせています。12/8は毎年恒例の神戸レノンナイト。チキンジョージで歌って来ました。今年は「Strawberryfeilds Forever」を歌ったのですが、優勝出来ませんでした。主催者であるふんにゃらさん率いるJFKが優勝。本当に口惜しい。でも最後、みんなで肩組んでイマジン歌って、本当はそんな場面、こっ恥ずかしくって嫌なんですが、なぜかこの日、「悪くないなぁ」なんて思ってしまう始末。これもジョン・レノンマジックか。JFKのゲストボーカリスト、イギリス人パティシエのピーターとも仲良くなれたし、なんだかんだ、こうやって世界が平和になっていけばいいのに、って。


やっぱり音楽ってすごいよね。


万歳。


ピース。








    2010.12.11 Sat 12/11(土)「マジカル」
    昨夜は新曲造り。少し難航。けどやるしかない！1曲、音を合わせてボツ。また違うネタ合わせてボツ。3つ目のネタでようやく兆しが！

こういう時ってマジックが起こるのね、確かに。


ギターのネタから鳴菌がベースラインを作っている間に「ハッ！」(笑)。A.K.がmoogで奇跡の音を出してる！逆回転のようなふわふわしたマジカルワールド。


なんとかネタをProToolsに録音完了。ふぅ。


今晩はそれにメロディーと歌詞を乗っけるのだぁ〜。










来週のライブ、ほんまに楽しみ。ぜひとも我々、The Ventzを楽しみに来てください！
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    2010.12.12 Sun 12/12(日)「Answer」
    12/12の新曲、マイスペースにアップしました。タイトルは"Answer"です。12/8のレノンナイトの印象を歌にしました。毎日刺激を溜め込んで、そして作曲でアウトプット。ええ流れやと思います。

聞いてみてくださいね〜。
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    2010.12.13 Mon 12/13(月)「神戸」
    今日はThe Ventz、バンドで練習です！しっかり練習するぞ〜。

いよいよ明後日！ぜひ神戸VARIT.に遊びに来てください。The Ventz、ライブするのは神戸かイギリスかのどちらかなのだからっ(笑)！


イギリスから帰って来て、今年僕がやりたかったこと。


身近な友人たちにThe Ventzのライブを見て欲しい。楽しんで欲しい。一緒に音楽聞きながら、呑んで笑って語ろうぜ！ってこと。


The Ventzでも、もちろん大阪にだって東京にだって鳥取にだって名古屋にだって行きたいと思ってる。けど、僕らが普段生活している場所が神戸なわけで、今はその神戸で友人たちと夜を明かしたい。身近な友人たちが楽しめるものでなければ、僕らは次へいけない気がしていて。インターネットが普及した今やからこそ、目の前の友人を大切にしたい。そんな想いと共に。


逆行しているように見えて、絶対これは時代への逆行じゃないって確信してる。


ぜひ、ルミナリエの終わる、神戸へ(笑)。
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    2010.12.14 Tue 12/14(火)「！」
    明日はライブ！気合い充分！けど、本当に心底楽しみたい。楽しませたい！







    2010.12.15 Wed 12/15(水)「中毒なんや」
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そして、今日。


The Ventzは結成してから1年間は「イギリスで初ライブを！」を目標に、じっくりじっくり活動して来たバンドやから、もうすぐ結成2年を迎える。


生涯最後のバンドになるような気がしていて、いや、生涯最後のバンドになるとココロのどこかで決めているバンドやから、本当にやりたいことをやりたいようにしたい。誰の風聞にも耳を貸さず、我が道をいきたい。そう決めている。


いつもはとてもまわりの人の意見が気になるから、僕は迷って迷って戸惑って戸惑って、今、生きてる。それでも音楽をすることをヤメられないんやからこれはもう、中毒。毒を食らわば皿まで。ならば、大好きな毒を大好きなまま、僕はいきたい。


僕がThe Ventzを結成した時に思い描いた未来に、今日、突入する。ドラムには僕が今、音楽人として最も信頼出来る初田さんが。


ぜひ今日、遊びに来て欲しい。


「友人と楽しみたい。楽しませたい。」


今年、The Ventzがやるべきことの完成形を、今日、お見せする。
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    2010.12.16 Thu 12/16(木)「セットリスト！」
    あぁ！昨日のライブについてめちゃくちゃ書きたいことがある！けど時間ないっ！

とりあえずセットリストだけ！


1.colours
2.WKG
3.Radar
4.FRiDAY
5.HiFi
6.54
7.oldies' world
8.キタルベキセカイ


ではまた明日！








    2010.12.17 Fri 12/17(金)「ライブレポ的な」
    12/15、神戸VARIT.までThe Ventzを見に来てくれたみんな、THE BACK BEAT BRINGERS、sugar'N'spiceのメンバー、ほんまにありがとう！

これはかなり興奮する内容のライブだったと、自分でも思う。


ライブやる何週間も前から、日増しに高まる期待と緊張感。だって約2年の月日を掛けて、この日ステージに立つんやから。


いろいろあってヨカッタ。バンドとしての存続すら難しかったこともたくさんあって、それでも続けて来れてヨカッタ。鳴菌、A.K.、初田さん。このメンバーでライブが出来てヨカッタ。


●


SEはイギリスに行った時、ロンドン、カムデンタウンにあるライブハウス、Barflyでたまたまライブを見て一瞬で虜になったインディーバンド「The Wutars」。The Ventzの日本のライブは、いつもこの曲が始まりを告げる。


バンドが定位置につき、ひと呼吸。ドラマーの初田さんのカウントでライブは始まった。


1曲目は"colours"。レコーディングされたものと比べてライブではテンポが早くなりがちだった曲を、今回はじっくり落とし込む。ヴァースとコーラス部分で入れ替わるmoogとオルガンが心地よい。ミドルのインスト部分の6拍子が明けた後、ドラムが攻める。ちょっとこれは想定外(笑)。「ならば！」と火が付く、オレ。


間髪入れず2曲目は"WKG"。曲を書いた時にはなかったオルガンが隙間を埋める。シャッフルのビートに対するアプローチも変更し、ミドルに変拍子も加えたバージョンで臨む。


3曲目も「どんどんいくぞー！」ってことで"Radar"。この曲って初田さん曰く、キャッチーなんだそうだ(笑)。本人はあまり意識していないけど、終演後この曲の音源がないですか？と声を掛けられた。


そして"FRiDAY"。実は練習で一番テンポ感に迷うウタだったのかも知れないなぁ。そもそも鳴菌と僕の間で感じ方が違うのが問題だ(笑)。でもこの日、今までの練習と比べても一番しっくり来たテイクだったのではないかな？


ここまでが一区切り。一気に4曲。ステージから見てると、最初戸惑いも感じられた客席がどんどん開放されていくのがわかる。カラダの揺れが大きくなってゆく。やっぱり僕は音楽のチカラを信じていたくて、確かな演奏力を持って、委ねられる音楽をしたいと思う。ロックンロールジプシーズのドラマー池畑氏と話せたことも大きいのかも知れないなぁ。そう。「ドラマーには少しだけ責任があってね」という部分。僕はボーカリストであり、ギタリストやから、カッコよくないとダメなんやけど、バンドのリーダーであって、僕が歌ったりギター弾いたりするためには、それなりのリクエストもあるってこと。ぶっ飛ばした4曲ではあるけれど、単純にぶっ飛ばしたわけではない、と言いたい(笑)！ステージの空気の色と客席の空気の色を混ぜ込んで、ココにしか有り得ない色を造る。そんなイメージがどんどんみんなと共有出来るのを感じたし、そうそう！オレがずっとやって来たのは、やりたかったのはこんな感じだった！って気付く。


ここでお得意の(？)長い喋りを披露しようかと思ったんやけど、やめた(笑)。


なんか盛り上がってしまっていてね、喋りたい気分より音楽やりたい気分が上回った。興奮状態やったんやろう。


続く5曲目は"HiFi"。「せーのっ」で始めたい曲なのだ。イメージは坂本龍馬。当初なかった裏メロをmoogでなぞる。"WKG"とはまた違ったアプローチでシャッフルビートを攻める。


そして一気に"54"。イントロのギターを始めた瞬間、歓声が上がるのが聞こえる。これはThe Ventzにとって一番思い入れのあるウタに違いない。ギター／ベース／ドラムというトリオバンド"HITMAN STYLE"に人生を費やして来た鳴菌と僕が、新鮮に感じる音、オルガン。2008年の1月16日、僕と鳴菌がまたバンドを始めようと初めて集まった時に出来た曲。偶然にもその日、A.K.と鳴菌は初対面を果している。まさかそのA.K.がオルガンを担当するとは。そんな想いが頭をよぎる。シンプルなビート。シンプルなギター。シンプルなオルガン。そしてそれは、とびきりのダンスチューン。


7曲目には"oldies' world"。"54"でヒートアップした熱を、ある意味「冷ます」ダンスチューン。僕なりの先人たちへのリスペクトソング。「転がる石 キミは誰？ カブトムシ 小さな顔 捻くれ」わかるかな(笑)？


そして最後は"キタルベキセカイ"。全身全霊を傾けて向き合いたい。もう何が何だか、覚えていない。


楽屋になだれ込む僕ら4人。疲労困憊。久しぶりやった。そうやった、ライブってこれくらい疲れるもんやった。


アンコール。サンキュー。ここで僕は失態をおかしてしまう。「WAXー！！！」と声を掛けられ両手vvで応えてしまう…(苦笑)。「えぇ〜」と会場。ま、とあるお客さん曰く、この時が会場全員のココロがひとつになった瞬間らしい…。


ま、ええやないか。少しだけ音合わせをしたビートルズの"she said  she said"。ジョンを気取れただろうか(笑)？


もう1曲、"54"の再演。初田さんはアンコールで2曲やるなんて予想していなかったみたいやけど(笑)。


バリットがぐわんぐわんしてた。


●


ライブ後、本当にたくさんのメールやメッセージもいただいた。ライブが良かったんやろうと思う。嬉しい。


今年、目の前のお客さん＝友人をしっかり楽しませる。それを目指して頑張って来たんやけど、達成出来たんやないかな？って思う。


イギリス行って音楽と生活の関わりようを肌で感じて、「やっぱり違う」って感じてた。イギリス人と日本人は、根本的に違うって。じゃあ違うものを同じにしようってんではなくて、違うなら違うなりに、パーティーのやり方ってあるんちゃうん？って。そんな解きたい疑問をThe Ventzは解いてみたいって思いながら1年間やって来た。


もちろん知らない人に見てもらいたい、楽しんでもらいたいけど、まずは身近な友人たち、足を運んでライブに遊びに来てくれる友人たちが楽しめるのかなぁって。


みんな、楽しめたよね？？？


今年のThe Ventzのライブは終わった。次は来年。同じ布陣で臨みます。2011年2月16日(水)に神戸VARIT.にて。本当にまたぜひ遊びに来て欲しい。来年からは、もっと知らない人にも遊びに来てもらえるようになってみたい。そのためにどうするか。2ヶ月も間隔があくけれど、2ヶ月しかないって感覚もある。


やれること、やりたい。やりたいこと、やりたい。全部やって次回のライブに臨みたい。


今日、またメンバーと会うことになると思う。そして計画を立てるつもり。


僕のライブを見て人生が変わったっていう旧知の後輩がいる。嬉しいねん。本当に。伝えているのは音楽。そやけど、音楽以外にも伝わっていることがあるんや。


こちらこそ、ありがとう。最高や。










※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY...

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/
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    2010.12.18 Sat 12/18(土)「ノンアルコール純ミーティング」
    ドキドキするようなミーティング、終了〜。いやはや。充実。

今日は鳴菌、A.K.と僕の3人でバンドミーティングでした。アルコールの一切入らない、純ミーティング(笑)。やりたいことをやれたライブの後、次にどんなことをしたいのか、もっと話したい。

まずは先日のライブDVDを3人で鑑賞。

…。

ひ、ひ、ひ、ひどい…(笑)。

いやいやいや。ええとこももちろん発見出来るし、見てておもろいライブやったけど、これでは満足出来ひん…。もっと。もっと！もっと！！！

自分に対して思うことがいっぱいあったのだ。何よりもっと歌って欲しい！テンションのコントロールと技術力が比例していない！テンポ感もやってる側と聞いてる側で随分違いそうやし！

ああああ。くそー！悔しい！

バンド内のWAXもこれ、忙し過ぎだろ！？お客さんに対しても、バンドに対しても、1人で頑張ってしまっているよ！バンドやったらその辺、もっと分担するとかさぁ！

本編の8曲中、一番しっくり来たのが4曲目のFRiDAY。そこに持って来るまでジワジワし過ぎやし、それ以降、コナレて来ているせいか、段々雑になってるし！

おほん。

少し取り乱しそうになっていますが、いや、無事です。間違いなく、おもしろいライブではありますから。

ただね、想像以上にノビシロを発見。こんなんじゃ、間違いなく2/16のライブ、良くなってしまうよ(笑)！





3人で一緒にDVDを見れたのは価値があったなぁ。いろんな意見の交換が出来た。こりゃあ2月のライブ、3倍くらいええのんが出来そうや！






それから、その2月までのスケジュールの計画を立てる。

うんうん。そう、レコーディングしようと思ってます。初田さんと一緒にね！

じゃあ、どの曲をいつ、どんな形でリリースしようか、考えた！いろいろやりたいこと、3人の会話の中でたくさん出て来て、もうすでに夢中です(笑)！

いいアイデア、たくさん。

そんな中、鳴菌が今年一番のアイデアを出してしまいました(笑)！

よっしゃー！せっせと編曲作業じゃわい。

また初田さんに報告と相談や。絶対おもろがってくれると思うねん。






ほんまに今日のミーティングは意義があった！

ライブの反省と今後への希望。The Ventzってこんなに意見の出るバンドやったっけ？？？嬉しくってしょうがない！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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    2010.12.19 Sun 12/19(日)「解体と構築を！」
    少し体調が悪い…？

にしても。新しいThe Ventzの計画で、頭の中がいっぱいだぁ！！！

今年3月から10日ごとに造り溜めて来た新曲ちゃんたちを、繰り返し繰り返し聞いている。そしてビートルズのホワイトアルバムを聞きまくっている。

あぁ。そういえば、エリオットスミス、聴き直したいなぁ。手元に見当たらないのは何故だ…。

もういっぺん、The Ventzの新曲ちゃんたちを解体し、構築したい！

あー！ワクワクするぜ！








    2010.12.20 Mon 12/20(月)「道中」
    今日は朝から大阪へ〜。YULOのイベント見て、さっき神戸に帰って来た！

道中ずっとiPhoneでThe Ventzの2010年の新曲シリーズを27曲、シャッフルで聞く。う〜む。興味深い曲もあるのねぇ(笑)。


イメージは膨らむばかり。


今からProTools触ろうっと。明日は「トイレの神様」のドラマ撮影が朝7時からあるというのに…(笑)。








    2010.12.21 Tue 12/21(火)「いぇい！」
    うへ！とうとうやっちまった！いや、またやっちまった！







    2010.12.22 Wed 12/22(水)「設計図」
    昨夜はナルキンと2人で作業。


あ、言い忘れてた。3月から10日ごとに作り続けて来た新曲シリーズ、先日のライブをもって、一旦お休みします。全部で27曲。うん、頑張ったよ。


昨日ナルキンとしていたのは、来年にレコーディングしてリリースしたいなぁ、と考えている新作の編曲作業。27曲を総ざらえ。


発表したい形は決まっていて、これが非常におもしろいことで、The Ventzの今年の流れにうまく乗っかったもんやと思うんよなぁー！


また後日、紹介しますね！


その取っ掛かりになりそうな手探りの作業でしたが、PCってほんまに便利！


まずはこうやって設計図を書くことから始めマス！


さてさて、どうなりますか！乞うご期待！







    2010.12.23 Thu 12/23(木)「切ったり貼ったり」
    いろいろ試行錯誤しながらProTools触っております。ぐふふ。頭の中にある音のアイデアを、実際に聞くことが出来るように具現化していく作業に、ココロ奪われております。

ビートルズもテープを切ったり貼ったりしてたんやもんなぁ。それと同じような作業がこんなに手軽に出来るなんて…。


ってことは、もっともっとアイデア勝負ってことですよね！頑張ります！


で。


この設計図を書き上げたら、今度はPCではなく、テープに録音してみたいなぁと思うのです。自分でも厄介なヤツだと思うのですが(笑)。


最近、自分が何を好きなのか。周りにどう思われようが押し通す勇気が一番大切だなぁと思う次第。


改めてソロでリリースしたレコード聞いてみて、そう思うのです。あれ、全部カセットMTRでレコーディングしてるもんね。馬鹿げてる(笑)。


さぁ。年末の忙しい中、2011年の新作のための準備、頑張るぞ！
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    2010.12.24 Fri 12/24(金)「音マミレ」
    今日から年末まで怒濤の日々が続く…。文字通り、音マミレ。

年末、ライブしたかったなぁ。


今日は弟の誕生日。いくつになっても弟は弟。そして毎年変わらず、弟の誕生日はクリスマスイブ。


おめでとー。アンド。メリークリスマス。
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    2010.12.25 Sat 12/25(土)「バリッコ」
    昨日は神戸のThe Audiosの主催イベントをみる。ある意味、The Audiosの2010年の結果を出せたライブやったんちゃうかな。思えば去年の年末、こいつらと呑みに行ってから、今年はさんざん一緒に呑んだもんだ。付き合い過ぎ、お金、使い過ぎ(笑)。

（ああ、そういえば「The Ventzと一緒にライブしたい！」ってテンション上がってくれるのも嬉しいもんや。）

でも、おかげで色々話も出来たし、僕の頭の中のコンセプトをバンドと共有することも出来た。だからこそ、9月にエンジニアに初田さんを迎えてレコーディングしたものに、筋が通ったのだ。だからこそ、その作品をキッカケに繋がるところ、繋がって来たんだ。


ずっと使ってたVOXのAC30も、今はThe Audiosが使ってる。売りつけてやった(笑)。


その音が、作品とヤツらのライブを結ぶ。


今やヒットチャートを賑わせるWEAVERと一緒にやって来たこと。12月にタワーレコード限定のベストアルバムで全国デビューしたThe Keysと一緒にやって来たこと。それよりも、もっともっと具体的に立ち入っちゃってるね(笑)。


他にも僕には仲間と呼べるようなバンドがたくさん。その中でも秘蔵中の秘蔵っコ。秘蔵過ぎて今はまだ誰にも見えてない(笑)？かも知れないTHE BACK BEAT BRINGERS然り。（こいつらだけは何とかしたい！笑）


他にもたーくさん神戸VARIT.には何とかしたい、あるいは、何とかなるバンドがいるのだ。


みんなが僕に下心なく懐いてくれればくれるほど、僕には見える何かがあって。


あぁ。こんな仕事じゃないようなことが仕事になるんだなぁって思った2010年。あ、これを新しい別仕事にしようかしらん(笑)。（ポールもプロデュース業、やってたもんねー？）


なんとなく、2010年のライブハウス側の僕の総括みたいな日記になっちゃったけれど…(笑)。


2011年のThe Audiosは、かなり要注意バンドになるハズ。ぜひまだ若干20歳のバンドやけれど、注目してみてくださいな。









    2010.12.26 Sun 12/26(日)「てろんてろん」
    トロトロにトロケてしまいそうです…WAXです。ごきげんよう？

てろんてろんですわ、て・つ・や・あ・け・は！


朝早く起きてオール。3時間の休憩の後、またオール。3時間の気絶の後、今に至る。みたいな。。。


が、トロケそうなだけ、てろんてろんなだけで、ワタクシ、すこぶる元気！


なんか、バンドメンバーといっぱい喋りたい衝動に駆られている、なう。です。


このテンション、どこへ持っていこうか！オークションか！


…。


笑


はい。欲しいもん、いっぱいあり過ぎぃ〜！


オレのところにはサンタさん来なかったな。三田さん。












    2010.12.27 Mon 12/27(月)「MySpace」
    メンバーにちょこちょこ音源をファイル転送サービスで送るんですが、やっぱりその反応が来るとテンションが上がります。


来年にリリースしたい新作のコンセプト。コトバで説明するより、音で表現する方が手っ取り早いので！


今年、本当にたくさんの曲を形に出来ていてよかった。中には、というか、ほとんどの新曲に100パーセントの納得は出来ていないものの、10日ごとっていう制約の中、なかなか面白い試みをしているなぁーって、過去の自分たちに感心してしまいます。100パーセントの納得でなければネットにアップしちゃダメだろーって言われたこともあるし、そうなのかも？って思うのも事実なんですが、この年末にこうして2010年の自分に自信を持てるのは、とても心地良いものです。


今一度、MySpaceにアップしている僕らの曲、聞いてみて？聞いてくれると嬉しいな。


2011年、今から

ワクワクするぜ！







    2010.12.28 Tue 12/28(火)「フィギュア8」
    エリオット・スミスを久しぶりにやーっと聞けました！「フィギュア8」が大好きなのです。聞いた瞬間「アビーロードをジョンが造ったみたい！」って感じたアルバム。今聞いてもそう感じるなぁ。最近タワーレコードにベスト盤が並んでいたのですが、「ホワイトアルバムの質感」的なコメント書いてありましたが、僕にとってはアビーロード。うん。

で、ドラマーのピート・トーマスがいい！


最近ドラムを手伝ってもらっている初田さんも大好きなドラマーで、僕もほんまに大好きなドラマー！エルビス・コステロのアトラクションズのドラマーで、しかも娘が最近の僕のお気に入りのバンド「THE LIKE」のドラマーなんやって！


「THE LIKE」、歌の感じもめっちゃ好きなんやけど、ドラムが特に僕は大好きで。


で、初田さんに貸したんですよね。「このバンド、めっちゃええから聞いてみてくださいよー。こんなドラマー、大好きなんです。なんなんですかね？」って。


で、クレジットを初田さんが見て、その名前に見覚えがあるって言うわけ。


「アトラクションズのピート・トーマスの娘ちゃうか？？？」


ウィキペディアで調べる僕。


「！！！」


ほんまや〜！すげぇ！繋がった！


僕が大好きだと思うドラマーが、大好きなドラマーの娘だってことにもびっくりですが、それを名前だけでずばり見抜いてしまう初田さんにもびっくり(笑)！


そんなドラマーが叩いているエリオット・スミス「フィギュア8」に、来年レコーディングしたい作品はちょっと触発される部分があったりして！
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    2010.12.29 Wed 12/29(水)「ライブ」
    うわー。年末やんー！

昨日のバリットのライブ、おもろかった。バカばっか。バッカばか(笑)。


これやからライブって病み付きになるよねー。


12月に入ってヘロヘロな毎日やけど、あと少し。がんばりたい！
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    2010.12.30 Thu 12/30(木)「ハッピーマン」
    今日も楽しい一日が始まる！The Keysが東京からやって来るぞ〜！

バリットは本日が最終公演日。あぁーThe Ventzも出たかったなぁ。


大好きなバリットでライブが出来る。見れる。今年も大変楽しかったのです。


この前、NON FICTION WORDZのボーカル、外国人のケントのお父さんがバリットにライブを見に来てたんですが、僕もバンドやってるって聞いてこんなふうに言ってた。


「あなた、ハッピーマンねぇ！自分のバンドで楽しんで、毎日仕事がライブハウスで音楽聞いて、毎日音楽。サイコー。ワタシた〜くさん日本人の友達いるけど、みんな毎日忙しい忙しい、仕事楽しくない、つらそう。けど、あなた、ちがう。あなた、ワタシの知ってる日本人の中で、一番ハッピーマン！」


2010年。まさにケントのお父さんが締めてくれた！って感じ。


僕はハッピーマンなのかも？


よ〜し！今日もハッピーハッピー！
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    2010.12.31 Fri 12/31(金)「The Ventz2011年に向けて」
    2010年が終わります。今年は激動の一年やったなぁ。

2月の渡英直前の1月、鳴菌まさかの脱退！それでも長年の夢、イギリスでライブを実現させるべく、2月に渡英。そして大成功。いろんな人たちの協力で僕はひとつの夢を叶えることが出来た。イギリスというロックの帝国でのライブハウスシーンを垣間見ることも出来たし、また絶対帰って来ようと誓う。

日本に帰って来てからは10日ごとに新曲を書く！という目標を掲げ、実行している。2ヶ月に1度の神戸でのライブは毎回、意味を持つものになってる。

が、6月のライブでA.K.が脱退。同時に鳴菌、復帰。

そしたら僕が日本で一番大好きなライブハウス、神戸VARIT.を任されることになっちゃった。

イギリスからミュージシャン仲間のスチュアートが来日するってんで、イレギュラーになっちゃった8月、9月、10月のライブはシンセ不在のまま。

が、11月の中旬にA.K.復帰。12月のライブは僕らが結成当初に目論んだカタチでの、「初めての」ライブになりました。しかもドラマーには、僕が今最も信頼出来る音楽人、初田さん。

2010年をThe Ventz、ベストの形で終えられて良かった。本当に嬉しい。

2011年に僕らThe Ventzがやりたいことは、すでに決まっている。鳴菌、A.K.とのミーティングも進行中。2010年にやったことが種を蒔いたことになってるってのがいい！

早く練習したいなぁ。

最近はだからこそなのか、音楽をとてもよく聞いている。そしたらまた、発見が多くて楽しい。

このブログを見てくれているみなさん。

本当にありがとう。

来年、またおもしろいことやりますんで、The Ventzを応援していてください！








    2011.01.01 Sat 1/1(土)「僕の初夢＝The Ventzの初夢」
    一年の計は元旦にあり！

ってことですが、ココ最近、毎日計画を練ってる気がするなぁ。WAXです。改めまして、あけましておめでとうございます！

それにしても今、僕の頭の中は少々ザワツイテいるのです。

年末は正直言って、ライブハウスのことでカラダがいっぱいいっぱいやったけど、常に頭の中はThe Ventzの行く末を模索していて、実はちょっと楽しかったりする。端から見れば変なんだろうな(笑)。

というのも、最近ちょこちょこ匂わせたりしていたんですが、年末になって鳴菌が2010年、一番のアイデアを出してしまいましてね！このアイデアに僕はずっと興奮しっ放しなのですっ！

体調が悪いにも関わらず、アイデアの出た次の日だったかな？鳴菌を呼び出し、PC上で切り貼り切り貼り。

んでから、A.K.にはコトバで語るより音で聞いてもらった方が早い！と判断し、実行。それを聞いたA.K.からの反応も素晴らしくテンションの上がる内容だったり。

ってことで、音楽上の設計図なるものを今、僕は頭の中で書き上げようとしているのですっ！

何の設計図か？って？

元旦やからね、こっそり言っちゃおう。

The Ventz、2011年はまた新たにレコーディング作品をリリースします！どんな作品か？うんうん！いい質問！（誰も質問してないか！笑）

2010年、イギリスから帰って来たThe Ventzは、27曲の新曲を書いたのですが、どれもこれも、本当に納得いくカタチまで落とし込めたわけではありませんでした。もちろんそれらの中から、数曲、本当に完成に導きたいと思える楽曲も数曲あるんですが、ここで出た！鳴菌、2010年最高のヒラメキが！

おほん。

我々、The Ventz。それらの楽曲を使って、ザ・ビートルズ「アビーロード」のB面メドレーに対抗しますっ！

あ！あ〜あ！言っちゃった！言っちゃった！

おほん。落ち着け、落ち着け、オレ様よ。

もうね、なんだかドキドキソワソワするのよ、この計画には！

2009年の1月に結成して、すったもんだはあったけど、約1年掛けて2010年の2月に初ライブをイギリスですることが出来た。でさ、アビーロードスタジオ前まで行って、横断歩道渡ってさ、けど、なんか物足りなくって…。ファンとしてオレはココに立ちたいわけやないんや。だからココに、みんなと同じようにアビーロードの壁に落書きをするわけにはいかない。畏れ多くも、ビートルズに対抗したくってビートルズが大好きなんや。だからずっと飛行機にも乗らんかったし、イギリスで初ライブをしたのも、全部自分に落とし前を付けるためやったんや。

イギリスという国に対する憧れを、きちんと体感したからこそ、日本に帰って来てから僕らは、ほんの数えるほどしかライブをしなかったし、その代わり、目の前のお客さんたちを心底楽しませたいと思って、それが僕がイギリスに行って音楽をやったことに対する、まず1問目の答えやったんです。

そんな「ライブ」と並行して頑張ったのが、「10日ごとに新曲を必ず書く、必ずウェブにアップする」という行為。

途中、本当に諦めたかったし、投げ出したかった。だって、そんなに歌詞って、出来ひんて(笑)。

それでも、「コトバ遊びに重きを置くこと」で大量生産を実行して来たのは、やっぱりイギリスに行って日本語で歌うことに誇りを持てたから。そしてまた、イギリスに行って日本語で歌いたいからなんです。

「リズム」

もう何年もウタ、書いてますけど、これほどまでに「リズム」に関して考えたことはなかったなぁ。「内容」に関してはどうでもいい感じになってますけど(笑)。

2010年に書いた曲、27曲。時に批判もあるんですよね。あ。嬉しい批判ね、これは。

だって、ちゃんと書き切ってないもん。自分で言うのも何やけど…。

でも、それでも前進あるのみ。1曲書き終わってMySpaceにアップしたら、すぐに次の曲に取り掛からなくちゃいけない。振り返ってる時間なんて、なかった。

で、よ！

ココよ、ココ！

鳴菌と付き合って来て、一番のアイデアはココ！

「じゃぁ、ビートルズ、好きなんだし、その27曲のいいトコ繋げてアビーロードみたいなメドレー造ったらいいんじゃないっすか？」

A.K.と3人でミーティングしてたんですが、その時のオレの興奮っぷりは半端じゃなかったんじゃないかな(笑)？

まぁ、ともかく、善は急げってことで、とにかくその27曲を繰り返し聞き返しまくって構想を練る。新たにレコーディングし直す前に、それらのデモを切って切って切りまくって、iPodでシャッフル！そしたら新しい発見もあるもんで、じゃぁ繋ぎ合わせてみよう！ってことで、27曲の内、10曲分くらいを使って、15分ほどのメドレーを試作してみる。それに対するA.K.の反応も嬉しくってさ(笑)。やはりメンバーの期待を超えるものを提示出来た時って本当に嬉しいのです！

で、そうなると音の質感にもこだわって当然でしょ！ってことで、アビーロードを繰り返し聞いては、今度はホワイトアルバム。ポール・マッカートニーのソロもメドレーらしき部分があったぞ！と聞き直しては、エリオット・スミス聴いたりね。そしたらレコーディングのエンジニアリングに関するアイデアまで出て来てしまうもんで、こういう定位にしたいなーとか、ビートルズのリマスター盤、モノ・ステレオも聞き返しまくり！

だからこそ、手に入れたい機材。おぉ、実はここ半年で手に入れてるヴィンテージのマイクやアンプやコンプが活きて来るではないか！

しかも初田さんがドラマーとして、レコーディングエンジニアとして、味方についてくれてるぞ！と来たもんだ。

この「一直線」になる様が、本当に僕をドキドキさせた！

12月後半、本当に体調は悪かったけれど、一度もダウンしなかったのはこれくらい僕の頭の中が煮えたぎっていたからさ(笑)！

これをね、The Ventzは4月にリリースしたいと思ってる。2月に決まっているライブの次のライブがレコ発になると思う。

「どんなカタチでリリースするのか？」

もすでにメンバーと意見の交換済みだ。

イエス！The Ventzはやっぱりアナログだ。また7インチのレコードに4曲を入れるつもりです！しかも今度は、CDも封入するつもり。そのCDの中にボーナストラックとして、渾身のメドレーを収録したいなぁとボンヤリ考えてる。

これが余りにもいい出来だったら、12インチにしちゃうかもね！もちろんB面にメドレー！

楽器もねぇ、いろいろ使いたい。思い返せば12弦ギターやガットギター、そしてエレキシタールなんかも手に入れてあるんやもん。僕のすべての音楽人生を賭ける制作活動が、またしても出来そうだ！

で、7月にはイギリス、行きたいなぁ。去年ダメだったHitchinで行なわれるROTWに出演したい！うまくいけばアビーロードでライブレコーディングなんかもしたい！

そのあたりのeメール、もう一度ちゃんとしなくっちゃ！去年、出来うる限りの手は打ってあるもん。






書き出したら止まらない、僕の初夢。

どれくらい実現出来るか？なんてわからへんけど、こんなことを思い付ける位置にいることが嬉しい。

思い立ったが吉日。

今はクラシック音楽を今の僕の視点で聞いてみたいと思っています。

みんな！2011年のThe Ventzにも期待していておくれ！初夢、絶対叶えるぞ！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。

http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.


「Forever Wednesday!!!」




open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)

19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY...

ご予約はこちら！




http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！













    2011.01.02 Sun 1/2(日)「漫画とクラシック」
    漫画「僕はビートルズ」の1巻2巻を読む。…。むむむ。おもしろい。SFだ…(笑)。

で、ドヴォルザークの「新世界より」を拝聴。確かこれは中学1年生の時に買った、生まれて初めてのCDだったはず。なぜかビートルズは2500円もするカセットテープで買ってたのだ…。










    2011.01.03 Mon 1/3(月)「初練習」
    さて。今から新年一発目のThe Ventz練習です。いろいろ録って試してみたいなぁ。アイデアはある。メンバーのアイデアも織り込んで、ちょっとカッコいい音ってのを探ってみたい。

早く来ないかな〜。








    2011.01.04 Tue 1/4(火)「メドレー、早くも壁(笑)」
    昨夜はThe Ventz、2011年、練習初め。朝まで頑張りましたよ。うん。

やはりメドレーを造るのは難しい…。難し過ぎる…。ナメてた…。


曲もたくさんあるし、アイデアもいっぱいある。でも、それを繋げていくだけなら、それはDJのようなもの。メドレー制作に少し踏み込んでみて、それに気付いたThe Ventzの3人。う〜ん。違うんだ。違うのだ…。


で、3人、頭突き合わせて、悩む。悩む。悩む。


メドレーというものを、もう一度、3人で聞いてみる。もちろん、ビートルズ「アビーロードB面」。B面メドレーっていうくらいやから、やっぱり"Here Comes The Sun"から。なるほど。こういう雰囲気から導入かぁ。あぁ、なるほど。虫の鳴き声のSEでこう繋ぐかぁ。ふむふむ。ベースの音色をここで変えるんやな？繋ぎの曲終わりはこんなふうに変拍子ね。おぉ、上げるねぇ！おっと！ここでキタねー！聞かせるねぇ！そしてココで前半に出て来たフレーズを違う楽器で聞かすのね！ほぉほぉグイグイいくね！うわぁ！クライマックスに向かうぅ！うわぁ！！！！！


ふぅ…。や・ば・い…。


落ち込みますわ。落ち込み過ぎて笑けてくる(笑)。


でも、とにかく造らないと！前に進まないと！


自分たちにとっての最高のメドレーとは？


パワーのある楽曲を、聞かせたいところ、聞かせたい場面で聞かせたい。「あの曲聞くなら、その前の曲から聞きたい」そんなふうに思わせたい！グイグイ聞く人を引きずり込んでいきたい！


少しメンバー間の意見の食い違いもあったけど、だからこそ前進出来たって感じることもあるよな？4月リリースのためには、本当に時間がないっ！


ってことで、今朝も早起きしてしまう…。だって寝ながらでも考えてまうねんもん(笑)。


そして12弦ギターをオーバーダビング完了。3曲の歌入れも完了。ふぅ。疲れたぁ〜！でも充実してる！


で、昨日から使い始めたUREI LA-4のヴィンテージコンプレッサー。全然使い方マスターしてないから、どんどん活用してもっともっとカッコいい音、録るぞ！


[image: ]
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    2011.01.05 Wed 1/5(水)「チャリライド再開」
    新年、チャリライド、再開ですっ！

が、自分のマウンテンバイク、三宮に置いているからかイタズラばかりされてしまって、サドルは切られるしパンクさせられるわ、あげくブレーキは壊されるわで、パンク直してもなんと歩行速度と同じくらいのスピードでしか走れないのです。


「そういえばバリット用に折りたたみ式のオシャレな自転車あったやん？」


ってことで、強引に奪取(笑)。快適に自転車の速度で走れます！


ただ、サスペンションが悪いのか、ケツ、痛いんですが…。


ともかく、今年はもうちょい体力を回復したいなぁ〜なんて思ってます。しっかり歌うためにもね！へばってる場合じゃない！


今朝も全速力でチャリライド。んでから、兼ねてからの懸案である楽曲に歌入れ。2010年に造った"get it on"って曲なんやけど、いまいちメロも歌詞も気に入らなかったので大改造したいな、と。


う〜ん、う〜ん、と唸りながらの作詞と歌入れ。


…。


とりあえず歌を入れてみたものの、変なん、出来ちゃった…。


これはないよなぁ…。と思ってしまい、メンバーに聞かせるのも憚られる始末。一応自分用にバウンスして、iPhoneに入れて聞き直してみようと思いますが、カラオケバージョンもバウンス。メンバーにはこれと他歌入りの3曲を送信完了。


難航するなぁと思ってたから難航したのか？


残念！


ま、しゃーない。またがんばろーっと。
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    2011.01.06 Thu 1/6(木)「待ち人、来ず」
    塩バターチキンバーガーが食べたい…。えぇ。あのモスバーガーのキャンペーン中のヤツ。塩でバターでチキンでバーガーやからね。そしてあの写真に写っているチキンの上に乗っているものは何なのか？知りたい…。ポテト？まさかゴボウ？

が、食べたい食べたいと思っていても、いざ！って時にはキャンペーン、終わってるんやろうなぁ。いつものパターンです。


●


昨日はもしかしたらドラマーの初田さんと、今年のいろんなことについてミーティング出来るかも…ってことでずっと三宮に待機してたんですが、何度電話掛けても繋がらない。忙しいのかな？と思い待つこと3時間。夜中の2時に諦めて帰ってしまいました。。。


今朝初田さんから電話掛かって来たんですが、年末にケータイを水没させたらしく、電源が切れたりして調子悪いそう。そら、そーですわ(笑)！


ま、今日、会えることになりそうです。


そう！だからね、京都のThe Pantrysのアリオとセイリュウの誕生日パーティーに行けない…。行く気満々で、THE BACK BEAT BRINGERSのワラシナと「ちょっと遅れて行こうぜ？」って言うてたんですが、すまぬ！アリオ、セイリュウ！絶対今度埋め合わせするから！












    2011.01.07 Fri 1/7(金)「The Ventz 新年会」
    毎日チャリライドしてますと、偶然久しぶりの友に会うのです。昨日は東京での清掃バイトで知り合って、現在はインテリアデザインの会社を起こしているキンくん。今日はTHE MOVICという僕が大好きだったバンドのボーカル福崎。少し立ち話をする程度ですが、なんか楽しいな。こんなん、好き。

●


昨夜は初田さんとの念願のミーティング(笑)。一昨日は待ち続けましたからねぇ。


ってことで、「どうせなら鳴菌にもA.K.にも声掛けて一杯いきますかぁ〜！」ってことで22時半三宮集合。急遽、鳥貴族にて「The Ventz 新年会」と相成りました〜。


いやぁ〜、喋った喋った。今年、こんなことしたい！あんなことしたい！って話せるだけ話した！話したった(笑)！


The Ventzのレコーディングの件を中心に、ほんまいろんなこと、喋って来ました。そういえば、こうやって4人でじっくりワイワイ喋ることが初めてだったのでは？12/15のライブ前はみんな忙しかったし、メンバー間のコミュニケーションっていうよりも、まず曲を練習することで精一杯。でも、一本ライブやってしばらく経って、そしてこうやって話し合って語り合って、今年、やりたいことを見据えた上で2月のライブを迎え、そしてレコーディングっていう流れは、とてもイイと思います！


特にレコーディングに関しては、ドラマーとしての初田さんの他に、普段若いバンドたちをレコーディングしている僕のパートナー／エンジニアとしての初田さんもいるわけです。心強い。今回の作品は「初田エンジニアリング」と「WAXエンジニアリング」を同居させてみるのも面白いやん？的発想もあって、それを4曲ずつ録ろうと思ってたりするのですが、目指す音像の話をしていると、やっぱり結局同じところに落ち着くのがおもしろい。


昨日はLo-FiとHi-Fiについての認識に関することを。汚く録るのがLo-Fiではないんちゃうかなぁ？って思っていて、その認識が初田さんと噛み合っていて良かった(笑)。


なんか、ほんまにいろいろ試せそうでウキウキしてます！


よ〜し、今日はまた3人で練習です！曲の設計図をまずは3人で描きたい。


2011年、素晴らしいスタートです！
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    2011.01.08 Sat 1/8(土)「ヒューズ」
    新年、少々飛ばし過ぎかな(笑)？昨日は鳴菌、A.K.と3人で練習でした。

昨日はそれまでより少し広い視野でメドレーというものに関して捉えることが出来て良かったなぁ！と思います。2010年に造って来た曲をね、まずはカラダに覚え込ませる！という意味合いで、再度録音し直しているんですが、そしたらまた新しいアイデアも湧いてくるもんです。たとえば曲のエンディングとか。


とある曲のプレイバックを鳴菌とA.K.がヘッドホンで聞いている時、そんなアイデアがまた出て来たりして、なんかテンション上がっちゃいますよ！


ただ、なぜか急にM-Audioのインターフェイスに電源が入らなくなってしまうトラブル。ショーーーック！これはこれで何とかせねばならないんですが、アイデアを録り込まないと時間ももったいないので、別のインターフェイスに変更して録音再開。朝の5時、ギリギリまで頑張ってしまいました！


●


どうしても手に入れたいヒューズがありまして、今日は昼間、まずは楽器屋へ。20歳の頃に働いていたスタジオで知り合った先輩がいる石橋楽器。が、見つからず。もしかしたらリードマンにあるかもなぁ…ってことで向かったリードマンでも見つからず。今度はリードマンの店長さんにシーズンっていう電子部品専門店を教えてもらう！おぉ！だんだんマニアックになって来たぞ(笑)！


が、第2土曜日はお休みってことで、この3連休、手に入ることはなくなってしまいました…。


でも、こうやって、いろいろ歩き回って教えてもらうって、ちょっといいな、って思いました。インターネットがなかった頃、ちょっと思い出したりしてね。
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    2011.01.09 Sun 1/9(日)「恐るべしコンプレッサー」
    最近JOE MEEKという、イギリスのフィル・スペクターと呼ばれる人物が気になっております。そのJOE MEEKの意志を引き継ぐその名もJOEMEEKというマイクプリアンプ／コンプレッサー。今はもう名ばかりのメーカーになっちゃったらしいですが、販売完了品を手に入れたいな…と思う今日この頃。

しかしまぁ、コンプレッサーというエフェクターの壁にぶつかりまくっています…。頭に思い描く音像はしっかりあるのに、どうも近づかない。特に最近はまたビートルズ熱にやられていまして、あのリミックスプロジェクト「LOVE」や「アンソロジー」なんかを聞き漁っているもんやから、どんどん欲求が高まってしまうのです。なんだろね。ビートルズって全然ローファイじゃないのね。かなりハイファイ。同時代のバンドと比べても、その差は歴然としていると感じるのは僕だけでしょうか？あ。誤解のないように。あくまで音色の話なのですが。


僕の中では「ビートルズ」→「ニルバーナ(ネバーマインド)」→「The Ting Tings」という系譜。


かなりその「コンプレッション感」が肝ではないか、と思うのですが、いかがでしょうか？もちろん「部屋の鳴り」は最重要として。


だから、結局なんだかんだ言っても、いかにカッコいい音を、バンドにとって最適な広さの場所で鳴らすか？そしてそれを録る。あとは前後左右。あるべき場所にそのサウンドを落ち着けるためのコンプレッサー。それだけなんだなぁと思ってみたり…。


あとは切ったり貼ったり、それこそなんでもありでしょ？今ビートルズがいたら、そんなことばっかやってるような気もするし。


断然、楽曲そのものの魅力が最重要なんですけども。


そんなこんなを考えながらいろいろ試してます！


…。


が、昨日の夜の１人歌録音はガッカリの結果に。集中力、まるで無し男。ダメダメの巻〜でした(笑)。
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The Ventz/JEROMONY...

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！












    2011.01.10 Mon 1/10(月)「ダイエット大作戦」
    今日は成人式ですな。今年は成人式を迎えるヤツらに知ってるバンドマンたちも多い。成人式に出なかった僕にとって成人の日は、阪神大震災の前々日。20歳になったばっかりの僕らを襲った悪夢の日々。でも、あの日があったから僕はココに立ってるんやなぁって思う。ちょっと20歳のころのこと、思い出してみたいな。


●


とか思いながら、今朝も早くから三宮に。録音関係でやりたいこともあるので作業です。


が…。


おいおい！バリットの入り口に吐瀉物かよ！


これはイカン。まことに遺憾だ。


ということで、せっせと掃除。何度もバケツの水をぶっかけてゴシゴシこすってキレイにする。なんだか東京でのアルバイト時代を思い出すなぁ。僕と鳴菌は掃除屋さんで知り合ったのです。ビルメンテナンス業っていうのかな？東京中のいろんなビルの床を磨いたりワックス掛けたり窓ガラスをキレイにしたり。他にも競輪場の清掃の時なんかは酷かったなぁ。残飯とアルコールの交ざった匂いが「嫌だ」と思わなかったのが辛かった(笑)。あの匂いで「腹減ったなぁ」なんて思ってた。それに世田谷区中の公衆トイレの清掃。一日中公衆トイレを延々廻る。酷いもんでしたが、いや、なかなかに青春でした。僕らはそうやって上を目指してた。早くこんなことしなくていいようになりたいな、なんて、大声で笑ってた。


●


さて。


昨夜は、前回の練習で録音し直した楽曲のミックスも混ぜ込んだ、トータル30分にもなるメドレーを1曲分のデータでメンバーに送信したのでした。

口々に「長過ぎ〜！」(笑)。


確かに。うん。


全16曲？こりゃあメドレーとは言えない(笑)。が、とにかく今、僕は音を触ってなくては気が済まない！すでに録音してあるデモを切ったり貼ったりしながら繋げていく…。どんどんメドレーを太らせる、太らせる。そして、もう、今やってる作業じゃ、限界。限界まで来た！と思う。


だからね、やっと今度はもっとセッションをしたいと思えるようになって来ました。


アコースティックギターでメンバーと曲を追い掛けながら、切ったり貼ったりしながら浮かんで来たアイデアを伝えたい！たとえば短い1曲のエンディングのことだとか、そこからの転調だとか、噛ませたい楽器のことだとか、もう一度やって来るメロディーのことだとか！


そうしたらもっと、一環したメドレー作品になる気がするし、もっとシェイプアップされた、無駄のないものをメンバーと共有出来ると思うのです。


名付けて「メドレーダイエット大作戦」！


ってことで、今朝は早速、昨日送った30分メドレーを聞き返したり、新たに歌を録音したり、いろんな曲をアコースティックギターでコードとメロディーの関係を再確認したり。そんな今朝の風景がこれ。
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またまたがんばるどー！
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    2011.01.11 Tue 1/11(火)「基本はアコギ」
    メドレーに対して根本的にやり方を変えてみた昨夜。

アコースティックギターはやっぱイイ！エピフォンTEXAN 1964年製。ええ、ワタクシの相棒！久しぶりになっちゃってごめんよ！

アコースティックギター持ちながら歌いながら…。そしたら曲のエンディングだとか繋ぎ方だとかのアイデアが湧いて来た！



iPhoneで録音してメンバーにメールで送信完了。


さぁ、今から大阪の三木楽器TOOL'SまでM-AUDIOのオーディオインターフェイスを修理持ち込みに行って来ます！








    2011.01.12 Wed 1/12(水)「進展あり！」
    ぎゃ！時間がなくなってもた！！！いやぁ、今日もええライブを見たよ。

そうそう。昨日から今日に掛けて、例のヒューズの件、進展あり！


人と人の繋がりって素晴らしいし、すごい！


また時間見つけて書きます。


そや！次回のThe Ventzのライブ、2/16(水)なんですが、The Musiqueも決まりました！ってことで、その日はJEROMONYとの3マンになります。楽しみっ！
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    2011.01.13 Thu 1/13(木)「オレ流逆境の超え方／ヒューズに想う」
    やっべー！！！ほらほらこれ！ちゃんと火、灯ってるでしょ！！！
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そうなんす。ALTECの426Bにちゃんと火が灯りました！ココ最近、ずっとオレを悩ませていたヒューズの持ち主がこれこれ、こいつ。いや、このお方(笑)！


その昔、モータウンのジェームス・ジェマーソンが愛用し、ビートルズのポール・マッカートニーがそのベース音の太さを妬み、アメリカから取り寄せ、当時のEMI、現アビーロードスタジオのエンジニアが改良を加え、使っていたという幻のコンプレッサー！！！


感動モンです、この機材自体がココに存在することが！


これをね、とあるルートから年末に手に入れたのですが、どうやら輸送中にトラブルがあったっぽくて、電源が入らなかったのです…。


手に入れたいものが手に入ったのはいいけれど、使えないんじゃテンションもあがらない。が、どうやって原因を調べたらいいのか、皆目見当もつかない。東京にある、こっち系の機材のことに詳しい「JUNCTION MUSIC」さんにネット経由で問い合わせてみるものの、もしも輸送中のトラブルが原因ってことになれば、それが補償されるもんですから、逆に神戸から東京に安易に輸送することも出来ない。いつの輸送が原因か、示せなくなってしまいますからね。


そしたらバリットのPAをしているコの知り合いに、そういった機材系に強い人がいるのを思い出した！箕面にあるスタジオ「ASSAM」の富澤さん。早速連絡取ってもらうと、急にも関わらず神戸まで来てくれた！どうやら富澤さんもビンテージがお好きなようで、特にビートルズ関連とか、本当に大好きなよう(笑)。ALTECのコンプレッサーというキーワードは、かなりの効果があったのか？？？そしてみてもらったんですが、どうもヒューズが飛んでしまっていたらしく、まずはそのヒューズを交換することを勧められた。スイッチをオンにする時、電源は入ってないけどトランスを触りながら「う〜ん、これはたぶん大丈夫、生きてますよ」だって。カッコええ…(笑)。


というわけで、新年早々ヒューズ探しだったんですが、これがまた特殊なヒューズで10A125Vのスローブローという、らしい…。富澤さん曰く、このヒューズを手に入れるのが難しそうで、まずはJUNCTION MUSICに問い合わせてみると…。


「残念ながらストックはありません」とのこと。


あぁ…。


が、めげているわけにはいかないので、ドラマー、そしてレコーディングのエンジニアの初田さんに相談。そしたらスローブローはなかなかないそうで、あるとしたら楽器屋かなぁ？ってことだったので、石橋楽器の唯井さんのところへ。20歳のころに働いていたスタジオの先輩ですな。が、ここでもヒューズは見つからず、「もしかしたらリードマン行ったらあるかもよ？」ってことで、同じく神戸の楽器屋さん、「リードマン」へ向かう。店長さんも一生懸命個人のヒューズを探してくれたものの、10Aのヒューズはなく…。そしたら「シーズン」っていう三宮にある電子パーツの専門店を教えてくれた。ただ、この3連休は休みだったので、連休明けの昨日、ヒューズを探し求めていったわけです。


が、やはりシーズンもスローブローを扱っているわけではなく、「ヒューズの問屋さんに実際の飛んだヒューズを送って、それをわけてもらうしかないかなぁ？」とのこと。ただ、100個単位で買わないといけないかも…とのことで、悩む。100個！！！でも、それが1個必要なら、やっぱ、オレは買うべきなのか…？って(笑)。


で、悩みながら三宮を歩いていると、本当に偶然、本当にたまたま、元町高架下にある主にビンテージギターやアンプを扱うOrangeのパンダさんに会う！！！


「今年もよろしくね〜」って感じのところに、いきなり僕のテンションはビビらせたかも知れない…(笑)。


「うわっ！！！あのね、あのね、ヒューズ探してるんですっ！！！」


いきなり三宮の交差点でヒューズを見せる僕。笑えるよねぇ(笑)？


が、「う〜ん、これやったら、僕のとこにあるヒューズ、いっぺん突っ込んでみて、それで電源が入るか試せるよ〜。またおいで〜」って言ってもらえた！


あぁ、なんという偶然。


で、本日、早速Orangeに件のコンプレッサーを持ち込んだのです！！！


そして少し飛んだヒューズとは中の形状は違うけれども、代わりの10Aのヒューズを入れる！


そしたら…。


ついた！電源が入った！火が灯った！！！


…。


マジで感激。


2010年から2011年をまたいで探し求めたヒューズ。人を頼って頼って辿り着いた、いや、最後は偶然街で見かけたパンダさん！！！


この逆境をよくもまぁ、こうやって乗り越えたもんだと誇りに思う！


大袈裟？？？


全然そんなことないで！マジで。これがオレの逆境の超え方やと思ったもん。マ・ジ・で。


しかも、そのヒューズ代、100円！


ほんまにパンダさん、ありがとう！！！












なんかね、無性に感じるねん。オレは生かされてるって。


１人で出来ることなんか限られていて、みんなが助け合って社会が構成されてるんや、って。僕が誰か、そう、今は知らない誰かを頼っているみたいに、今は知らない誰かが僕を頼ることってあると思う。その時に何をしてあげられる？


たったヒューズ1本。


でもオレは、本当に大事なことをまた見つけさせてもらえました。


ALTECに火が灯ったのは、機材が使えるようになっただけじゃなかったってことよ！もっとおっきなもの、教えてもらえたALTECのコンプレッサー！


大切に使わせていただきます！








    2011.01.13 Thu 1/13(木)「1人アコースティックセッション」
    最近毎日チャリライド。息も切れるし、足や腕にも負担が掛かるけど、なんせ一生懸命走るもんやからカラダはあったまるし、なんといっても朝の空気は清々しい。

そんな今朝も早くから1人録音三昧。


最近練習というか、毎日でもセッションしたくって堪らない。急遽やりたいことがあって昨夜は鳴菌誘ってみるも無惨に断られる(笑)。


なので、今朝は1人で頭の中を整理するために、やりたいことをやってみた！
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この前、A.K.とセッションして浮かんだメドレーの構成を、一度アコースティックギターのみでずらーっと録ってみようって作戦。


で、せっかく昨日、ALTECのコンプレッサーが使えるようになったので、AKGの190Eというビンテージマイクを繋いで僕のアコースティックギターTEXAN1964年製を録音してみようじゃないか！と思い立ち、ProToolsを起動。ほんまはアコギで弾き語る感じでずらーっと録音してみようっていう軽い気持ちやったのにね(笑)。


うむうむ！それにしてもなんだかイイぞ！アコギをALTECに通すと「ジャキジャキ」とガッツが出る感じ！ジョンみたい！ジョンがギブソンの160Eをジャカジャカやってるような、そんなイメージ！それに、ちょこっと低音の単音フレーズを重ねてみたりしたんですが、そしたらまたガラッと変わって太い音！


ま、機材に対する思い入れもあるから、かなり贔屓目で見てますが(笑)。


でも、そんなふうに僕にとってグッとくる音が録れるもんやから、かなり集中してしまい、3時間ほどで13曲、録音終了。ほんまは歌まで録音して軽くミックスして、この昼間に鳴菌とA.K.にメールで送ってしまいたかったんやけど…。


そこまではいかずに終了しました。


今晩、歌、録ってみようかなぁ？


ああ！！！居ても立ってもいられないぞ(笑)！
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    2011.01.14 Fri 1/14(金)「ODOROCK FACTORY」
    昨夜、本当は昼間にアコースティックギターだけで録音したものにボーカルを乗っけたかったんですが、バリットに遊びに来ていたThe Audiosが「飲みに行こう！」ってんで、新年会。ちょうどね、このThe Audiosと一緒に僕なりのプロジェクトを進行させてみたいというタイミングやったんで、そんな話もしつつ、ワイワイガヤガヤと。途中、handredの廣内を六甲山の向こう側、北区から深夜に呼び出してみたら、ほんまにタクシー乗って来やがったり(笑)！

今度またThe Audiosを初田さんと一緒にレコーディングするんですが、The Pantrysっていうバンドもレコーディングして、この2バンドでスプリット音源をリリースするつもりなのです。それもCDじゃなくって7インチのアナログレコードで。

The Ventzも春には7インチをリリースするつもりやし、ちょっといろいろ整理して、神戸の本当にいいバンドが、そのバンドのスタイルに合ったやり方で音源をリリースするシステムを造れないかなぁ？って思うのです。リリースが活発だと、もっとバンドは活き活きして見えるし、そしたらお客さんも増えるハズ。


せっかく本当はとてもイイバンドのハズなのに、なぜかそのやり繰りがヘタクソでお客さんも増えず、もったいないなぁって思うこと、多いから…。


こっちはカラダ張らなきゃいけないから寝る間も惜しんで頑張らなきゃいけないですけど、そうやって神戸で良質な音楽を発信出来るシステム。僕らがどうしても造らなきゃいけないっていう気がする2011年。


久々に「ODOROCK RECORDS」、自分以外のバンドをリリースすること、考えよっかなぁー。


そういうやり方、構築出来たら「ODOROCK FACTORY」って感じになるのかな？むむむ？「ODOROCK SYSTEM」の方がいいかな？


The Ventzも含めて、僕のアンテナに引っ掛かるもの。ちゃんと世に出したい。
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    2011.01.15 Sat 1/15(土)「ドン→Doとか」
    な、な、な、なんと！チャリで三宮に向かう途中に発見！
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ドン・キホーテですやん〜！建設中？ヤバイ、人の流れが変わりそう。バリット横にもドン・キホーテ。家の近所にもドン・キホーテ。ドン・キホーテ、ドン・キホーテ、ドン・キホーテ。ドン・キホーテ三昧。


って、CD-Rくらいしか買いに行かへんか…(笑)。


●


昨日は練習でございました。アコースティックギターで造ったガイドを頼りに、ベースやエレキギターやmoogやオルガンをオーバーダビング。メドレー収録を想定している14曲分(？)やから、そりゃもう大変。けど、なんだかいいものに成りつつある予感がぐわんぐわん。


で、オーバーダビングしながら思ったんやけど、先日録ったアコースティックギターの音がめっちゃくちゃカッコいい！これ、メンバー全員一致意見。AKG190Eという70年代のビンテージマイク＋ALTEC 436bコンプレッサーがヤバイよ！アビーロードB面のポリシーンパンの、あのザクッとしたアコギの音や〜ん！興奮してまうわ！


おっと。失礼いたしました。


まぁ、そうやって全曲に対して音を吹き込んで、みんなが楽曲を理解する、っていう練習だったわけです。これに今度は歌入れて、それから例えばパーカッションなんかを入れたりして、曲のカラーをどんどん練り込んでいって、そのメドレーの彩りが鮮やかになるといいなぁ〜って思ってます。ぐふ。楽しみ。
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あと、まだタイトル決まっていなくてメロディも歌詞もない、10.22の新曲のシンセの録り直しもしたんですが、2人がプレイバックを聞いている間にメロディーが降って来たぁ！


うん。なかなか充実した練習だったっす。










練習後、思い付きでThe VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！
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銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！













    2011.01.17 Mon 1/17(月)「光」
    阪神大震災から16年。あの日も今日くらい寒かったのかなぁ。裸足にスリッパで震災直後の神戸を歩き回ったハズなのに、まったく気温の記憶がない。そや。天気の記憶さえもない。あの日も今日みたいに晴れ渡っていたんやったとしたら、ちょっと残酷やなぁって想いに耽った今朝。

それでもあの日、ココロに決めたことを今も出来ている、させてもらっている運命に感謝します。「一度切りの人生なんや」ってズシリと重い感覚を抱いたあの日の僕は、今の僕をちゃんと見てくれるやろうか？


●


昨夜は初田さんとミーティング。The Ventzの練習のことやらレコーディングのこと、そして初田さんと僕でタッグを組んでるレコーディングチームとしてのミーティングも。


そこへThe Audiosのイワモトから突然の電話。


「今から飲みに行きませんか？」


なんとタイミングの悪い…。いや、いいのか？と思い返し、僕と初田さんのミーティングを黙って聞いていろ、と同席させる。


レコーディング時の電源の話や機材のヒューズの話、その他諸々、かなり内容はマニアックで暗い(笑)。けど、20歳のイワモトはそれでも興味津々、一言も口を挟まず聞き耳立ててた(笑)。


そういえば僕も20歳の頃、ずっと先輩たちの会話に聞き耳立ててたことを思い出した。神戸にはたくさん(怖い)先輩たちがいて、それでも僕は黙ってずっと話聞いて頭の中にメモメモメモ。いろんな情報を盗んでた。今はインターネットがあるけど、当時、そんな便利なものはなくって、調べるよりも試すこと、の方が多かった気がするなぁ。先輩の会話に出て来たことを早速試す。チューニングをスムーズにするためにギターのナットに鉛筆の粉塗ったり、ギターの乾燥は防がなくちゃいけない！ってことでレモンオイルを買って来てボディーに塗ってみたり…。


昨日のイワモトは僕と初田さんの電源やヒューズ、ケーブルの会話を聞いて、どんな行動に移るのかなぁ？楽しみにしとこ。（←これを「後輩を試す」という。笑）


●


ひとしきり初田さんとのミーティングも終え、3人でメシでも行こうってことになる。初田さん、ごちそうさま〜！


そして午前3時。北区に住むイワモトにとっては、かなり中途半端な時間(笑)。


しゃーないなぁ〜ってことで、久しぶりのバー「Diente Diente」に2人で向かう。あれやね、「Tooth Tooth」の金指さんのお店。「Tooth Tooth」に「Diente Diente」。シャレがキイテルねぇ！


そして注文。マッカランのストレートとアイスコーヒー。そう。ロックンロールジプシーズの池畑さんにご教示いただいた、お気に入りの飲み方。いいねぇ。最高に酔う。そして醒める。


20歳の頃に阪神大震災に被災した僕が、現在20歳のイワモトと呑む。


まったくの偶発的なシチュエーションに、少し感慨深いものを感じてしまう。来年ももしかしたら20歳のバンドマンと同じシチュエーションになったりして。それもまた、いい。


午前4時。遂に僕は三宮にイワモトを置き去りにする。あぁ。快感。


20歳のバンドマンなんて、夜に迷えばいいのだ。夜に迷って見つける光があって、それでいいのだ。


今もずっと20歳のまんまの気持ちで夜を過ごす僕は、本当に出来損ないなのかも知れんなぁ、なんて全速力で自転車を漕ぐ。1/17だからそうさせるのか、何かから全速力で逃げている気が、僕はした。








    2011.01.18 Tue 1/18(火)「秘密兵器」
    が神戸の僕の元に到着した！雪の影響で昨日届かなかったけど、今朝無事に到着したのだ！


また写真載せますが、それはレコーディング関連のビンテージ機材。


早速220Vにステップアップして試しに録音！


うひょ！







    2011.01.19 Wed 1/19(水)「宝物」
    昨日も一昨日も大阪へ。今日は神戸やけど、明日も朝から大阪へゆく。

ここ最近は阪急電車に乗って大阪には行ってるんやけど、だからか、JRの大阪駅がこんなになってるって知らんかった！
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京都駅みたい。同じデザイナーなのかなぁ？


●


さぁ！昨日もちらりと電車の中で書いてた日記の「秘密兵器」なんですが、これこれこれ！


じゃじゃぁ〜ん！
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telefunkenのV72というプリアンプなのだぁ〜！1960年代のアビーロードスタジオにあって、ジョージ・マーティンが気に入って使っていたという真空管の入ったプリアンプなのです！


やべぇ。すでに宝物です。


まぁ、簡単に言うとマイクからの信号を増幅してレコーダーに送るもの、なんですが、これがね、もうゾクゾクするんです！


ビンテージの機材やから「これがホンマモンの音なのかどうか？」っていう見極めが大事なんでしょうけど、そのあたり、素人の僕は結局ビートルズの音と比べるしかないんですが、なんかビートルズの音の謎が解けたって感じ！


今朝もいろいろ試していたんです。どうやら増幅の量(？)がV72は少ないということらしいので、僕の持っているマイクで相性みたいなもんを直感で感じてみよう！っていう自分企画(笑)。


まずはRODEのNTKという真空管コンデンサーマイク。


ギャ！めっちゃくちゃ増幅するやん！音、大き過ぎ〜！う〜む。こういうこと、ちょっと知らないとあかんなぁ。マイクのインピーダンスのこととか、ケーブルのこと、たとえばバランス／アンバランスとか、いまいちよくわからん。でもわからんじゃ済まん。下げる方法ってあるのかなぁ？


次にresloのリボンマイクを試してみる。これは60年代の初期、ビートルズがキャバーンクラブでライブしている写真に写っている、あのマイク。しかも幸運にもデッドストックを手に入れることが出来ていたんですが、1本はインピーダンス切り替えが付いているので普通に使えるんですが、もう1本インピーダンスが低過ぎて普通に使えないものがあったのです。いつかマイクプリを挟んで使おうと思っていた、いよいよそのモノを試すのです！


うわ！これ、めっちゃリアル！クスミがない！ええ！こんなにリアルな音、あり？？？みたいな感じ！興奮です！真空管のプリアンプっていうと「あったかい音」「太い音」って感じやけど、どうも僕にはクスんで聴こえていたんですよねぇ。「ハッキリしない音」っていうと大袈裟かなぁ？悪く言い過ぎ？でも、なんとなく腑に落ちないところがあったのは事実で、ずっと頭の中は？マークだった。けど、このresloのリボンマイクとのマッチングのおかげなのか、なんかドキドキする音のような気がする！音が光ってる！同時代のプリアンプとリボンマイクやから？う〜ん、スゴイ。


そして最後にAKGの190Eという、最近僕が気に入っている1970年代のダイナミックマイクを。


ほほぅ。やはりインピーダンスが高いのか、だいぶ受け側で下げないとダメですけど、こりゃあガッツがある音だ！M-BOXのプリアンプそのまんまで受けてる時と、元気が違う！いつもはプラグインエフェクトの1176のシミュレーターでガツッとさせてるんですが、そんなこと全然しなくていい。しない方がイイ！妙に生々しい！


ここでちょっとALTECの436bコンプレッサーをかませてみよう！と思ったんですが、少しビリビリッとしたところが出ちゃうんですよね。これが何ものなのか、調べてみたい。


ってところでタイムオーバー。


ほんのちょっとしか時間、使えなかったですが、収穫は大いにアリ。


でも、結局ビンテージの機材って本来の調子がどんなものなのか知らないと意味がないなぁっていうのが結論。ファッションで持っているわけじゃないから、使えないと意味もない。コレクターじゃないんやし。今のところそういう知識がないから頼るのは耳だけ。大好きな当時の音楽聞いて、頭に思い描いた音を再現出来ているのか、感じるだけ。


最近知り合ったstudio ASSAMの富澤さんといろんなこと喋ってみたいなぁ。連絡してみよーっと。


最後にこれが今日試したプリアンプとマイクで記念撮影。う〜ん。並べるだけで最高！
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え？これってコレクターみたいなもん(笑)？








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！
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銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.01.20 Thu 1/20(木)「相性」
    いやはや。ポール・マッカートニー、すごいっす。今日はWINGS時代のアルバムを数枚聞いていて、そのスゴさを改めて再確認。ずっと大好きですけど、「ちょっとメドレーなんてものを造ってみたいなぁ〜」って思い始めてから聞くと、本当にヤバイ。ちょっとこれは、越えられる人っているんやろうか？っていう傍若無人っぷり。びっくりしています。ポールさま。ごめんなさい。

●


昨夜は11/12に我々が造った「Do」という曲のアレンジをメンバー3人でしました。これがとてもカッコ良くなりそうで！歌を入れてみないとわかりませんが、ちょっと自分的には1つステップを上げた感覚、あり。なかなかいい3人での作業でした。


それを早速ProToolsに記録しようと思い、ベース／ギターを重ねていったのですが、オルガンを録る時「JOEMEEK」のマイクプリを噛ませてみると…。凄くイイ！だいぶワイルドな音が録れる！相性ってあるもんだなぁ〜って感心。
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そして驚くべきはtelefunken v72とresloリボンマイクのコンビで録ったハンドクラップ！いつも手拍子を録ると「ペチペチ」な音しか録れなくて、悩みの種やったんよね。ビートルズってハンドクラップを多用していて、当然僕はそんなところに影響を受けてるわけやから、ずっとうまく録りたかった。それがこうもシックリ来るとは！


が、そのtelefunken v72とAKG 190Eというマイク／ALTEC 436bのコンビでアコギを録ろうと思ったんですが、プレイバックしてみるとどうも音が遠い。うまいセッティングってあるんだろうけど、思い切ってtelefunken v72を外してみる。するとグイッと前に出て来るイメージ通りの音が録れた！


う〜ん。やはり相性を感じる、その自分自身の感性が問われますな。そういうことなんやろうなぁ。






次にアレンジに手を付けたのが7/12に造った「oldies' world」。どんどん変化させてやろう！っていう気になってるもんやから、いろいろ試してみるんですけどね…。やってくうちにどんどん疑問が湧いて来る。「これでええんやろか？」って。そしてメンバーとの協議の上、ストレートに何も加えないことを選びました！「何も足さない。何も引かない。」どっかのキャッチコピー(笑)？


これを録る時には、いつもの黒い鳴菌リッケンバッカーベースじゃなくって、僕のナチュラルリッケンバッカーベースを使うことに。このベースにはフラットワウンドっていう、いわゆるウッドベースなどに張ってあるような弦を張ってあるのです。ツルツルなのです。ポール・マッカートニーもリッケンバッカーベースにはフラットワウンドを張っていたそうで、それを真似してるってわけ。モノ自体が78年製っていう理由もあるやろうけど、鳴菌リッケンバッカーとはまた違った音がする！この曲には合うと思うなぁ。
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さぁ、今からはその曲たちに歌を入れてみようと思います。theventzjpというアカウントでTwitterで呟きましたが。今日もがんばるぞ〜！








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。
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よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！
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●

The Ventz online shopを立ち上げました！
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    2011.01.21 Fri 1/21(金)「やーんぺ！」
    久しぶりに原付に乗ったのです。新年明けてから、チャリライド始めましたので、かなり久々のバイク。寒っ！チャリライドは一生懸命走りますから、結構暑くなるのね。熱くなってるし(笑)。

が、乗っていて違和感…。


ふと気付くと、右のバックミラーがなくなってる！！！


もぉ…。三宮に置きっ放しやった自分がダメなんですが、こういうのん、少し哀しくなるよねぇ？


●


昨夜はoldies' worldの歌入れだとか、やっぱりいろいろしてたんですが、途中で限界。集中力がなくなってしまう…。なので、すっぱり「やーんぺ！」しました。今年はオンとオフの切り替えはスッキリしようと思っています！


で、今度は早起き！メドレー案のver.3をカタチにする。ドラム有りのバージョンと、ドラム無しのマイナスワン音源を造る。ドラマーの初田さんに送るためです。


なかなかええ感じのメドレーになりそう！って予感がします！


本格的にドラムを考え始めるの、楽しみだなぁ！もう、頭の中はミュージックで一杯です！


●


さぁ。今日は今からThe AudiosとThe Pantrysとミーティングという名の飲みになる予定。でも、たいがい大事なことは飲みながら決まったりするからね！


よしっ！








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.01.22 Sat 1/22(土)「追い抜け追い越せ！」
    あぁーしんど。。。今日もチャリやったんですが、ずっと1本道なんですよね。で、走っていると後方からスポーツタイプの自転車に乗った、あのヘルメット被ってあのピタッとしたパンツを穿いている本気の人に追い越されてしまいました。

元来負けたくない性分のワタクシ。前方の信号で止まっている彼を発見。信号無視をして追い抜いてやった。


が、またしても10数秒で彼に抜かされてしまう。


もう、こっちは必死のパッチ。漕ぐ漕ぐ、漕ぎまくる。が、ぜんぜん追い付ける気配もない。


またしても信号！そのまま2度目の法律違反。


ふふふ。


そのまんま彼はオレを追い抜くことはなかった。（たぶん、違う道に行ったんやと思いますけど。笑）


こういう時、彼はどう思ってるんやろなぁ？ってのが気になります。人はみんな、いろんなこと思ったり考えたり感じたりしながら、お互いの人間関係が成り立っているってのを、妙に実感するのです。


「くそ。あいつ、信号無視やんけ！」


ってもしかして、熱くなってくれてたら楽しいなぁ！なんて思ったのでした。


あーしんど。






※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.01.23 Sun 1/23(日)「読みたい本」
    [image: IMG_0751.jpg]

NOW。







    2011.01.24 Mon 1/24(月)「夢中」
    電車で大阪を往復する間、偉大なるアメリカのレコーディングプロデューサー、フィル・スペクターの「音の壁の向こう側ーフィル・スペクター読本ー」を読んでおりました。1人でゾクゾクしてしまい、あっという間の大阪／神戸。夢中とはこのことでした。







    2011.01.27 Thu 1/27(木)「スプリット」
    ただいまオーディオズとパントリーズのレコーディングで大忙し。春に7インチのスプリットをリリースする予定！







    2011.01.28 Fri 1/28(金)「7インチスプリット！」
    最近、大忙し！The Ventzのバンド練習だったり曲造りだったり、The AudiosとThe Pantrysのレコーディングだったり。パンクしそうです。ぷしゅ〜。

昨日のThe AudiosとThe Pantrysのレコーディング、朝の9時から朝の4時まで休憩もなく2曲ずつ、計4曲を録音。エンジニアとしての初田さんといろんな試行錯誤を経て完了。掛かった時間、19時間。マ・ジ・で、しんどい！！！


でも、やっぱり音楽を造るんやから、それくらい突き詰めて、表現したいことをバンドと一緒に探るってのはおもしろい。当然時間って掛かる。


この2バンドの4曲、僕はこの春、7インチのアナログスプリットレコードとしてリリースするつもりなのだ！僕がHITMAN STYLEをリリースする時に作ったレーベル「ODOROCK RECORDS」の盤としてね！自身のソロ／The Ventzのリリースはもちろんなんやけど、自分以外のバンドの作品となるとThe Keysの1stミニアルバム以来かな？


The Keysもそうなんやけど、The AudiosともThe Pantrysとも、信頼関係がばっちりだから出来ること。それは音楽に対しても人に対しても。


The Ventzも春にまた音源をアナログでリリースするつもり。


「ODOROCK RECORDSはアナログを中心にリリースするレーベルです！」


今年はこっちの方も活発にやっていきたいなぁと思ってます！








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.01.29 Sat 1/29(土)「うむむ」
    うむむ。悩むこともあるのだよ。しばし考えなければならぬ。どうしようか。

音楽に携わる幸せ。


刻一刻と変わる距離感。


近付いてみたり、遠ざかってみたり。


「付かず離れず」が元々好きではないから悩むんだなぁ、と堂々巡り。


開き直るのも一苦労。










うむ！来月2/16(水)はThe Ventzでライブしますっ！


ぜひとも遊びに来てください！もちろん新曲もやるです！対バンにはJEROMONYとThe Musique。ドラマー初田さんとシュンタの師弟対決(笑)も楽しみ！










※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.01.31 Mon 1/31(月)「1月最後の」
    今日は今からバンド練習！張り切っちゃう！







    2011.02.01 Tue 2/1(火)「Back to mono」
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昨日の練習はかなり充実してたー！長々とした日記を書きたかったけど、時間無くて断念。え？そんなに長い日記、読みたくないって(笑)？


いわゆるレコーディングのプリプロにあたることを夜通しやってたんですが、これってかなり練習になるもんです。と同時に各機材のメンテナンスも。結局カッコいい音をカッコよく鳴らすことがすべて。そしたら自ずと楽曲なりの最高到達地点に辿り着けるんじゃないか？って思った。アレンジっていわゆるフレーズのことだけじゃなくって、音色のことがかなり重要だって。


ヤル気出て来たっ！


●


そして本日、フィル・スペクターの4枚組CD「Back to mono」が届く！


今から聞くぞー！楽しみ！


----

配線、ややこしー！笑







    2011.02.04 Fri 2/4(金)「去年の今日は！」
    激激務。バンドもライブハウスも何もかも！頭の中にはかなりの音楽と企画。やべぇ、限界は近い？？？NO NO NO！この限界を超えてやる！

うわぉ！


去年の今日はオレたちThe Ventzが初めてライブした日じゃねぇか！ってことはつまり、イギリスでライブをした日ってこと！


The Fox！


なんだか気の遠くなるほど遠い昔のような気もするし、まるで昨日のことのような気もするぜ。


今年のThe Ventzはとにかく最高の音源を発表してみせる！って意気込んでるぞ。去年のオレ様は想像出来たかな？？？


今日は朝からA.K.とコーラス録りを完了させ、今からは鳴菌とコーラス録りだ。なんなら鳴菌と新曲のネタくらい仕込んでやろうかと企んでるぜ。


毎日、省みない日はないけれど、こうも忙しくっちゃ、省みているヒマはねぇな。


じゃ。ちょっくら行って来る。


あばよ！










※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.05 Sat 2/5(土)「HAPPY BIRTHDAY from JAPAN」
    あぁ、どっか行きたいなぁ。知らない世界に行きたい。そしたらもっともっと人間力ってアップするよね？毎日びっくりしていたい！

●


昨日深夜は鳴菌とコーラス録り＆新曲のネタ合わせ。


とりあえず新曲をiPhoneで録音しておいたんですが、昨日の時点で「なんだかややこしい曲だなぁ」っていう印象やったんですが、今日聞いてみると新鮮！「ちょっといいんじゃないの？」って。


展開がややこしくって、アクの強そうなメロディーが複数あるもんやから、「どない料理しようかー」って鳴菌と頭捻って終わった練習やったんですが、これはもしかするともしかするかも。これ、ぜひとも仕上げてみたい。今までにない自分たちを発見出来そうです！


●


そういえば、今日はイギリスの友人、Alの誕生日じゃないか！去年、僕らがHitchinのclub85に出演したのは、Alの誕生日イベント！Facebook経由でメッセージを送ってみよう！


遠く離れていても覚えてくれてるかなぁ？


HAPPY BIRTHDAY!!!








    2011.02.06 Sun 2/6(日)「やっぱりポールとジョン」
    くっそー！しょーもないぜ！せっかく書いたブログが投稿ボタン押したトタンに消えちゃったぜ！やんなっちゃう。。。

書き直すんめんどくさ〜！


えーっと。ポール・マッカートニーのBAND ON THE RUNのスーパー・デラックス・エディションが届いて聞きまくっているってことと、ジョン・レノンの最後の作品ダブル・ファンタジーに関する「メイキング・オブ・ダブル・ファンタジー」っていう本を興奮しながら読んだってことを書きたかったの！もぉ！
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今日はThe Ventzの練習だ、とも書いたっけな！


とにかくみんなには来て欲しいんだ！って。一緒に楽しもう！って！


いや、これはマジで。12月よりももっとしっくり来ているThe Ventzの音楽を楽しみに来てください！ご予約はこちらです〜。


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html


あーもっともっと長い日記だったのに。熱く語ったのになぁ。。。また改めて書きます！今日は無理！萎えちゃった。。。








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.07 Mon 2/7(月)「目から鱗」
    昨日の練習はかなり意義のあるものでした！やっぱヘタクソは練習しなくちゃならぬ。。。

このメンバー、このタイミングやからこそ出来る最高の音源、最高のライブに向かうために、遠回りは出来ない。頭も使って、経験も活かして、だからと言って堅くなっちゃダメで。


The Ventzの音楽的コンセプトは意外とはっきりしていて、それをちゃんと音楽的にメンバー4人が把握していれば、創作活動はもっとスムーズに進む。


テンポ感、タイム感ということに今は物凄く敏感で、昨日だってテンポ4の違いに悩む。ただ単にテンポが速いからと言って、疾走感のある演奏が出来るわけやないんやなぁ。少しテンポを落とせばリズムの感じ方が変わる。なんかやっぱり、知らないことが多過ぎるよ。だから音楽っておもしろい！！！


新曲Doに取り組んだ後は、oldies' worldに手を付ける。これがまた難関で。


いろんな試行錯誤を経て、とてもいいサビになりそうな予感！


目一杯足し算すること。目一杯引き算すること。こんなことを一生懸命考えては演奏し、アレンジしては考えてると、そりゃ朝の7時になっちゃうわ。時間の感覚がおかしかった。


目から鱗をたくさんくれるドラマー初田さん。自分の中でなんだか靄に包まれてたことが、クッキリと晴れていくのを感じています。曲を造った経緯、大好きな音楽のことを、話して話して意見を交換し合いながら、そしてまた音を合わせて重ねて、時々やめてみて。ミュージシャンとして、楽曲を最高のものに鍛え上げている感じがとても良かった。


まだまだ、やれる！








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
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☆next gig...
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open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！
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銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.08 Tue 2/8(火)「3年前にリリースしたソロアルバム(レコード)に想う」
    久々にね、僕のソロアルバムを聞いてみたんです。レコードで出した方のやつ。そしたらね、「ちょっといいなぁ」って今でも思いまして。いや、思えたわけです。そしたらいいなぁって思えたことに対して「これってスゴイいいなぁ」ってまた思って。自画自賛のループループ。

なんやろねぇ。質感なのかな？


3年前の当時も「これでイケルゾ！」って思ってリリースしたわけやけれども、自分自身の技術面なんかは常に満足出来るハズもなく…。でもこうやって時間が経って、ある意味冷静に聞けたわけなんですが、そしたらその情熱っていうのかな？なんか、こう、ね。ズバーンって飛び込んで来るねん、こっちに向かって。


仕事がライブハウスなもんやから、バンドマン側の目線とライブハウス側の目線と、常に2つの目を持って僕は自分のことまで見てしまう。だから妙に情熱的だったり妙に冷淡だったりするわけなんです。誰か他のバンドマンに対してよりも、自分に対する方がその振り幅は大きいのは確か。自分に甘々かと思いきや、自分に対して完全にシャットアウトしたりね。


でも、3年前の自分が、これだけ開けっ広げに音を紡いでいるってことに、僕は少し感心したわけです。オマエ、やるなぁって。


今歩いているこの道のことも、きっといつか振り返る時が来るんだろう。


The Ventzとして次にリリースする音楽に対して、僕は今、とても情熱的だから。


絶対やりたいことは曲げないし、少しくらい今の時代に合わなくったって、本当に自分の出すべきもの、セカイの中の僕の役割ってやつを全うしようと決めている。


「グッドメロディー、グッとくるうた」


僕がHITMAN STYLEというバンドをやっていた頃のキャッチコピー。今もずっと変わらないし、これってもしかして、10歳でビートルズに出会った時から変わらない、僕の単なる嗜好なのかな？






※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.09 Wed 2/9(水)「あと1週間や〜！」
    いよいよあと1週間！

The Ventz、ちょうど2ヶ月ぶりに神戸VARIT.でライブします〜。ぜひぜひ遊びに来て欲しい。


19時にバリットオープン。そしたらHAPPY HOUR。オールドリンク300円やからみんなでわいわい飲みましょ！レコードをBGMに、壁掛けテレビにはフランツ・フェルディナンドのライブDVDでも流しましょうか。そういえば、いつか野球盤持ち込みたいと思いつつ、全然持って来てないんよねぇ。誰か、持ってない？ダーツでオレと勝負するヤツ、いるかな？あんまりルールもわかってないヘタクソやけど、誰か、一緒にダーツしようぜ！


そんなふうにわいわいしてたら、すぐに20時になっちゃうよ。


そしたらライブの始まりです。今回はJEROMONYとThe Musique。JEROMONYは3ピースのインストバンド。なかなか想像を掻き立てる音を鳴らします。The Musiqueはなんだかんだ言って長い付き合い。そやからまだ20歳なんて信じられん(笑)。むしろドラムのシュンタに至っては19歳っていう。ドラマー初田さんとの対決も見物！


The Ventzもね、新曲ヤリマス！今回のライブのテーマは「いくとこいっとく。いかないとこ絶対いかない」みたいな。足したり引いたり、ちょっと気合い入れてくぞ！


思えば去年の今頃、僕は初めて飛行機に乗ってイギリスという国に降り立ち、そして人々の生活と音楽の関係を目の当たりにしたんやった。到底日本では実現出来ないようなシステムが向こうにはあって、それを肌で感じた僕は、それでも日本の風土の中で生活とロックの「うまい関係」を築きたいと思ったのでした。


だからこそ続けて来た「Forever Wednesday」、今となっては僕らThe Ventzのイベント。1週間のど真ん中のど平日、水曜日。そんな水曜日をとことん楽しめる場所を神戸、三宮。僕らの生活のど真ん中に造ってみたかったんや。


音楽なんて、もしかしたら「ついで」でもいいからさ、なんかわいわいやろうよ。


みんな、待ってるよ。






※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.10 Thu 2/10(木)「僕が一番知りたいこと」
    なんで僕は整理整頓が出来ないんやろ…。かなり強烈な悩みなのです。片付けが出来る人にはわからんのです。仕事場の机の上もグシャグシャ。PCのデスクトップもグシャグシャ。でも、何がどこにあるのかは、全部把握出来てる。

けど、やっぱ片付けられた部屋だったり机の上だったりPCが気持ちいいなぁって思うのです。


と思って気合い入れて整理整頓しようと試みるんですが、こっちのものをあっちへ、あっちのものをこっちへ、の繰り返し。捨てられないからなのか？いやいや、捨ててるぞ、いろんなものを、オレは。


誰か、教えてください。(切実)


●


ブログタイトルが「FLY to the UK」というのがちょっと違和感あるかな？と思う今日この頃。


ああ！けどイギリス、また行きたい！あ！あかん。無性に行きたくなって来た！…。








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.11 Fri 2/11(金)「ストップ」
    iPodを聞きながら、スイスイとチャリンコで三宮に向かっていると、見知らぬおっちゃんが僕を停めるではないか。

「ちょっといいですかー？」


なるほど。チャリ検問ですな。ちょうど急いでいるところだったので、少しイライラしてみせる。こんなにたくさんの自転車が通り過ぎて行く中、何故に僕なのか？


手間取る私服警官に、僕はイライラしてることを隠そうともせず、そういう態度をとるものの、あちらは焦ることもなく。


何の不都合もなかったので何の問題もなかったのですが、なんかね、「こいつが検問に応じて当然」みたいな態度が気に入らない！


ま、そんなもんなのでしょうが。








    2011.02.12 Sat 2/12(土)「遅咲き」
    来週ライブですー！ほんまぜひ遊びに来てね〜。宣伝ばっか(笑)！

でも、こんなに一緒に音を出すことが充実しているバンドも初めてなんです。だからこそ来て欲しい！


遅咲き、とうとうやって来たか！










※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.14 Mon 2/14(月)「ヒットマンスタイルの方ですか？」
    最近、何故だか「あれ？ヒットマンスタイルの方ですよね？」と言われることが多くってビックリしてます。なんで今頃(笑)？

今年に入って5人くらいに言われてる。その度に「今は別のバンドやってんです〜ザ・ベンツって言います〜よろしくね〜」って答えてるんで、ぜひともまたライブに来て欲しいもんです！音源も頑張って制作中ですので(まだプリプロ段階ですが。)、なんかグワーッともっといっぱいの人に知ってもらいたい気分です！ありがとね！


今からはライブ前の最終練習に入ります。


いい感じでライブを迎えたいねぇ！がんばります！








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



よろしくお願いします！








※毎月2日、12日、22日、MySpaceに新曲をUPします。ぜひ聞いてください。
http://www.myspace.com/theventzmusic

☆next gig...

2011年2月16日(水)神戸VARIT.

「Forever Wednesday!!!」


open/strat 19:00/20:00　fee 2000/2500(D別)
19:00〜20:00 HAPPY HOUR All Drink 300yen!!!

The Ventz/JEROMONY/The Musique

ご予約はこちら！


http://www.varit.jp/liveschedule/reserve/index.html

●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.16 Wed 2/16(水)「スペシャル！」
    やっぱライブの日って特別！びっくりするくらい緊張するし、びっくりするくらい心地いい！全世界に向けて発信するよ！The Ventz、ココにいるぞ！ってね！

ありがとう。








    2011.02.25 Fri 2/25(金)「The Ventz／VARIT.／ODOROCK RECORDS」
    ぎょえ〜！かなり久しぶりになってしまいました。

「父、母、弟へ。わたるは元気です」


ってまずは私信から始めてしまいましたが、えぇ、えぇ、オレは元気。毎日、想像以上に忙しくやってるよ！悩むヒマもないくらいに！












が、やっぱり忙し過ぎて目もまわる毎日。


前回、2/16(水)のライブに来てもらったみなさん、ほんまにありがとうね！


まるまる1週間、ブログを書くのはサボってたんですが、それは何故かと言いますと…。自分に対して、自分が何者なのか？ということを考えておりました。むむむ。心配は無用。マイナスなベクトルではなく。


今、僕はいくつかの顔を持っていて、それはたとえば「TheVentzという、イギリスで初ライブをやったバンドのボーカルとして」であり、また「神戸VARIT.というライブハウスの店長／ブッキングマネージャーとして」であり、はたまた「HITMAN STYLEという自身のバンドの作品をリリースするために2003年に興したODOROCK RECORDSというレーベルの主宰者として」であったり。


やっぱり何となくそれらを「分けよう」としている自分がいるのも確かで、Twitterではそれこそそれぞれのアカウントを持っている。


だから、このインターネットという世界の中で、誰かに何かを伝えようとする時、伝えたい何かによって、その都度顔を変えて伝える方が楽なんや〜って思ったわけです。


けどねー、自分はどこ切っても自分やん？


The Ventzっていうバンドは、今はイギリスか神戸でしかライブをやっていないわけで、それもバリットでしかライブはやってないんよねー。そのThe Ventzっていう新人バンドを慕ってくれる若手バンドが、バリットにはたくさんいてね、バリットでの仕事はもちろん仕事なんやけど、それよりも何よりも「仲間だ」なんて臭いこと感じていたりもして、その中でも特に兄弟のように接することが出来る「The Audios」と「The Pantrys」っていう2バンドの音源を、どうしてもODOROCK RECORDSとしてレコードでリリースしてやりたくって。そして彼らのファンが増えればライブハウスVARIT.にとって、金銭的なこと以上に、これ以上ない利益となるわけで、それはたとえばWEAVERがバリット出身のバンドなんだ！ってことが世間で言われるような、そういうことに他ならないわけ。


僕はライブハウスで仕事して、バンドもやめること考えたこともなくって、それを含めてレコードをリリースすることに特化したレーベルもやりたくって。


そう考えると、このThe Ventzのメンバーとしてのブログって、どんなもんなんだろう？って少し、遠くから眺めてみたくなったわけです。


ふぅ。


ま、結局、オレはオレだな、って思うわけ。このブログは他の誰のものでもない。僕のもの。ネットがすべてではないにしろ、ちゃんと生きてるって書きたいな、って改めて思いました。


だからまた書くかぁ〜って(笑)。














それとね、最近読んでいる「メイキング・オブ・ダブルファンタジー」っていう本。ジョン・レノンとオノ・ヨーコが最後に造ったアルバムについての、それに関わった様々な人々のインタビュー形式の本。これが僕にとってはとんでもなく衝撃的な内容で…。


「ジョンって生きてたんやなぁ…」


ってちゃんと思えたのは初めての経験で。


それでね、僕は感じてしまった。僕はジョン・レノンでは、ない。って。


どこか、リアルでない存在として捉えていたジョン・レノンが、急に勝てない存在になってしまった、という…。


自分にはジョン・レノンのような才能がない。スーパースターにはなれない。なれやしない。なれなかったんやなぁ。10歳の頃に思い描いた夢を、僕はやっと引き裂いてしまったのかも知れないなぁって。


あれ？ジョンになりたかったのか？ジョンとヨーコになりたかったのか？














ジョン・レノンはライブハウスのブッキングはしないと思う。レーベルだってやらないと思う。だからこそ、僕は僕の出来ることをやって、やりたいことをやるんやって決めた。だからThe Ventzっていうバンドをやっているだけのオレではないぞ！ってもっともっと僕は宣言しなくちゃならないな！って思うのだ！


ポール派を自負してた僕ではありますが、そんなことを思った近頃。










どうぞこれからもよろしくお願いします！










※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



※ODOROCK RECORDSのTwitterアカウントはこちら！


http://twitter.com/odorockrecords





●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.02.27 Sun 2/27(日)「確かな演奏力／冒険心／適当さ加減×ヤッタルゼ感」
    昨日は急遽、鳴菌とメシを喰うことに。The Ventzは前回の2/16のライブの後、2/24にはレコーディングをスタートさせたのですが、そんな中、バンドのことで色々整理したい部分があったので、少し話そうじゃあないか、ということで。

バンドが今、少しふわふわしているのです。


僕はそんな状態を好まないので、早速行動を、そして解決を、ということです。


メシもそこそこに、あとは2人で語る語る。お店を出てからも路上で立ち話。語る語る。4時間くらいは語ってた。その甲斐あって、少し解決策を見出したよ！


またA.K.とも話さねば。もちろん初田さんとも話さねば。


●


そやね。そういえばレコーディングのこと、書いてなかった。


[image: ]


2/24にレコーディングをスタートしたのですが、まずは"Do"のベーシックを録り終えました。これにボーカルをオーバーダビングするのですが、昨日その2ミックスをデータで送ってもらって聞いたんですが、これ、聞いて笑っちゃうのね(笑)。だって、どう聞いたって「The Ventz」やもん(笑)。


「こんな音、出すの、オレらくらいやろ！」


と同時に


「こんな音、録るの、オレらくらいやろ！」


みたいな感じ。わかってもらえるかなぁ(笑)？


ちょっとね、このサウンドはおかしい。変。笑ける。


でも、目指したいところは、ココなんよなぁ〜。演奏者全員の顔がちゃんと見える録音。


レコーディングの当日もね、相当時間が掛かったんですが、僕らの頭を悩ませたのは「どこがオッケーラインなのか？何を持ってオッケーとするのか？」ということ。


きちんと、間違わないように、録る。


「ン？これで良かったっけ？」


っていう疑問。


僕らはどんな音楽が好きなんだろう？っていうことを延々話し合ったりしてた。そしてその音楽は、どんなふうに録られたんやろう？って。


「オリジナルを創る。録る」


という作業は難しい。サウンドやフレーズ、リズムやテンポ、そして演奏者の存在感、アイドル性、キャラクター、その他すべての要素が渾然一体となって、聞く人に印象を与えるから。


「確かな演奏力／冒険心／適当さ加減」


相反すると思われるこの3つのキーワードが、「世界に対して新しいものを！」というヤッタルゼ感を持って放たれれば、きっとそれはオリジナルソングという「発明」になりうるんじゃないか？と。


この辺りは昨日、鳴菌とも喋ってた内容に擦る部分なのですが、たとえばこの「確かな演奏力」＝初田さんであり、「冒険心」＝WAX、「適当さ加減」＝鳴菌、「新しいものを！っていうヤッタルゼ感」＝A.K.なのではないかな？と思ってみた、今(笑)。


これはレコーディング時のオッケーラインの話のハズなんですが、そういう考え方をすると、バンドの存在理由もその辺りに関わって来るのだなぁ〜というのが鳴菌との結論。


レコーディングエンジニアとしての顔を持つ初田さんは、やっぱりThe Ventzの中でのサウンドの要。ライブハウスで日々イベントを考えたり、若いバンドのコらの行く末に関してプロデュースワークを発揮しているWAXは、やっぱりThe Ventzの中でのプロデューサー。海外に住む両親を持つA.K.は、やっぱりThe Ventzが未だ見ぬ世界に飛躍するための発火点。じゃあ、鳴菌は？ってこと。


鳴菌がThe Ventzのために持って来れる、人とは違う得意分野って何よ(笑)？












1曲のベーシックレコーディングだけで、こんなにも考えることがいっぱい。でも、ちゃんと頭は使って挑みたい。


昨日、鳴菌と話していて僕らの頭をよぎった「○○○ーデ○○ー」が、僕らのすべてを変えるのではないか？っていう、自らの半生を覆す大胆な発想。


そのために、メンバー全員がどうチカラを発揮出来るのか？


頑張ってみようと思う。


（初田さんはサポートや！って言い張ってるね。笑）












※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



※ODOROCK RECORDSのTwitterアカウントはこちら！


http://twitter.com/odorockrecords





●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.03.02 Wed 3/2(水)「初心、取り戻せ！」
    実は今日、こんなレアアイテムをゲット！

[image: ]


これ、HITMAN STYLEのステッカー！裏面はフライヤーになっていて、2005.4.17にバリットで行なわれたワンマンライブの宣伝だ。この時はまだバリットで働いてなかったんよね！


それにしてもこの絵！これ、ジュンジロウさんが描いてくれたんやけど、めっちゃくちゃ良くない？？？似てるよね(笑)？


その他にも、HITMAN STYLE記事をたくさん載せた新聞や、フライヤーなんかも見せてもらいまして。いやぁ、頑張ってたな、オレたち(笑)。ゆっこさんや鳴菌も記事を書いていて、これを当時は郵送してたんやった。そりゃ、こういう手間ひま掛けてるから、だからお客さんも来てくれたんやなぁってシミジミ思ってみたり。
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これを保管してくれたコが偶然発見したとのことで、オレに見せようと思ってくれたわけですが、そうでなかったら一生見ることもなかったかもね！作る側は保管なんて、してないですから(笑)。


今、僕らがThe Ventzで頑張っていること。数年経ったら思い出すのかな？


「あの頃はほんま、頑張ってたよな！」って胸を張れるかな？


なんか、初心に戻りました。


やりたいこと。本当にやり切らなければ死ねやしない。ヒットマンスタイルがなくなってから、僕は音楽を造ることに専念し、ライブハウスを運営することに専念し、物凄く両極端なところで自分を磨いて来たつもりである。


そろそろ、それらを繋ぎ合わせる時が来たんじゃないかなーって漠然と思ってた矢先。


こうやって初心を思い出させてもらって、よかった。


「タイミングが必要なのさ　志だけじゃなく」


これはHiFiという曲で僕が書いた歌詞。そんな自分の歌詞に納得させられている僕。ひとりよがりもいいところ(笑)！


よ〜し！またやったるでぇ〜！







※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



※ODOROCK RECORDSのTwitterアカウントはこちら！


http://twitter.com/odorockrecords





●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.03.07 Mon 3/7(月)「モゾモゾ〜占い」
    おはようございます。

Chemical Brothersの1stとJOHN LENNONの1stを、同じ感覚を持って聞いている昨日、今日。まったく真逆に見える作品ながら、何か僕には見えそうな…。そんなモゾモゾした心持ちです。


●


1Q84をやっと読み始めています。


まだ読み始めたばかりなのですが、あの小松！彼、どっか誰かさんに似ているような…(笑)。The Audiosの岩本に話すと、ヤツもそう思ってたそうな(笑)。さて、誰でしょう？


●


ODOROCK RECORDSから久々にリリースします。神戸のThe Audiosと京都のThe Pantrysによる、スプリット7インチレコード。両バンド2曲ずつ、計4曲をアナログでリリースするのです！


1月に初田さんをエンジニアとして迎え、僕がプロデュース。ミックス作業も終え、東洋化成に入稿完了。只今ジャケットの「絵」を依頼中。去年7インチレコードでリリースしたThe Ventzの1st EPは、イギリスでは本当にたくさん売れたものの、日本での売れ行きは芳しくない…という状況も踏まえ、今回のレコードにはCDも付録することに。本当はダウンロードカードを同封したかったんやけど、まだ日本では状況が整っていないと判断。その入稿も2日後に迫っています。


バタバタといろんなことが同時進行で蠢いている。そんな感じですが、もうすぐ春やから、ね。生命の爆発は目の前だ！


●


The Ventzのベーシスト、鳴菌が先日、占いに行って来たそうな(笑)。


「あなた、公務員でしょ？」っていきなり的ハズレのダメダメ占い師だったそうですが、2年後に成功するって言われたそう。2013年やん。それってオレがもう、6年も前に占い師に言われた「39歳に想像もつかないほど成功するわよ」という、まさに39歳を迎える年やん！


やはり鳴菌とオレは何かあるのでしょうか(笑)？


占いに左右されまくりのThe Ventzでした〜(笑)！








※The VentzのTwitter公式アカウント(←公式て。大袈裟。笑)を作りました。


theventzjpで検索してフォローしてくれたら嬉しいな！バンドのことについて鳴菌、A.K.、そして僕がツイートします。鳴菌のちょっとした名言、出るかもよ〜。


http://twitter.com/theventzjp



※ODOROCK RECORDSのTwitterアカウントはこちら！


http://twitter.com/odorockrecords





●

The Ventz online shopを立ち上げました！

http://cart04.lolipop.jp/LA03773001/

銀 行振込はもちろん、クレジットカード決済可能な"paypal"も使えます！The Ventzの門外不出ABBEY ROAD STUDIOマスタリング、7"アナログレコード"1st EP"他、南出峯雨作によるコースター(マスタリング前CD-R付)や、WAXのソロ作品や、前身バンド"HITMAN STYLE"の各種CDも通信販売でお求め頂けるようになりました。どうぞよろしくお願いします！














    2011.03.20 Sun 3/20(日)「ここ数日の想い」
    しばらくぶりです。今、The Keysの大西が神戸に帰って来るというので、会って話をする予定で待っていたんですが、待ちぼうけ喰らわされてしまいました。

ただ、ちょっといい機会だったのかも知れません。


1人、三宮、ライブハウスVARIT.の事務所にて、ここ数日、考えに考え、口にすることを諦め続けて来たことを記したいと思います。


●


僕は、目を背けてた。本当に重要なことを、考える前に考えないようにしてた。大きな地震があったと聞き、津波が大変なことになっていると聞き、身内の心配をし、着物の絵を描く仕事で東北への出張も多い親父との連絡もやっとのことで叶い、そして連日報道されるニュースから目を、耳を背け、Twitterで呟かれる様々な立場の様々な意見から逃れたいと思い続けてしまってた。


16年前、阪神大震災。あの日の出来事がまぶたの裏側に蘇ってしまうのです。全部、振り払おうとして、何か別のこと、探して仕事に打ち込もうとしてた。そして、出来るなら、お金を。そんなポーズを取ってた。


恥ずかしい大人になってしまいました。ごめんなさい。


でもね、僕はね、もう怖いのは、嫌なんです。身内の心配して、ここじゃなくって良かったってココロのどこかでホッとしていて、もしも、明日、この僕の住む神戸の街が、もういっぺん潰されるのなら、僕はそれが運命だって思い込もうとしているだけで、本当は死ぬのが怖い、ただの恥ずかしい大人。


同じ被災者として、なんてコトバ、呑み込んで呑み込んで、でも、ただ、祈るばかり。


あの時、生かされた僕は、こうして今も生きていて、だからと言ってたくさんの義援金を送ったり、多くの人たちに向かって歌うことも出来ず、ただ、平穏に、平穏に、平穏に、祈るばかり。


亡くなられた本当にたくさんの人々…。いや！そうじゃない！！！


そんなんじゃない！！！亡くなられたのは、誰かが本当に大切にしていた誰かなんや！！！誰かが誰かのことを想っていて、だから口惜しいんや！！！


ネット上で繰り広げられるコトバの数々。それが簡単に見れてしまうようになったあの頃の未来。息苦しくって、こんなんじゃない、こんなはずじゃない、こんなはずじゃなかったやろ？なぁ？なぁ！なぁ！！！なぁって！！！！


想像もつかないくらい、今、寒いやろうに、僕は少しばかりの募金をすることで、納得させているのは僕自身でしかないんや。


チカラが欲しいん。ほんまもんのチカラが欲しいん。


でも、もう、そのために、僕は何をしたらいいんか、わからへん。


自分が被災者やった時の方が楽なんや。死んでたかもわからへんけど、自分が被災者やった時は、自分の覚悟で自分の人生を決められたんや。自分で決めるしかなかったんや。


今は自分の生き方が、わからんくなってしまってる。


また日は昇るのかも知れん。日が昇れば、また僕は自分のことを考えるだけの、少しばかりの募金で不安を追いやろうとする、そんなヤツになるんやろう。


逃げ切れたと思ってたあの阪神大震災から、僕は今も逃げれてなかった。


けど、ちゃんと祈らして欲しい。


東北の街もまた、新しい日が昇りますように。


●


ごめんなさい。


思うこと、書いてしまいました。


この数日、僕はびびっていて躊躇してばっかりやったけど、16年前には考えも出来なかったインターネットという世界で、僕は誰かのためじゃなくって、なんかモヤモヤとする、僕のココロのなかの違和感を、ちゃんと書きたいと思いました。


いろんなこと、ずっと忘れられへんのやった。忘れられへんこと、ちゃんと認めようと思いました。


やりたいことやる。そうやってずっと生きて来て、そうやってこのブログも書いて来たけど、もしかしたら間違ってたのか。


僕はいつか死ぬ。だったらいつか、誰かに思い出してもらえるようになりたい…。そんなちっぽけなこと考えて生きる？


生きるって何なんやろう。人って何なんやろう。このセカイって何なんやろう。


また読み返せる日が来ることが当然であって欲しい。そう考えて、また僕は気持ちを書こうと思いました。


ありがとう。








    2011.03.21 Mon 3/21(月)「ピリオド」
    昨日の日記にコメントを戴きました。ココロの底から感謝しています。自分がどこかに投げた石(意志)が、川の水面を揺さぶって、こちらまで届くこと。これって本当は奇跡に近いことなのかも知れない。インターネットは毎日手強くなっている気がして、手に負えないことも多くなったと感じる毎日やけど、時に優しく、勇気をもらうこともあるんや。ちゃんと感謝せねば。

何年も前、ヒットマンスタイルで名古屋に行った時の、あそこで出会ったあの人が、未だに僕の行く末を見てくれている…。時間も空間も超えて、僕の作った音楽が、歌声が、コトバが、今も届いている。届き続けている。こんなに幸せなことがあるんや…。


20歳のあの冬に決意したココロが、16年経ってピリオドが打たれたような気がしてた、と僕はコメントへの返答として、書いた。


ひとりよがりもええ加減にせんとあかん。


どこかで誰かが誰かのために泣いていて、僕は自分勝手にピリオドなんて打たれたなんて思ってたらあかんのやった。


今も僕は音楽を作り続けることが出来ていて、ウタも歌えて、神戸で比較的大きなライブハウスも任されていて、周りには活きのいいミュージシャンたちが存在し、毎日何を仕掛けようか、妙案を捻ることが出来ている。


全部が点だと思ったらあかんのや。全部繋げて、僕はもっともっと遠くから眺めるべきなんよな。


まだ途中や。誰にもピリオドは打たせたらあかん。自分自身でピリオドを打つなんて考えたらあかん。


「あぁ、オレはまだ途中や！」って開き直って、あのイギリス行った時みたいに、全部コトバにして、何か、自分が歩いて来たこの道に、目印になるようなもの、記しておきたい。それが本能なんとちゃうかな、って今日、思えました。


コトバはこのブログやTwitterに。


音楽はまた、たとえばThe VentzのMySpaceやもっと別のところに。


ずっと小さな頃、めっちゃくちゃ精巧な、それでいてバカでかい地図に、自分が歩いて来たすべての道を、赤鉛筆でぜ〜んぶ、一瞬も逃さずなぞってみたいな…なんて夢想したこと、今、思い出しました(笑)。


そんなふうに、何者かに打たれるピリオドなんてない歩みを。








    2011.03.22 Tue 3/22(火)「未来は僕らの手の中」
    ここ数日、夜中はずっとProToolsをいじってます。出来ないこと、出来るようになりたい！って意欲を放っておけなくって。。。


習作と言いますか、ちらちらと思うがままにアイデアをカタチにしてみました。ケータイでは聞けないと思うけど、もし、よかったら。


http://theventz.main.jp/2011.3.18_2_dr_loop114.mp3


http://theventz.main.jp/3.22_new.mp3



知識の拡大はちょっとやそっとじゃ図れない。しかもそれを、今度は技術として会得し、さらにまた、道具として使い、描かなくっちゃならない。音の風景を、コトバもなしに。


この2つの習作は、まだまだ数学の域を出ない…。ギターを弾くようには、PCを鳴らせていない。けど、こうやって過ごしていると、小学校4年生の時、夢中になってアコースティックギターを触ってた、あの頃を思い出すんです。


夢中になれること、実はそんなに多くない。


まだ出来ないこと、けど習得したいこと。始めました。


明日は朝から大阪に行きます。心斎橋BIG CAT。10代のバンドたちが凌ぎを削ります。コソコソと、「オレも負けてへんぞ」って敵対心丸出しで、頑張ってるバンド、見ます。


未来はまだ、キミたちだけのものやない。オレの手の中にもまだ、ある。ってね！








    2011.03.23 Wed 3/23(水)「月」
    この時間帯に日記書くのが習慣になって来てしまった(笑)？

今日はBIG CATで行なわれた10代のバンドイベントの審査員なんぞに抜擢されてしまい、心斎橋まで行って来ました。阪急電車と大阪市営地下鉄を乗り継いだ約1時間。1Q84を小脇に携えながら、途中FLAKE RECORDSに寄って、The Audios／THE DIM／NOKIES!／Vanilla childrenっていうメンツで4/7に行なわれるバリットでのイベントのフライヤーなんかも渡したりしながら。


それにしても若いのに上手なバンドが多い！でも上手だけを目指さず、それぞれの独自の感性を磨いて欲しいなーなんて、偉そうに言って来ました(笑)。


でね、そこでまた偶然。


ヒットマンスタイル時代にストリートライブをやってた頃によく見に来てくれてたコと久しぶりに会って話してたんですが、なんか最近になってまた僕らの「月」ってウタを聞いてくれているらしくって。嬉しい限りです。2日前にこのブログにコメント付けてくれたSAYAさん然り、こんな偶然ってあるんやね。それこそ、もう10年も前に僕が造ったウタ。10年ですよ、10年。今、手元にヒットマンスタイルのCDがあったなら、The Ventzのサーバにアップしてやろうか！と思いましたが…。なかったです。また今度、アップしてみようかな？そしたら聞いてくれる(笑)？？？


でも、改めてチカラのあるウタやったんやなぁってしみじみ感じてます。僕だって大好きなウタなんです。月。


探してみるか。。。


●


それからまた神戸に帰って来て、今日は2時間でこんなの造った。聞いてみてください。


http://theventz.main.jp/3.22_zombie_micky.mp3



「ゾンビーミッキー」って言います。なんとなくイギリス人の友人、Stuartのことを思い出してね、去年9月に神戸で一緒に過ごした日々の中で、僕が描いた「ミッキーマウス」をスチュアートが「ヘイ！ゾンビーミッキー！」と笑い転げてたことにインスピレーションを受けて描きました。もうちょっとテンポ、遅い方が「っぽかった」かな？








    2011.03.24 Thu 3/24(木)「THE BACK BEAT BRINGERS」
    昨日は久しぶりに弾き語りをしました。1曲だけ。しかも自分のウタでないウタを。

僕がVARIT.で働き出して、わりにすぐに付き合いの始まったTHE BACK BEAT BRINGERSというバンドの「週末」というウタをアコースティックギターで弾き語ったのです。


大袈裟に言えば、僕が一番最初に見つけたバンド。星の数ほどもある名もなきバンドの中で「これは！？」と思わされたTHE BACK BEAT BRINGERS。同じ時期に知り合ったバンドとして、WEAVERというバンドもいる。


WEAVERと同じくらいに、僕にとっては輝きを、可能性を持ったバンド、THE BACK BEAT BRINGERS。


3/12のワンマンライブを最後に、解散してしまいました。


昨日は、言うならば僕が仕掛けた2010年度のバリットオムニバスCD組の、ワンマン5デイズお疲れさん打ち上げイベントでして、当然解散したバンドの出演は、なし。


でも、「こっそり内緒でバックビートブリンガーズのカバーをしようやないか！」って企画が持ち上がり、残りの4バンドがそれぞれ1曲ずつ、カバーをしたってわけ。そして最後に、僕も歌わせてもらった、と。


とても好きなウタ。ヤツらがレコーディングする時にも立ち会っていたんやけど、「オレならもっとこのウタをモノに出来る！」なんて思ってたウタ(笑)。


そう言えば、こうやって聴衆の前で面倒みてるバンドのウタをカバーするなんて機会、なかなかないよね？？？


「世界一知名度のないバンドのトリビュートイベント」


だとか笑ってたけど、「そんなオマエらは世界一の幸せなバンドやぞ！」とココロの中で思ってた。


そして、あろうことか、9日目にしての再結成ライブ(笑)。


1つの時代は確かに終わったけれど、また始めればええやん。そう思う。


みっちり1年間掛けて僕がバリットを代表する若手バンド5バンドで造って来たこと。誇りに思えた1日でした。








    2011.03.25 Fri 3/25(金)「解き放つ」
    こんなん造った。僕は近頃、音楽の作り方の方法論を開拓中。なんだか、今までの全部を、解き放ってる感じ。いいのかどうか、わからん。でも、ま、それでいっか、と今は思ってる。内にあるもの、全部、出したいな、って。

GAP
http://theventz.main.jp/GAP_3.25.mp3



tef tef
http://theventz.main.jp/tef_tef_3.25.mp3




昨日はハンター坂、山手通り渡ってすぐのガスさんのバーに初めて行きました。確か年明け早々に行ったんやけど、たまたま開いていなくって。想像以上に広いお店でびっくり。ロック映像が流れる、なんともガスさんらしいお店でした。


が、少し体調が悪くって早々と退散。ごめんなさい、ガスさん。


また行きます。


それにしても、神戸には変な大人が多い。（昨日は僕も、少しだけヤヤコしい男ブリをガスさんに見せちゃいましたが。申し訳ない…。）


ガスさんはその中でも筆頭株。相変わらず、あらゆることに関するアイデアが炸裂してた。でも、いっぱいヒントって転がってるもんだよ、確かに。いっぱい遊んできた大人にしか見えないヒントってあるんやろうね。


でもね、僕にはまだ諦めきれない夢があって、大金持ちになりたい！っていう汚れた動機さえも捨てきれないのです。


もっともっと勉強、神戸でさせてもらいます！








    2011.03.26 Sat 3/26(土)「鳴菌のいいところ(笑)」
    鳴菌がこんなの作ったって。これ、結構おもしろいんで、よかったら見てみてください。くだらないから(笑)。









もひとつ、FRiDAYはこれ。こっちはちょっと胸にくるよ。







キタルベキセカイは自信作やったみたいやけど…。って感じ(笑)？


もひとつ、ヒットマンスタイルの「花」もあったんやけど、これはちょっと方向性が違うし、紹介はしません(笑)。で、今、ヒットマンスタイルの「月」をリクエストしてます。


鳴菌、こういうのんに長けてるねんなぁ。知らんかった。


10年経ってもまだ発見ってあるもんです。








    2011.03.27 Sun 3/27(日)「試聴可能に。」
    ヒットマンスタイルのMySpaceってなかったんですね！！！時代が古い(笑)。


なので、ちょっと早起きして作ってみました。流通せずにライブハウスのみでの限定販売だったCD「ヨロコビノウタ」からの数曲を中心にセレクトしてみたよ。


http://www.myspace.com/1004930606

タイトルソング「ヨロコビノウタ」、これは超大作。8分超えてるもんね(笑)。


〜悲しいことに僕らは完璧なココロもカラダも持っていないが〜


というフレーズを中心に、グッとくる歌詞になってます。


●


「good morning」「あすなろ」「愛の歌〜オヤスミのキッスを〜」と続き、僕らの1stアルバムから「月」をアップロードしました。


聞いてくれたら、やっぱり嬉しいな。












    2011.03.28 Mon 3/28(月)「地動説」
    今日は三宮の街を少しぶらぶらぶら。TSUTAYAが移転してるね！！！そしてしばし試聴。Sound&Recordingとか読んでると、気になる音楽がちらほらあるので。capsuleを聞いてみたよ。カッコいいね！単純にカッコいい！音が特にとてもキレててgoodでした！

最近DSD録音ってコトバがいろんな方面から僕に迫って来ると感じていて、少し調べてみたり。あと、バイノーラル録音。


CDを超えたところで音楽そのものの話が出来るようになって来たって実感してる近頃。


だから、音の前後感だったり上下感だったり、そういった音に対する捉え方が少し変化を遂げるんじゃないかな？ってボンヤリと思ってみたり。


今のとこ、「売る」となるとCDフォーマットで、というのが大切なんやろうけど、もしも「追求する」ということだけに専念するとしたらそれは、天動説から地動説へと考え方が変わったような、当たり前のことが当たり前じゃなくなることも有り得るんじゃないかな？なんて予測してみる。


僕はレコードの音が好きですけど、そんなレベルの話じゃなくってさ。


なんか、見えそうな気がしてるんやけどなぁ。


小学校4年生の夏休みに、レンズだけ買ってもらっていろんな工夫をしながら望遠鏡を造り上げる決心をした時のような高揚感が、今の僕にもある。








    2011.03.29 Tue 3/29(火)「WAXの血が流れていますように」
    今日はいろんなことやって、頭がいっぱいのWAXです。こんばんは〜！

最近、VARIT.のブッカーとしての仕事も外へ外へと向かっている感じなのです。4/17(日)には「KOBE STREET BEAT'11アコースティックフェスティバル」と称して、トアウエストのBO TAMBOURINE CAFEさんとの2会場行き来自由イベントをやります〜。今年が初開催！BO TAMBOURINE CAFEでは僕も弾き語りで一度歌わせてもらったことがあって(ゆっぽんありがと〜！)、その縁もあって仲良くさせてもらっているカフェなのです。アコースティックアーティストが多数出るイベントで、中には僕が20歳くらいの時に共通の友人の縁で何故か一緒にスタジオに入ったことがあるという「ラブハンドルズ」も出演してくれます！実はこの事実をお互いに確認し合ったのは去年の話っていう…(笑)。マジで15年振りの再会だったわけです。


ちなみにThe VentzのA.K.こと、ひらかわあかねも出演しますよ！


このイベントにはタワーレコード神戸店も協力してくれていて、今日はフライヤーの折り込みのお願いに行って来たり。店長さんが物凄くライブハウスの味方をしてくれてさ、ほんま感謝感謝です。


4/9(土)にはハーバーランドのスペースシアターで東日本大震災のチャリティーイベントがあるってことで、kiss FMの方から出演者の紹介を依頼されたり。なるほど。僕にも何か出来ることがあるのかな？って想いで動いています。


5/7(土)8(日)には「NEXT KOBE 2011!!!」っていうタイトルで、最近注目を集め過ぎている神戸のインディーズ界隈の名物バンドを、一挙に集めたロックフェスティバルをしようとしてます。合計20バンドほどが出演する予定。全国から見に来る価値はあると思いますよ！


2011年度のライブハウスVARIT.は、ロックバンドオムニバスCDとアコースティックオムニバスCDを制作しようと考えてます。この件での取りまとめもまぁ大変なもんで(笑)。でも遊び心も大切にしながら楽しみたいですね。


そして明日。僕も大好きなThe Pantrysの初ワンマンライブがVARIT.であるのですが、なんと僕のレーベル「ODOROCK RECORDS」からThe AudiosとThe Pantrysのスプリット7インチをリリースします！


若干20歳のロックバンド2つ。本日無事プレスされたレコードが届きまして、素晴らしい出来のジャケット(山田ちゃんありがと！)とCDを明日メンバーと共に封入し、完成でございます！


写真載っけたいねんけど、やめときます！もったいない(笑)！


明日、ぜひぜひ来てください。そして買ってね！


2曲ずつ入って合計4曲入り、税込み1000円です。


が…。


特別に18歳未満のロックンロールなボーイズ＆ガールズには300円にしちゃうよ！！！


ね。とんでもないよね…。


けれども。僕は考える。


そういう若いコらにレコードを手に取って欲しいんよ。そういう心意気で動けるレーベルでありたい！って強く思ってます。ぜひともよろしくね！


18歳以上のみなさま。ズルしちゃイヤよ(笑)！












そんな中、自分の音楽活動も並行してやってるWAXでございます！オーバーワークもいいところ！と言いたいところですが、好きでやってることやから、苦にはならぬのです。


ただ、やっぱもっと誰かに会いたいなぁ〜とか、誰かと話したいなぁ〜って思うこともしばしば。24時間じゃ足りないよ…。


とにかく。VARIT.／ODOROCK RECORDS／The Ventz。どれを取っても、どこで切ってもWAXにはWAXの血が流れていますように。


それだけです。


●


くだらない動画やけど、なんか魅力を感じる鳴菌動画、見てやってください。どっちもタイトル表記が間違っているっていう、なんともヤツらしい抜け具合(笑)。



 

 



HITMAN STYLEのMySpaceもよろしくね〜！


http://www.myspace.com/1004930606









    2011.04.03 Sun 4/3(日)「The Audios/The Pantrys/The Musique/WEAVER」
    少し間空いちゃったねぇ。WAXです。

怒濤の毎日でございました。ちょっと思い返してみようかな。


3/30(水)は母親の誕生日。毎年欠かさない「おめでとう」のメール。でも、メールで済ましてしまっている感は否めず。インターネットって便利やから、それじゃ味気ないよなぁ。京都にまた帰りたいな、と思う。会えば会ったで「おめでとう」の一言も照れくさくなっちゃうのだけれども。


そしてその日は、僕のODOROCK RECORDSが久しぶりに自分以外のレコードをリリースする日でもありました。


若干20歳のThe AudiosとThe Pantrysのスプリット7インチEPとしてリリースしました。どちらのバンドも僕は大好きやし、音楽性の違いはあるんやけど刺激し合えそうな感じとか。ジャケットを描いてくれた山田ちゃんのチカラもあって、結構「売れそうな」感じに落とし込めました。基本ライブ会場での販売になりますが、4曲入りで1000円。レコード聞けなくても大丈夫。同内容のCDも同封してます。


が！


ここからが思い切ったところ。


18歳未満のロケンローなボーイズ＆ガールズは、なんと！300円で購入してもらうことが出来るのです！20歳のバンドがレコード(CD付)出すのも珍しいと思うのですが、もっと若い世代の「バンドの音楽を聞き漁り始めた！」っていうコらに、一度レコードを手に取って欲しいなぁっていう、単純な僕の動機からの提案です。


CDも付いてるし安心でしょ？ぜひともどんどん買って欲しいものです。


●


3/31(木)はThe Musiqueが、約2年振りにオリジナルメンバー4人でライブをするっていう、とんでもない奇跡の日。もう4年の付き合いになるんやけど、今はまだ20歳なんよな。閃光ライオットっていう全国的な10代のフェスティバルで注目を浴び過ぎてしまった栄光の10代。そしてその後の紆余曲折。僕は全部見て来た。


それでもやっぱり、オリジナルのメンバーで奏でるミュージックには敵わなくって。


ただ、この日、目の当たりにしたThe Musiqueの音楽には、とんでもないものが潜んでいたよ。これほどまでに強烈な「バンドである理由」って、もしかしたら僕は見たことないかも知れない。


ただ、この日が「奇跡の日」になってしまうのか…って。


デビューとかそんな下世話なこと、The Musiqueのミュージックに於いてはつまらないことやったんやな。それと同時に怒りも込み上げて来る。それは、関係者として立ち会った自分に対して向けられたものでも、ある。守り切れなかったんやって。


でも、僕はこの音楽を切り取る理由を持っているって思うのね。メンバーと一緒に。うん。


またその件は後日。


●


4/1(金)はWEAVERの初のホールワンマンを見にNHK大阪ホールへ向かった。


スゴイよな。本当に。もう、僕のチカラがどうだったか？なんて、本当に関係のないこと。そこには強い「拒絶」もあったと思う。そう感じる。


でも、つまりはそういうこと。いつまでもWEAVERの周りに僕なんかがウロウロしてちゃ、いけない。メンバー本人たちとの間に、つまらん感傷などあってはならん。


終演後、メンバーに会うことも出来たんやけど、遠慮させてもらった。


今はまだ、会うべき時ではないと思った。


●


ね。こうして考えると、僕が神戸のライブハウスVARIT.でやって来たことが、これ以上ない濃度で集中した3日間でした。道理でヘトヘトなわけだ(笑)。


そしてまた、「僕の音楽」に対しても、ここ最近急激に動きが現れて来ているのです。


4月になり、新しい年度が始まったなって実感してます。学生じゃないのに、ね。変なの。


でも、新しく何かを始めるには、きっといい季節なんだろうな、って咲き始めた桜を見て、僕はそう思う。


僕は何を終わらせただろう？


そして何を始めるのだろう？


2011年度の、始まりです。








    2011.04.04 Mon 4/4(月)「直感って」
    さっきまでTheVentzのサポートドラマーであり、VARIT.の若いコらのレコーディングのエンジニアリングをしてくれている初田さんと深夜ミーティング。無駄話、多々(笑)。けれどもその話は多岐に渡り、結構充実した情報交換になりました。成果、大あり！

そもそも初田さんの洞察力には目を見張るものがあって、例えばレコーディングに於いては僕がバンドのディレクション、初田さんがエンジニアリングという役割分担になっているのですが、実は初田さん、バンドの本質を見抜くチカラがスゴイ。

今日はその目が僕のことを捉えた！ヤバイね(笑)。

いつも僕は会話に於いて、人の出口を塞ぐのが好きだったりする。逃げ道をなくしてゆく。或いは断る理由をなくす。これはちょっとしたテクニックなのだ。（決して騙しているわけではないよ？念のため。笑）

が、今日は僕が初田さんの餌食。

初田さんの洞察力を持って、僕はどんどん追い詰められてゆく。そしていつのまにか初田さんの思うトコロに「ストン」と落ち着く仕掛けになっていた。こりゃあ完敗だ(笑)。

でもね、僕は頭は堅くないつもりなもんだから、「それもまた良しとしよう♪」なんて感じてる。

そう。逆に今こそ、直感を大事にしたいな、って。

初めに感じだ直感は、ぐる〜り廻って初田さんの誘導に従って辿り着いた場所で感じる直感の、何物をも邪魔していないことに気付くのだ。

そっか。そういうことか。。。

近々キチンとこのブログにも書きます。ちょっと僕にとって大切なこと。

ね？そういうことやったよ。そういうことだったんだわ。遠回りし過ぎたのかも。








    2011.04.05 Tue 4/5(火)「モキモキとした想い」
    昨日初田さんと話したことが、僕にとっての起爆剤になったみたい。なんか、メラメラというか、ウズウズというか、モキモキしてます。

そんな時の僕はかなりの行動派。居ても立ってもいられない。

長年少しずつコレクションして来た機材くんたちの、なぜか撮影会。そう、かなりのビンテージものをひとりひとり春の空の下へ持ち出して、正面、背面などなど、写真を撮りまくる。

何の考えもなしに揃えて来たわけではない機材くんたちですが、「ここはちょっと整理しなくてはならんな」と不思議と思い立ち、とにかくあらゆる機材くんの写真を撮る、撮る、撮る。別に売る気がなくっても、写真に納めることで何かが閃くかも知れないなぁ〜なんて思いながら。

ひょっとしたら何人かヤフーオークションなんかで売りに出すことになるかも知れません。

●

そして初田さんと話したことを元に考えて考え抜いて辿り着いた、僕なりの考えを報告するために、今日はA.K.と鳴菌に会って話しをしました。2人共一緒に話せれば良かったのだけれど、急なもんでそんなわけにもいかず、別々に話すことに。

ただ、「話す」という行為を経て僕は得るものが大きいのだ、と再確認。

しっかり考えもまとまってゆく。だって同じ話を2回もしたもんね(笑)。





少し今日は疲れたので、日記はこのくらいにしておこうと思う。

ただ、僕はもっと僕でありたいと思う。そう強く話したつもり。この1ヶ月、悩んで迷って考えて得た、途方もない遠回りは、無駄ではなかったのかも。

今はそう思います。








    2011.04.06 Wed 4/6(水)「バイノーラル！」
    スゴイぞ！バイノーラル録音！まずは聞いてみてくれ！出来ればヘッドホンで！

http://theventz.main.jp/binaural.wav



ね？他愛のないバリットの事務所での会話。合わせて手に入れたKORGのDSDレコーダー「MR-2」で最初に録音したのがこれ。「バイノーラルってどんなもんよ？」とスタッフの高垣とオレがあらゆる位置で指をパチパチしているところを「何してんすか？」とスタッフとく。目に浮かびませんか？アホな大人2人に疑問を持つ20歳の女子(笑)。


久しぶりにびっくりしたわ、これ。








    2011.04.12 Tue 4/12(火)「花」
    今日は記念すべき日になりました！なんと弟に待望の赤ちゃんが産まれました！


20代を白血病の克服のために過ごした弟。


この気持ちは何ものにも変え難いのです。


おめでとー！







    2011.04.16 Sat 4/16(土)「発明を」
    最近、毎日アコギ弾いてるんです。そしてセルフレコーディング。いやぁ、難しい。マジでアコースティックギターは難しい。誤魔化せないです。気持ちがバレちゃう。だから練習しかない。

実は今、「花」をレコーディングしています。そう。ヒットマンスタイル時代に作ったウタです。

どうしても「今」、録りたくって随分試行錯誤しているのです。テンポ変えたりして。

で、今悩んでいるのはこのウタのキーについて。ずっとキーは「E」でやって来たんですが、最近買ったCD、ロン・セクスミスの新譜やMATH AND PHYSICS CLUBの新譜に触発されて「ちょっと低い声で歌ってみたいな」なんて思い、キーを「C」に下げたり「D」に戻したり、グッと「A」まで下げてみたり…。でもどうもしっくり来なくって元の「E」に戻してみては「変わらんや〜ん」って1人、嘆いてみたり。楽しそうでしょ(笑)？

そうこうしてると「ヘッドホンしながら歌うの嫌！」なんて、ボーカリストの僕がエンジニアの僕に文句言う始末。だから深夜はダメなんですよね(笑)。

キーを下げて低い声で歌う。でもそこに、何か発明が必要なんですよ、たぶん。僕の直感は、そう告げてる。

どんな発明なんやろう？

…。う〜ん。思い付かぬ。

ボーカリストの僕と、エンジニアの僕。もちろんライブハウスの人間としての僕もいる。それら全員を総動員して何か、閃くこと。しばらく悶々としそうです…。






思うところあって、大事にコレクションして来た機材たちを、売りに出すことにしました。人によっては「信じられへん！」って言われたりしますが、わりにその辺り、クールなんです(笑)。

思い描いた像がハッキリしているので、そんな時には迷いがありません。それが僕のいいところ、とでも言っておきましょう。

そういえば今年のお正月、京都の実家に帰って母親に言われたなぁ。

「あんた、な〜んの知らせもなく、大学辞めたなぁ。ぜ〜んぶ事後承諾や。」

そうや。地震があって、僕はこんな性格になったんだろう。18歳まで京都の親元に過ごしている時は、どっちかって言うと石橋は叩いて叩いて、叩きまくる方やったのに。

今じゃ、石橋叩くことなく、ひょいって飛び越えよう！なんて無謀なことしたりする。

うん。自覚はあるから、マシなんですよ？




さて。もうこんな時間。

では、おやすみなさい。








    2011.04.28 Thu 4/28(木)「The Zombies!!!」
    The Ventz、次回ライブが決定しました！


7/12(火)、（←これ、僕の誕生日！）初めて神戸以外でやります！OSAKA MUSEです！


しかも対バンは…。
























The Zombies!!!


そう！あのゾンビーズなんです！びっくりやろ？？？ビートルズの生きたあの時代の、まさにあのゾンビーズ！



ほら、これ！










僕の誕生日に僕が大好きなイギリスのバンド、しかも60sを生きたバンドと一緒のステージに立てるなんて！！！


奇跡。本当に奇跡。


「イギリスで初めてライブをするようなバンドを作ろう！」って思い立って気持ちを新たに始めたThe Ventz。去年の2月にその夢を実現し、帰国後たくさんの曲を書きため、今年はそれらをメドレーのカタチにしたい！って思っていた矢先、あのコンセプトアルバムとして評価も高い「オデッセイ＆オラクル」を造り上げたバンドとの共演。


風向きがとんでもなく素晴らしくなって来たぞ！真面目にやってたら、いいこと、あるある！








いい意味で緊張感を満載しています。


ぜひとも僕の誕生日、7/12(火)は大阪に来てください。チケットは7,800円。僕らももちろんその価値のあるライブをします。うん。沸々と湧いてくるこの闘志。


主催者のVINYL JAPANのHPはこちら。


http://www2.odn.ne.jp/vinyl-japan/live_event.html



まだ僕らの名前は載っていませんが、


2011/07/12(TUE) OSAKA MUSE HALL
open the door 18:00 / start to play 19:00
with Japanese Guest Band


このJapanese Guest Bandが僕らのこと！


いよっしゃー！！！！気合い入って来たぞ！


よろしくね！








    2011.05.23 Mon 5/23(月)「インプット＞アウトプット」
    ご無沙汰してしまったねぇ〜。僕は元気にやっています。みなさん、ご機嫌いかが？

毎日毎日インプット多め。それは音楽のことであったり友人のことであったり。アウトプットもままならない程。


人も36歳まで生きると、さまざまなことがあるのね。そして今、このタイミングで出会う人たちって、多分にビジネスの要素を持って付き合うことになってしまう。それはそれで喜ぶべきこと。誰かと僕が出会うことで、想像も出来ないくらい多くの人が幸せを感じることが出来る可能性を持つならば、どんな苦労も厭わない。そんなことで弱音は、吐かない。


そんな中、やっぱりビジネス抜きの関係性が産まれることもあって、それが特に嬉しかったりもするんです。妙な気分。


思えば小学生のころ、初めて自分から進んで行動することによって出来た友達のこと。


思えば中学生のころ、初めて喧嘩してそれっきりになってしまった友達のこと。


思えば高校生のころ、笑って泣いて何かに一生懸命になれた友達のこと。


思えば大学生のころ…。


アイツと付き合えばウマミがあるぞ、だなんて、考えたくもなかった青臭い時代の匂い。20代が過ぎ、30代も半ばを超え、それでもこんなに青臭い「今」をまだ現役で迎えられるってことに幸せを感じる。うん、そんな感じかな(笑)。


僕は元気にやっています。キミはどうかな？


●


そんな僕が7月に迎える誕生日。スゴイことになってます。


今、僕がやっているバンドThe Ventzが、あの60年代のバンドThe Zombiesと共演する。しかもそれは、僕の誕生日7/12に行なわれる。これを事件と言わず、僕の何を事件と言うのか？（いや、事件はたくさんあったね。笑）


「誕生日っていうのは特別な日なんや！」っていう当たり前のようなことが、何故か最近の僕にはより特別に想えていて、誰かの誕生日を僕は心底大切にしたい、と思っている。


だから自分の誕生日だって負けないくらい、大切にしてやりたい！なんて、ね？


僕が生を受けてこの世に現れた日。


まさかそんな1年の中で最も重要な日にゾンビーズと共演出来るなんて！


チケット代はやっぱり高い。7800円。でもそれくらいの価値のある1日に決まってる。少なくとも僕にとっては。少なくとも僕らにとっては。


もしかしたら8月にもヤバイことが起こるかも知れないし、その先にだってもっともっとヤバイことが待っているっていう予感もある。


どんどんハイスピードになっていくこの世界の中で、僕はもしかしたら骨董品のようになってしまう危険を孕んでいることを僕は、感じている。けど、だからこそのやり方で、僕が死ぬ時には笑って誰かに思い出してもらえるような生を生きたい。ウタを書きたい。そのための毎日を。


そろそろアウトプットする時間だね。


●


来年、2012年の7月12日にはローリングストーンズがロンドンでライブをする可能性があるらしい。それは初めてロンドンでギグをした1962年7月12日から50年という日、らしい。


今年はThe Zombiesと。来年はTHE ROLLING STONESと。


まさか、こんなことが実現するだなんて、誰も思わないでしょ(笑)？でも、本当に出来る可能性って無くはない。


この日記のこと、ぜひ記憶しておいてください。ちょっと頑張ってみるから。








    2011.05.26 Thu 5/26(木)「高級外車に庭付き一戸建て」
    昨日のことです。朝、目覚めたら「あぁ、なんでオレ、金持ちじゃないんやろ。。。」っていきなり落ち込んでしまったのです。

なんでやったんやろ(笑)？


●


自分で言うのも何なんですが、僕、結構ヤレル男やと思うんですよね、ごめんね(笑)。でも、何故だか今、僕には車さえ、ない。


ベンツに乗ってる人とか、街を歩けばたくさんいるじゃない？「あぁ、この人たちにオレは負けてるんやなぁ。。。」って思う。


勝ち負け？


そうじゃないのかも知れない。けど、夢ってあるやん？高級外車に乗ってさ、広〜い庭付きの一戸建てに住んでてさ、休みもちゃんとあって、庭でバーベキューなんかしちゃってさ。。。


時々不安になってしまう。いつまで経ってもこのまんまなんじゃないかって。


神戸のバーに遊びに行っても、カウンターに並んだ人たちをずらっと眺めてみると、実は錚々たるメンツだったりするのね。インテリアデザインの社長やグラフィックデザインの社長。有名洋菓子会社の社長、神戸に何店舗も飲食店を経営されてる社長。不動産屋さんの社長。うわ。社長ばっかやん。。。


いつもは、自分で自分を慰めてた。そんな社長たちと一緒に遊べてるんやから、今、お金なくったって、何か僕にも見所があるんだろうって。


でも、虚しいよね。。。


●


たぶん人生、最終的にプラスもマイナスも、結局ゼロになるんやろうなぁって漠然と感じてる。そして死ぬ時、「あぁ、ほんのちょっとだけプラスで終えれるかな？」なんて思えたらいいな、なんて。


車も庭付き一戸建ても持ってない。


けど、その代わりに得て来たものって、やっぱり結構重くて大切なもんよな？って思う。20歳で知った生死の狭間。阪神大震災は今もやっぱり僕に影を落としてる。でも、だからこそ得た価値観を、今もずっと貫き通して生きていられる。


今誇りに出来る宝物のこと、だからこそ大切にしたい。


なんか良くわからんけど、ちょっと落ち込んでしまったって、僕はそこから這い上がれる術を持ってるんやな、それこそが僕の一番の強みなんじゃないのかな？ってポジティブシンキングってこと(笑)！


あぁ、でも、ほんとのところ。。。


「お金持ちになりたいですっ！」


7/12(火)、僕のお金持ち大作戦の何歩目かの足跡を確かめに、ぜひOSAKA MUSEに遊びに来てください！イギリスの伝説のバンドThe Zombiesとの共演です！








    2011.05.29 Sun 5/29(日)「サンキューMUSIC」
    台風です。傘がひっくり返ってしまいました。その後がツライ。雨降ってるのに傘が、ない。しゃーない。濡れるしか、ないね。

●


昨日はTROOP CAFEっていう神戸のクラブにSNOOZERとSECOND ROYALのイベントに繰り出して来ました〜。もう長い付き合いになるAKIHISAもDJするっていうんでね！


いやぁ、ほんま楽しかったです。アレはTROOPやから出来るイベントやなぁ〜って思いました。僕はバンドをやりながらバリットっていうライブハウスを運営していますが、ライブハウスとクラブは、やっぱり根本的に違うのね。それは照明の明るさだったりスタッフの対応だったり、内装ももちろん、だからこそ活かせるイベント内容ってものもある。


僕はバリットを、実際にイギリスに行って感じたような、そんなミュージックプレイスにしたいって思ってます。生活と音楽の密着度的な感覚での話なんやけれども。


でも、昨日TROOPに行って感じたのは、「音楽好き度」では完全にライブハウス、負けてるんじゃないの！？ってこと。


DJもオーディエンスもスタッフも、全員が完全にミュージックラバーだったことに、清々しい口惜しさを感じました。みんなよく、音楽知ってるなぁ〜って羨ましかった。


ライブハウスって、まだ右も左もわかんない、そんなバンドマンたちをピックアップして、いろんな話したり遊んだり、そうやってどんどん可能性を広げてあげてヒョイッと全国区に押し上げる！ってことをする場所でもあると思うんです。つまり逆を言えば、完成されてないバンドがたくさん出演しているってこと。だからそんな場所に完成された音楽を求めているミュージックラバーたちが集まれるか？っていうと、そうでもないってところがジレンマなんですよねぇ。。。


じゃあまだまだ青臭いバンドを切り捨てるのか？っていうと、そんなわけにはいかない！ライブハウスが第一歩目になれなくてどうすんの！？って、僕は思う。


●


「いい音」っていうキーワードを、僕は常に考えてる。「バリットは音がイイ！」ってありがたくも言われることも多いし、僕だってそう思うんやけど、それでも完成されていないバンドをそのまんま大きな音でアウトプットしても、果たしてそれがいい音なのか、甚だ疑問に思うのです。バンドの「売り」を見極めてあげて、だからこそその部分をデフォルメするような音響作りを考えなくちゃならないな、って。


TROOPは音、めっちゃくちゃ良かったです。こういう音楽をこういう鳴らし方するっていう意志を感じたし、こういう種類の音楽のカラダに来る音をビールと共に感じることが出来たってのは、実はイギリスで感じた種類の感動に近いのかも！


●


な、みんな！音楽やってるって言うバンドマンたちよ！TROOPには遊びに行くべきだぜ！いや、TROOPに限らず、クラブやカフェ、もちろんライブハウスやフェスにだって、そう、海外にだって行ってみるべき！もちろん家でも音楽をきっちり聞ける環境を持つべきだと思うね！ヘッドホン、スピーカー、いろいろこだわれると思うよねぇー。


昨日はThe Audiosの藁科と岩本、それにベンツのA.K.と一緒に遊びに行ったけど、こうやってバリット以外で音楽を聞くのって大切やなぁ〜と思ったし、それより何より、楽しかったなぁ〜って思いました！


サンキューTROOP CAFE！








    2011.05.31 Tue 5/30(火)「メラメラ」
    今朝は7時まで、みっちりThe Ventz練習でした。。。

それにしても。今、一緒にやっているドラマーの初田氏。えらいこっちゃですわ。やっぱりプロとしてずっとやって来たドラマーやし、それに加えて、音楽全体を見渡すチカラを僕は尊敬出来る。音楽の構造っていうのかな？それはリズムに関する約束事であったり、ハーモニーに関する約束事であったり、そういったルールを先人たちのグレイトな音楽から引っ張って来て応用し、僕らの造る音楽にあてはめて、また新しいものを造る。そのチカラに僕は惹かれる。


初田さんは僕の書く音楽に、とてもいいものを感じてくれている。それは本当に嬉しいことなんやけど、昨日の練習で新曲を書いていて、初田さんとの音のやり取り、解釈、理由、その他すべてのことに、実は僕は打ちのめされてしまってた、午前3時。曲を書き始めたのは18歳の頃やから、その頃から数えて約18年間、僕が書いて来た音楽っていうものに対して、僕は恥ずかしくなってしまってた。


直感でしか曲を書いて来なかったし、もっと具体的なカタチとして目に見える楽曲になって初めてアレンジを施すことしかやって来なかったから。


今僕は、この国のミュージシャンとして、もう若くはない。でも、絶対音楽、やめられない。


だからこそ。。。


僕は口惜しいのだぁ！！！


絶対初田さんをびっくりさせる曲、書いたるねんっ！ぷいっ！やで、しかし(笑)！


ってことで、僕、今から曲書きます。


7/12(火)のゾンビーズとの共演ライブが、もっともっと楽しみになるような、飛っきりのウタ、書いてみせます！メラメラ。


ほな！行って来ます！








    2011.07.01 Fri 7/1(金)「ご無沙汰でした！」
    6月は1本も日記を書かなかった！でもね、僕は元気！毎日忙しく過ごしてる！

さて、いよいよ7月。2011年も折り返し。そんでもって12日にはTHE ZOMBIESと大阪MUSEで共演する！しかも誕生日！笑


今からThe Ventzは朝練です！そう！ここ最近、週3ペースで朝練習なのです！朝9時は僕らにとって早過ぎる〜。


けど、気持ちいい！やっぱり朝は清々しい！


毎日暑いけど、がんばってこ〜！








    2011.07.03 Sun 7/3(日)「景色」
    最近、もっと音楽聞きたいなぁー欲求がすごくて。ただ、やっぱり10代の頃に聞き漁ったものって、別格よね。ここんとこ、曲のタイトルはおろか、バンドの名前まで覚えるのに一苦労。大変だぁー！笑


さて、あといよいよ10日。きっちりと次へ進むことが出来るように、我々The Ventzは週3の朝練を頑張ってます！


そう。そこからまた、次の景色が始まる。死ぬまで次の景色、探し続けたるでー！







    2011.07.04 Mon 7/4(月)「肩」
    The Fillmsのワラシナと久しぶりに語る。


正解って何や？どこや？


自分に照らし合わせてみる。


性善説、性悪説。良くはないやろう。


けど、一度切りの人生。


ワラシナの肩を持ちたくもあり、自分の肩を持ちたくもあり。


「ワラシナ」を「友人」と置き換えてもらっても、結構。







    2011.07.04 Mon 7/4(月)「餅は餅屋」
    今日は阪急電車でゆらゆら大阪へ。読みかけの本を忘れてしまって、ぼーっとしててもいいところを、YouTube三昧。iPhoneにしたところで、電話とメールくらいのもんやったけど、暇だなーと思う時間がこんなにあっという間になってしまってビックリ。


最近思うこと。


「餅は餅屋」


めっちゃくちゃ興味あること、たくさんあっても、身の周りに任せられる人がいたら、トタンに興味が薄れてしまうのです。。。僕の悪いとこ。


じゃあ逆に、周りが僕に任せてくれること、期待していることって何やろう。


それはでも、きっと自分の思っていることと、決してイコールじゃ、ないんやろなって。


まだ惑ってる。







    2011.07.11 Mon 7/11(月)「オープニング心得」
    いよいよやん！


Twitterで「ゾンビーズ」って検索すると、引っ掛かる引っ掛かる。東京での3公演、かなり評判がよろしかったようで！


ただ、そんな状況の中、オープニングアクトってのは、想像通り厳しいもんやと認識しています。大好きなバンドを見に行って、知らないバンド出て来ても、楽しめない確率は、高いよね？


ただ、この想像は3週間ほど前に、The Ventzのメンバー間で、認識済み。だからこその朝練三昧やったんです…。


どんなライブをすれば、ゾンビーズファンの人らが納得するのか？


それは絶対迎合では、ない。ちゃんとリスペクトがあって、ちゃんと自分たちを持って、ちゃんと届くような塊を、ちゃんと4人でやりたい。


そんな想いで練習していくとね、自分でもびっくりするくらい、しっくり来るようになるんよね！この歳で、初めてカラダで知れた。恥ずかしながら、ね！笑


でもええやん。一度切りの人生、毎日が初めてのこと尽くしだったら、きっと今よりもっと広い視野と大きなココロを持てるはず！


明日も朝から練習です！このペースに慣れて来たぞ！笑


ゾンビーズの東京ライブの映像がYouTubeに載ってました。なんか、美しいライブ。


今のThe Ventzが目指しているライブと、絶対近いと思う。


こんなにワクワクする誕生日を迎えてええんやろか。終わったら死んでしまわないかな？笑


とにかく、現役バリバリだと噂のゾンビーズ。我々も、やります。うん。







    2011.07.12 Tue 7/12(火)「武者震いするぜ。」
    マジでヤバイ。これ、寝れるんかな。。。


大阪ミューズでのゾンビーズとの共演日、当日になってます。今日も朝から練習。そしてライブ来てくれたみんなに無料で渡したい新曲「Do」のCD-Rの準備を。


正直、1本のライブのために、こんなに何もかもを注ぎ込んだのは、初めてなのかも。今までの自分に反省です。。。


練習を練習としてやって来たこと。そしてその成果をちゃんと感じること。だからこそ、1人でも多くの人に見てもらいたい、知ってもらいたいっていう欲求が増したこと。


オープニングアクトって、ほんまにシビアなもんなんや、ってちゃんと考えられたからこその出発点。


うぅ。武者震いするぜ。


去年、イギリスで初ライブを成功させた頃、僕らは考えてた。来年の7/12、つまり今日、アビーロードスタジオでレコーディングしたいって。実はアビーロードスタジオへのコンタクトも取ってたんです。。。けど、それと同じくらい、いや、もしかしたらそれ以上に僕の人生のターニングポイントになるような出来事が今日、7/12に産まれようとしてる！


明日のお客さんに、野次飛ばされるかも知れへん。


けど、僕らは僕らの真摯な想いを持って挑んで来た7/12、ゾンビーズとの大阪ライブ。僕らを目当てに来てくれるお客さんだって本当にたくさん！


明日のライブが終わった時、また新しい何かを得ていたい！全力尽くして、また新しい景色を！


どうぞよろしくお願いします！







    2011.07.13 Wed 7/13(水)「ゾンビーズ誕生日」
    2011年7月12日、僕は37歳の誕生日をこれ以上ないくらいスペシャルな気持ちで過ごしました。いや、むしろ、「誕生日だ」ってことをこんなに忘れて過ごした誕生日はなかったです(笑)。誕生日っていうより、ゾンビーズとの共演ライブの日って感じ。もう少しで誕生日ってことを忘れてしまうとこでした。

セットリスト！


1.キタルベキセカイ
2.月
3.knock knock knock
4.Do
5.FRiDAY
6.Radar
7.54


本当に短い時間でしたが、あのTHE ZOMBIESと同じステージに立てた幸福感。ありがとうございました。


出番の時間になり、暗転の中ステージに立ち、ギターをチューニング。背中に感じる視線。そしてそれが歓声に変わった瞬間。


僕はこの、長い音楽人生の中で、この瞬間を忘れることはないかも知れないなぁ。


僕らは僕らなりにチャレンジし続けた2ヶ月でした。根本的なところまで立ち返って「音楽すること」を考え直してみたり、それこそ辛くなるような、しんどくなるような考えも頭をよぎり、それでもこのメンバーでやろうと決めて、朝、早起き(笑)。


音出す前に、こんなに幸せなことが待ってたんや〜って、ちょっと感動してしまって。


今までの僕は、ずっと感情を表に出そうとしてライブをやって来たんやけれども、「もっと内なる感情を、出さずに出す」のが今の僕のテーマで。だから、非常に嬉しかった歓声を、胸の中で打ち殺してやろうとしてました。あぁーだから緊張したのかな(笑)。


でも、やっぱ緊張しましたよ。


そう。ゾンビーズのメンバーがOSAKA MUSEに入って来た時、みんなと挨拶、そして握手。その時、特にベースのJim Rodford(昔キンクスだった人！)が、とてもかわいらしい、くしゃくしゃっとした笑顔の、まさに英国のおじいちゃん！な人やったんです。


が、押しに押してしまったゾンビーズのリハーサル後、The Ventzのリハーサルになる時、同じベースアンプを使い回せるのか？って聞いたんです。そしたら、とても真剣な目で「No」と一言。圧倒されてしまいました。これがイギリスロックの世界の厳しさなのか…と。


ああ！！！！でもうまく表現出来てないぞ、オレ！


「若人よ、キミたちはこの、限られたスペースで、限られた時間、限られた楽器で何とかするものなのだよ。」


そんな感じ。わかるかなぁ…？


いや、ほんまにね、OSAKA MUSEのステージにゾンビーズに機材を並べ、そしてそれらには一切手を触れてはならない＝つまり位置を変えてはいけない。その上、リハーサルの時間も押してしまったお陰で、我々に与えられた時間は10分間のみ。


PAをやってくれた森山くんも大変。ゾンビーズの回線には一切手を触れることも出来ないので、The Ventzの回線は分けなければならない。つまりマイクも全部ゾンビーズ用にセッティングされたものを使い回すわけにはいかない…。


でも、これって当たり前やんなーって思う。


イギリスにたくさんのビートグループが出現した60s初頭、「オレらこそが！」って思うなら、格上のグループを何としてでも喰わなきゃならない。そこで勝てたグループこそが生き残って行く。そんなシチュエーションを易々と想像出来たりしました。


実際、去年イギリスに行った時も、サウンドチェックの時間なんてメインアクト以外、本当に少なかったし、そこで開き直れたかどうか、で本番って違ったと思う。


だからこそ、ベストを尽くすために何を優先するべきなのか。瞬時に判断する能力もミュージシャンとして必要なんだろうな！って。


ボーカルのコリンさんも、オルガンのロッドも、全員楽屋では、本当に紳士。僕の拙い英語もちゃんと聞いてくれて、どこまで伝わったかわからないけど、いい経験が出来ました。


「君の持ってるレスポール、くれ」


とか、言われても。。。ってな感じですが(笑)。


去年イギリス行ったこと。ロンドンのThe Foxっていうところは知らなかったみたいやけど、Hitchinのclub85は知ってるみたいで、オルガンのロッドは昔その近くに住んでたみたい。


そうそう！ボーカルのコリンが、僕の親父とよく似てるねん。最初びっくりした(笑)。


顔もそうなんやけど、背の高さとか、体型とか。


ちょうど同い歳やし、紹介したいなぁ〜！って本気で思ってしまった(笑)。なんか親友になれそうやったもん。


おっと。楽屋の話ばっかになってしまったね。


ま、本番はあれですよ。緊張しながらも、本当に充実してた。たくさん間違えたけど。


こんなライブをちゃんと積み重ねたい。もう37歳になってしまって、何を今さら、って人は言うかも知れへん。けど、いつだって始められると僕は思ってる。いろんなことに気付くのが遅かった気もするけど、それはそれで仕方ないよねーって。だったら諦めるんじゃなくって、今から何をするか？だと思う。


僕らのライブの後、ゾンビーズのライブを見て思うこと。やっぱり姿勢を正すことって本当に大事なんだな、ってこと。ボーカルのコリンの立ち方。オルガンのロッドのまっしぐらに楽器に向かう、向かい方。ベースのジムの完璧な音符のコントロール。特に印象的だったこの3人。同じステージに立てたことを幸せに感じる理由はそこだと思いました。


さ。


でもThe Ventzはもっとやらなきゃ。


次回ライブは8/3(水)神戸VARIT.にてSEX PISTOLSのオリジナルメンバー、グレンマトロックと共演です！これも特別感満載でしょ！


ぜひぜひお越しを！バリットの7周年イベントです！


また詳しくこの日のことは紹介しますね！


7800円もするチケットを買ってThe Ventzを見に来てくれたみんな、ほんまにありがとう！ゾンビーズのお客さんもありがとうございました！


バンドやってて、本当に良かった。








    2011.07.27 Wed 7/27(水)「キャパオーバー」
    何でなんやろう？ちょっとした憂鬱な気分がチラチラしたりして、最近の僕は元気がなかったのかも知れません。

「キャパオーバー」


誰かをちゃんと信頼出来るようにしなくっちゃ。そのためにはまず、自分。全然自信が持てないようじゃ、そりゃあ誰のことも信頼出来ないよ。変に勘ぐったり疑ったり責めたりキライになったり。


自分の気持ちに正直になればなるほど自分のことを疑ってしまうこともあって。


でも、そんなん隠せないよね、なんて開き直るほど僕はアカヌケテいなくって残念に思うのです。がっかり。


そんな悪循環を、こっそり大事に育てちゃってて、抜け出せなくなって…。


でも、そんなん、イヤ！


やから、無理矢理駆り立てるのだけれど、結果が出ては、いない。


ふぅ。やれやれ。


●


それでも毎日、朝は来る。それ自体が最高じゃないか！


ヒットマンスタイルの頃の歌、「ミュージック」をふと聞いてみる。


〜どんなに辛くて悲しくて　ボロボロに負けそうになっても　歌うことが出来るなら　僕らはまだまだマシかも知れないな〜


これ、僕は8/3(水)に歌うことにしました。The Ventzでやります。


ヒットマンスタイルの歌＝僕の歌


ほんまはね、やっちゃいけない曲なのかも知れない、「ミュージック」。


実は今日、ヒットマンスタイルのドラマーゆっこさんとメールをしていて、先日のTHE ZOMBIESとのライブに来てくれていて、僕がゆっこさんにどんなふうに感じたか、聞いてみたってわけ。


あの日も「月」と「knock knock knock」っていうヒットマンスタイル時代の2曲を歌ったんですが、それをゆっこさんがどう想ったのかな？って少し聞いてみたくなって。そんなこと、気にするなよ〜ってことかも知れませんが、僕はやっぱり僕だった、ってことで聞いてみたら、なんか、ゆっこさんらしい、そして僕も納得出来るメールをもらいまして。嬉しくなってしまいました。そしてやっぱ単純な僕。


神戸の不良大人(笑)、ふんにゃらさんとガスさんと話す機会があって、やっぱりそこでも自分を掘り下げる話が聞けて、少し嬉しくなったり。


憂鬱な気分は、こうして誰かと話すことで半分だけ、持ってもらえてるんやなぁ〜って思う。


「バンドで歌う」っていう花形と、「ライブハウスを運営する」っていう裏方と、2つ同時にやることには、本当にストレスを感じてしまうのです。でもね、これ、僕は自分で選んだことに他ならないんですよね。


やりたいことを2つも出来るんです。一度切りの人生の中で、僕は今、幸せの真っただ中にいるのかも知れない。


でもその渦中にいる時、人は得てして気付かないもの。


そうやって納得させてるって話ですか。なんとも強引な…。


●


The Ventz、うまくいってると思うんです。THE ZOMBIESのオープニングアクトをやって、今度はSEX PISTOLSのオリジナルメンバー、Glen Matlockのサポートアクトをするんやもん。そして、今はまだ言えないんやけど、かなりビッグなことが半年後の僕らを襲うことになりそうなのです。


けど、何故だかしっくり来てる感じが、しない。


本当はテンションあがっちゃって、「行ってまえ〜！」ってなる性格のハズなのに、何かがブレーキを掛けてしまってる。


「石橋叩く？いや、飛び越えてしまおうぜ！」


そんなバンドでありたいThe Ventz。プラス×プラスの相乗効果でいきたい。


じゃあ僕はどう振る舞う？


しっくり来ることを追い掛けて、わがままにやるしかないやんか。


どこでも頭下げりゃいいってもんじゃない。


ふんにゃらさん、ガスさんは言う。WAXは真面目だからなぁ〜って。


そのコトバに、少しだけ傷付く。なぜならロックにとって真面目ってコトバは悪口やから。いや、悪口なんやと思ってるから。


でもね、違う。違うよ。


僕は僕を生き抜かなければならない。いや、生き抜きたい。


「結局WAXはこのWAXの性格でなかったらWAXちゃうもんなぁ〜応援したいと思わへんもんなぁ〜」


ホ。


●


僕は今、もうこの世では絶対会うことの出来ない人に、会いたい。僕に「東京に行け」って言うてくれた人、神戸に戻る僕のために僕の居場所を作ってくれた人。


あの人がいたから僕は目覚めたってこと、今もあの人は気付いていないのかも知れない。気付かないまんま、どっか別の世界に行っちゃったのかも知れない。


あと何年かしたら、追い付いてしまうよ…。


その前に、僕はあの人の夢やったって勝手に思うこと全部、成し遂げてみたい。


そんな、憂鬱な気分。


●


でもね！


僕は8/3(水)も、神戸VARIT.で最高のライブを約束する！


The Ventzで僕は僕になる！


なんだかわけがわからんが、この年齢にして神様は、僕にチャンスをくれている！THE ZOMBIESにSEX PISTOLSだぜ？この意味、わかる？わかるわけないよね！


半年後のビッグチャンスを掴むためにも、これは外せない勝負なんや。


強気？弱気？そんなん関係あらへん。


躁？鬱？そんなん関係あらへん。


気分のいい時、悪い時、そらあるで。


8/3(水)にThe VentzのWAXを持って行く。


チケット代は4000円。安いでしょ(笑)？


ぜひ来て欲しい。僕の、僕らの半年後のびっくりするようなことのために。


僕のために、お金、使ってください。すげぇことで返します！


あはは。めっちゃ正直に言っちゃってるね(笑)。


●


なんか、取り戻して来た！書くことでまた、救われたのかも知れないな。








    2011.07.29 Fri 7/29(金)「対話」
    昨夜はナルキンと朝まで。今日の夜はA.K.とコーヒーを飲みながら。そしてその後はさっきまで、初田氏と深夜長電話。


バンドのメンバー、それぞれと、それぞれのやり方で話をみっちりと。


毎日、毎時、毎分、自分の考えが変わってしまうことに、恥じらいを感じてしまいます。


けれど、本当の根っこの部分、芯の部分だけは譲りたくない、そう誇れるだけの自信を持っていたい。


自分の浅はかな主張を、もっと深みを持って言い張れる努力と直感を。そして、アイデアとユーモアを。


会話は対話になり、素晴らしい明日になったらいい。


明日も早起きだ。4人で音を鳴らします。おやすみなさい！







    2011.07.31 Sun 7/31(日)「気付いたらさっさとやる！」
    いよいよ8月ですやんか！むむむ。SEX PISTOLSのベーシスト、グレンマトロックの奇跡の単独神戸公演にサポートアクトで出演出来るとは…。でも、ビビってばかりじゃ楽しくない！先日のTHE ZOMBIESの時と同様、UKロックのど真ん中を歩いて来た人物から、何かを得てやる！

↓これ、グレンがベース弾いてるよね！！！








●


さ、明日から8月ってことは、今日で7月が終わるってことで。。。


誕生日月間も終わりです。いろいろご馳走してくれたみなさん、喜ばしてくれたみなさん、ありがとう！なんか、7/12の当日がゾンビーズの前座ライブやったからか、今年はあんまり「誕生日！」っていう実感が湧かなくって(笑)。今考えると7/12は必死でしたね…。


個人的なココロの部分では、少し悩み事も多くって大変でしたが、なんとか前を向いて歩いて行こう！って気持ちになってます。


先日、The Ventzの「Radar」をレコーディングしたのですが、今回は「せーの」の一発録りではなく、ベース／ドラムをレコーディングしたものの上にギターやmoog、ボーカルを重ねていくという「オーバーダビング」の方法を取りました。


いつもどおりの「こんなもんちゃう？」っていうギター／シンセ／ボーカル／コーラスの録音トラックをミックスしてもらおうとエンジニアでもある初田さんに送ったところ…。


「これじゃあかんやろ。神戸一にならな関西一になんてなられへん。」


そんな長電話からの音源確認をしてみると…。


これがね、恥ずかしくって顔が赤くなるほど下手くそで…。何年音楽やってるんや…っていう絶望。



ProToolsで波形を見ても、何もかもが前のめり。リズム感タイム感もバラバラ。ピッチだって狂ってる始末。


内心、辞めたくなってしまいました…。


半年後でっかいことを計画してるにも関わらず、こんなんじゃ演奏家として成立してないし、それでバンドやってる！なんて恥ずかし過ぎて。


でもね、逃げたくない！


半年しかないけど、絶対もっともっと良くなるはず！だって、今のハードル、低過ぎるんや。ひとつひとつに気付いて、対策立てて練習して、今僕が持ってる魅力的な部分を両立させることが出来れば、半年後のでっかいこと、ちゃんと胸張ってやれるんちゃうかな！って思う。


オーバーダビングする上で、何も考えずに音を入れて、そしたら結果前のめりになってしまって、ドラムがカッコ良く聴こえない位置になってしまってる。これ、すごい分かりやすい説明。


「せーの」で演奏したらウヤムヤになってしまって、「まぁまぁええんちゃう？」と見過ごせる部分を、この年齢で恥ずかしくなるほど真剣に見つめ直して、今、またすぐにスタートする。


自分にガッカリと同時に、自分に期待もまた出来るんじゃないか？っていう方向に進めましょうよ！


あまりにも口惜しいから、鳴菌、A.K.と相談して、すぐにレコーディングのやり直し。寝る時間惜しんででも「すぐにやりました！」って言いたい。気付いたらさっさとやる！


必要なことは、それだけ！


●


さぁ！そして8月へ！


グレン！神戸で待ってます！








    2011.08.03 Wed 8/3(水)「ルイ・マトロック」
    8/1の夜、19時。ハンター坂入口にあるガスさんのバーで、グレンマトロックのウェルカムパーティーがありました！イギリスから遥々FACES@フジロック経由で神戸にやって来てくれたグレンを、8/3のイベント出演者で歓迎しようやないか！という、何ともココロ踊るパーティー！こういうのん、好き。


「果たして、ほんまにグレンは来るんやろか？はたまたそれは、本物のグレンなんやろか…」


そんな想いを抱いていたことは内緒ね！笑


が、しかし、グレンマトロックはちゃんとやって来ました！14歳の息子くん、ルイと一緒にね！


「グレンが来るぞー！」


ってことで、1番扉付近に陣取ってた僕は確信犯。見事1番初めに握手、成功！笑


そういうとこ、大事よね〜、負けたくないっ！


握手している時、グレンは何か話し掛けてくれたんやけど、わかったのは


「ロッケンロォ〜？」


のみ。すかさず


「YES」


と、しっかり伝えた。


想像したより若くて、でも真っ直ぐなそのオーラは、

やっぱ只者やないな、って。


みんながグレンに挨拶をしに行くので、僕は迷わずルイくんのところへ。産まれた時からスターのお父さんを持つ気持ちって、どんなやろ？と思いながら、そんな好奇心を撃ち殺して、なんだか僕はルイと仲良くなりたかった。


僕「ハーイ」


ルイ「ハーイ」


僕「ワッチュアネーム？」


ルイ「ルイ」


僕「アイキャノットスピックイングリッシュウェル」


ルイ「☆○＊¥+〒○(僕だって日本語、喋れないさ)」


僕「ありがと、サンキュー」ジェスチャーを交えながら。


ルイ「苦笑」


僕「ごめんなさい、ソーリー」ジェスチャーを交えながら。


ルイ「苦笑」


僕「…。」


僕「ファーストタイム？ジャパン？」


ルイ「ノー、スリータイムス」


僕「ドゥユプレイエニィインストゥルメンツ？」


ルイ「ギター」


僕「ウワォ！」


ルイ「○＊+〆☆¥$#%〒÷＊」


僕「苦笑」


ルイ「苦笑」


…。


そんな感じ。笑


もちろん、グレンとも話す。いや、なんとか気持ちで伝える！


今回のイベントの主催者であるタクさんも、積極的に僕をグレンに紹介してくれる。ベンツはイギリスで初ライブをしたんだ、とか、来年、またイギリスに行こうと計画してるんだ、とか。


グレン「where?」


僕「パードン？」


グレン「ホェアディジュプレイインイングランド？」


僕「ヒッチン、クラブエイティーファイブ」


グレン「アイスィ、☆♪→%＊・○+×」


タクさん「今度来たら見に行くよってさ！」


僕「サンクス！」


こんな感じ。笑


で、一緒に写真撮ったり、ワイワイガヤガヤと。


で、店内ずっとグレンの曲が掛かってたんですが、ガスさんが


「何か違う曲掛けた方がええ思うねん。WAX、何掛けたらええ思う？」


と聞いて来てくれたので、迷わず


「僕らの！ベンツを！」


って答えた！


で。マイスペース探して、僕らThe Ventzの54を掛けてもらう！


じーっとグレンの反応伺いながらね！笑


指先、動いてるや〜ん！そんなことが嬉しくなる！


で、僕はグレンに


「イッツマイソング！」


って言ったものの、グレン、何か話してくれたけど、まーったく、理解不能。


そしたら、グレン、トイレに行っちゃった…。


あぁ…英語さえ話せれば…と思ってると、少し離れたところにいたルイが僕に聞いて来た！


ルイ「フー？」


僕「イエス！イッツマイバンド、ザベンツ！」


ルイ「？？？」


僕「マイバンド！」


ルイ「アイライクディスソング、ディスバンド！」


僕「リアリィー？センキュ！」


ルイ「オォ、＊○※◇○□＋＊(帰ったらインターネットで調べてみるよ、もう一度、なんて名前？)」


話しても伝わらない、と見抜いた僕は、すかさずガスさんに紙と鉛筆を借りる！


The Ventz


ルイ「オゥケィ！サンキュー！」


ってところで、気まぐれグレンは、少し早めにホテルに帰ることにしたようだ。


「シーユーウェンズデー！」


グレンがそう言ったのを真似して、僕もルイにおんなじように言う。


「シーユーウェンズデー！」


そしてニッコリ笑って、グレンもルイも、出て行っちゃった。


でもさ！なんやろ、この嬉しさ！グレンと話せたことももちろん、僕らの歌を聞いてグレンの指先が動いてたことも嬉しいんやけど、14歳のルイが、「あ、この曲、好き！誰？」って言ってくれたことが、もーめっちゃくちゃ嬉しくって！


イギリスのティーンエイジャーですよ！


僕、ずっーと、それこそヒットマンスタイルで日本中ライブしに行ってた時、10代のコらが僕らを見て、あ！バンドやりたいな！とか、カッコいいな！とか思って欲しかったんです。


僕もそんな頃、ビートルズに憧れてギターが弾きたくなったし、10代の頃覚えたバンドの歌は、タイトルも歌詞も、カラダに染み付いてる。


そんなこと考えてる僕が造った歌が、イギリスのティーンエイジャーに伝わってるんですよ！これ、ほんまに凄いことやと思う！


イギリスに行った時、バーフライの昼の部で、イギリスの10代のバンドを見て、

度肝を抜かれたこと。これじゃ、敵わんな…って感じたこと。なんか、それでもやって来て、よかったな…って本当に思いました。ありがとう、ルイ。


今日、Facebook開けたら、The Ventzのページに「いいね！」が増えてた。


そう、Louis Matlock。


こんな繋がり方もあるんやなって、ほんまに嬉しかったです。


さぁ！寝て起きたらライブです！


気合い入ってます！明日のライブが勝負！自分たちに負けないように、一世一代のライブに臨みます！


グレン、ルイ、僕ら日本人のロックを、感じて欲しい！伝えます！ロッケンロォ〜魂を！僕らがあなたたちの国からもらった、こんなにも夢中になれることを！








    2011.08.04 Thu 8/4(木)「ミュージック」
    マジで昨日、Glen Matlock凄かった！こんな人と共演出来る奇跡。ちゃんと感じられて嬉しいです！

The Ventz、セットリスト！


1.54
2.月
3.knock knock knock
4.Do
5.FRiDAY
6.Radar
7.ミュージック


でした！


ヒットマンスタイル時代のウタ。いや、僕の代表曲「ミュージック」をやりました。


ライブが終わった後、いや、リハーサルが終わった後も、このウタに対しての感想がすごく良くってびっくりしてしまうほどやったんですが、そもそも昨日、Glen Matlockと共演するからこそ僕が「やろう！」って決めたことだったのです。


歌詞の一節「名曲をフッと思い出せ　辛くなったなら口ずさめ　明日のために」


母方のおばあちゃんが亡くなって、ジョージ・ハリスンが亡くなったことが僕の中の何かを動かして、ほとんど自然発生的に出来たメロディーと歌詞。


「名曲なんて本当にもう出尽くしてるやん？今さら僕らは何を作るっていうん？」


でもそれを、ネガティブに想うのではなく、出来るだけさっぱりとポジティブに感謝したいじゃないか！？ってウタ。


その名曲の中には、やっぱりセックスピストルズも入っていて。


だったらやるしかないでしょ！って勝手に決めた(笑)。


このウタは、僕からは切っても切れないです。今やからこそ、本当にそう思えるし、だからこそ出来るだけ多くの人に聞いて欲しいって思う。それが正直な気持ち。そんなふうに気持ちを持って行けたことだけでも、昨日のライブの意味も価値もあったと思うのです。ありがとう！


ローリングストーンズの日本人公式カメラマンである有賀幹夫さんもThe Ventzを聞いてくれていて、「メロディックポップだね！？」って感想をもらった。想像していたおじいさんっぽい感じでは全然なくって、もっともっと若い。ハツラツとして気さく、とても信頼出来る印象を持てる方でした。


[image: ]


そうそう！グレンもめっちゃくちゃ褒めてくれてた！ような気がする(笑)。終わった直後、早口で何か言われたんやけど、理解不能…。14歳のルイは「めっっっっっちゃ良かったよ！短かった気がする！」って言うてくれてた気がするんやけど、実際ステージから見て最前列から3列目くらいのルイを見つけると、棒立ちだったんですが…(笑)。


ほんまにスペシャルな夜でした。こんなこと、絶対あり得ない。ココ、神戸やで？みたいな。本当にめっちゃくちゃ盛り上がって嬉しかったなぁ〜。


●


今から鳴菌とミーティングです。今後のいろんなこと、早急に決めないと。


ちょっと中途半端な感じしますけど、もうすぐ来るのでこのへんで〜！


SEE YOU!!!


[image: ]
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ルイに僕のギターを持たせた(笑)！








    2011.08.10 Wed 8/10(水)「The Ventz、また1人になっちゃた」
    2011年の7月12日、僕の誕生日にはあのTHE ZOMBIESの前座を務め、そしてその次のライブではあのSEX PISTOLSのオリジナルメンバー、GLEN MATLOCKと共演する！という、そう簡単には実現出来ないことをやってのけてんじゃないの！って思っている我々、The Ventz。



そんな貴重なライブをやり遂げて来た僕ら4人。でも、その考え方に不一致が出てしまい、僕は彼らと一緒にバンドをやり続けることをやめることにしました。


●



その発端となったこと。




実はね、来年の1月、イギリスはロンドンのABBEY ROAD STUDIOでレコーディング出来るチャンスが巡って来て、しかもJim LoweというプロデューサーがThe Ventzのレコーディングをしてくれる、っていうとんでもないチャンスがやって来たのです！




Jim Loweという人、調べてくれたらわかると思うのですが、あのSTEREOPHONICSやTHE CHARLATANS、そしてGLEN MATLOCKをプロデュースして来た人で、Paul WellerやThe Whoとも仕事をしているっていう、ね、本当にもう凄い巡り合わせで。




僕はその話をGLENを神戸に呼んだSPACE DOG!のタクさん繋がりでもらった。そもそも、GLENを神戸に、しかもバリットに、という話。タクさんとは、とある人物に、とあるバーで引き会わされたわけなのですが、僕らThe Ventzが初めてのライブをイギリスでやったこと、その僕が店長を務めるバリットというライブハウス。

「なら、GLEN MATLOCKはWAXさんのいるバリットでやるべきでしょう！」

そういう心意気で僕はチャンスをもらった。それはバンドとしても、ライブハウスとしても。

あとは、8/3当日のThe Ventzのライブでしょう、と。

そんな話が具体的になりつつあった7月の終わり頃から、The Ventzは何となくおかしな雰囲気に陥ってたんやと、今は思う。

単純に言い過ぎかも知れへんけど、敢えて言うならば、僕が引っ張り出して来たとてつもなく大きいチャンスのプレッシャーに、誰もが勝てなかったっていうことやと思う。そんな中、僕はひたすら前向きに練習し、もっといい曲を書き、イギリスという国の、一流のプロデューサーと一緒に、しかもアビーロードスタジオという憧れのスタジオでレコーディングが出来るという、おそらくこの人生、またとないチャンスをモノにしたかった。するべきだと思ってた。

そのプレッシャーとは？

もちろん技術的な不安もあるやろう。金銭的な不安もあるやろう。

けど、もっと大きなこと、たとえば、この4人で途轍もなく大きなチャレンジに向かう勇気みたいなものにすでに負けてしまっていて、気持ちがどっか、違うところに向いてしまってたんやと思う。

8/3のライブが。

僕の中でもっと納得のいくものになっていたなら、自然と鳴菌もA.K.も、初田さんももっと笑えてたんちゃうかな？って思う。いや、もしかしたら最初っから笑えていたなら僕らはもっともっといいライブが出来たハズや！

ライブ終わったあと、みんな、「よかった！」って言うてくれたけど、あんなライブ、バンドのライブやなかったもん。ごめんなさい、の気持ちがすごくでかくって、とてもまともにみんなと話せなかったです。

ライブの直後、タクさんだって、「グレン、これはいい感触やと思いますよ、イギリスでギグしたら、絶対見に来てくれると思いますよ！次はレコーディングですね、決めましょう！」って言ってくれたのに、僕はココロの中では、このメンバーとはもう無理なんですって謝ってた。

僕は僕の気持ちをありのまま、メンバーに伝えなくちゃと思った。もう、一緒にやれないなぁって。

さしたる会話もなく帰ってしまった鳴菌と初田さんに伝えたのはその数日後やったけど、A.K.には打ち上げ後、話せた。鳴菌とは次の日、直接会って朝まで話せた。初田さんとはまたその次の日、電話でだったけど、きちんと僕の思うことを話せた。

A.K.だけやったかな、まだやりたい！って言ったのは。

そして今日、鳴菌の最終回答を電話で聞いて（ヤツは今、東京の実家に帰っている）、The Ventzは僕だけになりました、とさ。

●

大きな目標を持つことはいけないことなんやろうか？

実現に向けて行動することはダメなことなんやろうか？

僕が持って来てしまうチャンスは、僕自身の身の丈に合っていないんやろうか？

僕は誰と出会えばええんやろか？

●

鳴菌の最終回答を聞いて、僕はまず、タクさんに連絡を入れた。今日、アビーロードスタジオでのレコーディングに向けて、スタジオのスケジュール、プロデューサーのスケジュールを抑えるための、具体的な工程のメールをもらっていたからです。

けど、僕は行きたい。1人になっても、僕は僕のチャンスを掴みたい。僕は、僕だけはビビッてなんかいない。

親身になって僕の電話を受けてくれるタクさんと、今度飲みながらじっくり話すことになりました。

●

そこで、です。

僕は、僕と一緒にイギリスに行きたいっていうミュージシャンを募集したい。

年齢なんて関係ないし、男でも女でも構わない。担当楽器だって何だっていい。ただ、僕の持っているチャンスに、一緒になってウズウズ出来る人がいい。最高な曲を書いて、めっちゃくちゃ練習して、素晴らしいユーモアを持って僕らは僕らの人生を行き抜くのだ！と、肩組んで豪語したい。

The Ventzはまだ、終わらせない。

Twitterでも僕はつぶやこうと思う。募集しようと思う。誰か身の回りにそんなユーモアを持っているミュージシャンがいたら、紹介して欲しいです。

そして僕は、そこに頼ることなく、今一度自分のミュージシャン人生を総括するくらい、音楽にのめり込み、今こそちゃんと進むべきなんだと自分に喝を入れています。僕自身がやらなきゃ、誰とも出会えないんやから…。

●

The Ventz、僕は本当に大好きなバンドなんです。初めてのライブをイギリスでやって、THE ZOMBIESやセックスピストルズのメンバーと共演し、イギリス人プロデューサーと共にアビーロードでレコーディング出来るかも知れない！？なんていう、めっちゃくちゃ奇異な歩みを続けるバンド、The Ventz。音楽だって、最高にイカシテル。

阪神大震災で決めた自分の人生観は、今も変わらず貫き通したい。

ロンドンの暴動に気持ちを揺すぶられながらも、またイギリスの友人たちに会えるチャンスをモノにしたい。

ぜひ、最高の仲間と、出会いたいです。

絶対またイギリスに行きたい！というA.K.は、どこまでその気持ちをぶつけてくれるやろうか？音楽的なことはもちろん、どんな武器を持ってまた僕の前に現れてくれるやろうか？

それは未だ見ぬ、未来のThe Ventzのメンバーと同じスタンスで僕は見ると思う。

この僕の想いを読んで、ココロを動かしてくれた人に出会いたいです。

うん。

掛かって来て欲しい。








    2011.08.13 Sat 8/13(土)「願望」
    1人でもイギリス行きたい。アビーロードスタジオでレコーディングしたい！英国人プロデューサーJim Loweとレコーディングしてみたい！！！

ってことで、早くて2012年の1月に実現可能かも知れないというこのチャンスに向けて、まずはもう一度1人で始めてみようかと計画し、行動を始めました。


まずは曲を書くこと。で、それを宅録っす。演奏力へのハードルも高くしたいなぁ。もちろん引き出しも整理せねば。


次はホームページ関連のこともしっかりしようと思いまして、The AudiosとTHE PANTRYSのスプリット7インチを出した時に依頼した会社さんと打ち合わせ。思えばThe Ventzはホームページのこと、ちゃんとしようとして全然出来てなかったから…。


その7インチの時のHPはこんなの。いいでしょ？


http://odorockrecords.web.fc2.com/jurassic7/


1人なのかバンドなのかわからんけど「イギリス行ってレコーディング！」っていうこと、それ自体を知って欲しいなー楽しんで欲しいなーって思う。それをHP上でわかりやすくデザインしてくれる会社やと思うんです。さてさてどうなることか。


っていうことは、テーマになるような「絵」が欲しい！と思うわけで、これも別のデザイナーさんに相談完了。The AudiosとTHE PANTRYSのスプリットの時には「メンバーを恐竜にして！」という無理をお願いしたデザイナーさん。いや、絵描きさん、か。それを超えるであろうリクエストを、どう料理してくれるかなぁ？楽しみ！


●


前回の日記にコメントくれたり、メールくれたり、ありがとう！


Twitterでメンバー募集の告知とかめっちゃしてやろう！って考えてたんやけど、ま、そこはマイペースでいこうかな、と思ってます。そう。1人でちゃんと始めようと思うと、なんでもかんでも焦るのも良くないな、と。でも、そんな中、「やってみたいなぁ〜」と連絡をくれた何人かのみんなも、本当にありがとうね！今しばらく考えてまた連絡します！


それでも、随時コンタクトもらえたら嬉しいのはもちろんです！


ぜひともイギリスに行ってオレと音楽やって、レコーディングしてみたい！ってミュージシャンのみんな、連絡ください！年齢不問、男女問わず、一度話しましょ！


●


今からタクさんに会って来ます。イギリスレコーディングについてのThe Ventzの変更報告、相談をするために。


よし。








    2011.08.15 Mon 8/15(月)「密会→頓挫／嘘、なし」
    Glen Matlockイベントを主催し、The Ventzに英国人プロデューサーに紹介してくれ、「アビーロードスタジオでレコーディングしましょうよ！」という話を持って来てくれたタクさんと、土曜日、北野にある、とあるパブで話して来ました。密会。

The Vnetzのメンバーが誰もいなくなった経緯をきちんと説明し、報告、そして相談。


僕らにこんなステキなアイデアをくれたんやもん。ちゃんとしなくちゃ。


タクさんはギネスを。僕はペールエールを。


今、The Ventzがこのタイミングで1人になってしまったこと。それでもどうしても、1人でだってアビーロードスタジオに行きたいこと。いや、優先順位としてはアビーロードスタジオよりも英国人プロデューサーJimと仕事をしたいという気持ちが上だということ。1人になったけれども、バンドメンバーまで行かずともサポートメンバーはすぐにでも見つけられる可能性があること。イギリス人のドラマーだって僕らを手伝ってくれるけれども、出来れば日本人のバンドで行きたいと思っているってこと。


他にもいろいろ話せた。あれからずっとざわざわと1人で考え込んでしまっていること、全部。


そしたらタクさんは言った。


「そんなに焦らなくていいんちゃいます？」


ショック。


でも、逆に僕がタクさんの立場でも、そう言ったかも知れないなぁ…。


そう。焦らなくてもええやん。焦らんと、マイペースでちゃんとやればええやん。わかる。わかる。わかりますとも。


でもこれは、確実にチャンスを逃したってことに他ならない、ですよね？


笑っちゃいますよ、実際。


でも、だからと言ってタクさんに「むかつく〜！」とかじゃない。


タクさん、正直な人なんです。嘘付いてまで期待を持たせたりしない。だから僕、タクさんに好感を持ってるんですよね。


8/3にグレンと同じステージに立った、あの4人のThe Ventzならば「行け行け〜！」でやれたと思う。それはタクさんがちゃんと見てくれて、グレンもちゃんと見てくれたから。


じゃあ僕が1人でまた始めて、どんなことが出来る？


それを証明せなあかん。そうでないと、嘘になる、僕はそう思う。タクさんもそう考える。思い出を作りに行くんじゃないんやもん。


来年1月、アビーロードスタジオで英国人プロデューサーと共にThe Ventzがレコーディングする、という案件は、これを持って頓挫してしまいました。


●


でもね、だから僕は食い付いた。食らい付いた。


「僕、ふらっとイギリス、行きますわ。去年イギリス行った後、3ヶ月に1回くらいのペースでイギリスに行こうと思ってたのに、それ、僕やってなかったんですわ。メンバー抜けたりいろいろあって、バンドを固めることに一所懸命になってしもてたんです。」


そしたら、


「それ、いいじゃないですか！グレンの家もちゃんと教えますし、アポも取りましょう。向こう行ってお茶して、そしたらプロデューサーのジムも遊びに来るんじゃないですか？そのレベルの人たちが集まってますから、そこでギター弾いたらいいんですよ！そこで音楽の話したらいいんですよ、うん、それ、いいですよ！」


って。やっぱ英語力、必要ですよねー(笑)。


●


京都の高校を卒業して、神戸の大学に入り、ほんまは音楽やらず、アメフトやろうと思ってたんです、僕(笑)。けど、その考えを覆したギタリストが先輩にしまして。須山郁っていいます。左利きの、本当にイカしたブルースギタリスト。僕、郁さんがいたから大学入っても音楽やろう！って決めました。それくらい、僕の人生にとって大切な人。


その郁さんと、facebook経由で再会しまして！このタイミング！


っていうのも、facebookで郁さんのやってること覗いてみると、1人アコギ持って、どうやら世界を放浪してるみたいなんです。僕、それ知って、思わず涙が出て来そうになってしまって。。。あの郁さんが、白髪なんです。。。2つ歳上の、一番身近な憧れのギタリストが。。。


すぐにメッセージを送ったんです。会いたいです！って。


そしたら返事来まして、「おぉ、久しぶり〜、ゾンビーズと一緒にやったんやって？南出は調子よさそうやん」って。


僕、全然そんなんちゃいます。全然うまくなんか、いってないです。調子、よくないです。


このタイミングで、僕は郁さんとインターネット上やけれども、再会した。1人でも切り開いていくって決めた僕が、このタイミングで。もう、ほとんど、ドラマです(笑)。


●


郁さんは郁さんらしく、音楽と共にある。


僕は僕らしく、また音楽と共にあるだろうか？


●


とにかく、今、また僕は歩き始めています。


イギリスに通って、なんとなく友達になりたいんじゃない。思い出作りたいんじゃない。


なんかこう、突破口みたいなんを作りたいねん。そういうことのために、僕は生きていたい！


●


あ。何度かイギリス行くお金、なんとかせな、あかんなぁ。何、売ろうかな。。。投資、大歓迎！なんてね。てへ(笑)。








    2011.08.23 Tue 8/23(火)「今日は大切な日ではないか」
    最近頭の痛いことばかりが振り掛かっているような気がするのは思い過ごしやろうか？

「ちゃうちゃう！」


って頭を振ってばかりの毎日。が、楽しくないわけじゃない。そりゃあもっと楽しい毎日があるんやろうなぁっていう想像はしてしまいますが、現実と想像を比較してばかりじゃつまらぬ。ほどよくプラスもマイナスもあって、人生終わる時にほんのちょっとプラスが顔を出せばいいじゃない？


●


実はこう言ったのは親父でして、今日、66歳の誕生日を迎えます。おめでとう。


なんだかんだと、やっぱり親父の血を引いているのだな、と感じることが多くなって来ました。不思議なものです。


僕にはこう、具体的な反抗期などなく、家庭環境もあったからやろうけど、得てして平穏に貧困生活をしていた記憶があります。それは思うほど不幸せではなくって。


たまに家族4人で出掛けた外食と言えば、王将かデパートの最上階の大衆食堂。いや、大衆レストラン？なのか(笑)？弟が家の家計事情など気にもせず「カツ丼！僕、どこ行ってもカツ丼食べることに決めてるねん！」とはしゃぐのを、僕はグッと我慢して、弟のスネを蹴ったりしてたテーブルの下。


家のトイレの水を流すのも節約出来るハズ、と小用をする弟に「水は流すな、オレがした後、まとめて流す」と兄の権限を振り翳し、「なんでーなー、僕、流す、流したい、いややもん！」と泣いてしまった弟をどうすることも出来なかったことも。


けど、不自由はなかったなぁ。いや、何も不自由に感じなかったのは何でなんやろう？


ずっと気を遣ってた気はする。それは小学校でどうすれば先生に褒めてもらえるのか？をカラダで感じてたことにも繋がるやろうし、中学校でどうすれば先生の期待に応えられるのか？を気にしてたことにも通じると思う。


お陰で成績は良かった方だと思うし、印象も良かった方やと思う。


それでもどこか、いわゆる「不良」に憧れてたのも確かなんやなぁ。ケンカもしたし、少しばかり派手な主張もしたりしていたと思う。今思えばかわいらしいもんですが。


ビートルズのクリーンなイメージの中に潜む、人を喰ったような悪びれた仲間意識が大好きやったんかも知れんなぁ、とたった今、気付いたりして(笑)。


正式な反抗期の行動ほどではないにしろ、親父と喋らない時期もあったね、そういえば。高校生の時、大学には行くつもりはない、ロックするんやって言い張ったんやっけな。それでも親父は音楽をすることに反対はしなかった。ほんまはちょっと反対して欲しかったんやと思う。ロックってのは「そんな音楽にウツツ抜かしてる場合やないやろ！そんなもんは不良のするこっちゃ！」って怒鳴り散らされて始めてロックになるんちゃうやろか？って、しょうもないこと考えてた。あぁ、そういう筋の通らない自分の考え自体にイライラするのが犯行期なんやろうか？


ともかく伝統的な京都から離れたくって(親父は京友禅の下絵師、母親は琴、三味線を教えていた)、ほとんど1人暮らしをするために大学を選んだと言ってもいいくらいの、神戸。


我ながら小さいもんだ(笑)。


もう親元を離れて暮らして20年目なんやなぁ。人生の半分を超えてる。


いろんな経験をして来たさ、オレも。


でも、どうしたって重なってしまうんやなぁ、小学生のころ感じた親父の背中に。姿とかではなく、考え方、みたいなもの。


一時期、京友禅の仕事を離れて、親父はごく普通のサラリーマン生活をしたことがあった。苦しかったんやろうな、と勝手に想像しているけど、本当のところはどんな事情があったのか、知らない。けど、なんか帰って来る親父が妙に疲れて見えて、なんだか偽物のような気もしたっけなぁ。あからさまに文句を言うわけではないけれど、酔っ払っては自分の未来の展望なんかを語ってた。そんな親父がキライでもあったし、好きでもあった。うん、隠さず言うと、ね。もっと広いところに出て欲しかった。やっぱり絵を描いてて欲しかった。


そして親父はまた、京友禅の仕事にカムバックする。その時、僕は中学1年生くらいやっけなぁ。そんな僕と弟にも、親父は膝を突き合わせて相談してくれた記憶が、僕にはある。本当はどうだったか、知らないけれども。


そのころの親父に、まさか僕は今、そっくりなんではないか？と恐怖するのです。


いろいろ悩んでいる姿を見てしまった僕は、大人が、それも自分の父親が悩むなどということが怖くて仕方なかった。お父さんが悩んでしもたら、弟もお母さんも、どうしたらええんや…って。僕はどうやって弟やお母さんを守ったらええんや？って。


●


おっと。えらく晒してしまったもんだ(笑)。


先日、ほんの一瞬やったけど京都の実家にも帰り、少し話をした。今、親父は豊かな生活をしていると思う。それは金銭的な豊かさではなく、もっと大事なもの。今の親父は大きく見えるもん。


僕は、と言えば、結局大きく自分を扱えなくなってしまってる。


「本当はこんなハズじゃなかったのに…」


人を羨みもすれば、周りの人間に対して怒ってばかりなのかも知れん。頭の中には焦りがあって、自分の思い通りに事が運ばなければ捨てることも厭わない。


やけど、いいひと、でいることに何の魅力がある？って思うのも確かで。


今やっと、僕はやりたいことをやりたいふうに出来るハズなんや。それでも付いて来てくれる人がいて、ならば僕は今、闘うべきなんやないか？と奮い立たせているんや。


そしたら、離れちゃうんよね、信頼してた人も。


ただ、それはそれで構わないと思う。自分の身の回りに「とりあえず」で人を揃えておくつもりはないから。


だったらやるべきことは、ちゃんと自分に向き合うこと。


そう。それに尽きるハズなことは頭ではわかってる。だから焦るんや…って堂々巡り(笑)。


そしたら思うんよね。あ。って。


●


親父は66歳。今から大成するような気がする。


今日まで生きて来たから親父は66歳、今の親父になった。


まだ追い付けないな。


●


まだ余裕は持てないです、ね。これは残念ながら、、、なんやろか？


そうでもないよ！


僕は僕と同じくらいの年齢の親父を知ってる。同じ血が流れてるなら、同じ運命なのかも知れない。あー親父も仲間、おらなさそうやなぁ。社交的やないからなー(笑)。


そや。母親の血も流れてるんやったわ。よー買い物行っては近所の人と喋ってばかりで帰って来んかったもんな(笑)。


親父×お袋。


さて、僕はどのタイミングでヒトカドの人物になれるやろうか。


親父の誕生日に、想う。


以上、ありがとうございました！


いつまでも元気でいて欲しいな。うん。








    2011.08.29 Mon 8/29(月)「大きな収入のチャンスは少ない？？？」
    先日、京都の弟から借りたビートルズもの、数点。ジョン・レノンの12月8日の本とかいろいろあったんですが、その中にビートルズのUSBもありました！これ、いいなぁ。青リンゴ。重量感もあって、うむ。これを「かわいらしい」と人は言うのだろう。。。 

[image: ]



そしてようやくPCに取り込み、音楽関係は何も入っていない僕の白iPhoneに全曲入れ終わりました！もちろん、44.1kHzの24bitで。




FLACっていう可逆性の圧縮された状態から元に戻してWAVにして…。こういうの、ま〜ったくわからんのです…。なので、インターネットで検索。が、苦手(笑)。情報が多過ぎるねん！本とかやったら調べ易いねんけどなぁ、と思いながら四苦八苦して理解。なるほど。




ってわけで取り込みも完了。すげぇ容量喰った(笑)！




ま、音楽はこれだけなんで、よしとしよう。




イヤフォンでチラッとしかまだ聞けてないですが、やっぱり全然違うような気がするぞ？PCからProTools経由で聞いてみても面白いかも。う〜む。楽しみっ！




●




そう。それと手相占いもしてもらいました。




これがね、なるほど、今の僕を妙に言い当てているような気がして、怖い(笑)。




こんな感じ〜。




●




「性格診断」

落ち着いてソフトな感じを与えますが、内面は情熱的でプライドが高く、見栄を張ったり安易な妥協を拒み、他人から誤解を受けたり対人面で摩擦が生じたりします。反面、感受性に富んでいるので、困っている人がいたりすると手を差し伸べ、頼りになる人物と慕われる。温かさと安らぎを与える存在感も持ち合わせています。




「仕事運」

責任感が強く周囲にこびるのが苦手なので、自分らしさを発揮出来ない環境ではストレスが生じる。独自のセンスや発想を生かせる仕事が適職です。また、チャレンジ精神も旺盛だが最後の詰めを慎重に。独立起業家、弁護士、画家、ファッション業界、広告関連、デザイナーなどが適職です。




「健康運」

暴飲暴食はやめて、毎日健康のため軽い運動に励みましょう。腰痛、関節炎、皮膚病、手足のケガに注意すること。




「金運」

金運は堅実です。大きな収入のチャンスは少ないが、きちんと蓄えをしていれば、あわてることはありません。甘い言葉や詐欺には注意。




「アドバイス」

常に計画をたててコツコツと現実的に歩んでいますが、少し心の余裕に欠けている。もう少し遊び心を持って、スポーツや趣味をたしなみ、心身、リフレッシュすればより一層の進歩がある。また、異性との交流も大切です。




●




だってさ！そして、人生のチャンスは39歳とも書いてあった！やっぱり(笑)！




ま、しかし、よくここまで僕が感じていることを当てられるもんだ、と。どっかで僕のこと、見てるんちゃう？って疑ってしまうよ(笑)。




7月は本当に最高な1ヶ月やったんやけど、この8月はいろいろと失う1ヶ月やったと思う。自信も少し失ったのかも知れん。




でも、「これが底やんか、ここからは上しかあらへんやんか」そう言い聞かせて、ジタバタとしてみた。




・音楽をもっと聞きたい！

・去年作り溜めた楽曲でメドレーを作りたい！

・好きな曲のカバーをレコーディングしたい！

・そして新曲作りにそれらをいかしたい！

・そしてライブがしたい！




上から4つは同時進行でやろうって考えて、今、時間を見つけて少しずつカタチにしています。時間作って音楽聞いて、楽器を弾く時間を増やしてる。そう。ピアノを弾く時間が劇的に増えた(笑)。




まるでティーンエイジャーかのように音楽を聞く！そしてコピーする毎日！そしたらいろんな発見、やっぱあるもんですねぇ。びっくりしてます。修行が足りなかったなぁ。




ただ手相占いの結果と照らし合わせてみると、もうちょいリフレッシュせなあかんよ？ってことよねー(笑)。猪突猛進のキライがあるので、8月も目の前にある自分のダメなところを徹底的に改善するぞ！って一生懸命やってましたが、そやなぁ、カラダ動かすこと、やることにしよう。なんか音楽と別のこと。いいかも知れない。




●

でっかいこと、したいなー。そのためにもう一度リセットして準備出来ること。暴飲暴食やめる。体力作る。音楽を聞くことはもちろん、映画見たり美術館行ったり音楽会もいいかも知れない。ミュージカル見たり買い物行ったりサーカスも見たいなぁ。その後はどこかのカフェでランチでもしよう。

「GET BACK」

そろそろ帰ろう。そんでもういっぺん、やり直す。スタートする。

●

僕なりの音楽制作の手法、少しずつジタバタしているうちに見えてきそうな予感は、ある。

また誰かに話したいな。








    2011.09.10 Sat 9/10(土)「脱皮〜GET BACK」
    くそぉ、うまいこといかへんなぁ、苦しいなぁ、しんどいなぁ、、、。

●

9月に入りました。僕は僕に非常事態宣言。

失ったものが多過ぎた夏。だからこそ僕は、新しい自分を見つける努力をすることにしました。そして有言実行。もう始めています。思い立ったら出来るだけ素早く行動。これだけは何が何でも僕の人生の中で徹底し続けていたい！

その中でも始めて良かった！って思うこと。

「ジム通い」

です。

●

ともかく朝、早く起きること。そして三宮、バリットへ。まずはギターを触る。鼻歌ででも、少しのメロディーだけでも口ずさむ。それをiPhoneに録音。そしてお昼の12時。僕はライブハウスを出発し、徒歩2分圏内のジムを目指す。持ち物は何も、ない。

平日のお昼間なら何度通ってもいい、という会員になりました。

こんな経験、今まで一度もしたことがないから、本当に僕は緊張してしまって…。

どんなシステムなのか？どんな人がいるのか？どんなふうに僕は行動すればいいのか？わからないことがあったらどうすればいいのか？

この数年、僕は僕の世界の中を、僕の世界の中だけを歩き過ぎました。

ある程度の年齢になり、ある程度の顔になり、知らないことも「知っている」と見栄を張っても、誰も何も言わない、言えない、その僕がルールになる世界ってものの中を、恥ずかしながら歩いてた気もする。

それは例えば、イギリスという国でライブをしたことで、本当は気付くべきやったんかも知れんなぁ。

でも、それも音楽の世界の中のお話。

この「ジム」という世界は、そんな僕とは無縁の世界。いつか僕がこの世界に踏み込むことがあるだろう、なんて、一瞬も予測出来なかったこと。

●

なんで僕がジムに通おうと思ったのかと言うと、ここ最近、とても体調が優れなかったから。

寝不足、疲れる、ストレス、むくむ、そして恐らくカラダの中も頭の中も、悲鳴をあげ始め、いらいらするし、寝れないし、一旦眠ると起きるのが辛くなって、バリットの仕事に向かうことから逃げてしまうこともあったり。

鏡を覗き込むと、格好の悪い僕がいて、食べたくもない食事、飲みたくもないお酒で、誰かの「あれ？太った？」っていう何気ない言葉に、またイライラを募らせてしまう。

こんなんじゃ僕はもう、音楽をやれない…。

そして一念発起。

仕事上のことでも、もう僕は飲みたくもないお酒は飲まないって決めた。食べたくもない食事は食べないって決めた。飲まなくても食べなくても、僕は僕をコントロールするべきだし、何より僕は、このまんまだと死んでしまうって思った。僕は長生きが、したい。死にたくない。

●

ジムのスタッフの方々は、今まで出会って来た人たちと完全に異世界の人でした。とても、優しい。とても、親切。

わからないことを苦笑いで照れ隠ししながら訊ねる僕。

それを察するかのように、丁寧に見て見ぬフリも交えながら、僕に教えてくれる。

そういえば、中学受験をしたあの時、僕は僕の世界から脱皮したんやった。大学に合格したあの日、家賃23000円の風呂なし共同トイレのアパートを契約した時、僕は僕の世界から脱皮したんやった。巨大な地震が神戸を襲った数日後、大学を辞めることを先生に報告した時、僕は僕の世界から脱皮したんやった。

それくらい、今回のジム会員になる、という行為は、僕の世界からの脱皮だったのです。

●

お昼12時にジムに入り、まずはバイクで軽くウォーミングアップ。15分間で100カロリーを消費する。それからこれも教わったストレッチでカラダをほぐす作業。そして、あの忌々しい風貌を見せる幾種類かのトレーニングマシーンの使い方を教わりながらの筋力トレーニング、数セット。そのあとはランニングマシーンで10分間のウォーキング、そして10分間のランニング。200カロリー。息をぜぇぜぇ切らしながら、もう一度ストレッチして、15分間のバイク。今度は負荷をきつく加え、150カロリーを目指す。もしくはプールで300m、泳ぐ。

これで90分。

それからシャワーに掛かって汗を流し、湯船につかりリラックス。

これで120分。

14時にはバリットに戻り、仕事を始める。

このサイクルがとても気持ちの良いものなのです。

●

お金を払ってまでカラダを動かすものなの？

ずっと僕はそう考えてた。そうまでして、なんでマッチョになりたい(笑)？

でもね、ライブハウスの仕事に追われ、自分の音楽の友を失い、苦しいストレスと闘う毎日。これがストレスってものなのかも、と気付いたのは初めてで、何をキッカケにして立ち直るべきなのか、僕は正直わからへんかった。

入会金を支払い、月額料金を支払い、あとは何度行こうが自由、という状況を作って初めて、僕は新しい世界に踏み出せたんやろうと思う。それは性格的な意味合いで。

汗をかくことがこんなに気持ちいいことだなんて、産まれて初めて気付きました。部活や体育で、こんなふうな感覚を抱いた記憶はない。中学生の僕らが、なんで3kmの遠泳の練習を延々せなあかんかったんや？なんで加茂川沿いを28.6kmも走らなあかんかったんや？って思ってた。

あの時感じひんかったこと、あの時、必死で頑張ったこと、37歳の今、あれは僕の人生の中で価値があったんやなぁって、本当に素直に喜びを感じています。

●

運動で汗をかいた後は、本当に頭も体も冴えていることを実感してます。

ライブハウスの仕事に対しても、音楽を造る作業に対しても。

ペダルを漕いでいても、ランニングをしていても、「あぁ、もうダメ、苦しい！」って思う。けど、絶対やめない。絶対決めた場所にまでは辿り着きたい。そうして汗をかくことが気持ちいいなら、ライブハウスの仕事にしても音楽を造るにしても、決めた地点に辿り着いたら気持ちいいに決まってる！そんな暗示に僕は、かかっている(笑)。

●

ライブハウスの仕事が終われば、せっせと僕はPCに新曲のデモネタを打ち込んでいく。

そして心地よい疲れと共にぐっすり眠る。








もうひとつ素晴らしいと思うことがある。

それは運動している90分間、好きなだけ音楽を聞けること。

ライブハウスにずっといると、大好きな音楽を聞く時間が少なくなってしまって、一生懸命に聞く時間を作らないと、聞けないことも多い。

iPodをシャッフルにして聞いて「おっ！」と思う贅沢さ。プライスレス。

●

そうそう。それとね、不思議なことに、目覚めと同時にコトバがやってくることが多くなりました。歌詞としてのコトバ、たまにメロディー付き。それをiPhoneにメモしているんやけど、いつかこの表現は絶対役に立つ予感がする。普段の生活の中では絶対出て来ない言い回しなのが不思議(笑)！







今、デモを録り溜めながら、僕は計画を練ってる。もうじき、スタートさせたい。

4年前、僕はソロアルバムを1人でレコーディングし、レコードを作った。けど、今はそうじゃない、それがやりたいことではないんじゃないか、と思ってます。あれからうまくパートナーは見付からなかったけれど、見回してみるといろいろミュージシャン、いるやん？なんて思ったりもする。

苦しい今を越えて、また誰かと出会う気がしています。

そのために今、必死になって音楽を産み出すこと。音楽の、コトバの、そのどちらもの可能性が今は信じられないくらい新鮮に感じています。

あとは誰かに期待されること。

9月はカラダを引き締めながら、もう一度原点に立ち返ってみたいと思っています。

GET BACK。








    2011.09.12 Mon 9/12(月)「appleはappleでも」
    iPad2が欲しいのだぁ〜！！！

いや、ほんまはね、iPhoneあれば、別にiPadなんていらんやろ、思ってたんす。iPodも持ってるけど、iPhone4になって、音も「これでいいかな？」って思えるくらいやったし。3Gの時は音楽、聞きたくなかったけども。。。


が、しかし。


昨日、ふらふら〜っとK's電機行きまして、ふらふら〜っとiPad2触ってさ、GarageBand、いじってみたのよ。


く〜〜〜〜〜っ、コレ、欲し〜〜〜〜〜〜！


その場で地団駄踏んで泣くじゃくる聞き分けのないコ、くらい、欲しい(笑)。


「え？こんなこと、出来るんや？え？これって今、オレがしたいこと、実現出来るやん？」


はぁ。。。


また何か売ろうかなぁ？？？


う〜ん、誰か、ちょうだい(笑)？


●


先日、ちょっと困ったことがあって心斎橋のapple storeに行って来たんですが、The Musiqueのヨシアが店員さんとしていまして、ヨシアに僕のiPhoneを見てもらったんですが、これ、字、間違ってるね、iPhoneを看てもらったんよね。ってくらいスゴイのよ。マジでお医者さんみたい。あれは完全にiPhoneの症状を看てもらってる感じ。


しかしまぁ、店員さん、みんなオシャレさん。


その後ヨシアのfacebook見たら、おそらくapple storeの周年パーティーの模様が載ってたんやけど、「あ、この人、今日見た！」みたいな。


パーティーっていう文化、日本にはあり得ないってずっと思ってたんやけど、たとえば神戸のバー界隈だったり、このapple storeであったり、なんか世界が1つになり始めてるんやないかな？って思うことも。決して文化の欧米化ではなく、ね？


appleってすげぇや〜っていう、今日はそんな感想を(笑)。


iPad2、誰か、ちょうだい(笑)？








    2011.09.12 Mon 9/12(月)「宇宙の日」
    今日9/12は宇宙の日なんやって。一番夜空を見上げていたのは小学生の頃。なんか取り憑かれたように星を見てた。望遠鏡作るくらい(笑)。

今じゃ夜空を見上げることも少なくなってしまったなぁ。


日々の生活に追われているから？


この前少し話してた。小学生の頃、天文学者になりたくて。その後はバレーボールの選手。セッターがやりたかった。熊田や川合、真鍋や、、、三橋！がいた頃の全日本は熱かったなぁ。そのチームに入りたかった(笑)。


でもビートルズ聞いて全部変わったんやったなぁ。


おっと。話が逸れてしまった。


夜空を見上げてた小学生のころ、僕は哲学者だったのかも知れん。なんのこっちゃ。


けど、確かにあの時、考えていたことは、今思い出すとゾッとすることばかり。人の死のことばっかり考えてたような気がする。死んだらどうなるんやろう？って。そしたらどんどん怖くなって、もっともっと考えたらこの世からいなくなることが不思議になって、でもたぶん、この宇宙は僕らの世界の誰も知らないことが多過ぎるって。だったら何も僕だけが怖いんじゃないな、って思うとこの夜空の星に吸い込まれそうになって。


あぁ、どんどん僕の思考回路は年々落ちている気がする…(笑)。


真夜中にどっか明かりの少ないところに行ってみたいなぁ。


月が最近、明る過ぎるよね。お月見の季節やからかな？








    2011.09.16 Fri 9/16(金)「ピント合わせ」
    ん〜、なんかいろいろ考えてるんですよねー。

自分の音楽活動のあり方みたいなものを。

ちゃんとオリジナルバンドを始めたのは大学生の頃。「JOE CLOUDS」。で、東京単身で乗り込んで、1人で音楽作ってた時期もあったけど、組んだのは「HITMAN STYLE」。このバンドのまんま神戸に都落ち(笑)して、解散後は「minamide"WAX"wataru」としてソロでレコードリリースして。そしたら今度、また新しいバンド組もうってことでやったのが「The Ventz」。

今、いろいろ思うことあって、音楽作ったり、生活正したり、仲間増やしたり、それはそれで毎日忙しくやってるんですが、何かまだピントが合ってる気がしなくって。

まぁ、だからそんな気持ちをそのまんまこのブログにブツケテしまうもんやから、少し誤解を与えてしまってるってことにも気付いてしまってさ。これって性格なんよね、単純に。「文章」ってものにグワッと入り込んで書いちゃうと、書いた僕自身はえらくスッキリしちゃうもんで、いいストレス解消法だなぁ、くらいの感覚やったんですが…。

確かに思うことは全部書いてるので、嘘がないのは本当。

だから、いわゆる僕を知ってる人なんかは、ムショウに腹が立ったりするものなのかも…なんて、今更気付いてしまったのです。逆に恥ずかしさであったりね(笑)。

●

先日、東京からキタシンイチという僕が大好きなギタリストが会いに来てくれたんです。元ファンキーパンキーというバンドのメンバーって言えば、ヒットマンスタイル時代の僕らには切っても切れない関係のバンド。

そのキタくんが「WAXさ〜ん、大丈夫っすか？」って。

ん？何？大丈夫やで。ってなるんですよねー。

キタくんってガーーーって普段はウソ臭く喋るくせに、「ネット上の発言とかは後に残るから、全然出来ないんすよー」って言う。

ここで、僕、気付く。「あ、なるほど！」って。

あ、この内容も書くな、と言われてるんですが(笑)。ええよね？

そっか。僕が感じているような感覚で、ネット上での文章を捉えていない人って、やっぱいるんやーって。僕はこの日記に、本当に想いのたけを込めてる。もぉ、それはそれは果てしなく(笑)。もちろん、誰かが読んでくれるかも、と思いながら書いてるんやけど、僕の文章に興味を持たない人は、まず読んでくれないやろう、って思ってもいる。

ヒットマンスタイルが終わって、「毎日日記を書きなさい、そしたら死んでないから」、そう進言してくれる人がいて、本当に毎日毎日書き綴った。そしたら毎日2000人くらいの人が僕の日記に興味を持って読んでくれてたんですよね。ベンツがイギリスに行くぞ！って時もそう。一旦減ってった読者も、また元に戻って、いや、それ以上やったと思う。読んでくれてたんです。

が。

僕の中のいろんな考えの変化もあったり、思うほどバンドがうまく行かなかったりで、毎日日記を書くのを辞めてしまってた。Twitterなんかもやり始めたし、その住み分けを考えたりもして。

そしたら急激に読んでくれる人って減るもんなんですよね。激減。今じゃ、一日平均200人くらいじゃないかな？200人も行かない日が多い。

そんなくらい呆気ないもんやなっていう認識もあるから、ともかく僕は自分のココロの闇みたいなものを書く、で、書くことによって現実世界はスッキリ！みたいな。毎日生きてたら、悩みもありますよね。その部分だけを濃密に書いてしまったりする。元来、文章を書くことはキライじゃない、っていうより大好きで、でも職業作家になれるっていう意味での技術も持ってないし、どっちかって言うと、「自分の考えを伝えること」が好きなもんで、インターネットっていう海の中に「どりゃ〜〜〜！」ってコトバを投げ込むことが出来たりして、僕は嬉しかったりするのです。

誰かが読んでくれるとして、それを前向きに捉えてくれる人しか、読み得ない文章なんだろうってずっと思ってた。

ところが。

キタくんは言う。「しょーもないこと、明るいことは書いてもいいと思いますけど、音楽に関する悩みとか暗い考えとか、書かない方がええんちゃいます？」って。

それより、ネットで何も言わずに、溜めて溜めて溜めて、ドバッと「次の音楽こんなんやねん！」って提示した方が、世間ってびっくりするんちゃいます？って。うわーあのWAXがこんな音楽で攻めて来たかーって思うんちゃいます？って。

「ははぁん、なるほど」

僕、正直、感激しました(笑)。そんなこと言うてくれる人、まだおってくれたんや、って(笑)。

●

実は実名ですけど(笑)、も1人僕の日記に対してややこしいこと言うてくれはる人がいまして。成瀬さんって言います。Facebook経由でメッセージくれはるんですけど、最近の僕の日記読んで、「何面倒くさいこと言うてるねん！」って言わはるんです。

「え！？なんで？なんで成瀬さんが僕のことなんかに、そんな気持ちぶつけて来てくれはるんやろ？」

成瀬さんってAKB48の曲書いてたり、「コクリコ坂から」の主題歌を歌う手嶌葵さんとツアー廻ったりっていう人やから、単純に疑問やったんです。そんな人が僕の日記に何を想うのか？って。もちろん僕がまだ10代の頃からの神戸の先輩ですし、気にしてくれはるのは嬉しい。でも、、、。

けどね、キタくんとお酒飲みながら話してみて、いや、成瀬さんのほんまに思うこととは違うとは思うんやけど、「インターネット」と「音楽を造る作業」っていう関係性に対して、僕も今、モヤモヤしていたことへの解決方法のヒントになることを、2人とも言うてくれてはるんちゃうかな？って思うんです。

成瀬さんに電話しよ、と思うんですけど、毎日いろいろ忙しいこともあってタイミングが掴めへんってこともあるんですが、それより何より、自分の中で糸口が見えないと、電話で負けてしまいそうですからね、そこは慎重にいっときたい(笑)。

●

結構、プランは固まって来てるんです。

でも、その「ピント合わせ」にしっくり来ていないんよねぇ。

「いっそ、ブログ書くのん、辞めたろかな！」って思うんですけど、今辞めても、ねぇ？って思ったり。

でも、それもアリかなーって思う。

で、ちゃんとホームページ造りたい。「自分の音楽活動のあり方」ってものに、ズバッとピントの合ったものを。だってもう、僕、バンド、ちゃうもん(笑)。

で、MySpaceもYouTubeも他のいろんなSNSも、全部整理する！「HITMAN STYLE」も「minamide"WAX"wataru」も「The Ventz」も、あってええやん？全部僕がやって来たことやん。

でも、現在形は何やねん！ってこと、それをハッキリさせたいねん、っていう想いが強くなる、今現在、進行形(笑)。

このあたりのことを、WEBのプロに相談してみよう。うん、そうしよう。

うおぉーやっぱ、The VentzはThe Ventzやもんね。過去のバンドになってまうんかなぁ？ようやくシックリ来だしたとこやのにね…。

●

ってことは、何や、オレは。

WAXか？ん？これはなんか、よーわかりませんやん(笑)？

THE WAX？もっとわからん…。

けど、いつのまにか、WAX、定着してるもんなぁ。今さら「ハナレグミ」ってオカシイやろ(笑)？

なーんちゃって！

●

うわぁ、また成瀬さん、キタくんに何か言われるわ…。けど、好きで書き殴ってることなんです。ちょっとこの先はいろいろ考えますし、今回は赤裸々さ加減、勘弁してください！

あ。腰の痛み、忘れてた…。








    2011.10.22 Sat 10/22(土)「ブログのお引っ越し」
    こんにちは！こんばんは！おはようございます！

The VentzのWAXとしてのブログ、ここで終了いたします。「FLY to the UK」ありがとう。

今後は「WAX VINTAGE WIRE」として、僕、生きていきます。新しいブログはこちらへ。

New Blog「WAX VINTAGE WIRE」

特定のバンドもまたなくなったんやけど、やっぱり僕には何かがあるんやと思う。だからブログも続けて行こうかと。いろんな気持ちの葛藤がこれからも続くと思う。引き続きお付き合い願いたいです。

よろしくお願いします！
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